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勇

払

一部
落
の
起
源

勇
払
は
石
狩
低
地
帯
の
太
平
洋
岸
の
入
口
に
位
置
し
て
い
た
か
ら、
前
期
松
前
藩
領
時
代、
シ
コ
ツ
一
六
場
所
へ
の
物
資
の
集
散
地
と

し
て、
毎
年、
交
易
の
時
期
に
な
る
と
和
人
が
出
入
り
し
た
。
寛
政三
年
(一七
九
一)
の
東
蝦
夷
道
中
記
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「ユ
ウ
フ
ツ
。
平
地
に
て
河
岸
。
谷
地
の
中
通
り
て
河
を
船
渡
し
に
て
運
上
屋
に
至
る
。
此
処
は
蝦
夷
住
居
な
く
運
上
屋
一
軒
あ
り
。
板
倉二
棟
、
弁
天
社

一
社、
運
上
屋
並
居
の
東
は
河
岸
に
て
、
西
は
大
河
の
淀
な
り
。
請
負
場
は
皆
山
奥
に
あ
り
。」

(『東
蝦
夷
地
道
中
記
』
寛
政
三
年
)

千
歳
市
史
は、
当
時
の
勇
払
に
つ
いて
「
い
ぶ
つ
(※勇
払)
は、
こ
の
一
六
場
所
の
物
資
を
積
み
出
す
土
地
で
あ
っ
て
産
物
を
生
産
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
家
臣
の
も
ら
う
給
地
で
は
な
か
っ
た
‒‒‒

。
こ
こ
は
運
上
屋
が
あ
る
だ
け
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。」と

記
し
て
い
る
。

北
方
問
題
の
急
迫
が
あ
り、

つ
い
に
幕
府
は
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
以
来
東
蝦
夷
地
の
支
配
を
松
前
藩
か
ら
そ
の
直
轄
に
移
し
、
こ

こ
に
役
人
を
駐
在
さ
せ
て
政
務
を
掌
ら
せ
た
。
勇
払
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
そ
の
自
然
的
経
済

的
条
件
に
よ
っ
て
人
が
住
み
つ
い
た
土
地
で
は
な
く、
当
時
の
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
新
し
く
見
直
さ
れ、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
集
落
を
形

成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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初期の勇払村 (明治27年まで)

二
自
然
環
境

位
置

勇
払
は
本
市
東
方
一
二
キ
ロ
に
位
置
し
、
本
市
中
最
も
古
く
か
ら
栄
え
た
地
で
あ

と
面
積
る
。
明
治
初
期
か
ら
『勇
払
郡
勇
払
村』と

称
し
て
き
た
が、
明
治二
十
八
年
の
鵡
川

外
六
ヵ
村
、同
三
十
年
、厚
真
村、
同三
十
三
年、
安
平
村
の
分
村
に
よ
り
面
積
上
の
変
遷
が
あ
っ
た。

明
治
三
十
五
年
四
月
、
苫
小
牧
村
の
二
級
町
村
制
の
実
施
に
よ
り
『苫
小
牧
村
大
字
勇
払
村
』と

な
り
、
現
在
は
『苫
小
牧
市
字
勇
払
』
で
あ
る
。

地
形
は
お
お
む
ね
平
坦
で
火
山
灰
地
で
あ
る
が
、
地
形
形
成
を
物
語
る
よ
う

地
形

と
植
物
に
砂
丘
が
走
っ
て
い
る
。

大
き
な
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が、
灌
木
と
あ
し
原
から
、
こ
の
地
独
特
の
原
野、
湿

原
植
物
が
み
ら
れ
る
。
ホ
ザ
キ
シ
モ
ッ
ケ、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ、
エ

ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
、
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
が
よ
く
見
ら
れ、
ハ
ス
カ
ップ
、
野
イ
チ
ゴ
な
ど
も
多
い。

動
物

原
野
で
あ
る
た
め
大
動
物
は
少
な
い
が、
そ
の
昔
は
エ
ゾ
シ
カ
が
日
高
方
面
から

の
渡
り
途
中
期
に
は
極
め
て
多
か
った
。
小
動
物
で
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エゾ
イ
タ
チ
、
リ
ス
類
、
野

ウ
サ
ギ
、
コ
ウ
モ
リ、
ネ
ズ
ミ
類
、
爬
虫
類
で
は
カ
ナ
ヘ
ビ
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、

ア
マ
ガ
エ
ル
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

魚
類
は
勇
払
川、
小
沼
に
フ
ナ、
ウ
グ
イ
な
ど
の
淡
水
魚
、
勇
払
川
に
は
古
く
か
ら
サ
ケ
が
の
ぼ
り
、
十
月
末
か
ら
三
月
に
か
け
大
量

の
ア
カ
ハ
ラ
が
の
ぼ
っ
た
ほ
か、
旧
河
川
で
は
ヤ
チ
ウ
ナ
ギ
、
カ
ラ
ス
貝
も
棲
息
し
て
い
た
。
鳥
類
は
草
原
、
灌
木
地
に
四
季
を
通
し
て
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見
ら
れ
る
。
セ
キ
レ
イ
類
、
カ
ッコ
ウ、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ベニ
ヒワ
、
シ
ギ
類
、
山バ
ト、
ヒ
バ
リ、ト

ビ
、
タ
カ、
ア
オ
サ
ギ
、
白
鳥、

カ
モ
、
ガ
ン
、
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
多
種
多
様
に
わ
た
っ
た
。

昆
虫
類
は
、
オ
サ
ム
シ
類、
ト
ン
ボ
類
、
蝶
類
も
各
種
ア
ゲ
ハ、

エ
ゾシ

ロ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
類
、
シジ
ミ
類
も
多
い
。

三
発
展
衰
退
の
状
況

松
前
藩
領

1
幕
藩
時
代
の
勇
払

北
海
道
史
の
う
え
で、
蝦
夷
地
の
様
子
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
松
前
氏
が
江
戸
幕
府
の
傘
下
に

時
代
の
勇
払
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
慶
長
八
年
(一
六〇
三
)
徳
川
家
康
が
幕
府
を
開
く
と
、
松
前
慶
広
は
翌
九

年
大
名
に
列
せ
ら
れ
て
蝦
夷
島
の
統
治
権
を
握
っ
た
。
し
か
し
、
広
大
な
島
内
を
支
配
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、

幾
度
か
の
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
抗
争
の
あ
と
、
藩
は
島
内
を
和
人
地
(松
前
地
方)、

蝦
夷
地
(奥
地)に

分
け、
和
人
地
に
は
従
来
か
ら
住
ん

で
い
た
も
の
の
ほ
か
は
ア
イ
ヌ
の
居
住
を
許
さ
ず
、
蝦
夷
地
に
は
和
人
の
居
住
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
期
の
勇
払
に
和
人
の
居
住

す
る
も
の
の
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
の
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

藩
は
ま
た、
米
産
の
な
い
自
藩
に
特
殊
な
知
行
制
度
を
と
っ
て
い
た
。
島
内
の
和
人
地、
蝦
夷
地
の
適
当
な
場
所
を
選
ん
で、
そ
の
う

ち
、
行
政
的、
経
済
的
に
重
要
な
場
所
を
藩
主
の
直
領
と
し
、
そ
の
他
の
場
所
を
知
行
地
と
し
て
上
級
家
臣
に
与
え
、
そ
の
地
で
の
ア
イ

ヌ
と
の
交
易
によ
る
利
益
を
彼
等
の
扶
持
に
あ
て
さ
せ
る
と
い
う
特
殊
な
制
度
を
と
っ
て
い
た
。

藩
主
や
藩
士
の
交
易
す
る
場
所
を
商
場
と
い
っ
た
。
は
じ
め
は
知
行
主
が
自
ら
船
を
仕
立
て
て
出
向
い
た
が、
だ
ん
だ
ん
代
理
者
を
送

る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
交
易
は
当
初
、船
中
ま
た
は
ア
イ
ヌ
の
家
な
ど
が
使
わ
れ
た
が
、
後
に
は
交
易
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寛
文
蝦
夷
の
乱
(一
六
六
九)
の
前
後
から
、
藩
は
き
び
し
い
財
政
難
に
直
面
し
て
い
た
。
鷹
、
砂
金
産
出
の
減
少
に
よ
っ
て、
藩
は
二
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大
財
源
を
失
っ
て
い
た
。
藩
は
根
本
的
な
財
政
の
建
て直
し
の
心
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
藩
政
の
改
革
が
行
わ
れ、
積
極
的
な
商
業
資
本

の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
場
所
請
負
制
度
の
採
用
で
あ
る
。

場
所
請
負
制
度
と
は
、
従
来、
藩
主
、
藩
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
商
場
の
交
易
権
を
、
一定
の
運
上
金
を
納
め
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
全
面
的
に
商
人
に
譲
り
渡
す
も
の
で
あ
っ
た
。
知
行
主
を
場
所
持
と
い
い、
商
場
を
場
所
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は、

寛
文
年
間
の
は
じ
め
か
ら
享
保
年
間
の
は
じ
め
に
か
け
て
一
般
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

各
場
所
に
は
交
易
の
場
所
と
し
て
運
上
屋
が
た
て
ら
れ
た
。
苫
小
牧
沿
岸
か
ら
千
歳
川
に
か
け
て
の
一
帯
の
地
に
は
多
く
の
『場
所
』

が
あ
っ
て、
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
っ
た
が
、
一
般
に
シ
コ
ツ
一六
場
所
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
天
明
五
年
(一七

八
五)、か

ら
六
年
に
か

け
て
行
わ
れ
た
幕
府
御
普
請
役
佐
藤
玄
六
郎
の
調
査
は
「シ
コ
ツ、
運
上
屋
十
四
所、
海
岸
里
数
数
十
里
余、
六
戸
海
岸
に
在
り
、
八
戸

は
シ
コ
ツ川
の
岸
に
あ
り」
と
報
告
し
て
い
る。
し
か
し、
当
時
の
勇
払
は
『場
所
』
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
生
産
の
地
で
は
な

く、
し
た
が
っ
て
家
臣
の
知
行
地
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
千
歳
川
(当
時
はシ
コッ
川
と
いっ
た)
勇
払
川
を
通

っ
て
太
平
洋
に
出
る
交
通
至
便
の
土
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
運
上
屋
が
設
け
ら
れ
て
、
奥
地
の
産
物
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
期
松
前
藩
領
時
代
の
蝦
夷
地
は
蝦
夷
交
易
を
中
心
と
す
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、和
人
と
ア
イ
ヌ
は
毎
年
勇
払
に
集
ま
って
交
易
し
て

い
た
と
いう
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
い
ち
や
く
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ヤ
の
北
方
接
近
が
問
題
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

幕
府
直
轄

松
前
藩
が
は
じ
め
て
ロ
シ
ヤ
人
の
南
下
を
知
っ
た
の
は
宝
暦
十
年
(一
七
六
〇
)
と
い
わ
れ
る
。
明
和二
年
(一七

六

時
代
の
勇
払
五)
か
ら
同三
年
に
は
エ
ト
ロフ
島、
ウ
ル
ッ
プ
島
に
出
没
し
て
い
る。
識
者
が
蝦
夷
地
の
危
機
を
説
く
声
は
次
々
に

高
ま
っ
て
き
て
、
早
急
に
境
界
の
取
締
り
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
そ
の
温
床
を
な
す
も
の
は
場
所
請
負
制
度

の
弊
害
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
利
潤
の
追
求
に
急
な
請
負
人
の
ア
イ
ヌ
の
酷
使
虐
待、
取
引
の
不
正
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
っ
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て
、
彼
等
を
離
反
さ
せ
る
に
い
た
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

寛
政
十
年
(一
七
九
八)、

幕
府
は
蝦
夷
地
の
直
轄
経
営
を
決
意
、
蝦
夷
地
取
締
御
用
係
を
任
命
し
て
そ
の
準
備
に
着
手
し
、
翌
十
一
年

正
月
、
東
蝦
夷
地
浦
河
か
ら
知
床
ま
で
の
地
と
そ
の
付
属
の
島
を々
、
当
分
幕
府
の
用
地
とし
て
仮
に
上
知
し
津
軽
、
南
部
の
二
藩
に
は

こ
れ
が
警
備
に
つ
い
て
司
令
し
た
が
、
松
前
藩
の
申
し
出
で
に
よ
っ
て
、
同
年
八
月
十
二
日
に
は
さ
ら
に
知
内
ま
で
の
地
を
こ
れ
に
追
加

し
た
。
シ
コ
ツ
一
六
場
所
が
直
轄
地
に
入
っ
た
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

直
轄
の
眼
目
は、
対
外
的
に
は
ロシ
ヤ
と
の
境
界
の
取
締
り
、
対
内
的
に
は
そ
の
進
出
を
可
能
に
す
る
ア
イ
ヌ
政
策
の
改
革
に
あ
っ
た
。

悪
弊
の
多
い
場
所
請
負
制
度
を
廃
止
、
ア
イ
ヌ
を
撫
育
し
て
仁
政
を
し
き、
彼
等
が
外
人
の
扇
動
誘
惑
に
乗
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
教
導

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ヌ
と
の
交
易
は
従
来
の
制
度
を
廃
し
て
幕
府
の
直
接
取
扱
に
改
め
た
。
取
扱
所
の
運
上
屋
は
会
所
と
改
め
、
こ
こ
に
は
役
人
が
詰

め
て、支

配
人
、番
人
、
通
辞
な
ど
を
指
揮
し
て
交
易
の
公
正
を
計
っ
た
。
会
所
付
近
に
は
、
米、
塩
、
網
、
産
物
な
ど
を
納
め
る
倉
庫
や

大
工
、
鍛
治
な
ど
の
作
業
所、
通
行
人
や
人
馬
の
継
立
て
な
ど
に
あ
た
る
た
め
の
下
宿
所、
旅
宿
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
会
所
の
建
物

は
、
小
さ
く
て
五
〇
坪、
大
き
い
も
の
に
な
る
と
一
〇〇
坪
以
上
の
大
建
築
で、
多
く
は
床
の
間
つ
き
の
座
敷
を
設
け
て
上
級
官
吏
の
宿

泊
に
備
え
ら
れ
て
い
た
。

じ
き
さばき

従
来
は、
請
負
人
関
係
者
以
外
は
ま
っ
た
く
場
所
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が、
直
捌
に
な
る
と
、
希
望
者
に
は
出
稼
ぎ
を
許
し

日
用
品
そ
の
他
を
融
通
し
た
が
、
中
に
は
妻
子
を
伴
っ
て
来
る
も
の
も
あ
っ
た
。

場
所
そ
の
も
の
も
整
備
さ
れ
た
。
シ
コ
ツ
一
六
場
所
は
統
一
さ
れ
て
勇
払
場
所
と
な
り、そ

の
会
所
は
勇
払
に
置
か
れ
、今
日
の
千
歳
に

は
出
張
番
屋
を
置
い
て
奥
地
の
産
物
の
交
易
や
千
歳
越
え
の
事
務
に
当
た
ら
せ
た
。当
初
、
勇
払
会
所
は
川
東
に
あ
っ
た
が、
波
受
け
に
よ

る
決
壊
が
は
げ
し
か
っ
た
の
で、
文
化
元
年
川
西
に
移
転
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
『会
所
跡
の
碑
』
の
位
置
で
あ
る
。
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勇払会所配置図 (文化6年)
〔市立函館図書館蔵〕

最
初
の
勇
払会
所
詰
役
人
の
氏
名
は
明ら
か
で
な
い
が、
寛
政
十
二
年
の
「庚
申
蝦

夷
千
役
」
に
は
高
橋
次
太
夫、
河
西
祐
助、
月
輪
安
済、
大
司
馬
伊
織、
翌
享
和
元
年

の
「蝦
夷
道
中
記
」
に
は
河
西
祐
助、
原
新
助、
河
田
甚
太
郎
、
望
人
三
作
が
記
さ

れ
て
お
り
、
享
和三
年
建
立
の
勇
武
津
不
動
に
は
願
主
と
し
て
高
橋
次
太
夫、
河
西
祐

助
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
に
残
る
河
西
祐
助
は
八
王
子
千
人
同
心
の
一
員
で
あ
っ
た
。
彼
が
会

所
詰
と
し
て
勇
払
に
赴
任
を
命
ぜら
れ
た
の
は、
東
蝦
夷
地
仮
直
轄
の
翌
年、
寛
政
十

二
年
春
で
あ
っ
た。
彼
は
妻
子
を
伴
っ
て
来
た
が、
こ
の
地
で
そ
の
妻
を
失
っ
た
哀
話

は、
現
存
す
る
妻
の
墓
と
、
そ
の
墓
に
刻
ん
だ
彼
の
詩
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
勇
払
に
勤
務
す
る
こ
と
八
年
、
文
化
四
年
(一
八〇
七)
九
月
、
有
珠
に
出
張
中

三
七
歳
を
も
っ
て
客
死
し
た
。
樺
太
に、
千
島
に、
ロ
シ
ヤ
人
の
進
出
が
は
げ
し
く
、

奥
州
の
諸
藩
に
は
増
兵
出
兵
が
命
ぜ
ら
れ、
幕
府
は
新
た
に
蝦
夷
地
防
御
総
督
を
任
命

派
遣
し
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
勇
払
の
状
況
は
津
軽
藩
士
山
崎
半
蔵
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

五
月二
十
六
日
勇
払
着、
河
西
祐
助
と
大
筒
の
試
み
を
な
す
。
五
月
二
十
八
日、
沙
流
在
住
折
原
政
吉
妻
、
支
配
人
の
妻
、
鵡
川
地
役
の
家
内、
河
西
祐
助

の
子
、
同
召
使
の
女
、
そ
の
他
何
人
の
家
内
妻
妾
様
々
に
相う

ら
み
云
申
し
、
泣
き
嘆
き
、
晴
衣
の
帯
衣
裳
を
も
惜
し
み
い
た
わ
る
心
も
な
く
、
泥
砂
に
引

き
ま
ぶ
れ、
歩
み
得
た
足
血
に
染
み
て
急
ぎ
船
に
乗
り
行
く
有
様
、
し
き
り
に
戦
国
時
代
の
事
で
思
い
出
さ
れ
け
る
。
こ
れ
と
申
す
も
、
婦
女
子
を
ば
彼
等

に
探
り
出
さ
れ
ぬ
よ
う
、
重
き
役
人
よ
り
ふ
れ
い
だ
す
振
合
な
り
し
か
ば
、
下
々
に
至
り
夢
想
に
さ
わ
ぐ
も
こ
と
わ
り
な
り
。

(山
崎
半
蔵
『蝦
夷
日
誌
』
文
化
年
間
)
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祐
助
は、
寛
政
十二
年
の
緊
急
配
備
以
来
八
年
間、
こ
の
へ
き
地
に
在
っ
て
幼
児
を

か
か
え
な
が
ら
警
備
と
行
政
に
身
命
を
さ
さ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
寛
政
十
二
年
春
、
祐
助
よ
り
一
足
先
に
来
た
八
王
子
千
人
同
心
に
原
半
左
衛
門

と
そ
の
部
下
の
一
隊
が
あ
る。
半
左
衛
門
は
同
隊
千
人
頭
の
一
人
だ
が、
幕
府
の
蝦
夷

地
直
轄
の
こ
と
を
知
る
や
同
心
の
子
弟
等
を
ひ
き
い
て
警
備
開
拓
の
こ
と
に
あ
た
ろ
う

と
出
願
し
許
可
さ
れ
て、
弟
新
助
を
副
隊
長
と
し
、応
募
し
た
一〇
〇
名
を
五
〇
名
ず
つ

の二
隊
に
分
け
て
白
糠
、
鵡
川
に
移
住
し
た
。
こ
の
人
員
は
さ
ら
に
五
〇
名
追
加
に
な

っ
た
の
で、こ

れ
も
両
地
に
配
分
し
た
。鵡
川
隊
の
指
揮
は
新
助
が
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。

こ
う
し
て
現
地
に
入
っ
た
彼
等
は、
そ
の
冬、
寛
政
十二
年
か
ら
十三
年
の
春
に
か

け
て
、
辛
苦
と
恐
怖
に
み
ち
た
生
活
を
お
く
る
。
病
気
が
多
発
し
、
毎
月
死
亡
者
が
絶

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
いう
生
活
に
耐
え
な
が
ら
、
彼
等
は
鵡
川
畑

作
場
だ
け
で
も
数
一
〇
町
歩
の
開
墾
を
達
成
し
た
。

享
和二
年
(一
八〇
二
)二
月、
幕
府
は
蝦
夷
地
御
用
掛
を
廃
し
て
蝦
夷
奉
行
(同
五

月
、
箱
館
奉
行
と
改
め
る)を

置
き
、つ
い
で
七
月
、
東
蝦
夷
地
の
仮
直
轄
を
永
久
直
轄
に
改
め、
翌
三
年
、
蝦
夷
地
経
営
費
予
算
を
半
減
す
る

原
半
左
衛
門
、
同
新
助
が
箱
館
奉
行
所
に
登
用
さ
れ
て
移
住
地
を
去
っ
た
の
は
そ
の
翌
年
文
化
元
年
(一
八〇
四)
で
あ
る
。
こ
う
し
て
蝦

夷
地の
原
隊
は
解
散
す
る
が、
配
下
の
者
は
希
望
に
よ
っ
て
地
役
雇
と
し
て
奉
行
所
に
採
用
さ
れ
各
地
に
派
遣
さ
れ
た。
彼
等
が
移
住
し

て
か
ら
解
散
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
四
ヵ
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

寛
政
十
一
年
に
は
じ
ま
っ
た
幕
府
の
東
蝦
夷
地
仮
直
轄
は、
享
和
三
年
(一
八〇
二
)
に
は
永
久
直
轄
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
五
年
後
の

付
編
部
落
史
・
勇
払
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文
化
四
年
(一
八〇
七)
に
は
全
島
を
直
轄
し
た
が
、
対
外
関
係
の
静
穏
に
赴
く
の
を
待
っ
て
文
政
四
年
(一
八二
一)
こ
れ
を
松
前
藩
に
返

し
た
。
こ
の
間、
文
化
十
年
(一八
一三
)
東
蝦
夷
地
で
と
っ
て
き
た
幕
府
の
直
捌
を
止
め、
そ
の
監
督
の
も
と
に
場
所
請
負
制
度
を
復
活

し
て
い
る
。

こ
の
時
期、
勇
払
に
は
官
営
の
諸
施
設
が
設
けら
れ、
役
人
の
ほ
か
支
配
人
そ
の
他
の
雇
人
が
配
置
さ
れ
て、
行
政、
交
易
事
務
の
充

実
が
計
ら
れ
た
が
、
荒
涼
た
る
土
地
の
様
子
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

な
お、
文
化
年
間
の
勇
払
は
次
に
記
す
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

出
荷
物
椎
茸、
魚
油、
干
鮭、
秋
味

一、
会
所
一
ヵ
所、
支
配
人
一
人、
通
辞二
人
、
馬
索
一人
、
手
傳
八
人、
番
人二
十
四
人

一、
下
宿三
カ
所、
板
倉
四
カ
所、
荷
物
板
倉三
ヵ
所

一、
辨
天
社
一
ヵ
所
、
会
所
附
属
夷
船二
十
艘

一、
会
所
付
持
底
船
二
艘、
会
所
付
川
船
十
四
艘、
左
馬
船三

右
勇
武
津、
近
辺
に
山
な
く
海
岸
か
け
拂
の
浜
辺
に
て、
浜
手
に
住
所
な
く
薪
木
も
求
め
難
く
、
浪
立
荒
く
片
瀬
海
岸
も
な
き
所
故、
夷
人
も三
里
よ
り
十

里
迫
の
内
外
住
居
也。
此
処
に
稼
き
な
き
も
廻
船
出
入
の
場
所、
又
は
奥
地
へ
の
道
筋
故
前
よ々
り
会
所
あ
り
。
夷
人
食
物
は
四
季
共
に
魚
物
に
て
取
続
き

来
れ
ど
も
海
魚
な
く
、
河
魚
を
し
て
其
食
と
す
。

初
秋
よ
り
千
歳
川
場
所
よ
り
各
稼
の
産
物
干
鮭
二
里
程
の
山
中
を
背
負
い
運
び
、
夫
よ
り
五
里
余
川
船
に
てニ
ウ
ブ
ツ
積
手
傳
に
て
、
御
用
地
に
な
り
春

夏
の
内
海
漁
の
試
稼
を
始
め
、
秋
よ
り
冬
は
千
歳
川
に
て
鮭
漁
の
み
。
夷
女
は
場
所
に
よ
り
作
物
を
も
仕
付、
又
は
ウバ
ユ
リ
、
フ
ク
シ
ヤ
の
類
を
取
り
て

食
物
の
糧
に
供
し
、
厚
子
を
織
り
て
男
女
の
衣
料
に
用
ふ
。

(『蝦
夷
道
中
日
誌
』
文
化
年
間)
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こ
う
いう
中
で
目
に
つく
の
が
「御
用
地
に
な
り
春
秋
の
内
海
漁
の
試
稼
を
始
め」
と
いう
こ
と
で、
こ
れ
は
、
寛
政
十二
年
に
白
老

場
所
の
ア
イ
ロ
で
は
じ
ま
っ
た
鰯
漁
業
が
漸
次
こ
の
地
方
に
も
普
及
し
て
来
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
蝦
夷
地
各
場
所
の
直
捌
制
を
場
所
請
負
制
に
も
ど
し
た
の
は
文
化
十
年
(一
八
一三
)
で
あ
っ
た
。「介

抱
専
ら
に
取
計
候
に
付、
蝦
夷

人
ど
も
難
有
が
り
、
伏
従
厚
く
相
成
候
。」
蝦
夷
人
ど
も
産
業
繁
栄
い
た
し
、
不
平
等
も
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
各
場
所
の
入
札
が
行
わ
れ、
勇
払
場
所
は
松
前
の
阿
部
屋
仁
兵
衛
に
落
札
し
、
翌
文
化
十
年
から
七
年
間
請
負
う
こ
と
に

な
っ
た
。
請
負
人
は
幕
吏
の
監
督
下
に
あ
っ
て
、
従
来
の
企
業
業
務
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
撫
育
、
介
抱
、
役
人
警
備
兵
の
便
宜
供

与
、
公
文
通
送
人
馬
継
立
、
難
破
船
の
救
助、
治
安
維
持
の
た
め
の
備
品
消
耗
品
の
整
備、
外
国
船
発
見
の
際
の
急
報
等
、
い
ろ
い
ろ
な

公
的
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、当
地
方
の
海
で
は
イ
ワシ
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
こ
と
で、
松
浦
武
四
郎
の
「初
航
蝦

夷
日
誌
」
は、
文
化
九
年
(一
八
一二
)、当
場
所
の
主
要
産
物
が
サ
ケ
や
椎
茸
に
か
わ
っ
て、
干
粕
(イ
ワ
シ
の〆
粕)
が
第
一で
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る。
こ
のこ
と
は
、
今
ま
で
アイ
ヌ
の
生
産
に
依
存
し
て
き
た
場
所
経
営
から
、
請
負
人
の
資
本
投
下
に
よ
る
漁
場
経
営

に
変
わっ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に、
経
済
的
に
は
ア
イ
ヌ
産
物
の
集
散
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
勇
払
が、
海
漁
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
産
地
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

松
前
藩
復
領

寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
の
東
蝦
夷
地
仮
直
轄
以
来二
二
年
、
文
政
四
年
(一
八二
一)
十
二
月
七
日
、
松
前
藩
は
旧

時
代
の
勇
払
領
に
復
す
る
こ
と
を
許
さ
れ、
つ
い
で
翌
五
年
五
月、
ま
っ
た
く
引
き
継
ぎ
を
完
了
し
て
松
前
奉
行
は
廃
止
さ
れ
る
。

奥
地
島
迠々
連
御々
取
締
相
整
、
夷
人
撫
育、
産
物
取
捌
等
、
万
端
居
合
、
安
堵
の
事
に
候
。

(『
新
北
海
道
史
‒‒第
二
卷
通
說
一
』
昭
和
四
十
五
年
北
海
道)

幕
府
の
直
轄
以
来
の
施
政
に
よ
っ
て、
万
事
軌
道
に
乗
っ
て
心
配
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
旧
家
に
対
す
る
特
別
の
配
慮
で
復
領
を
許
す

付
編
部
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と
い
う
の
で
あ
る
。
文
化三
年
(一八〇

六)
か
ら
四
年
に
か
け
ての
事
件
後、
ロシ
ヤ
は
ヨ
ー
ロッ
パ
、
小
アジ
アの
対
策
に
忙
し
く
、

ほ
と
ん
ど
わ
が
辺
海
に
現
れ
な
く
な
っ
た
。
国
際
事
情
に
う
と
い
わ
が
官
民
は
よ
う
や
く
心
が
ゆ
る
み
、
辺
防
を
軽
ん
ず
る
風
が
生
じ

て
き
た
。
当
時
蝦
夷
地
の
経
営
は、
困
難
に
瀕
し
た
幕
府
の
財
政
に
大
し
て
貢
献
す
る
見
込
み
も
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
諸
種
の
事
情
が

な
ん
ら
の
功
績
も
な
い
松
前
氏
の
強
い
請
願
に
よ
っ
て
そ
の
復
領
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

幕
府
は
復
領
に
際
し
て
、
直
轄
中
の
施
政
方
針
を
堅
く
守
っ
て、
ア
イ
ヌ
の
撫
育
を
計
る
と
と
も
に、
辺
防
の
備
え
を
厳
重
に
し
、
万

一非
常
の
際
に
は
津
軽
藩
お
よ
び
南
部
藩
と
協
力
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
撫
育
や
産
物
取
り

捌
き
の
方
法
は
、
今
後
と
も
万
事
直
轄
中
と
異
な
ら
な
い
か
ら
安
心
し
て
業
務
に
い
そ
し
む
よ
う
に
と
申
し
渡
し
た
。

松
前
藩
の
藩
政
は、
さ
き
に
本
道
を
領
有
し
て
い
た
時
と
大
体
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
知
行
制
に
つ
い
て
は
大
き
な
改
革
が
あ
っ
た
。

蝦
夷
地
お
よ
び
和
人
地
を
す
べ
て
直
領
と
し、
知
行
地
と
し
て
場
所
を
与
え
ら
れ
て
い
た
家
臣
に
対
し
て
は
、
そ
の
か
わ
り
に
米
お
よ
び

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
この
制
度
は、
松
前
藩
が
場
所
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
請
負
商
人
に
対
す
る
統
制
力
を
強
化
し

従
来
の
場
所
請
負
制
度
の
弊
害
を
除
去
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

蝦
夷
地
防
備
に
つ
い
て
も、
幕
府
直
轄
時
代
を
踏
襲
し、
東
蝦
夷
地、
西
蝦
夷
地
計
一
一
カ
所
に
勤
番
所
を
置
い
た
。
勤
番
は
警
備
だ

け
で
な
く
、
蝦
夷
地
の
行
政
監
督
を
も
任
務
と
す
る
も
の
で
、
請
負
人
に
よ
っ
て
場
所
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
雇
人
の
監
督
、
そ
の
所
管
に

な
っ
て
い
る
交
通
設
備
の
確
か
め
、
新
規
事
業
の
検
分
や
許
可、
密
売
買
の
取
締
り
等
万
般
の
取
締
り
に
あ
た
っ
た
。

ユ
ウ
フ
ツ
に
は、
は
じ
め
は
勤
番
所
が
な
か
っ
た
ら
し
い
が、
天
保
九
年
(一
八三
八)
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一、
ユ
ウブ
ツ
人
数
六
人、
内
上
下三
人、
足
軽三
人
。

是
は
ユ
ウ
ブ
ツ
よ
り
ミ
ツイ
シ

の
場
所
支
配
役
所
也
。

天
保
十
五
年
の
配
備
状
況
は
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頭
役
士

一騎
、
徒
士

一人、
在
住
足
軽
二
十
五
人

で
、
人
員
も
兵
器
も
一
段
と
増
強
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
よ
う
や
く
復
活
し
た
松
前
の
統
治
も、
幕
府
の
期
待
し

た
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
綱
紀
は
ゆ
る
み、
政
務
は
乱
れ、
前
時
代
に
幕
府
が
鋭

意
改
革
し
た
も
の
は
、
全
く
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。

藩
の
内
政
が
こ
の
よ
う
な
折
か
ら
、
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
外
国
船
が、
復

領
の
引
き
継
ぎ
を
終
わ
っ
た
翌
文
政
六
年
(一
八二
三
)
幌
泉
沖
に
現
れ
た
の
を
は
じ
め

と
し
て、
た
び
た
び
近
海
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
船
の
出
没
に

加
え
、
国
内
で
は
有
珠
岳
の
大
噴
火、
奥
羽
地
方
か
ら
次
い
で
全
国
的
な
凶
作
に
よ
る

き
が

蝦
夷
地
へ
の
米
の
移
入
減
少
等
天
災
や
飢
餓
が
相
次
い
だ
。
松
前
藩
の
出
費
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
が
直
ち
に
場
所
請
負
人
の
運
上
金
の
増
額
と
な
り
、
請
負
人
の

生
産
増
強
策
は
交
易
の
不
正
や
ア
イ
ヌ
の
虐
使
と
つ
な
が
っ
た
。
こう
し
て
お
そ
っ
た

え
ん
さ

蝦
夷
の
怨
嗟
の
声
は
、
再
び
識
者
の
眼
を
蝦
夷
地
に
向
け
さ
せ
、
北
方
防
衛
と
ア
イ
ヌ

撫
育
の
た
め
の
蝦
夷
地
再
直
轄
が
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
そ
し
て、
こ
れ
を
早
め
た
の
は
神
奈
川
条
約
に
よ
る
箱
館
開
港
で
あ
っ
た
。

松
前
藩
復
領
時
代
の
本
道
は
政
治
的
に
は
混
迷
の
時
代
で
あ
っ
た
が、
勇
払
場
所
は
海
辺
の
漁
場
開
発
に
よ
る
イ
ワシ
漁
業
の
発
達、

美
々
山
道
の
開
削
に
よ
る
交
通
網
の
整
備
等
に
よ
っ
て、
産
業
や
交
通
の
面
で
、
重
要
性
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
。
弘
化
二
年
(一
八
四
五)

こ
の
地
を
調
査
し
た
松
浦
武
四
郎
は
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
勇
払
の
様
子
を
抜
き
書
き
し
て
見
る
。

ユ
ウブ
ツ
此
地
南
向、
当
嶋
第
一
の
暖
気
な
る
所
と
いへ
り。(中

略)
山
遠
く
し
て
而
薪
に
は
と
ぼ
し
け
れ
ど
も
、
チ
ト
セ
は
此
附
場
所
故
此
沼
を
冬
出

付
編
部
落
史
・
勇
払
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し
置
。
其
自
由
も
ま
た
妙
な
り
。
裏
の
方
沼
多
く
し
て
而
船
通
用
至
極
よ
ろ
し
。
運
上
屋
南
向。
前
に
土
手
を
築、
玄
関、
座
敷
美
々
敷
建
た
り
。
勤
番
上

下
と
も
止
宿
所
に
な
る
。
又
西
部
ソ
ウ
ヤ、
唐
太
両
場
所
勤
番
並
石
カ
リ
勤
番
半
分
程
も
此
処
に
川
通
り
来
り
、
止
宿
し
而
馬
継
立
に
相
成
事
。
馬
多
し
。

水
わ
る
し
。

(松
浦
武
四
郎
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
弘
化
二
年)

非
常
備
蔵
や
勤
番
所
が
あ
り
蔵
も
多
く
立
ち
、
高
い
櫓
が
立
っ
て
い
て
魚
群
の
来
る
の
を
見
張
る
よ
う
に
な
っ
て
いる
。
夷
人
小
屋
も

二
〇
軒
余
あ
り
賑
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。勤
番
の
人
数
は
、目
付
代
上
下
四
人
、
徒
士
上
下
二
人
、
足
軽二
人
計
八
人
が
詰
め、
武
器
を

備
え
て
白
老
か
ら
三
石
ま
で
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
。

当
時、
勇
払
場
所
は
松
前
の
山
田
屋
文
右
衛
門
が
請
負
っ
て
い
た
が、
苫
小
牧
の
海
岸
は
す
で
に
イ
ワ
シ
漁
場
と
し
て
多
く
の
出
稼
業

者
が
入
っ
て
い
て、
日
誌
に
は
随
所
に
「漁
小
屋
多
し
」
の
記
事
が
見
え
る
。

幕
府
再
直
轄

文
化
十
年
以
来、
日
本
の
北
方
問
題
は
表
面
平
穏
の
う
ち
に
過
ぎ
て
来
た
が、
ロ
シ
ヤ
は
極
東
政
策
を
放
棄
せ
ず、

時
代
の
勇
払
通
商
開
始
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ロシ
ヤ
の
み
で
は
な
か
っ
た
。

嘉
永
六
年
(一
八
五三
)
六
月、
ア
メ
リ
カ
は
水
師
提
督
ペ
リ
ー
を
派
遣
し
て
わ
が
国
に
和
親
通
商
を
求
め、
翌
安
政
元
年
(一
八
五
四)

正
月
再
び
来
航
、
幕
府
は
同
年三
月
、神
奈
川
条
約
を
結
ん
で、
翌
二
年三
月
から
伊
豆
下
田、
松
前
地
箱
館
の二
港
を
開
港
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
が、
諸
外
国
は
こ
れ
を
黙
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
九
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
十
二
月
に
は
ロ
シ

ヤ
と
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
条
約
が
結
ば
れ、
鎖
国
の
扉
は
こ
こ
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
こ
れ
ら
の
条
約
に
も
と
づ
き
、
安
政
元
年
六
月、
箱
館
奉
行
を
置
き
、松
前
藩
に
は
箱
館
な
ら
び
に
そ
の
附
近
五
、
六
里
の
地
方

の
返
上
を
命
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
蝦
夷
地
が
国
際
的
な
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
松
前
藩
の
よ
う
な
小
藩
で
は
広
大
な
蝦
夷
地
を
経
営
す
る
こ
と
は
出
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来
な
く
な
る
。
ま
ず
、
国
防
上
の
問
題
が
論
議
の
焦
点
に
な
っ
た
。
松
前
藩
の
対
蝦
夷
政
策
は
旧
態
依
然
で、
ア
イ
ヌ
は
請
負
人
の
虐
待

に
た
え
か
ね
て
い
た
か
ら
、
新
た
に
出
入
す
る
外
国
人
に
帰
服
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
心
配
も
出
て
来
た
。
こ
う
し
て
、
幕
府
は
安

政
二
年
(一八
五
五)
二
月、
松
前
藩
に
対
し
て
、
東
部
木
古
内
以
東、
西
部
乙
部
以
北
の
東
西
蝦
夷
地
島
々
ま
で
を
上
知
さ
せ、
そ
の
警

衛、
収
納、
ア
イ
ヌ
撫
育
の
一
切
を
箱
館
奉
行
に
管
轄
さ
せ
た
。
箱
館
奉
行
は
各
地
に
調
役
下
役
、
同
心
、
足
軽
を
在
勤
さ
せ
、
さ
ら
に

主
要
地
に
調
役
を
お
いて
こ
れ
を
統
轄、
ま
た
組
頭
を
各
地
に
巡
回
さ
せ
て
取
締
り
に
当
た
ら
せ
た
。安
政三
年
(一
八
五
六)
の
調
書
に
よ

れ
ば
勇
払
場
所
は
室
蘭
詰
調
役
の
所
管
下
に
あ
り
、
次
の
幕
吏
が
在
勤
し
て
い
た
。

ユ
ウ
フ
ツ

調
役
下
役
鈴
木
庄
助

同 同
心
木
村
源
次
郎

三
宅
五
郎
治

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
)

下
役、
同
心
は
妻
子
を
と
も
な
っ
て
在
住、
防
備、
産
業、
行
政
の
全
般
に
わ
た
っ
て
所
掌
し
て
い
た
。
警
衛
は
箱
館
奉
行
の
下
に、

仙
台
、
秋
田
、
南
部、
津
軽
お
よ
び
松
前
の
五
藩
に
命
ぜら
れ
た
が、
東
蝦
夷
地シ
ラ
オ
イ
か
ら
シ
レ
ト
コ
岬
ま
で
の
一
帯
と
島
々
は
仙

台
藩
の
持
場
と
な
っ
た
。
この
元
陣
屋
は
ユ
ウ
フ
ツ
に
置
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
が
、
藩
か
ら
地
理
的
、
地
形
的
に
不
適
当
で
あ
る
か
ら

と
上
申
が
あ
っ
て
安
政
三
年
(一
八
五
六
)、白
老
に
変
更
さ
れ
た
。
安
政二
年
の
勇
払
の
武
備
は
「公
務
日
誌
」
に
よ
れ
ば

ユ
ウフ
ツ
勤
番
所
前
台
場
有
之
、
差
掛
見
分
致
す
。
百
目
筒三
挺
あ
り
。
当
所
勤
番
頭
役
河
野
藤
蔵、
徒
士
一人
、
足
軽
四
人
、
在
住二
十
五
人

(『新
北
海
道
史
‒‒第
二
卷
通
說
一
』
昭
和
四
十
五
年
北
海
道)

で、
こ
の
地
方
で
は
充
実
し
た
備
え
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ヌ
の
撫
育
を
前
直
轄
時
代
に
も
ど
す
こ
と
も
重
要
な
方
針
で
あ
っ
た
。
場
所
詰
役
人
、
請
負
人
に
は
具
体
的
な
指
示
が
出
さ
れ
、

付
編
部
落
史
・
勇
払

1661



苫
小
牧
市
史
下
巻

勇払会所の景 (安政元年、一瀬紀一郎)
〔市立函館図書館蔵〕

ア
イ
ヌ
に
対
し
て
も
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。
請
負
人
が
ア
イ
ヌ
を
使
用
し
た
い
時
は
役

所
に
申
し
出
て
許
可
を
受
け
る
よ
う
に
し
たの
も
そ
の
酷
使
虐
待
を
防
止
し
、適
正
な
交

易
や
賃
金
の
支
払
い
を
行
う
よ
う
に
監
督
し
よ
う
と
いう
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
安

政
六
年
九
月、
奥
羽
六
藩
に
蝦
夷
地
の
約
半
数
を
領
地
と
し
て
与
え
統
治
さ
せ
た
が
、各

藩
は
財
政
が
窮
迫
し
て
い
た
し
、
幕
府
も
そ
の
後
の
内
憂
外
患
の
中
で
政
策
は
次
第
に

後
退
し
て
い
っ
て
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
時
代
の
場
所
経
営
は
従
来
ど
お
り
商
人
に
請
負
わ
せ
た
。
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
は、

松
前
の
山
田
屋
文
右
衛
門
が
引
き
続
い
て
請
負
っ
た
。
産
物
は
イ
ワシ
八
分、
サ
ケ
二

分
、
シ
カ
皮
の
産
出
も
多
か
っ
た
が
、相
変
わ
ら
ず
タ
ル
マ
イ
浜
の
イ
ワ
シ
漁
が
多
く
、

松
浦
武
四
郎
を
し
て
「実
に
夏
日
の
漁
時、
諸
方
よ
り
の
出
稼
多
く
、
是
東
部
第
一
の

漁
場
也
。」
(東
蝦
夷
日
誌)
と
い
わ
し
め
た
。

こ
う
い
う
タ
ル
マ
イ
浜
の
盛
漁
、
会
所
元
勇
払
の
繁
栄
と
は
別
に、
時
代
は
急
速
に

変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
(一
八
六
七)
十
月
、江
戸
幕
府
は
崩
壊
し
、同
年
十
二
月

維
新
の
新
政
府
が
成
立
し
て
蝦
夷
地
の
行
政
は
新
政
府
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

当
時
の
勇
払
に
つ
い
て
八
戸
伊
与
吉
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

・
森
ヨ
リ
旧
室
蘭
へ
川
崎
デ
渡
海
。

●
永
住
人
別
漁々
場
ノ
ミ
。
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・
樽
前
(水
島
彦
右
衛
門)、

別
ノ々
附
近
樽
前
神
社
ア
リ
。

オ
ポ
ッ
プ

●
覚
生
二
八三
軒
、
錦
多
峯二
八
太
田
又
兵
衛
外
一
軒。

・
小
糸
魚
白
嶋
万
吉
、
土
塀、
外
鍛
治
屋
。

寺
(東
京
芝
ノ
別
レ
ト
云
フ
)
僧
ハ
神
主
ト
ナ
リ
、
後
之
レ
ラ
ホ
ゴ
ス
。

●
苫
小
牧
四
軒、
�
、
相
馬、
白
沢。

納
屋
勇
拂
管
内
別
々
ヨ
リ
勇
拂三
十
三
ケ
所
(番
人
ノ
ミ
、
米
ラ
買
ヒ
食
ヒ
越
年
ス
)。

●
勇
拂
会
所、

一年
交
代
(半
数)
十二
月
切
上
ゲ
、
旧
二
月
国
ラ
立
チ
テ
来
ル
。

●
会
所
女
ナシ
。
間
口
四
十
間、
奥
行
凡
七
十
間。

建
物
米
倉
一、
酒
倉
一
、
網
倉
一
、
皮
倉
一
(鹿、

狐
、
熊
)、
一番
、二
番
、
三番
倉
(シ
ン
ト
ク
、
ハ
ッ
チ、
宝
物、
反
物
等、
ア
イ
ヌ
ノ
宝
物
勘

定
二
用
フ)。

●
公
儀
住
宅
三棟
、
同
心二
人
上
役
二
人
。

・
同
心
三
宅
五
郎
次
(増毛
詰
ト
ナ
ル)。

・上
役
鈴
木
庄
助、
鈴
木
歲
郎
(此
地二
死
ス)、

鈴
木
歲
郎
死
後
松
村
平
之
助
。

・
同
心
三
宅
五
郎
次
の
後、
武
川
亀
次
郎、
久
保
常
七
。

・
現
在
ノ
神
社
竜
神
社
ナ
リ
。
慶
応
元
年
之
建、
神
体
ハ
山
田
文
右
衛
門
ノ
身
内
ノ
モノ
千
年
神
社
ニ
納
メ
タ
リ
。

・
五
百
石
ノ
船
ハ
一里
位
沖
ニ
ツ
ク
。
河
舟
丸
木
舟
百
モ
ア
リ
、
漁
場
ニ
渡
ス。
山
田
文
右
衛
門
五
ヶ
所
。
土
人
ハ
漁
場
二三
百
人
余
。
土
人
小
屋三
十
七
。

・
台
場
簡
單
ナ
ル
岡
(クレ
ラ
ツミ
、
一ケノ

砲
ア
リ
。
径三
寸
長
サ三
尺
。
後、
脱
走
者
室
蘭ニ
持
チ
行
ク)。

・
仙
台
ノ
脱
走
者
四
十
人
来
ル
。
釧
路
へ
逃
グ
。
露
西
亜
ノ
船
沖
二
見
ユ
。

・
川
口
時
々
(二
年
ニ
一
度
)
川
ロ
ラ
切
ル
(鮭ノ

取
レ
方
違
故)。

・
昆
布
取
り
七
十
八
モ
寄
セ
来
リ
テ
宿
ル
。
浦
河
、
様
似
、
幌
泉
ノ
漁
夫
ナ
リ
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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●
半
里
上
流
ニ
鮭
倉
ア
リ
。二

明
治
初
年
の
勇
払

(『京
野
某
採
録』
と
あ
る
ガ
リ
バ
ン
刷
り
だ
け
で
他
は
不
明)

慶
応三
年
(一
八六
七)
十二
月
九
日
、
維
新
政
府
が
成
立
し、
蝦
夷
地
は
新
政
府
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
慶
応
四
年
(一
八六
八)
九
月
八
日、
年
号
は
明
治
と
改
めら
れ
た
が、
こ
れ
に
先
立
っ
て
同
年
四
月、
蝦
夷
地
民
政
の
担
当
機
関
と

し
て
箱
館
裁
判
所
が
置
か
れ、
五
月
一
日
、開
庁
を
見
た。裁

判
所
は
間
も
な
く
箱
館
府
と
改
称
し
た
。
箱
館
府
は
地
方
行
政
を
進
め
る
た

め、
蝦
夷
地
数
ヵ
所
に
出
先
機
関
を
設
け、
北
辺
の
警
備
と
地
方
の
開
発
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
交
通
の
要
地
と
し
て
古
く
か
ら
東
蝦
夷

地
の
中
心
で
あ
っ
た
勇
払
に
は
役
所
が
設
け
ら
れ
黒
沢
伝
之
丞
を
頭
と
し
て
一一
名
が
配
置
さ
れ
た
。
役
所
の
庁
舎
に
は
旧
仙
台
藩
勤
番

所
が
あ
て
ら
れ、
玄
関
に
は
鉄
砲
が
並べ
ら
れ、
も
の
も
の
し
い
警
備
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

当
時、
勇
払
の
会
所
は
ア
イ
ヌ三
〇
〇
人
を
使
用
す
る
大
漁
場
経
営
で
あ
っ
た
。
春
の
漁
期
に
は
出
稼
人
も
多
く
大
変
な
賑
わ
い
で
あ

っ
た
が、
夏
に
入
る
と
次
第
に
減
り
、
秋
に
は
越
年
す
る
番
人
そ
の
他
若
干
の
者
が
残
る
だ
け
の
寂
し
い
と
こ
ろ
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

も
こ
の
地
方
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
七
月、
官
制
の
改
革
が
あ
っ
て
箱
館
府
は
廃
止
さ
れ、新

た
に
開
拓
使
が
設
け
ら
れ
た
が、勇

払
役
所
は
開
拓
使
に
引
き
継
が

れ
て
そ
の
ま
、
存
続
し
た
。
同
年
八
月、
本
道
は
各
省
藩、
士
族、
寺
院
な
ど
の
分
領
支
配
に
よ
る
開
拓
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
勇
払

役
所
は
そ
の
引
き
渡
し
事
務
を
行
っ
た
が
、
勇
払
外
二
郡
が
高
知
藩
の
支
配
地
に
な
る
と
翌
三
年、
勇
払
役
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

蝦
夷
地
が
北
海
道
と
呼
び
改
めら
れ
た
の
は
明
治二
年
八
月
十
五
日
で
あ
る
。
道
内
は
一
一国
八
六
郡
に
区
画
さ
れ、
勇
払
村
は
胆
振

国
勇
払
郡
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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明
治
二
年
八
月
、
高
知
藩
は
分
割
支
配
に
よ
る
蝦
夷
地
開
拓
を
出
願
し
勇
払
郡、
千
歳
郡
、
夕
張
郡
の
割
渡
し
を
受
け、
翌
三
年
五
月

本
道
に
向
か
っ
た
。支
配
地
開
拓
は
、開
墾
地
の
主
点
を
千
歳
附
近
に
お
き
、
こ
れ
に
主
力
を
送
っ
た
。
藩
の
と
っ
た
開
拓
施
策
は
も
っ
ぱ

ら
農
業
振
興
で
あ
っ
た
が、
勇
払
村
は
交
通
上
の
要
地、
行
政、
治
安
警
備
の
基
点
で
あ
っ
た
か
ら
開
墾
所
(会
所)
を
設
け、こ

れ
を
中

心
に
一
〇
数
人
(多
い
時
は二
〇
人
以
上)
の
役
員
と
若
干
の
大
工
、
人
足
を
お
い
た
。
た
だ
、
そ
の
漁
業
政
策
に
つ
い
て
は
一
切
を
漁
場
持

(明
治
二
年
九
月、
開
拓
使
は
場
所
請
負
制
度
を
廃
止)
に
任
せ
て
い
た
。

高
知
藩
の
分
領
支
配
期
間
は
短
か
っ
た
。
明
治
四
年
五
月
、
政
府
は
開
拓
使
庁
を
札
幌
に
置
き
、つ
い
で
八
月、
全
道
を
開
拓
使
の
統
治

に
改
め、
各
郡
に
出
張
所
を
置
い
た
。
勇
払
郡
出
張
所
は
勇
払
村
に
お
か
れ
、
漁
会
所
の
一部
を
借
り
て
庁
舎
と
し
た
が、
翌
五
年
五
月

高
知
藩
か
ら
土
地
人
民
等
の
引
き
継
ぎ
を
完
了
し
た
。
同
藩
の
支
配
期
間
は
約
二
ヵ
年
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
時
の引
継
書
の
「永
住
人
別
雇
人
別
書
上
」
に
よ
る
と
、
勇
払
村
の
永
住
人
は
野
口
禎
蔵
(家
族二
人)
だ
け
よ
り
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
「
勇
払
郡
諸
道
具
調
」
に
は、
役
宅
、
旅
館
の
設
備
の
豪
華
さ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「一
品々
目
ラ
省
略
ス
ル
ト
雖、
役
宅
通
行
屋
ノ
設
備
ハ北
辺
ノ
設
備
ノ
夫
レ
ト
ハ
思
ハ
ザ
ル
程
ノ
設
備
ニ
シ
テ、
家
具
食
器
夜
具
等
ハ
言
フ
モ
ナ
ク
至

レ
リ
盡
セ
リ
ノ
用
意
ニ
シ
テ
、
通
行
屋
モ
一
度
二
五
、
六
十
八
ハ
不
自
由
ナ
ク
收
容
シ
得
ラ
ル
ルノ
設
備
ア
リ
。
蓋
シ
北
辺
交
通
不
便
ニ
シ
テ
急
場
二
間
ニ

合
ハ
ザ
ル
ト
、
当
時、
相
当
ノ
人
物
ノ
巡
視
通
行
ア
リ
タ
ル
ラ
以
テ
、
此
場合
二
備
ヘ
タ
ル
モノ
ナ
リ
。」(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

交
通
、
行
政
に
加
え
て、
こ
の
地
方
の
経
済
の
中
心
地
だ
っ
た
勇
払
村
は
、
旅
客
の
往
来
も
多
く
、
巡
視
の
高
官
の
宿
泊
も
多
か
っ
た

の
で、
そ
れ
相
応
の
設
備
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し、
ほ
と
ん
ど
イ
ワ
シ
漁
業
以
外
に
生
産
事
業
の
な
か
っ
た
こ
の
土
地

は
、出
稼
漁
夫
に
よ
る
限
ら
れ
た
期
間
の
賑
わ
い
で
あ
っ
て、漁

場
持
も
会
所
雇
人
も
永
住
人
と
し
て
土
地
に
住
み
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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白
さび
れ
行
く
勇
払

明
治
五
年
三
月
、
開
拓
使
は
室
蘭
港
の
重
要
性
を
認
め、
札
幌、
室
蘭
間
に
新
道
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て、
こ
の
新
道

は
本
道
の
基
幹
路
線
と
な
っ
た
が、
こ
の
こ
と
は
、
勇
払
村
に
大
変
革
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
た
。
新
道
は
植
苗
か
ら
苫
細
(苫
小
牧)

に
結
ば
れ
、
勇
払
は
こ
の
路
線
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
長
い
間、
太
平
洋
岸
と
日
本
海
岸
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
勇
払
は
、
そ
の
使

命
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

勇
払
は
す
で
に
開
拓
使
出
張
所
の
所
在
地
と
し
て
適
地
で
は
な
く
な
り
、
旅
客
の
通
過
す
る
者
も
激
減
し
た
。勇
払
詰
細
川
元
教
が
「昔

日
咽
喉
枢
要
ノ
地
モ
今
日
寂
寞
閑
散
ノ
地
ニ
変
ジ
候
姿
ニ
御
座
候」
と
し
て
、
庁
舎
を
苫
細
(苫
小
牧)
に
移
転
す
る
よ
う
に
具
申
し
た
の

は
翌
六
年
五
月
で
あ
っ
た
。
細
川
は
同
年
六
月、
札
幌
詰
に
転
じ
、
後
任
に
は
黒
沢
正
吉
が
着
任
し
た
が、
細
川
の
意
見
書
は
採
用
さ
れ

て
、
同
年
九
月二
十
七
日、
苫
細
に
移
転
し
た
。

先
に
交
通
の
要
地
か
ら
外
さ
れ、
今
ま
た
出
張
所
の
移
転
に
よ
っ
て
行
政
の
中
心
の
地
位
を
失
う
と
、
勇
払
に
残
る
も
の
は
漁
場
だ
け

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
この
こ
ろ
か
ら
漁
業
行
政
方
針
に
も
改
革
が
見
ら
れ
資
本
家
の
交
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
この
時
期
は
ま
た
、
漁
業

の
衰
微
期
に
入
っ
た
時
期
で
も
あ
った
。
タ
ルマ
イ
浜
の
漁
業
は
イ
ワシ
漁
に
よ
っ
て
お
こ
り
イ
ワシ
漁
期
に
操
業
す
る
他
地
方
の
漁
業

資
本
家
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
か
ら
、イ
ワシ
の
回
遊
の
減
少
に
よ
って
こ
の
地
方
の
漁
場
は
火
の
消
え
た
よ
う
に
衰
退
し
て
行
っ
た

大
日
本
再
生
製
紙
の
工
場
建
設
ま
で、
長
い
間
、
勇
払
部
落
は
零
細
漁
業
者
に
よ
っ
て、か

ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
の
中
期、
勇
払
村
に
も
農
家
の
移
住
を
見
、
人
口
が
急
増
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は、
安
平
地
区
が
勇
払
村
と
植
苗
村
に
属

し
て
い
た
ころ
、
年
代
に
し
て
い
え
ば
、明
治二
十
四
年、
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
会
社
が
夕
張、
追
分、
岩
見
沢
間
に
鉄
道
を
敷
設
し、
翌二

十
五
年、
追
分、
室
蘭
間
に
延
長
開
通
を
見
る
に
い
た
っ
た
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
特
に
、
同二
十
七
年
、
早
来
に
駅
が
設
け
ら
れ
る
や、
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鉄
道
沿
線
に
農
耕
適
地
を
求
め
る
移
住
民
が
絶
え
な
か
っ
た
。
この
結
果
が
同
三
十
五
年
十
月
の
安
平
村
分
村
独
立
で
あ
る
。
こ
の
勇
払

村
安
平
地
区
の
変
遷
は
あ
っ
た
が、
そ
れ
は
勇
払
の
歴
史
の
流
れ
を
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
項
を
終
わ
る
に
あ
た
って
、
明
治
中
期
の
様
子
を
語
る
佐
藤
ア
キ
の
談
話
を
か
か
げ
て
お
く
。

私
は
勇
払
育
ち
で、
明
治二
十
二
年
十
一
月二
十
九
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
勇
払
の
小
学
校
の
第
一
期
生
で
、
入
学
し
た
の
は二
十
九
年
の
八
月二
十
八

日
で
す
。

そ
の
頃
の
勇
払
は、
日
高
街
道
が
ま
だ
旧
道
の
時
で、
今
の
『会
所
跡
の
碑』
の
あ
た
り
を
中
心
に
し
て
一
二
、
三軒
の
人
家
が
か
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

漁
も
あ
り
人
の
往
来
も
あ
っ
て、
大
変
繁
昌
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
西
川
健
助
さ
ん
‒
‒
、
こ
の
人
は
大
き
な
漁
場
を
持
っ
て
い
た
人
で、
小
学
校
を
た

て
る
時
に
は
大
変
力
を
つ
く
し
た
の
で
す
が、
こ
の
西
川
さ
ん
の
家
や、
ハ
タ
ゴ
屋
(旅
館)
を
や
っ
て
い
た
木
村
さ
ん
、柴
田
さ
ん
の
家
は
大
変
立
派
で、

大
き
な
屋
敷
を
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
の
家
に
は、
ウ
ルシ
塗
の
赤
い
一
抱
え
も
あ
る
角
柱
や、
は
め
込
み
の
立
派
な
レン
ジ
窓
が
あ
り
ま
し
た
し
、
高
足
の
客
膳
が
百
枚
も
あ
っ
て

(中
略)

そ
れ
も
、
一の
膳
は
黒
塗
、
二
の
膳
は
朱
塗
で
揃
っ
て
い
る
と
いう
立
派
な
も
の
で
し
た。

西
川
さ
ん
、
木
村
さ
ん
に
つ
づ
く
の
は
ハ
タ
ゴ
屋
を
や
っ
て
い
た
八
戸
、
小
笹
家、
そ
れ
に
相
木
さ
ん
と
い
う
豆
腐
屋
さ
ん
な
ど
で
す
が
、
皆
相
当
裕
福

な
く
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
私
が
小
学
校
に
入
る
頃
から
不
漁
に
な
っ
て
き
て、
だ
ん
だ
ん
人
家
も
へ
り
部
落
が
さ
び
れ
て
き
ま
し
た
。
(中

略
)
私
が
小
学
校
に
入
っ
た
の
は
七
つの
時
で、
も
う
浜
も
漁
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が、
卒
業
し
た
頃
か
ら
は
ま
す
ま
す
不
漁
が
つ
づ
い
て、
勇

払
は
さ
び
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

(佐
藤
ア
キ
談
『明
治
中
期
の
勇
払
』
昭
和
三
十
四
年
杉
林
良
彰)

(四)
勇
払
の
復
興

勇
払
が
復
興
す
る
ま
で
に
は、
長
い
期
間
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間、
北
海
道
の
開
拓
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
て、

付
編
部
落
史
・
勇
払
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勇払川河口 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

当
地
方
に
も
い
ろ
いろ
な
動
き
が
出
て
い
た
。

大
正
五
年
に
は、
勇
払
原
野
開
発
を
主
目
的
と
す
る
胆
振
開
発
期
成
会
が
設
立
さ
れ、
同
十二
年
に
は
勇
払
原
野
開
発
同
盟
会
が
結
成

さ
れ
た
。
同
十
四
年
に
は
勇
払
原
野
の
測
量
調
査
が
あ
り
、
昭
和二
年
に
は
丸
拓
会
社
に
よ
っ
て
開
発
に
着
手
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
日
高

拓
殖
鉄
道、
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
両
社
線
が
国
鉄
に
買
収
さ
れ、
日
高
線
の
開
通
を
見
た
。
北
海
道
緬
羊
牧
場
株
式
会
社
が
勇
払
に
広
大
な

用
地
を
買
収
し
て
牧
場
の
経
営
に
着
手
し
た
の
が
翌
三
年
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
山
陽
国
策
パ
ル
プ
の
前
身
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社

の
用
地
に
な
る
。
沼
ノ
端
、
勇
払
地
帯
の
湿
地
改
良
の
た
め
に
第
一
排
水
幹
線
を
掘
さ
く
し
た
の
は
同
五
年
で
あ
る
。

漁
港
築
設

勇
払
の
復
活
に
つ
いて
一
つの
有
望
な
計
画
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ

の
計
画

っ
た。
そ
れ
は
苫
小
牧
の
漁
業
基
地
を
ここ
に
設
け
よ
う
と
い
う
構
想
で

あ
る
。苫
小
牧
の
沿
岸
漁
業
が
不
振
に
な
る
と
沖
合
漁
業
に
注
目
す
る
動
き
が
出
て
来
た
。

町
を
は
じ
め
漁
業
家
有
志
に
よ
っ
て
漁
港
築
設
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
。
ま
ず
考
え
ら
れ

た
の
は
勇
払
河
口
を
浚
渫
し
こ
こ
に
漁
港
を
設
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
正
十
三
年
、
町
は
本
腰
を
入
れ
て
こ
れ
が
実
現
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
た
。
勇
払

川
は
川
口
に
な
る
と
海
岸
沿
い
に
西
に
流
れ
て
海
に
入
る
。
こ
れ
を
直
線
に
切
り
換
え
、

こ
の
川
口
に
船
を
入
れ
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
は
同
年
十
月
に
完
成
し

た
が、丁

度
こ
のこ
ろ
建
造
中
で
あ
っ
た
発
動
機
船
憲
政
丸
が
完
成
し
た
の
で
、
そ
の
初
航

海
を
か
ね
て
勇
払
川
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。し
か
し
、こ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
川
口
の
砂
が
潮
流
の
た
め
に
動
い
て
浅
く
な
り
船
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
完
全
を
期
す
る
た
め
に
は
巨
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
っ
た
。
勇
払
は
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一
つ
の
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

勇
払
築
港

の
計
画

苫
小
牧
の
将
来
を
決
定
づ
け
た
も
の
は
苫
小
牧
工
業
港
(現
苫
小
牧
港)
の
築
港
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
昭
和
四
年
の
苦

小
牧
漁
港
築
設
期
成
同
盟
会
に
よ
っ
て
公
式
に
始
めら
れ
た
が、
同
十三
年
に
は
北
海
道
庁
長
官
戸
塚
九
一
郎
の
「勇
払

ー
石
狩
運
河
構
想
」
の
発
表
が
あ
り
、
翌
十
四
年
に
は
道
庁
土
木
部
に
よ
っ
て
『勇
払
工
業
港
修
築
計
画
』
が
た
て
ら
れ
た
。
苫
小
牧
地

方
の
漁
業
の
活
路
を
勇
払
漁
港
に
求
め
た
苫
小
牧、
近
接
町
村
の
運
動
は
、
勇
払
工
業
港
築
設
計
画
に
よ
っ
て
現
実
の
問
題
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
幾
変
遷
を
へ
て
現
在
の
苫
小
牧
港
に
な
り、
さ
ら
に
東
部
苫
小
牧
港
計
画
に
発
展
す
る
。
一
度
は
勇
払
に
焦
点
を
合
わ

さ
れ
た
こ
の
壮
大
な
夢
も
、
こ
う
し
て
そ
の
実
現
を
見
る
こ
と
な
く
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

再
生
製
紙

こ
う
し
て
低
迷
す
る
勇
払
に
復
興
の
灯
を
点
じ
た
の
は
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
工
場
建
設
で
あ
る
。
漁
業
の

の
工
場
建
設

勇
払
は
工
業
地
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

亀
谷
治
三
郎
が
部
落
区
長
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
一
年
こ
ろ
だ
が
、
工
場
建
設
当
時
を
回
想
し
て
語
る
。

そ
の
頃
の
部
落
の戸
数
は、
弁
天、
マコ
マ
イ
を
通
し
て
全
部
で
約
六
十
戸
、
今
の
勇
払
の
中
心
地
に
は二
十
戸
程
、
商
店
と
い
え
ば
八
戸
さ
ん
位
の
も

の
で
し
た
。
そ
こ
に
突
然
持
ち
こ
ま
れ
た
の
が
工
場
建
設
の
話
で
し
た
。
地
価
が
上
る
心
配
が
あ
る
‒
‒
と
い
う
の
で
最
初
は
町
役
場
に
も
内
密
に
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

い
よ
い
よ
工
事
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
労
務
者
が
入
っ
て
来
ま
し
た
が、
住
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
隣
の
八
戸
さ
ん
と
も
協
力
し
て
、
自
宅
の
居
間

は
勿
論、
牛
舎
、
雑
倉
ま
で
も
提
供
し
、
雑
魚
寝
を
さ
せ
て
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

(近
江
謙三

『国
策パ
ル
プ
勇
払
工
場
小
史
』
未
発
表)

工
場
用
地
は
、
は
じ
め
北
海
道
緬
羊
牧
場
株
式
会
社
か
ら
約三
九
万
四、
〇
〇
〇
坪
を
購
入、
の
ち
に
工
場
敷
地
と
鉄
道
用
地
と
の
間

の国
有
地
約
七
万
一、
〇〇
〇
坪
の
払
下
げ
を
受
け
た
。
この
工
場
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
つき
も
の
の
よ
う
な
小
作
人
な
ど
と
の
紛
争

・付
編
部
落
史
・
勇
払
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苫
小
牧
市
史
下
巻

は
全
く
見
ら
れ
ず
、
買
収
用
地
外
の
排
水
路
そ
の
他
の
用
地
も
地
元
在
住
の
亀
谷
文
太
郎、
柳
谷
富
一
か
ら
進
ん
で
寄
贈
を
受
け
る
な
ど

交
渉
は
順
調
に
進
ん
で、昭

和
十
五
年
十
一
月二
十
五
日、地

鎮
祭
が
執
行
さ
れ、こ

こ
に
待
望
の
勇
払
復
興
の
第
一
歩
は
ふ
み
出
さ
れ
た。

地
鎮
祭
は
勇
払
開
村
以
来
の
盛
儀
で
あ
っ
た
。
当
時
の
工
場
資
料
は
次
の
よ
う
に
地
鎮
祭
総
記
を
載
せ
て
い
る
。

皇
紀二
千
六
百
年
十
一
月二
十
五
日

大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
ガ工
場
建
設
ノ
第
一
歩
⇒
勇
払
ノ
大
地
ニ
印
ス
ル
日
ナ
リ
。

此
日、
前
日
ノ
雨
晴
レ
上
ツ
テ
北
海
稀
ニ
見
ル
晴
朗
ナ
リ
。

西
南
ノ
風
稍
強
ケ
レ
ド
モ
、
寒
気
和
ヤ
カ
ニ
シ
テ
絶
好
ノ
地
鎮
祭
日
和
ト
云
フ
ベ
シ
。

此
ノ
好
天
ニ
恵
マレ
テ
、
参
列
者
ノ
数
遙
ニ
予
定
ラ
突
破シ
テ
、
総
員
二
百
数
十
ラ
算
ス
。
蓋
シ
斯
ノ
如
キ
盛
儀
ハ
勇
払
開
村三
百
五
十
年
以
来
嘗
テ
是

有
ラ
ザ
リ
シ
事
ナ
ラ
ン
呼
。

茲
ニ
特
記
スベ
キ
ハ
、
当
日
勇
払
部
落
民
ノ
感
激
欣
喜
其
ノ
極
ニ
達
セシ
コ
ト
ナ
リ

コ
コ
数
年
来
、
勇
払
部
落
ハ、
漁
場
ノ
不
振
、
農
作
ノ
不
況
等
ニ
ョ
リ
衰
微
其
ノ
極
ニ
達
セ
リ
ト
云
フ
。
村
内
亦
紛
糾
絶
エ
ズ、
村
社
蛭
子
神
社ノ
如
キ

荒
廃
二
委
セ
タ
ル
モ
敢
テ
省
ミ
ル
モノ
ナ
キ
状
態
ナ
リ
シ
ト
謂
フ
。

偶
、々
本
年
五
月
、
縣
社
樽
前
山
神
社
々
司、
村
社
蛭
子
神
社
々
掌
兼
務
ラ
命
ゼ
ラ
レ
タ
ル
ラ
機
ト
シ
、
部
落
有
志
ト
相
謀
リ
、
神
殿
ラ
修
復
シ
、
特
ニ

祈
願
祭
ラ
執
行
シ
テ
部
落
ノ
隆
昌
ラ
祈
り
、
従
来
ノ
紛
糾
ラ
解
消
シ
テ
村
内
一
致
ノ
協
同
和
衷
ラ
誓
フ
。

夫
ヨ
リ
半
歳
ラ
出
デ
ズ
シ
テ
、
勇
払
大
発
展
ノ
基
礎
ト
ス
ベ
キ
盛
儀
ニ
遭
フ
。
村
民
ノ
感
激
ハ
想
像
ニ
余
り
有
ル
モ
ノ
ア
リ
。
此
ノ
日
、
部
落
常
会
ノ
決

議
ラ
以
テ
各
戸
二
国
旗
ラ
掲
揚
シ
テ
慶
祝
ラ
表
シ
、
部
落
内
婦
女
子
ラ
動
員
シ
テ
来
客
接
待
ノ
コ
ト
ニ
当
ラ
シ
ム
。

尚
、
後
日、
期
ラ
選
ビ
テ
村
社
ニ
感
謝
祭
ラ
執
行
ス
ル
予
定
ナ
リ
ト
聞
ク
。

地
鎮
祭
ハ
予
定
ノ
如
ク
午
前
十
時
開
式、
午
前
十二
時
無
事
終
了
セ
リ
。

(近
江
謙三

『国
策パ
ルプ
勇
払
工
場
小
史
』
未
発
表)
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当
日
の
盛
儀、
部
落
民
の
感
激
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
。し
か
し
、こ
う
し
て
、い
よ
い
よ
工
事
に
と
り
か
か
っ
て
も、
生
活
環
境
は
ま
だ
調

わ
ず
、
従
業
員
、
工
事
関
係
者
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
清
ハ
ツ
ェ
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

私
達
が
来
た
の
は
昭
和
十
六
年
で
し
た
。
そ
の
頃
は
駅
は
も
と
の
所
(日
高
線
移
設
前
)
で、
駅
前
は
工
場
建
設
の
木
材
の
土
場
に
な
っ
て
い
て
、
支
那

(中
国
)
か
ら
持
っ
て
来
た
機
械
が
假
小
屋
を
造
っ
て
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

家
と
い
え
ば
稲
塚
さ
ん
と
森
さ
ん
の
二
軒
位
で、
駅
前
に
千
里
と
い
う
一
杯
屋
が
あ
っ
て、
そ
こ
の
主
人
が
た
て
た
アパ
ー
ト
が
今
の
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん

の
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
と
い
っ
て
も
、
眞
中
に
土
間
の
廊
下
が
通
っ
て
い
て
、
そ
の
両
側
に
八
畳
間
と
六
畳
間
が三
部
屋
づ
つ
な
ら
ん
で
い
る

粗
末
な
ア
バ
ラ
屋
で
し
た
。私
た
ち
は
そ
の
八
畳
間
を
かり
て
入
り
ま
し
た
が、流

し
も
な
し
、便
所
も
一
年
位
あ
と
に
や
っ
と
出
来
た
と
い
う
よ
う
な
所
で
し
た
。

あ
た
り
は
一
面
の
カ
ヤ
原
で、
飲
水
も
な
い
の
で、
家
の
傍
の
カ
ヤ
原
を
分
け
て
穴
を
掘
っ
て、
そ
の
水
を
使
い
ま
し
た
。
雑
布
を
つ
け
る
と
眞
赤
に
な

り
ネ
チ
ャ
ネ
チ
ャ
す
る
よ
う
な
水
で
し
た
。
ウジ
の
入
っ
た
水
を
飲
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
そ
ん
な
水
で
し
た
。
後
で
穴
の
底
に
木
炭
を

入
れ、
砂
利
を
敷
い
て
見
ま
し
た
が、
や
っ
と
少
し
よ
く
な
り
ま
し
た
。

電
気
は
な
し
、
ラン
プ
を
つ
け
よ
う
に
も
売
っ
て
い
る
店
も
な
し
と
いう
よ
う
な
こ
と
で
、
半
年
位
た
っ
て
電
気
が
つ
い
た
時
に
は、
皆
で
嘆
息
を
つ
い

た
も
の
で
し
た
。

た
め
い
き

(近
江
謙三
採
録)

こ
の
よ
う
な
苦
労
は
あ
っ
た
が、
工
場
建
設
は
一
挙
に
勇
払
を
活
気
づ
け
た
。
人
口
は
急
増
し、
社
宅
街
が
出
来、
市
街
地
が
膨
張
し

て
い
っ
た
。
関
連
企
業
や
他
工
場
が
進
出
し
、
各
種
施
設
が
整
備
さ
れ
て
行
っ
た
。
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
は、
そ
の
後
多
く
の
苦

難
を
乗
り
こ
え
、
国
策
パ
ル
プ工
業
株
式
会
社、
山
陽
国
策
パ
ルプ
株
式
会
社
と
変
遷
を
へ
な
が
ら
工
場
を
拡
張
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、

勇
払
部
落
も
ま
た
目
ざ
ま
し
く
発
展
し
た
。

苫
小
牧
港
は
、
今
、
勇
払
ま
で
掘
り
込
ま
れ、
ここ
に
埠
頭
を
築
造
し
て
い
る
。
一方、

苫
小
牧
東
部工
業
港
計
画
は、
い
ろ
い
ろ
な

付
編
部
落
史
・
勇
払
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苫
小
牧
市
史
下
巻

問
題
を
か
か
え
な
が
ら
進
めら
れ
て
い
る
。
勇
払
は
、い
ま、苫

小
牧
市
の
将
来
計
画
の
中
で
動
い
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
社

社
会
環
境

明
治
十
七
年三
月
十
五
日
調
「戸
口
及
事
務
報
告
」
に
よ
る
と
、

当
時
の
職
業
別戸
数
人
口
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

勇
拂
郡
苫
小
牧
村
外
一
五
ヶ
村
現
在
永
住
人
戸
口
調
(抄)

の
変
化勇

村
名

別

旧
土
人

雑
業
|

商
業

計 職
業

1 三 四 七
戸
数
本

一二 一六 二
八

人
口

男- 七 六

一
三
| 籍

1 五

一
〇

一
五 女

戸
数1

1 三 四
寄

三 1

1 九

一
〇 男

1

留
女 女

二十 六 八

三
一五 五 一八 人口

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

拂

部
落
に
商
業
を
営
む
も
の
が
出
て
来
た
と
い
う
の
は
、
会
所
が
廃
止
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
土
地
の
住
民
で
漁
業
を
営
む
者
が

居
な
い
と
い
う
の
は
、
当
時
の
勇
払
の
特
異
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

明
治
期
も
後
半
に
入
る
と
、
場
所
請
負
制
以
来
の
漁
業
経
営
形
態
が
く
ず
れ
て、
地
元
業
者
が
あ
ら
わ
れ
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
漁
は
不
振
の
一
途
を
た
ど
り
、
他
に
代
わ
る
べ
き
産
業
を
持
た
な
い
部
落
は
衰
微
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こう
い
う
状
態
に
あ
っ
た
当
時
の
部
落
は、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
勇
払工
場
建
設
に
よ
っ
て
一
挙
に
変
ぼ
う
す
る。
そ
れ
は
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付
編
部
落
史
・
勇
払

三〇 二
九

二
八

二
七

二
六

二
五

二
四

二
三

二
二

昭
和
二
一 度

(『結
晶
』
勇
払
中
学
校
よ
り
作
成)

二、三
三八

二、一二九

一、八三五

一、六八四

一、五九三

一、三
八六

一、二五五
国
策
社
宅

人

一、六七〇

一、三
三

一、二〇五

九四三

一、〇三八

八三 六八七
社
宅
外

合
計

口四、〇〇八

三、四六二

二、九四0

二、六三七

三、六三一

三、一八八

一、九四三

茲
に
特
記
スベ
キ
ハ、
当
日
勇
払
部
落
民
ノ
感
激
欣
喜
其
ノ
極
ニ
達
セシ
コ
ト
ナ
リ
。

コ
コ
数
年
来、
勇
払
部
落
ハ
漁
場
ノ
不
振、
農
作
ノ
不
況
等
ニ
ヨ
リ
衰
微
其
ノ
極
ニ
達
セ

リ
ト
云
フ
。
村
内
亦
紛
糾
絶
エ
ズ
、
村
社
蛭
子
神
社
ノ
如
キ
、
荒
廃
ニ
委
セ
タ
ル
モ
敢
テ

省
ミ
ル
モ
ノ
ナ
キ
状
態
ナ
リ
シ
ト
謂
フ
。

偶
、々
本
年
五
月
、
縣
社
樽
前
山
神
社
司々
、
村
社
蛭
子
神
社
々
掌
兼
務
ラ
命
ゼ
ラ
レ

タ
ル
ラ
機
ト
シ
、
部
落
有
志
ト
相
謀
リ
、
神
殿
ラ
修
復
シ
、
特
ニ
祈
願
祭
ラ
執
行
シ
テ
部

落
ノ
隆
昌
ラ
祈
り
、
従
来
ノ
紛
糾
ラ
解
消シ
テ
村
内
一
致
ノ
協
同
和
衷
ラ
誓
フ
。
夫
ヨ
リ

半
歳
ラ
出
デ
ズ
シ
テ
、
勇
払
大
発
展
ノ
基
礎
ト
ス
ベ
キ
盛
儀
ニ
遭
フ。
村
民
ノ
感
激
ハ
想

像
二
余
り
有
ル
モ
ノ
ア
リ
。
」(近
江
謙三

「国
策パ
ルプ
勇
払
工
場
小
史」
未
発
表)

工
場
の
地
鎮
祭
の
記
録
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
、
地
鎮
祭
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
建

設
工
事
に
着
手
す
る
と
、
部
落
は
一
時
に
活
気
づ
い
て
来
た。
ま
ず、
新
聞
販
売

店
や
雑
貨
店
が
出
来
た
。
駅
の
乗
降
客
も
一
日
七、
八
人
だ
っ
た
も
の
が二
、
三

1673

産
業
的
に
は
漁
業
地
よ
り
工
業
地へ
の
転
換
で
あ
り、
社
会
的
に
は
社
宅
街、
市
街
地
の
形
成
で
あ
っ
た。

亀
谷
治三
郎
が
部
落
区
長
に
な
っ
た
昭
和
十
一
年
こ
ろ
に
は
「勇
払
の
戸
数
は
弁
天、

マコ
マ
イ
を
通
し
て
約
六
十
戸
、
今
の
中
心
地

域
に
は
二
〇
戸
ほ
ど
、
商
店
は
八
戸
商
店
位
の
も
の
だ
っ
た
。
部
落
は
極
度
に
衰
微
し
、
由
緒
あ
る
神
社
祭
典
の
費
用
さ
え
も
調
達
す
る

に
困
難
し
て
い
た
」
と
い
う
そ
の
時
に
突
然
の
工
場
建
設
の
話
で
あ
る
。
住
民
の
喜
び
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

戦
後
一
〇
年
間
の人
口
動
態

年
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〇
〇
人
に
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。
教
員
一
人
教
室
一つ
と
い
う
小
学
校
も
大
き
く
な
っ
て
操
業
開
始
の
昭
和
十
八
年
に
は
二
六
五
人
に
な
っ

て
い
た
。
社
宅
街
の
人
口
膨
張
と
と
も
に、
市
街
地
も
大
き
く
な
っ
て
行
っ
た
。

こ
の
地
域
の
職
業
構
成
も
多
様
化
し
て
来
た
。
こ
れ
を
小
学
校
の
在
籍
児
童
保
護
者
に
つ
い
て
見
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

勇
払
小
学
校
児
童
保
護
者
職
業
別
分
類

(昭
和
三
十
六
年
度
)

注
通
学
区
域
内
調
査
の
た
め、
弁
天
地
区
を
含
ん
で

(『学
校
基
本
調
査
』
に
よ
り
作
成)

い
る
。 計

其
の
他

サ
ー
ビ
ス

販
売

事
務

専
門
技
術

単
純
労
務

工
業
運
輸

漁
業

農
業

職
業
区
分

九
一
二

二
四

四
三

三四 四
一

四
二

一三
六

四
八
九

三四 六
九

人
工
員

二
・
六

四
・
七

三
・
七

四
・
五

四
・
六

一四
・
九

五
三
・
六

三
・
七

七
・
五

百
分

率

こ
う
し
て
、
部
落
は
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
工
場
建
設
に
よ
っ
て
復
活

し
、同
社
が
国
策パ
ルプ
株
式
会
社
と
合
併
発
展
す
る
に
従
っ
て
充
実
し
て
来
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
ヒ
ュー
ム
管
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場
、
北
海
道
ロ
ッ
ク
ラ

ー
パ
イ
プ
苫
小
牧工
場
の
進
出
が
あ
っ
て
、
こ
の
土
地
の
社
会
環
境
も
一
変
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
施
設

大
日
本
再
生
製
紙
‒
‒
国
策パ
ルプ
工
業
株
式
会
社
勇
払
工
場

の
充
実

の
建
設
に
よ
っ
て
住
民
の
激
増
し
た
勇
払
は
、
そ
の
発
展
に
と
も

な
っ
て
次
々
と
社
会
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

昭
和
十
五
年

工
場
建
設
決
定、
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る
と
、こ
の
年
消
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。

同
十
七
年

児
童
数
の
激
増
を
予
想
、
国
民
学
校
が
新
築
移
転
し
た
。
ま
た、
巡
査
派
出

所
が
設
け
ら
れ
た
。

同
十
八
年
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郵
便
局
が
設
置
さ
れ
た。
地
域
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て、
市
街
地
自
家
用
受
電
施
設
が
完
成
し
点
灯
が
実
現
し
た
。

昭
和
二
十
二
年

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
小
学
校
高
等
科
が
廃
止
に
な
り
代
わ
っ
て
義
務
制
の
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。

同
二
十
五
年

市
営
バ
ス
勇
払
線
が
開
通
し
た
。

同
二
十
六
年

は
じ
め
て
公
営
住
宅
一〇
戸
が
建
設
さ
れ
た
。

同
二
十
七
年

苫
小
牧
高
等
学
校
勇
払
分
校
(定
時
制)
が
開
校
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
水
道
(簡易)

給
水
開
始、
同
三
十
六
年、
消
防
署
分
署
設
置、
同
三
十
七
年
に
は
部
落
を
二
分
し
て
い
た
国
鉄
日
高

線
移
設、
勇
払
駅
移
転
新
築
、
は
ま
な
す
保
育
園
が
設
け
ら
れ
た
の
が
同
四
十
年
、
翌
四
十
一
年
に
は
公
民
館
分
館(後

に
地区
公
民
館と
改

称)
が
開
館
し
た
。

こ
う
し
て
、
そ
の
昔
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
東
蝦
夷
地
の
要
地
と
し
て
開
か
れ
た
勇
払
は
、
漁
業
地
と
し
て
振
興
し
、
魚
族
の
回
遊
を

失
っ
て
衰
微
し
て
久
し
か
っ
た
が、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
工
場
建
設
を
機
と
し
て
工
業
地
と
し
て
復
活、
市
街
地
の
発
展
に
伴

って
公
共
施
設
、
社
会
施
設
は
次
々
に
充
実
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

市
街
地
電

勇
払
市
街
の
点
灯
は
部
落
会
の
事
業
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
亀
谷
治
三
郎
は
そ
の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

化
の
実
現
語
っ
て
い
る
。

こ
の
市
街
の
電
気
は、
再
生
製
紙
の
工
場
が
出
来
た
時
に
つ
け
た
も
の
で
す
。
工
場
が
出
来
て
社
宅
に
は
明
と々
電
気
が
つ
い
て
い
る
。
町
の
も
の
は
ラ

付
編
部
落
史
・
勇
払
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ンプ
で
不
自
由
を
し
の
ん
で
い
る
。
長
い
間
辛
抱
し
て
暮
し
て
来
た
か
ら
ラ
ン
プ
の
灯
に
は
慣
れ
て
い
る
‒‒
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
お
隣
に
電

気
が
つ
いて
見
れ
ば、
不
自
由
で
不
自
由
で
が
ま
ん
の
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
当
時
部
落
会
長
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
自
家
用
電

気
と
し
て
で
も
点
灯
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
会
社
の
勇
払
工
場
建
設
責
任
者
の
梅
岡
さ
ん
に
お
話
し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

清
水
組
から
電
線
を
借
り
る
約
束
を
し
、
町
役
場
の
土
木
電
気
課
長
を
西
田
(信
一)
先
生
が
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
資
材
を
出
し
て
く
れ
る
様
に
頼
ん

だ
の
で
す
。
西
田
課
長
の
話
で
は
資
材
は
な
い
と
い
う
こ
と
で、
そ
れ
か
ら
藤
田
係
長
に
聞
い
て
見
る
と
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
課
長
に
聞
いて
み
る
と
電

柱
だ
け
よ
り
な
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を
出
し
て
貰
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
度
は
電
線
の
手
配
で
す
。
工
場
の
電
気
工
事
を
請
負
っ
た
の
は
清
水
組
と
い

う
ん
で
す
が
、
工
場
工
事
の
時
は
私
の
家
を
無
料
で
開
放
し
て
使
っ
て
貰
っ
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
縁
故
で
梅
岡
さ
ん
に
話
し
て、
配
給
に
な
れ
ば
返
す
か

ら
と
い
う
約
束
で
、
‒‒
そ
の
頃
は
戦
時
態
勢
で
物
資
は
全
く
配
給
制
度
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
‒
‒
清
水
組
か
ら
借
り
て
工
事
し
ま
し
た
。
今
の
国
道

(旧
国
道)
ぞ
い
に
勇
払
三
十
番
地、
今
の
日
通
の
長
屋
あ
た
り
から
勇
払
橋
ま
で
の
間
で
す
。
こ
れ
が
昭
和
十
八
年
で
す
。

・

と
こ
ろ
が、
そ
の
う
ち
に
戦
争
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
梅
岡
さ
ん
が
本
社
に
行
っ
た
時
に、
勇
払
に
貸
し
た
電
線
は
現
物
で
か
え
る
見
込
は
な
い
の
だ
か

ら
買
っ
て
も
ら
え
と
言
わ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
代
金
を
支
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
八
百
円
で
す
。
会
社
で
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
く
れ
た
ら
し

く
、
そ
の
中
か
ら
四
百
円
を
寄
附
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
更
に
千
円
あ
ま
り
寄
附
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
部
落
会
館
を
つ
く
ろ
う
と
思

って
家
を
買
っ
た
の
で
す
が、
部
落
で
反
対
が
あ
っ
た
の
で、
日
通
さ
ん
に
千二
百
円
で
売
り
ま
し
た
。

そ
のう
ち
に、
電
気
施
設
は
配
電
会
社
に
買
収
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
十
九
年
頃
で
す
が、
そ
の
買
上
げ
金
と
し
て
五
百
何
十
円
か
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
訳
で、
電
気
事
業
は
個
人
は
一
銭
も
出
さ
な
く
て
す
み
ま
し
た
し
、
工
事
完
成
の
祝
賀
会
も二
回
も
や
り
ま
し
た
よ
。

勇
払
市
街
の
点
灯
の
発
端
は、
自
家
用
受
電
施
設
と
し
て
部
落
が
自
力
で
工
事
し
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た。

(近
江
謙三
採
録)
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五
教

勇払小学校 (昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕 育

勇
払

勇
払
は
古
い
歴
史
を
持
ち
、
明
治
初
年
ま
で
役
人
の
常
駐
し
た
土
地
で
あ
っ
た
が、
容
易
に
住
民
の
定
着
が
な
く、
苫
小

小
学
校
牧
に
比
べ
て
初
等
教
育
機
関
の
設
立
は
遅
れ
て
い
た
。

明
治
二
十
六
年、
部
落
民
は
相
談
会
を
開
い
て
協
議
を
ま
と
め、
西
川
健
助、
木
村
平
吉
、
植
田
礼
吾
の
三
名
を
新
設
学
校
世
話
係
に

選
出
し
て
、
苫
小
牧
尋
常
小
学
校
の
勇
払
分
校
設
立
を
出
願
し
た
。
こ
れ
が
許
可
に
な
っ
た
の
は
同
二
十
八
年
十
月
で
あ
っ
た
が、

一
カ

月
後
の
翌
十
一
月
に
は
独
立
し
て
、
勇
払
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
学
校
は
土

地
の
経
済
事
情
に
と
も
な
っ
て
、
時
に
独
立
し
あ
る
い
は
分
校
と
な
っ
て
変
遷
を
重
ね
、

よ
う
や
く
そ
の
基
礎
が
安
定
し
た
の
は
昭
和
十
一
年
以
降
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
、
「国
民
学
校
令
」の
制
定
に
よ
っ
て
小
学
校
は
国
民
学
校
と
改

称
す
る
。
一方
、
同
十
五
年
五
月
、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ、
そ
の
工

場
建
設
が
決
定
す
る
と
、八
口
も
急
激
に
増
加
し
、こ
れ
に
と
も
な
い
児
童
数
も
増
え
、
な

お
激
増
が
予
想
さ
れ
た
の
で、
同
十
七
年、
校
地
を
新
た
に
求
め
て
校
舎
を
新
築
移
転
し
た
。

工
場
は
戦
災
に
あ
い、
そ
の
復
旧
後
間
も
な
く
施
設
撤
去
を
命
ぜら
れ
る
な
ど
苦
難
の
道

を
歩
ん
だ
の
で
、
そ
の
従
業
員
子
弟
を
多
く
収
容
す
る
本
校
に
は
陰
に
陽
に
影
響
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
幸
い、工

場
の
再
建
計
画
、
拡
張
計
画
は
順
調
に
推
移
す
る
と
と
も

に、
そ
の
後
、
他
工
場
の
立
地
も
あ
り
、
社
宅
街、
市
街
地
は
膨
張
し
、
学
校
も
急
速
に

学
級
増
加、
増
築
を
重
ね
て
き
た
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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勇
払
小
学
校
学
級
增
加
状
況

年

三〇 二
九

二八 二
七

二
六

二
五

二
四

二
三

二
二

二
一

二〇 一
九

一
八

一
七
一
六

昭
和
一
五 度

一
五

一
四

一三 一二 一
〇 九 八

七 六 六 七 六 五 1一

尋
常
科

1 1 1 1

高
等
科

同
右
再
建
操
業

国
策
パ
ルプ
施
設
撤
去

勇
払
中
学
校
創
立

終
戦
・
再
生
製
紙
国
策パ
ルプ
合
併

再
生
製
紙
工
場
操
業

校
舎
新
築
移
転

再
生
製
紙
会
社
地
鎮
祭

備
考

(近
江
謙三

「父
母
と
教
師
の
歩
み」
に
よ
る)

国
策パ
ル
プ工
場
倍
増
計
画
着
工

な
お、
創
立
当
初
の
小
学
校
に
入
学
し
た
佐
藤
ア
キ
は
、
当

時
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
頃
の
小
学
校
は、
苫
小
牧
尋
常
高
等
小
学
校
勇
払
分
校
と
言

っ
て、
尋
常
科
が
四
年
で
終
り、
そ
の
上
に
補
習
が二
年
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
は六
、
七
人
位
よ
り
い
ま
せん
で
し
た
が、
小
学
校
に
入

る
人
の
と
し
は
き
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
‒‒
私
は
七
つ
で

入
り
ま
し
た
が
‒
‒
同
じ
学
年
で
も
、
大
き
い
人
も
小
さ
い
人
も
ま

じ
って
い
ま
し
た
。

私
の
入
っ
た
時
の
先
生
は、
佐
藤
順三
郎
と
い
う
士
族
の
先
生
で

し
た
。

学
校
に
は
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も
そ
れ
は
自
由
だ
っ
た
の
で
す

か
ら
、
昔
の
寺
小
屋
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
が、
本
だ
け
は
き
ち

ん
と
定
っ
た
も
の
を
使
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。

(杉
林
良
彰、
宮
田
政
直
採
録)

亀
谷
治三
郎
は、
小
学
校
校
舎
改
築
移
転
の
事
情
に
つ
いて

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

会
社
の
設
立
に
伴
っ
て、
学
校
は
急
速
に
拡
張
し
な
く
て
は
な
ら

な
い。
戸
塚
長
官
(北
海
道
庁
長
官
)
は、
国
有
地で
あ
った
現
在
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(近
江
謙
三
採
録)

の
位
置
を
選
定
し
、
建
築
費
の
半
額
は
会
社
で
寄
附
し
、
残
り
の
半
額
は
会
社
の
町
へ
の
納
付
税
金
を
あ
て
ま
し
た
。

勇
払

大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
工
場
建
設
に
よ
る
住
民
の
急
激
な
膨
張
は
国
民
学
校
‒
‒
小
学
校
の
膨
張
と
な
り
戦
後
義

中
学
校
務
制
と
し
て
設
置
さ
れ
た
新
制
に
よ
る
中
学
校
の
膨
張
と
な
っ
て
行
っ
た
。

勇
払
中
学
校
は、
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
日、
苫
小
牧
町
立
東
中
学
校
勇
払
分
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
当
時、
勇
払
小
学
校
に
併
置

そ
の二
教
室
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ、

一学
年
四
五
名、
二学
年二
七
名
を
こ
こ
に
収
容
し
、
三学
年
は
苫
小
牧
の
本
校
に
通
学、
専
任
教

諭
一
名
、
講
師
に
は
小
学
校
長
、
同
教
諭
計
四
名
が
兼
務
発
令
さ
れ
た
。
戦
後、
物
資
窮

乏
の
中
で
の
発
足
で
あ
っ
た
か
ら
町
村
の
苦
悩
は
大
き
か
っ
た
が、
教
員
の
不
足
も
は
な

は
だ
し
か
っ
た
。
専
任
教
諭
の
配
置
は
一名
よ
り
出
来
な
か
っ
た
。
九
月
に
な
っ
て
さ
ら

に
一
名
の
追
加
が
あ
っ
た
。
施
設
、
設
備、
備
品
は
ほ
と
ん
ど
小
学
校
の
も
の
を
借
用
し

た
。教
員
数
が
極
め
て
少
数
だ
っ
た
の
で、
小
学
校
の
職
員
室
に
同
居
し
、
備
品
そ
の
他
も

兼
用
の
よ
う
に
し
て
す
ま
せ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

当
時、
独
立
校
舎
を
持
っ
て
い
る
の
は
苫
小
牧
の
東
、西
両
校
と
錦
岡
だ
け
で
あ
っ
た
。

校
舎
の
独
立
の
要
望
は
こ
の
年
か
ら
す
で
に
あ
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
多
額
の

経
費
を
要
し
、
町
財
政
の
耐
え
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
相
当
額
の
地
元
負
担
は
や

む
を
得
な
い
見
通
し
で
あ
っ
た
。

昭
和二
十
二
年
十
二
月
十
七
日、
独
立
校
舎
問
題
は、
中
学
校
の
父
兄
の
み
に
て
は
事
重
大

付
編
部
落
史
・
勇
払

勇払中学校 (昭和38年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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な
る
事
業
な
り
と
の
理
由
に
よ
り
、
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会
と
合
同
の
役
員
会
を
開
き
、
勇
払
中
学
校
独
立
促
進
期
成
会
(仮
称)
を
設
立
し
て
事
を
進

め
る
こ
と
に
意
見
一
致
し
、
同
会
準
備
委
員
会
の
結
成
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(『結
晶
』
昭
和三
十
年
苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学
校)

こ
う
し
て
、
翌
二
十
三
年三
月
五
日、
勇
払
中
学
校
独
立
期
成
会
を
結
成
し
、
中
学
校
の
独
立
校
舎
お
よ
び
教
員
住
宅
の
建
設、
教
具

教
育
諸
施
設
の
完
備
を
目
的
と
し
て
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
年、
中
学
校
は
、
前
年
本
校
に
通
っ
て
い
た
三
学
年
も
地

元
に
通
学
し
、
在
籍
数
は
五
二
名
の
増
加
を
見
て
い
た
ば
か
り
で
な
く、
併
置
の
小
学
校
も
ま
た
一学
級
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
国
策
パ
ル
プ
に
は
重
大
な
問
題
が
お
こ
っ
て
い
た
。
総
司
令
部
よ
り
の
工
場
設
備
機
械
の
撤
去
返
還
命
令
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
六
月、
国
策パ
ルプ
勇
払
工
場
の
機
械
設
備
が
中
華
民
国
に
返
還
さ
れ
る
問
題
が
再
燃
。
七
月
い
よ
い
よ
決
定
せ
る
た
め、
再
建
か
否

か
の
決
定
ま
で
校
舎
建
設
運
動
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た
る
。
実
際
運
動
を
開
始
す
る
寸
前
に
こ
の
悲
運
に
遭
遇
す
る
と
は
。
建
設
の
明
年
度
完
成
不
能

と
な
る
は
残
念
な
り
。

(『結
晶
』
昭
和三
十
年
苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学
校)

同二
十
三
年
十
月
、
工
場
は
解
体
撤
去
し
た
が
、同
月
、工
場
再
建
計
画
に
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
し
て
危
機
を
脱
し
た
。
翌
二
十
四
年

二
月
、
工
場
職
員
三
名
を
講
師
に
依
嘱
、
同
年
四
月
一
日
、
本
校
は
苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学
校
と
し
て
独
立、
学
校
長
外
専
任
教
諭二
名

講
師
七
名
、
生
徒
総
数三
学
級
一
五
〇
名
の
規
模
に
な
っ
た
が、
な
お、
小
学
校
に
間
借
り
し
て
い
た
の
で、
校
舎
の
建
設
は
緊
急
を
要

す
る
事
態
に
立
至
っ
て
い
た
。

勇
払
中
学
校
独
立
促
進
期
成
会
は
学
校
独
立
の
目
標
を
達
し
た
が
、
校
舎
建
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
苫
小
牧
市
は二
十
四
年
度
予
算
に

計
上
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
建
築
費
地
元
負
担
の
募
金
を
計
画
し
て
い
た
だ
け
に
期
成
会
は
一
時
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。
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七
月、

こ
の
問
題
も
事
態
が
好
転
、
九
月、
校
地
決
定
、
十
一
月
、
第
一
期
工
事
着
工
、
翌
二
十
五
年
五
月
一
日
、
第
一
期
工
事
が
完

成
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
校
舎
に
移
転
入
居
し
た
の
が
同
年
九
月
一
日
に
な
っ
て
い
る
。
飲
料
水
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
河
田

義
治
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

校
舎
の
検
定
が
終
っ
た
か
ら
す
ぐ
に入
る
よ
う
に
と
のこ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
水
の
用
意
が
全
く
な
か
っ
た
。
至
急
打
込
み
ポ
ン
プ
一
本
を
設
け
て

貰
っ
た。
そ
れ
が
六
月
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
水
も
飲
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

(『結
晶
』
昭
和三
十
年
苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学
校)

後
に
水
道
が
つ
く
ま
で
、
生
徒
は
勇
払
駅
(旧)
の
付
近
ま
で
湿
地
を
渡
っ
て
貰
い
水
に
通
っ
た
。こ
れ
が
解
決
に
は
工
場
専
用
飲
料
水

の
導
入
よ
り
な
か
っ
た
。
工
場
の
好
意
と
部
落
全戸
、
全
校
生
徒
の
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
小
学
校、
中
学
校
に
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
。
こ

れ
が
完
成
し
た
の
は
同
年
十二
月二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

続
い
て
第
二
期
工
事
と
し
て
付
属
建
物
が
同
じ
十
二
月
三十

一日
に
完
成
し
た
。

戦
後
の
教
員
事
情
は
特
殊
な
も
の
が
あ
っ
た
。
有
資
格
者
が
容
易
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勇
払
中
学
校
に
あ
っ
て
も
そ
の
事

情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
当
初、
専
任
と
し
て
一
名
、
つ
いで
一
名
が
追
加
さ
れ
て、
初
年
度
は
二
名
の
教
員
よ
り
発
令
が
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め、
講
師
制
が
と
ら
れ、
小
学
校
長
、
同
教
諭
と
、
さ
ら
に
地
元
勤
務
の
国
策
会
社
職
員
を
加
え
て
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
変

則
な
状
態
は二
十
五
年
度
ま
で
四
ヵ
年
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
が
解
決
し
た
の
は
同
二
十
六
年
度
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て、
混
乱
の
中
に
出
発
し
た
中
学
校
は二
十
五
年
度
の
校
舎
建
築、
二
十
六
年
度
の
全
員
専
任
教
員
配
置
を
も
っ
て
独
立
形
態

を
完
成
し
、
逐
次
学
校
規
模
を
拡
大
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

勇
払
高

戦
後
、
義
務
教
育
諸
学
校
の
整
備
と
並
行
し
て
高
校
教
育
に
も
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。旧
制
中
学
校
に
代
わ
って
新

制
度
に
よ
る
高
等
学
校
が
設
け
ら
れ
た
が、
勤
労
青
年
の
た
め
に
は
定
時
制
に
よ
る
課
程
が
設
け
ら
れ
て
教
育
の
機
会
が
拡

等
学
校

付
編
部
落
史
・
勇
払
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充
さ
れ
た
。

勇
払
に
は
国
策
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
勇
払
工
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
市
街
地
や
関
連
企
業
が
あ
っ
た
が、
こ
こ
に
働
く
青
年
は

苫
小
牧
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
青
年
に
も
高
校
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

いう
の
で、
地
元
選
出
市
議
会
議
員
田
中
正
経
を
中
心
と
し
て
運
動
が
進
めら
れ、昭

和二
十
七
年
四
月、
苫
小
牧
高
等
学
校
の
分
校
が
勇

払
中
学
校
に
併
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
青
年
学
校
卒
業
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
学
力
の
あ
る
者
は
二
学
年
に
編
入
さ
れ
た
か
ら
、
初
年

度
の
分
校
は
一
学
年
二
学
年
の
二
学
年
で
構
成
さ
れ
た
。
翌
二
十
八
年
に
は
北
海
道
苫
小
牧
勇
払
高
等
学
校
と
し
て
独
立
、
設
置
者
は
苫

小
牧
市
に
変
更
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
同三
十
年
三
月
、
第
一
回
の
卒
業
生
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
学
校
は
創
立
当
時
から
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
い
た
。こ
の
前
年二
十
九
年
十
月
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は、
生
徒
在
籍
数
過
少
の
学

校
と
し
て
三
十
年
度
よ
り
生
徒
募
集
停
止
の
方
針
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
驚
い
た
地
元
は
生
徒
数
の
確
保
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
P
T
A

地
元
有
志
等
は
数
回
に
わ
た
っ
て
陳
情、
つ
い
に
存
続
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
、
教
諭、
講
師
も
充
実
し
、
一時
は
在
籍
一
〇
〇
名
に
達
し
た
こ
の
学
校
も、
つ
い
に
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
生
徒
募
集
を

停
止、
以
後
毎
年
一
学
年
づ
つ
を
卒
業
さ
せ
、
同三
十
六
年
三
月
、
第
七
回
生
七
名
、
開
校
以
来
合
計
七
〇
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

廃
校
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
宗

教

恵
比
須

勇
払
に、
いつ
か
ら
神
が
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
この
土
地
は
勇
払
場
所
の
中
心
で
あ
り
、
地

神
社
方
行
政、
交
通、
産
業
の
中
心
地
と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
か
ら
、
相
当
古
い
時
代
か
ら
場
所
請
負
人
な
ど
に
よ
っ
て

祀
ら
れ
た
も
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
ろ
う
。
勇
払
の
祠
堂
で
文
献
的
に
一
番
古
い
の
は
寛
政三
年
(一
七
九
一)
の
『東
蝦
夷
道
中
日
記
』
に
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出
て
く
る
弁
天
社
で
あ
る
。

こ
れ
が
松
浦
武
四
郎
が
こ
の
地
を
調
査
し
た
こ
ろ
に
は
不
動
堂、
稲
荷
社
、
弁
天
社
と
ふ
え
て
い
る
。

明
治
二
年三
月
、
政
府
は
政
令
を
発
し
て
、
社
寺
を
創
立
し
、
ま
た
猥
り
に
僧
尼
と
な
り
、
あ
る
い
は
佛
名
、
題
目
の
石
塔
、
供
養
塚

みだ

地
蔵
尊
を
建
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
も
し
や
む
を
得
な
い
由
緒
が
あ
れ
ば
、
特
に
請
願
し
て
許
可
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
が、

つ
い

で
同
八
年
五
月、
内
務
省
達
に
よ
っ
て
社
寺
所
有
地
を
調
査
し
、
勇
払
外
六
郡
の
郷
社
村
社
の
社
格
が
定
め
ら
れ
た
。
当
地
の
分
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

同
末

社
稲
荷
社

勇
払
村
社

社
格
|
社恵
比
須
神
社 名

保
食
神

事
代
主
神

祭
神

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

旧
社
殿
に
建
っ
て
い
た
石
柱
に
は
、
社
名
を
『蛯
子
神
社』
と
刻
ん
で
い
る
が、
こ
れ

が
『恵
比
須
神
社
』
と
改
め
ら
れ
た
の
は、
昭
和
二
十
七
年三
月
二
十
日
で
あ
る
。

旧
社
殿
は
、
間
口
二
間
、
奥
行
三
間
半、
江
戸
時
代
の
建
築
様
式
を
伝
え
る
も
の
と
い

わ
れ、
天
井
は
花
づ
く
し
の
極
彩
色
の
格
天
井
、
柱
に
は
『か
え
る
ま
た
』
な
ど
の
装
飾

彫
刻
が
用
い
ら
れ
て
い
て、
漁
場
の
盛
時
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
文
化
財
も
た
び
た
び
の
修
理
に
よ
っ
て
原
形
を
損
じ
、そ
の
う
え
、
新
社
殿
が
出
来

て
か
ら
は
管
理
の
手
も
行
き
届
か
ず
、
倒
壊
の
危
険
が
生
じ
た
ので
、
昭
和三
十
七
年
十

付
編
部
落
史
・
勇
払

恵比須神社 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

所
在
地

(『苫
小
牧
町
史
』
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月
十
四
日、
遂
に
解
体
撤
去
さ
れ
た
。

神
社
の
維
持、
管
理、
祭
典
の
執
行
は
地
元
の
氏
子
有
志
が
あ
た
っ
て
き
た
が、
部
落
の
衰
微
に
と
も
な
っ
て、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
。
祭
典
の
経
費
に
も
窮
し
て、小

学
校
の
運
動
会
費
の
寄
付
と
だ
き
合
わ
せ
て
や
っ
と
調
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
十
五
年
に
い
た
っ
て
部
落
は
転
機
に
遭
遇
す
る
。

当
時、
数
年
来
の
不
漁
が
続
き
、
部
落
は
極
度
の
困
窮
状
態
に
あ
っ
た
。
部
落
内
に
は
争
い
が
た
え
ず
、
神
社
も
ま
た
荒
れ
る
が
ま
ま

に
な
っ
て
い
て
も
、
誰
も
か
え
り
み
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
樽
前
山
神
社
の
宮
司
が
社
掌
の
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
を
機
会

に
部
落
有
志
と
相
計
り
、
神
殿
を
修
理
し
、
祈
願
祭
を
執
行
し
て
部
落
の
隆
盛
を
祈
り
、
住
民
一
致
の
協
力
和
平
を
誓
い
合
っ
た
。
そ
の

直
後
に
再
生
製
紙
勇
払
工
場
建
設
が
き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

恵
比
須
神
社
と
国
策
パ
ル
プ
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
に
結
ば
れ
た
。
同
社
の
配
慮
に
よ
っ
て、
神
社
は
新
た
に
敷
地
を
求
め
て
新

築
さ
れ、
昭
和三
十
一
年
九
月
二
十
日
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。

恵
比
須
神
社
社
殿
建
築
費
概
要

一、
建
築
費

・
社
殿
建
築
並
附
属
工
事
費

●
社
務
所
建
築
並
附
属
工
事
費

一、
九二
四
、
〇
五
〇

七
〇
〇
、
〇〇

三
四
〇
、
一五
二

一、
二
〇
七、
七
五
七

一、
五
四
七、
九
〇
九

九円

・
其
の
他

•
部
落、
国
策
従
業
員

一、
建
築
費
寄
附
金

・
国
策
パ
ル
プ
関
係

四
一
七
、
○
○
○

八〇
七
、
〇
五
〇

(『恵
比
須
神
社
関
係
書
類
』
恵
比
須
神
社)
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こ
こ
に
は
今
、
嘉
永三
年
(一八
五〇)

奉
納
の
元
恵
比
須
神
社
御
宮、
文
久
四
年
(一
八
六
四)
奉
納
の
石
燈
籠
、
石
造
円
形
手
水
鉢
等

二
十
三
点
の
奉
納
品
が
苫
小
牧
市
指
定
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

附
記一、
恵
比
須
神
社
の
御
神
体
は
、
明
治二
十
二
年
江
差
よ
り
遷
し
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
の
大
漁
繁
栄
時
代
は
六
月
十
五
日
を
祭
典
日
と
し
て
白
老

か
ら
宮
司
が
来
た
。
そ
の
後、
不
漁
不
作
続
き
で
部
落
は
衰
微
す
る
に
至
っ
た
が、
大
正
初
期
に
至
り
地
元
総
代
有
志
が
相
談
の
上
、
祭
典
を
樽
前
山
宮
司

に
依
頼
す
る
関
係
上
七
月
二
十
日
に
改
め、
さ
ら
に
同
様
の
事
情
か
ら
昭
和
九
年
こ
ろ
か
ら
九
月
十
五
日、
そ
の
後
再
び
改
め
て
八
月
二
十
日
と
定
め
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

二、
蛯
子
神
社
を
恵
比
須
神
社
と
改
め
る
に
当
っ
て
は
、
昭
和二
十
七
年二
月二
十
八
日
付
で
申
請
し
、
同
年三
月
二
十
日
付
で
認
可
さ
れ
た
。

(亀
谷
治三
郎
、
片
石
宮
司
談
に
よ
る
)

浄
生
寺
勇
払
が
正
式
に
寺
院
の
管
轄
下
に
入
っ
た
の
は
文
化
元
年
(一
八
〇
四)
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
末
期
に
な
る
と
、
対
外
国
関
係
が
重
要
な
問
題
に
な
り
、
警
備
の
た
め
に
幕
府
や
諸
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
も
の
も
多
く
な

っ
た
。
寺
院
の
建
設
を
制
限
し
て
い
た
当
時
で
あ
っ
た
が、
幕
府
は
特
別
な
事
情
を
認
め
て
三
カ
寺
を
建
設
し
た
。
こ
の
う
ち
、
勇
払
場

所
は
様
似
の
等
澍
院
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
江
戸
幕
府
統
制
下
の
こ
と
で
あ
っ
て、
勇
払
に
は
久
し
い
間
寺
院
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
団
の
一
員
と
し
て
布
教
の
た
め
来
道
し
た
杉
林
良
彰
(富
山
県
出
身)
は、
昭
和
三
十
年三
月、
勇
払
一
五
一番

地
ノ
三
に
建
坪
一
三坪
の
仮
本
堂
、
庫
裏
兼
用
の
寺
院
を
設
け、
説
教
所
勇
払
教
会
と
名
づ
け
た
。

昭
和
三
十
三
年
十
月
、
同
教
会
は
本
願
寺
な
ら
び
に
所
轄
省
の
認
可
を
え
て
寺
号
を
『浄
生
寺
』
と
改
め
、
宗
教
法
人
と
し
て
登
記
し

じ
ょ
う
せ
い

た
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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寺
号
の
由
来
‒
‒
勇
払
教
会
は
宗
教
法
人
と
し
て
登
記
す
る
に
あ
た
り、寺

号
の
命
名
を
南
喜
一氏
に
依
頼
し
た
。こ
の
時、氏

は
次
の
よ
う
に
提
示
し
た
。

浄
原
(じ
ょ
う
げ
ん
)
寺
浄
生
(じ
ょ
う
せ
い
)
寺

浄
原
の
『原
』
は
勇
払
原
野
の
原
で
あ
り、
浄
生
の
『生
』
は
勇
払
復
興
の
基
と
な
っ
た
再
生
製
紙
株
式
会
社
の
『再
生
』
に
仏
教
的
意
味
を
持
た
し
た
も

の
で
あ
る
。
説
教
所
は
土
地
の
歴
史
と
仏
教
的
意
味
か
ら
後
者
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

勇払波切不動尊 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(杉
林
良
彰
談、
近
江
謙三
採
録)

昭
和
三
十
九
年、
苫
小
牧
工
業
港
築
設
工
事
の
進
展
に
と
も
な
い、
国
道
と
国
鉄
の
移
設
工
事
が
行
わ
れ、
寺
院
は
移
転
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
勇
払
一
三八
番
地
の
一
の
市
有
地
に
敷
地
四
五
〇
坪
を
借
り
受

け、
こ
こ
に
九
三
・
一四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
本
堂
兼
庫
裏
を
新
築
し
、同
年
九
月
六
日
、
完

成
移
転
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

勇
払
波
切

妙
見
堂
の
中
に
安
置
し
て
い
る
石
碑
の
台
石
に
は
『勇
武
津
不
動』
と

不
動
尊
刻
ん
で
あ
る
。
勇
武
津
は
勇
払
で
あ
る
。

不
動
像
の
建
て
ら
れ
た
の
は
享
和三
年
(一八〇三

)
五
月、
願
主
は
高
橋
次
太
夫、
河

西
祐
助、
苫
小
牧
で
は
最
も
古
い
文
化
財
の
一
つ
に
な
っ
て
いる
。

寛
政
年
代
から
享
和、
文
化
年
代
に
か
け
て
は
日
本
は
鎖
国
か
ら
開
国
へ、
封
建
国
家

か
ら
近
代
国
家
へ
と
移
行
す
る
激
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ロシ
ャ
の
千
島

列
島
南
下
か
ら
、
幕
府
は
蝦
夷
地
を
直
轄
す
る
こ
と
に
し
て、
各
地
に
勤
番
の
役
人
を
派

遣
し
た
の
が
寛
政
十
一
年、
翌
十
二
年
に
は
八
王
子
千
人
同
心
原
半
左
衛
門
手
付
の
一
隊

五
〇
名
が
開
墾
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
て
鵡
川
に
移
住
す
る
。
一足
おく
れ
て
同
じ
八
王
子
同
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勇払会所跡の石碑除幕式(昭和33年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

心
河
西
祐
助
が
幕
吏
と
し
て
勇
払
駐
在
を
命
ぜら
れ
る
。
こ
の
冬
、
こ
れ
ら
の
者
の
間
に
多
く
の
病
人
、
死
者
が
出
て
悲
惨
を
極
め
る
。

河
西
祐
助
の
妻
梅
が
病
に
伏
し
て
床
に
つ
い
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
内
憂
、
外
患
が
重
な
り
重
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
行
政
の
責
任

者
と
し
て
高
橋
次
太
夫
、
河
西
祐
助
の
心
痛
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。悪
霊
を
払
い
災
害
悪
毒
を
除
き
、使
命
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
祈

っ
て
こ
の
不
動
尊
は
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

爾
来
一
五
〇
年
、
は
じ
め
は
露
天
に
建
てら
れ
た
で
あ
ろ
う
石
碑
に
は
、
い
つ
し
か
上
屋
が
つ
く
ら
れ
た
。
漁
業
を
主
と
し
た
当
時
は

漁
夫
、
漁
獲
物、
漁
具
、
必
需
品
の
運
搬
は
海
運
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
こ
の
不
動
尊
を
波
切
不
動
と
よ
ん
で
航

海
の
安
全
を
祈
っ
た
。

そ
の
後
も
長
い
間、
人
知
れ
ず
参
詣
す
る
信
者
が
た
え
ず
、
地
元
で
は
毎
年
七
月
二
十

七、
八
日
を
期
と
し
て
祭
典
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
新
堂
が
出
来
た
の
は
昭
和
四
十
一

年
七
月
で
あ
る
。

七
史

跡

勇
払
に
あ
る
史
跡
で
は
『勇
払
会
所
の
跡
』
と
『蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓
』
が
苫

小
牧
市
指
定
文
化
財
の
史
跡
と
し
て
、『開
拓
使
三
角
測
量
勇
払
基
点
』
が
北
海
道
指
定
文

化
財
の
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

勇
払会

地
元
住
民
の
間
に
会
所
跡
を
永
く
保
存
し
よ
う
と
い
う
話
が
具
体
化
し
た

所
の
跡
の
は
昭
和
十
一
年
で
あ
っ
た
。

ロシ
ヤ
の
北
方
進
出
が
問
題
に
な
り
出
し
た
の
は
一
、
七
〇
〇
年
代
で
あ
る
。
蝦
夷
地

1687



苫
小
牧
市
史
下
巻

は
侵
略
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
てい
る
と
し
て
国
内
は
騒
然
と
な
っ
た
。
寛
政
十
一
年
(一
七
九九)

幕
府
は
東
蝦
夷
地
を
直
轄
支
配
に
改
め

南
部、
津
軽二
藩
に
警
備
を
命
じ
場
所
請
負
制
度
を
直
営
に
改
め
、各
地
の
運
上
屋
を
廃
し
て
新
た
に会
所
一〇
カ
所
を
設
け
て
出
先
機
関

と
し
た
。
勇
払
場
所
に
は
従
来
数
カ
所
の
運
上
屋
が
あ
っ
た
が
、
これ
ら
は
勇
払
会
所
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
勇

払
は
一
躍
こ
の
地
方
の
政
治、
経
済、
交
通
上
の
要
地
と
な
り
、
や
が
て
、
苫
小
牧
市
が
地
方
中
核
都
市
と
な
る
端
緒
を
ひ
ら
い
た
。
部

落
民
は
、
こ
の
由
緒
あ
る
会
所
の
跡
を
永
久
に
保
存
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
十
一
月
一
日
、
勇
払
開
基三
五
〇
年
祭

執
行
の
折、
当
時
小
学
校
地
内
に
あ
っ
た
こ
の
地
に
標
柱
が
た
てら
れ
た
。
この
木
柱
は、
そ
の
後
腐
朽
倒
壊
し
た
の
で
同
二
十
八
年
に

再
建
さ
れ
て
い
る
。
同
三
十
一
年
三
月
十
日、
苫
小
牧
市
は
こ
こ
を
苫
小
牧
市
文
化
財
記
念
物
(史
跡)
と
し
て
指
定
し
た
。こ
れ
を
機
運

と
し
て
木
柱
を
永
久
建
造
物
に
改
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て、
同
三
十
三
年
に
出
来
た
の
が
現
在
の
石
碑
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情

に
つい
て
、
勇
払
自
治
会
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

多
年
宿
望
の
会
所
跡
の
木
柱
を
石
碑
に
取
替
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
、
市
教
委
の
当
初
予
算
で
は
自
然
石
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が、

地
元
民

全
体
(国
策パ
ルプ
社
宅
を
含
む)
か
ら
一
戸三
〇
円、
計二
万
七、
三〇
〇
円
の
浄
財
を
仰
ぎ
、御
影
石
に
よ
る
永
久
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
が
出
来
た。

(『昭
和三
十
四
年
度
定
期
大
会
議
案』

勇
払
自
治
会)

こ
の
墓
地
が
苫
小
牧
市
指
定
文
化
財
記
念
物
(史
跡)と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
一
日
で
あ

「
っ
た
。

蝦
夷
地
開
拓

移
住
隊
士
の
墓

寛
政
十
一
年
(一七

九
九)、

東
蝦
夷
地
が
幕
府
の
直
轄
地
に
な
る
と
、
勇
払
に
は
会
所
が
置
か
れ、
役
人
が
駐
在
し
て
地
方
行
政
の
中
心

と
な
っ
た
。
つ
い
で
同
十二
年、
八
王
子
千
人
同
心
原
半
左
衛
門
手
附
の
一隊
約
五
十
名
が
移
住
し
て
来
た
が、
慣
れ
な
い
気
候
風
土
の

た
め
に
発
病
す
る
者
が
多
く
、
次
つ
ぎ
に
死
亡
者
が
出、
そ
の
霊
は
こ
こ
に
祭
ら
れ
た
。
そ
の
後、
幕
吏、
場
所
請
負
人
配
下
の
関
係
者

な
ど
苫
小
牧
市
開
拓
の
先
駆
者
の
霊
も
こ
こ
に
祭
ら
れ、
地
元
の
墓
地
と
し
て
長
く
使
わ
れ
て
来
た
。
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勇払史跡墓地 (昭和49年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

勇
払
墓
地
が
新
た
に
設
け
ら
れ、石

碑
が
多
く
移
転
す
る
と
、こ
の
墓
地
は
無

縁
の
石
碑
の
散
在
す
る
荒
涼
の
地
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
勇
払
自
治
会
は
墓
地

内
を
整
理
し
由
緒
あ
る
石
碑
を
保
存
す
る
こ
と
を
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
に
陳

情
、
同
委
員
会
は
昭
和三
十
年
十
月
十
四
日
、
関
係
者
を
招
い
て
「史
跡
保
存

協
議
会
」
を
開
い
て
対
策
を
協
議、「苫

小
牧
市
文
化
財
保
護
条
令
に
基
づ
く
史

跡
保
存
措
置
を
適
用」
す
る
こ
と
に
し
、同
年
十
一
月、
教
育
委
員
会
は
勇
払
自

治
会
の
協
力
を
得
て
用
地
一
〇
〇
坪
を
整
備、
周
囲
を
盛
土
、
木
柵
に
よ
っ
て

区
画
し
、
先
駆
者
の
石
碑
を
同
地
内
地
蔵
尊
の
前
に
集
め
、
覆
小
屋
、
休
憩
所

説
明
標
を
設
け
て
保
存
と
顕
彰
の
策
を
講
じ
た
。

市
の
方
針
が
決
定
す
る
と
、
自
治
会
は
国
策
パ
ル
プ
勇
払
工
場
に
要
請
し
て
資
材

(一
一万
円
相
当
)
の
提
供
を
受
け
、
手
塚
俊
恵
氏
を
請
負
人
と
し
て
工
事
に
着
手
、

そ
の
完
成
を
ま
っ
て
十
一
月
二
十
八
日
に
移
転
、
慰
霊
祭
を
行
っ
た
。

(『当
時
の
勇
払
自
治
会
長
田
中
謙
治
氏
談』
)

こ
れ
ら
の石
碑
は
、
昭
和
四
十
八
年、
苫
小
牧
市
開
基
百
年
に
際
し
て
、
隣

接
地
に
史
跡
公
園
を
設
け
て
移
さ
れ、
旧
墓
地
は
標
識
を
た
て
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。

開
拓
使
三
角

三
角
測
量
勇
払
基
点
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十

測
量
勇
払
基
点
七
年
六
月
一
日
で
あ
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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こ
の
基
点
は
北
海
道
開
拓
史
上
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。
未
開
発
の
北
海
道
に
は
正
確
な
地
図
が
な
か
っ
た
。
開
拓
使
は、
開
拓
事
業
の

推
進
に
先
立
っ
て
測
量
の
必
要
を
認
め、
吏
員
を
派
遣
し
て
内
陸
踏
査
を
進
め
て
い
た
が、
正
確
な
北
海
道
地
図
を
作
成
す
る
た
め
、
明

治
六
年三
月
、
開
拓
使
雇
ゼ
ー
ム
ス・
アー
ル
・
ワ
ッソ
ン
を
測
量
長
に
命
じ
て
翌
四
月
から
測
量
を
開
始
し
た
。

ワ
ッ
ソ
ン
は
札
幌
に
来
て
準
備
に
か
か
り、
同
年
七
月
、
基
点
選
定
の
た
め
に
石
狩
川
の
上
流
を
踏
検
し
た
が
適
地
を
得
ら
れ
ず
、

つ
いで
勇
払
と
鵡
川
の
間
に
こ
れ
を
求
め
て
基
線
を
画
し
、
そ
の
両
端
に
標
石
を
建
て
て
測
量
を
す
す
め
た
。
測
量
は
明
治
十
年
に
中
止

さ
れ
た
が、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
北
海
道三
角
測
量
図
は、
北
海
道
地
図
の
基
礎
と
な
り
、
そ
の
事
業
は
わ
が
国
の
三
角
測
量
に
よ
る

陸
地
測
量
の
基
礎
と
な
っ
た
。
道
史
な
ら
び
に
わ
が
国
測
量
史
上
貴
重
な
史
跡

な
の
で
あ
る
。

勇払三角測量基点の基石
(昭和37年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

こ
の
基
点
は
関
係
者
に
よ
っ
て
長
い
間
さ
が
し
求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て

つ
い
に
見
出
し
た
の
が
地
元
在
住
の
三
名
で
あ
っ
た
。
当
時
の
状
況
を
教
育
委

員
会
に
報
告
し
た
勇
払
小
学
校
長
の
公
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
年
五
月
末、
勇
払
市
街
浄
生
寺
檀
家
集
会
の
際、
住
職
杉
林
良
彰
氏
と
佐
々
木
松

治
氏
の
間
に
た
ま
た
ま
こ
の
話
が
交
さ
れ
た
時
、
傍
に
同
席
し
て
い
た
菊
地
広
一
氏
か

ら
『
そ
れ
ら
し
い
地
盛
り
が
あ
る
』
と
いう
話
が
出
さ
れ
(中
略)
翌
六
月
一
日
夕
刻

三
人
で
現
地
に
至
り、
菊
地
氏
が
スコ
ップ
を
持
っ
て
発
掘
に
あ
た
っ
た
。
約
八
十
種

程
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ、
そ
れ
ら
し
い
石
柱
を
掘
り
あ
て
た
の
で、
郷
土
史
研
究
に
あ

た
っ
て
いる
小
学
校
長
に
通
知、
資
料
と
照
合
の
結
果
、
ほ
、
原
点
と
認
定
さ
れ
た
の

で
こ
れ
を
埋
没
復
回
し
、二
日
、
教
育
委
員
会
、図
書
館
に
通
知
し
て
指
示
を
待
つ
こ
と
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に
し
た
。

(『苫
小
牧
市
立
勇
払
小
学
校
関
係
書
類
』
昭
和三
十
七
年
勇
払
小
学
校)

こ
の
基
点
は
同
四
十二
年三
月
十
七
日、
北
海
道
文
化
財
に
指
定
さ
れ
苫
小
牧
市
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
が、
同
年
十
月
十
七
日

北
海
道
百
年
遺
跡
訪
問
キ
ャラ
バ
ン
隊
の
手
に
よ
っ
て
記
念
標
柱
が
た
て
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

八
産

業

勇
払
の

明
治
元
年
(一
八六
八)
大
政
は
奉
還
さ
れ
て
明
治
維
新
と
な
り
、
蝦
夷
地
は
箱
館
裁
判
所
(後、
函
館
府
と
改
称)の

所
管
と

漁
業

な
る
。
つ
い
で
翌
二
年、
開
拓
使
が
お
か
れ
る
や、
場
所
請
負
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
が、
請
負
人
の
嘆
願
に
よ
っ
て
こ
れ
を

漁
場
持
と
改
め
、
山
田
文
右
衛
門
が
発
令
さ
れ
た
。
同
二
年
七
月
、
こ
の
地
方
が
高
知
藩
の
支
配
地
と
な
る
と
、
藩
は
漁
場
持
を
罷
免
し

そ
の
直
営
と
し
て
新
し
い
支
配
機
構
を
作
っ
て
漁
場
を
経
営
し
た
。
この
時
、
そ
の
土
人
回
り
役
を
勤
め
た
の
が
南
部
大
畑
の
八
戸
伊
与

吉
で
、
こ
れ
が
現
在
の
勇
払
の
八
戸
家
の
先
代々
で
あ
る
。

同
五
年
五
月
、
高
知
藩
は
そ
の
支
配
地
を
返
上
、
開
拓
使
に
引
継
ぐ
と
漁
場
持
制
度
は
復
活
し
、
山
田
文
右
衛
門
は
勇
払
郡
漁
場
持
に

任
命
さ
れ
た
。
文
右
衛
門
は、
植
田
甚
蔵
外
そ
の
一
族
を
は
じ
め
代
人
を
各
漁
場
に
配
置
し
、
四
〇
人
程
度
の
和
人
と
二
〇
〇
人
以
上
の

ア
イ
ヌ
を
使
役
し
て
漁
を
行
っ
た
ほ
か
、
ト
マ
コ
マ
イ
以
西
の
漁
場
は
出
稼
人
に
貸
し
与
え
た
。

こ
のこ
ろ
か
ら
タ
ル
マ
イ
浜
に
は
不
漁
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
同
六
年二
月
、
出
稼
人
総
代
か
ら
開
拓
使
勇
払
郡
出
張
所

に
次
の
よ
う
な
嘆
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

追
年
薄
漁
相
続、
其
上
米
噌
其
外
諸
品
二
至
前
代
未
聞
,
高
価
二
相
成、
出
稼
人
漁
業
渡
世
向
行
届
兼
候
二
付
、
年
箇々
所
引
拂
者
モ
不
少
、
出
稼
渡
世

仕
候
者
モ
無
御
座
候
。
(中
略)
右
二
隨
ヒ
、
永
住
人
モ
渡
世
永
続
難
相
成
候
。
空
家
等
処
相々
見
、
誠
歎
敷
次
第
二
奉
存
候
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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苫
小
牧
市
史
下
巻

(『苫
小
牧
市
史』

昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市)

こ
う
し
て
、
税
額
の
引
き
下
げ
を
願
い
出
た
の
だ
が、
こ
の
困
窮
の
内
情
は
漁
場
持
も
同
様
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
以
降
の
漁
場
持
制

度
は
収
税
金
の
増
大
、
ア
イ
ヌ
使
役
賃
金
の
定
額
制、
出
稼
人
渡
世
に
よ
る
新
開
漁
場
の
出
現
な
ど
で
漁
場
持
の
地
位
が
き
わ
め
て
不
安

定
で
あ
り、
漁
場
経
営
は
極
度
に
苦
し
く
な
っ
て
い
た
。

明
治
八
年
四
月、
山
田
文
右
衛
門
は
漁
場
持
を
辞
退
し
た
。
そ
の
後
、
漁
場
持
の
発
令
は
な
か
っ
た
が、
文
右
衛
門
の
代
人
で
あ
っ
た

植
田
甚
蔵
が
そ
の
あ
と
を
引
継
い
で
漁
を
つ
づ
け
て
い
た
。
開
拓
使
は
同
九
年
九
月二
十
一
日
、
漁
場
持
制
度
を
廃
止
し
て
新
規
割
渡
し

を
行
う
こ
と
に
し
た
が
、
勇
払
郡
で
は
す
で
に
山
田
文
右
衛
門
が
漁
場
持
を
辞
任
し
、
植
田
甚
蔵
や
出
稼
人
に
よ
っ
て
漁
が
行
わ
れ
て
い

た
の
で、
そ
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
漁
場
持
制
廃
止
の
目
的
は
自
営
漁
民
の
育
成
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
方
は
出
稼
ぎ
の
自
営
漁

民
に
よ
る
漁
が
盛
ん
で
、
地
元
の
郡
村
民
の
漁
場
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
こ
の
形
は
、
この
後
も
ず
っ
と
続
い
て
行
く
。

鰯
、
鮭
兼
漁
場

漁
場

名

(『苫
小
牧
市
史
』
昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市
)

2

漁
場

" 11 : 勇
払
村

場

ク
オ
タ
ケ
シ
川

ヘ
イ
ヌン
ナ
イ
川

所

11 11 11

勇
払
村
植
田
甚
蔵

所
有

者

明
治
十
年
の
勇
払
村
私
所
有
漁
場

こ
の
期
の
漁
法
は
、
ほ
と
ん
ど
地
曳
網
に
よ
る
漁
法
で
あ
っ
た
が、

サ
ケ
漁
で
は
一
部
に
建
網
や
巻
網
が
使
わ
れ
た
ほ
か、
河
川
で
は
小
地

曳
網
が
使
わ
れ
た

明
治
初
期
か
ら
の
漁
は
、
年
に
よ
っ
て
か
な
り
の
豊
漁
不
漁
が
目
立

っ
て
く
る
が
、
同
十
五
年
以
降
は
薄
漁
が
重
な
っ
て
漁
場
経
営
は
苦
し

く
な
っ
て
い
っ
た
。

明
治
十
三
年
十
一
月、
植
田
甚
蔵
が
死
亡
す
る
と
長
男
植
田
礼
吾
が

相
続
す
る
。
だ
が、
礼
吾
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は
不
漁
の
年
が
ま
す
ま

す
多
く
な
る
と
と
も
に
ア
イ
ヌ
雇
漁
夫
の
極
端
な
減
少、
出
稼
人
漁
場
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付
編
部
落
史
・
勇
払

勇払の海岸 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

の
発
展
に
と
も
な
う
渡
島、
南
部
地
方
から
の
漁
夫
集
め
の
困
難
な
ど
が
重
な
っ
て
植
田
漁
場
は
同二
十
年
に
放
棄
さ
れ、
こ
の
土
地
の

漁
業
利
用
権
は
新
し
い
願
人
に
割
り
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

植
田
漁
場
の
放
棄
に
よ
っ
て、
こ
れ
ら
の
漁
場
の
う
ち、
勇
払
地
区
は
同
村
の
西
川
健
助
に
許
可
さ
れ、
サ
タ
ップ
、
マ
コ
マ
イ
は
別

に
新
規
の
出
稼
人
に
割
り
振
り
さ
れ
た
が、
こ
れ
ら
の
新
規
出
稼
人
は
漁
の
仕
込
み、
漁
夫
集
め
な
ど
に
困
難
し
て
次
々
に
代
わ
っ
て
い

っ
た
。
こう
し
て
漁
場
は
同
二
十
年
代
後
半
に
は三
井
物
産
の
手
に
お
ち
た
。

明
治三
十
一
年、
函
館
の
豪
商
石
垣
彦三
郎
は
漁
場
経
営
者
と
し
て
苫
小
牧
村
に
進
出、
三井
物
産
の
漁
業
権
一
切
を
借
り
受
け
た
が

同
三
十
五
年
に
は
こ
れ
を
譲
り
受
け、
さ
ら
に
漁
場
を
拡
張
、
一方、

門
別
村
の
飯
田
信

三
は、
明
治
二
十
一
年
こ
ろ
か
ら
樽
前
浜
イ
ワ
シ
漁
に
進
出、
は
じ
め
は
樽
前、
覚
生
地

区
を
、
そ
の
後
期
に
は
勇
払
を
は
じ
め
、
苫
小
牧、
小
糸
魚
、
錦
多
峯
と
全
般
的
に
漁
場

を
拡
張
、
こ
う
し
て、
苫
小
牧
の
漁
場
の
大
半
は
両
者
に
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ

が
、
明
治三
十
五
年
当
時、
勇
払
の
西
川
健
助
は
勇
払
村
に
お
い
て
四
カ
統
の
漁
場
を
持

っ
て
い
た
。
西
川
は
山
田
文
右
衛
門
な
ど
に
つ
か
え
た
後
、
勇
払
で
漁
業、
旅
人
宿、
駅

通
取
扱
人
、
郵
便
取
扱
人
、
勇
払
・
白
老
・
千
歳
三
郡
副
総
代
な
ど
を
勤
め、
郡
内
の
実

力
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。

樽
前
浜
の
漁
業
は、特

定
の
漁
業
権
者
が
相
当
の
漁
場
を
所
有
し
、そ
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
漁
業
権
を
持
た
な
い
他
の
漁
業
者
に
賃
貸
し
し
て
行
う
漁
業
が
多
か
っ
た
。
亀
谷
治

三
郎
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
の
知
っ
て
い
る
所
で
は、
三井
物
産
系
の
石
垣
彦三
郎
さ
ん
と
、
同
じ
函
館
の
飯
田
信三
さ
ん
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苫
小
牧
市
史
下
巻

が
漁
場
の
権
利
を
持
っ
て
いて
、
私
の
父
の
亀
谷
次
郎
吉
は
明
治三
十
年
頃
に
こ
こ
(勇
払)
に
来
た
の
で
す
が、
父
と
福
田
隆
太
郎
さ
ん
、
そ
れ
と
後
に

鵡
川
に
移
っ
て
旅
館
を
経
営
し
た
木
村
(平
吉
)
さ
ん
ら
が
こ
の
漁
場
を
借
り
て
い
ま
し
た
。

(『亀
谷
治三
郎
談
』
昭
和三
十
年
近
江
謙三
採
録)

明
治
の
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
漁
業
人
口、
出
稼
人、
漁
獲
高
と
も
減
少
し
樽
前
浜
は
一
つ
の
岐
路
に
立
っ
た
。

大
正
七
年、
石
垣
彦
三
郎
は、そ

の
不
漁
から
漁
場
を
手
離
す
こ
と
に
な
っ
た
。王
子
製
紙
株)会

社
は
中
村
捨
次
郎
に
こ
れ
を
買
い
と
ら

せ
た
。
飯
田
(大
正三
年
、信三

死
亡、妻

あ
い
相
続)
も
大
正
十
四
年
に
そ
の
漁
業
権
を
中
村
に
譲
渡
し
た
。
終
戦
後
、
漁
業
制
度
の
改
革
に
よ

り
新
漁
業
法
が
公
布
さ
れ
て
中
村
は
漁
業
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
亀
谷
治三
郎

は
前
記
談
話
に
つ
づ
いて
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

戦
争
が
終
っ
て
集
中
排
除
法
が
出
来
た
時
に
漁
業
法
も
改
正
さ
れ
て
、
実
際
に
営
業
す
る
者
で
な
け
れ
ば
漁
場
は
持
て
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
王
子

さ
ん
の
漁
場
(中
村
捨
次
郎
名
義)
も
政
府
に
買
い
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
漁
師
達
が
「
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合
」
名
義
で
借
り
受
け、
組
合
員
の

共
同
漁
業
権
と
し
て
漁
区
を
割
り
あ
て
て
営
業
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
今
の
形
で
す
。

(『亀
谷
治三
郎
談』

昭
和三
十
年
近
江
謙三
採
録)

こ
う
し
て
、
勇
払
の
漁
業
は
、
そ
の
創
始
期
以
来
イ
ワ
シ
漁
業
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
他
地
方
の
資
本
家
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
一
時
盛

況
を
き
わ
め
た
が
、
明
治
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
次
第
に
不
振
に
な
り
、
西
川
健
助
の
出
現
は
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
有
力
な
地
元
漁
業
者

の
育
つ
余
地
も
な
く
、
終
戦
後
漁
業
権
は
地
元
漁
民
の
獲
得
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
た
が
、
つ
い
に
零
細
漁
業
か
ら
脱
却
出
来
ぬ
ま
ま
に

推
移
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

農
業
と

当
地
は
火
山
灰
地
の
う
え
に、
湿
潤
で
農
耕
に
は
適
さ
な
い
。
農
事
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
多
少
の
記

牧
畜

録
は
残
っ
て
い
る
。
一番
古
い
も
の
で
は
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
に
さ
か
の
ぼ
る
。
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東
蝦
夷
地
を
直
轄
地
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
こ
の
年、
幕
府
は
役
人
を
各
地
に
派
遣
駐
在
さ
せ
た
。
役
人
は
そ
こ
で
多
少
の
農
耕
を
試

み
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
報
告
が、同

年三
月
、
蝦
夷
地
出
役
出
願
の
八
王
子
千
人
同
心
原
半
左
衛
門
の
志
願
書
審
議
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、そ
の
願
書
を
検
討
し
た
蝦
夷
地
取
締
掛
の
上
申
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
度
追
上
地
被
仰
出
候
東
蝦
夷
地
の
内、
ユ
ウ
フ
ツ
ム
カ
ハ、
サ
ル
辺
別
て
作
物
相
応
出
来
可
仕
土
地
柄
に
有
之‒

」
-

1
(『八
王
子
市
史
』
昭
和
四
十二
年
八
王
子
市)

こ
う
し
て、
彼
等
は
「年
月
農
業
に
相
馴
、
山
野
奔
走
達
者
成
同
心
二
三
男
、
厄
介
人
等
望
之
者
取
集
差
遣
候
は
、
、
実
に
御
固
め
に

も
相
成
可
申
儀
」
と
し
て
評
議
を
通
り
翌
十
二
年
正
月
十
四
日
を
も
っ
て
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
勇
払
の
地
は
、
来
て
見
る
と
農
耕
適
地
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
鵡
川
に
移
住
し
て
こ
こ
に
開
発
場
を
持
っ
た
の
で
あ

る
。そ
の
次
の
記
録
は
第
二
次
幕
府
直
轄
時
代
に
入
っ
た
安
政
五
年
(一
八
五
八)
に
な
る
。
当
時、
箱
館
奉
行
は
熱
心
に
農
業
の
奨
励
に
あ

た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
漁
業
の
利
益
が
大
き
く
、
効
果
の
少
な
い
農
業
を
試
み
る
者
は
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

安
政三
年
、
勇
払
会
所
詰
と
な
っ
た
調
役
下
役
鈴
木
庄
助
は、
こ
の
箱
館
奉
行
の
意
を
受
け
て、
勇
払
場
所
で
藍
の
栽
培
を
試
み、
同

五
年
に
は
藍
玉
七
十
五
個
、
目
方
に
し
て
二
二
貫
五
〇
〇
タ
を
製
造
す
る
と
い
う
好
成
績
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
奉
行
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

た
。
同
十
月
、
奉
行
所
か
ら
各
場
所
場
所
に
次
の
達
し
が
出
さ
れ
て
いる
。

藍
作
の
儀
蝦
夷
地
に
て
は
別
て
弁
利
有
益
の
作
物
に
つ
き
、
新
開
場
又
は
古
畑
の
内
え
も
蒔
付、
精
々
出
方
相
進
候
様
可
致
(中
略)
若
製
造
方
不
都合
向

は
ユ
ウ
フ
ツ
場
所
御
手
作
場
え
葉
藍
に
て
差
出
候
は
、
、
其
筋
に
見
合
、
相
場
を
以
て
買
上
候
事
。

右
の
通
り
東
西
場
所
々
え々
可
被
相
触
候
。

レ

(『苫
小
牧
市
史
』
昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市
)

付
編
部
落
史
・
勇
払
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天
保
十
四
年
(一
八
四三
)
に
は三
反
三
畝
一〇
歩、
前
記
安
政
五
年
(一八
五
八)に
は
一反
六
畝
一五
歩
、万
延
元
年
(一八
六〇)に

は二
反
九
畝一
〇
歩
が
場
所
支
配
人
等
に
よ
っ
て
開
墾
耕
作
さ
れ
た
記
録
が
見
え
る
。

明
治
に
入
っ
て二
十
年
代
以
降、
鵡
川
上
流
の
各
村、
厚
真
村、
勇
払
村
・
植
苗
村
の
う
ち
早
来、
シ
ア
ビ
ラ
地
区
等
の
周
辺
地
に入

植
す
る
者
が
ふ
え
て
、
いず
れ
も
農
村
と
し
て
急
速
に
発
展
分
村
し
て
い
っ
た
が
、
現
在
の
勇
払
地
区
が
農
地
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
勇
払
農
業
史
に
お
い
て、
戦
後
特
異
な
存
在
を
示
し
た
の
が
、
勇
払
土
地
利
用
研
究
所
で
あ
っ
た
。

勇払農場の木製サイロと働く人たち(旧緬羊牧場)
(昭和35年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

同
社
の
前
身
は
昭
和
四
年
こ
こ
に
広
大
な
牧
場
を
開
設
し
て
こ
の
原
野
の
開
発
に
い
ど

ん
だ
北
海
道
緬
羊
牧
場
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
業
は
所
期
の
目
的
を
達

す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
ま
ま
に
、
昭
和
二
十
年、国

策
パ
ルプ
工
業
株
式
会
社
を
背
景
に
「勇

払
農
事
株
式
会
社」
に
改
組、
目
標
を
牧
畜
に
切
換
え
、
牛
乳
の
生
産
と
土
地
改
良
に
重

点
を
移
し
た
。
し
か
し、
そ
の
内
容
に
は
著
し
い
成
績
の
改
善
は
見
ら
れ
ず、
火
山
灰

地
の
営
農
の
是
非
が
論
ぜら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で、
昭
和三
十
一年
、
北
海
道
立
農

業
試
験
場
に
そ
の
経
営
と
技
術
指
導
を
仰
い
で
改
善
計
画
を
た
て
た
が、
そ
の
実
施
段
階

に
入
っ
た
昭
和
三
十
三
年、
社
名
を
「株
式
会
社
勇
払
土
地
利
用
研
究
所
」
と
改
め
て
試

験
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
わ
ず
か
に
酪
農
経
営
に
光
明

を
見
出
す
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
用
地
は
工
業
用
と
し
て
の
立
地
が
よ
り
有
効
で

あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
同
四
十
四
年
十
月、
同
地
を
引
き
払
い、
主
力
を
早
来
町
字
安
平

の
有
限
会
社
早
来
フ
ァ
ー
ム
に
移
転
し
た
。
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牧
畜
の
歴
史
も
ま
た
、
寛
政
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

東
蝦
夷
地
が
幕
府
の
直
轄
に
移
さ
れ
る
と
、
奉
行
は
各
会
所
に
馬
を
配
置
し
た
。

特
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
八
王
子
同
心
原
半
左
衛
門
手
付
の
者
た
ち
へ
の
馬
の
支
給
が
あ
る
。寛
政
十二
年
、
移
住
し
て
来
た
彼
等

は、
そ
の
冬
か
ら
翌
春
に
か
け
て
多
数
の
病
者、
死
者
を
出
し
た
の
で、
冬
季
の
過
ご
し
方
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
し
て、運

動
の
た
め
に
「荒

馬
九
疋
、
右
の
者
共
へ
預
け
遣
し
」
と
し
た
。

寛
政
十
一
年、
最
初
に
東
蝦
夷
地
に
移
入
し
た
の
は
馬
六
〇
頭
、
牛
四
頭
で
あ
っ
た
が、牛

は
勇
払
場
所
で
飼
育
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
馬
お
よ
び
牛
は
す
べて
官
有
で
、
文
化
九
年、
直
轄
行
政
を
や
め
た
後
は、
場
所
請
負
人
に
管
理
を
託
し
て
使
用
さ
れ、
明
治

に
入
っ
て
も
、
汽
車
の
発
達
す
る
ま
で、
長
く
荷
物
の
輸
送
に
使
役
さ
れ
た
。

勇
払
で
牧
場
を
経
営
し
た
の
は
石
垣
彦三
郎
で
あ
る
。
彼
は
明
治三
十
一
年
、
三井
物
産
の
漁
業
権
を
借
り
受
け
苫
小
牧
に
来
た
が、

漁
況
に
よ
っ
て
浮
沈
の
は
げ
し
い
漁
場
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
漁
、
農
兼
営
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

一朝
不
漁
の
事
あ
る
や
自
己
の
困
憊
不
遇
は
延
い
て
は
地
方
経
済
界
に
波
及
す
べ
き
干
渉
や
大
な
り
、
漁
農
兼
営
を
以
て
す
べ
き
は
漁
業
者
に
命
ず
べ
き

時
代
の
要
請
た
り。
於
是
早
く
巳
に
彼
は
錦
多
峯
村
、
勇
払
村
其
他
の
各
地
に
数
百
万
坪
の
牧
場
及
農
耕
地
を
購
入
し
農
業
及
畜
産
の
奨
励
に
努
力
せ
り
。

(『開
道
五
十
年
記
念
北
海
道
開
拓
功
労
者』

昭
和
十
二
年
北
海
道
庁
)

石
垣
彦
三
郎
の
牧
場
が
勇
払
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
亀
谷
治
三
郎
談
話
に
も
出
て
い
る
。

こ
の
時
(中
村
捨
次
郎
名
義
で
王
子
製
紙
が
漁
場
を
買
収
し
た
時
)
石
垣
さ
ん
は
、
漁
場
か
ら
牧
場
、
そ
の
ほ
か
勇
払
に
持
っ
て
い
た
財
産
一
切
を
譲
り

ま
し
た
。
石
垣
さ
ん
が
手
離
し
た
牧
場
は
、
つ
い二
、
三年
前
ま
で
私
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。(『亀
谷
治三
郎
談
』
昭
和三
十
年
近
江
謙三
採
録)

付編
部
落
史
・
勇
払

1697



苫
小
牧
市
史
下
巻

勇
払
の

勇
払
地
区
の
工
業
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
弁
天
と
い
わ
れ、
京
野
某
の
筆
記
は
、

工
場
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
ノ
頃、
此
ノ
附
近
ニ
鹿
ノ
罐
詰
ラ
ナ
シ
タ
ル
工
場ノ
跡
アリ
。
即
チ
之
レ
ヨ
リ
前
ニ
モ
先
住
者
ア
リ
シ
事
ウ
カ
ガ
ハ
ル
。
其
ノ
後
、
綿
谷
(善
右
衛
門)

氏
宅
ョ
リ
約
二
百
間バ
カ
リ
離
レ
シ
所
ニ
テ
マ
ッ
チ
ノ
軸
木
製
造
ラ
経
営
シ
タ
ル
者
ア
リ
。

(京
野
某
筆
の
ガ
リ
バ
ン
刷
り
に
よ
る)

勇
払
復
興
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
の
山
陽
国
策パ
ル
プ
株
式
会
社
の
前
身
、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
勇
払
工
場
進

出
で
あ
っ
た
。

○
山
陽
国
策
パ
ル
プ
株
式
会
社
勇
払
工
場

山
陽
国
策
パ
ルプ
株
式
会
社
勇
払
工
場
は、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
勇
払
工
場
と
し
て
発
足
し、
戦
後、
国
策パ
ルプ
工
業
株
式

会
社
と
合
併
し
て
そ
の
勇
払
工
場
と
な
り
、
さ
ら
に
山
陽
パ
ル
プ
株
式
会
社
と
合
併、
山
陽
国
策
パ
ル
プ
勇
払
工
場
と
な
っ
た
。

昭
和
十
二
年
は
太
平
洋
戦
争
の
発
端
の
年
で
あ
る
。
満
州
に
発
し
た
蘆
溝
橋
事
変
は
日
華
事
変
に
発
展
し
た
。
こ
のこ
ろ
の
日
本
の
パ

ル
プ
事
情、
と
り
わ
け
国
内
パ
ルプ
の
自
給
事
情
は
王
子
製
紙
系
の
製
紙
用
パ
ル
プ
で
九
〇
・
八
%
を
占
め、
人
絹パ
ルプ
に
い
た
っ
て

は
、
国
内
必
要
量
約二
九
万
ト
ン
に
対
し
て、
王
子
系
諸
工
場
で
年
産
わ
ず
か
に
六
万
ト
ン
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
急
増
す
る
需
要
に

応
じ
て
諸
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
う
し
て、
国
策パ
ル
プ
旭
川
工
場
を
は
じ
め
と
し

て、
パ
ル
プ工
場
の
新
増
設
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
に
は
非
常
時
局
対
策
と
し
て
消
費
の
節
約
が
強
く
叫
ば
れ
は

じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
夏
に
は
洋
紙、製

紙
用パ
ルプ
の
輸
入
制
限、人

絹パ
ル
プ
増
産
に
と
も
な
う
製
紙
用
パ
ルプ
の
供
給
減
等
の
処
置
が
と
ら

れ
て
「
紙
飢
饉
」と
い
う
言
葉
が
話
題
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雑
誌
や
教
科
書
、
ノ
ー
ト
な
ど
ま
で
が
節
約
を
叫
ば
れ
、
港
の
情
緒
を
彩

き
き
ん
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る
五
色
のテ
ー
プ
の
使
用
も
問
題
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
三
年
八
月
、
政
府
は
新
聞
紙
に
つ
い
て
は
一割
二
分
、
雑
誌
類
に
は

二
割
、
そ
の
ほ
か
の
諸
用
紙
に
は三
割
の
消
費
節
約
の
命
令
を
出
し
た
。
古
新
聞
紙、
古
雑
誌
な
ど
の
古
紙
の
回
収
再
生
や
代
用
資
源
の

活
用
な
ど
が
強
い
要
望
と
な
っ
て
表
面
化
し
て
来
た
。
し
か
し、
こ
れ
ら
の
古
紙
が
紙
と
し
て
再
生
さ
れ
る
も
の
は
比
較
的
わ
ず
か
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
印
刷
し
た
イ
ン
キ
を
分
離
し
て
と
り
さ
る
こ
と
が
技
術
的
に
困
難
な
う
え
に
歩
留
ま
り
が
悪
く
、
企
業
と
し
て
採
算
が

と
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

時
局
の
要
請
は
急
で
あ
っ
た
。
こ
の
時、
こ
の
難
問
題
に
解
決
の
道
を
ひ
ら
い
た
の
が
南
喜
一
で
あ
っ
た
。
勇
躍
し
た
南
は
僚
友
水
野

成
夫
を
訪
ね
、
水
野
は
そ
の
企
業
化
に
乗
り
出
す
こ
と
を
約
束
し
た
。

昭
和
十
三
年
末、
再
生
パ
ルプ
の
公
式
実
験
が
目
黒
の
林
業
試
験
所
に
お
い
て
農
林
省

関
係
者
立
合
い
の
も
と
に
行
わ
れ、
八
六
%
の
歩
留
ま
り
を
示
し
た
。
そ
れ
は
画
期
的
な

発
明
の
公
式
証
明
で
あ
っ
た
。
両
名
は
た
だ
ち
に
特
許
を
出
願
す
る
と
と
も
に、
事
業
の

企
業
化
に
の
り
出
し
た
。

し
か
し、
き
び
し
い
時
局
下
で
あ
っ
た
。
物
資
動
員
計
画
の
も
と
に
、
諸
物
資
の
強
力

な
統
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。新
し
い
企
業
を
起
こ
す
こ
と
は
文
字
通
り
の
困
難

な
わ
ざ
で
あ
っ
た
が
、
両
名
は
少
し
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
連
日
連
夜、
関
係
者
の
説
得

に
奔
走
し
つづ
け
た
。

こ
う
し
て
、
創
立
運
動
は
次
第
に
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
事
業
計
画

は
、
当
初
の
計
画
に
相
当
の
変
更
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
紙
の
消
費
制

限
の
強
化
に
よ
っ
て、
古
紙
の
大
量
回
収
に
や
や
疑
問
が
生
じ
て
き
た
こ
と
、
紙
の
再
生
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だ
け
で
は、将

来
と
も
大
規
模
な
企
業
へ
の
発
展
性
が
な
く
安
全
性
に
か
け
る
こ
と、大

規
模
な
回
収
に
よ
っ
て
古
紙
の
値
上
が
り
を
お
こ

す
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
、
古
紙
再
生
で
あ
っ
て
も
相
当
量
のパ
ル
プ
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

こ
う
し
て
、
当
初
計
画
は
再
検
討
が
加
え
ら
れ、
再
生
設
備
と
同
時
に、
木
材
か
ら
のパ
ル
プ
製
造
施
設
も
あ
わ
せ
て
設
置
す
る
こ
と

に
変
更
し
、
年
産
三
万
ト
ン
の
製
紙
工
場
を
北
海
道
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
戦
争
は
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
て、
資
材
、
特
に
鉄
材
の
不
足
が
目
立
っ
て
い
た
。
こ
の
時
で
あ
る
。
わ
が
国
の
南
支
那
占
領

地
域
に
製
紙
機
械
の
遊
休
設
備
が
あ
っ
て
、
交
渉
に
よ
っ
て
は
売
る
ら
し
い
と
わ
か
っ
た
の
は
‒
‒
。

昭
和
十
五
年二
月
、
南
は
関
係
者
と
同
行、
空
路
広
東
に
飛
ん
だ
。

難
航
に
難
航
を
重
ね
た
会
社
設
立
も、
こ
う
し
て
よ
う
や
く
見
通
し
が
つ
い
た
。
資
本
金
一、
〇
〇
〇
万
円
は、
今
ま
で
の
い
き
さ
つ

か
ら
国
策
パ
ルプ
が
借
り
入
れ
て
融
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
十
五
年
五
月二
十
七
日
、
設
立
登
記
を
完
了
し
て
、こ
こ

に
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
は
正
式
に
発
足
し
た
。
取
締
役
社
長
石
倉
己
吉、
南
喜
一
は
専
務
取
締
役
に
、
水
野
成
夫
は
常
務
取
締
役

に
入
っ
た
。

工
場
建
設
候
補
地
に
は、
北
海
道
南
部
地
方
の
数
カ
所
が
あ
げ
ら
れ、
最
終
的
に
は
勇
払
に
決
定
し
た
。
そ
こ
に
は、
北
海
道
庁
が
発

表
し
た
北
海
道
開
発
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
北
海
道
長
官
戸
塚
九
一
郎
の
構
想
に
基
づ
く
雄
大
な
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

勇
払
五
万
町
歩
の
広
大
な
原
野
は、
全
面
樽
前
火
山
灰
地
帯
で
あ
っ
て、
農
耕
地
に
は
不
適
当
で
は
あ
る
が、
原
野
両
側
の
山
嶽
地
帯
の
鉱
物
資
源
は
優

に
大
工
業
地
帯
を
つ
く
る
だ
け
の
埋
蔵
量
を
持
っ
て
い
る
。
勇
払
に
港
を
作
る
な
ら
ば、
こ
の
地
方
と
本
州
と
を
近
距
離
で
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
地
の
利
を
得
て
いる
。
こ
の
故
に、
勇
払
川
か
ら
千
歳
川
を
へ
て
石
狩
川
を
結
ぶ
運
河
を
掘
り
、
太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ん
で
交
通
運
輸
の
便
を
計
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
勇
払
地
方
を
一
大
工
業
地
帯
た
ら
し
め
よ
う
。

(近
江
謙三

『大
日
本
再
生
製
紙
と
勇
払』

昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)
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と
い
う
の
が
そ
の
構
想
の
大
綱
で
あ
っ
た
。
北
海
道
庁
は、
こ
れ
が
実
現
の
た
め
に、
工
場
誘
致
に
本
腰
を
入
れ
て
努
力
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
ま
た
、
国
策
に
そ
い、
国
土
開
発
の
推
進
体
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
会
社
創
設
の
使
命
観
と
、
未
開
の
地
に

こ
そ
工
場
を
建
て、
や
が
て
北
海
道
の
一
大
工
業
地
帯
に
発
展
さ
せ
て
行
こ
う
と
い
う
、
水
野
成
夫
の
理
想
主
義
的
情
熱
を
う
つ
も
の
で

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

南
喜
一
は
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

南
支
か
ら
帰
っ
て、
水
野
か
ら
工
場
敷
地
が
決
ま
っ
た
と
聞
く
や、
私
は
す
ぐ
勇
払
に
で
か
け
た
。
早
、
秋
も
深
く
北
海
道
は
肌
寒
い
頃
で
あ
っ
た
。
苫

小
牧
か
ら
う
す
汚
い
日
高
線
の
汽
車
に
乗
り
か
え
て
勇
払
に
お
り
立
ち
原
野
に
立
っ
て、
敷
地
を
こ
こ
に
き
め
た
と
聞
い
た
時
、少
な
か
ら
ず
私
も
驚
い
た
。

な
る
ほ
ど
、
煙
ふ
く
樽
前
の
活
火
山
を
遠
望
し、
太
平
洋
の
荒
い
波
音
を
耳
にし
な
が
ら
、
襟
裳
岬
か
ら
室
蘭
に
い
た
る
海
岸
線、
夕
張
山
脈
を
手
前
に
は

る
か
彼
方
に
は
十
勝
、
大
雪
な
ど
の
山
を々
も
望
見
し
得
る
五
万
町
歩
の
勇
払
原
野
の
な
が
め
は
雄
大
で
あ
り
大
陸
の
情
景
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
だ
が、
こ

の
よ
う
な
土
地
に
工
場
を
作
る
こ
と
の
困
難
さ
を
思
ふ
と
、
実
際
ど
う
か
と
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が、
水
野
か
ら
雄
大
な
そ
の
考
え
を
う
ち
あ
け
ら
れ

て、
一瞬
の
疑
念
は
た
ち
ま
ち
解
消
し
た
。

(『
国
策
ニ
ュ
ー
ス
一
〇
〇
号
記
念
』
昭
和三
十
八
年
国
策
パ
ルプ
勇
払工
場
)

用
地
は
は
じ
め
、
北
海
道
緬
羊
牧
場
株
式
会
社
か
ら
約
三
九
万
四
、
〇
〇
〇
坪
を
購
入
し、
の
ち
に
工
場
敷
地
と
鉄
道
用
地
と
の
間
の

国
有
地
約
七
万
一、
〇
〇
〇
坪
の
払
下
げ
を
受
け
て、
合
計
約
四
六
万
五
、
〇
〇
〇
坪
を
所
有
地
と
し
た
。

昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日、
記
念
す
べ
き
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

工
場
建
設
に
つ
いて
は
、
先
に
記
し
た
南
支
那
広
東
省
営
製
紙
廠
の
機
械
が
買
収
出
来
た
の
で、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
抄
紙
機二
台

を
設
置
し
、
年
産
二
万
ト
ン
の
パ
ル
プ
か
ら
紙
ま
で
の
一
貫
生
産
工
場
と
し
、
会
社
創
立
計
画
当
初
の
主
目
的
で
あ
っ
た
古
紙
再
生
計
画

は
第
二
次
計
画
に
ま
わ
し、
第
一
次
建
設
に引
き
つづ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

付
編
部
落
史
勇
払
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工
場
の
建
設
に
あ
た
っ
て
一番
困
っ
た
の
は
機
械
の
組
立
で
あ
っ
た
。
何
分、
正
確
な
図
面
が
一つ
も
な
か
っ
た
。
昭
和
十
五
年
秋
こ

ろ
か
ら
機
械
が
順
次
到
着
し
た
の
で、
勇
払
駅
前
に
臨
時
の
仮
小
屋
を
つ
く
り、
抄
紙
機
の
仮
組
立
を
行
っ
て
から
よ
う
よ
う
作
図
に
か

か
っ
た
。
ボ
イ
ラ
ー
や
発
電
機
も
川
崎
の
石
川
島
ター
ビ
ン
工
場
に
直
送
さ
れ、
こ
こ
で
は
じ
め
て
ス
ケ
ッ
チ
図
を
作
る
と
いう
有
様
で
、

そ
の
苦
労
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

工
場
の
敷
地
内
に
は、
相
当
の
起
伏
高
低
が
あ
っ
た
が、

一般
に
は
地
下
水
が
高
く
湿
潤
で
雨
天
の
時
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
水
溜

り
が
出
来
た
。
ま
ず
第
一
に
地下
水
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
用
地の
周
囲
に
排
水
溝
を
ほ
る
こ
と
にし
、
昭
和
十
六
年
に
入

る
と
残
雪
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

建
物
関
係
の
設
計
が
で
き
る
と
、
順
次
本
格
的
に
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
いっ
た
が、
資
材
関
係
に
も
苦
労
が
た
え
な
か
っ
た
。
物
資
統

制
の
時
代
で
あ
る
。
建
築
用
資
材
は、
香
港
、
マ
カ
オ、
広
東
周
辺
で
購
入
し
た
も
の
が
非
常
に
役
立
っ
た
が、
こ
れ
だ
け
で
は
到
底
足

り
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
特
に、
セ
メ
ン
ト
や
機
械
製
作
用、
補
修
用
の
鋼
材
、
非
鉄
金
属
類
の
入
手
に
は
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
困
難

を
味
わ
っ
た
。よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
配
給
キ
ップ
も
品
物
が
な
い
た
め
に
現
物
化
す
る
ま
で
に
苦
心
し
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
難
問
題

も
、
陸
軍
省
や
関
係
官
庁
の
特
別
の
は
か
ら
い
でど
う
に
か
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
。

工
事
完
成
は
、
昭
和
十
七
年
夏
と
予
定
さ
れ
て
い
た。
し
か
し
、
資
材
の
調
達
の
困
難
さ
に
加
え
て、
工
事
計
画
に
も
平
時と
異
な
る

事
情
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
関
係
者
の
必
死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
一
ヵ
年
も
予
定
が
お
く
れ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ、
勇
払
に
来
た
人
び
と
は、

一年
間
を
原
始
的
な
ラ
ン
プ
生
活
で
過
ご
し
た
。
工
事
人
夫
の
宿
泊
の
場
所
も
な
か
っ
た
。
仮

設
住
宅
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず、
亀
谷
治三
郎
宅
や
八
戸
寛
三
宅
の
台
所
ま
で
借
用
し
て
寝
た
。

当
時、
現
地
で
仕
事
を
し
た
社
員
は
こ
も
ご
も
に
語
っ
て
い
る
。
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「一
般
の
従
業
員
で
現
地
に
一
番
乗
り
し
た
の
は
十
五
年
の
十
一
月
だ
っ
た
と
思
う
。
未
開
の
土
地
は
覚
悟
の
上
だ
っ
た
の
で
驚
か
な
か
っ
た
が
、
電
気

と
水
の
な
い
の
に
は
苦
し
め
ら
れ
た
。」

「
飲
料
水
も、
家
の
裏
に
穴
を
掘
っ
て
間
に合
わ
せ
た
が、
鉄
分
を
含
ん
で
油
の
浮
い
て
い
る
野
地
水
で、
洗
濯
物
に
色
が
つく
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。」

「合
宿
と
い
っ
て
も
、
は
じ
め
は
何
の
設
備
も
な
く
、
七
、
八
人
が
一
部
屋
に
雑
魚
寝
す
る
と
い
う
有
様
で、
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
う
。」

(『国
策
ニ
ュー
ス
』
昭
和三
十
三
年
国
策パ
ルプ
勇
払
工
場)

工
事
が
進
む
に
つ
れ
て、
未
開
地
勇
払
も
だ
ん
だ
ん
ひ
ら
け
て
行
っ
た
。
ま
ず
、
新
聞
販
売
店
や
雑
貨
店
な
ど
が
出
来
た
。
駅
も
一
日

七、八
人
の
乗
降
客
が二
、三
〇
〇
人
に
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。
一学
級
一
教
員
の
規
模
だ
っ
た
小
学
校
も
新
築
移
転
し
て
大
き
く
な
っ
た
。

ろ
か

さ
ら
し

こ
う
い
う
中
で
工
事
は
進
ん
で
行
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
一、
〇
〇
〇
万
円
と
予
定
し
た
建
築
資
金
は
、
物
価
の
高
騰
そ
の
他
の
事
情

で
大
幅
の
不
足
を
き
た
し
た
が、
そ
の
追
加
調
達
は
困
難
を
極
め
、
工
事
計
画
は
た
び
た
び
変
更
さ
れ
た
。
用
水
沈
澱
池
計
画
は
半
減、

用
水
沂
過
池
工
事
は
と
り
止
め、
晒
設
備
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ピ
ー
タ
ー
一
六
台
の
計
画
は
一
二
台
に
変
更
さ
れ
た
が
、
仕
上

室
の
建
物
と
製
品
倉
庫
は
半
減
す
る
な
ど
、
設
備
全
般
に
わ
た
っ
て
極
力
圧
縮、
惨
胆
た
る
苦
心
の
結
果、
よ
う
や
く
一
万
ト
ン
生
産
設

備
が
完
成
し
、
待
望
の
試
運
転
の
は
こ
び
に
な
っ
た
の
は
昭
和
十
八
年
四
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
主
要
機
械
の
う
ち
、
広
東

か
ら
購
入
補
修
し
た
も
の
と
、
新
た
に
発
注
し
た
も
の
と
の
割
合
は
半
々
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
工
場
建
設
に
着
手
以
来二
ヵ
年
余、
つ
い
に
第
一
期
工
事
の
全工
程
を
終
え
た
勇
払
工
場
は、
洋
紙
生
産
施
設
を
も
っ
て

昭
和
十
八
年
五
月
一
日
、
正
式
操
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

勇
払
工
場
は
一号
模
造
紙
を
主
と
し
て
、
二
号
模
造
紙
と
包
装
紙
を
あ
わ
せ
て
生
産
し
て
行
っ
た
。
し
か
し、
そ
の
実
績
は、
当
初
計

画
年
産
一
万
ト
ン
に
対
し
て
、
最
も
成
績
を
あ
げ
た
同
十
九
年
で
さ
え
七、
五
〇
〇
ト
ン
(生
産
能
力
の
七
五%)

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。一
方

に
は
、
資
材
不
足
に
と
も
な
う
機
械
補
修
の
不
備
が
生
ず
る
と
と
も
に、
他
方
に
は
、
多
く
の
経
験
工
を
含
む
応
召
兵
の
続
出
が
あ
っ
た

付
編
部
落
史
・
勇
払
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か
ら
で
あ
る
。
従
業
員
の
応
召
に
よ
る
欠
員
は、
工
場
を
操
業
の
存
続、
休
止
の
岐
路
に
立
た
せ
て
、
女
子
挺
身
隊
や
勤
労
動
員
学
徒
に

よ
っ
て、
か
ろ
う
じ
て
運
転
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

工
場
操
業
後
の
戦
局
の
影
響
を
第
一
の
危
機
と
いう
な
ら
ば、
終
戦
直
前
の
連
合
軍
に
よ
る
空
襲
は
第二
の
危
機
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い。
こ
の
時
の
爆
撃
に
よ
っ
て、
工
場
の
重
要
な
部
分
が
災
害
を
受
け、
そ
れ
以
後
は
運
転
を
休
止
し
た
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

昭
和
二
十
年
、
戦
争
末
期
の
連
合
軍
に
よ
る
国
内
空
襲
は
ま
す
ま
す
苛
烈
さ
を
加
え
て
い
た
。
陸
軍
監
督
指
定
工
場
の
指
定
を
受
け
て

い
た
勇
払
工
場
の
周
囲
一
帯
に
は、
陸
軍
の
一
個
大
隊
が
駐
屯
し
て
い
て、
敷
地
内
に
も
将
兵
の
出
入
が
激
し
く
な
っ
た
。
生
産
用
器
材

や
薬
品
も
ま
た
軍
の
利
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
工
場
も
ま
た
臨
機
応
変
の
対
策
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
南
は
自
ら
工
場
長
を
兼
務
し
て
勇
払
に
出
む
い
て
来
た
。

対
策
の
第
一
は
空
襲
に
よ
る
被
害
を
最
少
限
度
に
止
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
南
は
着
任
し
て
工
場
を
巡
視
す
る
や
早
速
手
を
つ
け
た
の

が
火
災
防
止
対
策
で
あ
っ
た
。
工
場
内
の
建
築
物
間
の
渡
り
廊
下
を
取
り
除
か
せ
た
り
、
建
築
物
の
出
入
口
に
煉
瓦
を
積
ま
せ
る
な
ど
の

防
護
対
策
が
直
ち
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
す
ぐ
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
七
月
十
四
日、
十
五
日
‒‒、

そ
れ
は
終
戦
の
直
前
で
あ
る
。
つ
い
に
連
合
軍
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
の
来
襲
を
見
た
。
二
日
間
に
わ

た
る
激
し
い
襲
撃
で
あ
る
。

十
四
日
午
前
十
時
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧
市
の
上
空
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
艦
載
機
グ
ラ
マン
が
現
れ
る
や、
う
ち
七
機
が
別
れ
て
編

隊
を
く
み、
み
る
み
る
う
ち
に工
場
の
上
空
に
迫
っ
た
。
隨
所
に
激
し
い
機
関
銃
の
掃
射
を
あ
び
せ
て
ロ
ケ
ッ
ト
爆
弾、
焼
夷
爆
弾
を
投

下
し
て
去
っ
た
。
幸
い
、
そ
の
日
は
命
中
弾
は
少
な
く
被
害
は
少
な
か
っ
た
が
、
従
業
員
の
驚
き
と
狼
狽
は
大
き
か
っ
た
。
老
幼
婦
女
子

ろ
う
ば
い

は
そ
の
夜
から
避
難
に
う
つ
り
陸
続
と
し
て
勇
払
街
道
に
続
い
た
。
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翌
十
五
日、
夜
明
け
と
と
も
に
再
び
空
襲
警
報
が
発
せ
ら
れ、
ラジ
オ
のニ
ュー
ス
は
刻
と々
危
険
を
つ
た
え
て
い
た
。
午
前
十
時、

グ
ラ
マン
は
再
び
来
襲
、
午
後
一
時
、
ま
た
ま
た
第
三次

の
空
襲
を
受
け
た
。

こ
の
日
の
襲
撃
は
工
場
の
中
心
部
を
狙
っ
て
い
た
。
前
日
は
木
釜
室
そ
の
ほ
か
の
建
物
を
襲
っ
て
生
々
し
い
弾
痕
を
残
し
た
も
の
の
大

事
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が、
今
日
の
狙
い
は
違
っ
て
い
た
。
工
場
の
中
心
部
の
ピ
ー
タ
ー
室
は
焼
夷
弾
の
集
中
投
下
攻
撃
に
よ
っ
て
、
つ

い
に火
を
発
し
物
す
ご
い
勢
い
で
燃
え
上
が
った
。
駐
屯
部
隊
の
高
射
砲
も、
何
等
な
す
と
こ
ろ
が
な
く、
敵
機
は
思
う
が
ま
ま
に
上
空

を
飛
ん
で、
建
物
全
部
が
燃
え
上
が
る
ま
で
離
れ
ず
、
旋
回
を
く
り
か
え
し
て
は
爆
撃
を
続
け
た
。

こ
の
執
拗
な
攻
撃
に
、
南
工
場
長
を
陣
頭
と
す
る
工
場
側
は、
学
徒
挺
身
隊、
地
元
警
防
団、
苫
小
牧
消
防
部
の
応
援
を
え
て、
必
死

の
消
火
作
業
を
続
け
た
が
お
よ
ば
ず
、
つ
い
に
ピ
ー
タ
ー
室
二
階
木
造
部
分
八
〇
〇
坪
を
焼
失
し
た
。

こ
の
日
の
空
襲
に
よ
る
被
害
は、
そ
の
後
の
操
業
の
う
え
か
ら
は
決
し
て
軽
微
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
人
的
被
害
を
一人
も
出

さ
ず
、
隣
接
の
抄
紙
室、
晒
室
へ
の
延
焼
を
食
い
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は、
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
の
復
旧
工
事
は、
資
材
の
入
手
が
困
難
な
た
め
に、
焼
跡
の
整
理
に
止
め
て
い
る
間
に
終
戦
を
む
か
え
、
操
業
を
再
開
し
た
の

は
十
月
も
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
。
し
か
し
、
操
業
し
た
と
は
い
う
も
の
の、
資
材
調
達
特
に
石
炭
入
手
に
は
極
度
に
困
難
し
て、
翌
二
十、

一年
に
な
っ
て
も
、
年
間
操
業
日
数
は
わ
ず
か
に
一
〇
〇
日
に
満
た
な
い
と
い
う
惨
胆
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
間、
国
策
パ
ル
プ
と
再
生
製
紙
の
合
併
が
両
者
の
間
に
検
討
さ
れ、
昭
和
二
十
年
五
月
に
は
正
式
調
印
の
運
び
と
な
っ
た
。
工
場

は
国
策
パ
ルプ
工
業
株
式
会
社
勇
払
工
場
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
資
材
入
手
の
困
難
は、
そ
の
後
も
暫
く
つづ
い
た
。

しゅう
じ

石
炭
不
足
が
よ
う
よ
う
緩
和
さ
れ
て
愁
眉
を
ひ
ら
い
た
の
は
同
二
十
三
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
勇
払
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勇
払
工
場
生
産
関
係
資
料
推
移
統
計
表

年

二
二

二
一

二
〇

昭
和
一
九 度 度

六
、
四
五
二
、
八三
二

三
、
四
一
九、
八
五
〇

七
、
四
六
三
、
一五
四

二
一
〇

一六
、・
八
〇
一、
七
六
三

生
産
度
(ポ
ン
ド
)

操
業
日
数

八、三
七八

一
二、
九五
四

二二、
〇二〇

三一、
〇六〇

配
炭
量

・混
乱
期
続
く

・混
乱
期
続
く

・
七
月
空
襲
、
ピ
ー
タ
ー
室
火
災

・
八
月
終
戦

備
考

(近
江
謙三

『国
策
パ
ル
プ
勇
払工
場
小
史
』
未
発
表)

工
場
の
応
急
修
理
を
終
え
て
、
よ
う
や
く
生
産
操
業
の
再
開
を
見
た
と
思
う
間
も
な
く
、
翌
二
十
一
年
八
月、
再
び
危
機
が
おと
ず
れ

た
。
占
領
軍
に
よ
る
製
紙
機
械
撤
去
返
還
の
指
令
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
時
中、
南
支
那
に
お
い
て
占
領
し
た
機
械
に
よ
る
工
場
施
設
で

あ
る
と
い
う
判
定
で
あ
り
、
説
明
も
抗
議
も
ゆ
る
さ
れ
な
い
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
指
令
は
関
係
者
に
深
刻
な
衝
撃
を
あ
た
え
た
。
そ
れ

は
工
場
の
存
廃
に
関
す
る
危
機
で
あ
り、
従
業
員
の
生
活
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、
手
塩
に
か
け
て
来
た
施
設
へ
の
愛
着

へ
の
打
撃
で
も
あ
っ
た
。

機
械
の
解
体、
撤
去
作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
同
二
十
三
年
七
月
で
あ
っ
た
が、
同
年
十
月
に
は
再
建
が
決
定
し
た
。
製
造
設
備の
ほ

と
ん
ど
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
再
建
計
画
は
全
く
新
し
い
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

勇
払
に
工
場
建
設
を
決
定
し
た
有
力
な
理
由
の
一
つ
は
、
北
海
道
庁
が
提
唱
し
た
国
土
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
の
勇
払
原
野
の
開
発

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
戦
争
の
た
め
に
実
施
に
う
つ
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
製
紙
原
料
と
し
て
付
近
の
豊
富
な
潤
葉
樹
を
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
勇
払
工
場
は
競
争
力
の
あ
る
有
利
な
地
位
に
立
つこ
と
が
出
来
る
。
主
脳
部
の
意
見
は
一
致
し
た
。
こ
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こ
に
、
潤
葉
樹
を
原
料
と
す
る
洋
紙
製
造
の
研
究
に
総
力
を
あ
げ
て
実
を
結
ん
だ
の
が
クラ
フ
ト
法
の
採
用
で
あ
っ
た
。

し
か
し、

こ
の
決
定
は
ま
た
ま
た
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
認
可
の
実
権
を
持
っ
て
い
た
占
領
軍
総
司
令
部
の
ク
ラ
フ
ト
法
に
よ
る
製
造

方
法
に
対
す
る
強
い
反
対
意
見
で
あ
る
。国
策パ
ルプ
工
業
は、政

府
と
司
令
部
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
交
渉
に
時
を
過
ご
し
て
い
る
間
に

勇
払
工
場
で
は
汽
罐
が
入
荷
し
、そ
の
基
礎
や
抄
紙
機
の
基
礎
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。そ
う
そ
う
交
渉
に
日
数
を
か
け
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
会
社
は
商
工
省
に
強
い
決
意
を
述
べ
た
。
こう
し
て
昭
和二
十
四
年
二
月
十
九
日
、「パ
ルプ
関
係
を
保
留
し
、
製

紙
関
係
を
第
一
期
計
画
と
し
て
実
施
す
る
こと
。
ま
た
、
原
質
関
係
は、
一応、

化
学
パ
ルプ
を
生
産
す
る
計
画
と
し
て
お
く
こ
と
。」と

し
、
次
の
再
建
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

勇
払
工
場
再
建
決
定
計
画

一、
直
ち
に
再
建
に
着
手
し
、
第
一
次
工
事
と
し
て
、
洋
紙
及
び
和
紙
年
産
五
千
ト
ン
、
第
二
次
計
画
と
し
て
晒
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
年
産
一
万
ト
ン
の
設
備

を
完
成
す
る
。

二
、
第
一
次
工
事
は
、
ピ
ー
ター
室
、
抄
紙
室
、
仕
上
げ
室
、
汽
罐
室
、
発
電
室
、
用
水
取
入
室
設
備
一式
を
昭
和二
十
四
年
秋
を
目
標
と
し
て
完
成
す
る
。

(近
江
謙
三
『大
日
本
再
生
製
紙
と
勇
払
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)

こ
う
し
て
、
波
乱
を
き
わ
め
た
再
建
計
画
は、
最
終
決
定
を
み、
本
社
首
脳
部、
現
地
勇
払
工
場
従
業
員
、
一
般
在
住
者
は
よ
う
や
く

愁
眉
を
ひ
ら
く
に
い
た
っ
た
。

工
事
は
昭
和二
十
三
年
末
か
ら
着
工
さ
れ
、
同
二
十
五
年二
月
に
完
成、
同二
十
三
日
か
ら
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。
施
設
の
解
体
撤
去

以
来
一
年
七
カ
月
に
し
て
、
よ
う
や
く
操
業
は
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

パ
ル
プ
生
産
を
主
目
的
と
す
る
企
業
が
相
つ
い
で
設
立
さ
れ、
生
産
が
急
速
に
増
大
し
た
の
は
、
人
絹
パ
ルプ
の
輸
入
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
昭
和
十
二
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
昭
和
十三
年
六
月
、
支
那
事
変
の
さ
な
か
に、
パ
ルプ
自
給
計
画
の

付
編
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中
核
企
業
と
し
て
国
策
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

国
策
パ
ル
プ工
業
の
設
立
が、
各
方
面
の
強
力
な
支
持
を
受
け
、
時
代
の
脚
光
を
あ
び

て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
に
対
し
て、
大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
は
、
当
時
、
経
済
界
で
は

全
く
無
名
の
水
野、
南
ら
の
血
の
に
じ
む
努
力
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
築
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

勇
払
工
場
の
沿
革
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和二
三
・
一〇

総
司
令
部
よ
り
工
場
機
械
一
式
の
撤
去
命
令
を
受
け、
中
国
政
府
へ
返
還
の
た

め
解
体
撤
去
。

二
三
・
一
〇
工
場
再
建
計
画
に
基
づ
き
紙
製
造
部
門
の
建
設
工
事
に
着
手、
二
四
年三
月、

工
事
完
了
、
運
転
開
始
。

二
五
・
三
晒
ク
ラ
フ
ト
パ
ルプ
製
造
設
備
の
建
設
工
事
に
着
手、
二
七
年三
月
、工
事
完

了
運
転
開
始
。

三
〇
・
一
〇
工
場
倍
増
計
画
に
基
づ
く
紙
製
造
設
備
の
増
設
工
事
に
着
手、
三
一年
二
月
、
工
事
完
了
、
運
転
開
始。

三
五
・
八

アー
ト
紙
設
備
建
設
工
事
に
着
手
、
三六
年
八
月
、
工
事
完
了
、
運
転
開
始
。

三
九
・
六

コ
ー
ト
紙
設
備
建
設
工
事
に
着
手、
四
〇
年
一
〇
月
、
工
事
完
了
、
運
転
開
始
。

.

四
五
・
四
パ
ル
プ
製
造
設
備
建
設
工
事
に
着
手、
四
六
年
一
〇
月
、
工
事
完
了
、
運
転
開
始
。

四
六
・
一〇

G
C
F
製
造
設
備
建
設
工
事
に
着
手、
四
七
年
三
月
、
工
事
完
了
、
運
転
開
始
。

国策パルプ勇払工場 (昭和43年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(近
江
謙三

『国
策
パ
ル
プ
勇
払
工
場
小
史
』
な
ど
よ
り
作
成)
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昭
和
四
十
七
年、
国
策
パ
ルプ
工
業
に
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
陽パ
ルプ
株
式
会
社
と
の
合
併
で
あ
る
。

山
陽
パ
ル
プ
株
式
会
社
は
、
昭
和二
十
一
年
の
創
立、
主
力
工
場
を
中
国
地
方
に
置
き、
溶
解パ
ル
プ
、
上
質
紙
を
中
心
に
木
材
の
総

合
利
用
を
す
す
め
て
来
た
会
社
で、
国
策
パ
ルプ
工
業
と
は
似
か
よ
っ
た
方
向
を
目
指
し
て
来
た
。
国
内
経
済
は
転
換
期
に
あ
っ
た
。
両

者
は、
こ
の合
併
に
よ
っ
て、
資
源
、
設
備、
人
材
の
効
率
的
な
運
用
と
企
業
の
総
合
力
の
強
化
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て、
勇
払
工
場
は、
山
陽
国
策パ
ル
プ
(株)勇

払
工
場
と
改
称
し
た
。

○
日
本
ヒ
ュー
ム
管
株
式
会
社
苫
小
牧工
場

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
管
株
式
会
社
が
苫
小
牧
に
工
場
を
建
設
し
た
の
は
昭
和三
十
二
年
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
地
方
は
積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
通
年
操
業
が
可
能
で
あ
り、
そ
の
主
原
料
で
あ
る
良
質
の
砂、
砂
利
の
入
手
が
容
易
で

あ
る
と
同
時
に
、
札
幌
を
中
心
と
し
た
道
央
需
要
圏
に
あ
る
等
立
地
条
件
が
良
好
で
あ
っ
た
。

当
時
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場
は、
二
〇
八
イ
ン
チ
マ
シ
ン
の
増
設
を
決
定
し
、
そ
の
工
場
用
水
を
錦
多
峯
川
か
ら
取
水
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
送
水
管
と
し
て
同
社
は
大
量
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
発
注
を
受
け
た
。
最
初、
会
社
は
函
館
工
場
で
そ
の
製
造
を
行

う
予
定
で
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
市
よ
り
苫
小
牧
市
工
場
誘
致
条
例
の
適
用、
市
有
地
の
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
る
活
発
な
工
場
誘
致
の
要
請
が

あ
っ
た
の
で、
勇
払
に
お
い
て
そ
の
敷
地
の
提
供
を
受
け
て
こ
れ
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

同
年二
月、
工
場
建
設
が
決
定
す
る
や、
直
ち
に
工
事
に
着
手、
四
月
か
ら
ヒ
ュー
ム
管
の
製
造
を
開
始
し
た
。
初
年
度
の
従
業
員
数

四
〇
名、
そ
の
生
産
実
績
は
ヒ
ュー
ム
管
六
、
五
〇
〇
ト
ン
、
セ
メン
ト
製
品
八
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
公
共
下
水
道
事
業
、
土
地
改
良
事
業
お
よ
び
ビ
ル
デン
グ
、
工
場
等
の
大
型
建
築
物
の
建
設
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
て
、

同
三
十
六
年
に
は
P
C
パ
イ
プ
工
場、
同
四
十
二
年
に
は
各
種
建
築
物
の
基
礎
に
使
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
ル
工
場
を
建
設
、
以
後
、

逐
年
製
造
設
備
を
増
設
し
そ
の
製
造
品
目
も、
創
業
時
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
外、
推
進
用
ヒ
ュ
ー
ム
管
、
C
P
ヒ
ュ
ー
ム
管
、
P
C
パ
イ
プ
、

付
編
部
落
史
・
勇
払
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日本ヒューム管K・C

日本ヒューム管勇払工場 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

R
C
パ
イ
ル
、
P
C
パ
イ
ル、
PC
ボ
ッ
ク
ス
カ
ルバ
ー
ト
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
生
産
量
も
同
四
十
七
年
度
六
七
、
〇
〇
〇
ト
ン
、

同
四
十
八
年
度
七
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
、
同
四
十
九
年
度
五
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

同
工
場
は、
苫
小
牧
工
業
港
建
設
に
と
も
な
う
初
期
の
誘
致
運
動
の
成
果
と
し
て
記
録
に
残
る
工
場
で
あ
る
。
建
設
当
時
の
様
子
を
初

代
工
場
長
松
尾
好
一
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
、
王
子
さ
ん
か
ら
工
場
増
設
に
伴
っ
て
取
水
用
の
ヒ
ュー
ム
管
の
注
文
が
来
た
の
で、
こ
れ
を
現
地
で
作
っ
て
納
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

函
館
に
い
た
私
が
派
遣
さ
れ
た
訳
で
す
。
工
場
建
設
と
い
っ
て
も
、
納
期
に合
わ
せ
て
製
品
を
出
す
こ
と
が
先
決
問
題
で
す
か
ら
、
職
員
の
住
宅
な
ど
も
考

え
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
単
身
赴
任
で
飯
場
に
寝
泊
り
し
て
い
ま
し
た
。
建
築
工
事
の
か
た

わ
ら
で
機
械
の
取
付
作
業
で
し
た
。
ま
る
で戸
外
同
様
の
作
業
で
し
た
。(中

略)

技
術
者
や
幹
部
職
員
は、
函
館
か
ら
長
期
出
張
と
し
て
来
て
い
た
の
で
す
が、
製
品
の
注
文
も
ふ

え
て
、
会
社
で
は
常
置
工
場
と
し
て
拡
張
し
て
行
く
方
針
を
き
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
一

度
函
館
に
帰
っ
た
私
は
ま
た
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
五
月
一
日
付
、
今
度
は
転

任
ど
い
う
こ
と
で、
家
族
を
つれて

来
ま
し
た
。

(松
尾
好
一
『建
設
当
時
の
思
い
出』
昭
和
四
十二
年
「郷
土
の
研
究
」
第二
号
)

○
そ
の
他
の
工
場

日
本
ロ
ッ
クラ
ー
パ
イ
プ
株
式
会
社
が
苫
小
牧
工
場
を
建
設
し
た
の
は
昭
和三
十
八
年

六
月
で
あ
る
。
そ
の
他
、
山
陽
国
策
パ
ルプ
関
連
の
諸
工
場
に
加
え
て、
最
近
は
苫
小
牧

港
の
勇
払
地
区
掘
込
み
に
つ
れ
て、
こ
の
地
区
に
も
多
く
の
工
場
が
建
設
さ
れ、
ま
た
建

設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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樽

前
1部

落
の
起
源

北
海
道
の
歴
史
は
本
州
府
県
と
違
っ
た
特
異
の
経
過
を
へ
て
来
て
い
る
。
そ
の
幕
藩
時
代、
蝦
夷
対
策
から
松
前
藩
は
和
人
が
蝦
夷
地

に
住
み
つ
く
こ
と
を
禁
止
し
、
そ
の
出
入
に
も
制
限
を
加
え
て
い
た
か
ら
和
人
の
部
落
形
成
は
ず
っ
と
遅
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
苫
小
牧
市
内
に
も
先
住
民
族
の
遺
跡
は
数
多
く
発
見
さ
れ、
ま
た
、
現
在
も
発
掘
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
が、
そ
れ
は
植
苗

静
川
地
区
が
中
心
で
あ
っ
て、
こ
の
地
域
に
は
未
だ
そ
れ
が
な
い
か
ら
、
土
地
の
歴
史
を
語
る
場
合
は
和
人
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
い
う
記
録
で
は、
元
禄
十
三
年
(一
七〇
〇
)、
松
前
藩
か
ら
幕
府
に
献
上
し
た
全
島
地
図
及
び
松
前
嶋
郷
帖
が
最
古
の
も
の
と

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
中
で
初
め
て
「た
る
ま
ひ
」
の
名
が
出
て
く
る
。

松
前
藩
は
家
臣
の
知
行
地
と
し
て
『場
所』
制
度
を
と
っ
た
が、
天
明
六
年
(一
七
八
六)、

幕
吏
山
口
鉄
五
郎、
佐
藤
玄
六
郎
等
の
調

査
記
録
『蝦
夷
拾
遺
』
に
は
「タ
ル
マ
へ、
運
上
屋
一
戸
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時、
勇
払
を
中
心
と
す
る
苫
小
牧
は
湿
潤
不
毛
の
地

で
生
産
物
が
な
く
、
家
人
の
給
地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が、
樽
前
は
違
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
給
地
の
ア
イ
ヌ
取
引
が
商
人
に
よ
る
場

所
請
負
制
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
元
文
二
～
三
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
『蝦
夷
商
賈
聞
書
』
に
よ
れ
ば、
当
時
の
樽
前
の
状
況
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
樽
前、
川
也。
志
摩
守
様
へ
運
上
金
揚
リ
。
秋
生
鮭、
塩
引
計
也。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
タ
ル
マ
イ
場
所
は
松
前
家
の
直
領
で
運
上
金
は三
ヵ
年
で
七
拾
両
で
あ
っ
た
。

樽
前
を
含
む
鵡
川
か
ら
苫
小
牧、
千
歳
周
辺
は
場
所
の
数
も
多
く
、
寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
の
幕
府
直
轄
以
前
に
は
、
一般
に
「シ

コ
ツ
一
六
場
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
が、
当
時
の
記
録
で
最
も
古
い
記
録
と
み
ら
れ
る
『松
前
国
中
記
』(年
代
不
明)
に
は
樽
前
関
係

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

因
藤
官
司
殿
、
タ
ル
マ
イ、
産
物、
干
鮭、
鹿
ノ
皮
、
品
縄
、
秋
味
有

樽
前
場
所
の
支
配
者
は
『
蝦
夷
商
賈
聞
書』
に
よ
れ
ば
直
領
で
あ
り
、『松
前
国
中
記
』(年
代不
明)
は
因
藤
官
司
、『松

前
国
道
中
記』(年

代
不
明)
は
因
藤
豊
太
郎、『東

西
蝦
夷
地
場
所
附
』(安
永
九
年)
に
も
因
藤
豊
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
給
地
(場
所)
は
代
家々
臣

の
世
襲
制
と
な
っ
て
い
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
樽
前
場
所
は
初
め
直
領
で
あ
っ
た
が
、の
ち
に
因
藤
家
の
給
地
と
な
っ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
当
時
か
ら
樽
前
に
は
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が、
先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
和
人
の
蝦

夷
地
入
地
制
限
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
和
人
の
住
居
は
な
く
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
遺
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
寛
政
十
一
年
か
ら
幕
府
直
轄
時
代
に
入
っ
て
行
政
は
松
前
藩
か
ら
幕
府
の
手
に
移
り
、
海
漁
が
開
発
さ
れ
て
樽
前
浜
の
イ
ワ

シ
盛
漁
時
代
が
来
る
が、
そ
の
漁
期
は
時
期
的
で
あ
っ
た
た
め
に、
漁
業
は
出
稼
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
定
着
す
る
者
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
定
住
者
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
記
録
に
あ
ら
わ
れ
てく
る
の
は
万
延

年
間
から
で
あ
る
。
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二
自
然
環
境

地
形
と

樽
前
部
落
は、
樽
前
火
山
の
裾
野
が
太
平
洋
に
接
す
る
間
の
平
野
部
に
位
置
し
て
い
る
。
地
質
は、
樽
前
火
山
の
台
地
部

地
質

は
集
塊
岩、
凝
灰
岩
を
主
と
し
た
第三
紀
層
の
上
を
第
四
紀
の
火
山
砕
屑
物
が
被
っ
て
い
る
。
平
野
部
は
樽
前
降
下
軽
石
堆

積
物
で
被
わ
れ、
そ
の
下
に
低
位
泥
炭
層
が
分
布
し
て
い
る
。

河
川
は
、
部
落
内
を
樽
前
川
が
流
れ、
河
口
か
ら
約
四
キ
ロ
メー
ト
ル
上
流
に
は
凝
灰
岩
を
浸
蝕
し
て
で
き
た
樽
前
ガ
ロ
ー
が
あ
り
、

平
坦
地
の
苫
小
牧
市
に
あ
っ
て
は
他
に
見
ら
れ
な
い
見
事
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。ま
た
、同
部
落
背
後
の
台
地
周
辺
に
は
多
数
の
湖
沼
群

が
点
在
し
、
こ
れ
ら
は
樽
前
湖
沼
群
と
い
い
今
後
の
観
光
資
源
と
し
て
有
望
な
地
域
で
あ
る
。

植
物

同
部
落
周
辺
の
植
物
は、
海
浜
、
平
野
、
樽
前
山
麓
の
三
地
帯
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
浜
地
帯
に
は
、
ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
、
ウ
ン
ラ
ン
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ、

ハ
マ
ニ
ガ
ナ
な
ど
の
海
浜
植
物
が
見
ら
れ
る
。
平
野
部
は
か
な

り
開
墾
さ
れ
て
い
る
が
、
各
所
に
良
好
な
植
生
が
残
っ
て
い
る
。
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
、
ツリ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ク
サ
フ
ジ
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ッ

ケ
、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロワ
レ
モ
コ
ウ、
ハン
ゴ
ン
ソ
ウ、
エ
ゾ
ス
カ
シ
ュ
リ、
サ
ワ
キ
キ
ョ
ウ、
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
な
ど
低
湿
地
を
好
む
植

物
が
多
く
、
湖
沼
群
の
湿
地
帯
で
は
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
大
郡
落
が
あ
り
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
も
見
ら
れ
る
。
樽
前
山
麓
の
台
地
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ

ハ
ル
ニ
レ、
ヤ
チ
ダ
モ、
キ
ハ
ダ、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
樹
木
が
繁
茂
し
、
林
床
、
林
縁
に
は
草
本
植
物
の
種
類
も
多
い。

動
物

大
型
動
物
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エゾ
ヒ
グ
マ、
エゾ
リ
ス、

エ
ゾ
イ
タ
チ
、ユ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
エ
ゾ
ヒ

グ
マ
は
人
里
近
く
ま
で
現
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

鳥
類
は、
カ
ル
ガ
モ、
マ
ガ
モ、
ハジ
ビ
ロ
ガ
モ、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ、
ミ
ヤ
マ
カ
ケ
ス
、
コ
ム
クド
リ
、
オ
オバ
ン、
ウ
グ
イ
ス
、

ア
オ
ジ
、
ノ
ジ
コ
、
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
ノ
ビ
タ
キ、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
昆
虫

付
編
部
落
史
・
樽
前
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樽前地区から見た沼と樽前山
(昭和48年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

類
は、
樽
前
湖
沼
群
周
辺
に
ト
ン
ボ
類
が
多
く
、
特
に
マ
イ
コ
ア
カ

ネ
は
道
内
で
は
少
な
い
南
方
系
の
ト
ン
ボ
で
あ
る
。
こ
の
他、
オ
ニ

ヤ
ン
マ、
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
、
ア
キ
ア
カ
ネ
な
ど
種
類
も
多
い
。
草
原

に
は
種
類
数
は
少
な
い
が、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
、
フ
タ
スジ
チ
ヨ
ウ、
ヒ

メ
シ
ジ
ミ
な
ど
勇
払
原
野
の
低
湿
地
を
代
表
す
る
蝶
が
多
く
、
鳴
く

虫
の
王
様
と
い
わ
れ
る
カ
ン
タン
も
非
常
に
多
い。

魚
類
は、
フ
クド
ジ
ョ
ウ、
ウ
キ
ゴ
リ、
ハ
ナ
カ
ジ
カ、
ウ
グ
イ

イ
ト
ヨ、

エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
、
ヤ
マ
メ
な
ど
が
樽
前
川
に

生
息
し
て
い
る
。
ま
た、
樽
前
湖
沼
群
に
は
ソ
ウ
ギ
ョ、
ハ
ク
レ
ン

な
ど
が
放
流
さ
れ、
釣
り
マ
ニ
ヤ
の
良
き
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

三
沿

革

初
期
の

樽
前
部
落
は
前
期
松
前
藩
時
代
から
そ
の
家
臣
の
給

樽
前
地
と
し
て
和
人
が
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
は
前
項
で
の

べ
た
。

寛
政
十
一
年
(一
七九
九)、

幕
府
は
東
蝦
夷
地
(太
平
洋
岸)
を
直

轄
地
と
し
て
支
配
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
箱
館
地
方
に
お
こ
っ

て
い
た
イ
ワ
シ
漁
は、
こ
の
こ
ろ
に
は
蝦
夷
地
に
も
及
ん
で
き
て
、
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寛
政
十二
年、
白
老
の
アイ
ロで
魚
油、
メ
粕
の
製
造
が
は
じ
め
ら
れ、
次
第
に
ひ
ろ
が
っ
た
よ
う
で
、
後
に
は
こ
の
地
方
が
む
しろ
発

達
し
て
、
勇
払
場
所
樽
前
浜
は
文
政
年
代
以
来
、
出
稼
者
が
増
加
し
て
そ
の
主
産
地
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
、
樽
前
は
そ
の
中
心
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
松
浦
武
四
郎
は
「初
航
蝦
夷
日
誌
」
そ
の
他
の
記
録
で
、
そ
の
状
況
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
文
久
三
年

の
東
西
地
理
取
調
紀
行
「東
蝦
夷
日
誌
」
第
三
編
ユ
ウ
ブ
ツ
領
の
項
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
。

「比
辺
は
皆
南
受
の
暖
地
に
て
、
沙
浜
。
浪
打
際
よ
り
上
に
(二
、
三丁
)
路
有
。
躓
く
石
一
ツ
な
く
、
鰯
屋
左
右
に
立
並
び
、
酒
肆
、
茶
店
も
さ
ま
ざ
ま

の
暖
簾
さ
げ
、
中
に々言
さ
え
ぐ
、
蝦
夷
人
の
里
と
は
思
わ
れ
ず、
そ
の
繁
昌
い
わ
ん
方
な
し
。」

当
時
の
盛
況
が
し
の
ば
れ
る。
た
だ
、
そ
れ
は、
当
地
方
漁
業
の
典
型
的
な
姿
と
し
て
後
年
ま
で
長
く
つ
づ
く
の
だ
が、
こ
の
繁
盛
は

イ
ワ
シ
漁
期
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し、
ま
た、
場
所
請
負
制
度
時
代
、
幕
府
直
轄
時
代
を
通
じ
て
箱
館
方
面
か
ら
出
漁
す
る
出
稼

漁
業
者
の
操
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
収
益
は
す
べ
て
箱
館
に
持
ち
去
ら
れ
て
、
土
地
の
経
済
力
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
久
し
く
土
着
す
る
者
も
な
い
無
人
の
里
に
、
よ
う
や
く
定
住
す
る
者
が
現
れ
て
く
る
の
は
明
治
初
年
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
年
、
当
地
方
は
高
知
藩
に
割
渡
さ
れ
た
が
、同
五
年
に
は
開
拓
使
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
。こ
の
時
の
事
務

引
継
書
に
は
樽
前
の
項
に
「永
住
人
四
戸
、
会
所
持
の
出
張
番
屋
一
戸
(一二

坪)」
と
あ
る
。
漁
期
に
は
「蝦
夷
人
の
里
と
も
思
わ
れ
ず
‒‒」

と
い
う
ほ
ど
賑
わ
う
こ
の
土
地
も
、明
治
期
に
入
っ
て
も、
漁
期
を
過
ぎ
れ
ば
住
む
人
も
ま
れ
な
寒
村
に
変
じ
る
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
態
は、
北
海
道
開
拓
の
大
動
脈、
札
幌、
室
蘭
間
の
国
道
が
開
通
(明
治六
年)
し
て
も
、
地
方
行
政
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
て

も
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

豊
業
移
民

今
の
部
落
の
基
礎
が
出
来
た
の
は
明
治
三
十
年
前
後
で
あ
る
。

の
入
植
開
拓
使
が
お
か
れ
て
か
ら
、
北
海
道
の
移
民
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
は
い
っ
て
も、
そ
の
数
は
ま
だ
少
な
く
、
当
地
方

への
入
地
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が、
よ
う
や
く
実
を
結び
出
し
た
の
が
こ
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は、
苫
小
牧

付
編
部
落
史
・
樽
前
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の地岳記宝そ
國生 不保

東蝦夷日記の タルマエ
〔市立苫小牧図書館蔵〕

の行
政
史
が
戸
長
時
代
から
勇
払
郡
各
村戸
長
役
場
時
代、
苫
小
牧
外
数
ヵ
村
戸
長

役
場
時
代
を
へ
て、
二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て、
現
在
の
苫
小
牧
市
域
を
苫
小
牧

村
と
し
て
統
一さ
れ
た
時
期
(明
治三
十
五
年)
に
あ
た
る
。

こ
の
時
期
に
は
移
民
が
急
速
に
す
す
み、
行
政
区
画
の
変
更
が
あ
っ
て
、
明
治二

十
八
年
に
は
鵡
川
外
七
ヵ
村
が
分
村
独
立
し
、
同
三
十
年
に
は
厚
真
地
区
が、
同
三

十
三
年
に
は
安
平
地
区
が
独
立
し
た
。

こ
の
当
時
の
樽
前
部
落
は、
当
時
の
農
業
戸
数
調べ
に
よ
れ
ば、

明
治
三
十
年、
戸
数
六
戸
、
人
口
一
九
名、
同三
十
四
年、戸

数
二
七戸
、人
口
一
〇
四
名

と
な
っ
て
い
る
。
此
内
平
吉
談
に
よ
れ
ば、
こ
の
時
期、
明
治二
十
八
、
九
年
か
ら

(
『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

三
十
年
前
後
に
か
け
て、
樽
前
農
業
の
旧
家
、
国
坂、
池
田、
此
内、
加
藤、
伊
藤、
そ
の
他
の
諸
家
が
入
地し
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
ま
た
、
苫
小
牧
に
工
業
の
お
こ
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
マ
ッ
チ
の
軸
木
、
小
箱
の
製
造
で
あ
る
。
明
治三十

四
年
の
工
場
数
は
一
四
に
及
び
、
そ
の
う
ち
、
樽
前
に
は
次
の二
工
場
が
あ
っ
た
。

第
二
北
海
社
明
治三
十
三
年
七
月
創
立

太
田
製
軸
所
同
三十
四
年
七
月
創
立

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

原
動
力
は
い
ず
れ
も
人
力
、
持
主
は
太
田
小
一
郎、
製
軸
所
は
現
在
の
白
老
営
林
署
樽
前
事
業
所
の
附
近、
第
二
北
海
社
は
オ
ポ
ッ
プ

川
下
流
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(此
内
平
吉
談)

1716



付
編
部
落
史
・
樽
前

樽前民有未墾地の状況を報ずる新聞
(昭和11年) 〔堀江敏夫蔵〕

こ
の
時
期
の
畜
産
も
ま
た
、
有
名
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
地
方
は、
冬
季
積
雪
が
少
な
い上
に
、
白
老
、
樽
前
か
ら
錦
岡
に
か
け
て
の
一
帯
は
馬
糧
に
適
す
る
笹
が
多
か
っ
た
の
で
、
冬

に
な
る
と
各
地
か
ら
馬
の
放
牧
に
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
の
持
馬
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
当
代
の
特
徴
の
一つ
と
い

っ
て
よ
い
。

民
有
未
墾

前
述
し
た
よ
う
に
、
漁
業
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
樽
前
も
、
そ
れ
は
大
資
本
の
掌
握
す
る
漁
場
の
他
貸
漁
業
で
あ
っ
て

地
の入
植
出
稼
漁
民
が
多
数
出
漁
は
し
た
が、
地
元
漁
民
が
育
つ
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
当
地
の
産
業
史
の
方

向
を
転
換
し
た
の
は、
明
治
三
十
年
前
後
の
農
家
の入
地
移
住
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
当
時
は
専
業
農
家
と
し
て
独
立
す
る
ま
で

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
時
は
漁
業
の
手
伝
い
に
出
、
ま
た
、
あ
る
時
は
労
務
の
賃
稼
ぎ
に
よ
っ
て
補
う
と
い
う
よ
う

な
零
細
経
営
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
状
態
に、
や
が
て
大
き
く
変
わ
る
時
期
が
来
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
六
年

に
は
じ
ま
る
民
有
未
墾
地
の
開
拓
入
植
で
あ
る
。
戸
数
二
〇
戸
前
後
の
部
落
は、
こ

の
民
有
未
墾
地
開
放
(約
六〇
戸
)
と
、
昭
和
八
年
の
通
称
広
川
牧
場
の
開
放
(一
四

戸)
に
よ
っ
て
急
速
に
変
わ
り
、
同
十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
公
務
員
、
漁
業
者

を
あ
わ
せ
て
、
戸
数
九
五
戸
、
人
口
五
五
一
名
の
一
大
部
落
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い

た
。ま
た、
こ
の
民
有
未
墾
地
入
植
は、
樽
前
部
落
の
農
業
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
。

入
植
早
々
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
が
冷
害
凶
作
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
と
り
入
れ

ら
れ
た
の
が
有
畜
農
業
で
あ
っ
た
。
こう
し
て
、
樽
前
部
落
の
農
業
は
、
畑
作
単
一
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形
態
か
ら
、
稲
作、
酪
農
経
営
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。

生
活
環
境

昭
和
六
年
の
民
有
未
墾
地
入
植
は
樽
前
部
落
発
達
史
上
の
一
大
転
機
で
あ
っ
た
。
漁
業
は
相
変
わ
ら
ず
他
地
方
漁
業
者

の
転
換
が
漁
業
権
を
持
っ
て
い
た
し
、
そ
の
漁
獲
成
績
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
が、
農
業
は戸
数
の
増
加
と
耕
地
の
拡
大、
乳
牛
の

導
入
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
。
と
は
言
え
、
農
家
の
資
力
乏
し
く
、
農
地
に
地
力
の
な
いこ
の
土
地
は、
零
細
経
営
に
終
始し

て
生
活
文
化
の
向
上
充
実
に
余
力
を
さ
く
ゆ
と
り
が
な
い
ま
ま
に
推
移
し
た
。

昭
和
二
十
年、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
と
、
復
員
し
て
来
た
若
者
を
中
心
に
樽
前
に
は
新
し
い
動
き
が
起
こ
っ
て
来
た
。
青
年
団
活
動

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ、
部
落
会
が
組
織
さ
れ、
呼
応
し
て
部
落
行
事
、
社
会
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一方
、
学
校
教
育
関
係
で
は
、
戦
後
の
新
教
育
制
度
に
よ
っ
て
義
務
制
中
学
校
が
新
設
さ
れ
て、
部
落
は
小
学
校、
中
学
校二
つ
の
公

立
教
育
機
関
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
い

陸
の
孤
島
で
あ
っ
た
こ
の
土
地
に
も
、
ラ
ジ
オ
の
共
同
聴
取
施
設
が
設
け
ら
れ、
や
が
て、
小
学
校
に
公
衆
電
話
が
架
設
さ
れ
る
一方

市
営
バ
ス
が
開
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
多
年
の
要
望
で
あ
っ
た
電
気
が
導
入
さ
れ
て
、
各
戸
点
燈
が
実
現
す
る
な
ど
、
そ
の

生
活
環
境
は、
戦
後
十
年
に
し
て
一
変
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
部
落
の
新
し
い
動
き
は
農
業
経
営
に
も
見
ら
れ
た
。

出
発
昭
和
六
年
以
降
入
植
し
た
開
拓
農
家
に
開
放
さ
れ
た
民
有
未
墾
地
は、
水
田
耕
作
地
と
し
て
区
画
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た

が
、
造
田
さ
れ
た
の
は、
そ
の
う
ち
西
部
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
戦
後
の
食
糧
不
足
か
ら
、
全
面
的
に
造
田
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
起
こ
っ
て
来
た
。
同
二
十
八
年、
約
三
〇
戸
を
組
合
員
と
す
る
樽
前
土
地
改
良
区
が
組
織
さ
れ、
約三
〇
町
歩
の
造
田
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
〇
年
を
経
過
し
な
い
で
中
絶
す
る
に至
っ
た。
耕
地
の
水
も
ち
が
悪
く
収
量
が
少
な
いう
え
に、
国
内
産
米
の

過
剰
から
政
府
が
減
反
政
策
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た。
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樽前部落の一部 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

樽
前
は
今
、
第
四
の
転
機
に
立
っ
て
い
る
。
苫
小
牧
市
東
部
開
発
計
画
の
着
手
に

よ
って
地
価
は
高
騰
し
た
。
柏
原、
弁
天
地
区
の
農
家
は
用
地
買
収
に
よ
っ
て
営
農

地
を
離
れ、
新
し
い
土
地
を
求
め
て
当
地
に
移
っ
て
来
た
。
一方
、
樽
前
は
酪
農
を

志
す
も
の
に
と
っ
て
は
、
そ
の
保
有
農
地
が
狭
小
に
過
ぎ
る
。
他
に
土
地
を
求
め
て

転
出
す
る
者
が
出
て
来
た
。
こう
し
て、
昭
和
四
十
五
年
を
前
後
し
て、
この
部
落

に
は
転
入
者、
転
出
者
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
景
勝
、
静
寂
の
地
を
求
め

て
宗
教
、
医
療
、
観
光
施
設
が
進
出
し
て
来
た
。
北
海
道
な
ら
び
に
苫
小
牧
市
は
ま

た
、
こ
こ
を
都
市
近
郊
農
村
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
今
、

こ
こ
は
、
新
し
い
農
村
と
し
て
歩
み
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
社

会

社
会
環
境

樽
前
が
古
い
時
代
から
太
平
洋
岸
の
通
路
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

の
変
遷
は、
地
形
上
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た、
幕
府
の
蝦
夷
地
直
轄
以
前
か

ら、
松
前
藩
の
直
領
ま
た
は
家
臣
の
給
地
に
も
指
定
さ
れ
て
い
た
し
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
イ
ワ
シ
漁
業
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
こ
と
も
す

で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
この
時
代
に
は
、
時
期
、
時
期
に
和
人
が
出
入
り
す
る
だ
け
で
、
こ
の
土
地
に
は
ア
イ
ヌ
の
部
落
の
遺
跡
さ
え

も
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
二
年
、
北
海
道
の
分
割
支
配
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、
高
知
藩
は
こ
れ
に
応
募
し
て
出
願、
夕
張、
勇
払、
千
歳
の三
郡
の
割
渡

し
を
受
け
た
時
、
開
拓
計
画
の
第
一
は
勇
払
地
区
の
海
岸
に
船
の
入
る
土
地
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た。
こ
の
出
願
に
つ
いて
開
拓
使
は

付
編
部
落
史
・
樽
前
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「こ
の
地
は
、
東
地
第
一
の
生
産
物
が
あ
り
、
沖
合
い
に
て
荷
役
し
て
い
る
が
何
の
支

障
も
な
い
の
で
タ
ル
マイ
を
使
用
す
る
よ
う
に‒
‒
。」と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
件
は

高
知
藩
の
希
望
に
そ
わ
な
い
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
当
時、
要
路
に
は
相
当
に
注
目

さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
五
年
六
月
、
函
館、
札
幌
間
に
電

信
の
線
路
架
設
の
計
画
が
あ
り
、
函
館、
森
、
長
万
部、
室
蘭、
札
幌
と
と
も
に、
樽

前
に
も
電
信
局
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は、
後
に
中
止
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
樽
前
が
漁
業
の
中
心
地
と
し
て、
人
の
移
動
、
貨
物
の
取
扱
い
が
多
か
っ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
初
年
の
当
地
の
様
子
は
、
高
知
藩
の
引
き
継
ぎ
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
ヘツ
ヘ
ツ、
此
所
平
地。
通
行
歩
行
渡。
小
川
橋
有。
ユ
ウ
フ
ツ
郡
白
老
郡
境
杭
有
。

タ
ル
マ
イ
マ
デ
ー
四
丁
。

一、
タ
ル
マ
イ
、
此
処
平
地
通
行。
小
川
橋
有。
鰯
漁
業
出
稼
小
屋
有。
權
現
社
有。

一里
杭
有
。
会
所
持
出
張
番
家
有
。
⇒
ホ
フ
迠
一
里
。

一
、
ラ
ホ
フ、

此
処
平
地
通
行。
小
川
橋
有。
鰯
漁
業
出
稼
小
屋
有
。
一里
杭
有
。
ニシ
タ
フ
迠
一里
。

ま
た
、
神
社
の
書
上
を
見
る
と
次
の
二
社
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一、
權
現
社

梁
間
三
間
、
桁
間三
間

一棟

一、
稲
荷
社

仝
九
尺
仝
九
尺

一棟

樽前の海岸地帯 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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永
住
人
と
し
て
は
次
の
人
が々
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

樽
前
村
永
住
人

池
田
菊
松

同
四
人

家
族
三
人

清
之
助

一、
同
二
三
疋

一、
同

三疋
一
、
持
馬
五
疋

ラ
ホ
フ
村
彦
蔵

永
住
人
の
持
馬
調
べ
で
は樽
前
村
菊
松

同
二
人

家
族
二
人

稲
藤
清
之
助

水
島
彦
右
エ
門

ラ
ホ
フ
村
永
住
人

佐
木々
徳
松

竹
花
小
藤
次

永
山
市
之
助

同
一人

同
一人

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
)

イ
ト
イ

「小
糸
魚
(※
現
糸
井
)、
錦
多
峯
(※
現
錦
岡)、覚

生、
樽
前
ハ
苫
小
牧
方
面
ニ
ア
リテ
、
樽
前
山
ノ
麓
ノ
広
野
ニ
ア
リ
、札
幌
街
道
(※札

幌
、室
蘭
間
国

オ
ポ
ッ
プ

こ
の
よ
う
な
部
落
の
状
態
は
、あ
ま
り
変
化
な
く
続
く
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
の
『測
地
概
要
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ニ
シ
タ
ッ
ブ

道
)
ニ
跨
り
、
村
民
家
居
星
羅
碁
布、
概
ネ
海
ニ
沿
フ
ノ
ミ
、
マ
ダ
完
全
ナ
ル
村
落
ラ
ナ
ス
ニ
至
ラ
ズ
。
其
戸
数三
、
四
戸
ヨ
リ
七
、
八
戸
ニ
出
入
シ、
人

口
亦
従
ッ
テ
寡
シ
。
墾
成
モ
四
反
乃
至
五
反
歩
ニ
シ
テ
算
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
猶
、
該
村
ハ
函
館
ヨ
リ
寄
留
シ
テ
漁
業
ラ
ナ
ス
モノ
ア
ル
ラ
以
テ
、
或

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

ハ
其
ノ
雇
役
ニ
就
キ、
或
ハ
牧
馬
ラ
業
トシ
、
貨
物ノ
運
搬
⇒
兼
ヌ。」

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

当
時
の
近
隣
各
村
の
様
子
を
よ
く
写
し
出
し
て
い
る
。

旧
幕
領
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は、
地
方
の
行
政
は、
事
実
上
場
所
請
負
人
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
明
治
二
年、
開
拓
使
の
設

置
に
と
も
な
い、
そ
の
勇
払
役
所
が
設
け
ら
れ
(六
月)、

つ
いで
、
場
所
請
負
制
度
が
廃
止
さ
れ
漁
場
持
制
度
に
改
め
ら
れ
る
と
、
当
地

方
は
山
田
文
右
衛
門
の
持
場
所
と
な
る
。
先
に
あ
げ
た
「高
知
藩
支
配
勇
払
郡
千
年
郡
里
数
小
名
書
上
」
に
出
て
い
る
タ
ル
マ
イ
の
項
の

「会
所
持
出
張
番
家
」は
、こ
の
山
田
文
右
衛
門
管
理
の
勇
払
会
所
の
出
張
番
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

高
知
藩
支
配
時
代
を
へ
て、
再
び
開
拓
使
直
轄
時
代
に
な
る
と
、
勇
払
に
は
そ
の
出
張
所
(勇
払
郡
出
張
所)
が
設
け
ら
れ、

樽
前
に
は

樽
前
扱
所
が
お
か
れ
る
。

開
拓
使
は、
郡
出
張
所
の
末
端
機
関
と
し
て、
住
民
の
中
か
ら
戸
長
を
任
命
し
て
行
政
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
わ
し
た
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
、
住
民
側
か
ら
の
役
職
人
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
設
置
し
た
。
この
中
に
総
代
人
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
総
代
人
制
度
は
同
十
一
年
に

戸
長
の
補
助
者
に
改
め
ら
れ、
後
に
議
決
機
関
と
し
て
選
挙
制
に
改
め
ら
れ、
地
域
住
民
の
意
向
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
同
十三
年
に
は
定
員
を
二
名
に
増
員
し
て、
樽
前
村
の
水
島
彦
右
衛
門
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
地
元
民
の
行
政
に
参
画
し
た
最

初
の
人
で
あ
っ
た
。

明
治
十三
年
八
月

植
田
惣
吉
(苫
小
牧
)

水
島
彦
右
衛
門
(樽
前)

(堀
江
敏
夫
『明
治
前
期
に
お
け
る
地
方
行
政
制
度
に
つ
い
て
』
昭
和
四
十
八年

機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
6)
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明
治
十
六
年
の
郡
総
代
人
名
簿
を
見
る
と
、
そ
の
人
員
は
四
名
に
な
っ
て
い
て、
水
島
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

水
島
彦
右
衛
門 名

資三〇
〇
円
以
上 産

職
業
|

漁
平

民

族
籍

住勇
払
郡
樽
前
村
六
番
地 所

(『札
幌
県
治
類
典‒‒総

代
人
』
明
治
十
七
年
札
幌
県)

こ
う
し
て
、
苫
小
牧
は
多
く
の
変
遷
を
重
ね
た
戸
長
役
場
時
代
(明
治
五
年
以
降)
か
ら
二
級
町
村
制
施
行
に
よ
る
苫
小
牧
村
時
代

(同三
十
五
年
以
降)

に
移
り
、
そ
の
間、
総
代
人
制
も
そ
れ
に
応
じ
て
変
遷
し
て
い
く
が
、
水
島
彦
右
衛
門
は
、
同
三
十
一
年
、
三十
四
:

年
に
も
総
代
に
選
ば
れ
て
いる
か
ら、
お
そ
ら
く
、
総
代
人
制
時
代
の
ほ
ぼ
全
期
間
を
通
じ
て
勤
務
し
、
初
期
の
苫
小
牧
地
方
行
政
に
貢

献
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

樽
前
に
は
、
明
治
初
年
に
少
数
の
永
住
人
が
定
着
し
た
が、
そ
の
後
は
目
立
っ
た
人
口
の
増
加
が
な
い
ま
ま
に
経
過
し
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
。
こ
れ
が
着
実
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
農
業
移
住
者
の
入
地
が
あ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
最
初
が
誰
で
あ
っ
た
か
資

料
的
に
明
ら
か
で
な
い
が、
古
老
此
内
平
吉
に
よ
れ
ば
、
現
在
に
続
く
旧
家
の
最
初
の
入
地
者
は
国
坂
茂
平
で
あ
っ
て、
そ
れ
か
ら
、
そ
・

の
縁
故
を
た
よ
っ
て
次
々
に
移
住
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
は
鵡
川
外
五
ヵ
村
が
苫
小
牧
外
一六
ヵ
村
か
ら
分
村
し
た
年

で
あ
る
が、
国
坂
茂
平
が
来
住
し
た
の
は
そ
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
当
時
の
様
子
を
此
内
平
吉
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

あ
のこ
ろ
来
た
の
は
国
坂
(茂
平
)
さ
ん
、
そ
れ
から
池
田
(理
兵
衛)
さ
ん
。
私
の
家
よ
り
も
加
藤
さ
ん
が
一寸
早
い
の
で
な
い
か
な
ー
。
私
の
所
と

伊
藤
さ
ん
と
は
大
体
同
じ
ら
し
い
。
こ
こ
に
来
る
前
は
同
じ
所
(札
幌
市
丘
珠)
に
い
た
ん
だ
か
ら
‒‒。
国
坂
さ
ん
も
そ
う
な
ん
だ
。
国
坂
茂
平
さ
ん
が
先

に
こ
こ
に
来
て
、
い
い
所
が
あ
る
か
ら
来
な
い
か
と
いう
こ
と
で
来
た
ら
し
い
ん
だ
ね
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[9)

付
編
部
落
史
・
樽
前

氏
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前の農業 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

明
治
四
年、
各
地
永
住
民
に
借
用
宅
地
ま
た
は
開
墾
地
の
私
有
を
許
し
た
が、
同
五

年
に
は
北
海
道
土
地
売
買
規
則
及
び
地
所
規
則
が
定
めら
れ、
同
十
九
年
六
月
に
は
土

地
の
払
下
規
則
の
発
令
が
あ
り、
同三
十
年三
月
、
こ
れ
を
廃
し
て
北
海
道
国
有
未
開
地

処
分
法
を
設
け
た
。
こ
れ
は
、
土
地
の
払
下
制
度
を
付
与
制
度
に
改
め
た
も
の
で
あ

っ
て、
開
墾
、
牧
畜
ま
た
は
植
樹
の
希
望
者
に
は
無
償
で
土
地
を
貸
与
し
、
そ
の
事
業

が
成
功
す
る
と
そ
の
ま
ま
事
業
者
の
所
有
地
と
し
て
給
付
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て

こ
う
し
て
民
間
に
給
付
さ
れ
た
土
地
は
、
そ
の
後
二
〇
年
間
に
租
税
も
免
除
さ
れ
る
と

い
う
優
遇
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
樽
前
に
移
住
農
家
が
多
く
入
っ
て
来
た
の
は
こ
う
い

う
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こう
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
ポ
ン
タ
ル
マ
エ
川
を
は
さ
ん
で
入
地
し
た
の
だ
が、

そ
の
こ
ろ
は
、
別
川々
の
国
道
ぶ
ち
に
最
上
(喜
平)、

土
橋
、
そ
の
奥
に
上
西
と
い
う

人
が々
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
当
時
の
戸
数
は
新
旧
合
わ
せ
て、
せ
い
ぜ
い二
〇
戸
程

度
だ
っ
た
と
此
内
平
吉
は
語
っ
て
い
る
。

私
ら
の
入
っ
た
こ
ろ
は、二

〇
戸
せ
い
ぜ
い
だ
っ
た
ね、
明
治
三
十
年
代
に
な
り
ま
す
か
ね
。
一番
古
いの
は
水
島
と
い
う
の
が
居
た
ん
だ
が
ね
。
そ
の

次
が
最
上
喜
平、

ど
っ
ち
も
旅
館
ら
し
い
ん
だ
よ
。
と
い
う
の
は
、
加
藤
の
婆
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
ん
だ
が
、
池
田
さ
ん
が
入
っ
た
時
は
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
小

屋
が
け
し
た
ん
だ
と
い
う
か
ら
‒
‒
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ9)

二
〇
戸
の
部
落
に
旅
館
が
二
軒
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
当
時
、
漁
期
の
人
の
出
入
り
が
多
い
た
め
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に
備
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本
市
史
編
集
長
の
堀
江
敏
夫
は
「そ
の
こ
ろ
の
実
力
者
は
旅
館
を
か
ね
て
い
た
ら
し

い。」と
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
約
一
〇
年
後
に
新
開
墾
者
は
国
有
未
開
地
の
払
下
登
記
を
す
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
胆
振
支
庁
の
土
地
台
帖
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
以
前
は
不
明
で
あ
る
。

(『国
有
未
開
地
地
番
号
簿
』
胆
振
支
庁
耕
地
管
理
課
蔵
よ
り
作
成
)

"

字
樽

前
字

別
々

字
樽

前

別
々

樽
前
村

字
ポ
ン
タル
マイ

ポ
ン
タ
ル
マ
イ

樽
前
村 名

三
一

三
〇
二
九

二
八
二
七
二
六
二
五

二
四

二
三
二
二
二
一

二
〇

地
番
号
反

二
、
二二三三二

七
一、
八
七
〇
八

二
、
九三
一
七

二
〇
四
、
三
二
二
一

二
、
二二二二一

五

二
、
〇
九
〇
九
四
十
二
年
十
月

二
、
五
八
二
四
ミ

二
、
七
七
〇
八

三
、
〇
五
二
五

三
、
五
二
一三

三
、
六
六
二
八

一二
、
二
九
二
一 別

11

11 11 三十
八
年二
月

処
分
年
月
日

仝 氏
人

柳
原
好
五
郎

村
田
仁
次
郎

内
務

省
堀
畑
継
太

池
田
理
兵
衛

伊
藤
福
蔵

四
十
一
年
十
月
此
内
平
次
郎

四
十
年
二
月
国
坂
茂
平

石
川
政
助

池
田
理
兵
衛

藤
本
良
之
助

名
"

11 第
二
条

第
二
条

第
三
条

第
三条
第
二
条
二
依
ル

処
分
法
第三
条
二
依
ル

処
分
法
第
三
条
二
依
ル

備
考

国
有
未
開
地
払
下
げ
者
一
覧
(樽
前
地
区
)

四
十
三
年
九
月

四
十三
年
三月

四
十
三
年
二
月

十
二
月

大
字

字 "

大
字

地

‒
‒
以
下
省
略

一
町
一

十
二
月

四
月

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

明
治
三
十
三
年
、
二
級
町
村
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
近
隣
各
村
が
分
村
し
て
い
っ
て
苫
小
牧
外
六
カ
町
村
と
な
り
、
同
三
十
五
年
四
月

か
ら
は
苫
小
牧
村
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
当
時
の
調
書
に
よ
っ
て
樽
前
の
戸
数
人
口
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
摘
記
し
て

見
よ
う
。

戸
数
の
増
減
一
覧
表
(樽
前
)

人
口

戸
数

一二
五

一
九

明
治
三
〇
年

一三
七 二
三

三
一
年

一九
六

四
六

三
二
年

一
村
税
⇒
納
ム
ル
者

平
均
額
以
上
ノ
町

五 計
納
ム
ル
者

地
租
十
銭
以
上1

以
上
納
ム
ル
者

直
接
国
税
五
十
銭1(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

五

坪
以
上
有
ス
ル
者

耕
地
一丁
、
宅
地百

町
村
会
議
員
選
挙
有
資
格
者
調
べ

(『北
海
道
戸
口
表
』
各
年
北
海
道
庁)

一
八
一

五
七

三
四
年

部
落
民
の
経
済
力
を
見
る
一
つの
資
料
と
し
て、
町
村
会
議
員
選
挙
資
格
者
調
書
が
あ
る
。
当
時、
一定
以
上
の
資
産
の
あ
る
者
で
な

け
れ
ば
選
挙
権
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一
回
苫
小
牧
村
会
議
員
選
挙
権
有
資
格
者
調
べ
を
見
る
と
該
当
者
は
五
名
よ
り
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
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戸
長
役
場
時
代
の
苫
小
牧
地
域
の
総
代
人
に
は、
樽
前
村
よ
り
水
島
彦
右
衛
門
が
出
て
い
た
が、
二
級
町
村
に
な
っ
て
か
ら
の
苫
小
牧

村
会
議
員
に
は
誰
も
出
て
い
な
い
。
た
だ
、
い
つ
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
か
現
在
明
ら
か
で
な
い
が
、
村
(町)

制
の
連
絡
機
関
と
し
て
区
長

が
任
命
さ
れ
る
が、
此
内
平
吉
、
伊
藤
仙
太
郎
の
記
憶
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
脈
を
記
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

記
憶
に
出
て
く
る
最
初
の
人
は
伊
藤
福
蔵
、
つ
い
で
池
田
平
治
郎、
加
藤
良
平
、
此
内
平
吉
、
池
田
栄
次
郎
と
続
く
。
最
初
は
町
村
長

か
ら
指
名
し
て
き
た
が
、
加
藤
良
平
の
こ
ろ
か
ら
部
落
で
選
出
し
て
上
申
発
令
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
いう
。
こ
う
い
う
形
が
終
戦
ま
で

続
い
て
部
落
会
の
自
治
形
態
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

樽
前
か
ら
議
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
の
は
高
坂
永
松
が
最
初
で
あ
る
。
高
坂
は
昭
和
七
年
五
月
の
選
挙
で
町
会
議
員
に
当
選
以
来

町
議
と
し
て
四
期、
市
議
と
し
て
三
期
、
同
三
十
四
年
四
月
ま
で、
計
二
十
一
年
間
議
会
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
て
き
た
。
特
に
北
海
道
庁
が
旧
樽
前
共
同
牧
場
を
買
収
し
、
民
有
未
墾
地
と
し
て
開
放
し
た
こ
と
に

よ
り
、
昭
和
六
年
以
来
続
入々
植
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら、
戸
数
は
一
躍
激
増
す
る
。
昭
和
十
年
の
国
勢
調
査
表
に
よ
れ
ば、
戸
口、

人
口
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

樽
前

地
区
世

帯
数

九
六

三
〇
三

男 人
女

二
四
九

五
五
二 計口

こ
れ
が、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
に
は
、
戸
数
一
二
〇
戸
、
人
口
六
一
三名
に
増
加
し
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
の

終
戦
後
の
樽
前
は
、
学
校
教
育、
社
会
教
育
の
分
野
に
画
期
的
な
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
が、
生
活
環
境
に
も
著

共
同
聴
取
し
い
変
化
が
あ
っ
た
。
ラジ
オ
の
共
同
聴
取
の
実
現、
市
営バ
ス
の
開
通
、
部
落
内
点
燈
の
実
現
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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生
活
文
化
へ
の
関
心
は
、
開
放
さ
れ
た
戦
後
の
日
本
の
新
し
い
意
識
の
現
れ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
の
発
達
と
情
報
の
聴
取、
享

受
は
激
変
す
る
社
会
が
求
め
る
必
然
の
要
求
で
も
あ
っ
た
。
各
地
の
農
村
は
続
々
と
し
て
共
同
聴
取
放
送
施
設
の
設
置
を
計
画
す
る
機
運

に
あ
っ
た
。
樽
前
部
落
に
は
電
気
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
情
報
と
娯
楽
を
求
め
て
も
ラ
ジ
オ
の
聴
取
は
出
来
な
か
っ
た
。
外
部
と

の
連
絡
は
一
日
一
回
の
郵
便
に
よ
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
。
この
部
落
に
と
っ
て
は
、
隣
部
落
社
台
の
ラ
ジ
オ
聴
取
は
う
ら
や
ま
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま、
社
台
駅
鉄
道
官
舎
に
駅
員
の
好
意
が
あ
っ
た
の
で、
有
志
は
ここ
か
ら
有
線
で
つな
い
でラ
ジ
オ
を
聴
取
す
る
こ
と
を
考

え
、
最
初
は
試
験
的
に
約
四
〇
戸
に
配
線
し
て
見
た
。
こ
れ
が
昭
和
二
十
八
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
結
果
は
良
好
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

希
望
者
を
つの
り
、
樽
前
ラ
ジ
オ
共
同
聴
取
組
合
(組合
長
田
中
與
八)
を
つ
く
り
、
市
の
助
成
を
受
け
、
受
信
装
置
本
機
を
社
台
集
乳
所

に
設
置
、
管
理
人
に
そ
の
操
作
を
依
託
し
本
放
送
を
開
始
し
た
。
組
合
加
入
戸
数
約
九
〇
戸
、
配
線
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
施
設
で

あ
っ
た
。
こ
れ
の
完
成
は
同
年
八
月
で
あ
る
。
こ
の
完
成
に
よ
っ
て、
ラジ
オ
の
共
同
聴
取
は
も
ち
ろ
ん
、
漁
家
地
域
を
の
ぞ
く
部
落
内

の
連
絡
通
報
は
円
滑
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
施
設
は、
同三
十
三
年
の
部
落
電
化
の
実
現
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が、
そ
れ
ま
で
の
約
五
年
間、
部
落
内
の
連
絡
と
娯
楽
の
提

供
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ス
と
電

樽
前
は
久
し
い
間
交
通
機
関
に
恵
ま
れ
ず
不
便
を
か
こ
っ
て
い
た
。
道
南
バ
ス
は
国
道
を
走
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は

話
の
開
通
停
留
所
が
な
か
っ
た
。
部
落
の
出
入
り
は
国
鉄
社
台
駅
の
乗
降
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
樽
前
中
学
校
は
閉
校
に
な
り
、
錦
岡
中
学
校
に
合
併
し
て
校
名
も
凌
雲
中
学
校
と
改
め
た
。
生

徒
は
錦
岡
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
見
返
り
が
市
営
バ
ス
錦
岡
線
の
樽
前
乗
入
れ
で
あ
る
。
開
通
式
は
同
年
十
月
一
日
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
か
ら
樽
前
は
新
し
い
足
を
得
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
年
、
さ
ら
に
加
え
ら
れ
た
の
は
通
信
の
便
‒
‒
公
衆
電
話
の
開
通
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
通
信
の
方
法
と
し
て
は
、
一日
一
回
の
郵
便
の
配
送
よ
り
な
か
っ
た
。
緊

急
の
場
合
は
隣
部
落
社
台
の
郵
便
局
の
公
衆
電
話
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
、
農
山
漁
村
通
信
施
設
の
充
実
を
計
る
た
め
に
電
話
架
設
促
進
法
が
公
布
さ
れ、

そ
の
予
算
は
国
費
で
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
苫
小
牧
市
は
そ
れ
を
へ
き
地
の
小

学
校
に
設
置
す
る
よ
う
に
措
置
し
た
。
そ
の
最
初
の
電
話
が
樽
前
小
学
校
に
架
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
開
通
は
同
年
十
一月
五
日
で
あ
っ
た
。

部
落
電
化

部
落
電
化
は
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
家
の
点
在
す

る
に
過
ぎ
な
い
こ
の
部
落
で
は
、
電
力
会
社
の
営
業
線
の
導
入
は
無
理

で
あ
っ
た
。

の
実
現

昭
和
十
七
年
こ
ろ
、
ポ
ン
タ
ル
マ
エ
川
周
辺
の
農
家
が
自
家
発
電
を
計
画
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
国
坂
方
円
を
中
心
と
す
る
付
近
の
農
家
は
利
用
組
合
を
作
り、
町
の
助
成

を
え
て
こ
こ
に
小
発
電
所
を
つ
く
っ
て
点
燈
し
た
。
し
か
し
、
管
理
が
行
き
届
か
ず
短

期
間
で
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
九
月、
白
老
営
林
署
は
樽
前
川
上
流
に
小
規
模
の
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
自
家
発
電
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
か
ろ

う
じ
て
事
業
所
の
用
を
た
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
のこ
ろ、
別
川々
尻
の
漁
家
集
落
は
社
台
か
ら
営
業
線
を
延
長
し
て
点
燈
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
部
落
の
大
半
を
占
め
る
農
業
地
帯
は
依
然
と
し
て
未
電
化
地
帯
で
あ
っ
た
。

ラ
ン
プ
生
活
か
ら
脱
け
出
し
た
い
と
い
う
願
い
は
容
易
に
実
現
の
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
、
電
力
の
逼
迫
、
経
済
の

付
編
部
落
史
・
樽
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貧
困
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。

や
が
て
、
世
の
中
が
落
ち
着
い
てく
る
と
、
無
電
化
地
帯
の
解
消
は
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
樽
前
の
電

化
問
題
は
こ
の
時
期
に
再
燃
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

昭
和二
十
七
年
八
月、
部
落
の
有
志
は
高
坂
永
松
宅
に
会
合
し
て
こ
の
問
題
の
促
進
に
つ
い
て
協
議
し
、
同
月
二
十
一
日
、
樽
前
小
学

校
を
か
り
て
「
樽
前
部
落
無
燈
火
解
消
促
進
大
会
」
を
ひ
ら
き
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
打
開
し
て
自
力
で
点
燈
を
実
現
す
る
こ
と
を
決
議
し

樽
前
電
化
促
進
委
員
会
(委
員
長
高
坂
永
松、
副
委
員
長
伊
藤
仙
太
郎
、
池
田
栄
次
郎)
を
設
け
て
積
極
的
活
動
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

活
動
の
第
一
段
階
は
電
化
可
能
区
域
の
想
定
と
そ
の
工
事
費
の
算
定
、
電
力
会
社
の
電
力
供
給
の
可
能
性
の
確
認
で
あ
った
。

予
算
概
算
は
苫
小
牧
市
に
依
託
し
て
つ
く
ら
れ、
電
気
供
給
力
に
つ
い
て
は
翌
二
十
八
年
五
月、
電
力
会
社
か
ら
可
能
見
込
書
が
発
行

さ
れ、
第
一
段
階
の
運
動
は
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る。
こ
こ
に
、
第
二
段
階
の
運
動
に
入
る
べ
く
委
員
会
は
解
散
し
、
新
た
に
樽
前
電
気

利
用
組
合
(委
員
長
高
坂
永
松、
副
委
員
長
伊
藤
仙
太
郎、
池
田
栄
次
郎)
が
組
織
さ
れ
た
。
同
年
五
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

不
幸
は
こ
の
年
に
お
こ
っ
た
。
翌
二
十
九
年
に
つ
づ
く
二
ヵ
年
の
冷
害
凶
作
で
あ
る
。

樽
前
の
電
化
問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
あ
っ
た
。
地
域
が
広
大
で
膨
大
な
工
事
費
が
必
要
で
あ
る
。
電
力
会
社
の
営
業
線
の
対
象

に
な
ら
な
い
か
ら
、
需
要
者
は
電
気
を
会
社
か
ら
買
い、
自
分
で
送
電
設
備
を
作
っ
て
点
燈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が、
こ
の

部
落
は
貧
困
零
細
な
農
民
集
団
だ
か
ら
そ
の
工
事
費
の
負
担
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
困
難
な
条
件
が
あ
っ
た
こ
の
地
方
が

冷
害
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
目
的
の
達
成
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
た
。

資
金
の
調
達
に
は、
ま
だ
大
き
な
問
題
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
た
。
各
自
に
は
事
業
の
達
成
に
必
要
な
資
金
を
一
時
に
出
資
す
る
だ
け
の

力
は
な
い
。
ど
う
し
て
も
市
の
補
助
金
と
国
庫
の
長
期
融
資
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
庫
融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
、
借
入

母
体
と
な
る
農
業
団
体
が
必
要
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧
の
場
合
、
こ
の
農
業
団
体
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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政
府
は
農
山
漁
村
の
電
化
を
促
進
す
る
た
め
に、
電
化
促
進
法
を
つ
く
っ
て
融
資
の

道
を
講
じ
て
い
た
が
、
苫
小
牧
の
場
合
、
農
業
協
同
組
合
と
酪
農
協
同
組
合
の
二
つ
の

農
民
の
団
体
が
あ
って
樽
前
の
場
合
も
農
家
の
所
属
は
そ
れ
ぞ
れ
に
別
れ
て
い
た
か
ら

ど
ち
ら
の
組
合
に
頼
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。さ
ら
に
加
え
て、い

ず
れ
の
組

合
も
経
営
が
苦
し
く
て
借
入
母
体
と
し
て
の
資
格
に
疑
問
を
も
た
れ
て
い
た
。

部
落
の
苦
悩
は
大
き
か
っ
た
。
も
り
上
が
っ
た
声
で
は
あ
っ
た
が
、
計
画
が
具
体
的

に
検
討
さ
れ
る
に
従
っ
て、
そ
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
来
た
。
少
な
く

と
も
、
現
在
の
条
件
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
全
戸
点
燈
を
希
望
す
る
こ
と
は
到
底
不
可

能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
い
っ
た
ん
燃
え
上
が
っ
た
こ
の
機
会
を
逃
が
し
て
は
、そ

れ
は
い
つ
訪
れ
る
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
道
は
一つ
よ
り
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
幸

い、
小
学
校
は
部
落
の
中
心
地
に
あ
っ
た
。
第
一段
階
と
し
て
市
費
に
よ
る
小
学
校
の

電
化
を
実
現
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
逐
次
各
戸
点
燈
に
拡
大
し
て
い
く
よ
り
方
法
は

な
い
。
そ
れ
が
苦
境
に
立
っ
た
部
落
の
判
断
で
あ
っ
た
。
幸
い、
高
坂
組
合
委
員
長
は

当
時
市
議
会
議
員
で
あ
っ
た
。
こう
し
て
苫
小
牧
市
、
同
議
会
に
根
強
く
了
解
工
作
が
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。

翌
二
十
九
年
八
月
二
十
日
、
部
落
で
は
電
気
利
用
組
合
と
部
落
会
の
合
同
総
会
を
開
い
て
、
部
落
電
化
第
一
期
計
画
と
し
て
小
学
校
ま

で
の
幹
線
工
事
に
市
費
支
出
を
陳
情
す
る
件
を
審
議
決
定
し
た
。

こ
の
直
後
に
不
幸
が
お
そ
っ
て
来
た
。九
月、台

風
が
全
道
を
吹
き
ま
く
っ
た
。通
称
一
五
号
台
風
で
あ
る
。青
函
連
絡
船
が
沈
没
し
一、四

四
一
名
の
死
者
を
出
し
、各
地
に
風
倒
木
の
被
害
が
大
き
か
っ
た。苫

小
牧
の
最
大
風
速
は
三
七
・八
メ
ー
ト
ル
に
達
し
六
億
六
千
万円

付
編
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の
被
害
を
出
し
た
。
農
村
の
打
撃
も
大
き
か
っ
た
。
樽
前
の
電
化
問
題
も
終
息
の
や
む
な
き
に
至
る
だ
ろ
う
と
噂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
部

落
の
期
待
は
根
強
か
っ
た
。
組
合
、
部
落
会
に
父
母
と
先
生
の
会
を
加
え
て
再
度
方
針
を
協
議
し
前
回
の
決
議
を
確
認
し
た
。

苫
小
牧
市
当
局
は
樽
前
電
化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
いて
、
こ
の
陳
情
の
取
り
扱
い
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
学
校
ま
で
の
工
事
費
を
負
担

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が、
そ
れ
は
、
そ
の
後
の
各
戸
の
工
事
費
補
助
の
み
ち
を
と
ざ
す
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
部
落
電
化
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
の
配
慮
が
あ
っ
た。
む
し
ろ
、
当
時
の
懸
案
で
あ
っ
た
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合、
苫
小
牧
市
酪

農
協
同
組
合
の
合
併
を
促
進
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
庫
融
資
の
道
を
ひ
ら
き、

一気
に
部
落
電
化
を
計
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
意
向
と
助
言
に
よ
っ
て、
部
落
は
新
た
な
曙
光
を
見
出
し
た
。
部
落
側
は、
組
合
総
会
を
も
っ
て

一、
全
部
落
の
電
化
を
目
標
に
す
る
こ
と

一、
国
庫
の
長
期
融
資
を
導
入
す
る
こ
と

二
つ
の
方
針
を
決
定
し
た
。
組
合
は
本
来
の
全
部
落
電
化
に
方
向
を
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
懸
案
の
両
農
協
合
併
問
題
も
進
ん

で
そ
の
解
決
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。

運
動
は
順
調
に
進
行
す
る
か
に
見
え
た
。
昭
和三
十
年
一
月、
長
期
融
資
借
入
関
係
書
類
資
料
が
苫
小
牧
市
と
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組

合
に
提
出
さ
れ
た
。
電
柱
は
クレ
オ
ソ
ー
ト
注
入
材
の
使
用
が
原
則
だ
っ
た
が
、
素
材
使
用
認
可
申
請
の
み
ち
が
あ
っ
た
。
二
月
に
は
そ

の
許
可
願
を
通
産
局
に
提
出
し
た
。
電
力
供
給
可
能
見
込
の
期
間
は
一
ヵ
年
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
延
期
の
手
続
き
も
と
ら
れ
た
。
苫
小
牧

市
農
業
協
同
組
合
、
苫
小
牧
市
酪
農
協
同
組
合
の
統
合
は
困
難
を
極
め
た
が
、
そ
れ
も
六
月
の
設
立
総
会
を
も
っ
て
成
立
し
た
。

し
か
し
、
問
題
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
。
こ
の
新
組
合
は
財
政
的
基
礎
が
弱
く
て
、
ま
だ
国
庫
融
資
を
受
け
る
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
電
化
問
題
は
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
て
焦
燥
し
苦
悩
し
た
。
組
合
は
再
び
苫
小
牧
市
に
陳
情
書
を
提
出
す
る
。
そ
の
中
に
当
時

の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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過
去
に
お
い
て
幾
度
か
部
落
を
あ
げ
て
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
微
力
及
ば
ず
資
金
の
調
達
に
最
大
の
希
望
を
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
農
林
漁

業
電
気
導
入
促
進
法
に
よ
る
長
期
融
資
借
入
に
つ
き
ま
し
て
も、
未
だ
に
申
請
の
手
続
き
を
取
り
得
な
い
事
情
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
苦
し
み
も
、
翌
三
十
一
年
に
入
っ
て、
よ
う
や
く
明
る
い
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
は
市
の
援

助
を
得
て、
よ
う
よ
う
経
営
の
基
礎
を
確
立
し、
樽
前
の
電
化
問
題
を
取
り
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
苫
小
牧
民
報
は
次
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
。

(『樽
前
部
落
電
気
関
係
資
料
綴
』
樽
前
部
落
会
蔵)

「苫
小
牧
市
字
樽
前
の
電
化
は
融
資
も
ほ
ぼ
確
定
的
と
な
り
、
市
農
協
も
(四
月)
二
十
三
日
の
総
会
で
中
金
(農
林
中
央
金
庫)
融
資三
百
万
円
の
転

貸
を
議
決
し
た
の
で
、
本
年
度
の
着
工
は
間
違
い
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。」

(『苫
小
牧
民
報』

昭
和三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
号
)

同
年
六
月
五
日
に、
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
は
理
事
会
で
「樽
前
の
電
化
に
つ
き
、
農
林
漁
業
資
金
の
借
入
れ
で
実
施
す
る
」
旨
の

最
後
決
定
を
行
い、
部
落
で
は
こ
れ
を
受
け
て、
組
合
の
総
会
を
ひ
ら
い
て
「電
化
促
進
法
に
よ
る
資
金
借
入
承
認
に
関
す
る
件
」
外
一

二
項
に
わ
た
る
案
件
を
審
議
決
定
し
た
。
八
月
に
は
工
事
計
画
の
第
一
次
見
積
が
出
来
上
が
っ
た
。

五
八
五
万
一
、
五
七
三
円

一万
七
、
五
七
九
メ
ー
ト
ル

三〇
八
本

六
七
戸

(『樽
前
部
落
電
気
関
係
資
料
綴』

樽
前
部
落
会
蔵
)

い
よ
い
よ
、
待
望
の
工
事
は
間
近
に
せ
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

付
編
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苫
小
牧
市
史
下
巻

こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
は
希
望
の
春
を
迎
え
た
の
だ
が、
苦
難
の
道
は
ま
だ
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
予
期
し
な
い
災
厄
が
襲
っ
て
来

た
。
そ
れ
は
数
十
年
来
と
言
わ
れ
る
冷
害
凶
作
の
襲
来
で
あ
る。
新
聞
記
事
を
拾
っ
て
見
よ
う
。

・
低
温
多
湿、
大
小
豆
一
ヶ
月
遅
延
(七
・
一四
)

・
水
稲
、
樽
前
地
区
そ
の
他三
分
作
(八
・二
)

・
数
十
年
来
の
凶
作
、
農
民
ぼ
う
然
自
失
(九
・
一二)

・
凶
作
危
機
突
破
大
会
開
く
(九
・二
三
)

昭
和二
十
七
年
以
来
、
こ
の
運
動
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
既
に
五
カ
年
を
へ
て
い
た
。
こ
の
間
の
運
動
の
経
過
は
変
転
き
わ
ま
り
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
農
民
は
冷
害、
水
害
、
台
風
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
来
た
。
そ
こ
か
ら
組合
の
運
動
の
方
針
が
た
び
た
び
揺
れ
動
い
て
来
た。

幸
い、
長
期
融
資
借
入
の
目
途
は
つ
い
て
も
、
組
合
員
に
と
っ
て
は
各
戸
工
事
費
の
調
達
に
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
疑
惑
や
不
満
が

ふ
き
出
し
て
来
た
。
運
動
は
最
後
の
段
階
に
来
て
結
束
が
乱
れ
か
け
て
い
た
。
そ
れ
が
表
面
に
ふ
き
出
し
て
来
た
の
が
一
部
組
合
員
の
組

合
脱
退
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
組
合
事
務
局
長
発
の
文
書
(一
一・二

七
付)
か
ら
写
し
て
見
よ
う
。

組
合
脱
退
の
御
希
望
を
伺
い
ま
し
た
。
考
え
方
や
事
情
は
一
戸
一
戸
違
う
と
思
い
ま
す
し
、
組
合
の
計
画
や
や
り
方
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
に
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で、
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
と
っ
く
り
話
し
合
い
を
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
‒
‒
‒
。

結
局
、
動
揺
は
経
過
が
長
く
情
報
が
断
片
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
憶
測
と
疑
惑
を
生
ん
で
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
の
だ
が

こ
の
事
件
が
内
部
的
な
問
題
解
決
の
一
つ
の
山
で
あ
っ
た
。

(『樽
前
部
落
電
気
関
係
資
料
綴
』
樽
前
部
落
会
蔵)

こ
う
ゆ
う
混
乱
が
あ
っ
た
の
も
、
連
年
の
凶
作
に
よ
る
経
済
不
安
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
各
戸
の
負
担
を
極
力
軽
減
す

る
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た。
先
に
述
べ
た
注
入
電
柱
の
代
わ
り
に
素
材
電
柱
を
使
う
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
工
事
請
負
業
者
に
電
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柱
を
現
物
支
給
す
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
用
材
を
営
林
署
から
払
下
げ
を
受
け
自
力
で
伐
採
製
材
し
た
の
も
そ
の
一つ
で
あ
っ
た
。

王
子
製
紙
株
式
会
社
送
電
線
交
差
地
点
の
地
下
ケ
ー
ブ
ル
資
材
を
同
社
から
提
供
を
受
け
た
の
も
そ
れ
で
あ
っ
た
。
市
の
助
成
金
の
申
請

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
教
員
住
宅
の
点
燈
に
つ
いて
は、
組
合
員
と
同
様
に
規
模
に
応
じ
て
市
に
負
担
し
て
も
ら
っ
た
の
も
そ
れ
で
あ
っ

た
。こ
う
し
て、
地
元
の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
っ
た
が
困
難
は
ま
だ
ま
だ
続
い
た
。
先
に
内
定
し
て
い
た
国
庫
融
資
の
件
が
難
し
く
な

っ
て
来
た
。
凶
作
に
痛
め
付
け
ら
れ
て
来
た
部
落
の
借
入
金
返
済
能
力
に
農
林
中
央
金
庫
は
疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
元
代
表

者
、
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
、
苫
小
牧
市
当
局
は
再
三
再
四
陳
情
に
出
向
い
た
が、
容
易
に
受
理
す
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
十
月、

十
一
月、
十
二
月
、
組
合
長
は
必
死
に
奔
走
し
た
。

昭
和三
十
二
年
に
入
る
。

こ
の
年
一
月、
工
事
の正
式
設
計
が
苫
小
牧
市
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
そ
れ
に
基
づ
い
て二
月
二
日
に
一
一社
に
よ
っ
て
入
札
が
行
わ
れ

た
。
業
務
は
苫
小
牧
市
が
代
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
邦
電
気
工
業
株
式
会
社
が
三
九
六
万
三
、
八
三
一
円
(各
戸
屋
内
線
を
除く
)
で
落

札
し
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
と
の
間
に
正
式
契
約
が
交
さ
れ
た
。
こ
の工
事
に
対
す
る
市
条
令
に
よ
る
助
成
金
は
一〇
八
万
四
、
七三

〇
円
、
学
校
関
係
の
受
益
者
分
担
金
と
し
て
市
費
二
六
万
円
支
出
が
決
定
し
た
。

こ
れ
で
準
備
は
完
了
し
た
。
あ
と
は
着
工
を
待
つ
ば
か
り
の
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
難
関
は
ま
だ
続
い
て
い
た
。

部
落
‒
‒
樽
前
電
気
利
用
組
合
で
は、
組
合
員
の
一
時
支
出
金
の
負
担
を
出
来
る
だ
け
軽
く
す
る
た
め
に
建
柱
の
人
夫
作
業
を
組
合
員

で
請
負
う
よ
う
に
業
者
と
契
約
し
て
い
た
。
し
かし
、
時
期
が
悪
か
っ
た
。
工
事
期
が二
月
か
ら
三
月
に
か
か
っ
て
い
た
。
積
雪
の
少
な

い
こ
の
地
方
で
あ
る
。
地
面
は
厚
く
コ
ン
ク
リー
ト
の
よ
う
に
凍
っ
て
い
た
。
人
力
で
は
至
難
の
作
業
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
救
農
土
木
事

業
が
重
な
っ
て
い
て、
こ
れ
も
年
度
内
に
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
作
業
の
遅
延
は
工
事
の
契
約
期
間
内
完
成
を
不
可
能
に
し
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苫
小
牧
市
史
下
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責
任
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
て
憂
慮
さ
れ
た
。

こ
う
い
う
困
難
に
直
面
し
て
い
た
時
期
に
現
れ
た
の
が
自
衛
隊
で
あ
っ
た
。

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
通
信
大
隊
が
樽
前
に
演
習
に
来
た
の
は
二
月
の
初
旬
で
あ
っ
た
。
旧
中
学
校
舎々
が
宿
舎
に
貸
与
さ
れ
た。

こ
の
時
、
た
ま
た
ま
彼
等
の
目
に
つ
い
た
の
が
校
庭
の
一隅
に
積
ま
れ
て
い
た
電
柱
材
で
あ
っ
た
。
電
気
工
事
は
通
信
隊
の
専
門
分
野
で

あ
っ
た
。「あ
れ
は
何
で
す
か。」そ

う
い
う
質
問
か
ら
電
気
工
事
のこ
と、
冷
害
凶
作
の
苦
境
が
語
ら
れ、
そ
れ
が
上
司
に
伝
え
ら
れ
て
協

力
の
内
意
と
な
っ
た
。
早
速
正
式
の
陳
情
が
あ
り
、
隊
は
演
習
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

部
隊
が
建
柱
工
事
の
た
め
に
現
地
に
到
着
し
た
の
は三
月
一日
、
翌
二
日
か
ら
三
日
間
で
完
了
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
工
事
は
予
想
を
こ
え
る
難
工
事
で
あ
っ
た
。
厚
く
凍
結
し
た
火
山
灰
の
地
面
は
機
械
力
を
も
容
易
に
受
け
つ
け
な
か
っ

た
。
穿
孔
車
の
ド
リ
ル
は
た
ち
ま
ち
摩
滅
し
て
破
砕
式
の
車
両
に
取
り
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
衛
隊
新
聞
「朝
雲
」
は
こ
の

工
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「作
業
隊
長
鬼
木二
佐
以
下
一
六
〇
名
が
現
地入
り
し
た
の
は
三
月
二
日
だ
っ
た
。
工
事
現
場
は
勇
払
原
野
特
有
の
火
山
灰
で、
雪
は
少
な
い
が
吹
き
つ

け
る
雪
風
は
可
成
り
き
び
し
く
(中
略)、そ

の
上
、
地
表
面
か
ら
二
尺
(約
六
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル)
く
ら
い
は
コン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
か
ち
か
ち
に
凍

結
し
て
お
り
、
加
え
て
地
中
至
る
所
に
木
株
や
岩
石
が
あ
っ
て
工
事
は
困
難
を
き
わ
め
た
‒
‒
。

(『朝
雲
』
昭
和
三
十
二
年
自
衛
隊
新
聞
)

こ
う
し
て
、
工
事
日
程
は
さ
ら
に三
日
間
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

苦
労
に
苦
労
を
重
ね、
障
害
を
一
つ
一
つ
踏
み
こ
え
て
来
た
こ
の工
事
も
、
遂
に
難
関
を
脱
し
た
。
別
々
の
奥
か
ら
部
落
の
す
み
ず
み

ま
で
見
事
に
電
柱
の
立
並
ん
で
い
る
様
子
を
見
て、
視
察
に
来
た
市
の
理
事
者
は
「ど
ん
な
金
持
ち
で
も、
ここ
ま
で
は
電
気
は
引
け
な

い
。」と

感
嘆
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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電気のついた樽前部落 (昭和32年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

そ
の
後
の
工
事
は
順
調
で
あ
っ
た
。
四
月
五
日
、
札
幌
の
通
産
局
の
検
定
を
お
え
、

翌
六
日
に
は
仮
検
定
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

こ
の
日、
春
風
に
地
盤
の
と
け
た
ぬ
か
る
み
を
踏
ん
で、
社
台
の
自
家
用
施
設
分
岐

点
に
お
い
て、
関
係
者
立
合
い
の
も
と
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
記
念
す
べ
き
通
電
式
が

行
わ
れ、
高
坂
組
合
長
の
手
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
夜
か
ら
、
多
年、
無
燈
火
を
嘆
い
て
来
た
部
落
の
各
戸
に
は
、
あ
か
あ
か
と
電

燈
が
と
も
っ
た
。
苫
小
牧
市
、
苫
小
牧
市
農
業
協
同
組
合
の
支
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

た
び
た
び
の
凶
作
に
も
め
げ
ず
、
約
六
ヵ
年
の
悪
戦
苦
闘
を
乗
り
越
え
て、
樽
前
は
遂

に
自
力
で
こ
の
困
難
な
事
業
を
達
成
し
た
。
そ
れ
は、
樽
前
の
歴
史
を
画
す
る
大
事
業

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
十
四
年、
樽
前
電
気
利
用
組
合
は
順
調
に
経
営
さ
れ、
昭
和
四
十
六
年
末

に
は
需
要
戸
数
一
一八
戸
、
使
用
電
力
二
三
四
、
三キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
増
加
し
た
の
で、

同
四
十
七
年
一
月
十
九
日、

一、
四三
六
万
三
、
〇
〇
〇
円
を
も
っ
て
北
海
道
電
力
株

式
会
社
の
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

道
央
佐
藤
病

昭
和
四
十
四
年、
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
港
計
画
が
具
体
化
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
佐
藤
病
院
の
柏
原
分
院
も
移

院
の
転
入

転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
移
転
先
に
選
ば
れ
た
の
が
当
地
で
あ
る
。

移
転
開
業
は
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日、
保
有
面
積
一〇

万
五
、三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
ベ
ッ
ト
数
二
二
二
床、
精
神
科
の
専
門
病

院
で
あ
る
が
、
閉
鎖
的
療
法
か
ら
自
然
の
中
の
開
放
療
法
へ
と
新
し
い
医
療
の
方
向
を
目
ざ
し
て
各
棟
の
施
設
を
整
え
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前ハイランド (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

同
四
十
八
年
一
月
、
こ
の
病
院
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
陽

園
(一
〇〇
床)
が
附
設
さ
れ
た
。
寝
た
き
り
老
人
を
収
容
し
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
施

樽
前
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
沼
と
清
流
に
恵
ま
れ

設
の
進
出
て
知
る
人
を
引
き
つ
け
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
の

自
然
の
景
観
に
着
目
し
た
の
が
T
B
S
不
動
産
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧

森
林
組
合
所
有
地
を
買
収
し
た
同
社
は、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十

五
日
、
こ
こ
に
一
大
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
「T
B
S
樽
前
ハ
イ
ラ
ン

ド
」
を
建
設
開
業
し
た
。
水
と
緑
を
最
大
限
に
生
か
し
た
大
規
模
レ

ジ
ャー
施
設
で
あ
る
。

こ
れ
と
別
な
行
き
方
を
と
っ
て
い
る
も
の
に
森
田
遊
園
が
あ
る
。

森
田
哲
也
の
経
営
で
あ
る
。
森
田
の
所
有
地
内
に
あ
る
小
沼
(森
田

沼)
を
中
心
に、
市
民
に
静
か
な
憩
い
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
し
て

造
園
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日
に
公
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
農
村
樽
前
は
、
更
に
保
養
地
と
し
て
も
新
し
い
方
向

を
展
開
し
て
ゆ
く
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
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樽
前
小
学

五
教
育
・
文
化

苫
小
牧
市
立
樽
前
小
学
校
は、
大
正
十
一
年
六
月
十二
日
に
創
始
さ
れ
た
覚
生
尋
常
小
学
校
樽
前
特
別
教
授
場
に
は
じ

校
の
沿
革
ま
る
。

苫
小
牧
の
小
学
校
教
育
は、
明
治
九
年
の
苫
小
牧
仮
教
育
所
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
が、
当
地
方
は
出
稼
漁
民
の
漁
業
地
で
あ
っ
て
永
住

人
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
学
校
設
置
の
気
運
は
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
。
こう
し
て
樽
前
、
覚
生
、
錦
多
峰
(錦
岡)、

小
糸
魚
(糸
井)

に
散
在
す
る
児
童
を
集
め
て
覚
生
に
小
学
校
‒‒苫

小
牧
小
学
校
覚
生
分
校
が
設
け
ら
れ
た
の
が
明
治
二
十
三
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
分
校
は
独
立
し
て
覚
生
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。

明
治
の
末
年
か
ら
大
正
年
代
に
か
け
て
の
樽
前
は
、
農
家
の
移
住
に
加
え
て
林
業
も
お
こ
っ
て
児
童
数
が
増
加
し
た
の
で、
大
正
十
一

年
六
月、
民
家
を
借
り
て
地
元
で
教
育
出
来
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
覚
生
尋
常
小
学
校
所
属
の
樽
前
特
別
教
授
場
で
あ
っ
た
。

学
校
沿
革
誌
で
は
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

「本
村
ハ
活
火
山
樽
前
山
ノ
麓
ニ
位
置
シ
地
層
ノ
大
部
分
ハ
火
山
灰
ラ
以
テ
形
成
セ
ル
ガ
故
二
、
産
業
方
面
ノ
発
達
遅
々
ト
シ
テ
振
ハ
ズ
、
ワ
ズ
カ
ニ

沿
岸
ニ
於
テ
漁
ル
者
ア
ルニ
過
ギ
ズ
シ
テ
、
コ
ノ
地
ニ
永
住
ラ
志
ス
者
少
ナ
ク、
為
二
戸
数
ワ
ズ
カ、
従
テ
就
学
児
童
ノ
如
キ
モ
数
名
ラ
算
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ

レ
バ
学
校
ノ
設
置
ナ
ク
、
依
ツ
テ
従
来
ハ
隣
村
ナ
ル
覚
生
尋
常
小
学
校
若
ク
ハ
社
台
尋
常
小
学
校
ニ
通
学
ナ
シ
居
リ
シ
処、
近
年
二
至
リ
漸
ク
此
ノ
地
ニ
住

居
シ
テ
土
地
ノ
改
良
ラ
計
り
農
耕
二
従
事
ス
ル
モノ
、
将
又
製
炭
業
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
、日
ラ
追
ツ
テ
其
ノ
数
ラ
加
へ、
就
業
児
童
ノ
如
キ
モ
自
然
之
ニ
ツ
レ

テ
増
加
シ
参
拾
余
名
ラ
数
フ
ル
ニ
至
リ
タ
レ
共
、
如
何
セ
ン
通
学
距
離
ノ
遠
キ
タ
メ、
幼
学
年
児
童
ノ
兎
角
欠
席
勝
ナ
ル
タ
メ
、
義
務
教
育
ノ
趣
旨
ニ
モ
反

ス
ル
コ
ト
大
ナ
ル
デ
以
テ
、
茲
ニ
一時
ポ
ン
タ
ル
マ
イ
川
ノ
下
流
沿
岸
国
道
ノ
北
方
ニ
在
ル
和
美
加
一
氏
ノ
所
有
ニ
カ
カ
ル
四
間
二
二
間
ノ
堀
立
小
屋
(柾

屋
根)
弓
借
り
受
ケ
修
理
ラ
加
ヘ
テ、
覚
生
尋
常
小
学
校
ニ
在
学
中
ノ
児
童
参
拾
八
名
⇒
収
容
シ
、
大
正
十
一
年
六
月
十
二
日
ヨ
リ
覚
生
尋
常
小
学
校
所
属

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽
前
特
別
教
授
場
ト
シ
テ
開
校
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
。
宇
高
准
訓
導
コ
レ
ガ
教
授ノ
任
ニ
ア
タ
リ、
宇
高
登
美
代
用
教
員
ト
シ
テ
裁
縫
教
授
ノ
任
ニ
ア
タ
ル。

改
造
及
開
校
祝
賀
会
費
計
九
拾
五
円
八
拾
参
銭
⇒
要
セ
リ
。」

(『学
校
沿
革
誌』
樽
前
小
学
校)

樽
前
の
児
童
が
地
元
の
学
校
に
通
学
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
覚
生
小
学
校
の
児
童
は
ほ
と
ん
ど
錦
多
峰
か
ら
の
通
学
生
に
な
っ
た
の
で

校
名
を
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
樽
前
特
別
教
授
場
も
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
樽
前
特
別
教

授
場
と
改
め
ら
れ
た
。
つ
い
で、
錦
多
峰
小
学
校
は
同
十
月、
錦
多
峰
に
校
舎
を
新
築
移
転
、
旧
校
舎
が
不
用
に
な
っ
た
の
で、
そ
の
解

体
材
を
も
っ
て
樽
前
特
別
教
授
場
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「大
正
拾
壱
年
拾
月
四
日、
覚
生
尋
常
小
学
校
舎々
新
築
落
成
ニ
ツ
キ、
従
来
ノ
校
舎
不
要
ト
ナ
リ
タ
レ
バ
、
樽
前
村
民
二
於
テ
之
弓
移
転
改
築
シ
、
以

テ
樽
前
校
舎
に
充
ツベ
ク
管
理
者
ノ
諒
解
ラ
得
テ
、
大
正
拾
壱
年
拾
月
参
拾
日、
左
記
平
面
図
ノ
如
キ
改
築
ノ
上
棟
ラ
ア
シ
、
同
年
拾
壱
月
貳
拾
日
全
部
落

成
セ
ル
ラ
リ
テ
、
同
月
貳
拾
五
日
児
童
職
員
移
転
シ
、
翌
拾
貳
月
八
日
之
ノ
落
成
式
ラ
挙
行
セ
リ
。」

(『小
学
校
沿
革
誌
』
樽
前
小
学
校)

本
校
は
、
そ
の
後
校
舎
を
増
築
し
た
が、
昭
和
六
年
以
降
開
拓
入
地
に
よ
っ
て
児
童
数
が
急
増
し
た
の
で、
同
九
年
四
月
一
日、
苫
小

牧
町
立
樽
前
小
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。

や
が
て、
日
本
は
戦
争
時
代
に入
っ
て
い
く
。
国
民
学
校
令
が
施
行
さ
れ
て、
同
十
六
年
四
月
一
日、
校
名
は
樽
前
国
民
学
校
と
改
め

ら
れ、
尋
常
科
は
初
等
科
と
改
称
さ
れ
た
。

従
来、
高
等
科
に
進
学
を
希
望
す
る
者
は
他
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
同
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
国
民
学
校
に
併
置
さ

れ
た
の
で
教
室
の
増
築
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
校
舎
の
位
置
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
動
工
事
は
部
落
総
出
の
労
力
奉
仕

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
工
事
は
同
年
九
月
に
終
了
し
た
。
つ
い
で、
職
員
室
(十
月)、

玄
関
(十
一月)

が
出
来、
教
室
が
完
成
し
た
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樽前小学校 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

のが
十
二
月
で
あ
っ
た
が、
こ
れ
に
先
立
っ
て
グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ

は
児
童
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
七
月
に
完
成
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
青
年
の
教
育
機
関
と
し
て
同
七
年
四
月
一
日
、
青
年
訓
練
所
が
小
学

校
に
付
設
さ
れ
た
が、

こ
れ
は
同
十
年
三
月
三
十
一
日
に
廃
止
に
な
っ
て
翌
四
月
一
日

か
ら
農
業
青
年
学
校
に
か
わ
っ
た
。

戦
時
中
の
農
村
の
学
校
経
営
は
、
市
街
地
の
学
校
と
は
ま
た
異
な
っ
た
姿
を
持
っ
て

い
た
。
本
校
の
卒
業
生
柳
原
勇
は
そ
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「戦
争
は
激
烈
を
極
め、
銃
後
の
守
り
は
家
庭
に
残
る
老
幼
男
女
に
よ
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
民
経
済
も
日
増
し
に
苦
し
く
、
食
糧
難
に
直
面
し
て
ま
い
り
ま
し
た

馬
鈴
薯
や
南
瓜
が
主
食
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
か
ら
で
し
た
。
農
家
の
担
い
手
は
戦
場
に
相
つ
ぎ

出
征、
食
糧
増
産
の
要
請
は
農
家
に
と
っ
て
大
変
な
重
荷
で
し
た
。
こ
の
頃
の
学
童
も
農
家
に
と

っ
て
重
要
な
存
在
と
し
て
援
農
に
か
り
立
て
ら
れ
た
の
で
し
た
。」

(『学
校
沿
革
誌
』
樽
前
小
学
校)

昭
和
二
十
年
八
月
、
戦
争
が
終
わ
る
と
日
本
は
連
合
軍
総
司
令
部
の
占
領
下
に
お
か
れ
、
教
育
は
戦
時
教
育
体
制
の
停
止
と
そ
の
切
り

か
え
、
不
適
当
な
内
容
の
削
除
と
修
身
、
歴
史
、
地
理
の
授
業
停
止
が
指
令
さ
れ
た
。
教
育
は
混
乱
の
う
ち
に
新
学
制
が
実
施
さ
れ、
そ

れ
に
基
づ
い
て
同
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
校
名
が
変
更
さ
れ
た
。
国
民
学
校
は
再
び
小
学
校
と
改
め
ら
れ
、
つ
い
で
高
等
科
は
廃
止
さ

れ
て
義
務
制
の
中
学
校
に
移
行
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
小
学
校
は
順
調
に
推
移
し
て
来
た
と
い
っ
て
い
い
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

校
舎
が
老
朽
化
し
た
の
で
同
三
十
年
に
は
鉄
筋
構
造
の
近
代
的
校
舎
に
改
築
さ
れ、
同
三
十
二
年
に
は
電
気
点
燈
が
実
現
し
て
教
育
条

件
が
整
備
さ
れ
た
。
学
級
編
成
基
準
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
学
級
は
増
加
し
、
同
三
十
九
年
に
は
六
学
級
編
成
と
な
り
、
学
級
増
加
に
と

も
な
っ
て
普
通
教
室
、
特
別
教
室
も
ま
た
増築
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こう
い
う
状
態
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
地
域
社
会
は
変
化
し
て
い
た
。
人
口
の
流
出
が
あ
り
、
新
し
い
企
業
が
進
出
し

て
も
従
業
員
に
は
通
勤
が
多
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て、
在
席
児
童
は
減
少
し
学
級
数
も
通
減
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

樽
前
中
学
校
の
は
じ
め
は
、
昭
和二
十二
年
六
月
一
日、
小
学
校
高
等
科
を
改
編
し
て
出
発
し
た
苫
小
牧
西
中
学
校
樽

樽
前
中
学

校
の
設
置
前
分
校
で
あ
る
。

こ
の
土
地
の
小
学
校
に
は
初
め
高
等
科
が
な
か
っ
た
か
ら
、
希
望
者
は
苫
小
牧
小
学
校
高
等
科
に
入
学
し
た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
苫
小

牧
に
借
家
を
借
り
て
自
炊
し
た
の
で
あ
る
。
この
不
便
も
昭
和
十
八
年
、
樽
前
国
民
学
校
に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
て
か
ら
解
消
し
た
。
こ

れ
が
戦
前
の
推
移
の
大
要
で
あ
る
。

戦
後
、
学
制
が
改
革
さ
れ
た
。
義
務
教
育
は
小
学
校
六
ヵ
年
、
中
学
校三
カ
年
計
九
ヵ
年
に
改
め
ら
れ
て、苫

小
牧
に
は
東
中
学
校、西

中
学
校
の二
校
が
新
設
さ
れ
た
。
自
然
、
小
学
校
高
等
科
は
こ
れ
に
転
換
す
る
形
に
な
り
、
初
年
度
は
一
年
を
義
務
制
と
し
逐
次
三
ヵ
年

を
も
っ
て
完
全
義
務
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
樽
前
小
学
校
高
等
科
は
苫
小
牧
町
立
西
中
学
校
樽
前
分
校
と
な
り
、
一

学
級
編
成
で
小
学
校
に
間
借
り
す
る
形
で
同
二
十
二
年
六
月
三
日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
翌
二
十三
年
四
月、
苫
小
牧
は
市
と
な
り
、

そ
の
九
月、
西
中
学
校
は
弥
生
中
学
校
と
改
称
し
た
。

中
学
校
は
同
二
十
四
年
度
か
ら
三
ヵ
年
の
完
全
義
務
制
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が、
当
時
全
国
各
地
の
市
町
村
は
そ
の
財

源
に
苦
し
ん
で
い
た
。
二学
年
ま
で
は
高
等
科
時
代
の
教
育
を
何
と
か
充
当
し
て
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
出
来
た
が、
三
学
年
ま
で
義
務

制
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
収
容
す
る
教
室
が
な
く
な
る
。
市
当
局
も
一
時
は、
三年
生
は
本
校
に
通
学
さ
せ
よ
う
か
と
い
う
論
が
真
剣
に
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樽前中学校 (昭和30年)
〔近江謙三蔵〕

話
し
合
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
部
落
で
は
建
築
費
の
一部
を
負
担
し
て
で
も
地
元

で
通
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
強
い
要
望
が
お
こ
っ
て、
小
学
校
々
地
内
に
校

舎
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
額
七
五
万
円
、
う
ち
部
落
負
担二
十
三
万
円
で
あ
っ

た
。新
校
舎
に
移
転
学
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
同
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。

二
十
三
年
度
の
一ヵ
年
間
を
全
学
年
が
小
学
校
舎々
の
一
教
室
で
不
自
由
を
し
の
ん
だ

わ
け
で
あ
る
。

昭
和二
十
六
年
四
月
一
日、
中
学
校
ば
本
校
弥
生
中
学
校
から
独
立、
苫
小
牧
市
立

樽
前
中
学
校
と
な
り
、
同
五
月
二
十
日
に
は
盛
大
な
独
立
記
念
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
教
育
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
や
が
て
小
規
模

学
校
の
教
育
効
果、
財
政
効
果
が
問
題
と
な
る
時
期
が
来
た
。
樽
前
中
学
校
は二
学
級

編
成
に
な
っ
て
い
た
が
、
こう
いう
小
さ
い
学
校
で
は
教
員
定
数
が
少
な
く、
教
材
教

具
も
十
分
に
揃
え
る
こ
と
は
出
来
な
い。
他
の
学
校
と
併
合
し
て
相
当
規
模
の
学
校
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こう
し
て
、
本
校
は
同
三
十
一
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
十
年
の
歴
史
を
閉
じ
、
翌
十
月
一

日
、
錦
岡
中
学
校
と
併
合
、
凌
雲
中
学
校
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

青
年
団

樽
前
に
文
化
活
動
の
芽
が
ふ
き
出
し
た
の
は
終
戦
直
後
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
豊
栄
青
年
団
の
結
成
を
最
初
と
し
て
奔
流
の

の
活
動

よ
う
に
動
き
出
し
た
。

青
年
団
活
動
の
は
じ
め
は
大
正
五
年
の
樽
前
青
年
会
で
あ
る
。
昭
和
八
年
、
青
年
訓
練
所
が
設
立
さ
れ
る
にと
も
な
っ
て
青
年
団
は
再

付
編
部
落
史
・
樽
前

1743



苫
小
牧
市
史
下
巻

1

樽前豊栄青年団 (昭和25年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

構
成
さ
れ、
同
十
五
年
に
は
大
日
本
青
年
団
が
出
来
て
全
国
一
本
に
統
轄
さ
れ
た
が、

戦
時
色
に
駆
り
立
てら
れ
た
た
め
に
郷
土
に
立
脚
し
た
青
年
の
動
き
と
し
て
は
見
る
べ

き
も
の
の
が
な
か
っ
た
。

樽
前
豊
栄
青
年
団
は、
終
戦
直
後
の
二
十
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
。
当
時
の
い
き

さ
つ
を
水
口
俣
一
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「昭
和
二
十
年
八
月、突

如
と
し
て
敗
戦、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

復
員
し
た
時
は、
か

わ
す
言
葉
も
な
く
、
職
場
を
失
い
家
を
な
く
し
た
多
く
の
復
員
軍
人
。
子
や
夫
を
戦
野
に
さ
ら

し
た
無
情
の
嵐
は
遺
族
の
前
に
吹
き
つ
け
て
い
た
の
で
し
た
。
こ
の
時、
若
者
同
志
、
心
を
よ

せ
合
う
よ
う
に
集
ま
って
来
た
の
が
豊
栄
青
年
団
結
成
の
動
機
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

寒
村
に
も
八
〇
余
名
の
男
女
団
員
を
擁
し
、
励
ま
し
の
場
と
し
て
、
憩
い
の
場
と
し
て、
教
養

の
場
と
し
て
若
者
の
欲
求
が
す
べ
てこ
こ
で
満
た
さ
れ
た
感
が
い
た
し
ま
す
。」

こ
の
青
年
の
動
き
に
方
向
を
与
え
た
の
が
当
時
の
小
学
校
長
浦
島
満
寿
夫
で
あ
り
、

(『学
校
沿
革
誌』
樽
前
小
学
校)

仲
間
の
動
力
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
佐
木々
孝
一
で
あ
っ
た
。
豊
栄
青
年
団
は
意
欲
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
苫
小
牧
連
合
青
年
団
結
成
に

ま
で
進
み
、
つ
い
で、
北
海
道
青
年
団
体
協
議
会
に
役
員
を
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
学
級

樽
前
社
会
学
級
の
最
初
は
同二
十
二
年
五
月
三
日、
樽
前
小
学
校
に
開
設
し
た
公
民
学
級
で
あ
る
。
や
が
て
社
会
教
育

の
活
動
法
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
同
校
の
母
親
学
級
や
青
年
団
の
教
養
講
座
を
吸
収
し
て
同
二
十
四
年
度
か
ら
社
会
学
級
と
し
て

再
発
足
、
そ
の
間
同
二
十
七
年
度
に
は
文
部
省
の
研
究
委
嘱
学
級
と
も
な
っ
て
い
る
。
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樽
前
社
会
学
級
は
、
他
の
部
落
内
諸
団
体
‒‒‒

部
落
会
、
父
母
と
先
生
の
会
、
婦
人
会
、
青
年
団
と
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

部
門
を
協
力
し
合
い、
各
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

樽
前
の
場
合
、
社
会
学
級
は
単
な
る
学
級
生
の
教
養
機
関
で
は
な
い
。
そ
の
役
員
構
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
部
落
内
の
あ
ら
ゆ
る
社

会
教
育
団
体
と
協
力
し
、
全
部
落
民
の
文
化
教
養
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の

樽
前
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
、
小
・
中
学
校
父
母
と
先
生
の
会
と
し
て
創
立
さ

団
体
活
動
れ
た
。
中
学
校
々
舎
の
設
立
問
題
か
ら
、
荒
廃
し
た
小
学
校
舎々
補
修
問
題
、
教
員
住
宅
充
実
問
題
等
多
く
の
問
題
の
解

決
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
労
を
お
し
ま
ず
学
校
に
協
力
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
父
母
住
民
の
和
を
つ
く
り
教
育
を
理
解
す
る
道
を
歩
ん
で

来
た
。
同
三
十
五
年、
本
会
は
社
会
教
育
優
良
団
体
と
し
て
苫
小
牧
市
の
表
彰
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か、
婦
人
会
、
若
妻
会
が
組
織
さ
れ
て
活
動
し
て
い
る
。

六
宗

教

樽
前
の
宗

樽
前
の
神
社、
寺
院
の
は
じ
ま
り
は
よ
く
わ
か
ら
な
い。
松
浦
武
四
郎
の
東
蝦
夷
日
誌
に
よ
れ
ば
「其
己
前、
慈
覚
大

教
沿
革
師
の
建
立
の
堂
も
有
し
と
言
傳
う
。」と
あ
る
。
彼
の
調
査
に
来
た
時に
は
「垂
舞
山
の
拝
殿
有
。
本
尊
は
円
空
鉈
作
の
観

音
有
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
本
尊
は
現
在
錦
岡
樽
前
神
社
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
苫
小
牧
町
史
は
「寛
文
又
は
文
化
年
間
に
樽
前

山
麓
に
移
さ
れ、
そ
の
後
覚
生
、
錦
多
峰、
時
に
は
漁
業
の
守
護
神
と
し
て
勇
払
に
も
奉
祀
さ
れ
た
事
が
あ
る
が、
現
在
で
は
錦
多
峰
の

樽
前
神
社
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

明
治三
年
五
月
の
太
政
官
、
高
知
藩
の
引
継
書
に
は
、「タ

ル
マ
イ
権
現
社
有
」
と
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前神社 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

樽前山観音寺 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

樽
前

樽
前
神
社
は
、
も
と

神
社
覚
生
に
あ
っ
た
も
の
の

別
れ
と
い
わ
れ
、
遙
拝
所
と
し
て
樽

前
に
建
立
さ
れ
た
の
が
明
治三
十
七

年
、
樽
前
神
社
と
し
て
独
立
し
た
の

が
大
正
七
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
此
内
平
吉
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
樽
前
に
移
っ
た
の
が
明
治

三
十
七
年
な
ん
だ
が、
そ
の
時
の
様

子
が
わ
から
な
い
訳
だ
。
‒
‒
そ
の

神
様
だ
が、三
十
七
年
に
持
って
来
た

時
の
御
幣
が
あ
っ
て
ね、
「遙
拝
所」

と
書
いて
あ
る
ん
だ
。
‒‒‒そ

し
て
、
大
正
七
年
に
改
築
し
た
時
に
白
老
八
幡
宮
の
宮
司
の
鈴
木
健
治
と
い
う
神
主
が
神
様
の
名
前
を
書
い
てく
れ
た
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)

樽
前
山

こ
の
神
社
が
今
の
位
置
に
移
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
九
月
十
八
日
で
あ
る
。

宗
教
法
人
樽
前
山
観
音
寺
が
樽
前
に
移
っ
て
来
た
の
は、
昭
和三
十
八
年
春
で
あ
る。
代
表
役
員
郡
司
英
徳
は
先
に
市
内

観
音
寺
字
中
野
に
修
養
道
場
を
ひ
ら
き
、
か
た
わ
ら
社
会
福
祉
に
貢
献
し
て
来
た
が、
港
の
掘
り
込
み
と
共
に
同
地
が
不
適
当
に
な

1746



っ
た
た
め
に
新
た
に
樽
前
の
地
を
ト
し
て
道
場
を
開
山
し
た
の
で
あ
る
。
総
敷
地
面
積
約三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
本
堂
の
ほ
か
、
六
角

堂
、
護
摩
堂
、
お
こ
も
り
堂
、
鐘
楼
堂
、
三三
観
音
巡
拝
道
場
を
有
し
、
四
時
有
縁
の
信
者
の
参
詣
が
た
え
な
い
。

七
産

業

樽
前
の

樽
前
が
そ
の
昔、
領
主
の
直
領
ま
た
は
家
臣
の
知
行
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
は、
蝦
夷
地
の
他
の
場

漁
業

所
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
川
に
そ
上
し
て
来
る
サ
ケ
が
捕
獲
さ
れ
交
易
品
に
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

寛
政
十
一
年
(一
七
九
九)
こ
の
地
は
幕
府
の
直
轄
の
も
と
に
勇
払
場
所
の
中
に
編
入
さ
れ、
従
っ
て
ア
イ
ヌ
の
と
る
産
物
の
交
易
も
勇

払
会
所
の
管
轄
下
に
入
っ
た
。

文
化
十
年
(一八

一三
)、
幕
府
の
場
所
直
捌
制
は
廃
止
さ
れ
て
場
所
請
負
制
が
復
活、
文
政
四
年
(一
八二
一)
に
は
蝦
夷
地
は
松
前
藩
に

返
さ
れ
る
が、
こ
の
間
の
現
地
の
様
子
を
伝
え
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
い。
た
だ
、
こ
の
間
に
こ
の
地
方
の
イ
ワ
シ
漁
が
開
発
さ
れ
て
次

第
に
盛
大
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
注
目
すべ
きこ
と
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧
沿
岸
の
漁
業
は
一言
に
言
え
ば
イ
ワ
シ
に
は
じ
ま
っ
て
イ
ワ

シ
に
終
わ
る
の
だ
が、
イ
ワ
シ
漁
は
そ
の
盛
期
に
は
こ
の
地
方
の
代
表
的
漁
場
と
し
て
活
況
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
中
期
以
降、
作
物
の
栽
培
に
は
金
肥
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
が、
そ
の
製
産
の
中
心
は
九
十
九
里
浜
の
干
イ
ワ
シ
で
あ
り
、需
要
の
伸

び
に
従
っ
て
蝦
夷
地
の
ニ
シ
ン
粕
が
注
目
さ
れ
た
。
幕
末
に
至
っ
て
同
浜
の
イ
ワシ
漁
が
減
退
す
る
と、
そ
の
補
充
は
蝦
夷
地
に
求
め
ら

れ
、
苫
小
牧
沿
岸
の
イ
ワシ
漁
業
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
樽
前
粕
の
名
を
も
っ
て
一
躍
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
地
方
で
最
初
に
イ
ワ
シ
漁
を
は
じ
め
た
記
録
は
寛
政
十二
年
、白
老
場
所
ア
イ
ロ
に
、イ
ワシ
油
搾
取
の
た
め
、
釜三
個
を
据
え
付
け

た
の
に
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
る
。前
時
代
に
箱
館
地
方
に
お
こ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
時
代
に
蝦
夷
地
に
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。
文
化二
年
の

記
録
に
よ
れ
ば
、イ
ワシ
粕
お
よ
び
同
油
を
出
す
場
所
は
様
似、根

室
、国
後、
択
捉
の
諸
場
所
で
あ
る
が、今

の
胆
振、日

高
の
各
場
所
で
も

付
編
部
落
史
・
樽
前
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少
ず々
つ
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
のち
に
は
む
し
ろ
こ
の
方
面
で
発
達
し
、
中
で
も
勇
払
場
所
樽
前
浜
は
、
文
政
年
代
(一八

一
八
～
)

以
来、
出
稼
人
が
漸
次
増
加
し
て
イ
ワ
シ
の
主
産
地
と
な
っ
た
。
漁
法
は
イ
ワ
シ
の
よ
り
し
だ
い
引
網
を
も
っ
て
漁
獲
し
、
メ
粕
と
し
て

移
出
さ
れ
た
。
天
保
(一八三

〇
～)
年
中、
勇
払
場
所
の
産
額
は、
二、
三千
石
で
あ
っ
た
が、
嘉
永
六
年
(一
八
五三
)に
は
八
千
石
に

達
し
、
白
老
、
沙
流、
新
冠
、
静
内、
浦
河、
様
似
の
諸
場
所
の
各
数
百
石
に
比
べ
て
傑
出
し
て
い
た
。
こ
の
中
心
が
樽
前
浜
(苫
小
牧
沿

岸)
樽
前
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
安
政
六
年
(一
八
五
九)
に
は
樽
前
粕
は
上
等
品
と
し
て
名
声
を
得
て
一
段
と
発
展
し
、
樽

前
浜
の
東
部
(マ
コマ
イ、
ユ
ウフ
ツ)
は
請
負
人
が
直
営
し
、
西
部
(ト
マ
コ
マイ、

コ
イ
ト
イ、
ニシ
タ
ッ
プ
、
オ
ポ
ッ
プ
、
タ
ル
マ
エ)

は
出
稼

-

人
漁
業
渡
世
と
称
す
る
出
稼
自
営
漁
民
に
解
放
し
て
漁
が
行
わ
れ
、
桑
や
綿
の
木
の
肥
料
と
し
て
箱
館
商
人
を
へ
て、
関
東
、
中
部、
関

西
方
面
に
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

松
浦
武
四
郎
の
「東
蝦
夷
日
誌
」
の
記
事
は
前
に
引
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
、
弘
化
二
年
(八
四
五)の

記
録
を
「初
航
蝦
夷
日

誌
」
か
ら
転
載
し
て
見
る
。

「タ
ル
マ
イ
(
中
略)
箱
館
よ
り
二
八
取
多
く
出
来
り
居
て
鰯
小
屋
多
き
が
故
に、
小
商
人
並
に
茶
屋
様
之
も
の
も
出
張、
其
繁
華
な
る
こ
と
は
東
部
第

一
番
也
。
其
弐
八
と
云
割
方
は
漁
猟
の
も
の
二
分
は
運
上
屋
請
負
人
に
納
(お
さ
め)、八

分
を
我
が
納
と
す
る
也
。
然
し
此
弐
分
の
運
上
は
上
(か
み)
え

納
る
に
は
あ
ら
ず
、
皆
請
負
人
の
収
納
と
な
る
也。
其
故
に
此
場
所
請
負
人
は
只
此
二
八
の
運
上
に
而
漁
事
一
切
無
と
而
も
利
の
有
る
場
所
と
か
や
。
又
西

部
ラ
タ
ル
ナ
イ
等
も
こ
、
と
同
じ
事
に
而
、
二
八
に
て
自
分
漁
は
無
と
て
も
宜
し
き
由
也
。」

こ
の
漁
場
借
り
出
稼
漁
は、
ず
っ
と
後
ま
で
こ
の
地
方
の
漁
業
の
特
異
形
態
と
し
て
つ
づ
く
の
で
、
こ
の
記
録
を
も
う
少
し
続
け
て
見

よ
う
。

(松
浦
武
四
郎
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
弘
化二
年)

「此
二
八
取
の
若
干
な
る
こ
と
を
云
ば
、
鰯
取
中
間
と
申
も
の
有
て、
箱
館
市
中
よ
り
同
在
に
五
十
三
軒
有
と
か
や
。
此
株、
ま
た
今
ふ
や
す
こ
と
も
な
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り
が
た
く
、
先
年
よ
り
右
の
通
り
に
有
る
と
か
や
。
其
壱
軒
に而
も
大
な
る
に
到
て
は
八
十
人
百
人
づ
つ
も
漁
者
を
南
部、
津
軽
辺
に
雇
入
る
こ
と
也
。
小

き
と
い
え
ど
も
二
十
八
、
三十
八
位
づ
つ
雇
入
る
。
六
尺
釜
而
煮
干
粕
と
致
し
運
送
す
る
こ
と
仲
々
筆
状
し
や
す
き
に
あ
ら
ず
。
」

(松
浦
武
四
郎
『初
航
蝦
夷
日
誌
』
弘
化二
年)

箱
館
ま
た
は
そ
の
近
在
の
業
者
が
南
部、
津
軽
方
面
の
漁
民
を
雇
い、
場
所
請
負
人
の
漁
場
を
借
り
て
漁
場
に
出
稼
ぎ
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

こ
の
当
時、
後
期
松
前
藩
領
時
代
の
場
所
請
負
人
は
山
田
文
右
衛
門
で
あ
っ
た
(途中、

一時、
山
田
寿
兵
衛)。明

治
に
入
っ
て、
開
拓
使

は
場
所
請
負
制
を
廃
止
し
た
が
、
そ
れ
は
漁
場
持
制
度
と
し
て
残
り
、
同
九
年
に
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
出
願
者
に
出
漁
が
許
可
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が、
こ
の
地
方
は
以
前
か
ら
出
稼
業
者
に
よ
っ
て
操
業
が
行
わ
れ
て
来
た
か
ら
特
に
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
年
の
樽
前
浜
出
稼
人
、
永
住
人
イ
ワ
シ
漁
業
者
一
覧
表
に
よ
る
と
、
タ
ル
マ
エ
か
ら
ト
マ
コ
マ
イ
ま
で
の
漁
業
者
は
出
稼
人
一

一
名
と
永
住
人
一
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が、
当
地
関
係
者
は
次
の
一名
に
な
っ
て
い
る
。

出

区

稼

分
|
場

人
タ

ル
マ

エ

所
名(
興
村
)
六
兵
衛

箱
館

大
町

前
本
居
住
地

(堀
江
敏
夫
『
樽
前
浜
の
イ
ワ
シ
漁
業
1
』
昭
和
四
十
九
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
い
8)

・

明
治
五
年
五
月
に
は
府
県
割
渡
し
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て
、
樽
前
浜
は
開
拓
使
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
こ
の
年
、
樽
前
浜
に
入
っ
た
漁

業
者
一
四
名
のう
ち
、
当
地
関
係
者
は
次
の二
名
で
あ
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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"1 区

稼
ハ

タ
ル

マ
エ
興

村
六

兵
衛
函
館
大

町
出

分

11 場
所

名白

鳥

宇

兵

"1
白

鳥
兵

衛 衛

前
本

居
住
地

内
澗
町

(堀
江
敏
夫
『樽
前
浜
の
イ
ワシ
漁
業
1
』
昭
和
四
十
九
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
※∞)

出
稼
渡
世
人
は、
南
部、
函
館
地
方
の
出
稼
漁
夫
を
使
っ
て
い
た
が、
漁
夫
な
ど
は三
〇
名
か
ら
四
五
名
程
度
と
規
模
は
小
さ
い
が
、

支
配
方、
船
頭、
帳
場
、
賄
役
、
大
工
、
漁
夫
な
ど
の
職
制
が
あ
っ
て、
賃
金
は
一
漁
期
単
位
の
支
給
で
あ
っ
た
。

イ
ワ
シ
漁
は
春
と
秋
の
短
期
間
の
勝
負
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
〆
粕
製
造、
魚
油
製
造
な
ど
の
作
業
も
あ
っ
て、
人
手
を
最
も
多
く

必
要
と
し
、
相
当
の
仕
込
み
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
出
稼
漁
業
渡
世
は
す
べ
て
函
館
商
人
な
い
し
は
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
者

で
あ
っ
た
。
白
鳥
宇
兵
衛
は
有
珠
郡
漁
場
持
で
函
館
の
イ
ワシ
漁
株
仲
間
問
屋
の
そ
う
そ
う
た
る
も
の
で
、
そ
の
外
の
も
の
も、
そ
れ
に

準
ず
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
から
樽
前
浜
の
イ
ワシ
漁
は
危
機
に
入
っ
て
来
る
。薄
漁
が
重
な
っ
た
う
え
に、開

拓
使
の
取
締
り
、
米
噌
を
は
じ

め
諸
品
の
高
騰
に
よ
っ
て
漁
民
の
営
業
は
不
利
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

開
拓
使
は
自
営
漁
民
育
成
策
を
と
っ
た
が、
そ
の
最
も
大
き
な
政
策
の
一
つに
、
明
治
十
年
十二
月
に
制
定
し
た
「北
海
道
地
券
条
例
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漁
業
関
係
で
は
河
岸
、
海
岸
な
ど
の
海
産
干
場
は
す
べ
て
官
有
地
と
し
て
、
漁
業
者
に
貸
地
許
可
を
し

た
が、
勇
払
郡
海
産
干
場
所
有
一
覧
表
に
よ
る
と
当
地
関
係
者
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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樽
前
村

水
島
彦
右
衛
門

樋口
函
館
地
蔵
町与
四
郎

住
所

氏
名

場

"
覚
生
村

イ
ワシ
漁
場

樽
前
村

所

一
八
・
一〇
・
二
三

明
治

一三
・

三・
二

明
治 年地

券
月
授

授

日与

坪

五
〇
〇

二
、
四
九〇 坪

地一
六
六
、
〇
〇
、

円
銭
価

○厘

機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ど8)

海
産
干
場
の
地
券
所
有
は
事
実
上
の
漁
場
所
有
を
意
味
し
、そ
の
占
有
利
用
権
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
が、こ

れ
に
よ
る
と
、明
治
十
八
年

に
は
じ
め
て
樽
前
村
永
住
人
漁
業
者
と
し
て
水
島
彦
右
衛
門
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。

水
島
の
あ
と
に
進
出
し
て
来
る
の
が
飯
田
信三
で、
明
治二
十
一
年
に
は
覚
生
村
に
海
産
干
場
の
貸
下
げ
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
こ
の

時
期
か
ら
樽
前
浜
イ
ワシ
漁
業
に
進
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
樽
前
村
に
進
出
し
た
の
は
同
二
十
五
年
に
な
る
。

" 樽 村

前
村

名

別 場

々 所

畑 干 地

地 場 目

"

飯
田
信
三 名

"1

明
治
二
五
・
一二
・
二
六

貸
下

月
日

(堀
江
敏
夫
『樽
前
浜
の
イ
ワ
シ
漁
業
2
』
昭
和
五
十
年

機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)

こ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
初
期
に
は
樽
前、
覚
生
地
区
を
、
後
期
に
は
勇
払
、
苫
小
牧、
小
糸
魚、
錦
多
峰
と
全
般
的
に
漁
場
を
拡
張
し

明
治
三
十
五
年
に
は
イ
ワシ
地
引
網
漁
業
に
お
い
て二
三
権
、
サ
ケ
定
置
漁
業
に
お
い
て三
権
の
漁
業
権
を
得
て、
石
垣
彦三
郎
と
と
も

に
樽
前
浜
の二
大
漁
業
家
と
な
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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樽
前
浜
の
漁
業
の
危
機
は
明
治
初
年
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
が
、
同
二
十
年
代
は
比
較
的
定
安
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が三

十
年
代
に
入
る
と
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
来
た
。
樽
前
浜
の
漁
業
の
大
半
は
イ
ワ
シ
漁
で
あ
り
、
こ
の
地
方
に
入
る
漁
業
者
は
そ
れ
を
目

的
と
す
る
出
稼
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
び
た
び
触
れ
て
来
た
が、
そ
の
イ
ワシ
漁
が
明
治三
十
二
年
の
大
漁
(八、
七
八
〇
石)
を
最
高

に
、
年
は々
げ
し
い
豊
漁
不
漁
の
差
が
あ
っ
て、
七、
〇
〇
〇
石
を
超
え
る
こ
と
は
何
年
に
一
度
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が、
こ
の
こ
ろ

か
ら
苫
小
牧
地
元
の
漁
業
家
が、
よ
う
や
く
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
来
る
が、
樽
前
村
は
飯
田
信三
に
握
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
の
漁
業
の
特
徴
は
、
特
定
の
漁
業
権
者
が
相
当
数
の
漁
場
を
所
有
し
、
こ
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
他
の
漁
業
権
を
持
た
な
い

漁
業
者
に
他
貸
し
し
て
、
漁
獲
の二
割
五
分
を
受
け
る
か、
現
金
を
う
け
る
か
に
よ
っ
て
賃
借
権
を
設
定
し
て
行
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

大
正
二
年
の
当
地
の
他
貸
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

" "

飯
田
信
三

沙
流
郡
門
別
村

漁
業
権
者
|
漁
場
の
位
置

樽
前(盟
第
一〇
二
号)

別
々(且
第
一
〇
九
号
)

樽
前(且
第
一
〇
七
号
)

吉
田
仲
太
郎

上
磯
郡
茂
別
村

加
藤
長
八

白
老
郡
社
台
村

野
村
孫
次
郎

苫
小
牧
村
樽
前

借
受

人
期同
二・
八
・
三〇

同
二・
六
・
二
〇
～

同
二・
八
・
三〇

同
二
・
六
・
一〇
～

同
二
・
八
・
三
〇

の
二
割
五
分
に
て

大
正
二
・
六
・
一〇
～

間

"

"1 条こ
の
期
間
の
収
獲
物 件

(堀
江
敏
夫
『
苫
小
牧
地
方
漁
業
史
』
昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室)

此
内
平
吉
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

漁
師
は
ね、
お
も
に函
館
の
方
から
や
っ
て
来
た
。
樽
前
の
浜
は
飯
田
と
い
う
人
が
全
部
や
っ
て
い
た
か
ら
ね
。

春
先
、
五
月
こ
ろ
に
先
発
隊
が
汽
車
で
や
っ
てく
る
わ
け
さ
。
そ
し
て
準
備
し
て
、
こ
ん
ど
は
本
隊
が
船
で‒‒‒

帆
を
か
け
て
‒
‒
人
か
ら
荷
物
から
食
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樽前の漁場風景 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

糧
か
ら
全
部
積
ん
で
や
っ
て
く
る
わ
け
さ
。
そ
し
て
漁
を
す
ま
せ
て
七
月
下
旬
こ
ろ
帰
っ
て
ゆ
く
。

と
る
も
の
と
い
う
と
イ
ワ
シ
さ
。
地
元
の
漁
師
と
い
う
の
は
い
な
か
っ
た
ね
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ど
9)

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
幕
藩
時
代
以
来
発
達
し
た
場
所
請
負
制
度
は
、
明
治二

年
に
一
応
解
体
を
見
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
は
有
力
な
特
定
漁
業
家
が
広
大
な
沿
岸
漁

場
を
占
有
し
て
来
た
。
終
戦
を
迎
え
て、
連
合
軍
総
司
令
部
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に

農
地
改
革
が
断
行
さ
れ
た
よ
う
に、
漁
場
所
有
制
度
も
旧
制
度
に
代
わ
る
べ
き
新
し
い

漁
業
制
度
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
漁
業
権
を
す
べ
て
の
生
産
漁
民
共
有
と
す
る
民
主
的
な
制
度
を
内

容
の
中
心
と
し
て
、
新
漁
業
法
が
昭
和二
十
四
年
十
一
月二
十
九
日
、
第
六
回
国
会
で

成
立
し
、
同
年
十
二
月
十
五
日
、
法
律
第
二
六
七
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
苫
小
牧
沿
岸
の
漁
業
権
も
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

樽
前
の
漁
業
家
も
そ
の
組
合
員
と
し
て
そ
の
共
同
漁
業
権
に
よ
っ
て
操
業
出
来
る
こ
と

に
な
り
別
々
川
川
口
に
集
落
を
つく
っ
た
が
、
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
団
地
造
成
計
画
に
と
も
な
う
苫
小
牧
東
港
問
題
が
起
こ
る
と
、
苫
小
牧
沿
岸
は
も
と
よ
り
、
胆
振、
日
高
の

操
業
に
影
響
を
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
関
係
漁
業
協
同
組
合
と
、
そ
の
補
償
に
つ
い
て
協
定
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て、
樽
前
の

漁
業
は、
今
や
大
転
換
の
時
期
に
遭
遇
し
て
いる
の
で
あ
る
。
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樽
前
の

現
在
の
樽
前
の
産
業
の
中
心
は
農
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
発
生
は
古
い
こ
と
で
は
な
い。

農
業

こ
の
土
地
の
開
発
が
漁
業
に
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
わ
ず
か
に
定
住
者
が
出
て
来
た
。
そ
れ
は
漁
期
外
の
漁
具
の
管
理

を
す
る
番
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い。
ま
た、
漁
期
の
日
雇
労
務
を
主
と
す
る
者
で
あ
っ
た
か
知
れ
な
い。
こ
の
人
達
は
自
分
の
家
の

ま
わ
り
に
畑
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
樽
前
の
農
業
の
は
じ
ま
り
と
思
わ
れ
る
。
明
治
五
年
の
「勇
払
駅
取
付
調
」
に、
当
時
の
耕
作
反
別

を
記
し
て
い
る
。
当
地
関
係
分
を
抜
き
書
き
し
て
み
よ
う
。

一、
畑

一反
七
畝二
歩

タ
ル
マ
イ
村
第
一
番
屋
敷
居
住
池
田
菊
松

一、
畑
二反
五
畝
五
歩

タ
ル
マ
イ
村
第
二
番
屋
敷
居
住
永
山
市
之
助

一、
畑

二
畝二
歩
七
厘

タ
ル
マ
イ
村
第三
番
屋
敷
居
住
竹
花
小
藤
治

(『苫
小
牧
町
史』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

明
治
十
一
年
の
「札
幌
本
庁
管
下
各
郡
村
ニ
於
テ
ノ
耕
産ノ
収
穫
表
」
中
の
関
係
分
を
見
る
と、
当
地
の
耕
作
物
の
大
要
が
推
察
出
来

る
。

村樽
前
名

〇
・
〇
六
一
三
虹
豆
|
三
〇 合

播
種
反
別

品
目
収
穫
高

馬
鈴
署

品
目

二三
〇
|

収
穫
高合

蘿
蔔
|

品品
目 目

一、
二
〇
〇

収
穫
高本

葱

品
目

二
、
〇
〇
〇

収
穫
高
把

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)
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明
治
十
七
年
の
戸
口
調
べ
に
よ
る
と
、
農
漁
一
戸
で
あ
る
。

(初
期
の
農
業
)

樽
前
に
農
家
が
定
着
し
出
し
た
の
は
明
治
二
十
八
年
こ
ろ
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
此
内
平
吉
談
話
を
引
用
し
て
見
よ
う
。

私
ら
は
明
治三
十
四
年
の
春
に
来
て、
家
の
爺
さ
ん
は
内
地
(本
州)
で
木
引
(柚
夫)
を
や
っ
て
い
た
し
、
そ
ん
な
わ
け
で
マ
ッ
チ
工
場
に
入
っ
た
わ

け
さ
。
そ
こ
に
二
年
位
い
て
、
大
体、
国
坂
(茂
平)
さ
ん
を
頼
っ
て
来
た
ん
だ
か
ら
、
そ
の
家
の
そ
ば
にう
つっ
た
。
池
田
(理
兵
衛)
さ
ん
が
来
た
の

と
そ
う
違
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
よ
。
今
、
八
五
に
な
る
人
が
六
つ
で
来
た
と
い
う
ん
だ
か
ら
。
明
治二
十
三
年
生
ま
れ
だ
。
数
え
年
だ
が
ね
。
国
坂
茂
平
さ

ん
が
先
に
こ
こ
に
来
て、

い
い
所
が
あ
る
か
ら
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
来
た
ら
し
い
ん
だ
ね
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く』

昭
和
五
十年

機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[9)

こ
こ
に
出
て
く
る
八
五
に
な
る
人
と
い
う
の
は
加
藤
フ
サ
(旧
姓
池
田)
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
こ
の
地
方
は
農
業
適
地
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
国
道
沿
線
は
乾
燥
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
奥
、
山
側
は
湿
地
で
あ
っ

た
。
この
わ
ず
か
な
乾
燥
地
も
火
山
灰
地
で
一
面
に
ハ
ン
や
カ
バ
の
林
で
あ
っ
た
。
当
時
の
開
墾
の
苦
労
を
池
田
兵
次
郎
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

生
い
茂
る
雑
木
の
伐
採
や
火
山
灰
の
少
な
い
土
地
を
選
び
な
が
ら
開
墾
が
は
じ
ま
っ
た
。
当
時
は
全
部
あ
わ
せ
て
畑
が
二
・
三ヘ
ク
タ
ー
ル
、
や
っ
と
開

い
た
畑
に
は
大
豆
や
小
豆
を
植
え
た
が
、
な
に
せ
火
山
灰
の
多
い
畑
、
ろ
く
な
も
の
が
と
れ
る
は
ず
が
な
い
。
く
る
年
も
く
る
年
も
実
の
入
ら
な
い
大
豆
や

小
豆
を
み
つ
め
て
途
方
に
暮
れ
た
。
当
時、

一俵
が
三
円
四
十
銭
だ
っ
た
内
地
米
も
買
う
こ
と
が
出
来
ず
、
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
ば
か
り
食
べ
て
過
ご
し
た
こ

と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

(『大
地
に
生
き
る
』
昭
和
四
十三
年
苫
小
牧
民
報
に
よ
る
)

当
時
は、
北
海
道
開
拓
の
奨
励
策
が
あ
っ
て
土
地
は
無
償
で
入
手
出
来
た
が
農
法
は
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
農
家
も
農
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業
だ
け
で
は
生
活
が
な
り
立
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
、
昭
和
の
時
代
に
か
け
て、
農
家
も
馬
車
追
い、
漁
業
の
手
伝
い、
出
稼

ぎ
と
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
再
び
此
内
平
吉
談
話
を
引
用
し
よ
う
。

農
業
と
言
っ
た
っ
て
ね。
当
時
の
農
業
っ
て
土
地
は
無
償
交
付
だ
っ
た
か
ら
、
ま
ず
出
願
し
て
、
ここ
か
ら
こ
こ
ま
で
と
決
ま
る
で
し
ょ
う
。
昔
の
こ
と

だ
か
ら
、
道
具
と
言
っ
て
も
鍬
で
お
こ
す
し
か
な
い。
唐
鍬
一
つで
、
と
て
も
何
町
歩
っ
て
土
地
は
開
け
な
い
か
ら
、
大
体
七
分
通
り
開
く
と
払
い
下
げ
て

く
れ
る
。
そ
ん
な
農
業
で
も
私
の子
ど
も
のこ
ろ
は
、
私
は
大
正
三
年
の
卒
業
(小
学
校)
な
ん
だ
が、
そ
の
こ
ろ
だ
っ
た
ら
随
分
出
来
ま
し
た
よ
。
主
作

物
は
小
豆
、
燕
麦
、
大
豆
、
そ
れ
にト
ウ
キ
ビ
だ
ね
。
農
家
と
い
っ
て
も
ね、
み
ん
な
半
農
半
漁
で
ね。
漁
が
あ
れ
ば
浜
(漁
場
)に
手
伝
い
に
行
っ
た
ん
だ

か
ら
。
漁
が
あ
る
と
、
頼
む
頼
む
と
言
っ
て
来
ら
れ
た
も
の
だ
。
行
け
ば
賃
金
が
い
い
で
し
ょう
。
み
ん
な
、
子
ど
も
の
果
て
ま
で
引
っ
ぱ
っ
て
行
っ
た
も

ん
で
す
よ
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[9)

こ
う
い
う
状
態
だ
っ
た
から
、
農
家
の
戸
数
が
目
立
っ
て
増
え
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
大
正
十
二
年
の
樽
前
納
税
組
合
名
簿
を

見
る
と
、
そ
の
戸
数
中
第
一
は
製
炭
業
関
係
(二
八
戸)、つ

い
で
造
材、
公
務
員
な
ど
で、
農
業
は
約
一
〇
戸
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。

r

(民
有
未
墾
地
の
入
植)

樽
前
が
農
業
地
と
し
て
変
ぼ
う
す
る
の
は
昭
和
六
年
以
降
の
民
有
未
墾
地
入
植
以
来
で
あ
る
。

こ
の
民
有
未
墾
地
は、
元
樽
前
共
同
牧
場
と
し
て
国
坂
方
円
等
二
〇
名
の
組
合
が
払
い
下
げ
を
受
け
た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
佐

々
木
治
助、
中
嶋
誠
次、
国
坂
方
円
の
手
を
へ
て
北
海
道
庁
に
買
収
さ
れ、
水
田
用
地
と
し
て
六
〇
戸
に
分
割
開
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
開
放
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

年
度

昭
和
六
年

七
年

八
年

九
年

年
ま
で

以
後
同
一
二

計
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戸
数

三二二一
九

六
一三
・
六
〇

1

(『室
蘭
毎
日
新
聞
切
り
抜
き
』
昭
和
十
二
年
)

そ
の
面
積
は
此
内
平
吉
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

樽前の農家 (昭和28年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

樽
前
牧
場
(六
三
二
町
な
に
が
し)
の
外
に
国
坂
さ
ん
の
土
地
が
一〇
八
町
あ
っ
た
。
そ
れ
を
含
め
て
開
放
し
た
わ
け
さ
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ど
9)

こ
の
ほ
か
に
、
昭
和
八
年
に
は
通
称
元
廣
川
牧
場三
七
〇
町
歩
を
一
四
戸
に
分
割
、

酪
農
地
と
し
て
開
放
し
て
い
る
か
ら
、
農
家
戸
数
と
し
て
一
挙
に
七
四
戸
の
激
増
を
見

樽
前
は
農
業
地
と
し
て
の
実
質
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
戸
数
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
増
加
し
た
こ
の
開
拓
地
も、
そ
の
開
墾
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
開
の
湿
地
帯、
灌
木
地
帯
で
あ
っ
た
。

し
か
も
不
運
に
も
そ
の
年
は
冷
害
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
開
墾
は
挫
折
す
る
か
と
思
わ

れ
た
。
こ
の
危
機
を
乳
牛
の
導
入
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
日
の

酪
農
の
基
に
な
っ
た
。

昭
和
四
年
九
月
、
厚
眞
村
高
坂
永
松
外
一二
名
は
開
放
地
を
視
察
し
て
土
地
の
分
割

を
出
願
、
同
六
年
三
月
か
ら
漸
次
入
地
し
て
来
た
。
そ
の
大
半
は
道
内
出
身
者
だ
っ
た

が
、
愛
媛
県
外
本
州
方
面
の
出
身
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。

開
墾
は
同
年
五
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
湿
地
と
灌
木
が
多
く
、
排
水
と
抜
根
に
あ
ら

付
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ゆ
る
辛
苦
を
な
め
た
。
初
年
度
に
は
田
畑
一三
〇
町
歩、
次
年
度
に
は
八
七
町
歩、
三年
度
は
一〇
三
町
歩、
四
年
度
に
は
七
〇
余
町
歩

こ
う
し
て
わ
ず
か
四
ヵ
年
間
に三
九
〇
余
町
歩
の
田
畑
を
つく
り
上
げ
て、
全
道
自
力
更
生
展
覧
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
実
績
を
あ
げ

え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
一
日
、
入
植二
十
五
周
年
物
故
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時、
高
坂
永
松
は
往
時
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

昭
和
六
年
四
〇
戸
が
入
植
し
た
の
を
手
は
じ
め
に、
同
八
年
に
は
七三
戸
と
な
っ
た
。
こ
の
大
半
は
道
内
出
身
だ
っ
た
が、
愛
媛
県
六
戸
、
石
川
、
宮
城

山
形
、
兵
庫
県
各
一
名
が
含
ま
れ、
株
屋
の
親
方
や
魚
屋
な
ど
、
そ
の
前
身
は
雑
多
だ
っ
た
。
入
地
し
た
そ
の
日
か
ら
、
馴
れ
ぬ
手
に
ク
ワ
を
持
っ
て
荒
地

に
い
ど
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
道
路
は
な
い、
排
水
溝
も
な
い
。
一帯
は
ヒ
ザ
ま
で
水
び
た
し
に
な
る
湿
地
帯
だ
っ
た
。

開
拓
小
屋
を
建
て
た
。
夫
婦
た
ち
は
汗
み
ど
ろ
に
な
っ
て
湿
地
帯
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し、
そ
の
年
は
収
穫
は
皆
無、
六
〇
年
来
の
大
凶
作
に
見
舞
わ

れ
た
年
だ
っ
た
。
持
っ
て
来
た
金
は
初
年
度
の
営
農
資
金
と
生
活
資
金
に
つ
ぎ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
の
よ
う
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
い
う
補
助
や
融
資
が
な

い。
わ
ず
か
に
四
割
の
(農
林
省
)
開
墾
補
助
の
み
が
政
府
の
助
成
策
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
入
植
一
年
に
し
て
来
春
の
生
産
資
金
な
ど
お
よ
び
も
つ
か
な
く

な
っ
た
。
落
後
者
が
続
出
し
そ
う
だ
っ
た
。
だ
が、
初
志
貫
徹
の
決
意
を
持
っ
た
人
々
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
互
い
に
食
糧
を
分
け
合
い
助
け
合
っ
た
。
団

結
の
尊
さ
を
知
っ
た
。

翌
昭
和
七
年、
前
年
の
冷
害
凶
作
に
苦
し
ん
だ
人
に々
朗
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。『た
だ
クワ
を
ふ
る
っ
て
未
開
の
湿
地
帯
に
い
ど
ん
で
も
人
力
に
は
限
り

が
あ
る
。
勇
払
原
野
の
農
業
は
や
は
り
酪
農
で
行
く
べ
き
だ
。
そ
の
資
金
を
融
通
し
て
や
ろ
う
。』と
い
う
協
力
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
国
坂
方
円
、
加
藤
良
平

川
村
勘三
郎
の
三
氏
で
あ
っ
た
。
一千
円
の
資
金
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
大
金
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て、
同
年
野
幌、
江
別
の
酪
農
地

帯
から
牛
二
四
頭、
馬
四
頭
を
導
入
、
翌
八
年
に
は
さら
に
牛
六
頭
を
導
入
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
樽
前
の
酪
農
の
基
礎
に
な
っ
た
。

不
安
な
医
療
問
題
で
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
いの
は、
当
時、
苫
小
牧
町
表
町
に
病
院
を
開
業
し
て
い
た
医
師
野
口
孝
太
郎
氏
で
あ
る
。
一
切
の
医
薬
代
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を
無
料
に
し
て
く
れ
た
ほ
か、

一〇
名
の
開
拓
者
の
身
元
保
証
人
を
引
き
受
け、
十
三
年
に
は
拓
殖
診
療
所
を
開
設
し
て
初
代
所
長
に
な
っ
て
、
辺
地
住
民

の
保
健
衛
生
に
尽
力
し
た
。
ま
た、
錦
多
峰
小
学
校
樽
前
特
別
教
授
場
の
教
員
で
あ
っ
た
金
頼
助
氏
は、
大
雨
で
水
が
沢
か
ら
押
し
出
し
て
道
路
が
決
壊
し

た
時、
全
生
徒
を
背
負
っ
て
救
出
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
ら
の
五
氏
は、
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
いる
が、
当
部
落
の
開
拓
の
恩
人
と
し
て
今
も
尊
敬
し
て
い
る
。

(『高
坂
永
松
氏
の
記
録
』
昭
和三
十
年
近
江
謙三
蔵
)

(有
畜
農
業
の
導
入
)

地
力
の
低
い火
山
灰
地
と
気
候
不
順
によ
る
冷
害
水
害
を
く
り
返
し
て
来
た
樽
前
は、
大
規
模
の
地
力
培
養
事
業、
耕
土
改
良
事
業
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
畑
作
地
帯
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
の
民
有
未
墾
地
入
植
者
が、
い
ち
は
や
く
有
畜

農
業
を
取
り
入
れ
た
の
は
賢
明
で
あ
っ
た
。

樽
前
の
乳
牛
導
入
は
伊
藤
仙
太
郎
に
は
じ
ま
る
。
此
内
平
吉
談
話
を
引
用
し
よ
う
。

民
有
未
墾
の
方
で
牛
を
入
れ
る
一
寸
前
に
伊
藤
(仙
太
郎)
さ
ん
が
入
れ
た
。
今
野
(勇
吉)
さ
ん
が
室
蘭
の
方
の
ユー
ト
ピ
アと
か
い
う
所
か
ら
三匹

だ
っ
た
か
い
い
牛
を
買
っ
て
来
て
伊
藤
さ
ん
に
あ
づ
け
た
わ
け
さ
。
そ
こ
で
伊
藤
さ
ん
は
乳
を
し
ぼ
り
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
が、
そ
の
乳
の
持
っ
て
行
き
場

が
な
い
で
し
ょ
う
。
苫
小
牧
の
中
野
ま
で
自
転
車
で
持
っ
て
行
っ
た
も
の
さ
。
そ
の
次
が
民
有
未
墾
の
開
拓
の
時
‒
‒
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)

こ
う
し
て
民
有
未
墾
地
開
拓
者
に
よ
っ
て
乳
牛
が
導
入
さ
れ
て
か
ら、
そ
れ
は、
次
々
と
普
及
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し、
樽
前
地
区

は
農
家
の
保
有
面
積
が
少
な
い
。
乳
牛
の
増
加
を
願
っ
て
も
放
牧
地
が
少
な
い
。こ
れ
が
対
策
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が、
昭
和二
十
三
年
に

設
け
ら
れ
た
市
営
樽
前
放
牧
場
で
あ
る
。

一
方
、
資
力
の
な
い
者
の
救
済
策
も
と
ら
れ
た
。
親
牛
を
借
り
て
子
牛
で
返
す
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
昭
和
二
十
六
年
制
定
の

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前牧場 (昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

市
有
貸
付
家
畜
制
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
策
に
よ
っ
て
有
畜
経
営
は
末
端
ま
で
普
及
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
戦
後
の
食
糧
増
産
政
策
は
有
畜
経
営
時
代
と
も
な
っ
て、
昭
和二
十
年

に
は
七
〇
頭
程
度
に
な
っ
て
い
た
乳
牛
が、
同三
十
年
に
は
一〇
八
頭、
同
三
十
四
年

に
は
待
望
の二
〇
〇
頭
に
な
っ
て二
〇
〇
頭
祭
が
行
わ
れ
た
が、
四
十
年
に
は
遂
に
二

五
〇
頭
に
達
し
た
。

樽
前
の
農
業
経
営
は
ま
た
、
苫
小
牧
市
の
農
業
経
営
の
典
型
で
あ
る
。
苫
小
牧
市
の

農
業
振
興
方
針
を
見
る
と
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
次
に
昭
和
三
十
一
年
度
の
そ
れ
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

一、
耕
土
培
養
事
業

一、
有
畜
経
営
の
確
立

●
乳
牛
導
入
増
殖

・
草
地
改
良

融
資
七〇
パ
ー
セン
ト、
自
己
資
金三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

・
酪
農
経
営
付
帯
施
設
の
整
備
拡
充

融
資
に
よ
る
畜
舎
、
サ
イ
ロ、
堆
肥
舎
の
建
設
促
進

(『市
勢
要
覧
』
昭
和
三
十
一
年
苫
小
牧
市)

樽
前
に
有
畜
経
営‒‒‒‒酪

農
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
い
き
さ
つ
は
前
述
の
と
お
り
だ
が、
生
産
力
の
な
い
貧
困
な
こ
の
土
地
に
は
、
見
逃

せ
な
い
特
殊
な
経
済
上
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
仙
太
郎
の
談
話
に
そ
れ
を
聞
い
て
見
よ
う
。
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農
家
と
は
言
っ
て
も
(経
営
規
模
が
小
さ
い
か
ら
)
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。
山
に
行
っ
て
働
く
と
か
、
馬
車
追
い
を
や

る
と
か、
出
稼
ぎ
す
る
と
か、結

局
、ど
こ
の
家
も
純
然
た
る
専
業
農
家
で
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
畑
作
収
入
が
上
が
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
も
仕
方
が
な
か
っ

た
ん
だ
。
そ
れ
に
、
第
一
現
金
が
な
い
で
し
ょ
う
。
現
金
が
な
け
れ
ば
生
活
出
来
な
い
ん
だ
か
ら
。
日
金
が
入
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
雑
穀
を
と
っ
た
っ
て
秋

に
な
ら
な
け
れ
ば
金
に
な
ら
な
い
。
以
前
は
年
に二
回
払う
と
か三
回
払
う
と
か、
暮
れ
に
秋
の
収
穫
の
金
で
払
う
と
か
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

時
代
が
移
る
と
そ
う
い
う
風
に
い
か
な
く
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
が
、
牛
と
いう
も
の
が
入
っ
て
来
て
か
ら
、
案
外、
出
稼
ぎ
が
な
く
な
っ
て
来
た
。
毎
日
牛

の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
し
、
そ
れ
に
日
金
も
入
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

(『樽
前
の
牧
場
に
つ
い
て
聞
く
‒‒伊
藤
仙
太
郎
』
昭
和
四
十
九
年
録
音
近
江
謙三
蔵
)

こ
う
し
て
樽
前
の
有
畜
農
業
は
定
着
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
農
業
経
営
の
形
態
は
変
わ
っ
て
来
て
い
る
。
苫
小
牧
東
港
建
設
に
と
も

な
う
東
部
大
規
模
開
発
計
画
に
よ
っ
て、
そ
れら
の
地
域
の
農
家
が
樽
前
に
転
入
し
て、
養
豚、
養
鶏、
肉
牛
飼
育
に
転
じ
る
と
か、
本

格
的
酪
農
を
志
す
者
は
大
規
模
農
場
を
求
め
て
樽
前
か
ら
転
出
す
る
と
か
い
う
現
象
で
あ
る
。
一時
数
十
町
歩
に
及
ん
だ
水
田
も
草
地
そ

の
他
に
転
換
し
て
今
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
樽
前
の
農
業
形
態
は
転
換
期
に
来
て
い
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

(昭
和
二
十
五
年
の
大
水
害
)

樽
前
は
た
び
た
び
冷
水
害
凶
作
に
遭
っ
て
来
た
。
そ
の
中
で
も
、
最
大
の
も
の
は
昭
和
二
十
五
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
水
害
で
あ
ろ

う
。八
月
一
日
午
後
四
時
こ
ろ
か
ら
苫
小
牧
地
方
一
帯
を
襲
っ
た
豪
雨
は、
二
日
午
前
六
時
に
は
遂
に
四
七
五
、
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
し

中
心
地
の
各
道
路
は
水
深
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
川
と
化
し
、全戸

数
の
約
九
〇
%
、
九
、
〇
〇
〇
戸
が
浸
水、
一〇
戸
が
倒
壊
し
た
。

こ
の
水
害
は
樽
前
の
農
地
を
も
洗
い
流
し
た
の
で
あ
る
。
堀
川
満
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

「午
後
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
次
第
に
強
さ
を
増し
、
や
が
て
バ
ケ
ツ
を
あ
け
る
く
ら
い
の
豪
雨
と
な
っ
た
。
夕
方
に
な
っ
て
も
一向
に
勢
い
は
お
と
ろ

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

え
を
見
せ
ず
、
雷
鳴
と
稲
妻
が
入
り
交
っ
て
す
さ
ま
じ
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

た
し
か
午
後
九
時
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
家
族
一
同
雨
脚
の
強
さ
に
驚
いて
い
る
矢
先、
家
の
中
の
畳
が
むく
む
く
と
持
ち
上
げ
ら
れ、
同
時
に
も
の
す

ご
い
勢
い
で
濁
流
が
押
し
よ
せ
て
来
ま
し
た
。
別
々
川
が
一
挙
に
氾
濫
し
た
の
で
す
。

稲
妻
の
光
を
通
し
て
見
る
別
々
か
ら
二
群
に
か
け
て
は
、
一面
、
満
々
た
る
人
造
湖
の
よ
う
で
し
た
。
別
々
川
か
ら
下
へ
流
れ
た
水
は、
国
鉄
室
蘭
本
線

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
旧
国
道
は
此
内
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
完
全
な
大
川
の
よ
う
で
し
た
。
二
群
の
人
達
は
筏
や
小
舟
で
な
け
れ
ば
往
来
出
来
な
い
あ
り
さ
ま

で
し
た
。

こ
の
水
害
は、
樽
前
始
ま
っ
て
以
来
の
大
水
害
と
な
り
、
別
々
の
畑
地
は
約
八
〇
町
歩
が
完
全
に
砂
礫
と
化
し
、
樽
前
川
で
は
樽
前
橋、
更
生
橋
が
流
出

し
、
山
崩
れ
の
た
め
第
五
群
の
松
永
さ
ん
で
は
牛
馬
が
圧
死
す
る
な
ど
悲
惨
な
事
故
が
続
出
し
ま
し
た
。
水
は
そ
の
後
三
日
も
四
日
も
ひ
か
ず
、
一面
の

泥
土
の
中
で
目
ま
ぐ
る
し
い
復
旧
作
業
が
一
ヵ
月
も
つ
づ
き
ま
し
た
。
特
に
別
々
の
完
全
復
旧
に
は
、
え
ぐ
ら
れ
た
個
所
の
埋
め
立
て
だ
け
で
も
一冬
中

か
か
っ
た
よ
う
で
す
。」

こ
の
年
樽
前
の
畑
作
稲
作
は
壊
滅
し
た
の
で
あ
る
。

(『樽
前
小
学
校
沿
革
誌
』
昭
和
四
十
七
年
樽
前
小
学
校)

(稲
作
と
土
地
改
良
区
)

苫
小
牧
で
本
格
的
に
稲
作
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治二
十
年
代
の
末
期、
植
苗
村
勇
振
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
樽
前
の
元
祖
に
つ
い
て

は
此
内
平
吉
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

樽
前
の
元
祖
は
苫
小
牧
の
古戸
さ
ん
ら
し
い
ん
だ
。
別
々
に
古戸
の
水
田
の
跡
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[9)

昭
和
六
年
に入
植
し
た
高
坂
永
松
外
に
開
放
さ
れ
た
民
有
未
墾
地
は、
も
と
も
と
水
田
適
地
と
し
て
開
放
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
が
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造
田
さ
れ
る
ま
で
に
は
相
当
の
年
月
が
か
か
っ
て
い
る
。
昭
和
十
年
の
樽
前
反
別
調
べ
に
よ
れ
ば
、当
時
造
田
し
て
い
た
の
は
四
戸
、
う
ち

民
有
未
墾
地
関
係
者
(別

川々
流
域)
二
戸、
そ
の
他
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。

水
田
反
別
調
べ
(大
正
十
年
末
)

同 タ
ル
マ
エ

樽
前
村

同 別
々

樽
前
村
所

タ
ル
マ
エ
川

無
名

沼

同 別
々
川

流
域
名

在
の
反
別
数

大
正
十
年
現

五 七

一二 一
二反

見
込
の
反
別

次
年
度
造
田

一〇

二
〇

三 三反

平
均
収
穫
高
所

有
者

松
本
松
太
郎

国
坂
方
円

瀬
田
川
富
吉

前
川
専
作

れ
に
よ
る

新
田
に
し
て
播
種
期
の
遅

備
考

(『苫
小
牧
町
産
業
指
導
方
針』

苫
小
牧
町)

播
種
期
の
遅
れ
に
よ
る

国
坂
方
円
、
松
本
松
太
郎
の
水
田
耕
作
は
永
続
せ
ず
、
そ
の
後
、
民
有
未
墾
地
別
々
川
沿
岸
か
ら
山
手
中
央
地
域
に
か
け
て
の
、
樽
前

山
手
西
地
区
が
水
田
地
帯
と
し
て
開
発
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。

戦
後
の
日
本
は
深
刻
な
食
糧
難
に
襲
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
戦
時
中
の
配
給
米
制
度
は
そ
の
後
も
長
く
続
い
て
い
た
。「農
家
が
配
給
に

頼
ら
な
け
れ
ば
米
も
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
情
な
い
。
こ
の
地
帯
は
も
と
も
と
水
田
地
帯
と
し
て
開
放
さ
れ
た
所
だ
か
ら
米
を
つ
く
ろ
う
。」

と
提
唱
し
た
の
は
高
坂
永
松
で
あ
っ
た
。
こう
し
て
、
畑
作
の
開
拓
入
植
者
を
中
心
に、
既
存
農
家
を
加
え
て
造
田
組
合
「樽
前
土
地
改

良
区
」
を
作
っ
た
の
が
昭
和二
十
八
年
で
あ
っ
た
。
組
合
員
三
〇
余
名
、
造
田
計
画
三
五
町
歩、
資
金
関
係
は
自
己
資
金
二
〇
%
、長
期

融
資
四
〇
%
、
国
庫
補
助
四
〇
%
、
組
合
長
に
は
村
上
斉
が
選
ば
れ
た
。

当
初
の
計
画
は、
樽
前
を
中
心
と
し
て
苫
小
牧
を
一丸
と
し
た
組
合
を
こ
し
ら
え
よ
う
と
いう
大
き
な
構
想
が
あ
っ
た
が、
結
局
は
樽

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

前
川
よ
り
の
三
五
町
歩
に
な
っ
た
と
い
う
経
過
が
あ
っ
た
と
い
う
。

用
水
は
樽
前
川
か
ら
導
水
し
、
同
二
十
九
年
に
用
水
路
工
事
を
行
い、
三十
年
か
ら
三
十
一年
に
か
け
て
造
田
工
事
が
行
わ
れ
た
。

水
田
は
計
画
ど
お
り
完
成
し
た
。
し
か
し
、
収
穫
は
期
待
し
た
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
次
々
と
脱
落
す
る
者
が
出
て
来
た
。
村
上

斉
は
当
時
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ま
ず
一、
二
年、
ま
あ
五
カ
年
間
く
ら
い
と
い
う
も
の
は
種
だ
け
と
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
な
。
最
初
の二
年
く
ら
い
は
種
く
ら
い
も
と
れ
な

か
っ
た
。(水
も
ち
が
悪
く
て)
ザ
ル
に
水
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
水
さ
え
も
て
れ
ば
結
構
水
田
も
と
れ
る
も
ん
な
ん
だ
が
ね
。(そ
れ
で
も)
七、
八

年
も
た
っ
た
こ
ろ
か
な
、
平
均
六
俵
く
ら
い
は
ね
。
ず
っ
と
通
し
て
い
え
ば、
平
均
な
ら
三
俵
か
四
俵
だ
ろ
う
が
岩
渕、
木
村、
沼
端、
あ
の
辺
な
ら
水
も

ち
が
い
い
か
ら
、
い
い
米
を
と
っ
た
ね
。
そ
れ
で
三
十
一
年
度
か
ら
客
土
を
や
っ
た
ん
で
す
、
二
、
三
年
や
っ
た
か
ね
。
で
も、
や
っ
ぱ
り
一
回
ば
か
り
で

は
ね。
そ
れ
さ
え
や
れ
ば
、
あ
る
い
は
止
め
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い。
第
一、
用
水
(路)

が
水
害
で
こ
わ
れ
た
り
し
て
ね。
と
る
も
の
が
と

れ
な
い
か
ら
ね
、
そ
れ
で
、
一
年
で
止
め
た
人
も
あ
れ
ば
、
二
年
で
止
め
た
人
も
あ
っ
た
。

(『村
上
斉
氏
に
聞
く
』
昭
和
四
十
九
年
録
音
近
江
謙三
蔵)

そ
の
う
ち
に
政
府
の
農
政
の
方
針
が
変
わ
っ
た。
米
作
の
過
剰
時
代
の
到
来
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
増
産
奨
励
等
が
減
反
政
策
に
変
わ

っ
て、
休
耕
す
る
者
に
は
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
る
こと
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
土
地
改
良
区
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
に
な
っ
て
米
作
す
る
も

の
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
減
反
政
策、
休
耕
田
奨
励
金
制
度
は
五
十
年
度
を
も
っ
て
終
わ
る
。
樽
前
の
米
作
の
動
向
は
未
知
数
で
あ
る
。

(道
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
の
発
足
)

苫
小
牧
の
農
業
地
は
、
こ
こ
数
年
来
減
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
新
興
都
市
の
農
業
問
題
は
新
し
い
目
で
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。
樽
前
地
区
道
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
が
そ
の
答
え
の
一つ
で
あ
る
。
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総
合
土
地
改
良
事
業
と
し
て
は
苫
小
牧
市
で
は
樽
前
地
区
が
初
め
て
で
あ
り
、
農
地
造
成、
農
業
整
備
な
ど
の
事
業
に
大
き
な
期
待
が

よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は、
昭
和
四
十
九
年
度
を
初
年
次
に
五
カ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
。
総
事
業
費
は
四
十
八
年
度
当
初
算
定
で
五
億
六
、
〇
〇

〇
万
円
、
受
益
戸
数
六
八
戸
、
受
益
面
積
五
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル、
事
業
内
容
は
、
農
道
の
改
良
舗
装
、
明
き
ょ
、
暗
き
ょ
排
水
路
の
整
備

営
農
用
水、
農
地
造
成
を
総
合
的
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で、
事
業
費
は
国
が
六
〇
%
、
道
が二
二
・五
%
、
地
元
(市
お
よび
受
益
者)

が
一
七
・
五
%
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
は
都
市
開
発
が
先
行
し
て
来
て
お
り
、
農
業
は
限
ら
れ
た
地
区
に
縮
小
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
の
限
ら
れ
た
地区
で
、
い
か

に
し
て
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
か
が
苫
小
牧
市
農
政
上
の
課
題
で
あ
り、
こ
の
改
良
事
業
は
そ
の
か
な
め
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

(椎
茸
栽
培
)

苫
小
牧
で
椎
茸
栽
培
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
度
から
で
あ
る
。
樽
前
で
は
目
立
っ
た
発

展
は
な
か
っ
た
が
、
さ
い
き
ん
、
佐
木々
シ
イ
タ
ケ
園
の
よ
う
に
、
農
家
の
副
業
か
ら
独
立
す
る
も
の
が
出
て
来
た
。

(養
鶏
業)

養
鶏
で
は
イ
ー
ス
タン
ハ
イ
ブ
レ
ッド
農
場、
株
式
会
社
た
ま
ご
の
国
の
進
出
が
あ
る
。

特
に
、
た
ま
ご
の
国
は
本
社
を
樽
前
に
お
き
、
成
鶏
舎
(一三
棟)
育
雛
舎
(三
棟)鶏

卵
パ
ッ
ク
詰
舎
(一棟)そ

の
他
の
施
設
を
備
え
、

飼
育
数
四
万
五
、
〇
〇
〇
羽
、
一日
約二
万
五
、
〇
〇
〇
個
の
鶏
卵
を
生
産
し
て
い
る
。

(養
豚
業)

養
豚
を
企
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
は
北
海
共
栄
フ
ァー
ム
で
あ
る
。
同
社
は
昭
和
四
十
六
年二
月
、
市
内
弁
天
よ
り
移
住
し
た
黒
畑

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

徳
治、
飯
田
久三
郎、
新
田
義
明、
黒
畑
新
作
の
四
名
が
共
同
で
作
っ
た
農
業
法
人
で
あ
っ
て
、
農
業
経
営
の
新
し
い
方
向
と
言
わ
れ
て

い
る
。

彼
等
は
市
内
樽
前
と
隣
接
白
老
町
社
台
に
牧
場
五
〇
ヘ
ク
ター
ル
を
購
入、
同
四
月
、
国
の
総
合
施
設
資
金
から
三
、
〇
〇
〇
万
円
の

融
資
を
受
け
農
事
組
合
法
人
北
海
共
栄
フ
ァ
ー
ム
(組
合
長
黒
畑
徳
治)
を
設
立
、
社
台
を
酪
農
基
地、
樽
前
を
養
豚
基
地
と
し、
こ
こ
に

は
豚
舎
四
棟
を
建
て、
初
年
度
の
総
収
益、
酪
農
部
門
一、
六
〇
〇
万
円、
養
豚
部
門
一、
二
五
〇
万
円
を
あ
げ
順
調
に
経
営
し
て
い
る
。

(肉
牛
の
飼
育)

乳
牛
減
少
と
入
れ
代
わ
り
に
多
く
な
っ
た
の
が
肉
牛
の
飼
育
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
々
地
区
が
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
す
で
に
常
時
一
〇

○
頭
保
有
を
目
標
と
す
る
専
業
者
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

牧
畜
業

当
地
に
馬
の
飼
育
の
記
録
が
出
て
来
る
の
は
明
治
初
年
で
あ
る
。
高
知
藩
の
引
継
書
に
こ
の
地
方
の
永
住
人
の
持
馬
の
記

の
発
達
録
が
あ
る
。

樽
前
村
永
住
人

菊
松

三
疋

オ
ポ
ップ
村
永
住
人

彦清
之
助
二
三
疋

同ニ
シ
タ
ッ
プ
村
永
住
人

忠
蔵

八
疋

(『苫
小
牧
町
史
』・
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

同

も
と
も
と
、
本
道
で
は
馬
の
私
有
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
解
禁
に
な
っ
た
の
は
文
久
年
間
と
い
わ
れ
る
。
開
拓
使
時
代
に
い
た

り
移
民
が
増
加
す
る
に
従
って
牧
馬
を
業
と
し
よ
う
と
いう
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
次
第
に
頭
数
が
増
し
て
い
っ
た
ので
あ
る
。
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苫
小
牧
地
方
は
積
雪
が
少
な
く
、
寒
暑
と
も
に
き
び
し
く
な
く
、
馬
糧
に
な
る
小
笹
も
多
か
っ
た
が、
特
に
錦
岡、
樽
前
地
方
は
そ
の

適
地
と
さ
れ
て
い
た
。
明
治
十
六
年
の
民
間
牧
畜
実
況
取
調
復
命
書
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「小
糸
魚、
錦
多
峰
(錦
岡)、覚

生、
樽
前、
以
上
ノ
各
村
ハ
地
位
最
モ
牧
畜
二
適
セ
リ
。
シ
カ
レ
ド
モ、
民
家
稀
ニ
シ
テ
放
牧
二
從
事
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
近

村
ノ
牧
馬
コ
コ
ニ
来
リ
テ
群
遊
ス
。」

さ
ら
に
翌
十
七
年
の
復
命
書
に
も

「樽
前
、
社
台
、
白
老
ハ
積
雪
オ
オ
ム
ネ
浅
ク
シ
テ
、
頗
ル
笹
原
ニ
富
メ
リ
。故
二
冬
季
積
雪
中
ハ、
西
部
各
郡
ノ
馬
持
爭
イ
テ
当
所
ニ
輻
輳
ス
ト
イ
フ
。」

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

此
内
平
吉
談
話
は
、
明
治
の
末
年
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
状
況
だ
が、
当
時
に
お
い
て
も、
こ
の
様
子
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
此
内
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
や
あ
、
い
た
ね
。
大
し
た
も
ん
だ
っ
た
。
越
年
に
な
る
と
、岩
内
と
か、
あ
っ
ち
の
方
か
ら
ま
で、
十
一
月
こ
ろ
に
な
る
と
皆
持
っ
て
来
た
も
ん
だ
。
そ

し
て
冬
越
し
し
て
、
春
に
な
る
と
持
っ
て
帰
る
。
そ
のう
ち
で
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
社
台
の
相
木
林
太
と
い
う
人
だ
っ
た
。
こ
れ
は
何
百
頭
と
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
苫
小
牧
の
中
山
清
作、

と
い
う
人
も
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
ら
が
全
部
樽
前
に
放
し
て
い
た
。
四〇
頭
か
ら
五
〇
頭
に
種
馬
一
頭
ず
つ
つ
け
て

放
し
て
お
く
。
自
由
放
牧
さ
。
そ
れ
が、
どう
い
う
も
の
か、
いつ
の
間
に
か
減
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
9)

放
牧
は
無
秩
序
に
続
け
ら
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
前
記
復
命
書
は
続
け
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

「本
道
ノ
牧
馬
者、

一般
ニ
放
育
シ
、
穀
物
ラ
与
エ舎
飼
セ
ズ、
官
有
地ニ
放
育シ
テ
制
令
ラ
無
視シ
テ
顧ミ
ザ
ル
モノ
ノ
如
シ
。
移
住
者
ア
ル
時
ハ
己

レ
ノ
所
有
地
⇒
縮
小
セ
ラ
ル
ル
ガ
如
キ
感
ラ
ナシ
居
レ
リ
。
当
地
亦
シ
カ
リ
ト
ス
。

明
治
か
ら
大
正
年
代
に
入
っ
て
も、
こ
の
遺
風
は
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
此
内
平
吉
談
話
は
な
お
続
け
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
樽
前
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苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前の放牧場 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

夏
も
お
っ
放
し
さ
。
だ
か
ら
百
姓
は
畑
を
荒
ら
さ
れ
て
困
る
わ
け
さ
。
そ
こ
で
自
衛
手
段
さ
。

チ
ャ
シ
を
回
し
て
。
そ
れ
で
も
畑
に
入
っ
て
来
た
ら
、
つ
か
ま
え
て
賠
償
金
を
と
る
わ
け
さ
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ど29)

こ
う
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
明
治
十
六
年
、
六
ヵ
村
(樽
前、
覚
生、

錦
多
峰、
小
糸
魚、
苫
小
牧、
植
苗)共

同
秣
場
が
設
け
ら
れ
た
。

一、
二〇
九
万
九
、
五
二
〇
坪

但
シ
、
南
北
一里
半、
東
西
二
里
。

一、
位
置
、
西
北
ハ
樽
前
山
弓
負
ヒ、
小
糸
魚
村
東
端
ョ
リ
白
老
郡
界
別
々
川
ニ
接
シ
、
南
東

ハ
海
ニ
面
シ
、
樽
前、
覚
生、
錦
多
峰
ノ
三
川
ニ
跨
リ、
街
道
ラ
距
ル
凡
ソ
一
一町
余。

一、
自
生
草、
笹
、
葦
、
茅
、
其
他
雑
草
等
ニ
シ
テ
、
最
モ
多
キ
ハ
笹
ナ
リ
。

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

こ
の
共
同
秣
場
が
大
正
八
年
、
設
置
の
放
牧
場
の
基
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

苫
小
牧
町
の
「共
同
放
牧
場
管
理
並
使
用
規
則
」
に
よ
る
と
、
当
時、
町
民
専
用
の
牛

馬
放
牧
地
は
町
内
五
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
樽
前
共
同
放
牧
場
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一、
位
置
苫
小
牧
町
大
字
樽
前
村
字
樽
前

一、
地
積
三三
七
町
九
段
四
畝
七
歩

こ
の
放
牧
場
は、
酪
農
の
振
興
策
と
共
に
新
し
い
目
で
見
直
す
必
要
が
生
じ
て
来
た
。
昭
和三
十
年
に
完
成
し
た
苫
小
牧
市
有
樽
前
放

牧
場
は
、
農
家
の
草
地
保
有
面
積
が
少
な
く、
乳
牛
の
増
殖
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
か
ら
と
ら
れ
た
対
策
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
放
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牧
場
の
役
割
は、
馬
か
ら
牛
に
中
心
が
移
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

民
間
牧
場
は、
明
治三
十
八
年、
設
立
の
樽
前
共
同
牧
場
に
は
じ
ま
る。
国
坂
方
円
ら二
〇
名
が
組
合
組
織
を
も
っ
て
国
管
地
の
払
い

下
げ
を
願
い
出
て
、
約
十
三
年
を
か
け
て
大
正
六
年
に
完
成
し
た
の
が
こ
の
牧
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和三
年
に
北
海
道
庁
に
買
収
さ

れ
、
六
〇
戸
分
に
分
割、
民
有
未
墾
地
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。

現
在、
樽
前
に
は
民
間
の
牧
場
が
四
つ
あ
る
。
いず
れ
も
軽
種
馬
牧
場
で
あ
っ
て、
こ
のう
ち
、
内
藤
牧
場
が
一番
古
い。

樽
前
関
係
民
有
牧
場
一
覧
表
(昭
和
四
十
八
年
現
在)

同 同同 同

同 地
区

内
藤

牧
場
|
内
藤
武

佐
藤

牧
場

苫
小
牧
ラ
ン
チ
ョ
ウ
共
同
経
営

藤
沢
武
雄

所
有
者

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト

二
〇 二

三四 一八 頭
ア
ン
グ
ロ
ア
ラ
ブ一

1

三 四

ト
ロ
ッ
タ
ー

1

‒
‒

1 1

1

そ
の
他1

1

三 一 数

二
〇

四
〇

二
三三
計

二

樽
前
の

当
地
の
林
業
は
従
来
か
ら、
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治三
十
年
代
に
マッ
チ
の
軸
木
製
造

林
業
が
行
わ
れ
た
が
、
短
期
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

造
材
も
一
時
は
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
此
内
平
吉
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

か
な
り
造
材
に
入
って
い
る
。
御
料
林
も
や
っ
た
け
れ
ど
も
、
民
有
林
に
そ
の
こ
ろ
は
随
分
木
が
あ
っ
た
か
ら
ね
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
9)

付
編
部
落
史
・
樽
前
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(『苫
小
牧
市
民
有
牧
場
台
帳
控
』
昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
市
)

名

樽
前
藤

沢
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場 称

佐
藤
貞



苫
小
牧
市
史
下
巻

樽前の原始林 (昭和35年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

木
炭
の
製
造
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
大
正
年
代
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
等
は
木
炭
を
製

造
し
原
料
が
不
足
す
る
と
す
ぐ
移
動
す
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
期
間、

部
落
の
戸
口
の
変
化
が
は
げ
し
か
っ
た
。

大
正
十二
年
の
部
落
納
税
組
合
加
入
者
名
簿
に
よ
れ
ば、
当
時
の
当
地
の
戸
口
の
過

半
数
は
製
炭
業
関
係
が
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
概
要
を
集
計
す
れ
ば
次
の

よ
う
に
な
る

人
員

職
業

五

製
炭
業

二
三

炭
焼
業

六

馬
車
追
柚
夫七

飯
場1
1 帳
場
日
雇三
一〇
|

農
業

六

漁
業
其
他九
七
一 計

大
正
十
二
年
苫
小
牧
町)

此
内
平
吉
は
次
のよ
う
に
語
っ
て
い
る
。

木
炭
も
随
分
や
っ
て
い
た
よ
。
専
業
で
す
。
親
方
が
山
を
買
う
わ
け
さ
ね
。
そ
し
て
炭
が
ま

を
き
ず
いて
焼
子
に
賃
金
を
や
っ
て
焼
か
せ
る
わ
け
さ
。
そ
の
運
搬
を
私
ら
馬
車
追
い
を
し
て

請
負
っ
た
ん
だ
が
ね
。
一時
は
随
分
出
た
も
ん
で
す
よ
。

(『樽
前
の
歴
史
を
聞
く
』
昭
和
五
十
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[9)

こ
の
木
炭
製
造
も
同
十
二
年
ま
で
で
あ
っ
た
。
部
落
の
戸
数
は
翌
十
三
年
か
ら
激
減
す
る
の
で
あ
る
。
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錦

一、
部
落
起
源

地
名
の

錦
岡
の
地
は
古
く
から
錦
多
峰
(ニ
シタップ)

と
呼
ば
れ
て
い
た
が、昭

和
十
九
年
に
錦
岡
と
改
称、昭

和二
十
五
年
に
は

由
来
国
鉄
室
蘭
本
線
の
錦
多
峰
駅
も
錦
岡
駅
に
改
め
ら
れ
た
。

錦
多
峰
の
語
原
に
つ
い
て
は、
次
の
諸
説
が
あ
る
が、
は
っ
き
り
し
た
説
は
な
い
。

1
「Nishitap

」
(ニ
シ
タ
ッ
プ)
・
樹
木
収
縮
す
る
と
こ
ろ
=
永
田
方
正
『蝦
夷
語
地
名
解』

と
「Ni・us・tapkop

」
(ニ
・
ウシ
・
タプ
コ
プ)
・
樹
木
が
群
生
し
て
い
る
丸
山
=
知
里
真
志
保
『ア
イ
ヌ
語
入
門
』

3
「
Nishi

tap
」
(ニ
シ
タ
ップ
)
・
雲
を
被
り
た
る
山
=
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェラ
ー
『ア
イ
ヌ
語
地
名
考
』

最
近
の
地
名
解
と
し
て
は、

4
「
Nis‒

tap
」
(ニ
シ
タ
ップ
)
・
空
つ
く
よ
う
な
山
=
扇
谷
昌
康
『苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地
名』

が
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「山
」
は
樽
前
山
を
指
し
て
い
る
。

錦
岡

錦
岡
地
区
の
遺
跡
は
ご
く
最
近
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
だ
完
全
な
発
掘
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
詳
細
に

の
遺
跡

つい
て
は
不
明
で
あ
る
が、
土
器
片
から
し
て
縄
文
後
期
か
ら
擦
文
時
代
で
、
この
こ
ろ
か
ら
丘
陵
部
な
い
し
平
野
部
の
台

地
に
人
類
が
住
み
つ
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
六
年
発
見
の
工
専
遺
跡
は
苫
小
牧
工
専
の
裏
、
小
糸
魚
川
と
錦
多
川
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
に
あ
り
、
無
柄
石
鏃
一本
が
発
見

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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さ
れ
て
い
る
。
同
じ
年
に
発
見
さ
れ
た
大
沢
遺
跡
は
大
沢
の
沼
西
岸
丘
陵
部
に
位
置
し、
石
器、
土
器
片
が
発
見
さ
れ、
円
筒
上
層
式
に

相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
泉
沢
遺
跡
は
同
四
十
八
年、
市
清
掃
セン
ター
向
か
い
の
丘
陵
斜
面
で
擦
文
式
土
器
の
破
片
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
掘
に
よ
る
解
明
が
待
た
れ
て
い
る
。

二
自
然
環
境

位
置
国
鉄
苫
小
牧
駅
か
ら
西
へ
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
錦
岡
駅
が
あ
り
、
こ
こ
が
錦
岡
の
中
心
で
あ
る
。
東
は
小
糸
魚
川、
西
は

覚
生
川
を
境
と
し
て、
北
は
樽
前
山
、
南
は
太
平
洋
に
面
し
た
地
域
で
あ
る
。

地
形
は、
海
岸
に
沿
っ
て
幅
一
キ
ロ
の
海
岸
平
野
と
、
樽
前
山
の
裾
野
の
延
長
で
あ
る
丘
陵
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
海
岸
平
野
部
は、

縄
文
時
代
の
早
期
・
前
期
・
中
期
の
こ
ろ
、
海
水
面
以
下
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地
質
錦
岡
の
地
一
帯
は
、
歴
史
上
多
く
の
噴
火
の
記
録
を
も
ち
、
現
在
も
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る
樽
前
山
の
火
山
灰
で
あ
つ
く
お
お
わ

れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
、
錦
岡
か
ら
ほ
ど
近
い
丘
陵
部
の
突
端
で
発
見
さ
れ
た
糸
井
第二
遺
跡
の
地
層
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
堆
積
状
況
が

み
ら
れ
た
。

第
一
層
・
腐
植
土
層
(一
〇
セン
チ
前
後
)

第
二
層
・
樽
前
A
層
(三
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
)

第
三
層
・
樽
前
B
層
(五
〇
～
七
〇
セン
チ)

第
四
層
・
第
一
黒
色
土
層
(二
〇
セ
ン
チ
前
後
)

第
五
層
・
樽
前
C
層
(四
〇
セ
ン
チ
前
後
)

第
六
層
・
第
二
黒
色
土
層
(三
〇
セ
ン
チ
前
後
)

第
七
層
・
樽
前
D
層

ま
た
、
昭
和
四
〇
年、
公
営
住
宅
裏
の
段
丘
部
斜
面
で
温
泉
が
噴
出
し
た
こ
と
は
記
録
に
新
し
い
。
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錦
岡

海
岸
平
野
部
の
草
原
、
錦
多
峰
川
流
域
の
湿
原、
海
岸
段
丘
上
の
山
林
と
多
様
な
地
形
で
植
物
も
豊
富
で
あ
る
。

の
植
物

公
営
住
宅
団
地
付
近
の
錦
多
峰
川
流
域
の
湿
原
に
は
、
水
芭
蕉
の
み
ご
と
な
群
落
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
た
。
海
岸
に

近
い
鉄
道
線
路
の
両
側
に
は
、
一面
の
ヨ
シ
原
の
中
に
咲
く
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
キ
ス
ゲ
が
初
夏
を
い
ろ
ど
っ
て
い
た
。

海
岸
平
野
部
に
は
、
い
く
つ
か
の
ハ
ン
ノ
キ
が
自
生
し
て
い
る
が、
こ
れ
ら
の
多
く
は
南
から
の
強
い
風
に
影
響
さ
れ
て
、
海
岸
から

丘
陵
部
の
方
へ
なび
いた
ま
ま
変
形
し
て
い
た
。

丘
陵
部
で
は
、
イ
タ
ヤ
・
ア
サ
ダ
・
ナ
ラ
・
シ
ナ
・
ホ
ウ
・
セ
ン
・
カ
ツ
ラ
な
ど
の
樹
木
が
多
く
自
生
し
て
い
た
。

錦
岡

多
様
な
自
然
環
境
の
な
か
に
多
く
の
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。

の
動
物

湿
原
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
・
コ
ヨシ
キ
リ
・
オ
オ
ヨシ
キ
リ
・
オ
オ
ジ
シ
ギ
な
ど
、
山
林
で
は、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ガ
ラ

・シ
マ
エ
ナ
ガ
・
シ
ロ
ハラ
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
が
み
か
け
ら
れ
る
。

コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
が
人
家
の
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り、冬

に
は
ト
ビ
の
大
群
が
海
岸
で
エ
サ
を
あ
さ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

ヒ
グ
マ
は
多
く
、
か
っ
て
は
放
牧
の
馬
が
し
ば
し
ば
被
害
を
受
け、
人
間
が
襲
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
キ
ツネ
に
だ
ま
さ
れ
て
一
晚

中
、
沼
の
ま
わ
り
を
歩
か
さ
れ
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

三
部
落
の
変
遷

部
落
の

錦
岡
は
も
と
も
と
漁
業
の
出
稼
場
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
、
そ
の
初
期
に
は
現
在
の
駅
を
中
心
と
す
る
地
よ
り
、
む
し

形
成

ろ
覚
生
が
そ
の
中
心
地
で
こ
の
地
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
こ
れ
が
知
ら
れ
る
。

明
治
四
年、
高
知
藩
が
行
っ
た
勇
払
郡
永
住
人
調
査
で
は
、
ニ
シ
タ
ップ
村
永
住
人
と
し
て
、
川
村
善
右
衛
門
一二
人
(息
子
夫
婦と
二

世
帯)、

中
山
栄
蔵三
人
、
三国
忠
兵
衛
四
人
、
鈴
木
勝
次
郎三
人
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
海
岸
線
に
居
住
し
漁
業
手
伝
と
若
干
の
畑

付
編

部
落
史
・
錦
岡
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地
を
所
有
し
耕
作
も
し
て
い
た
から
、
この
人
た
ち
が
開
村
の
人
と
み
て
よ
い。

明
治二
十
三
年
十
月、
覚
生
尋
常
小
学
校
設
置
出
願
書
で
は
樽
前、
覚
生、
錦
多
峰、
小
糸
魚
の
四
ヵ
村
で戸
数
一三
戸
、
人
口
八
二

人
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
業
関
係
者
と
な
っ
て
い
た
。
内
訳
で
み
る
と
樽
前
三
戸
、
覚
生
六
戸、
錦
多
峰三
戸
、
小
糸
魚

一
戸
で
あ
っ
た
。

明
治二
十
七
年、
青
森
県
か
ら
現
駅
前
付
近
に
三
戸
が
移
住
、
漁
業
の
か
た
わ
ら
農
事
に
従
事
し
そ
の
基
礎
が
か
た
め
ら
れ
て
い
っ
た

が、
同三
十
一
年
二
月
一
日
、
北
海
道
炭
砿
鉄
道
錦
多
峰
駅
の
設
置
に
よ
り
駅
を
中
心
に
発
展
し
、
西
部
四
村
(樽
前、
覚
生
、
錦
多
峰、
小

糸
魚)
の
中
心
地
と
し
て
そ
の
地
位
が
確
立
し
た
。

西
部
の

中
心
地

大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
で
は
錦
多
峰
、
覚
生
地
区
で
一
四
一
戸
、
七
八
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
ほ
と

「ん
ど
が
錦
多
峰
駅
を
中
心
と
す
る
地
区
に
集
中
し
、
ま
さ
し
く
西
部
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
従
前
の
覚
生
小
学

校
は
大
正
一
一年
八
月、
錦
多
峰
小
学
校
と
改
称
し
、
翌
十
月
に
は
錦
多
峰
に
移
転
し
た
。

錦
多
峰
駅
設
置
以
後
の
い
わ
ゆ
る
発
展
期
に
は
各
種
官
公
庁
派
出
所
や
団
体、
会
社
な
ど
次
つ
ぎ
に
設
置、
設
立
さ
れ
た
が、
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

明
治三
一
・
二
・

一

四
一
・
一
一
・

四
〇
・

四・

1 一

錦
多
峰
駅
營
業
開
始

帝
室
林
野
錦
多
峰
分
擔
区
設
置

四
五
・
三・
三
一

燐
寸
軸
木
工
場
設
置

錦
多
峰
特
別
教
授
場
開
校

在
郷
軍
人
分
会
錦
多
峰
班
設
立
ス

明
治
四二
・
四
・
一二

錦
多
峰
特
別
教
授
場
廃
止
二併
合

本
校

樽
前
山
大
噴
火
円
頂
丘
⇒
顕
ハ
ス

錦
樽
青
年
団
設
立
ス

七
・
二・
二八

帝
室
林
野
樽
前
分
担
分
離
ス

大
正
四
・
三・
三〇

七
・
四
・
一四

錦
多
峰
保
線
丁
場
創
立
ス
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11 11 "1 11 "1

" " "

11 "1 "1 11 11 11 "1 11 大
正
八
・
三・

一二
・
一〇
・
一〇

一二
・

一・三
一

一
一
・
一〇
・
三
〇
錦
多
峰
火
防
衛
生
組
合
設
立

錦
多
峰
私
設
消
防
組
組
織
ス

共
共
同
運
送
店
開
業

錦
多
峰
巡
�
駐
在
所
廃
止
ス

11 11 " "1 " 11 "1 11

" "

"1

三
・

六・
1

三
・

八
・

一

三
・
四
・三
〇
実
行
組
合
牧
場
營
業
開
始

作
田
高
之
助
翁
碑
建
立

錦
多
峰
郵
便
取
扱
所
開
所

馬
壢
神
建
立

錦
多
峰
女
子
青
年
団
卜
改
称

公
設
錦
多
峰
消
防
組
二
昇
格

無
集
配
三
等
郵
便
局
二
昇
格

四
・
八・

一

四
・
九
・
一六

五
・

二
・
二
四
甜
菜
耕
作
改
良
組
合
設
立

青
年
訓
練
所
後
援
会
設
立

償
還
組
合
設
立

地
藏
尊
弓
現
墓
地
内
二
安
置

改
正
二
依
ル
農
事
実
行
組
合
設
立

地
神
社
建
立

錦
多
峰
農
事
実
行
組
合
設
立

錦
多
峰
青
年
訓
練
所
開
所

昭
和
二
・
二・

一
通
錦
多
峰
運
送
社
開
業
最
初
一
印
卜
称
ス

二
店
合
同

ミ
日
本
養
狐
會
社
事
業
開
始

一
五
・
七
・

一

一〇
・

七
・

九
・
九
・
一

八
・
七
・
二
五

1 一 1・ 一
・

一
・
五
・

一

一
・
四
・
一

一
・

四
・
一

一
・

三・
二
三

浜
砂
採
取
事
業
開
始
ス

一

錦
多
峰
處
女
會
設
立

覺
生
小
学
校
保
護
者
会
設
立

錦
多
峰
巡
査
駐
在
所
設
置

錦
多
峰
自
警
団
設
置

從
前
ノ
モ
ノ
ラ
錦

樽
前
特
別
教
授
場
弓
分
離
ス

樽
前
青
年
団
分
離
ス
多
峰
青
年
団
ト
ス

忠
魂
碑
建
立

錦
多
峰
小
学
校
卜
校
名
改
称
ス

小
学
校
弓
大
字
錦
多
峰二
移
転
新
築

一
一・
一〇
・
三〇

一
・
一
〇
・
二三

一
・
八
・
一七

一
一
・
八
・
一〇

六
・
一二

六
・
一二

御
駐
蹕
碑
改
建
立
ス

四
川
村
運
送
店
開
業

ヘ
一五
・
五
・二
五

大
正
一
五
・
三・
二
三

八
・
二
・
七

七
・
七
・
一五

七
・
二
・
二
八

五
・
一一
・二
三

三
・

四
・
一六

森
林
防
火
組
合
設
立
ス
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九
・
八
・
一九

九
・
四
・

一

九
・
三
・

一 1

昭
和
八
・
一
一・

吉
田
蟹
罐
詰
工
場
設
置

養
狐
事
業
閉
鎖
ス

錦
多
峰
実
業
青
年
学
校
設
立

(青
年
訓
練
所
充
当

錦
多
峰
小
学
校
同
窓
会
設
立

昭
和
九
・
九
・
一〇

産
業
組合
青
年
聯
盟
設
立

改
正
二
依
ル
実
業
青
年
学
校
設
立

一〇
・
七
・
一八

錦
多
峰
漁
業
実
行
組
合
設
立

郵
便
局
ニ
テ
電
信
電
話
取
扱
開
始

(『錦
多
峰
村
ノ
沿
革
』
昭
和
十
年
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
編)

錦
多
峰
は
川
村
嘉
市
を
苫
小
牧
水
産
組
合
長
、
村
会
議
員
に
選
出
し
、
産
業
的
に
も
行
政
的
に
も
力
を
得
て
、
大
正
末
期
か
ら
は
農
業

木
炭
製
造
も
盛
ん
と
な
り
、
漁
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
各
方
面
に
幅
広
く
独
特
の
部
落
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

住
宅
地
と
し
て

戦
後
苫
小
牧
は
港
湾
の
築
設
、臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
に
と
も
な
っ
て
急
速
に
発
展
し
、錦
岡、
糸
井
地
区
は
住
宅

発
展
す
る
錦
岡
地
と
し
て
一
変
し
た
。
特
に
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
六
カ
年
計
画
で
公
営
住
宅
用
の
宅
地
造
成
を
開
始
し
、
同
四

十
年
度
か
ら
一
部
公
営
住
宅
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、
同
四
十
三
年
度
に
は
一三
〇
戸
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
に
お
い
て
も
公
営
住
宅
の
増

設
と
一
般
住
宅
地
の
造
成
が
相
次
ぎ、
既
存
部
落
と
は
別
に
新
し
い住
宅
団
地
が
形
成
さ
れ、
人
口
も
急
速
に
増
加、
昭
和二
十
五
年二

三
五
世
帯
、一、三

一
〇
人
が、
同
四
十
年
五二
四
世
帯、
二
、
二
四
六
人、
同
四
十
九
年二
、
二三
八
世
帯
、
六
、
五
六
九
人
と
二
十
五

年
か
ら
み
る
と
五
倍
に
な
っ
た
。

ま
た、
昭
和
四
十
年
四
月
に
は
国
立
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
の
新
校
舎
が
落
成
し、
新
し
い
分
野
を
開
い
た
。

ゴ
ル
フ
場
の
樽
前
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
最
近
に
い
た
っ
て
は
ジ
ョ
イ
ラン
ド
樽
前
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
設
け
ら
れ
た
。

市
に
お
い
て
も
こ
の
人
口
増
加
に
あ
わ
せ、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
に
市
役
所
錦
岡
出
張
所
、
公
民
館
分
館
を
開
設
し
た
の
を
は
じ

め
、
各
種
公
共
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
の
設
置
を
行
い
、
錦
岡
地区
は
も
は
や
部
落
と
は
呼
べ
な
い
発
展
ぶ
り
で
、
本
市
の
住
宅
地
と
し
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付
編
「
部
落
史
・
錦
岡

ニ
シ
タ
ップ

樽
前
場
所
と

「
漁

業

松
浦
武
四
郎
の
『蝦
夷
日
誌
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

安
政
年
間
(一
八
五
四～
一
八
五
九)
に
蝦
夷
地
を
踏
破
し
た

て
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
。

四
産
業
の
概
要

小
印
印

錦岡市街地 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

錦岡公営住宅団地 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

錦岡ときわ団地 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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此
辺
は
皆
南
受
の
暖
地
に
て、
沙
浜
浪
際
よ
り
上
に
(二
十
三
丁
)
路
有、
躓
く
石
一
ツ
な
く
、
觸
屋
左
右
に
立
並
び
、
酒
肆
・
茶
店
も
さ
ま
ざ
ま
の
暖
簾

さ
げ
、
中
々
に
言
さ
え
ぐ
蝦
夷
人
の
里
と
思
は
れ
ず
。
其
繁
昌
い
は
ん
方
な
し
。(廿
余
丁
)
タ
ル
マ
イ
(川
幅
五
、
六
間
、
小
休
所
有
)
本
名
デ
タ
ル
ラ
マ

ナ
イ
に
て、
沙
路
有
義
也…
…
後
略・・・・・・・・

同
く
フシ
コ
ニ
シ
タプ

(小
川)、アシ

リ
ニ
シ
タプ

(小
川
)、フ
シ
コ
は
古、
アシ
リ
は
新
き
義、
ニシ
タプ

は
昔
し
此
川
上
に
森
が
有
、
其
に
何
時
も
雲
が
有
し
と
、
依
っ
て
号
し
也
。
…
…
後
略
…
…

(松
浦
武
四
郎
『蝦
夷
日
誌
上
巻
』
昭
和
三
十
七
年
時
事
通
信
社)

樽
前
は、
す
で
に
天
明
六
年
(一
七
八
六
年)
に
国
藤
与
惣
治
が
年
間三
両
の
運
上
金
を
納
め
て
場
所
と
し
て
開
発
し
て
お
り
、
文
化
三

年
(一八
〇
六
年)
に
は、
遠
藤
甚
次
郎
が
運
上
金
五
両
を
納
め
て
場
所
を
経
営
し
て
い
た
。

以
来
、
樽
前
場
所
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
寛
政
十二
年
(一
八〇
〇
年)
に
白
老
で
創
始
さ
れ
た
鰮
油
・
鰮
搾
油
製
造
の
新
方
法
を
文
政

八
年
(一
八二
五
年)
勇
払
郡
で
移
入
し
て
魚
粕
を
製
造
、
安
政
年
間
に
は
"樽
前
粕”
と
し
て
声
価
が
あ
が
っ
て
本
州
方
面
に
も
積
み
出

し
て
お
り
、
酒
肆
・
茶
店
が
あ
っ
て
蝦
夷
人
の
里
と
も
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
繁
盛
し
て
い
た
ら
し
い
。

そ
れ
に
く
ら
べ
て、
錦
多
峰
は
た
だ
一
面
の
沙
地
(砂
地)
で
定
住
者
の
い
な
い
原
野
・
浜
辺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
錦
岡
駅

付
近
に
社
殿
の
あ
る
樽
前
神
社
も
、
当
時
は
樽
前
に
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
樽
前
部
落
の
人
た
ち
が
豊
漁
を
願
っ
て
造
営
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

し
た
が
っ
て、
松
浦
武
四
郎
日
記
に
よ
れ
ば
現
苫
小
牧
市
の
西
部
地
域
の
旧
小
糸
魚
村
・
錦
多
峰
村
・
覚
生
村
・
樽
前
村
の
中
心
地
は

樽
前
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
錦
多
峰
が
開
け
て
く
る
の
は
次
の
時
代
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

明
治
二
年、錦

多
峰
は
高
知
藩
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
引
渡
書
に「ニ

シ
タ
フ
此
所
平
地
通
行
小
川
橋
有
、会
所
持
漁
小

(1)
屋
有、
鰯
漁
業
出
稼
有
、一
里
杭
有、コ

エ
ト
イ
迄
一
里
」と
あ
っ
て
鰯
を
と
る
出
稼
ぎ
の
漁
師
が
錦
多
峰
に
来
往
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(2)
右
の
記
録
と
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
史
料
に
当
地
方
の
永
住
人
と
し
て、
樽
前
村
四
家
族
計
一三
人
、
プ
ホ
フ
村二
家
族
計
六
人
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ニ
シ
タ
フ
村
五
家
族
計二
二
人、
コ
エ
ト
キ
村三
家
族
計
一
三人
が、
合
計
し
て
四
ヵ
村
五
四
人
が
住
ん
で
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
苫
小
牧
西
部
地
域
の
四
ヵ
村
の
中
で
は
錦
多
峰
村
の
人
口
が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
二
十
年
に
な
る
と
こ
の
地
域
の
人
口
は
激
減
す
る
。
北
海
道
開
拓
使
初
代
長
官
・
岩
村
通
俊
の
日
記
に
よ
れ
ば
小
糸
魚

二
戸
・
人
口
五
人
、
錦
多
峰
一戸
・
人
口二
人
、
覚
生
四戸
・
人
口
二
一
人、
樽
前二
戸
・
人
口
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
年
の
苫
小
牧
西
部
地
域
の
総
人
口
五
四
人
に
対
し
て
明
治二
十
年
の
人
口
は三
七
人
で、

一七
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後、
各
種
産
業
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
逐
次人
口
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
る
。

大
正
十
三
年
、
一二
六
戸
・

昭
和二
十
五
年、
二
四
五
戸
・
一、
二三三三三人
六
三
〇
人

(3)

明
治
三
十
年
、
一八
戸
・
一
一八
人

明
治三
十
四
年、
七
八
戸
・
二三
〇
人

大
正
四
年
、二〇
〇
戸
・
四
五
〇
人

出
稼
漁
業
者

昭
和
四
十
八
年
八
月、
本
市
は
開
基
百
年
を
迎
え
た
が、
そ
れ
以
前
の
寛
政
十
二
年
(一
八
〇
〇
)
に
勇
払
場
所
に

林
重
右
衛
門
土
着
し
て
開
懇
と
警
備
に
あ
た
った
八
王
子
千
人
同
心
は
本
市
開
拓
の
先
駆
者
と
し
て
大
い
に
ク
ロー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ、

開
基
百
年
に
は
こ
の
千
人
同
心
な
ど
の
墓
地
が
整
備
さ
れ、
八
王
子
市
と
苫
小
牧
市
が
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
な
ど
は
な
ば
な
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。

お
ぼ
つぶ

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
錦
岡、
覚
生
の
国
道
と
国
鉄
線
間
に
古
い
墓
碑
が
あ
り
、
地
元
古
老
の
間
で
問
題
と
な
り
、
市
史
編
さ
ん
室
の
堀
江

敏
夫
編
集
長
に
も
「天
保
十
亥
年
九
月
十
日
南
部
異
国
間
俗
名
林
重
右
衛
門
法
號
釋
遠
澄
」
と
書
か
れ
た
メ
モ
が
届
け
ら
れ、
調

査
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
し
かし
、
こ
の
メ
モ
だ
け
で
は
林
重
右
衛
門
の
人
物
像
に
対
す
る
解
明
の
手
が
か
り
と
は
な
ら
ず
、
調
査
も
中
断

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
昭
和
五
十
年
に
な
っ
て
地
元
苫
小
牧
民
報
社
の
竹
馬
記
者
が
こ
の
問
題
に
感
心
を
示
し、
数
回
に
わ
た
り
林
重
右
衛
門
を

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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民
報
紙
上
に
取
り
あ
げ
た
。
この
記
事
を
読
ん
だ
錦
岡
の
古
老
高
井
吾
作
が、
息
子
が
八
戸
市
内
に
住
ん
で
い
て
『南
部』
と
あ
る
か
ら

何
か
の
手
が
か
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
こ
れ
を
息
子
の
高
井
重
雄
に
照
会
し
た
。
こ
れ
は
同
年
七
月
二
十
二
日
付
の
夕
刊
『東
奥

日
報
』
に
と
取
り
あ
げ
ら
れ、
こ
れ
を
読
ん
だ
下
北
郡
風
間
浦
村
易
国
間
に
住
む
林
紘
二
が、「そ

の
人
物
は
私
の
先
祖
に
あ
た
る
人
」
で

あ
る
と
名
乗
り
出
て
子
孫
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(4)

林
紘二
は
重
右
衛
門
の
分
家
筋
に
あ
た
り
、
林
家
本
家
は
九
代
目
当
主
が
函
館
市
五
稜
郭
に
住
む
林
馨
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
林
馨、
林
紘二
は
昭
和
五
十
年
八
月
十
七
日
、
来
苦
し
て
関
係
者
の
案
内
で
現
地
に
赴
き
、
夏
草
が
う
っ
そ
う
と

茂
る
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
墓
碑
の
前
で
深
と々
頭
を
垂
れ、

一三
六
年
と
い
う
歳
月
の
重
み
と
先
祖
へ
の
思
い
に
合
掌
し
た
。

こ
の
時、
林
家
に
代
々
伝
わ
る
過
去
帳
と
、
重
右
衛
門
の
香
尊
(
典
)
帳
を
持
参
し
た
。
過
去
帳
に
は
「釋
遠
澄
天
保
十
年
九
月
十

日
林
三
代
目
重
右
衛
門
酉
松
コ
ト
」
と
書
れ、
香
典
帳
に
は
「天
保
十
亥
年
九
月
十
日
タ
ル
マ
イ
場
所
ニ
テ
病
死
」
と
な
って
い
た。

た
だ
し、「五

代
重
右
衛
門
行
年
三
十
九
才
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
林
重
右
衛
門
の
人
物
像
が
極
め
て
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は、
苫
小
牧
地
方
樽
前
浜
の
イ
ワシ
漁
業
の
特
長
で
あ
った
出
稼
漁
業
家
(漁
業
渡
世)
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

タ
ル
マ
イ
浜
で
は
文
化
・
文
政
年
間
あ
た
り
か
ら
イ
ワシ
漁
業
が
開
始
さ
れ、
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
の
松
前
秘
説
に
ユ
ウ
フ
ツ
ィ

ワ
シ
二
万
石
と
あ
っ
て、
林
重
右
衛
門
の
没
し
た
こ
ろ
から
極
め
て
活
発
に
な
っ
て
い
た
。

た
だ、
当
時
の
勇
払
場
所
は
支
笏
一
六
場
所
を
か
か
え
、
そ
の
主
体
を
イ
ザ
リ
、
ム
イ
ザ
リ
の
サ
ケ
漁
に
お
い
て
お
り
、
イ
ワシ
漁
は

出
稼
漁
業
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
いて
、
場
所
請
負
人
自
身
が
自
ら
イ
ワシ
漁
を
は
じ
め
た
の
は
安
政
年
間
か
ら
で
あ
っ
た
。
松
浦
武
四

郎
は
タ
ル
マ
イ
浜
の
イ
ワシ
漁
業
の
た
め
、
当
地
方
の
場
所
請
負
人
は
な
に
も
し
な
く
て
も
金
に
な
る
場
所
で
あ
る
と
、
請
負
人
を
ひ
に
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く
っ
た
表
現
を
し
て
い
る。
請
負
人
は
ユ
ウ
フ
ツ
か
ら
マ
コマ
イ
の
漁
場
を
占
有
し
、
ト
マコ
マ
イ
か
ら
タ
ル
マ
イ
ま
で
は
出
稼
人
に
解

放
し
て
イ
ワシ
漁
が
続
け
ら
れ
た
。

タ
ル
マ
イ
浜
の
イ
ワ
シ
漁
は
他
借
漁
業
と
い
っ
て
大
正
年
間
ま
で、
南
部、
函
館
な
ど
の
出
稼
人
が
漁
業
権
を
借
り
て
行
う
も
の
が
多

く、
初
期
に
は二
八
取
(二
割
漁
業
権
者、
八
割
自
己
収
入
)
の
制
度
が
あ
った
が、
明
治
中
期
以
降
は
金
銭
貸
借
が
多
く
な
っ
た
。

林
重
右
衛
門
は
初
期
タ
ル
マ
イ
浜
の
イ
ワシ
漁
業
者
で
あ
り、
お
そ
ら
く
は三
〇
人
以
上
の
漁
夫
を
引
き
連
れ
て
漁
を
行
っ
た
親
方
で

あ
っ
た
と思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
は、
場
所
請
負
人
と
と
も
に
本
道
の
産
業
を
さ
さ
え
て
き
た
漁
業
渡
世
で
あ
り
、
タ
ル
マ
イ
浜
の
特
色
と
す
る
出
稼

漁
業
者
の
は
し
り
で
あ
り
、
そ
の
後
の
イ
ワシ
漁
を
発
展
さ
せ
る
一
要
因
を
つく
っ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

漁
場

樽
前
浜
の
イ
ワ
シ
漁
業
が
盛
ん
に
な
る
と
、
函
館、
南
部
方
面
な
ど
の
漁
師
か
ら
出
稼
漁
の
申
し
出
が
あ
り
、
場
所
請
負

の
変
遷
人
も
苫
小
牧
か
ら
樽
前
の
間
の
沿
岸
を
二
八
取
の
条
件
(漁
獲
の二
割
請
負人、

八
割
出
稼
人)で

出
稼
漁
業
が
許
可
さ
れ、
以
来

苫
小
牧
地
方
の
漁
業
権
を
持
た
な
い
漁
業
者
に
よ
る
漁
業
(他
借
漁
業)
の
特
質
と
な
っ
た
。

明
治
初
年
に
は
錦
多
峰
村
の
岡
田
漁
場、
井
口
漁
場、
覚
生
村
の
伊
藤
漁
場、
小
島
漁
場、
板
垣
漁
場、
奥
村
漁
場
な
ど
が
知ら
れ
る

が
、
いず
れ
も
出
稼
人
で
あ
っ
た
。

錦
多
峰
覚
生
地
区
漁
業
出
稼
人

区
分
|

場

所

名
前

本
居
住
地

区
分
|

出
稼
人
|
ラ

ホ
ウ

場
所 所

名
前

伊
藤

弥
太
郎
箱
館
大
町

本
居
住
地

付
編
部
落
史
・
錦
岡

出
稼
人
|
タ
ル
マ
エ
(興
村
)

六
兵
衛
箱
館
大
町
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明 治 四 年

" " " " "

出
稼
人

ニシ
タ
ップ

ニシ
タ
ッ
プ

ラ
ホ

ウ

ラ
ホ
ウ

ラ
ホ
ウ
(小
島
)

ラ
ホ
ウ

(岡
田
)

(奥
村)

(板
垣)

元
三郎

正
三
郎

弥
太
郎

“
内
澗
町

“
大
黒
町

"
内
澗
町

"
中
浜
町

へ
天
神
町

箱
館
大
町

明 治 五 年

"

11 "

出
稼
人

ニシ
タ
ップ

ニ
シ
タ
ッ
プ

ラ
ホ
ウ

ラ
ホ
ウ

ラ
ホ
ウ
ー

井口 岡
田

奥
村

板
垣

小
島

佐
次
兵
衛

弥
兵
衛

忠
兵
衛

元
三
郎

正
三
郎

函
館
内
澗
町

函
館
大
黒
町

内
澗
町

、
中
浜
町

箱
館
天
神
町

(�第
九〇
号)

置

明
治三
十
五
年、
漁
業
法
が
制
定
公
布
さ
れ、
七
月
一
日
付
で
出
願
漁
業
に
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
た
が、
こ
の
こ
ろ
に
は
函
館
の
豪
商

な
ど
に
よ
る
出
稼
人
は
少
な
く
な
り
、
新
し
く
門
別
村
の
飯
田
信
三
の
進
出
が
あ
っ
た
。
が、
依
然
と
し
て
漁
業
権
者
は
他
の
出
稼
人
に

漁
場
を
貸
す
他
借
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

勇
鰮
特
第
七
八
号

免
許
番
号

函
館
区

氏

新
田
み
か
錦
多
峰
村

名
|
位

漁
業
法
に
よ
る
漁
業
権
者

(�
第
八
九
号
)
勇
鰮
特
第
七
九
号

置
免
許
番
号

函
館
区

氏

平
野与
次
右衛門 名

錦
多
峰
村

位

$

(『勇
払
千
年
両
郡
引
継
書
類
』
明
治
五
年
、
『勇
払
郡
申
年
輸
出
産
税
金
取
立
調』

明
治
五
年
開
拓
使
勇
払
郡
出
張
所)

明
治
十
三
年
に
は
同
十
一
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
イ
ワ
シ
漁
場
の
海
産
干
場
の
地
券
が
授
与
さ
れ
た
が、
錦
多
峰
村
で
は
函
館
の
秦
理
四

郎、
新
田
孫
右
衛
門
、
覚
生
村
で
は
函
館
の
小
島
正
三
郎
、
板
垣
元
四
郎、
覚
生
の
水
島
彦
右
衛
門
で
一、
二
〇
〇
坪
か
ら
二
、
五
〇
〇

で
あ
っ
た
。
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付
編
部
落
史
・
錦
岡

六
四
号

六
三
号

六
二
号

六
一
号

免
許
番
号 八
六
号

八
五
号

八
四
号

八三
号

八二
号

八
一号

勇
鰮
特
第
八〇
号

門
別
村

函
館
区

札
幌
区

函
館
区

門
別
村

川
村
茂
右
衛
門

川
村
嘉
市

川
村
茂
右
衛
門

苫
小
牧
町
石
垣
彦
三郎

勇
鰊
特
漁
業

権
者

住
所
氏

名

" 11 11 錦
多
峰

位
置

五
一
号

五
〇
号

四
九
号

四
八
号

免
許
番
号

東
京
都

" "

苫
小
牧
町

鰮
特
漁
業
権
者

勇

住
所
氏中
村
捨
次
郎

川
村
嘉
市

川
村
茂
右
衛
門

石
垣
彦
三郎 名

11 11 11

錦
多
峰

位
置

(血
第
九
七
号
)

(且
第
九六
号
)

(且
第
九
五
号)

(�
第
九
四
号)

(昷
第
九三
号)

(且
第
九二
号
)

" 覚
生
村

(且
第一〇三

号)

(�
第
一
〇二
号
)

(昷
第
一〇
一号
)

(且
第
一
〇〇
号)

(昷
第
九
九号
)

(昷
第
九八
号)

渡飯
田
信
三

渡
辺
佐
兵衛

瀬
下
秀
造

石
垣
隈
太郎

飯
田
信
三

苫
小
牧
村
石
垣
彦
三
郎

1 " " " "

門
別村

" " " "

飯
田
信
三
勇
艦
特
第八
七
号
錦
多
峰
村
(昷
第
九
一号
)

九二
号

九
一号

九〇
号

八
九
号

八
八
号

" 11

覚
生
村

" 11

11

�
第
号
は
漁
場
番
号
で
一
般
的
な
番
号
で
あ
っ
た
。

※
(『室
蘭
支
庁
布
令
綴』『免

許
漁
業
原
簿』
‒
勇
払
郡
よ
り
作
成
)

明
治
中
こ
ろ
に
な
っ
て
も
と
も
と
上
磯
郡
上
磯
村
の
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
た
川
村
嘉
市
、
勘
三
郎
が
錦
多
峰
村
に
移
住
し
、
永
住
人
に

よ
る
本
格
的
な
漁
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
特
に
川
村
は
定
置
網
に
よ
る
漁
業
を
開
始
し
、
地
曳
網
専
門
だ
っ
た
当
時
の
イ
ワ
シ
漁
業
に
新
し

い
方
法
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

11 11 11

11
11
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・一〇
号
九
号

七
五
号

七
四
号

七
三
号

七
二
号

七
一
号

七
〇
号

六
九
号

六
八
号

六
七
号

六
六
号

六
五
号

苫
小
牧
町

苫
小
牧
村

"1

門
別
村

苫
小
牧
町

東
京

中
村 11 11

飯
田
る
い

錦
多
峰

小
糸
魚 生

錦
多
峰

七
号

六
号

五
号

五
七
号

五
六
号

五
五
号

五
四
号

五
三号
五
二
号

門 “ 東

別 京
村 都

坂 〃

飯
田
あ
い

か

中
村
捨
次
郎

勇
鮭
定
漁
業
権

者

苫
小
牧
町
川
村
嘉
市

11 11 11 11

飯
田
あ
い

〃 覚

錦
多
峰

樽 覚 〃 〃

生 前 生

錦
多
峰

11 11

門
別
村

東
京
都
中
村
捨
次
郎

川
村
嘉
市
|
樽
前

飯
田

向
井

捨

魚 睦 次
郎い 吉

1 11 11 11 ” 覚 1111 11

(『
漁
業
権
原
簿
』
‒
勇
払
郡
よ
り
作
成)

大
正
の
は
じ
め
ご
ろ
に
な
る
と
、
錦
多
峰
の
番
屋
は
わ
ず
か
二
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ず
れ
も
川
村
漁
場
の
も
の
で、
明
治
時
代

に
に
ぎ
わ
っ
た
番
屋
の
多
く
は
空
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

大
正
末
期
に
は、
川
村
家
が
三
つ
の
番
屋
を
所
有
し
て
い
た
。
東
か
ら
順
に、
川
尻
・
石
垣
・
駅
前
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
漁

獲
高
が
か
な
り
減
少
し
て
い
て
錦
多
峰
郷
土
誌
に
あ
る
よ
う
に
「
昔
ノ
面
影
⇒
残
ス
ニ
過
ギ
ナ
イ
」
状
態
で
あ
っ
た
。

漁
獲
高
の
減
少
は
錦
多
峰
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
全
道
的
に
み
る
と
、
北
海
道
の
水
産
物
を
代
表
す
る
ニ
シ
ン
は
、
明
治三十

1784
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錦岡の海岸 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕 年

ご
ろ
か
ら
瀬
棚
・
寿
都
方
面
の
漁
が
皆
無
に
な
り、
明
治
末
年
に
は
岩
内
・
積
丹
方
面

の
漁
も
薄
く
な
っ
た
。
ニシ
ン
漁
業
の
中
心
は
雄
冬
岬
と
そ
の
北
方
に
移
っ
て
い
き
、
道

南
の
漁
村
地
域
は
衰
微
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

沿
岸
の
漁
業
に
多
く
を
の
ぞ
め
な
い
漁
村
の
人
び
と
は、
沖
合
に
遠
洋
に
魚
群
を
求
め

て
樺
太
・
沿
海
州
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
と
進
出
せざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

資
源
の
減
少
し
た
錦
多
峰
の
浜
辺
に
は
、
わ
ず
か
の
沿
岸
資
源
で
生
活
を
営
む
定
住
し

た
何
軒
か
の
漁
家
が
と
り
残
さ
れ、
川
村
漁
場
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
番
屋
を
閉
鎖
し、
当
主
は

運
送
業
・
砂
採
取
業
と
転
業
を
や
む
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

漁
獲
物
明
治
六
年
の
勇
払
外
二
郡
税
則
更
定
取
調
に
よ
れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
る
産

物
と
し
て
、
鰯
粕
・
魚
油
・
鮭
の
三
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
鰯
粕
は、
い
わ
ゆ
る
樽
前

粕
と
し
て
名
声
の
あ
る
も
の
で
、
本
州
方
面
へ
肥
料
と
し
て
一〇
〇
石
(四〇

〇
〇
貫=
一五

ト
ン)
あ
た
り
六
五
〇
円
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
。

魚
油
は
鰯
油
の
こ
と
で
、
鰯
粕
を
製
す
る
場
合
の
副
産
物
と
し
て
製
造
さ
れ
た
。
灯
油
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
臭
気
が
強
く
好
ま
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
石
油
に
く
ら
べ
て
安
価
な
の
で、
低
所
得
層
に
よ
り
使
用
さ
れ
た
。

じ
ょう

ま
た
、
秋
に
な
る
と
大
量
の
鮭
が
錦
多
峰
川
で
漁
獲
さ
れ
た
。
明
治二
二
年
(一
八
八
九
年)
に
は
、
資
源
の
保
全
を
は
か
る
た
め、
錦

そ
多
峰
鮭
魚
人
工
孵
化
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
現
在
で
も
若
干
の
遡
上
を
み
て
い
る
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
主
要
水
産
物
は
、
小
練
・
艦
・
鰈
・
鮭
・
北
寄
貝
・
海
扇
(ホ
タテ)

の
六
種
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も

資
源
保
護
の
立
場
か
ら
禁
漁
期
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
漁
期
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。す
な
わ
ち
、
小
鰊
(六
月
十
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で)

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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牧
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史
下
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鰮
(九
月
中
旬
から
十
一
月
中
旬)、

鰈
(
通
年)、
鮭
(六
月
中
旬
から
十二
月
中
旬)、
北
寄
貝
(七月

一日
から
翌
年
四
月
十
五
日)、
海
扇
(七
月
一
日

か
ら
十
一
月
下
旬)
と
な
って
い
た
。

そ
の
ほ
か
の
水
産
物
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

淡
水
魚

マ
ス
・
ア
カ
ハ
ラ
・
ヤ
マ
ベ
・
ワ
カ
サ
ギ
・
コ
イ

ス
ナ
ガ
レ
イ
・
ババ
ガ
レイ
・
マガ
レ
イ
・
ソ
ウ
ハ
チ
・
七
ツ
星
・
タ
ラ

3
そ
の
他
ウ
ナ
ギ
・
毛
ガ
ニ
・
ジ
ョ
ロ
ウ
ガ
イ

カ
レ
イ
類
は
豊
富
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
浜
で
と
れ
て
も
大
部
分
は
魚
粕
と
な
っ
た
。
鮭
は
網
漁
が
正
式
だ
が
ヤ
ス
で
突
い
て
も
一
晩
に

二
〇
～
三
〇
尾
も
と
れ
た
。
北
寄
貝
は
一
箱
(八
貫
=三
〇
K8)

が
四
円
で
売
れ、
夕
張
・
旭
川
・
札
幌
方
面
に
出
荷
し
た
。

大
正
七
年
、
高
井
五
作
は
小
樽
の
高
島
か
ら
四
隻
の
川
崎
船
を
呼
ん
で
海
扇
を
と
っ
た
。
川
崎
船
は
帰
り
に
勇
拂
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

美
美
か
ら
馬
車
で
陸
を
運
ば
れ、
千
歳
か
ら
千
歳
川
を
く
だ
り
、
石
狩
川
を
経
由
し
て
石
狩
湾
に
出
て
高
島
に
帰
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時、
川
崎
船
が
帰
っ
た
経
路
は、
江
戸
時
代
に
千
歳
越
え
(勇
払
越え)

と
称
せら
れ、
太
平
洋
岸
と
日
本
海
岸
を
結
ぶ
重
要
な
交

通
路
で
あ
っ
た
。
明
治
以
来
は
鉄
道
・
道
路
の
発
達
に
よ
り
千
歳
越
え
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、
前
述
の
高
島
の

川
崎
船
が
往
時
そ
の
ま
ま
の
方
法
で
石
狩
へ
抜
け
た
の
で
あ
っ
て、い

わ
ゆ
る
“千
歳
越
え
’の
最
後
を
か
ざ
る
も
の
で
あ
った
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ワ
カ
サ
ギ
は
大
沢
の
沼
(ナ
カ
イ
チ
沼)
に
生
息
し
、
ヤ
マ
べ
も
よ
く
釣
れ
た
。
ウ
ナ
ギ
も
多
く
い
て、
年
に
一
度
の
川
掃
除
の

と
き
大
量
に
捕
え
た
と
い
う
。

漁
具
と

明
治
六
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、『ニ
シ
タ
ッ
プ
鰯
漁
具
調
』と
し
て
、
「網
数
十
六
(小
目
網
一、
拾四
節
八
、
拾
節
六
、
足
掛
網
一)

漁
法
袋
網
四
、
秋
味
網
三
十
二
、
秋
味
袋
二
、
図
合
船
一
、
持
府
船
一、
胴
具
船
二
(其
他
漁
具
備
付
雑
品
数
百
点
)
」
の
漁
具
が

(5)

記
録
し
て
あ
る
。
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ま
た
、
岩
村
通
俊
は
「苫
小
牧
近
傍
沿
海
漁
村
ノ
景
況
弓
聞
ク
ニ
、
勇
払
白
老
両
郡
ノ
沿
海
ニ
点
在
ス
ル
漁
村
ハ
苫
小
牧
外
七
村
ニ
シ

(6)
テ
、
多
ク
ハ
鰯
鮭
ラ
漁
獲
シ
テ
生
計
ラ
営
ム
」
と
記
し
て
い
る
。

川
辺
己
之
吉
筆
に
よ
る
『明
治
の
苫
小
牧
漁
業
の
記
録
』
に
樽
前
浜
「苫
小
牧
地
方
を
樽
前
浜
と
称
し
た」
に
お
け
る
鰯
漁
が
詳
細
に

(7)

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
要
約
す
る
。

だ
し
(北
風
)
の
日
は
鰯
の
群
団
が
沖
に
去
っ
て
い
る
が、
や
ま
せ
(南
風)
の
日
は
群
団
が
沿
岸
に
寄
せ
て
く
る
の
で
、
モ
チ
ッ
プ
船
に
六
、
七
人
乗
っ

て
「よ
み
」(見
張
り
)
に
出
発
す
る
。

魚
群
を
発
見
す
る
と
、
カ
イ
の
先
に
ムシ
ロ
を
つ
け
て
「ま
ね
」(合
図
)
を
あ
げ
る
。
漁
場
の
見
張
人
は
ま
ね
を
み
つ
け
る
と
、
番
屋
の
漁
夫
に
知
ら
せ

漁
夫
た
ち
は
は
だ
し
の
ま
ま
一
斉
に
大
船
を
お
ろ
し
て
海
に
突
っこ
ん
で
い
く
。

カ
イ
は
片
側
十
五
枚、
両
側
で三
十
枚、
投
網
要
員
二
名、
大
船
頭
、
小
船
頭
と
三
十
四、
五
名
が
乗
り
こ
ん
で
い
く
。
大
船
頭
は
「ね
り
カ
イ
」
で
舵

を
と
る
。

魚
群
に
達
す
る
と
、
先
着
の
モ
チ
ッ
プ
船
の
積
ん
で
い
る
片
側
分
の
綱
に
、
本
船
の
綱
を
つ
な
い
で
、
綱
を
海
に
投
げ
込
み
な
が
ら
陸
に
向
っ
て
勢
い
よ

く
進
む
。

波
打
ち
ぎ
わ
に
着
く
と
漁
夫
は
船
の
両
側
か
ら
飛
び
お
り
る
。
大
船
頭
と
小
船
頭
は
船
に
残
っ
て
網
ま
で
も
ど
り
、
袋
網
を
監
視
し
な
が
ら
網
と
と
も
に

陸
に
ひ
か
れ
て
いく
。

陸
近
く
に
な
る
と
、
袋
網
の
口
を
し
め
て
袖
網
から
切
り
離
し
、
大
船
に
引
き
つ
け
て
タ
モ
で
す
く
っ
て
通
い
船
(く
み
船)
にく
み
あ
げ
る
。

通
い
船
の
魚
は
陸
揚
げ
さ
れ
て
納
坪
(な
つぼ
)
に
運
ば
れ、
釜
た
き
場
で
魚
粕
に
製
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

『明
治
の
苫
小
牧
の
漁
業
の
記
』「郷
土
の
研
究
第三
号
」
昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会)

以
上
の
一
連
の
作
業
に二
～
三
時
間
を
要
し、
魚
群
の
厚
い
と
き
は
再
度
袋
網
が
か
け
ら
れ、
釜
た
き
場
で
は
夜
通
し
作
業
が
行
わ
れ

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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苫
小
牧
市
史
下
巻

た
。ま
た
、
鰯
の
群
団
は
社
台
付
近
に
押
し
寄
せ、
東
に
折
れ
て
樽
前
・
錦
多
峰
・
小
糸
魚
・
マコ
マ
イ
・
サ
ラ
ッ
プ
を
経
て
厚
真
ま
で
回

遊
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

樽
前
粕
と
な
る
イ
ワシ
に
は
三
種
が
あ
っ
た
。「
『ば
か
鰮
』
第
一
夏
鰮
之
レニ
次
キ
秋
鰮
ハ低
価
ナ
リ
、
之
レ
品
質
ヨ
リ
モ
季
節
二
関

(00)
係
ス、
即
ハ
チ
乾
燥
ノ
良
否
ニ
ヨ
ル
コ
ト
多
シ
」
と
、
ば
か
鰮
(小ニ
シ
ン)、

夏
、
秋
艦
の
順
に
価
格
も
異
な
っ
て
い
た
。

鮭
漁
に
つ
い
て
は、「漁

具
と
し
て
は
地
曳
網
建
網
等
が
用
い
ら
れ
た
。
建
網
は
海
岸
よ
り
一
直
線
に
沖
合二
百
間
乃
至
三
百
間
の
垣
網

と
称
す
る
も
の
を
張
り
結
び
、
魚
の
通
路
を
遮
り、
そ
の
終
端
に
「コ
シ
タ」
と
呼
ぶ
箕
底
の
如
き
底
の
あ
る
網
を
斜
に
沈
め
て
お
い
て

魚
が
垣
網
に
遮
ら
れ
て
沖
合
に
走
れ
ば
コ
シ
タ
網
に
必
ず
陥
る
様
に
出
来
て
い
る
。
巻
網
も
建
網
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
直
線
に
は
張
ら

(9)
ず
、
群
魚
を
取
巻
い
て
コシ
タ
網
に
追
い
込
む
の
で
あ
る
。
之
等
の
大
き
さ
は
大
體
曳
網
と
匹
敵
し
漁
期
は
九
月
下
旬
か
ら
十二
月
下
旬

に
至
る
冷
却
期
が
選
ば
れ
る
」
と
大
量
に
漁
獲
さ
れ
た
有
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。

鮭
は
漁
獲
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
孵
化
放
流
事
業
も
試
み
ら
れ、
明
治二
十
二
年、
水
島
彦
右
衛
門
・
小
島
和
市
は
錦
多
峰
鮭
魚
人
工

孵
化
組
合
を
つ
く
り
、
千
歳
孵
化
場
か
ら
鮭
卵三
五
万
粒
の
下
付
を
受
け
て
覚
生
川
に
放
流
し
た
。

北
寄
(ホ
ッ
キ)
漁
で
は
、
は
じ
め
ヤ
ス
が
用
い
ら
れ
た
が、
の
ち
マン
ガ
ン
が
用
いら
れ
た
。
マン
ガ
ン
を
使
用
す
る
と
き
は
、
モ
チ

ップ
船
に
三
人
が
のり
こ
み、
二
人
は
マン
ガ
ン
を
ろ
く
ろ
で
巻
き
、
一人
は
貝
を
『ム
キ
』
で
む
き、
貝
が
ら
は
そ
の
場
で
捨
て、
一

日
に
千
四
、
五
〇
〇
個
の
ホ
ッ
キ
を
と
っ
た
。

漁
場

苫
小
牧
町
史
に
よ
る
と
、
苫
小
牧
地
方
全
域
で
、
塩
鮭三
、
七
四
一
石
、
鰯
搾
粕
七、
六
三
八
石
、
鰯
油
八
〇
三
石
の
産

の
経
営

高
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
年
の
艦
漁
獲
高
及
価
格
に
、
錦
多
峰
・
収
五
五
〇
・
四
九
五
〇
…
…
と
あ
る
が
、
五
五
〇

石
の
漁
獲
量
に
て
四
、
九
五
〇
円
の
価
格
と
思
わ
れ
る
。
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一方、
明
治二
十
年
の
岩
村
通
俊
日
記
に
よ
れ
ば、
乙
部
村
に
お
い
て
「練
粕
ハ
現
今
其
価
格
七
百
二
三
拾
円
ナ
リ
、
本
年
ハ
最
初
五

(10)
百
五
拾
円
位
ヨ
リ
漸
次
騰
貴シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
、
平
均
六
百
四
五
円
」
の
価
格
で
あ
っ
た
。
前
述
の
明
治
二
十
年
の
町
史
の
記
録
と
く
ら

べ
る
と
乙
部
の
練
粕
は
百
石
あ
た
り
六
五
〇
円
、
樽
前
粕
は
百
石
あ
た
り
九
〇
〇
円
と
な
り
、「
鰯
粕
ハ
所
謂
ル
樽
前
粕
ニ
シ
テ
肥
料
中
最

上
等
二
位
シ
…
…
」
と
岩
村
通
俊
の
日
記
の
記
事
を
裏
書
き
し
て
い
る
(一〇
〇
石
は
四
〇
〇
〇
貫
=
約
一・
五
ト
ン
)。

(1)

大
正
初
年
ご
ろ
に
は、
艦
粕
一
本
(二
五
貫)
が
四
円
二
〇
銭
で
一〇
〇
石
あ
た
り
六
七二
円
の
価
格
で
あ
り
、
カ
レイ
粕
は
一
〇〇
石

で
八
〇
〇
円
に
売
れ
た
と
いう
。
こ
れ
ら
の
魚
粕
を
函
館
の
仲
買
人
が
買
入
れ
、
関
西
方
面
に
売
り
さ
ば
い
て
い
た
。
と
く
に
干
鰊
は
南

部
・
津
軽
・
出
羽
方
面
で
一
八
世
紀
ご
ろ
か
ら
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

明
治二
十
～
三
十
年
代
の
漁
師
の
給
料
は、
船
頭
五
〇
～
六
〇
円、
爺
及
下
船
頭三
五
～
四
〇
円、
一番
雇
二
八
～
三
〇
円
、
二
番
雇

二
五
、
六
円
、
三番
雇
二
三
、
四
円
と
な
っ
て
い
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は、
船
頭
一
〇
〇
円、
下
船
頭
五
〇
円
、
漁
夫
四
〇
円
と
賃
金
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
艦
な
ど

大
量
漁
獲
の
際、
近
隣
の
人
を々
出
面
と
し
て
臨
時
雇
を
し
た
が、
そ
の
出
面
賃
は
一
時
間
あ
た
り二
〇
～
二
五
銭
で、
当
時
の
国
鉄
職

員
の
一
日
あ
た
り三
五
銭
に
く
ら
べ
る
と
高
賃
金
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
網
お
こ
し
・
沖
あ
げ
・
釜
た
き
な
ど
夜
通
し
作
業
が
行
わ
れ
、

相
当
の
重
労
働
で
あ
っ
た
。

漁
場
を
経
営
す
る
に
は
、
ど
の
程
度
の
経
費
が
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
苫
小
牧
町
史
に
見
る
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
と
推
定
さ

れ
る
記
録
に
よ
り
試
算
し
て
み
る
と
、
網
具
三
、
四
五
〇
円、
漁
船
八
五
〇
円
、
肥
料
製
造
設
備二
、
七
一
〇
円
、
人
件
費
一、
四
七
〇

円
、
食
料
・
燃
料
費
三
四
〇
円
、
雑
費
一
〇
〇
円
と
な
り
、
合
計
は
八、
九
二
〇
円
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
イ
ワ
シ
地
曳
網
漁
業
お
よ
び
魚

粕
製
造
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
が、
こ
の
ほ
か、
カ
レイ
の
手
繰
延
縄
九
〇
〇
円
、
北
寄
貝
二
五
〇
円、
海
扇
二
五
〇
円
、
鮭
漁(規

模
の

大
小
に
よ
り
異
な
る
が
、
三、
〇〇
〇
～二
〇
、
〇
〇
〇
円)
も
行
う
と
な
れ
ば
、
一万
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
二
万
円
の
資
本
が
必
要
で
あ
っ
た
と

付
編
部
落
史
・
錦
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苫
小
牧
市
史
下
巻

(『勇
払
郡
各
村
畑
反
別
調
帳』

明
治
五
年
開
拓
使)

"1 " "1

明
治
四
年

" 11

.

11 11

明
治三
年

年
次

村

" 11

ニ
シ
タ
ッ
プ
村

ラ
ホ
ウ
村

11

ニシ
タ
ッ
プ
村

" "

デ
ホ
ウ
村

名

11 11 ” ” 畑

七
厘
七 二厘

五 〇厘六 四厘八歩積

鈴
木

三
国
忠
兵
衛

中
山
栄
作

稲
田
清
之
助

水
島
彦
右
衛
門

中
山
栄
作

川
桁
善
右
衛
門

稲
田

清
之
助

佐
々
木

徳
蔵

水
島
彦
右
衛
門 名
年

" 11

ニシ
タ
ッ
プ
村

" 11

ラ
ホ
ウ
村

村

" 11 11 11 1 1 畑

面1、 一、
六
、 畝

五 二
一、

七

七 〇

四
厘

六
厘
六 六 歩 積
氏鈴
木
藤
次
郎

三
国

忠
兵
衛

中
山
栄
作

川
桁
善
右
衛
門

稲
田
清
之
助

水
島
彦
右
衛
門

佐
々
木
徳
蔵 名

農 畑 (二)

作 農
林
業

注
そ
の
他
漁
業
に
つ
い
て
は
第
六
編
産
業
史
漁
業
参
照

開
拓
使
が
行
っ
た
明
治
五
年
の
勇
払
郡
各
村
畑
反
別
調
帳
で
は、
錦
多
峰
村、
覚
生
村
で
同
五
年
ま
で
に
七
戸
で
三
反
余

、
業
の
畑
開
墾
地
が
あ
っ
た
。1 ヶ 畑

区
分

一、
三三
、

反 反 面

一
、
二

一、
二
、

七

四、
一、
五、 三
、
八
、
一、畝

三 三
厘

八
厘

氏

藤
次
郎

明
治
五
年 次

名
|区
分

1 ○
、

三
、一、
一〇

11

" 11 11

11

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
け
の
資
本
を
投
下
し
た
漁
場
だ
け
に
、
ひ
と
たび
不
漁
が
続
け
ば
経
営
が
い
き
づ
ま
り
、
番
屋
の
閉
鎖、
漁
業
権の
譲
渡
が
た

び
た
び
行
わ
れ、
昭
和
時
代
に
入
る
と
、
魚
群
の
絶
対
数
減
少
に
よ
っ
て
、
急
速
に
漁
場
が
消
滅
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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錦岡の農業地帯 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

こ
の
面
積
で
は
農
業
だ
け
で
は
生
活
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
漁
業
が

主
な
る
生
活
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
八
年
上
半
期
の
農
業
調
に
よ
る
と
、
錦
多
峰
村
の
作
付
反
別
は、
大
豆
五
畝
・

ら
ふく

小
豆
九
畝
・
大
角
豆
一
反
・
馬
鈴
薯二
反
八
畝
・
蘿
蔔
(大
根)二

反
五
畝
と
な
っ
て
い

っ
た
。

明
治三
〇
年
代
前
半
の
農
業
戸
数
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

農
業
戸
口
数

明
治三
〇
年
三戸

三
一
年
四
戸

三
二
年
五
戸

十
一
人

十
八
人

二
十
四
人

三
四
年
十
一
戸
三
十
四
人

畑
開
墾
面
積

明
治三
〇
年
六
・
六
反

一
七
五
円

三
一
年
九
・
二
反

六
〇
円

三
二
年
九
・
四
反

二
四
円

三
四
年
十
七
・三
反

三六
二
円

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
)

明
治
三
四
年
か
ら
の
人
口
増
に
と
も
な
っ
て
作
付
面
積
も
増
加
し
て
き
て
い
た
。

ま
た
、
明
治三
十
年
代
の
苫
小
牧
地
方
は
主
産
業
の
漁
業
が
衰
運
を
た
ど
り、
商
業
も
ま
た
活
況
を
失
っ
て
い
た
が、
周
辺
地
域
で
は

農
業
入
植
者
が
増
加
し
て
、
厚
真
・
安
平
・
鵡
川
の三
村
が
独
立
分
村
す
る
な
ど
一つ
の
転
換
期
を
む
か
え
て
い
た
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
作
田
高
之
助
・
山
本
藤
次
郎
ら
農
業
開
拓
者
が
入
植
し
て
き
た
。
作
田
高
之
助
は
山
口
県

佐
波
郡
和
田
村
の
出
身
で、明

治二
十
一
年
、
篠
路
に入
植
し
た
あ
と
、
明
治
四
十
二
年、
錦
岡
の
原
野二
七
八
町
歩
の
払
下
げ
を
受
け、

翌
四
十
三
年
に
入
植
し
て
開
墾
に
あ
た
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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山
本
藤
次
郎
は
、
長
沼
村
の
岡
田
馬
太
郎
の
所
有
地
四
町
六
反
を二
五
円
の
小
作
料
で
借
り
て
耕
作
に
あ
た
っ
た
。

ば
れ
いし
ょ
・
に
ん
じ
ん
・
だ
い
こ
ん
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ト
ー
キ
ビ
な
ど
が
つく
ら
れ
た
。
肥
料
は
漁
場
の
魚
の
煮
汁
が
用
い
ら
れ
、
水

で
倍
に
う
す
め
て
使
用
さ
れ
た
。
の
ち
に
魚
粕
・
過
燐
酸
石
灰
が
使
用
さ
れ
た
。

だ
いこ
ん
は
よ
く
で
き、

一反
あ
た
り
五
〇
〇
～
六
〇
〇
貫
も
収
穫
し
た
。
一本
あ
た
り
五
厘
て
いど
だ
が、
大
正
七
年
ご
ろ
の
高
値

の
と
き
は、

一本
二
銭
前
後
に
も
な
っ
た
。
キ
ャベ
ツ
は
十
貫
俵
で
三
八
～
四
五
銭
で
あ
っ
た
。

大
正
十三
年
に
は、
大
根
を
貨
車
で
一二
八
台
(一
台
に
一五、

〇〇
〇
本
積む)

も
出
荷
し
た
。
販
路
は、
夕
張
・
小
樽
・
札
幌
・
旭
川

・名
寄
な
ど
で
あ
っ
た。
貨
車
一
台
六
〇
～
七〇
円
の
売
値
だ
が、
運
賃
を
差
し
引
く
と
純
益
は
す
く
な
か
っ
た
。

す
き

耕
作
方
法
は
馬
耕
を
主
と
し
た
が
、
畝
き
り
に
は
鋤
を
用
い
た
。
畝
に
ヤ
ナ
ギ
の
棒
で
穴
を
あ
け
、種
子
と
肥
料
を
入

れ
た
。

農
繁
期
に
は
臨
時
の
農
夫
を
雇
っ
た
。
一日
二
五
～
三
〇
銭
の
出
面
賃
で
あ
っ
た
。

い
なご
蝗
害
に
は
石
油
乳
剤
を
か
け
て
き
り
抜
け
た
が
、
ヨ
ト
ウ
虫
に
は
閉
口
し
た
。

作
田
高
之
助
は
入
植
と
同
時
に
造
田
を
は
じ
め
た
。
四
反
の
水
田
を
つ
く
り
中
市
沼
か
ら
水
を
ひ
い
た
。
大
正
二
年
は
凶

水
田

耕
作
作
だ
っ
た
が
、
翌
大
正
三
年
に
は
豊
作
で
反
当
た
り
六
俵
の
収
穫
が
あ
っ
た
。

大
正
五
年
か
ら
本
格
的
な
灌
溉
溝
を
堀
っ
た
。
水
田
は
八
反
と
な
り
、
収
穫
し
た
米
は
自
家
用
と
し
た
。
播
種
は
直
ま
き
と
苗
代
の
両

方
で
行
っ
た
。

大
正
十
五
年
、
気
象
条
件
等
を
考
え
、
水
田
の
耕
作
は
中
止
さ
れ
た
。
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米 かそ え 米 か 小 大 た か ば 大

そ 小 大 大 種
別

計 の

え
ん
ば

ん
し

た
ま
ね

か ば
れ
い
し
ょ

ぼ
ち
ゃ よ 根 区 年

分

三
四、
九三
〇

一、
二六
〇

五
〇
〇

五
、
七〇
〇

1

二
、
二
九〇

一、
七六〇

二
、〇
二
〇

四、
一〇
〇

一七、
三〇
〇 別

大
正

一
一

一
四三
九
五、九〇

五六
七、〇〇

100'〇
〇

二七三
六、〇
〇

1

七
四
九、七〇

四
六
五、二
〇

八
〇
八、〇
〇

二〇
五〇
、〇
〇

六
九二
〇
〇
〇 格 年

反

四六
、
六
一〇

五
、
八
四〇

一、
五〇
〇

五、
七
六
〇

1

1

1

三、
八
〇
〇

1

六、
九
〇
〇

二
一、
八一〇

別

価
二二

格 年

反

五
八、
八
五〇

一、
九
九
〇

一、
五〇
〇

三、
四〇
〇

一、
八
六〇

二、
五
五〇

二、
九
九〇

四、
八三
〇

八、
五
七〇

六
、
八三
〇

二四、三
三
〇 別

二三
八
五
九、七〇

八
九
五、五〇

三〇
〇
、〇
〇

一六
三
二〇〇〇

一五
六
二
、四〇

八
四
一、五〇

八
〇
七、三
〇

一九三
二
、〇
〇

二
七
四二、〇

〇

三
四
一五、〇

〇
九七三

〇〇 格 年

.苫
小
牧
町
) 五
俵

三俵
七
百
メ

三俵 三俵 五
俵

四
〇
俵

二
五
俵

三
千
本

反
当

り

大
正
時
代
の
農
産
物

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五年

一九六
一二
、六
〇

二
四
五二
、八〇

三〇
〇
、〇
〇

二
七
六
四、〇
〇 1

1 1

一五
二
〇
、〇
〇

1

三
四五〇、〇〇

九
一二
四、〇
〇

円
価

一
三
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牧
畜
昭
和
三
年
、
錦
多
峰
実
行
組
合
牧
場
が
発
足
し
、
錦
多
峰
で
も
牧
畜
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
農
家
で
も
乳
牛
を
飼

育
し
、
酪
農
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

他

く よ 豆 豆 ぎ や

反

価
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小
牧
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史
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大
正
時
代
の
家
禽

七
面
鳥

ガ
チ
ョ
ウ

ア
ヒ
ル

’ 鶏

種
別

区 年
1分

六 六 二

三
八
〇

メン
ド
リ

正

二 三 一
三
二

オ
ン
ド
リ

1.

1 1

1

一〇
五

ヒ
ナ

卵 年

1
1 | 四

二
〇
〇

メ
ン
ド
リ

1 1

1

三
四

オ
ン
ド
リ

1

一

1 一 〇

ヒ
ナ

卵
三

年

1

一

八
五

一
日
平
均

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
一頭
一
五
〇
～
二
〇
〇

円
で
購
入
、
は
じ
め
は
野
草
で
飼
育
し
た
が、

の
ち
牧
草
の
チ
モシ
ー
、
ク
ロバ
ー、
オ
ー
チ

ャ
ー
ド
を
栽
培
し
飼
料
と
し
た
。
三種
の
う
ち

チ
モ
シ
ー
が
主
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。

乳
牛
一
頭
か
ら
一
日
一
斗
五
升
の
生
乳
が
と

れ
、
一升
あ
た
り
四
銭
五
厘
で
雪
印
乳
業
へ
出

荷
し
た
。

ま
た
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
は
、
石
垣
牧
場
・
山
田
牧
場
・
高
木
牧
場
(覚
生)
な
ど
が
あ
り
、
主
と
し
て
馬
を
放
牧
し

て
い
た
が、
入
植
者
の
増
加
に
と
も
な
い、
し
だ
い
に
閉
鎖
し
て
い
っ
た
。

林
業
樽
前
山
麓
に
は、

エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ
を
主
体
と
す
る
美
林
が
帯
状
に
連
な
り
、
早
く
か
ら
官
有
林
と
し
て
開
発
が
す
す

め
ら
れ
て
い
た
。

明
治
十
三
年、
樽
前
官
有
林
の
樹
種
の
調
査
が
行
わ
れ
同
十
四
年
に
は
森
林
派
出
所
が
設
け
ら
れ
た
。
同
年三
月、
錦
多
峰
官
有
林
は

小
糸
魚
・
樽
前
な
ど
の
官
有
林
と
な
ら
ん
で
旧
公
林
に
準
じ
、
調
査
仮
条
令
に
よ
っ
て
撰
択
林
種
表
を
作
成
し
た
。
錦
多
峰
産
の
木
材
は

勇
拂
方
面
等
に
送
ら
れ、
家
屋
・・船
材
・
橋
梁
等
に
用
い
ら
れ
た
。

明
治
四
十二
年
七
月
、
官
用
材
の
管
理
と
開
発
を
は
か
る
た
め、
帝
室
林
野
局
札
幌
支
局
苫
小
牧
出
張
所
錦
多
峰
分
担
区
駐
在
所
が
設

置
さ
れ
た
。

駐
在
所
は、一

、一
一六
町
歩
に
及
ぶ
所
管
面
積
を
持
ち、
毎
年
約三
〇
町
歩
の
面
積
に
九
万
本
の
エゾ
マ
ツ
を
植
林
す
る
と
と
も
に、

1794

1

一
四
一

一
日
平
均

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

四
一
〇

大



用
材
お
よ
び
燃
材
の
払
下
げ
を
行
っ
た
。

お
も
に
樹
種
と
し
て
、
エ
ゾ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ・
ナ
ラ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ア
カ
ダ
モ
・
カ
ツ
ラ
・
ア
オ
ダ
モ
・
シ
ナ
ノ
キ
・
ホ
ウ
ノ
キ
・

ハ
リ
ギ
リ
(セン
ノ
キ)
・
ハン
ノ
キ
・
キ
ハ
ダ
(シ
コ
ロ)・

ド
ロ・
シ
ラ
カバ
・
イ
タ
ヤ
・
ア
サ
ダ
な
ど
が
あ
っ
た
。

錦
多
峰
分
担
区
駐
在
所
所
管
面
積

名
称

計
一、二
六
町
七反
二
畝
一五歩

一、八一七町
九反
五畝
九歩

四一千
石

一三
千
石

五九七千
石

針
葉
樹
材
積

一、〇五七千
石

三六
千
石

三三六千
石

四六一千
石

闊
葉
樹
材
積

年

一二
年

一
一
年

大
正
一〇
年 区
分

七、五一九石
六

五、二八〇石
九

六、一三一石
五

角

八二
棚
五

一、三
三
棚
四

一、九四二
棚
七 材

木
炭

太
田
の
沢
を
中
心
と
す
る
五
〇
〇
町
歩
ほ
ど
の
山
林
で
木
炭
の
製
造
が
行
わ
れ
た
。
二、
三〇
個
の
炭
焼
き
窯
が
あ
り
、

(『錦
多
峰
村
郷
土
誌
』
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
編)

(『錦
多
峰
村
郷
土
誌
』
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
編)

小
糸
魚
御
料
所

覚
生
御
料
所

錦
多
峰
御
料
所

区
一
分

面一、一七一町
七
反

四歩

ミ、六二六町
九反
七
畝
四歩

積

七七〇千
石

製
造
炭
焼
き
、
山
子
な
ど
三
、
四
〇
人
が
住
ん
で
い
た
。

木
炭
は
、
樹
種
に
よ
り
一
等
炭
(イ
タ
ヤ・
ア
サ
ダ)、

二
等
炭
(ナ
ラ)、

三
等
炭
(シ
ナ
・
ホ
ウ
・
ハ
ン)
に
格
付
さ
れ
て
い
た
。

大
正
十
二
年
に
一七、

三二
〇
俵
、
十
三
年
に
は三
三
、
五
四
〇
俵
が
生
産
さ
れ
た
。

価
格
は
一
俵
あ
た
り二
〇
‒
三
〇
銭
で、
苫
小
牧、
室
蘭
方
面
に
出
荷
し
て
い
た
。

(三)

日
鉱
工
業

付
編
部
落
史
・
錦
岡

※
七
石
を
も
っ
て
一棚
と
す
る
。

燃
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大
正
年
間、
漁
場
経
営
不
振
から
立
ち
直
る
た
め
、
川
村
嘉
市
は
浜
砂
採
取
を
行
っ
た
。
大
正
十
一
年
に
五
、
四
二
八
ト

砂
の

採
取
ン、
十
二
年
に
は
一
〇
、
八
七
四
ト
ン
を
採
取
し
、
夕
張
そ
の
他
に
出
荷
し
た
。

大
正
十三
年
に
は
、
資
本
金二
五
、
〇
〇
〇
円
で
砂
採
取
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ、
全
村
あ
げ
て
株
主
と
な
り
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ

た
。マ
ッチ

明
治二
十
九
年、
井
上
利
三
郎
に
よ
っ
て
井
上
製
軸
所
が
設
立
さ
れ
た
。つ
い
で、
村
山
壬
子
郎
が
同
三
十
三
年
に
村
山
工

工
場
場
を
設
立
し
た
。井
上
製
軸
所
で
は
マ
ッ
チ
の
軸
木
が
つ
く
ら
れ、村

山
工
場
で
は
小
函
マ
ッ
チ
が
製
造
さ
れ
た
。
工
場
で
使

用
す
る
接
着
剤
は
野
生
の
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
(サビ
タ)
の
皮
か
ら
採
取
し
た
の
で
、
マ
ッ
チ
工
場
の
こ
と
を
サ
ビ
タ工
場
と
も
呼
ば
れ
た
。
軸

木
に
は
エ
ゾ
マ
ツ
が
用
いら
れ
た
。

村
山
工
場
は
、
創
立
当
初
職
工
二
一
人
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
三
工
場
と
な
り
、
職
工
も
一
〇
〇
人
を
超
え
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
。

罐
詰
工
場

昭
和
八
年
、
高
橋
水
産
の
錦
多
峰
蟹
罐
詰
工
場
が
三
群
の
あ
た
り
に
建
設
さ
れ
た
。
毛
ガ
ニ
の
罐
詰
が
製
造
さ
れ
た
。

養
狐
業

大
正
九
年、
山
田
直
之
助
を
社
長
と
す
る
資
本
金
一
〇
万
円
の
日
本
養
狐
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。一
〇
数
頭
の
銀
黒
色
・
十

字
・三
毛
な
ど
の
狐
が
飼
育
さ
れ
た
。
この
会
社
は
大
正
六
年
に
カ
ナ
ダ
か
ら
二
〇
匹
を
輸
入
、
樺
太
で
経
営
し
て
い
た
が
、
大
正
九
年

に
錦
多
峰
に
移
っ
た
も
の
と
い
う
。

狐
の
エ
サ
は
、
魚
肉
(カレ
イ)、
牛
肉、
馬
肉、
豚
肉、
鶏
肉、
兎
肉、
牛
乳
と
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り、
年
間
経
費
一、
四
〇
〇
円

を
要
し
た
と
い
う
。
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五
教
育
と
文
化

錦
岡

明
治二
十
三
年、
錦
多
峰
・
覚
生
・
樽
前
・
小
糸
魚
の
四
ヵ
村
し
だ
い
に
人
口
が
増
加
し
た
の
で、
小
学
校
設
立
の
機
運

小
学
校
が
も
り
あ
が
り
、
錦
多
峰
村
四
ヵ
村
総
代
小
島
新
五
郎、
苫
小
牧
外
十
五
ヵ
村
総
代
木
村
亀
太
郎
の
二
人
が
代
表
と
な
っ
て

設
置
願
を
提
出、
戸
長
山
岡
昌
仲
の
副
申
も
あ
っ
て
設
置
許
可
と
な
っ
た
。

当
時
は、
四
ヵ
村
で
戸
数
一三
戸
、
人
口
八二
人
、
生
徒
数
男
一
〇
人
・
女三
人
・
計
一三
人
で
あ
っ
た
。
校
名
は
苫
小
牧
小
学
校
覚

生
教
育
所
と
称
せら
れ、
修
業
年
限
四
ヵ
年
で
あ
っ
た
。

明
治三
十
年
代
に
は、
マ
ッ
チ工
場
等
が
設
立
さ
れ
て
急
激
な
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た
。
村
山
工
場
の
村
山
壬
子
郎
は
一〇
〇
人
を
こ

え
る
使
用
人
の
定
住
を
は
か
る
と
と
も
に
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
校
舎
・
校
具
及
び
俸
給
の
一
部
を
負
担
し
て
覚
生
校
の
分
校
と
し

て
錦
多
峰
特
別
教
授
所
の
設
置
を
出
願
し
、
明
治
四
十
年
に
許
可
さ
れ
た
。

明
治
四
十
五
年、
錦
多
峰
特
別
教
授
所
を
覚
生
校
に
合
併
し
た
。

大
正
十
一
年
八
月、
覚
生
尋
常
小
学
校
を
錦
多
峰
小
学
校
と
改
称
し
た
。
同
年
十
一
月
、
川
村
嘉
市
よ
り
校
舎
敷
地
の
寄
付
を
受
け、

錦
多
峰
村
に
校
舎
を
新
築
し
た
。(現
校
舎
敷
地
に
建
坪
八〇
坪で
建
設
)

大
正
十
二
年
八
月
、
尋
常
補
習
科
(修
業
年
限二
ヵ
年
)
を
設
置
し
た
。

昭
和
十
五
年
、
高
等
科
を
併
置
し
た
。

昭
和
二
十
一
年、
苫
小
牧
町
立
錦
岡
小
学
校
と
改
称
し
た
。

昭
和二
十
三
年
、
苫
小
牧
市
立
錦
岡
小
学
校
と
改
称
し
た
。
(五
学
級)

昭
和
二
十
八
年、
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
校
舎
が
落
成
し
た
。
(六
学
級)

付
編
部
落
史
・
錦
岡
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昭
和
五
十
年
度
に
は
、
児
童
数
七
四
〇
人
(二
〇
学
級)
を
数
え
て
い
る
。

凌
雲

六
三
制
の
新
教
育
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
昭
和
二
十
二
年
六
月、
苫
小
牧
町
立
西
中
学
校
錦
岡
分
校
と
し
て
開
校
し
た
。

中
学
校
同
二
十
四
年
、
錦
岡
中
学
校
と
し
て
独
立
、同
三
十
一
年
に
は
樽
前
中
学
校
と
合
併
凌
雲
中
学
校
と
改
称、
同
五
十
年
に
は
生

徒
数
二
九
七
人
(八
学
級)
を
数
え
て
い
る
。

苫
小
牧

国
立
苫
小
牧
工
専
は
、
昭
和三
十
九
年
十二
月三
十
日、文

部
省
が
苫
小
牧
市
に
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
、校
舎
を
錦
岡
に

エ
専
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
三
十
九
年
四
月、
弥
生
中
学
校
を
仮
校
舎
に
開
校
し
た
。

校
舎
の
新
設
工
事
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
進
め
ら
れ
、
翌
四
十
年
四
月
、
第
一
期
工
事
が
完
成
移
転
し
た
。

開
校
当
初
は
電
気
工
学
、
機
械
工
学、
工
業
化
学
の
三
科
だ
っ
た
が、
昭
和
四
十
四
年
に
土
木
工
学
科
が
新
設
さ
れ、
同
五
十
年
度
の

学
生
数
は
四
科、
七
五
九
人
で
あ
る
。

婦
人
一
大
正
の
は
じ
め
、
愛
国
婦
人
会
苫
小
牧
支
部
錦
多
峰
分
会
が
会
員
五
名
を
も
っ
て
発
足
し
た
。大
正
十三
年
に
は
会
員
一三

団
体
人
を
数
え
た
。

昭
和
十
三
年
、
大
日
本
国
防
婦
人
会
苫
小
牧
分
会
錦
多
峰
支
部
会
が
発
足
、
出
征
兵
士
の
見
送
り、
留
守
家
族
・
遺
族
の
世
話
な
ど
に

あ
た
っ
た
。
ま
た
、
会
費
で
食
器
・
座
布
団
な
ど
を
購
入
、
学
校
の
教
室
で
結
婚
式
等
に
使
用
し
た
。
同
二
十
年、
終
戦
に
よ
り
解
散
し

た
。
会
員
数
は
発
足
時
に
八
〇
人
、
解
散
時
に
七
〇
人
で
あ
っ
た
。

昭
和二
十
二
年、
錦
多
峰
(の
ち
錦
岡)
部
落
会
婦
人
部
が
会
員
三
〇
〇
名
を
も
っ
て
発
足
、
映
画
会
・
料
理
講
習
会
・
編
物
講
習
会
、

・
各
種
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
た
。
国
防
婦
人
会
当
時
の
食
器
・
座
布
団
の
貸
出
し
に
よ
る
資
金
が
あ
り、
財
政
的
に
は
豊
か
で

あ
っ
た
が、
会
員
数
が
多
い
た
め
運
営
面
で
行
きづ
ま
り、
同
四
十
一
年
に
解
散
し
た
。
解
散
時
の
会
員
数
は
四
三
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
四
月、
錦
岡
婦
人
会
(初代
会
長
高
橋
クニ)

が
会
員
六
〇
人
を
も
っ
て
発
足
し
た
。解
散
し
た
部
落
会
婦
人
部
有
志
に
よ
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り
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
研
修
旅
行
・
料
理
講
習
会
・
手
芸
講
習
会
・
祭
典
手
伝
い
・
文
化
祭
参
加
・
道
婦
連
研
修
会
参
加
・
炊
事
遠
足

な
ど
多
彩
な
事
業
を
実
施
し
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

青
年

青
年
団
体
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
各
種
の
団
体
が
あ
っ
た
。

団
体

大
正
四
年
三
月
、
錦
多
峰
青
年
団
が
発
足
し
た
。

大
正
十
一
年
三
月
、
錦
多
峰
処
女
会
が
発
足、
昭
和
四
年
に
錦
多
峰
女
子
青
年
団
と
改
称
し
た
。

大
正
十
五
年
七
月
、
錦
多
峰
青
年
訓
練
所
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
十
年
七
月
、
錦
多
峰
産
業
組
合
青
年
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
。

樽
前
神
社

明
治二
年
の
高
知
藩
引
継
書
「勇
拂
郡
神
社
書
上
」
と
し
て
、
錦
多
峰
付
近
の
神
社
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

と
円
空
仏
よ
る
と
タ
ル
マ
イ
に
は
権
現
社
(梁
間三
間・
桁
間三
間)、
稲
荷
社
(梁
間
九
尺・
桁
間九
尺)
が
あ
り、
錦
多
峰
に
は
稲
荷
社

(梁
間
九
尺
・
桁
間
九
尺)
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

権
現
社
は
樽
前
神
社
の
こ
と
で、
創
建
年
代
は
不
明
だ
が、円

空
の
鉈
作
観
音
を
ま
つ
る
権
現
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
社
殿
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
ご
ろ
覚
生
に
う
つ
さ
れ
た
。
鉄
道
の
開
通
に
と
も
な
い、
現
錦
岡
付
近
が
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
二
年、
社
殿
は

再
び
遷
座
し
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

本
尊
の
円
空
仏
は、
全
高
一
尺
五
寸三
分
(四
六
セン
チ)、
う
ち
像
高
一
尺
四
分
の
大
き
さ
の
オ
ン
コ
の
佛
像
で、背

面
に
『た
ろ
ま
へ

の
た
け
ご
ん
げ
ん
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

作
者
の
僧
円
空
は、
美
濃
国
竹
ヶ
鼻
(現
岐阜
県
羽
島
市)
の
生
ま
れ、
入
滅
は
元
禄
八
年
(一
六
九
五
年)
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

生
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
一
定
し
な
い
が、
寛
永
五
年
(一
六二
八
年)、
元
和
七
年
(一
六二
一年)、元

和
二
年
(一
六
一
六
年)な

ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
錦
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錦岡の樽前神社 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

二
十
三
才
の
と
き
出
家
し
て
富
士
山
や
加
賀
国
の
白
山
に
こ
も
っ
て
修
業
を
つ
み
、
美

濃
国
の
池
尻
弥
勒
寺
を
再
建
、
師
勝
村
の
高
田
寺
で
金
剛
・
胎
蔵
両
部
の
密
法
を
受
け
た

のち
、
諸
国
遊
行
の
旅
に
出
た
。
北
海
道
に
渡
っ
た
の
は
、
寛
文
五
年
から
六
年
に
か
け

て
と
考
え
ら
れ、
錦
岡
樽
前
神
社
権
現
像
を
は
じ
め
約
四
〇
体
の
佛
像
を
道
内
で
製
作
し

て
い
た
。

六
交
通
と
通
信

錦
岡
駅
錦
多
峰
駅
は
明
治三
十
一
年
二
月
に
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
室
蘭
線
錦
多
峰
駅(初

代
駅
長
濃
美
銀
作)
と
し
て
開
業
さ
れ
た
。戸
数
八
〇
戸
、
樽
前
山
麓
の
木
材
輸
送
を
主
な
る

業
務
と
し
て
い
た
。

明
治三
十
九
年
十
月
、
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
が
政
府
に
買
収
さ
れ
て
国
鉄
室
蘭
線
錦
多
峰

駅
と
な
っ
た
。

大
正
六
年、
駅
舎
の
改
築
が
行
わ
れ
た
。
大
正
末
期
に
は、
建
築
用
の
砂
の
採
取
が
盛
ん
と
な
り、
品
質
も
良
好
で
あ
っ
た
の
で
需
要

が
増
加
し
、
錦
多
峰
駅
は
道
内
で
も
屈
指
の
砂
の
発
送
駅
と
な
り
、
多
忙
を
極
め
た
。

昭
和
十
八
年、
男
子
職
員
が
応
召
等
に
よ
り
減
少
し
た
の
で
、
九
名
の
女
子
職
員
が
採
用
さ
れ
た
。

昭
和二
十
五
年
九
月
、
駅
名
を
錦
多
峰
駅
か
ら
錦
岡
駅
に
改
称
し
た
。

乗
車
旅
客
数
お
よ
び
発
送
貨
物
数
の
推
移
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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年
次

乗
車
旅
客
数

一〇
、
六
〇
一
八

大
正
四
年

大
正
十
二
年

二
三
、
三〇
〇
人

昭
和
二
十
七
年
八
〇
、
一五
〇
人

三
七
、
二
四
三
屯

昭
和三
十
五
年
七二
、
七
〇
九
人

一一〇
、
五
四
四
屯

ま
た
大
正
十
一
年
当
時
の
主
な
発
送
貨
物
は
、
砂
・
木
炭
・
木
材
・
薪
・
魚
粕
・
野
菜
・
鮮
魚
な
ど
で
あ
り
、
到
着
貨
物
と
し
て
は
木

材
・
米
麦
・
ワラ
製
品
・
石
炭
・
雑
穀
・
酒
類
・
味
噌
・
醤
油
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

錦
岡
郵
便
局
昭
和
三
年
八
月、
錦
多
峰
駅
前
に
錦
多
峰
郵
便
取
扱
所
が
開
設
さ
れ
た
。
(所
長
川
村
嘉
市
)

昭
和
四
年、
錦
多
峰
郵
便
取
扱
所
は
無
集
配
三
等
郵
便
局
に
昇
格
し
た
。

昭
和
十
四
年
、
電
信
お
よ
び
通
話
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年、
電
話
交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和二
十
年、
錦
多
峰
郵
便
局
を
錦
岡
郵
便
局
と
改
称
し
た
。

昭
和三
十
三
年
、
現
在
地
に
局
舎
を
新
築
移
転
し
た
。

町
営
電
気
大
正
十
三
年
、
白
老
村
で
は
苫
小
牧
の
王
子
製
紙
から
電
力
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
配
線
経
路
地
の
錦

多
峰
で
は
、
こ
の
計
画
に
便
乗
し
て
電
灯
点
火
が
計
画
さ
れ
た
。

大
正
十
四
年
に、
白
老
村、
苫
小
牧
町
お
よ
び
王
子
製
紙
と
電
力
送
受
と
工
事
費
負
担
方
法
に
関
し
て
契
約
が
結
ば
れ
て
工
事
が
開
始

さ
れ
た
。

翌
十
五
年
一
月
四
日、
待
望
の
電
力
が
錦
多
峰
に
供
給
さ
れ
た
。

付
編
部
落
史
・
錦
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小
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運
送
業
明
治三
十
一
年
二
月
に
小
保
方
卯
市
が
貨
物
取
扱
所
早
達
組
代
理
店
を
開
い

た
が
、
同
三
十
三
年
に
苫
小
牧
駅
前
に
移
っ
た
。

大
正
八
年、
川
村
嘉
市
は
川
村
運
送
店
を
開
業、
錦
多
峰
駅
公
認
運
送
店
と
し
て
、
木

材
・
木
炭
・
薪
・
水
産
物
な
ど
の
運
送
に
あ
た
っ
た
。

大
正
十二
年、
山
田
佐
右
衛
門
が
共
同
運
送
店
を
開
業
し、
主
と
し
て
砂
の
運
送
に
あ

た
っ
た
。

樽
前

錦
多
峰
か
ら
樽
前
山
へ
の
登
山
路
は
早
く
か
ら
開
け、
大
正
十
二
年
に
樽

登
山
前
登
山
案
内
組
合
(組合

長・
奥
山
俊
次
郎)
が
結
成
さ
れ
て、
登
山
客
の
案
内

に
あ
た
っ
た
。
樽
前
登
山
案
内
組
合
帳
に
よ
る
と
、
当
時
の
登
山
の
実
態
が
う
か
が
わ
れ

る
。

錦多峰郵便局と工手 (昭和7年)
〔苫小牧市史編さん室〕

▽
里
程
・
錦
多
峰
駅
よ
り
麓
ま
で
二
里
、
麓
か
ら
頂
上
ま
で
一
里
十
八
町。

▽
時
間
・
往
路
五
時
間、
復
路
四
時
間
。

▽
案
内
料
・
一人三

円
五
十
銭
。
支
笏
湖
を
廻
る
場
合
は二
円
、
夜
行
を
要
す
る
と
き
は
五
十
銭
を
加
え
る
。

▽
宿
泊
・
大
人二
円、
学
生
生
徒
は
一
円
五
〇
銭
。
毛
布
・
弁
当
を
持
参
す
る
団
体
な
ら
ば
小
学
校
宿
泊
の
便
を
与
え
ら
れ
た
。

▽
携
帯
品
・
水
は
「涸
沢
ヨ
リ
ハ
一
滴
ノ
水
モ
無シ
故
ニ
一人
当
り
五
合
位
ハ
必
ズ
用
意
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
り
、「弁

当
ハ
可
成
多
ク、
薬

品
ホ
ウ
帯
、
五
月
又
ハ
十
月
ノ
寒
キ
ト
キ
ニ
登
山
ス
ル
方
ハ
上
衣
一
枚
モ
余
分
ニ
用
意
ス
ル
コ
ト
」
と
注
意
を
加
え
、『
酒
類
ハ
一

(12)
切
持
参
セ
ザ
ル
コ
ト
」
と
指
導
し
て
い
た
。

注
(1)

『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
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(2)
『高
知
藩
引
継
書
』
明
治
五
年
高
知
藩

(3)
『紋
驚
函
館
江
差
巡
回
紀
行
』「新
し
い
道
史
第
四
巻
一号
」

(4)
『林
重
右
衛
門
一
件
書
類(写

)』
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
編

(5)

(6)
(3)に

同
じ

(7)
『郷
土
の
研
究
第三
号
』
昭
和
四
十
六
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

(8)(9)(1)
に
同
じ

(10)
(11)(3)

に
同
じ

『錦
多
峰
村
郷
土
誌
』
錦
多
峰
尋
常
小
学
校
編

(12)
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糸
井

一
部
落
の
起
源

地
名
の

い
と
い

糸
井
は
も
と
小
糸
魚
と
呼
ん
で
い
て、
ア
イ
ヌ
語
「コ
イ
ド
イ
エ」
で
(コ
イ
・
浪
、
ド
イ
エ・
く
ず
す、
イ
・
と
こ
ろ
)と
い
う

由
来
意
味。
ここ
は
海
岸
で
土
地
が
低
く
、
時
化
の
た
び
に
浸
食
さ
れ、
土
地
が
削
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
地
名
は
相
当
古
い
絵
図
に
も
見
ら
れ
る
が、
明
治六
年
の
勇
払
郡
開
拓
使
出
張
所
の
郡
内
村
落
整
理
統
合
時
に
は
小
糸
魚
村
が
確
立
し
、

マイ
ル

東
は
有
珠
川、
西
は
小
糸
魚
川、
北
は
十
哩
停
留
所
西
方
の
地
点
を
結
ん
だ
細
長
い
一帯
を
そ
の
村
地
域
と
し
た
。

そ
の
後
、
小
糸
魚
村
は
一
つ
の
自
治
区
域
を
形
成
し
て
き
た
が、
人
口
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
錦
多
峰
(錦
岡)
村
と
の
合

同
に
よ
って
行
わ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
昭
和
十
九
年
一
月
の
字
名
改
称
地
番
整
理
の
実
施
に
よ
り
『糸
井』
と
改
称
し
た
。

遺
跡
の

こ
の
地
の
海
岸
から
四
キ
ロ
ほ
ど
奥
は
海
岸
線
と
ほ
ぼ
平
行
に
丘
陵
地
帯
が
続
い
て
お
り、
こ
れ
は
以
前
の
海
岸
線
を
示

分
布
す
も
の
で
、
こ
の
丘
陵
地
に
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
程
度
で、
本
格
的
な
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

現
在
ま
で
知
り
得
て
い
る
遺
跡
と
主
な
遺
物
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
有
珠
川
遺
跡
、
有
珠
川
上
流
の
左
岸
、
台
地
の
崖
下
から
発
見
さ
れ
た
も
の
で、
縄
文
後
期
の
土
器
片
と
後
北
式
土
器
の
大
型
破
片

が
出
土
し
た
。
2
糸
井
A
遺
跡、
昭
和三
十
四
年、
苫
工
高
郷
土
史
研
究
部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発
見、
同
四
十
一、
四
十
二
年
に
表

面
採
集
や
部
分
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
。
遺
跡
は
小
糸
魚
川
の
右
岸
で、
西
に
の
び
た
舌
状
台
地
上
で、
現
在
は
ま
な
す
ゴ
ル
フ
場
に
な

付
編
部
落
史
・
糸
井
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っ
て
い
る
。
遺
物
は、
縄
文
早
期・
絡
条
体
圧
痕
の
タン
ネ
ト
ー
E
式
を
は
じ
め、
前
期
・
中
野
式、
中
期・
余
市
式
、
晩
期
・
タン
ネ

ト
ー
L
式、
続
縄
文
な
ど
各
層
に
わ
た
っ
て
おり
、
石
器
の
種
類
も
多
い。
3
糸
井
B
遺
跡、
糸
井
駅
の
北
方
五
・
五
キ
ロ
の
地
点、
有

珠
川
と
小
糸
魚
川
の
中
間
に
あ
た
る
丘
陵
の
西
緩
斜
面、
宅
地
造
成
の
た
め
一
部
丘
陵
地
が
削
ら
れ
た
時
に
遺
物
が
出
土
、
縄
文
早
期
か

ら
晩
期、
続
縄
文、
擦
文
期
に
い
た
る
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
る
遺
跡
で
あ
る
。
一部
に
は
擦
文
期
の
墳
墓
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ

て
い
る
。
4
泉
沢
遺
跡
、
昭
和
四
十
八
年、
糸
井
B
遺
跡
の
北
、
市
清
掃
セン
ター
向
か
い
の
整
地
さ
れ
た
丘
陵
緩
斜
面
で
発
見
、
擦
文

式
土
器
片
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

二
自
然
環
境

地
質
戦
前
糸
井
の
国
道
沿
い
に
『長
尾
の
沼』
と
い
う
細
長
い
沼
が
あ
り
、
こ
れ
は
有
珠
川、
そ
し
て
苫
小
牧
川
に
続
い
て
い
て

こ
こ
で
は
ス
ケ
ー
ト
大
会
や
製
氷
も
行
わ
れ、
コ
イ
の
養
殖
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。

国
鉄
線
路
から
山
側
は
平
原
が
続
き、
そ
の
奥
に
樽
前
山
の
秀
姿
と
噴
煙
を
仰
ぎ、
反
対
側
は
太
平
洋
に
臨
み、
有
珠川、

小
糸
魚
川

の
河
川
の
流
域
に
当
た
り
、一
帯
は
支
笏、恵

庭、
樽
前
の
各
火
山
灰
層
で
構
成
さ
れ、
そ
の
厚
さ
は二
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
一
〇
メ
ー
ト
ル

に
も
お
よ
ん
で
い
る。
丘
陵
部
に
は
有
珠
ノ
沢、
小
泉
ノ
沢、
ブ
タノ
沢
な
ど
各
沢
が
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。

植
物
そ
の
昔
は
海
岸
段
丘
か
ら
沼
地
一帯
の
湿
原、
草
原、
山
林
と
続
く
多
様
な
地
形
で
植
物
も
極
め
て
豊
富
で
あ
っ
た
が、
最

近
に
な
っ
て
宅
地
造
成
が
完
全
に
近
い
ほ
ど
ほ
ど
こ
さ
れ、
植
生
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。

海
岸
砂
丘
に
は
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ、
ハ
マ
ヨ
モ
ギ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
ハ
マ
ナ
ス
な
ど
が
み
ら
れ
る
が、
護
岸
工
事
が
進
み
そ
の
数
も
極

め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

海
岸
段
丘
か
ら
の
草
原
に
は
そ
の
昔
は
ス
ズ
ラ
ン
も
咲
き、
樹
木
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
牧
場
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
国
道
と
鉄
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糸井国道沿いの植物
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

ら
れ
る
。

道
線
路
間
に
は
イ
タ
ド
リ
が
群
生
し
、
一部
に
キ
ヌ
ゲ
の
群
落、
ユ
リ
類
、
ア
ヤ
メ
な
ど
が
み

丘
陵
部
で
は、
イ
タ
ヤ、
ア
サ
ダ、
ナ
ラ
、
シ
ナ
、
ホ
ウ、
セ
ン、
カ
ツ
ラ
な
ど
の

樹
木
が
多
く
自
生
し
、
樽
前
山
麓
に
は
エ
ゾ
マ
ツ、
ト
ド
マ
ツ
が
多
い
。

動
物
宅
地
造
成
の
行
わ
れ
る
前
の
草
原
に
は
ヒバ
リ
の
巣
が
無
数
に
あ
った
。そ
の
ほ
か

ベ
ニ
ヒ
ワ、
ウ
グ
イ
ス、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ、
オ
オ
ジ
シ
ギ、
山
林
で
は
今
で
も
カ
ッ
コ
ウ、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
コ
ガ
ラ
、
シ
マ
エ
ナ
ガ
、シ
ロ
ハ
ラ
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。コ
ウ
ラ
イ

キ
ジ
も
多
い
。
山
麓
近
く
で
は
ヒ
グ
マ、
キ
タ
キ
ツ
ネ
も
見
ら
れ
る
。

三
部
落
の
変
遷

部
落
の

糸
井
は
漁
業
の
出
稼
場
と
し
て
タ
ル
マ
イ
場
所
の
一
部
と
し
て
開
か
れ、
安
政

形
成
年
間
に
は
白
島
萬
吉
の
定
住
が
あ
り、
樽
前
浜
の
漁
業
で
は
た
だ
一
人
の
永
住
人

漁
業
家
と
し
て
早
く
か
ら
根
を
お
ろ
し
て
い
た
。

小
糸
魚
ハ
白
島
萬
吉
宿
屋
ア
リ
、
土
塀
ラ
環
シ
タ
リ
、
外
ニ
鍛
冶
屋
ア
リ
、
舊
道
ニ
沿
フ
テ
寺
ア
リ
、
東
京
芝
ノ
別
レ
ナ
リ
ト
云
ヒ
居
レリ
、
僧
侶
ハ
神

主
之
弓
兼
ネ
居
レ
リ
。

慶
応
年
間
に
移
住
し
た
八
戸
伊
代
吉
は
小
糸
魚
の
様
子
を
伝
え
て
お
り
、
明
治
六
年
の
『北
海
資
料
』
に
も
「苫
小
牧
ヨ
リ
半
里
計
り

(『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

(当
時
の
苫
小
牧
は
現
中
央
院
付
近
が
中心
地
であ
っ
た)
手
前
ニ
小
糸
魚
ト
云
所
アリ
人
家
五
、
六
軒
萬
吉
卜
云
旅
籠
屋
ア
リ」
と
記
し
て
い

(1)

;か
て、
小
糸
魚
は
安
政
末
期
か
ら
白
島
萬
吉
を
中
心
に
小
さ
いな
が
ら
も
宿
屋、
鍛
冶
屋
、
お
寺
な
ど
が
あ
っ
て
一つ
の
集
落
を
形
成
し
て

や

い
た
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て、
明
治
四
十
三
年
に
小
糸
魚
で
生
ま
れ
た
菅
原平
治
は
現
在
の・:三

星
の
工
場
付
近
で
、
鍛
冶
屋
の
跡
が
あ

付
編
部
落
史
・
糸
井

1807



苫
小
牧
市
史
下
巻

っ
た
と
い
っ
て
お
り、
この
辺
が
糸
井
部
落
発
祥
の
地
と
思
わ
れ
る。

明
治
四
年、
高
知
藩
が
行
っ
た
勇
払
郡
永
住
人
調
査
で
は
、
菊
地
定
吉
四
人、
白
島
萬
吉
九
人
(息子
夫
婦と二

世
帯)
が
永
住
人
で、
ほ

か
に
橋
本
勝
蔵二
人
、
榊
瑞
枝二
人
が
い
た
。
白
島
萬
吉
は
勇
払
郡
惣
小
頭で、

村
役
人
を
し
て
お
り、
榊
瑞
枝
は
神
主
兼
僧
侶
で
あ
っ
た。

(2)

そ
の
後
、
白
島
萬
吉
は
漁
業
を
辞
し
、
小
糸
魚
村
は
一
時
衰
退
し
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
出
稼
漁
夫
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
の
み
で
あ

っ
た
。

漁
業
・
農
業

明
治
末
期
に
な
る
と
漁
業
の
田
村
馬
吉、
吉
田
鉄
太
郎、
菅
原
徳
右
衛
門
、
農
業
・
牧
畜
の
港
定
吉、
和
久
井
今
朝

の
定
住
者
次
郎
な
ど
の
定
住
が
あ
っ
て、
そ
の
基
礎
が
か
た
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

大
正
六
年
六
月
一
日、
国
鉄
室
蘭
線
の
小
糸
魚
信
号
所
が
設
立
さ
れ、
苫
小
牧
駅
長
管
理
に
よ
り
、
信
号
事
務
と
一
部
旅
客
列
車
の
発

着
を
取
り
扱
い、
有
珠
ノ
沢、
小
泉
ノ
沢
、
ブ
タ
ノ
沢
な
ど
に
炭
焼
き
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
二
年
に
は三
〇
戸
を
数
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
職
業
別
で
は
漁
業
(雇
を含
む)
一〇
戸
、
農
業
・
牧
畜
三
戸
、
炭
焼
き
・
日
雇
一〇
戸
、
信
号
所
七
戸
で
、
農
業
の
方
は
ま

だ
ま
だ
の
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
た、
明
治三
十
年
四
月
一
日、
国
有
未
開
地
処
分
法
の
施
行
が
あ
っ
て、
小
糸
魚
地
区
は
明
治
年
間
に
無
償
貸
付
け
を
う
け
た
件
数

は
旧
法
で
一
四
件、
新
法
で三
四
件
で
あ
っ
た
が、
未
着
手、
未
成
功
の
た
め
取
消
し
命
令
を
う
け
た
件
数
が
六
割
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る

の
が
特
色
で
、
農
業
に
は
適
さ
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
正
年
間
に
も
ぼ
っ
ぽ
っ
と
入
地
が
続
い
て
い
た
が、
昭
和三
年
に
丸
拓
会
社
の
造
田
事
業
が
開
始
さ
れ、
同
五
年
に
は
四三
戸
、
三

二
一
人
で、
丸
拓
の
事
業
の
た
め
男
が二
二
四
人
と
極
め
て
多
く
な
っ
て
い
た。
同
十
年
に
は
民
有
未
墾
地の
入
植
が
あ
っ
て、
七
四
戸
、

四
四
五
人
と
な
っ
た
。

こ
の
人
口
は
戦
後
ま
で
続
い
て
い
た
が
、
同
二
十
五
、
二
十
六
年
に
開
拓
者
の
入
植
が
続
き
、
同
三
十
年
に
は
一一
一戸
、
六
一八
人
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と
な
っ
た
。

住
宅
地

戦
後、
苫
小
牧
港
の
修
築
に
よ
り
本
市
は
著
し
い
発
展
を
と
げ
た
が、
苫
小
牧
市
街
に
近
い
糸
井
地
区
は
住
宅
地
と
し
て

に
変
貌
大
き
く
ク
ロー
ズ
ア
ップ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和三
十
五
年
に
糸
井
東
に
一
六
戸
の
福
祉
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
の
に

は
じ
ま
り、
昭
和
四
十
九
年
度
末
に
は
糸
井
地
区
に
第
一
種
六
六
八
戸、
第二
種二
六
〇
戸
、
糸
井
東
地
区
に
第
一
種
一
六
六
戸
、
第二

種
一
四
八
戸
、
福
祉
一
五
〇
戸
の
公
営
住
宅
が
建
っ
て
本
市
最
大
の
公
営
住
宅
街
を
形
成
し
て
い
る
。

一方、
苫
小
牧
市
は
本
市
の
よ
う
に
発
展
の
め
ざ
ま
し
い
都
市
に
あ
っ
て
は、
市
の
将
来
を
考
え
た
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
昭
和
四
十三
年
度
から
五
カ
年
計
画
を
も
っ
て
一
一八
万
平
方
メ
ー
ト
ル
のニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
、

市
民
の
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
の
要
望
に
こ
た
え
て
同
四
十
四
年
度
か
ら
一般
住
宅
地
の
分
譲
が
開
始
さ
れ
、
同
四
十
八
年
度
ま
で
に
一
般
住

宅
四
四
万
平
方
メー
ト
ル、
商
店
・
商
用
地二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
分
譲
さ
れ、
年
家々
が
新
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
般
不
動
産

業
の
土
地
造
成
も
続
き
、
日
軽
金
を
は
じ
め
、
苫
小
牧
ケ
ミ
カ
ル、
日
東
肥
料、
北
日
本
倉
庫、
北
海
土
建、
苫
小
牧
海
運
な
ど
の
住
宅

街
も
形
成
さ
れ、
こ
の
住
宅
地
内
に
は
学
校
、
幼
稚
園、
保
育
所、
郵
便
局
な
ど
の
公
共
施
設
も
で
き
、
スー
パ
ー
マー
ケ
ッ
ト
や
商
店
の

進
出
も
あ
って
見
ち
が
え
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
昔
の
面
影
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
口
の
方
も
同
四
十
五

年
、
四
、
八
三
七
人
、
同
四
十
七
年
、
一万
九
〇
四
人
、
同
四
十
九
年
に
は
六
、
二
五
六
戸、

一万
九、
六
三
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
と
糸
井
の
境
界
と
な
っ
て
いる
有
珠
川
は
近
年
に
な
っ
て
整
備
さ
れ、
山
手
地
区
の
丘
陵
部
前
を
通
し
、
旧
佐
羽
内
沼
付
近
か

ら
山
に入
る
河
川
が
新
設
さ
れ、
市
で
は
護
岸
整
備と
と
も
に
河
原
に
桜
な
ど
の
樹
木
を
植
え
、
川
岸
公
園
と
し
て
新
名
勝
に
す
る
計
画
で

あ
る
。
ま
た、
市
内
の
有
志
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
た
『な
な
し
会
』
で
は、
有
珠
川
が
魚
の
住
め
る
川
に
し
、
苫
小
牧
の
ふ
る
里
づ
く
り

け
い
もう

を
し
よ
う
と
啓
蒙
運
動
、
稚
魚
放
流
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
糸
井
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四

産

業

漁
業
小
糸
魚
地
区
は
イ
ワ
シ
漁
場
と
し
て
相
当
古
く
か
ら
、
出
稼
人
に
よ
る
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
が、
安
政
年
間
に
な
っ
て
白
島

萬
吉
の
定
住
が
あ
り
、
白
島
は
勇
払
郡
で
は
た
だ
一
人
永
住
人
と
し
て
イ
ワシ
漁
を
行
い、
か
た
わ
ら
宿
屋
の
経
営
も
行
い
、
初
期
勇
払

郡
の
実
力
者
の
一人
で
あ
っ
た
。

明
治三
年
、
高
知
藩
が
開
拓
使
に
報
告
し
た
文
書
の
中
に
「永
住
人
白
島
萬
吉、
コ
イ
ト
イ
第
二
番
屋
居
住、
萬
吉
五
十
九
歳、
妻
五
十
四
歳、
長
男
鉄
蔵

二
十
五
歳、
鉄
蔵
妻二
十
三
歳
、
鉄
蔵
妹
十
六
歳、
畑
四
反
六
畝
所
有、
持
馬
五
十
八
頭
、
雇
人
数
人
」
と
あ
り
、
当
地
方
永
住
人
の
中
で
は
第
一
位
の
資

産
家
で
あ
っ
た
。

開
拓
使
は
明
治三
年、
場
所
請
負
制
度
を
廃
止
し
、
漁
場
持
制
度
と
す
る
が、
内
容
的
に
は
請
負
制
度
と
あ
ま
り
異
な
る
こ
と
は
な
く
、
便
宜
的
に
名
称
を

変
更
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
から
、
漁
場
持
以
外の
者
が、
自
給
自
足
の
た
め
で
は
なく
、
企
業
と
し
て
漁
場の
権
利
を
持
ち、
生
産
を
あ

げ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が、
白
島
萬
吉
は
こ
の
一
角
に
食
込
ん
で
い
た
の
だ
。

明
治
五
年、
勇
払
郡
出
産
税
(国
税)
取
立
調
を
み
る
と
、
三、
六
八
四
円
二
七
銭
五
厘
で、
漁
場
持
山
田
文
右
衛
門
が
そ
の
約三
分
の
一
の
七
、
〇
九
五

円
六
〇
銭
五
厘
六
毛
の
生
産
額
で、
税
は
一、
〇
六
四
円
四
銭
九
毛
で
あ
り
、
あ
と
は
十
二
人
の
出
稼
人
と
永
住
人
一
人
で、
い
ず
れ
も
一
、
五〇
〇
円

前
後
の
生
産
額
で、
二
〇
〇
円
前
後
の
税
で
あ
っ
た
。
永
住
人
と
は
白
島
萬
吉
で
あ
り、
漁
業
生
産
額
で
は
一
、
二
一七
円、
税
が
一
五
〇
円
八
銭
五
厘
七

毛
で
あ
っ
た
。

イ
ワシ
漁
と
い
う
の
は
、
明
治
中
期
ま
で
函
館
の
豪
商
の
仕
込
み
を
う
け
な
け
れ
ば
で
き
な
い、
と
いう
ほ
ど
一
度
に
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
た
漁
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
白
島
が
自
費
を
も
っ
て
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
相
当
の
資
産
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

他
の
出
稼
人
に
つ
いて
み
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
山
田
文
右
衛
門
と
の
つ
な
が
り、
あ
る
い
は
商
取
引
の
あ
る
問
屋
筋
の
も
の
で
あ
っ
た
。文
右
衛
門、出
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稼
人
の
す
べ
て
が
「函
館
大
町
福
島
屋
与
吉
売
払
代」
な
ど
と
あ
っ
て、
す
べ
て
函
館
問
屋
を
相
手
に
製
品
(魚
粕
な
ど
)
を
売
り
さ
ば
い
て
い
る
の
に
対

し、
白
島
は
「仁
恵
丸
五
郎
売
払
い」
と
あ
っ
て、
漁
場
持
や
他
の
出
稼
人
の
製
品
を
積
み
と
り
に
来
た
船
頭
と
の
直
接
取
引
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
白
島
萬
吉
こ
そ
苫
小
牧
地
方
最
初
の
実
業
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。(堀
江
敏
夫
『ふ
る
さ
と
百
話』

昭
和
四
十
七
年
朝
日
新
聞)

出
稼
人
漁
業
家
と
し
て
は
函
館
内
澗
町
の
秦
理
四
郎、
同
白
鳥
宇
兵
衛
な
ど
で
あ
っ
た
。
な
お、
白
島
は
明
治
十
年
代
後
半
に
漁
業
を

や
め
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年、
漁
業
法
が
制
定
公
布
さ
れ、
七
月
一
日
付
で
出
願
漁
業
者
に
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
た
が
、
小
糸
魚
地
区
は
イ
ワ
シ
地

曳
網
一
三漁
場
で、
苫
小
牧
村
の
石
垣
彦三
郎、
中
山
清
作、
渋
川
平
八
郎、
京
谷
卯
之
松、
錦
多
峰
村
の
川
村
勘三
郎
な
ど
地
元
漁
業

家
の
進
出
が
あ
っ
た
が、
小
糸
魚
の
漁
業
家
は
な
か
っ
た
。

小
糸
魚
地
区
漁
業
権
者
一
覧
表
(明
治
三
十
五
年
七
月
一日
現
在)

(『免
許
漁
業
原
簿
』
北
海
道
経
済
研究
所
蔵)

"1 11

11 11 11 "1

七
一
号

七
〇
号

六
九
号

六
八
号

六
七
号

六
六
号

勇
鰮
特
第
六
五
号

免
許
番
号

函
館
区

11 11 11

苫
小
牧
村
石
垣
彦
三郎

函
館
区
桂
久
蔵

漁
業
権
者
住
所
氏
名

筑
前
善
太
郎

中
山
清
作

(昷
第
八〇
号
)

(昷
第
七
九
号)

(昷
第
七
八
号)

(昷
第
七
七
号
)

小
糸
魚
村
(�
第
七
六
号
)

漁
場
の
位
置

(�
第
八二
号
)

(昷
第
八
一
号)

" "1 " 11 "1

勇
鰮
特
第
七二
号

免
許
番
号

七
七
号

七
六
号
苫
小
牧
村
石
垣
彦三
郎

錦
多
峰
村
川
村
勘三
郎

11

(�
第
八
八
号
)

(昷
第
八
七
号
)

(�
第
八
六
号
)

(昷
第
八
五
号
)

(昷
第
八
四
号
)

小
糸
魚
村
(�
第
八
三
号
)

漁
場
の
位
置

11

函
館
区
渡
辺
佐
兵
衛

門
別
村
飯
田
信
三

漁
業
権
者
住
所
氏
名

京
谷
卯
之
松

11 "1 "1 11
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七
四
号

七三
号

"

七
五
号

石
垣
彦三
郎

渋
川
平
八
郎
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明
治
末
期
に
な
っ
て
田
村
馬
吉
の
移
住
が
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
漁
業
に
よ
る
定
住
者
が
あ
ら
わ
れ、
雇
漁
夫
も
こ
の
地
に
住
み
つ
い

て
各
漁
場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
十
一
年
度
の
地
方
税
水
産
税
免
許
漁
業
割
で
は、
着
業
し
な
い
漁
場
も
あ
った
が、
九
漁
場
で
漁
が
行
わ
れ、
税
額
は
一等

(春
秋)三

七
円
三
八
銭
、
二
等
(春)

一八
円
六
九
銭
で
あ
った
。

大
正
十
一
年
度
着
業
漁
場
一覧
表

一 1 1 一 1

等
級

七
一
号

六
九
号

"1 "1 11

小
糸
魚

位
置

三
七、
三
八

三
七
、
三八

三
七
、
三八

三
七
、
三
八

三
七
、
三八

賦
課
額
銭 氏 氏谷

川
鶴
治

中
山
清
作

中
村
捨
次
郎

田
村
馬
吉

桂
久
蔵 名

一 一 二 一

等
級

"1
一二
三
号

七
六
号

七
三
号

勇
鰮
特
第
七
二
号

免
許
番
号

" "1 11

小
糸
魚

位
置
|三
七
、
三
八

三
七
、
三八

一八、
六
九

三
七
、
三八

円 賦
課
額
銭

氏田
村
馬
吉

中
村
捨
次
郎

藤
田
平
太
郎

前
田
健
之
助 名

(『
議
決
書
』
大
正
十
二
年
苫
小
牧
町
会
)

大
正
末
期
よ
り
樽
前
浜
の
地
曳
網
漁
は
不
振
を
た
ど
り
、
昭
和
に
入
る
と
次
第
に
定
置
網
へ
の
切
換
え
が
行
わ
れ、
小
糸
魚
で
は
田
村

長
太
郎、
中
山
清
作、
杉
本
福
松、
小
堤
甚三
な
ど
が
定
置
網
漁
業
権
を
得
て
漁
を
行
っ
た
。

戦
後
を
迎
え
一
時
イ
ワシ
の大
群
が
押
し
寄
せ
た
こと
も
あ
った
が、
昭
和二
十
六
年
を
も
っ
て
そ
の
終
末
を
告
げ、
苫
小
牧
の
漁
業

に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
糸
井
沿
岸
は
ホ
ッ
キ
貝
が
多
く
、
カ
レ
イ
な
ど
も
み
ら
れ
る
が、
今
後
は
ホ
ッ
キ
貝
を
中
心
に
育
て
る
漁

業
が
必
要
で
あ
り
、
東
部
漁
場
を
失
っ
た
苫
小
牧
漁
業
に
と
っ
て
糸
井
以
西
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
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かっては漁船が並んだ糸井海岸も護岸されてしまった
(昭和51年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

森
漁
業
株
式
會
社

2
4
9
0
7

森漁 場跡(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

三星糸井工場(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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現
在
糸
井
沿
岸
に
は
田
村
長
太
郎
の
「苫
小
サ
ケ
定
第二
号
、
同
三
号
」
の
サ
ケ
小
型
定
置
漁
業
権
が
あ
り
、
北
洋
漁
業
に
出
漁
し
て

い
る
森
七
次
の
漁
業
事
務
所
が
あ
る
。

農
業
糸
井
地区
で
農
業
を
は
じ
め
て
行
っ
た
の
は
永
住
人
の
白
島
萬
吉
で、
明
治三
年
に
は
一
反
四
畝二
歩
の
耕
地
を
所
有
し
て

い
た
。
そ
の
ほ
か
で
は
同
四
年
に
橋
本
勝
蔵
が
八
歩、
榊
瑞
枝
が
六
歩
を
開
墾
し
た
。

ば
れい
し
ょ

明
治
十
一
年
の
収
穫
物
で
は
馬
鈴
薯
八
石
、
大
豆
一
斗
二
合
、
胡
瓜
一、
〇
〇
〇
顆、
大
根
一、
五
〇
〇
本
で
あ
っ
た
から
漁
業
な
ど

き
ゅ
う
り

の
あ
い
間
に
農
作
業
を
行
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後、
港
定
吉
、
和
久
井
今
朝
次
郎
な
ど
が
牧
畜
を
兼
ね
な
が
ら
農
業
を
行
っ
て
い
た
。

大
正
に
入
る
と
苫
小
牧
町
は
『産
業
指
導
方
針』
を
た
て、
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
植
苗、
ニ
ナ
ル
カ、
樽
前
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
地
区

で
の
み
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
が、
土
地
改
良
事
業
の
一環
と
し
て
水
田
造
成
可
能
区
域
が
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
糸
井
地
区
で

は、
小
糸
魚
川
を
灌
水
流
域
と
し、
水
田
可
能
見
込
面
積
一〇
〇
町
歩、
有
珠川
流
域
で三
〇
町
歩
の二
カ
所
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和二
年
に
な
っ
て
丸
拓
会
社
が
造
田
事
業
の
た
め
小
糸
魚
お
よ
び
ニ
ナ
ル
カ
地
区
に
入
地
し
、
翌三
年
か
ら
水
田
事
業
に

着
手
し
、
本
町
の
水
田
面
積
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
二
年
の
米
作
で
は
作
付
面
積
約二
六
町、
収
穫
高

三
六
石
で
あ
っ
た
も
の
が
、
同三
年
に
は
作
付
面
積
二
六
七
町、
収
穫
高
一
、
〇
〇
四
石
、
同
四
年
に
は
一
一二
町、
収
穫
高
一
、
〇
五

(4)
一
石
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

昨
秋
以
来
巨
資
を
投
じ
小
糸
魚、
厚
眞
の
大
原
野
を
開
拓
造
田
せ
る
丸
拓
會
社
の
水
田
は
何
人
も
収
穫
を
気
遣
ひ
つ
、あ
つ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
事
柄
で
あ

る
が、天

候
順
調
な
ら
ざ
り
し
に
も
拘
は
ら
ず
、
既
に
大
部
分
は
結
實
完
全
に
し
て
反
當
り
三
俵
確
實
の
収
穫
豫
想
を
得
た。
柴
田
組
庭
前
の
立
木
数
株
を
移

植
し、一
般
の
参
考
に
供
し
つ
、
あ
り
、
丈三
尺
乃
至
四
尺
五
寸
分
け
つ
十
本
乃
至三
十
本
穂
長三
寸
乃
至
八
寸
と
断
言
す
る
。
之
れ
に
依
て
膽
振
不
毛
の
原

野
は
美
田
と
化
し
大
苫
小
牧
建
設
の
基
礎
を
強
固
に
築
か
れ
食
料
問
題
解
決
の
曙
光
を
見、
且
不
況
を
嘆
き
つ、
あ
る
苫
町
の
経
濟
界
の
眠
り
を
覚
ま
し
生
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糸井の農家 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

活
安
定
の
前
示
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。

(『胆
振
中
央
新
聞』
昭
和三
年
九
月
二
十
八
日
号)

し
か
し
、
こ
う
し
た
丸
拓
の
造
田
事
業
に
対
す
る
期
待
に
も
か
か
わ

らず
、
昭
和
六
年、
七
年
の
凶
作
に
よ
り
、
特
に
同
七
年
に
は
一一
四

町
歩
の
作
付
け
が
あ
り
な
がら
、
わ
ず
か
四
四
石
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
小
糸
魚
で
の
水
田
事
業
も
試
作
程
度
に
と
ど
ま
り、
そ
の
後
も

水
田
事
業
は
あ
ま
り
活
発
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
を
迎
え
農
地
解
放
が
行
わ
れ、
糸
井
地
区
の
国
鉄
線
路
よ
り
丘

陵
地
に
か
け
て
の
一
帯
に
開
拓
者
が
入
植
し
た
。
当
初
は
荒
地
の
た
め

相
当
の
苦
労
が
あ
っ
た
が、
野
菜
や
鶏
卵
の
都
市
近
郊
型
農
業
に
よ
っ

て
次
第
に
農
業
基
盤
も
確
立
し
て
い
っ
た
。

だ
が、
本
市
の
発
達
は
著
し
く
、
こ
の
地
は
本
市
の
住
宅
タ
ウ
ン
と

な
り
、
農
家
も
一
戸
、
二
戸
と
農
地
を
手
ば
な
す
こ
と
と
な
り
、
昭
和

四
十
七
年
末
現
在
で
専
業
農
家
八
戸
、
兼
業
・
自
給
農
家
が
八
戸
と
な

り
、
現
在
で
は
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
他

大
正
期
に
は
い
わ
ゆ
る
木
炭
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
本
町
に

の
産
業
は
木
炭
を
原
料
と
し
た
カ
ー
バ
イ
ト
工
場
が
立
地
し、
そ

の
需
要
が
大
き
く、
農
家
に
お
い
て
は
副
業
と
し
て
製
炭
業
を
行
う
も
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の
が
多
く、
さ
ら
に
製
炭
事
業
家
が
多
く
の
焼
子
を
作
っ
て
の
焼
子
制

度
に
よ
る
木
炭
製
造
も
発
達
し
、
本
町
の
森
林
地
帯
に
は
多
く
の
製
炭

夫
の
入
林
が
あ
っ
た
。
糸
井
地
区
で
は
、有
珠ノ
沢、
小
泉
ノ
沢
、
ブ
タ

ノ
の
沢
を
中
心
に
製
炭
業
を
行
い
、
一時
は
糸
井
地
区
人
口
の
半
数
を

製
炭
夫
が
占
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
昭
和
初
期
に
は

そ
の
ピ
ー
クも
過
ぎ
、
次
第
に
減
少
し
て
わ
ず
か
の
人
が
細
ぼ
そ
と
炭

を
焼
く
程
度
と
な
っ
た
。

有
珠
川
よ
り
少
し
西
方
の
方
に
細
長
い
沼
が
あ
っ
た
が、『長

尾
の
沼
』

と
い
っ
て、
こ
こ
で
は
製
氷
事
業、
コ
イ
の
養
殖
事
業
が
行
わ
れ、
苫

小
牧
に
出
荷
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
沼
で
は
ス
ケ
ー
ト
大
会
も
行
わ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
農
家
の
副
業、
あ
る
い
は
兼
業
と
し
て
養
鶏、
養
豚
事

業
が
小
規
模
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

最
近
で
は
自
動
車
関
係
の
整
備、
板
金
工
場
、
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
、プ

ロ
パ
ン
工
場、そ

れ
に
駅
前
に
あ
っ
た
三
星
製
菓
の
パ
ン
工
場
な
ど
が
あ

る
。商
業
で
は
、
スー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
生
活
協
同
組
合
の
糸
井

店
、
糸
井
北
店、
糸
井
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
、
糸
井
総
合
ス
ー
パ
ー、
糸
井
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リ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
宮
の
森
ス
ーパ
ー
な
ど
が
あ
り
、
飲
食
店
も
あ
っ
て
一
部
で
は
商
店
街
の
形
成
も
み
ら
れ
る
。

五
教
育
と
文
化

小
学
校

戦
前
、
糸
井
地
区
に
は
小
学
校
が
な
く
、
苫
小
牧
の
小
学
校
ま
で
歩
い
て
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た、
青

の
設
置
年
団
な
ど
や
各
種
組
合
活
動
に
つ
いて
も、
苫
小
牧
あ
る
い
は
錦
岡
の
そ
れ
に
加
わ
っ
て
行
動
し
て
い
た
。

明
治
四
十三
年
、
糸
井
の
地
で
生
ま
れ
た
菅
原
平
治
は
小
糸
魚
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

糸
井
と
は、
昭
和
の
初
め
ま
で
は
小
糸
魚
と
呼
ば
れ、

一望
の
原
野
に
人
家
が
点
と々
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
一寒
村
で
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
国
道
の
南
側
だ

け
に
漁
家
が
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
春
に
な
る
と
漁
場
に
は
本
州
よ
り
た
く
さ
ん
の
漁
夫
が
来
て
相
当
な
人
口
で
す
。
漁
場
が
終
れ

ば
又
寒
村
で
す
。

沿
岸
は
樽
前
場
所
(又
は
漁
場)
と
言
わ
れ、
遠
く
ま
で
鳴
り
響
い
た
有
名
な
所
で
し
た
。
当
時、
大
漁
の
時
な
ど
は
、
夜
勇
払
か
ら
白
老
あ
た
り
ま
で
漁

火
と
申
し
ま
す
が、
海
も
陸
も
た
い
ま
つ
一色
で
み
る
から
に
見
事
な
夜景
で
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
さ
っ
ぱ
り
い
わ
し
も
と
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
年
人々
家
も
増
え
て
苫
小
牧
港
の
開
港
に
よ
り
大
糸
井
に
変
貌
致
し
ま
し
た
。

今
想
う
と
私
の
出
生
を
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん。
私
は、
北
海
道
胆
振
国
勇
払
郡
苫
小
牧
村
大
字
小
糸
魚
村
字
小
糸
魚
番
外
地
と
い
う
所
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

何
と
長
い
地
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か。
そ
し
て
現
在
地
よ
り
六
歳
に
し
て
公
立
苫
小
牧
尋
常
高
等
小
学
校
へ
入
学
し
、
約
五
料
の
道
程
を
毎
日
徒
歩
で
通
学

を
致
し
ま
し
た
。
二
年
生
の
時、
新
し
く
出
来
た
分
校
で
あ
る
東
小
学
校
に
転
校
し
六
料
の
道
程
を
一
年
通
学
致
し
ま
し
た
。
昔
の
事
で
和
服
に
下
駄
ば
き

で
あ
り
ま
し
た
。
今
国
道
三
六
号
線
を
流
れ
る
よ
う
に
走
る
車
の
姿
を
見
る
に
つ
け
今
昔
の
感
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

(『糸
井』

昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市
立
糸
井
小
学
校)

苫
小
牧
港
の
開
港
後
、
本
市
の
住
宅
地
と
し
て
著
し
く
発
展
し
た
糸
井
は
、
小
学
校
新
設
が
急
務
と
な
り
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日、

付
編
部
落
史
・
糸
井
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日
軽
金
住
宅
な
ど
で
ふ
く
れ
あ
が
る
山
側
地区
に
日
新
小
学
校、
同
五
十
年
四
月
一
日、
海
側
に
糸
井
小
学
校
が
開
校
し
た
。
さ
ら
に
現

在
中
学
校
新
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
と

糸
井
ニ
ュ
ー
タ
ウン
は
計
画
的
な
街
づ
く
り
に
よ
っ
て
造
成
が
進
め
ら
れ、
そ
の
区
画
事
業
に
お
い
て
も
あ
ら
か
じ
め、

保
育
園
公
共
施
設
な
ど
の
設
置
場
所
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
こ
ろ
か
ら
急
速
な
発
展
を
と
げ
、
こ
の
地
域
で
の
幼

稚
園
設
置
者
を
募
集
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
九
月
に
室
蘭
市
の
学
校
法
人
坂
本
学
園
が
設
置
を
希
望
し
て
申
請
し
、
こ
れ
は
同
年
十
月
八
日
に
契
約
者
と
し
て
決
定

し
、
坂
本
学
園
の
苫
小
牧
進
出
が
決
定
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
二
月
十
五
日、『学

校
法
人
坂
本
学
園
。ピノ

キ
オ
苫
小
牧
幼
稚
園
』
は
道
教
委
の
設
置
認
可
を
う
け
た
が、
当
初
は
資
金

ぐ
り
が
つ
か
ず
、
二
学
級
八
〇
名
を
も
っ
て
同
年
四
月
十
日
に入
園
式
を
挙
行
し
た
が
、
夏
休
み
期
間
中
に二
階
部
分
を
増
築
し
て、
翌

四
十
九
年
に
は
七
学
級二
八
〇
名
と
な
っ
た
。

保
育
園
は
昭
和
五
十
年
五
月
一
日、
市
費
七、
七
五
〇
万
円
を
も
っ
て
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
家
建
て
六
六
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
の
『苫
小
牧
市
立
い
と
い
北
保
育
園』
が
開
園
し
た
。

昭
和
五
十
年
五
月
現
在
一
二
〇
名
を
収
容
し
て
い
る
。

糸
井

糸
井
に
は
小
魚
糸
川
の上
流
に
あ
る
小
山
に
山
の
神
社、
国
道
沿
い
に
海
の
神
社
が
あ
る
。

神
社
山
の
方
の
神
社
は
小
魚
糸
川
が
沢
と
な
っ
て
入
っ
て
い
く
手
前
の
小
山
に
あ
る
が、
こ
の
小
山
は
河
川
作
用
に
よ
っ
て
で
き

た
も
の
と
思
わ
れ、
高
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
神
社
は
こ
の
山
頂
に
あ
る
。
こ
の
小
山
の
奥
に
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
知ら
れ
る
宮

の
森
団
地
が
あ
り
、
苫
小
牧
と
し
て
は
変
わ
っ
た
地
形
で
あ
る
。

大
正
末
期
に
建
立
さ
れ、
祭
神
は
八
幡
様
で
六
月
十
五
日
が
祭
日
と
な
っ
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
糸
井
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海の神社(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

海
の
方
の
神
社
は
国
道
沿
いの
海
側
に
あ
っ
て
祭
神
は
稲
荷
神
社
、
祭
日
は
八
月
九
日
、
十
日
で
あ
る
。

六
交
通
と
通
信

:国

鉄

糸
井
駅
は
昇
格
す
る
ま
で
小
糸
魚
信
号
所
と
い
っ
て、
大
正
六
年
六
月
一
日
に
設
置
さ
れ
信
号
事
務
と
一
部
旅
客
列
車
の

糸
井
駅
発
着
を
取
り
扱
っ
た
。そ
の
後、同

地
区
の
開
拓
が
進
め
ら
れ、
昭
和
七
年
に
は
信
号
所
勢
圏
戸
数
が
五
八
戸
を
数
え
る
こ
と

に
な
り
、
苫
小
牧
町
は
同
年三
月
、
鉄
道
大
臣
、
室
蘭
運
輸
事
務
所
長
に
簡
易
駅
に
昇
格
さ
せ
る
陳
情
運
動
を
行
っ
た
。
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小
糸
魚
信
号
所
弓
簡
易
駅
二
昇
格
/
件
陳
情

膽
振
國
小
糸
魚
信
号
所
簡
易
停
車
場
二
変
更
セ
ラ
ル
ル
様
特
別
/
御
詮
議
相
仰
度
此
段
及
陳
情
候
也

昭
和
七
年
三
月
二
十
二
日

鉄
道
大
臣
閣
下

理
由
書

膽
振
國
小
糸
魚
信
号
所
八
同
國
苫
小
牧
駅
卜
錦
多
峰
駅
間
約
十
籽
,
中
間
二
在
リ、
附
近
開
拓
ノ
進
捗
二
伴
ヒ
現
在戸
数
人
口
産
額
等
別
表
,
如
ク、
尚
今

後
開
懇
利
用
シ
得
へ
キ
地
積
多
ク
交
通
ノ
便
加
ハ
ラ
ハ
一段
其
ノ
進
展
ラ
促
進シ
得
へ
キ
ハ
疑
弓
容
レ
ス
、
而
シ
テ
現
今
ハ
仝
所
二於
テ
信
号
事
務
ノ
外
上

リ
二
六
二
列
車
及
一
二
〇
列
車
並
ニ
下
リ
ニ
一七
列
車
ノ
各
客
車
ノ
停
留
交
換
取
扱
ハ
レ
ツ
ツ
ア
リ
、
依
リ
テ
該
各
列
車
ニ
旅
客
ノ
乗
降
ラ
許
サ
ル
レ
ハ

附
近
住
民
ノ
幸
福
交
通
上
ノ
利
便
ハ
之
ニ
過
キ
ス、
尚
進
ンテ
各
列
車
ノ
停
留
回
数
ラ
増
加
セ
ラ
レ
一
般
貨
客
ノ
御
取
扱
弓
開
始
セラ
レ
普
通
駅
ニ
改
メ
ラ

レ
ン
コ
ト
ラ
懇
願
ノ
至
二
不
堪
関
係
地
域
住
民
弓
代
表
シ
茲
ニ
謹
テ
陳
情
候
也

小
糸
魚
停
車
場
附
近戸
口
産
額
調

漁 農 区

業 業

計

分
現
在
戸
数五
八

二三 三五

二
五
四

四
四

二
一
〇

将
来
戸
数

一、
四
八
二

現
在
耕
地
面
積

1

五
、
一八
二

1

五
、
一八
二

将
来
耕
地
面
積

六
九
、
五
五
六

五
六
、
〇二
八

一
三三、
五
二
八

現
在
生
産
高

一二
九
、
三四
八

七
七
、
五二
八

五
一、
八二
〇

将
来
生
産
高

(『苫
小
牧
町
史
資
料
‒‒陳
情
集
』
苫
小
牧
町)

付
編
部
落
史
・
糸
井

苫
小
牧
町
長
飯
田
誠
一
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そ
の
後
も
し
ば
し
ば
こ
の
運
動
は
続
けら
れ
た
が、
一向
に
実
現
を
み
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動
は
戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和三
十
年
九
月
に
な
っ
て、
国
鉄
は
赤
字
財
政
を
緩
和
す
る
た
め
に
小
糸
魚
信
号
所
ほ
か
を
廃
止
す
る
計
画
を
た

て
た
の
で
あ
る
。

市
営

苫
小
牧
市
は
、
市
の
発
展
は
西
部
に
も
伸
び
て
お
り、
工
場
誘
致
な
ど
の
計
画
も
あ
っ
て、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
、
小
糸
魚
信

号
所
廃
止
よ
り
も
駅
に
昇
格
す
べ
き
で
あ
る
と
、
札
鉄
局
ほ
か
関
係
者
へ
の
猛
陳
情
を
続
け
た
。
そ
し
て、
市
費
五
七
〇
万
円
を
も
っ
て

駅
舎
と
ホ
ー
ム
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和三
十
一
年
四
月
一
日
、
『糸
井
駅
』
に
昇
格
し
た
。

市
営
バ
スの
乗
入
れ
は
昭
和二
十
八
年
三
月
、
錦
岡
線
八
・
五
キ
ロ
の
免
許
を
得
て、
そ
の
通
過
地と
し
て
停
留
所
が
設

バ
ス
け
ら
れ、

一日二
往
復
し
た
の
に
は
じ
ま
り、
そ
の
後
の
本
市
の
発
展
に
よ
り
バ
ス
本
数
も
増
加
し
、
昭
和
五
十
年
十二
月

に
は三
条
糸
井
線
(苫
駅
前ー三

条
糸
井)
一四
往
復
、
糸
井
団
地
環
状
線
(大
通
り
・
西
高
校
前
経由)三

〇
回
線、
そ
の
ほ
か
糸
井
・
宮
の
森

線
(苫
駅
前‒
宮の
森
団
地)、糸

井
・
常
盤
団
地
線、
シ
ー
ア
イ
団
地
線、
鉄
北
線、
急
行
糸
井
団
地
線
な
ど
が
あ
り
、
市
街
地
と
住
宅
団
地

を
結
ぶ
交
通
路
は
極
め
て
便
利
に
な
っ
た
。

郵
便
局

糸
井
地
区
は、
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
本
市
の
新
興
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
、
日
軽
金
な
ど
進
出
企
業
の
社
宅
団
地
も
形
成

の
設
置
さ
れ、
昭
和
四
十二
年
こ
ろ
か
ら
見
る
見
る
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
同
四
十
四
年
九
月
一
日
、
糸
井三
四
八
番
地

に
『糸
井
簡
易
郵
便
局
』
が
開
設
さ
れ
た
。そ
の
後
も
糸
井
地
区
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
郵
便
局
新
設
と
いう
地
域
の
要
望
が
高
ま
り
、

同
五
十
年
十
月
八
日、
糸
井三
一
二
番
地
に
特
定
局
の
『苫
小
牧
糸
井
郵
便
局
』
が
開
局、
こ
れ
ま
で
の
糸
井
簡
易
郵
便
局
は
『苫
小
牧

糸
井
北
簡
易
郵
便
局
』
と
改
め
ら
れ
た
。

電
気
の

苫
小
牧
市
街
に
は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
から
電
灯
が
つ
い
た
が、
糸
井
地
区
に
は
昭
和
四
年
七
月
一
日、
白
老
村
へ
の

送
電
配
電
線
路
の
契
約
を
一
部
変
更
し
て
国
鉄
小
糸
魚
信
号
所
に
供
給
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
の
時、
部
落
民
か
ら
も
部
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落
供
給
に
つ
い
て
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
が、
当
時
は
昭
和
初
期
の
不
景
気
な
時
で
あ
り
、
苫
小
牧
町
(当
時
は町
営
電
気)
は
そ
の
費
用
を

捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
いと
し
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
同
八
年
に
な
っ
て
、
部
落
需
用
者
一
同
から
総
工
費
の
過
半
に
お
よ

ぶ
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
町
も
こ
れ
に
こ
た
え
て
五
一
灯
に
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
七
月
二
十
日、工

事
に
着
手
し
、配
電
線

延
長
の
二
、
三六
六
メ
ー
ト
ル
は
八
月
五
日
完
成、
同
月
七
日
よ
り
供
給
を
開
始
し
た
。

注
(1)

林
顯
三
『北
海
資
料』

明
治三
十
五
年
冨
山
房

(2)
『高
知
藩
書
類
』
明
治五
年
高
知
藩

(3)
『勇
払
郡
各
村
畑
反
別
調
帳
』
明
治
五
年
開
拓
使

(4)
『事
務
報
告
』
昭
和三
、
四
年
苫
小
牧
町

.
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弁
1
部
落
の
起
源

天

地
名
の

勇
払
川
東
岸
に
弁
天
社
(財
天
社)が

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

由
来

こ
の
付
近
に
あ
る
沼
を
弁
天
社
に
因
み
『弁
天
沼
』
と
よ
び
、
後

に
付
近
一
帯
を
『弁
天
』
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
年
に
設
定
さ
れ
た
苫
小
牧
町
の
字
名
中
に
は
『苫
小
牧
町
大
字
勇
払

村
字
弁
天
沼
』
と
あ
り
、
『弁
天
』
は
古
く
は
『弁
天
沼
』
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
弁
天
沼
に
は
適
当
な
ア
イ
ヌ
語
名
が
見
当
た
ら
な
い
が、
浜
弁
天

付
近
は
『ト
ユ
ウ
フ
ツ』
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
ト
(沼)
ユ
ウ
フ
ツ
(勇
払
〈川〉)

と
は
「沼
の
あ
る
勇
払
(川)」

と
いう
意
味
で
あ
る
の
で
、
現
在
小
規
模
に
残

っ
て
い
る
沼
が、
か
つ
て
は
大
き
な
沼、
湿
地
帯
が
あ
り
勇
払
川
に
そ
そ
い
で

(1)
い
た
の
で
名
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
自
然
環
境

位
置

苫
小
牧
市
の
中
心
部
から
見
る
と
北
東
に
位
置
し、
南
は
太
平
洋

に
臨
み
、
東
は
静
川
地
区
を
は
さ
ん
で
厚
真
町
と
接
し
、
西
は
安
平
川
を
境
界

に
勇
払
、
北
は
柏
原
地
区
と
接
し
てい
る
。

地
質
と

今
から
約
五
、
〇
〇
〇
年
前
こ
ろ
は
内
陸
深
く
海
が
進
入
し
、

やがて変ぼうする弁天地区 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

付
編
部
落
史
・
弁
天
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苫
小
牧
市
史
下
巻

弁天地区の海浜植物 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

地
形
そ
の
先
端
は
美
、々
御
前
水
付
近
ま
で
達
し
て
い
た。
今
日
台
地
に
残
っ
てい
る貝
塚
は
こ
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
この

時
期
に
は
弁
天
沼
も
な
く
、
す
べ
て
が
海
の
底
に
あ
っ
た
。
や
が
て
海
退
が
は
じ
ま
り、
徐
々
に
陸
化
が
進
み
今
日
の
姿
を
現
し
は
じ
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
勇
払
原
野
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

弁
天
地
区
の
地
質
は、
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
の
堆
積
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
地
形
は
、
勇
払
原
野
本
来
の
平
坦
な
湿
原
が
広
が
り
、
弁

天
沼
を
は
じ
め
小
規
模
な
沼
が
点
在
す
る
。
部
落
名
の
由
来
と
な
っ
た
弁
天
沼
は
、
河
川
が
運
搬
す
る
土
砂
に
よ
り
埋
め
ら
れ
た
勇
払
原

野
の
中
に
あ
っ
て、
埋
残
さ
れ
た
地
域
(沼)
と
な
っ
て
今
日
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
面
積
は
、か
っ
て
は
今
日
よ
り
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き、年

ご
と
の
植
物
生
産
に
よ
り
生
じ
る
堆
積
物
、
排
水
工
事
な
ど
に
よ
り
現

在
の
姿
に
な
っ
て
き
た
。

植
物

弁
天
地
区
は
海
岸
線
に
砂
丘
が
発
達
し
、
こ
の
背
後
に
低
湿
地
が
一面
に
開
け
丘
陵
部

ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
形
環
境
の
も
と
に
植
物
相
も
変
化
し
、
次
の
よ
う
な
植
物
が
見
ら

れ
る
。
浜
弁
天
地
区
は、
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ、
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
、
ハ
マ
ナ
ス、
コ
ウ
ボ
ウ
ム

ギ、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ、
ハ
マニ
ガ
ナ
な
ど
海
浜
植
物
が
多
く
、
弁
天
沼
を
中
心
と
す
る
低
湿
地
帯
は

ヨ
シ
が
優
占
種
で、
他
に
マ
コ
モ、
アブ
ラ
ガ
ヤ、
ス
ス
キ、
ナ
カ
ボ
ノ
シ
ロワ
レ
モ
コ
ウ、

ワ
タ

ス
ゲ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ、
ク
サ
フ
ジ
、
エ
ゾ
ヨ
モ
ギ
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ッ
ケ
な
ど
各

種
の
植
物
が
見
ら
れ、
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
や
エ
ゾ
ス
カシ
ュ
リ
な
ど
の
花
期
は
美
し
い
。こ
の
他
、
弁
天

沼
周
辺
の
湿
地
で
は
食
虫
植
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
も
見
ら
れ
る
。

樹
木
は
少
な
く
、
丈
の
低
い
ヤ
チ
ハ
ンノ
キ
、
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、
ノ
リ
ウ
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ツ
ギ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

動
物

弁
天
沼
周
辺
の
湿
原
は
、
鳥
類
に
と
っ
て
絶
好
の
す
み
か
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
類
は
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ、
コ
チ
ド
リ
、
チ
ュ
ウ

ダ
イ
サ
ギ、

マ
ガ
モ、
ヒシ
ク
イ
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ、
キン
クロ
ハ
ジ
ロ、
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
、
ノ
ゴ
マ
、
セ
ッ
カ、

マ
キ
ノ
セン
ニ
ュ
ウ、
ヨシ
ガ
モ、
カ
ワ
セ
ミ
、
コ
サ
ギ、
カ
ル
ガ
モ、
ノ
ス
リ、
ト
ビ
、
タン
チ
ョ
ウ
、
ウ
ズ
ラ、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

ア
オ
サ
ギ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ、
コミ
ミ
ズ
ク、
ク
イ
ナ、
オ
オ
ヨシ
キ
リ
、
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ツバ
メ、
ヒバ
リ、
ア
カ
ハ
ラ、
ア
ト
リ、
ノ
ビ

(2)
タ
キ
、
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
、
コ
ム
ク
ド
リ
、
シ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
モ
ズ
、
キ
ビ
タ
キ
、
ツ
グ
ミ
、
マ
ヒ
ワ
な
ど
多
く
の
種
類
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

昆
虫
類
は、
カ
ワ
グ
ラ
類
、
ト
ビ
ケ
ラ
類
を
は
じ
め
ト
ン
ボ
類
な
ど
の
水
生
昆
虫
が
多
く
、
水
辺
で
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
見
ら
れ
る
。

比
較
的
乾
燥
し
た
草
原
で
は
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
、
フ
タ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
ョ
ウ
モン
チ
ョ
ウ
な
ど
北
海
道
の
低
湿
地
を
代
表
す
る
蝶
類
が
多
く

湿
原
を
好
む
セ
スジ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
も
生
棲
し
て
い
る
。

三
開
拓
・
発
展
史

弁
天
地
区
に
入
植
者
が
あ
っ
た
の
は、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
漁
業
関
係
者
が
漁
業
期
間
中

の
み
訪
れ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
。

弁
天
地
区
の
開
拓
・
発
展
の
足
跡
は、
浜
弁
天
地
区
の
漁
業
、
旧
弁
天
・
弁
天
開
拓
団
の
酪
農
業
の
異
な
る
二
産
業
を
目
的
に
入
植
し

た
人

が々、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
築
き
あ
げ
た
歴
史
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
地
区
間
の
交
流
は
極
め
て
希
薄
な
も
の
で、
弁
天
部
落
の

中
に
さ
ら
に
小
部
落
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
地
区
の
開
拓
・
発
展
史
を
便
宜
上
戦
前
・
戦
後
の
二
期
に
分
け
て
述
べ
て
み
よ
う
。

付
編
部
落
史
・
弁
天
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苫
小
牧
市
史
下
巻

「
第
一
期
戦
前
の
弁
天

浜
弁天
へ

苫
小
牧
地
方
の
沿
岸
は
『樽
前
浜』
と
よ
ば
れ、
幕
末
よ
り
イ
ワ
シ
漁
が
栄
え
た
とこ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
当
時

の
入
地
は
ま
だ
同
地
方
に
定
住
す
る
者
は
な
く、
出
稼
人
が
漁
業
期
間
中
の
み
当
地
を
訪
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
イ

ワ
シ
漁
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、次
第
に
定
住
す
る
漁
業
者
も
増
え
て
い
っ
た
。当
時『浜

弁
天
』
は
ト
ユ
ウ
フ
ツ
』
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
が、
同
地
で
は
明
治
末
期
か
ら
数
人
の
漁
業
権
者
に
よ
り
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
。や
が
て、造

材
土
木
建
築
請
負
を
本

業
と
す
る
中
村
組
中
村
捨
次
郎
の
漁
業
分
野
へ
の
進
出
に
よ
り
、
樽
前
浜
の
漁
業
権
は
ぬ
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
大
正
七
年、
石
垣
彦

三
郎
よ
り
漁
業
権
の
譲
渡
を
完
了
し
た
中
村
組
は、
ト
ユ
ウ
フ
ツ
(浜
弁天)

を
は
じ
め
勇
払
前
浜、
サ
タ
ップ
、
マコ
マ
イ
、
苫
小
牧
浜

小
糸
魚、
錦
多
峰、
覚
生
と
大
半
の
漁
場
に
そ
の
名
前
を
つ
ら
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

岩
手
県
出
身
の
沢
口
清
之
造
は、
ト
ア
ツ
マ
(浜厚
真)
か
ら
ト
ユ
ウ
フ
ツ
(浜
弁天)

に
入
地し
た
の
は
大
正
十三
年
の
こ
と
で、こ

れ
が
初
め
て
の
定
住
者
で
あ
っ
た
。
当
時
の
様
子
を
沢
口
清
之
造
の
長
男
で
あ
る
沢
口
幸
一
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
の
祖
父
勘
次
郎
は
岩
手
県
よ
り
北
海
道
に
渡
り
樽
前
浜
各
地
で
漁
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後、
父
清
之
造
は
ト
アゾ
マ
(今
の
浜
厚
真)
に
定
住

し
ま
し
た
。
当
時
は
イ
ワシ
漁
が
盛
ん
で
、
父
の人
生
も
漁
業
一
筋
の
生
活
で
、
ト
ユ
ウ
フ
ツ
(今
の
浜
弁
天)
に
移
っ
た
の
も
イ
ワシ
を
求
め
て
来
た
よ

う
な
も
の
で
す
。

入
地
し
た
当
時
こ
の
付
近
に
は
中
村
組
の
番
屋
が
あ
る
の
み
で、
私
達
は
こ
の
番
屋
を
借
り
て
生
活
を
は
じ
め
た
の
で
す
が、
私
達
が
漁
師
だ
と
知
っ
て

中
村
組
に
番
屋
の
あ
け
渡
し
を
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
仕
方
な
く
ト
ア
ゾ
マ
に
あ
る
自
宅
を
解
体
し
、
材
を
馬
車
で
運
ん
で
家
を
建
て
ま
し
た
。
中

村
組
の
番
屋
に
い
た
の
は二
、三
カ
月
ほ
ど
で
し
ょう
か
。そ
の
こ
ろ
は
、
私
の
家
の
ほ
か
に
前
記
の
番
屋
が
あ
る
だ
け
の
寂
し
い
浜
で
し
た
。
安
平
川
の
河

口
付
近
に
は
大
島
漁
場
が
あ
り
、
私
の
家
と
の
間
に
は
只
野
さ
ん
と
い
う
方
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
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旧
弁
天
地
区

明
治
三
十
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
国
有
未
開
地
処
分
法
は、
開
墾
希
望
者
に
は
無
償
で
土
地
を
貸
付
し
、
一
定

へ
の
入
植
期
間
中
に
開
墾
に
成
功
し
た
者
に
は
土
地
を
付
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
法
の
施
行
に
よ
り
苫
小
牧
地
方
で

も
苫
小
牧
村
を
は
じ
め
樽
前、
覚
生、
錦
多
峰、
小
糸
魚、
勇
払、
植
苗
な
ど
に
入
植
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
開
墾
の
夢
と
意
気

に
燃
え
る
真
面
目
な
入
植
者
と
は
別
に
、
一
部
の
山
師
的
土
地
占
有
者
に
よ
り
開
墾
を
名
目
に
不
正
貸
付
を
受
け
る
者
が
相
次
い
だ
た
め

明
治
四
十
一
年
、同
法
を
廃
止
し
、
新
た
に
国
有
未
開
地
処
分
法
が
制
定
さ
れ
た
。

一
方
民
有
未
墾
地
は
、
昭
和
初
期
の
道
庁
調
査
で
は
二
五
万
町
歩
に
の
ぼ
り
、苫
小
牧
地
区
に
お
い
て
は
昭
和三
年
以
降、民

有
未
墾
地

の
開
放
が
行
わ
れ、
樽
前、
植
苗
、
遠
浅
地
区
に
は
多
く
の
入
植
者
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
各
地
に
開
拓
者
が
入
り
こ
ん
で
い
っ
た
が、
旧
弁
天
地
区
(後
に
入
植
し
た
弁天
開
拓
団
地
区
と
分
け
る
た
め
、
最

初
に
入
植
者
が
あ
っ
た
地
区
を
こ
う
呼
ん
でい
た)
に
定
住
者
が
入
植
し
た
の
は
昭
和
初
期
で
あ
っ
た
。
当
時
勇
払
に
住
ん
で
い
た
進
藤
要
次
郎

(3)
は
、
酪
農
業
を
目
的
に
旧
弁
天
地
区
に
移
住
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
後、
民
有
未
墾
地
の
払
下
げ
を
受
け
た
上
水
清
貴
が、
日

高
か
ら
馬
二
八
頭
と
牛三
頭
を
引
き
つ
れ、
草
深
い
旧
弁
天
の
地
に
入
植
し
た
の
は、
昭
和
九
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
様
子

を
上
水
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
は、
日
高
か
ら
馬
二
八
頭
と
牛
を
三
頭
引
っ
ぱ
っ
て入
植
し
た
の
で
す
が、
付
近
一
帯
は
草
ぼ
う
ぼ
う
の
草
原
で
し
た
。
入
植
し
て
二
、
三
日
後
に、

ら
に
牛
一
二
頭
買
っ
て
そ
れ
で
や
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が、
三、
四
年
の
う
ち
に
牛
馬
は
ば
た
ば
た
と
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
草
は
ヨシ
、
チ
ガ
ヤ
と

か
白
い
色
を
し
た
長
い
草
は
沢
山
あ
っ
た
が
、
栄
養
分
が
な
い
こ
と
と
、
水
が
非
常
に
悪
か
っ
た
の
で
皆
ま
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
牧
草
づ
く
り
を
は
じ
め
た
が
、
初
め
のこ
ろ
は
牧
草
も
育
た
な
い。芽

は
出
す
が
い
つ
の
間
に
か
全
部
消
え
て
し
ま
う
。
そ

れ
で
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
て
ね
、
四
、
五
年
目
に
な
っ
て
や
っ
と
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
畑
は
、
は
じ
め
は
大
豆
づ
く
り
か
ら
や
っ
た
が
こ
れ

さ
ら

も
ダ
メ
で
し
た
。
莢
は
あ
る
ん
だ
が、
実
が
全
く
入
ら
な
い。
そ
れ
が
肥
料
、
土
壌
の
研
究
に
よ
っ
て、
だ
ん
だ
ん
莢
の
中
に
一
粒
入
る
よ
う
に
な
り
、
二

付
編
部
落
史
・
弁
天
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苫
小
牧
市
史
下
巻

弁天の区域図
千 歳 村歳 村

び
び 安

平

:6 0
美
々 村佐
藤
牧
場
心 文

苗御料地

大
学
植
苗
村 5 R

植苗。

沼

大

字

北海道帝国大学
演 習 林

1412

小4
牧

Q
幌
内
町

線幹北

ノ
端 11

8

16

3 ウ
ス
ノ沢

坊
主
山 幹

一
本
松 10

9

.
-

綠 ゆうふつ

13

小
糸
台
。

.苫
小
牧
川

苫
小
牧
川

勇
払
川

18

小
糸
魚
川

縮尺一五万分之一

粒
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
g1
』
昭
和

四
十
六
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
よ
り
抜

す
い
)

そ
の
後
同
地
区
に
は
さ
ら
に
数
人
の

入
植
者
が
あ
っ
た
。し
か
し
、皆
こ
う
し

た
辛
苦
を
な
め
な
が
ら
牧
草
づ
く
り

畑
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
た
。
旧
弁
天

地
区
の
人
の々
存
在
は、
後
に
入
植
し

た
弁
天
開
拓
団
の
人
々
に
と
っ
て
大
き

な
支
え
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

弁
天
部
落

苫
小
牧
の
字
名
お
よ

の
誕
生
び
地
番
は
昭
和
三
年、

設
定
し
た
一
五
町
名
と
七
大
字
名
に
よ
り

区
割
さ
れ、
大
字
名
は
さ
ら
に
七
〇
の

字
名
に
分
割
さ
れ、
そ
の
多
く
は
ア
イ

ヌ
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
た
め
読
み

づ
ら
く
、
ま
た
字
の
境
界
も
あ
い
ま
い

1830
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付
編
部
落
史
・
弁
天

浜辺に残るトーチカ (昭和50年)
〔神田正五蔵〕 で

あ
っ
た
。
当
時
弁
天
地
区
は
苫
小
牧
町
大
字
勇
払
村
に
属
し、『字

ト
ユ
ウ
フ

ツ』
、『字
川
口
東
方』
、『字

弁
天
沼
』
な
ど
の
地
名
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
不

便
を
改
正
す
る
べ
く
、昭
和
十
九
年
一
月
一
日、
字
名
改
称
地
番
整
理
が
実
施
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
名
は
廃
止
さ
れ、
新
た
に
『弁
天
』
が
正

式
な
部
落
名
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
は、
浜
弁
天
地
区
と
旧
弁
天
地
区
に
わ
ず
か
に
入
植
者
が
あ
っ
た

の
み
で、
字
名
改
称
地
番
整
理
官
民
協
議
会
に
お
い
て
字
名
を
決
め
る
際、『豊

野
・
草
野
』
な
ど
い
か
に
も
当
時
の
弁
天
の
自
然
を
表
現
す
る
よ
う
な
名
前
も

候
補
に
あ
が
っ
た
と
い
う
。

弁
天
部
落
の
字
界
、
起
源
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

字
界

南
ハ
太
平
洋
モ
臨
ミ
東
ハ
厚
真
村
二
界
シ
北
ハ
道
路
ニ
ヨ
リ
静
川
丘
陵
地二
接

シ
辨
天
沼
ノ
北
縁
⇒
過
ギ
テ
安
平
川
ラ
下
リ
勇
払
川
ニ
出
デ
モ
之
ラ
下
リ
河
口
附

近
二
至
ル
一團
地

起
源
又
ハ
語
源

本
字
内
ニ
辨
天
沼
ト
稱
ス
ル
瀉
湖
ア
リ
テ
其
ノ
縁
辺
ラ
辨
天
ナ
ル
小
名
⇒
以
テ

呼
バ
ル
ル
ニ
付
辨
天
ト
名
付
ク

(『苫
小
牧
町
名
改
称
地
番
整
理
二
関
ス
ル
一
件
書
類
』
昭
和
十
八
年
苫
小
牧
町)
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小
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ト
ー
チ
カ

国
道
二
三
五
号
線
を
様
似
方
面
に
向
か
っ
て
走
る
と
、
右
側
の
浜
辺
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ト
ー
チ
カ
が
点
々
と
残

造
り

って
い
る
。
この
ト
ー
チ
カ
は
、
敗
戦
色
が
濃
く
な
っ
た
昭
和
十
九
年
、
浜
弁
天
地
区
に
派
遣
さ
れ
た
部
隊
に
よ
り
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
、
第
一
陣
二
一
名
、
第
二
陣
四
八
名
が
沢
口
清
之
造
宅
の
雇
(出
稼人)の

宿
泊
所
に
泊
ま
り
こ
み
、ト
ー
チ
カ
造
り
に
従
事

4
し
て
い
た
。
第
一
陣
は
武
器
を
片
手
に、
第
二
陣
は
武
器
を
ス
コ
ップ
に
持
ち
変
え
て
ト
ー
チ
カ
造
り
に
専
念
し
て
い
た
と
い
う
。

弁天開拓団に親しまれた石碑 (昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

弁 天 会 館 (昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

●大開給田解散式

弁天開拓団解散式風景 (昭和46年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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編
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弁
天

開拓者に利用された弁天停留所(昭和38年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

弁
天
開
拓

二
第
二
期
戦
後
の
弁
天

戦
後
の
食
糧
難
は
、
国
土
の
縮
小
の
う
え
に
多
数
の
復

団
の
入
植
員
軍
人
、
外
地
引
揚
者
を
か
か
え
極
限
に
達
し
た
。
こ
う

し
た
食
糧
危
機
を
救
う
た
め
、
政
府
は
「緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
を

閣
議
決
定
し
、
農
林
省
に
お
い
て
五
カ
年
で
全
国
一五
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
開
墾
計
画
を
決
定
し
た
が
、
北
海
道
に
お
い
て
は
未
利
用
農
耕
地

七
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
政
府
緊
急
開
拓
事
業
地
と
な
っ
た
。
緊
急
開
拓
事

業
は
国
営
を
原
則
と
す
る
が、
そ
の
す
べ
て
を
国
が
直
接
施
行
す
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
道
独
自
の
開
拓
事
業
代
行
規
定
お
よ
び
取
扱
要
領
を
定
め

て
行
わ
れ
た
。

弁
天
開
拓
は
こ
の
緊
急
開
拓
事
業
に
繰
込
ま
れ、
す
な
わ
ち
国
営
事
業

と
し
て
昭
和二
十
二
年
二
月二
十
八
日、
そ
の
第
一
陣
六
戸
が
弁
天
沼
東

北
地
に
入
植
し
て
き
た
。
開
拓
第
一陣
と
し
て
入
植
し
た
阿
部
善
吉
、
綱

木
広
治、
的
場
鉄
男
、
中
山
一
夫、
佐
久
間
福
松、
吉
田
善
作
ら
一
行
は

秋
田
出
身
の
阿
部
植
綱
木
以
外
は
す
べ
て
道
内
出
身
者
で
あ
っ
た
。
開
拓

者
の
大
半
が
農
業
経
験
者
で
、
自
信
の
あ
る
仕
事
が
で
き
、
ま
た
自
分
の

土
地
が
持
て
る
と
いう
夢
と
希
望
を
胸
に入
植
し
た
が、
乾
く
こ
と
を
忘
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苫
小
牧
市
史
下
巻

れ
た
か
の
よ
う
な
湿
地
帯
は
そ
う
簡
単
に
開
拓
者
の
希
望
を
か
な
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
勇
払
原
野
の
開
拓
は
排
水
が
第
一
条
件
で
あ

る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
年
こ
ろ
の
調
査
報
告
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

植
苗
勇
拂
の
一
部
苫
小
牧
は
、
殖
民
地
と
し
て
は
有
望
な
る
も
該
地
は
何
れ
も
滯
水
多
き
を
以
て
容
易
に
開
拓
す
る
こ
と
能
は
ず、
速
か
に
排
水
を
な
し
、

滞
水
を
除
く
に
至
ら
ば
千
有
餘
の
農
家
を
移
殖
す
る
に
足
る
有
望
の
地
な
り

(『苫
小
牧
町
史
』
大
正
十
五
年
苫
小
牧
市)

昭
和
初
期
から
排
水
事
業
は
行
わ
れ
て
い
た
が、
弁
天
地
区
は
特
に
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(5)

開
拓
団
第
一
陣
が
入
植
し
た
こ
ろ
は、
二
間
に
五
間
の
共
同
小
屋
に
仮
住
ま
い
し、後

に入
植
者
小
屋
一戸
に
つ
き
八、〇

〇
〇
円
の
資

材
助
成
金
が
支
給
さ
れ、
この
資
金
を
も
と
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
個
人
住
宅
が
建
てら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
開
墾
に
着
手
し
た
が、
人
力

に
よ
る
開
墾
で
は
能
率
も
あ
が
ら
ず
、
作
付
け
し
て
も
収
穫
物
が
無
い
状
態
が
数
年
つづ
き
、
開
拓
者
の
脳
裏
に
は
悲
観
的
思
い
が
よ
ぎ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
収
入
と
い
え
ば
日
当
六
七〇
円
の
開
墾
補
助
金
以
外
期
待
で
き
な
いの
で、
入
植
時
に
持
っ
て
き
た
物
を
売
っ
た
り、

雪
中
茅
刈
り
に
出
た
り
、会
社
や工
事
現
場
に
デ
メ
ン
と
り
(日
雇
労
働)
に
出
か
け
、な
ん
と
か
生
計
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
弁

天
地
区
に
は
第
一
陣
入
植
者
以
降
毎
年
の
よ
う
に
入
植
者
が
あ
っ
た
が、
皆
同
じ
よ
う
に
た
だ
黙
と々
開
墾
の
汗
を
流
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
生
活
に
見
切
り
を
つ
け
、
あ
る
い
は
病
気
で
農
業
が
で
き
な
く
な
り
離
農
し
て
い
っ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

年
度
別
入
植
戸
数
表
(昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日
現
在
)

入
植戸
数

入
植年度

六
戸

二二
年

昭
和

- 二三
年

六
戸

二四年

二
戸

二
五
年

三
戸

二六年

七戸

二七
年

一五戸

二
八年

五戸

二
九年

七戸

三〇
年

1

三一年

二
戸

三二年

五戸

三
三
年

- 三四
年

二
戸

三
五年

一
戸

三
六
年

-

三七年

1

三
八年

一戸

三九年

六一戸

合
計

※
う
ち
一
戸
離
農

(『弁
天
開
拓
・
開
拓
団
解
散
記
念
』
昭
和
四
十
六
年
弁
天
開
拓
団
解
散
実
行
委
員
会
)
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《歴
代
団
長
》

昭
和二
二
年二
月
～
二
二
年
八
月

弁
天
開
拓
農
事
実
行
組
合

初
代
綱
木
広
治

二
代
佐
久
間
福
松

二二
年
八
月
～
二
三
年
一
月

弁
天
開
拓
団
々
長

初
代
佐
久
間
福
松

二
代
森

笹
一

三
代
佐
久
間
福
松

四
代
綱
木
広
治

五
代

阿
部
善
吉

六代
綱木

広
治

昭
和
二
三
年
一
月
～
二
五
年
一
月

二
五
年
一
月
～
二
六
年
一
月

二
六
年
一
月
～
二
八
年
七
月

二
八
年
七
月
～
二
九
年
四
月

二
九
年
四
月
～
三
〇
年
四
月

三〇
年
四
月
～
三
一
年
四
月

七
代

川
口
越
雄

八
代
森

笹
一

九
代
児
玉
鋭
之
助

一〇
代
森

笹
一

一
一代

亀
谷

正
一

綱
木
広
治

昭
和三
一
年
四
月
～
三
三
年
四
月

三
三
年
四
月
～
三
四
年
一
月

三
四
年
一
月
～
四
〇
年
一二
月

四
一
年
一
月
～
四
三
年
一
二
月

四
四
年
一
月
～
四
五
年
一二
月

四
六
年
一
月
～

(『弁
天
開
拓
』
昭
和
四
十
六
年
弁
天
開
拓
団
解
散
実
行
委
員
会
)

客
土
の
開

昭
和
二
十
五
年
か
ら
道
庁
に
お
い
て
勇
払
原
野
開
拓
の
地
区
別
計
画
が
ま
と
め
ら
れ、
苫
小
牧
市
で
は
弁
天
地
区
の
湿

始
と
問
題
地
帯
を
客
土
に
よ
っ
て
土
地
を
改
良
し
、
ここ
に
開
拓
者
を
入
植
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
政
府
の
と
り
上
げ
る

と
こ
ろ
と
な
り
道
開
発
局
で
は
総
工
費
一、
八
〇
〇
万
円
に
よ
り
二
十
六
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
同
地
区
二
〇
〇
町
歩
の
客
土
を
施
行

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

と
こ
ろ
が、
隣
の
厚
真
村
か
ら
思
わ
ぬ
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち、
弁
天
地
区
の
客
土
に
使
用
す
る
粘
土
は
隣
接
地
の
厚
真
村

字
東
厚
真
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め、
厚
真
村
で
は
独
自
に
村
内
開
拓
計
画
の
も
と
浜
厚
真
、
上
厚
真、
牛
志
別
地

付
編
部
落
史
・
弁
天
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区
一
、
一〇
〇
町
歩
を
東
厚
真
地
区
の
粘
土
で
軌
道
客
土
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め、
東
厚
真
の
粘
土
を
苫
小
牧
に
持
っ
て

行
か
れ
て
は
自
村
の
開
拓
が
で
き
な
く
な
る、
と
弁
天
地
区
の
客
土
に
反
対
表
明
を
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し、
す
で
に
予
算
化
し
た
あ

と
の
た
め
急
き
ょ
別
の
地
区
か
ら
粘
土
を
運
ぶ
わ
け
に
も
い
か
ず
、ま
た
こ
の
問
題
が
難
行
を
続
け
る
と
今
後
の
胆
振
管
内
開
発
関
係
国
費

工
事
に
も
影
響
す
る
と
あ
っ
て、
結
局
胆
振
支
庁
が
仲
介
役
を
つ
と
め
こ
の
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
た
。

昭
和二
十
六
年
十
一
月
十
五
日、
厚
真
村
か
ら
山
田
助
役、
上
田
村
議
会
副
議
長
、
地
主
代
表
な
ど
五
名
が
胆
振
支
庁
を
訪
れ
協
議
し

た
結
果
、
厚
真
村
側
で
は三
カ
年
継
続
事
業
の
う
ち
と
り
あ
え
ず
初
年
度
分
に
つ
い
て
の
み
一応
了
承
し
、
地
代
や
取
土
場
所
な
ど
詳
細

(
6)

に
つ
い
て
は
現
地
で
話
合
う
こ
と
に
な
り
、
二
年
以
降
は
継
続
協
議
す
る
こ
と
に
落
着
い
た
。

弁天地区の客土作業風景 (昭和30年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

開拓者のブロック住宅 (昭和38年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

こ
う
し
て
弁
天
地
区
の
客
土
は
思
わ
ぬ
難
問
に
つ
き
あ
た
り

開
発
計
画
の
施
行
が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が、
そ
の
後
特
別
な
支
障

も
な
く
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
当
初
三
カ
年
計
画
で
あ
っ
た
客

土
事
業
は、
そ
の
後
長
期
間
に
わ
た
っ
て
施
行
さ
れ
た
。
客
土

は
馬
車、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
し
厚
真
側
か
ら
進
め
ら
れ、

昭
和三
十
八
年
こ
ろ
に
は
弁
天
地
区
の
個
人
面
積
の
約
八
〇
%

(2)
が
終
わ
っ
た
。

こ
う
し
た
大
規
模
な
客
土
の
実
施
に
よ
り
不
毛
の
原
野
は
よ

み
が
え
り
、
一大
酪
農
郷
へ
の
大
き
な
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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ブ
ロ
ッ
ク
住

弁
天
地
区
を
は
じ
め
苫
小
牧
近
郊
に
入
植
し
た
開
拓
者
の
住
宅
は
非
常
に
お
そ
ま
つ
な
カ
ヤ
ぶ
き
小
屋
に
居
住
し
て

宅
の
普
及

い
る
者
が
多
く
、
な
か
に
は
住
居
を
持
て
な
い
開
拓
者
も
あ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
入
植
計
画
が
難
行
し
て
い
た
が

早
く
か
ら
入
植
し
た
開
拓
者
の
間
に
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
に
よ
る
自
主
的
住
宅
難
解
決
の
傾
向
が
た
か
ま
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
一
〇
余
戸

の
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
を
み
た
。こ
の
た
め
市
で
は
、こ
れ
に
こ
た
え
て
住
宅
補
助
(国
庫
補
助)
で
柏
原、
弁
天
地
区
な
ど
数
カ
所
に
六
戸
を
試

験
的
に
建
て
た
が
、
費
用
が
安
く
建
築
も
容
易
な
こ
と
か
ら
好
評
な
た
め
、
二
十
八
年
度
か
ら
本
格
的
に
奨
励
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
は
ブ
ロ
ック
製
造
機
一
台
を
無
償
で
開
拓
者
に
貸
与
し
、
開
拓
者
は
自
家
労
働
でブ
ロ
ッ
ク
を
製
造
し
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ

た
。
費
用
は
一
〇
坪
で
三
万
円、
こ
の
他
室
内
建
材
代
を
入
れ
て
も
一
五
、
六
万
円
で
済
み、
開
拓
者
に
は
当
時
住
宅
資
金
と
し
て
八
～

九
万
(立
木
地
帯
八
万
円、
無
立
木
地
帯
九
万
円)
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、
こ
れ
を
基
に
す
れ
ば
六
、
七
万
円
の
自
己
資
金
で
家
が
建
て
ら
れ
た

(00)
の
で
あ
る
。

な
お、
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
は
容
易
に
出
来、

一〇
坪
分
を
製
造
す
る
の
に二
日
も
あ
れ
ば
十
分
で、
弁
天
地区
を
は
じ
め
各
地
区
から
こ

の
製
造
機
の
貸
与
を
受
け
て
住
宅
を
建
て
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

両
地
区
間

弁
天
地
区
に
は、
酪
農
業
を
主
と
す
る
旧
弁
天
お
よ
び
弁
天
開
拓
地
区
と
漁
業
を
主
と
す
る
浜
弁
天
地
区
が
存
在
し
た
こ

の
交
流
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
当
時
両
地
区
間
の
交
流
は
全
く
と
い
って
よ
い
ほ
ど
無
か
っ
た
。
自
治
会
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
持
っ

て
お
り
(浜
弁
天
は
結
成
後
の
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
消
滅)、

祭
り
な
ど
部
落
行
事
も
そ
れ
ぞ
れ
別
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
距
離
的
に
は
な
れ

て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
職
業
の
違
い
に
よ
る
も
の
が
主
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
弁
天
と
い
う
単
一
部
落
内
に、
さ
ら
に
二
部
落
が
あ
る
よ
う
な
状
態
が
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

変
わ
り
ゆ

弁
天
を
は
じ
め
柏
原
、
静
川
地
区
は、
苫
小
牧
東
部
開
発
に
と
も
な
い
立
ち
の
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
で
に
弁
天

く
弁
天
開
拓
団
は
解
散
し
て
人
影
は
な
く、
浜
弁
天
地区
も
昭
和
五
十
一
年
度
中
に
立
ち
の
き
が
完
了
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
弁
天
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莫
大
な
金
と
開
拓
者
の
涙
と
汗
が
し
み
込
ん
だ
原
野
は
再
び
静
け
さ
を
と
り
戻
し
、浜
辺
に
は
廃
屋
が
風
砂
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。い
ま
、弁

天
は
急
激
な
変
貌
を
と
げ
る
脱
皮
時
期
を
静
か
に
待
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
こ
の
地
に
金
属
音
が
響
く
と
き
、
あ
る
い
は
苫
小
牧
人
か

ら
弁
天
と
いう
地
名
す
ら
忘
れ
さ
ら
れ
る
日
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

業

農
業

(畑
作
農
業)

昭
和
二
十
二
年
の
入
植
当
時
は
わ
ず
か
に
六
七
・
五
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
面
積
は
年
ご
と
に
増
加
し、客

土
が
行
わ
れ
た
二
十
九
年
ご

ろ
か
ら
急
に
そ
の
面
積
が
増
加
し
た
。

面
積

年
度

七四九・四0

三
四
年

昭
和

六七・
五一

二
二
年

昭
和

七四九・五一

三
五
年

七一・八一

二
三
年

七五八・四七

三
六
年

八三・〇八

二
四
年

七六二・四九

三
七
年

10二
・一七

二
五
年

七六四・八三

三
八
年

一三六・七四

二
六
年

七六八・一四

三
九
年

一七二・八六
二三〇・一六

二
八
年

七七一・九〇

四
一
年

三五六・九〇
五00・五二

二
九
年

七七二・三〇

四
二
年

三
〇
年

七七五・00

四
三
年

六三六・四0

三
一年

七九二・三七

四
四
年

六七五・六二

三
二
年

八一四・七五

四
五
年

七三三・七二

三
三
年

面
積

年
度

弁
天
地
区
の
農
業
は、
土
壌、
気
候
に
恵
ま
れ
ず
開
墾
当
時
は
惨
胆
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が、
開
拓
者
た
ち
は
開
墾
し
た
土
地
に
大
豆

小
豆
・
馬
鈴
薯
・
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
蒔
き
つづ
け
た
。
食
糧
の
自
給
生
産
は、
現
金
収
入
の
と
ぼ
し
い
開
拓
者
に
と
っ
て
必
要
欠
く
こ
と

ま

の
で
き
な
い
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
弁
天
地
区
は
そ
も
そ
も
畑
作
に
は
適
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
開
拓
者
自
身
よ
く
知
っ
て
お

(『弁
天
開
拓
・
開
拓
団
解
散
記
念
』
昭
和
四
十
六
年
弁
天
開
拓
団
解
散
実
行
委
員
会
)

七六八・三五

四
〇
年

二
七
年

1838
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作
物
別
作
付
面
積
表

(昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日
現
在)

牧 青
刈
飼
料

え
ん
麦

ビ
ー
ト

野野
菜 菜

馬
鈴
薯

菜 小 区大
豆

豆

分

分

八
一
四
・
七
五

二
一
・
一

四
七
七
・
四
五

二
四
二
・
七
五

二
〇
・
〇

二
〇
・
〇

一
一・
〇

三
・
七

〇
・
一五

一八
・
四

O.11 積

・

り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
り
安
定
し
た
生
活
を
求
め
て、
農
業
の
主
流
は
酪
農
へ
と

切
り
変
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
農
業
生
産
物
は
ビ
ー
ト
、
え
ん
麦
、
牧
草

デ
ン
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
飼
料
が
重
要
な
作
物
と
な
り
、
機
械
力
を
導
入
し
た
近
代
農
業
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
農
業
の
主
流
は
酪
農
へ
切
り
替
え
ら
れ
た

が
、
現
金
収
入
額
の
高
い
小
豆
・
野
菜
な
ど
を
中
心
に
畑
作
も
行
わ
れ
て
い
た
。

(酪
農
)

開
墾
が
進
み
弁
天
地
区
は
苫
小
牧
近
郊
で
も
一、
二
の
農
業
地
帯
と
な
り、
ど
う
に
か

個
人
収
入
も
あ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
八、
二
十
九、
三十
一
年
と
連
続
的
な
冷
害
、

凶
作
に
見
舞
わ
れ、
今
ま
で
の
苦
労
も
蓄
え
も
水
泡

に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
畑
作
農
業
に
見

切
り
を
つ
け、
酪
農
に
重
点
を
お
い
た
混
同
農
業
に

転
換
し
、
牧
草、
飼
料
生
産
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。

牧 場 風景 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

付
編
部
落
史
・
弁
天

総
数

(『弁
天
開
拓
・
開
拓
団
解
散
記
念
』

昭
和
四
十
六
年
弁
天
開
拓
団
解
散

実
行
委
員
会
)

飼
料
用
根
菜 草 豆 豆

面

一方、
苫
小
牧
市
で
は
、
戦
前
から
混
同
農
業
を

と
り
入
れ
た
農
家
で
は
か
な
り
の
実
績
を
あ
げ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
勇
払
原
野
の
農
家
は
冷
涼
湿
潤
な
気
候
と
広
大
な
土
地
に
お
け
る
農
業
は
酪
農
を
中

心
に
す
べ
き
で
あ
る
と
いう
こ
と
に
な
り
、
昭
和二
十
六
年
一
〇
頭
の
牛
を
買
い、
こ
れ
を
営
農
意

1839



苫
小
牧
市
史
下
巻

欲
が
旺
盛
で
土
地
を
持
っ
て
いる
農
家
に
最
初
に
産
ま
れ
た
子
牛
を
返
す
と
いう
条
件
で
貸
付
牛
制
度
を
開
始
し
た
。
この
他、
馬
・
緬

羊
・鶏・豚

な
ど
の
貸
付
け
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
道
に
お
い
て
も
同
様
の
貸
付
制
度
が
設
け
ら
れ、
市
・
道
二
本
立
て
の
貸

付
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

弁
天
地
区
の
人
も々
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
着
々
と
生
産
を
の
ば
し
、
生
活
も
安
定
し
て
い
っ
た
。
開
墾
当
時
水
び
た
し
で
あ
っ
た
弁

天
地
区
は、
こ
う
し
て
多
く
の
施
策
と
開
拓
者
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て、
一大
酪
農
郷
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
の
で
あ

っ
た
。

年

三
四
年

三
三
年

三
二
年

三
一
年

三
〇
年

二
九
年

二
八
年

二
七
年

昭
和二
六
年 度

頭

二
三
四

一
七
〇

一
四
四

一〇
九

九
二 六
六

五
六

三九 三
七
頭

四
二
六
・
一

三
〇
六
・
六

二
五
六
・
三

一
八
五
・
三

一五
一
・
一

一〇
四
・
八

八
五
・
一

五
七
・
五

五
一・
八

数
年
間
乳
量

日
乳
量
|

一
・
一六
七

〇
・
八
三八

〇
・
七
〇
二

〇
・
五
〇
八

〇
・
四
一
四

〇
・
二
八
七

〇
・
二
三三

〇
・
一五
八

〇
・
一四
二

八二
二

五
九
〇

四
九
四

三
五
七

二
九
一

二
〇
二

一
六
四

一
一
一

一〇
〇

生
産
增
率

乳
牛
飼
養
頭
数
及
び
牛
乳
生
產
推
移
表
(昭
和
四
五
・
一・
一
現
在
)
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付
編
部
落
史
・
弁
天

四
五
年

四
四
年

四
三年
四
二
年

四
一
年

四
〇
年

三
九
年

三
八
年

三
七
年

三
六
年

昭
和
三
五
年

五
三
二

五
〇
五

四
九
八

四
七
一

四
五
七

四
〇
四

四
一
七

二
六
九

二
五
三

一二一
二一

二
〇
一 頭

八
四
八
・
二

七
八
五
四

七
六
六
・
五

七
四
一
・
三

七
一
二
・
四

六
八
四
・
七

六
五
六
・
二

五
八
九
・
四

五
三
二
・
九

四
五
二
・
九

三
九
四
・二

二
・
三二
四

二
・
一五
二

二
・
一〇
〇

二
・
〇
三
一

一
・九
五
二

一・
八
七
六

一・
七
九
七

一・
六
一
四

一・
四
六
〇

一・
二
四
一

一・
〇
八
〇
一

一、
六
三七

一、
五
一
六

一、
四
七
九

一、
四三
一

一、
三七
五

一、
三三二

一

一、二
六
六

一、
二三
七

一、
〇二
八

八
七
四

七
六
一

(『弁
天
開
拓
・
開
拓
団
解
散
記
念
』
昭
和
四
十
六年

弁
天
開
拓
団
解
散
実
行
委
員
会
)

(椎
茸
栽
培)

入
植
当
時、
農
業
多
角
経
営
の
一
環
と
し
て
椎
茸
の
栽
培
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
特
に
弁
天
開
拓
団
や
静
川
部
落
は
有
望
視
さ
れ、
一

戸
あ
た
り
二
、
三、
〇
〇
〇
本
の
ホ
ダ
木
を
使
用
し
て
精
力
的
な
栽
培
に
の
り
だ
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
栽
培
し
て
み
る
と
気
候
が
合

わ
な
いの
か
収
穫
量
が
非
常
に
少
な
く
、
春
秋二
回
収
穫
で
き
る
も
の
が
春
一
回
し
か
収
穫
で
き
ず
、
か
つ
栽
培
に
は
意
外
に
手
が
か
か

る
と
あ
っ
て
次
第
に
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
将
来
性
が
無
い
と
早
々
に
見
切
り
を
つ
け
、
中
に
は
ホ
ダ
木
を
薪
に
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当時の作業風景 (昭和32年)
〔沢口清之造氏蔵〕

使
う
者
さ
え
現
れ、
組
織
的
な
椎
茸
栽
培
は
失
敗
し
た
の
で
あ
っ
た
。

漁
業

入
地
当
時
の
浜
弁
天
地
区
に
お
け
る
漁
法
は
、
他
の
漁
場
同
様
地
曳
網
に
よ

る
も
の
が
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。
漁
の
対
象
は
イ
ワ
シ
、
子
ニ
シ
ン
、
チ
カ

黒
ガ
シ
ラ
、ホ
ッ
キ
な
ど
で
、大
正
末
期
か
ら
昭
和
中
期
こ
ろ
ま
で
は
魚
粕
用
の

イ
ワシ
、
子
ニ
シン
漁
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

浜
弁
天
の
漁
業
者
は、
六
月
か
ら
十
月
一
杯
ま
で
つ
づ
く
イ
ワ
シ
漁
の
た
め

日
本
海
側
の
春
ニ
シ
ン
漁
を
終
え
帰
郷
す
る
途
中
の
ヤ
ン
衆
、昭
和
初
期こ
ろ
か

ら
は
白
老
、萩
野
方
面
か
ら
雇
(出
稼
者)
を
二
、三
〇
人
ほ
ど
使
っ
て
い
た
。
雇

は
漁
業
者
(主)
の
家
屋
の
一
部
を
仕
切
っ
た
部
屋
に
寝
泊
ま
り
し
、食
事
は
雇
い
主
が
負
担
す
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、ご
く

一部
の
漁
業
者
以
外
は
資
金
面
で
力
不
足
の
た
め、
大
半
は
『
仕
込
親
方』
と
い
う
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち、
漁
業
者
は
雇
を
使

っ
て
魚
を
と
り、
魚
粕
を
製
造
し
て
こ
れ
を
仕
込
親
方
に
渡
し
、
仕
込
親
方
は
米、
味
噌
、
醤
油
な
ど
を
漁
業
者
に
与
え
て
い
た
。
さ
ら

に
仕
込
親
方
は
集
め
た
魚
粕
を
仲
買
人
な
ど
に
売
り
、
漁
期
が
終
了
し
た
時
点
で
売
掛
金
と
仲
買
人
な
ど
に
売
っ
た
魚
粕
代
金
と
を
差
引

計
算
し、
残
っ
た
代
金
を
漁
業
者
に
支
払
っ
て
い
た
。

こ
の
他
の
収
入
と
い
え
ば
春
の
黒
ガシ
ラ
漁
と
冬
の
ホ
ッ
キ
漁
な
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
浜
弁
天
の
浜
は
黒
ガシ
ラ
の
水
揚
げ
量
が
多
く

朝
早
く
こ
れ
を
馬
車
に
積
ん
で三
星
市
場
ま
で
勇
払
街
道
を
通
っ
た
と
いう
。
ま
た
冬
の
ホ
ッ
キ
漁
は、
二、
三人
の
雇
を
使
っ
て
小
遣

銭
程
度
の
漁
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

樽
前
浜
の
イ
ワシ
漁
は
昭
和
期
に
入
る
と
年
先々
細
り
に
な
り
、
従
来
の
地
曳
網
に
よ
る
漁
法
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
。
地
曳
網
は、
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浜弁天の漁場風景 (昭和36年)
〔沢口幸一氏蔵〕 魚

層
が
厚
い
場
合
は
最
良
の
方
法
で
あ
っ
た
が
、
魚
層
が
薄
く
な
る
と
労
多
く
し
て
魚
獲
が
上
が
ら

な
い
と
いう
欠
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
、
六
年
の
大
不
漁
の
と
き
、
早
く
か
ら
定
置
網
を
採

用
し
て
い
た
人
は
ま
ず
ま
ず
の
漁
獲
で
あ
っ
た
が、
地
曳
網
に
た
よ
っ
て
い
た
漁
業
者
は
お
手
上
げ

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
物
語
っ
て
い
る
。
こう
し
た
現
実
と
直
面
し
た
こ
と
も
あ
り
、
漁
法
は
地

曳
網
から
定
置
網
へ
と
移
り
、
浜
弁
天
地
区
で
も
昭
和
七、
八
年
を
境
に
定
置
網
へ
と
切
り
替
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て、
イ
ワシ
の
回
遊
量
は
年
少々
な
く
な
り
、
浜
弁
天
地区
に
お
い
て
は
昭
和三
十
年
を
も

って
魚
粕
製
造
は
終
わ
り
を
告
げ、
新
た
に
サ
ケ・マ

ス
定
置
網、
シ
シ
ャ
モ、
ホ
タテ
、
ホ
ッ
キ
漁

な
ど
今
日
の
姿
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

五
衛
生
・
医
療

水
道
の

開
拓
者
の
生
活
は
水
に
随
分
悩
ま
さ
れ
た
。
水
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
飲
み
水
に
は
な
ら
ず
、
牛
馬
の
飲
み
水
に

敷
設

も
な
ら
な
か
っ
た
。
弁
天
地
区
(特
に
開
拓団
が
入
地し
た
地区
)
は
火
山
灰
の下
に
厚
い
泥
炭
層
が
あ
り、
掘
っ
て
も
掘
っ
て

も
赤
し
ぶ
の
混
じ
っ
た
水
ば
か
り
で
、
と
て
も
そ
の
ま
ま
で
は
飲
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こう
し
た
飲
料
水
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
り

良
質
の
水
を
探
し
求
め
た
が
つ
い
に
見
当
た
ら
ず
、
結
局
セ
リ
沼
の
水
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
道
工
事
は
引
込
み
管
だ
け
が
自

己
負
担
で
、
あ
と
は
す
べ
て
国
庫
補
助
で
行
わ
れ
た
。
敷
設
後
の
管
理
は
水
道
管
理
組
合
を
つ
く
り
、
料
金
を
決
め
て
こ
の
経
営
に
あ
た

っ
て
い
た
。

付
編
部
落
史
・
弁
天
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こ
の
簡
易
水
道
は、
当
初
弁
天
開
拓
団
の
家
屋
へ
の
み
給
水
さ
れ、
そ
の
後
か
な
り
遅
れ
て
旧
弁
天
地
区
へ
も
給
水
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
かし
、
浜
弁
天
地
区
ま
で
は
と
う
と
う
給
水
管
が
敷
設
さ
れ
ず、
今
日
ま
で
浜
弁天
の
人
は々
井
戸
水
生
活
を
つづ
け
て
い
た
。

医
療

弁
天
地
区
に
医
療
機
関
が
で
き
た
こ
と
は
今
日
ま
で
な
く
、
こ
の
地
区
の
人
々
は
特
に
病
気
に
対
す
る
恐
怖
感
を
持
ち
つ

機
関
づ
け
て
い
た
。
浜
弁
天
へ
入
地
し
た
人
は々
仕
事
の
都
合
で
町
へ
出
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
が、

弁
天
開
拓
団
の
人
は々
大
変
で
あ
っ
た
。

開
墾
初
期
は
労
働
も
き
つく
、
ま
た
夫
婦二
人
で
働
か
な
け
れ
ば
生
活
し
て
い
け
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
生
活
の
中
で
家
族

特
に
子
供
の
病
気
に
対
す
る
心
配
、
不
安
は
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
勇
払
に
も
病
院、
診
療
所
が
な
い
た
め
子

供
を
亡
く
し
た
人
も
沢
山
い
た
。
急
病
の
子
供
が
で
て
も
す
ぐ
に
行
く
方
法
は
な
く
、
病
気
の
子
供
を
背
負
っ
て
勇
払
駅
ま
で
走
り
、
汽

車
で
苫
小
牧
の
病
院
へ
行
き
手
当
て
を
受
け
て
い
た
が、
手
遅
れ
に
な
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
い
う
。
弁
天
地
区
に
開
拓
者
と

し
て入
植
し
て
か
ら
一
五、
六
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
約
七
割
は
労
働
の
疲
れ
が
原
因
と
思
わ
れ、
い
か
に
労
働
が
き
び

(0)
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
勇
払
に
診
療
所
が
で
き、
交
通
機
関
も
発
達
し
不
幸
な
時
代
は
終
わ
り
を
つげ
た
。

六
教
育

弁
天
地
区
内
に
学
校
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
同
地
区
の
子
弟
は
勇
払
小
学
校
へ
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
浜
弁
天
、

旧
弁
天
地
区
の
子
弟
は
若
干
距
離
的
に
近
く
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
が、
弁
天
開
拓
団
の
子
弟
は
大
変
で
あ
っ
た
。
夏
は
徒
歩
で
通
学
し

て
い
た
が
、
冬
の
大
雪
の
と
き
な
ど
は
子
供
を
背
負
っ
た
り、
ド
サ
ン
コ
(馬)に

乗
せ
た
り
、馬
ソ
リ
な
ど
を
使
っ
て
送
り
迎
え
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
状
況
を
見
る
に
つ
け
同
地
区
(特
に
開
拓
団)
の
人
々
は
通
学
バ
ス
の
運
行
を
機
会
あ
る
ご
と
に
陳
情
し
て
い
た
。
や
が
て
、

昭
和二
十
八
年、
弁
天
線
が
開
設
さ
れ
同
地
区
の
子
弟
は
通
学
の
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

七
、
交
通

市
営バ
ス
が
弁
天
地
区
に
入
る
ま
で
は、
同
地
区
へ
通
じ
る
公
的
交
通
機
関
は
な
く
、
弁
天
の
人
は々
徒
歩
で
勇
払
駅
な
ど
に
出
向
い

て
苫
小
牧
へ
出
て
い
た
。

苫
小
牧
市
営バ
ス
は
昭
和二
十
八
年三
月
、
市
内
二
条
通
り
線、
錦
岡
線と
同
時
に
弁
天
線の
免
許
を
受
け、
同
年
四
月
五
日
か
ら
運

行
を
開
始
し
た
。
一日
の
運
行
回
数
は
午
前
と
午
後
の
各
一
回
の
運
行
で
、
当
時
の
コー
ス、
発
着
時
刻
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(10)

運
行
コ
ー
ス
及
び
発
着
時
刻

弁
天
線
=
勇
払
駅
前

学
校
通
り

弁
天
開
拓
口

発
着
時
刻
勇
払
駅
前
発
‒‒午

前
八
時
・
午
後二
時
四
五
分
|
学
校
通
り
著
|
午
前
八
時
五
分
・
午
後二
時
五
五
分
|
弁
天
著
|
午
前
八
時
二
五
分
・
午

後
三
時
一
〇
分

勇
払
駅
前
発
‒
午
前
八
時三
〇
分
・
午
後三
時
一
五
分|
苫
小
牧
駅
前
著|
午
前
九
時二
分
・
午
後
三
時
四
七
分

(『市
営
バ
ス
時
刻
表』
、昭
和二
十
八
年
苫
小
牧
市
交
通
課)

昭
和
二
十
九
年
十
月、同三

十
一
年
七
月、
さ
ら
に
路
線
延
長
の
免
許
を
受
け、
弁
天
線
の
総
路
線
長
は
五
、
二
二
二
キ
ロ
メー
ト
ル
に

な
っ
た
。

や
が
て
東
部
開
発
計
画
が
具
体
化
す
る
に
お
よ
び
徐
々
に
弁
天
地
区
の
人
々
は
離
散
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
市
営バ
ス
の
使

命
は
終
わり
、昭
和
五
十
年
十
二
月二
十
四
日、浜

弁
天
線
の
廃
止
を
も
っ
て
完
全
に
弁
天
方
面
へ
通
じ
る
路
線
は
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
弁
天
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注
(1)

扇
谷
昌
康
『苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地名
』
昭
和
四
十
六
年
「郷
土
の
研
究
第三
号
別
冊
」
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

(2)
『苫
小
牧
市
自
然
環
境
現
況
図
』
昭
和
四
十
九
年
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会

(3)(4)
沢
口
幸
一
氏
談
よ
り

(5)
『弁
天
開
拓
』
昭
和
四
十
六
年
弁
天
開
拓
団
解
散
実
行
委
員
会

(6)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
苫
小
牧
民
報
社

(7)(5)
と
同
じ

(8)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
苫
小
牧
民
報
社

(9)(5)
と
同
じ

(10)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和二
十
八
年三
月
三
十
一
日
苫
小
牧
民
報
社
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静
川1部
落
の
起
源

地
名
の

由
来

静
川
は
も
と
『ニ
ナ
ル
カ
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
が、
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
「ニ
ナ
ル
・
カ
」
で、(ニ

ナル・
川
沿い
の
台
地)、

(カ・
の上)

の
意
味
で
あ
る
。
土
地
が
一段
高
く
な
っ
て
ど
こ
ま
で
も
平
坦
に
続
い
て
い
る
所
で
、
静
川
の
場
合
、
元
静
川

小
学
校
付
近
の
安
平
川
の
左
岸
に
あ
る
低
い
台
地
を
さ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ニ
ナ
ル
カ
は
大
字
勇
払
村
に
所
属
し
漢
字
で
『仁
成
花
』
と
あ
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
昭
和
十
七
年
以
来
進
め
ら
れ
た
苫
小
牧
町
字

名
改
称
地
番
整
理
に
よ
っ
て
『苫
小
牧
町
字
静
川
』
と
改
め
ら
れ
同
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
語
源
に
つ
い
て
は
『改

稱
字
名
及
其
ノ
区
域
調
書
』
に
「本
字
西
端
ラ
流
ル
ル
安
平
川
ノ
自
然
勾
配
甚
ダ
緩
ニ
シ
テ
溶
々
タ
ル
河
水
葦
ノ
枯
葉
弓
浮
ベ
テ
流
ル
ル

静
寂
二
名
⇒
取
り
静
川
ト
名
付
ケ
タ
リ
」
と
静
か
に
流
れ
る
安
平
川
を
さ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(1)

遺
跡
の

静
川
地
区
は
ゆ
る
や
か
な
台
地
が
続
き
、
有
望
な
遺
跡
が
あ
る
。

分
布

柳
館
遺
跡
は
静
川
台
地
の
最
南
端
の
本
市
と
厚
真
町
境
界
に
位
置
し
、
昭
和三
十
六
年
八
月
こ
ろ
に
発
見
さ
れ、
同
年
十

月
に
藤
本
英
夫
に
よ
っ
て
最
初
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
同
四
十
四
年
に
は
佐
藤
一
夫
に
よ
っ
て
一
部
調
査
さ
れ、
住
居
址
の
一
部
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
四
十
六
年
六
月、
こ
の
部
分
から
大
量
の
貝
が
発
見
さ
れ、
本
市
最
初
の
貝
塚
発
見
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
遺

跡
の
遺
物
は、
縄
文
前
期、
静
内
中
野
式
土
器
か
ら
円
筒
下
層
式
が
中
心
の
住
居
址
群
で、
遺
跡
内
に
は
石
錘、
石
冠
な
ど
を
作
っ
た
と

思
わ
れ
る
石
器
製
造
址、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
体
に
ア
サ
リ
、
ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
貝
塚
な
ど
で、
本
市

付
編
部
落
史
・
静
川

1847



苫
小
牧
市
史
下
巻

柳館遺跡発掘風景 (昭和44年)
〔佐藤一夫氏蔵〕 ・に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
遺
跡の
一
つ
で
あ
る
。

名
で
あ
る
。

ニ
ナ
ル
カ
遺
跡
は
か
な
り
古
く
から
知ら
れ
た
遺
跡
で、
元
静
川
小
学
校
の
グ
ラン
ド

横
の
台
地
で、
昭
和三
年
に
は
この
グラ
ン
ド
が
造
成
さ
れ
た
が、
こ
の
時
に
す
で
に
土

器
片
な
ど
の
出
土
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
近
の
遺
物
で
は
恵
山
式
土
器、
北
筒

式
土
器
片
が
出
土
し
た
。
な
お、
こ
の
遺
跡
に
お
い
て、
昭
和
四
十
八
年
度
から
実
施
さ

れ
た
苫
小
牧
東
部工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
鍬
入
れ
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
有

そ
の
ほ
か
、
東
部
工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
に
よ
っ
て
発
見
、
確

認
さ
れ
た
遺
跡
に
静
川
1
遺
跡、
静
川
2
遺
跡
、
静
川
3
遺
跡、
静
川
4
遺
跡
な
ど
が
あ

る
が、
縄
文
中
期
か
ら
晩
期
の
も
の
が
多
く
、
土
器
の
小
破
片
な
ど
の
出
土
が
多
い。

二
自
然
環
境

地
形
と

位
置

南
は
字
弁
天
に
接
し
、
北
お
よ
び
東
は
厚
真
町
と
の
境
界、
西
は
安
平
川

を
も
っ
て
字
柏
原
に
隣
す
る
一
円
で
あ
る
。
本
市
の
市
街
地
中
心
部
よ
り
最
低
一
五
キ
ロ
最
高
二
五
キ
ロ
の
距
離
が
あ
る
。

静
川
地
区
は
東
北
部
は
台
地
で、
そ
の
昔
は
こ
の
静
川
台
地
か
ら
内
陸
に
海
が
入
り
込
み、
勇
払
湾
を
形
成
し
て
い
た
も

地
質
の
と
思
わ
れ
、
安
平
川
流
域
か
ら
安
藤
沼
に
か
け
て
原
野、
湿
原
が
続
き、
各
種
地
形
に
と
み
、
特
に
安
平
川
流
域
お
よ
び

平
野
部
で
は
早
く
か
ら
農
業
が
発
達
し
た
地
区
で
あ
る
。

地
質
は
支
笏、恵

庭、樽
前
の
各
火
山
灰
層
で
お
お
わ
れ、
そ
の
厚
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ん
で
い
る
。

安
平
川
流
域
から
安
藤
沼
に
か
け
て
の
湿
原、
原
野
植
物、
静
川
台
地
の
森
林
植
物、
樹
木
が
あ
り、
内
陸
部
植
物
と
し

植
物
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て
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
。

平
原
地
で
は
エ
ゾミ
ノ
ハ
ギ
、
オ
グ
ル
マ、
ナミ
キ
ソ
ウ、
ノコ
ギ
リ
ソ
ウ
、
ノリ
ウ
ツ
ギ
、
ホ
ザ
キシ
モ
ツ
ケ、
ハ
ス
カ
ッ
プ
な
ど

が
多
く
自
生
し
、
湿
原
地
的
要
素
を
持
つ
も
の
と
し
て
ク
サ
レ
ダ
マ、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
、
ク
サ
フ
ジ
な
ど
が
あ
り
、
帰
化
植

物
の
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
。
樹
木
で
は
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
か
ら
林

内
に
は
カ
シ
ワ
、
シ
ラ
カバ
、
イ
タ
ヤ、
ナラ
、
シ
ナ、
ホ
ウ、
セン
、
カ
ツラ
、
エ
ゾ
マ
ツ、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
で
あ
る
。

動
物

平
地
で
は
ウ
グ
イ
ス、
ベ
ニ
ヒ
ワ
、
ノ
ビ
タ
キ
、
シ
マ
ア
オ
ジ
、
シ
メ
、カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
、
安
平
川
流
域
に
は

ア
カシ

ョ
ウビ
ン
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の
鳥
類
、
山
地
で
は
カ
ッ
コー
、
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
エゾ
ム

ン
ク
イ
、
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ、
エ
ナ
ガ、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ、
キジ
バ
ト、
カ
ケ
ス、
ア
オバ
ト、
オ
オ
ワシ
な
ど
が
見
ら
れ、
農
家
付
近
に

は
無
数
の
ス
ズ
メ
が
見
ら
れ、
カ
ラ
ス
も
多
い
。

類
、
フナ
な
ど
で
、
農
家
で
は
コ
イ
を
養
殖
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

魚
類
で
は
安
平
川
に
そ
上
す
る
サ
ケ、
ア
カ
ハ
ラ
の
ほ
か、
淡
水
魚
の
コ
イ
、
ウ
グ
イ

エ
ゾ
シ
カ、
ヒ
グ
マ
も
見
ら
れ、
小
動
物
で
は
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エゾ
リ
ス、
野
ウ
サ
ギ
、
野
ネ
ズ
ミ
も
多
く
棲
息
し
、

こ
の
地
は
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
の
多
い
の
も
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
昆
虫
類
で
は
イ
ブ
リ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
な
ど
め
ず
ら
し

い
蝶
を
は
じ
め
シ
ジ
ミ
類、
ア
ゲ
ハ
類
な
ど
極
め
て
豊
富
な
蝶
が
棲
息
し
て
い
る
。

そ
の
他
セミ
類
、
オ
サ
ム
シ
類
、
ク
ワ
ガ
タ
が
多
く
、
静
川
橋
付
近
は
本
市
の
昆
虫
採
集
会
な
ど
で
よ
く
選
ば
れ
る
地
で
あ
る
。

三
部
落
の
変
遷

部
落
の

ニ
ナ
ル
カ
地
区
に
は
明
治
三
十
九
年
、
キ
ン
グ
木
工
場
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
う
工
夫、
造
材
夫
の
入
地
が
あ
っ

形
成
てこ
の
地
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
四
十二
年
の
六
月、七

月
に
国
有
未
開
地
処
分
法
の
適
用
を
う
け
七
、八
町
歩
の
畑

付
編
部
落
史
・
静
川
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地
を
得
て
亀
カ
森
徳
太
郎、
伊
藤
寅
松
な
ど
の
集
団
入
植
が
あ
っ
て
部
落
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た。
し
かし
、
この
期
に入
植
を
希

望
し
た
人
た
ち
は
数
人
を
残
し
実
際
に
は
入
植
せ
ず
開
墾
を
放
棄
し
た
た
め、
処
分
地
の
取
消
命
令
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後、
蔦
森
百
一、
岩
田
辰
次
郎
な
ど
の
入
植
が
あ
っ
て
一
つの
部
落
と
し
て
確
立
し、
大
正
三
年
四
月
十
四
日
に
は
勇
払
郡
苫
小

牧
村
第
一
六
部
長
と
し
て
ニ
ナ
ル
カ
に
村
長
の
命
を
う
け
て
部
落
内
の
行
政
指
導
を
行
う
部
長
が
置
か
れ
、
初
代
部
長
(の
ち
区
長
と
な
る
)

に
亀
カ
森
徳
太
郎
が
選
任
さ
れ、
胆
振
支
庁
か
ら
辞
令
を
う
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
初
期
に
は
農
業
生
産
は
思
わ
し
く
な
く
、
多
く
は
製
炭
業
、
運
搬
業
(馬
車
追
い)に
従
事
し
、出
来
上
が
っ
た
木
炭
は
馬

車
で
遠
浅
に
運
ば
れ
て
い
た
。
中
で
も
蔦
森
百
一
は
大
が
か
り
な
製
炭
事
業
を
行
っ
て
い
た
。

農
牧
業

国
有
未
開
地
の
処
分
に
あ
た
っ
て
は、多

く
は
畑
地
を
も
っ
て
処
分
を
受
け
た
が、農

業
だ
け
で
は
生
活
が
成
り
立
た
ず
、

の
開
始
当
時
の
木
炭
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て、
現
金
収
入
と
な
る
製
炭
業
へ
飛
び
つ
い
た
入
植
者
も
次
第
に
農
業
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

り、
中
で
も
大
正
初
期
か
ら
蔦
森
百
一、
亀
カ
森
徳
太
郎
な
ど
は
、
米
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り、
耕
作
地
も
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
。

昭
和
二
年
に
な
る
と
、
丸
拓
合
資
会
社
が
造
田
事
業
を
目
的
に
勇
払
原
野
開
墾
に
着
手、
静
川
に
は
保
喜
元
四
郎
農
場
監
督
ほ
か
六
名

が
入
地
し
『
丸
拓
第三
農
場
』
が
開
設
さ
れ
た
。
つ
い
で、
蔦
森
百
一
も
牧
場
を
開
設、
岩
田
善
之、
茶
木
次
郎
吉
な
ど
も
米
づ
く
り
を

行
う
よ
う
に
な
り、
農
牧
業
は
次
第
に
活
発
化
し
て
い
っ
た
、

し
か
し
、
依
然
と
し
て
製
炭
業
も
盛
ん
で、
特
に
焼
子
の
出
入
り
が
は
げ
し
く
、
多
い
時
に
は
五
〇
戸
以
上
を
数
え
た
が、
二
、
三年

す
る
と
他
の
製
炭
林
を
求
め
て
移
動
し
、
この
地
の人
口
が
一
度
に
半
分
に
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
時
下
体
制
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、
ニ
ナ
ル
カ
地
区
の
退
歩
が
は
じ
ま
り、
部
落
民
の
一
部
に
は
他
に
転
住
退
去
す
る
傾
向
も
あ
っ

て、昭
和
十
五
年
の
ニ
ナ
ル
カ
部
落
会
は
、蔦
森
百
一
(農
業)、阿

部
栄
吉
(酪
農)、
伊
藤
寅
松
(農
業)、
亀
力
森
兼
吉
(農
業
兼
運
送
業)、保

喜
元

四
郎(農

業)、岩
田
善
之
(農
業)、小

笠
原
藤
芳
(農
業)、
渡
辺
喜
作
(酪農)、平

戸
栄
作
(牧
蓄
兼
牛
馬
商)、長

尾
睦
人
(教員)、藤

原
み
な
る
(農
業)、
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斉
藤
末
治
(農
業)、

高
橋
祐
之
助(農

業)、平
野
健
治
郎
(柚
夫)、

三
木
田
武
夫
(酪
農)、

柳
館
神
太
郎
(農
業)
の
一六
戸
で
あ
っ
た
。
2

戦
後
の
農

戦
後
に
な
っ
て
農
地
解
放
や
緊
急
開
拓
事
業
要
領
の
実
施
に
よ
り
各
地
に
帰
農
を
目
的
と
す
る
開
拓
者
が
入
っ
た
が、

業
と
離
農
静
川
地
区
で
は
小
作
人
が
ほ
と
ん
ど
な
く、
そ
の
初
期
に
は
開
拓
適
地と
は
な
ら
ず
、
開
拓
者
の
入
植
が
な
く、
昭
和
二

十
五
年
の
戸
口
は
戸
数
一
五
戸
、
人
口
八
三
人
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
昭
和三
十
年
を
前
後
し
て
新
規
入
植
者
や
弁
天
な
ど
か
ら
の
移
転
者
も
あ
っ
て
、
同
三
十
一
年
に
は
二
七
戸
、
一二
九
人
と
な

り
、
同
三
十
五
年
に
は、
戦
前
の
木
炭
ブ
ー
ム
時
な
み
の三
二
戸
、
一三
一
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て、
静
川
は
弁
天、
柏
原
と
と
も
に
苫

小
牧
農
業
の
中
核
地
帯
を
構
成
す
る
有
畜
農
業
地
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
苫
小
牧
港
の
整
備
拡
充
に
と
も
な
い、
勇
払
原
野
は
北
海
道
の
工
業
基
地
と
し
て
注
目
さ
れ、
第
三
期
北
海
道
総
合

開
発
計
画
に
お
いて
、
苫
小
牧
市、
鵡
川
町、
厚
真
町
に
わ
た
る
勇
払
原
野
に
苫
小
牧
東
部工
業
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り、
昭
和

四
十
四
年
十
月
か
ら
北
海
道
の
手
に
よ
っ
て
用
地
の
買
収
が
開
始
さ
れ
た
。
当
初
に
お
いて
は
農
地
を
簡
単
に
手
放
す
人
は
少
な
く
、
交

渉
も
難
行
し
て
静
川
の
見
晴
台
付
近
に
は
『押
し
つ
け
価
格(坪
六
六
〇
円
)応
じ
ら
れ
ぬ!
地
権
者
連
盟
』
な
ど
の
立
札
も
立
っ
た
が、

同
四
十
五
年
以
降、
東
部
地
区
の
買
収
が
進
み、
静
川
地
区
の
農
家
も
一
戸
、
二戸
と
減
っ
て、
同
四
十
五
年三
月
八
日
に
は
静
川
部
落

会
の
解
散
式
が
行
わ
れ、
同
月二
十
日
に
は
静
川
小
学
校
の
廃
校
式
が
行
わ
れ
、
同
四
十
九
年
に
は
一戸
、
五
人
が
静
川
地
区
に
居
住
す

る
の
み
と
な
っ
て、
静
川
部
落
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

付編
部
落
史
・
静
川

二二
八

三
七

八 七

五九

七
五

九
一

一
六
〇

一
七
〇

昭
和
一〇
年

二
五
年 次

世
帯
数

戸
数
又
は

一
五

一
九

.
四 王

三

五
五

四
〇

五
二 女

計 口八
三

一
〇
七

大
正

九
年

世
帯
数

戸
数
又
は

年昭
和

五
年 次
,

人
男
,

女
計
口

年
人男

静
川
地
区
人
口
の
変
化
一
覧
表
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四

三三
三

三
二

二
七

二
四

一
五

産
業 七
一

七
〇

六
七

六
五

三
七

三
八

一三三
二

一三三
一

一二
九

一二
四

七
五

四
九
年

四
八
年

四
七
年

四
五
年

昭
和
四
〇
年

苫
小
牧
市
、
『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
六
、
四
十
九年

1 一 一

一
四

二
九

二二 二 四

二
八

六
〇

三 三 五

二
五

五
六

苫
小
牧
市) 五

五 五 九 三 六

(『国
勢
調
査
集
計
表』
各
年

三
七
年

三
五
年

三
一
年

三
〇
年

昭
和
二
七
年

一
一
六

農
業
・
入
植
当
初
は
農
業
開
墾
を
目
ざ
し
て
の
入
地
で
あ
っ
た
が、
そ
の
初
期
に
は
思
う
よ
う
な
生
産
が
あ
が
ら
ず
、
当
時
の
木

炭
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
現
金
収
入
と
な
る
製
炭
業
を
兼
ね
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し、
大
正
中
期
に
な
る
と
安
平
川
を
利
用
し
、
亀
カ
森
徳
太
郎
な
ど
三
名
が
、
遠
浅
川
を
灌
水
流
域
と
し
蔦
森
百
一な
ど
二
名
が

計
四
町
歩
を
造
田
し
、
一石
八
斗
の
収
穫
を
あ
げ
、
蔦
森
に
お
い
て
は
一
二
町
歩
、
亀
力
森
に
お
い
て
は
五
反
歩
の
造
田
計
画
を
持
っ
て

て
い
た
。

一方
、
苫
小
牧
町
に
お
いて
も
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
水
田
造
成
可
能
区
域
を
あ
げ
、
こ
れ
を
奨
励
し
た
が、
遠
浅
川
流
域
で

一
五
〇
町
歩
を
水
田
見
込
面
積
と
し
て
い
た
。

昭
和
二
年
に
な
る
と
、
丸
拓
会
社
が
勇
払
原
野
の
造
田
事
業
の
た
め
入
地
し
、
ニ
ナ
ル
カ
に
は
『丸
拓
第三
農
場
』
が
開
設
さ
れ
、
保

喜
元
四
郎
農
場
監
督
な
ど
七
名
が
現
地
に
入
っ
た
。
そ
の
初
期
に
は
生
産
面
に
お
い
て
も
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
が、
同
六
年、

七
年
の
凶
作
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
う
け、
丸
拓
は
事
実
上
開
墾
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
あ
と
は
保
喜
元
農
場
長
が
ニ
ナ
ル
カ

1852
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の
地
に
と
ど
ま
り
こ
れ
を
引
き
継
ぎ、
そ
の
後
も
農
業
を
続
け、
こ
の
地
で
病
死
し
た
。

一方、
蔦
森
百
一
も
牧
場
を
開
設
し、
そ
の
基
盤
を
固
め、
こ
の
地
の
実
力
者
と
な
っ
た
。

だ
が
、
昭
和
十
年
代
に
入
っ
て
も、
日
雇
が
多
く
、
農
業
生
産
は
思
わ
し
く
な
い
も
の
が
あ
り
、
離
農
や
転
出
が
目
立
っ
た
。

▼
勇
払
村
ニ
ナ
ル
カ

當
部
落
は
年
退々
歩
の
状
態
に
し
て
前
年
よ
り
一
層
不
況
の
感
あ
り、
茶
木
氏
経
営
水
田
以
外
全
く
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
却
っ
て
部
落
民
は
他
に
轉
住
退

去
せ
る
や
と
思
惟
せ
ら
れ、
同
地
方
将
来
の
為
善
後
策
を
講
究
す
る
の
必
要
あ
り
。

(『室
蘭
毎
日
新
聞』

昭
和
十
二
年
八
月
三
十
日
号
)

昭
和
八
年、
農
村
部
落
の
福
利
増
進
を
目
的
と
し
、
各
地
区
ご
と
に
農
事
実
行
組
合
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、同

年、
樽
前
と
錦
多

峰
に
組
合
の
設
立
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
九
年
に
苫
小
牧
町
経
済
更
生
産
業
五
カ
年
計
画
が
樹
立
さ
れ、
そ
の
実
行
基
礎
団
体
網
と
し

て
農
事
実
行
組
合
を
各
地
に
設
置
す
べ
く
極
力
勧
奨
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ニ
ナ
ル
カ
に
も
農
事
実
行
組
合
が
設
立
さ
れ、
1
時
間
励
行
、

2
生
活
改
善
、
3
農
業
簿
記
、
4
耕
地
防
風
林、
5
畑
作
五
割
増
収、
6
家
畜
增
飼、
7
菜
種
圃、
8
堆
肥
増
産
、
9
優
良
農
具
購
入
、

な
ど
を
実
行
事
項
と
し
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
、
日
華
事
変
の
ぼ
っ
発
を
境
と
し
て
、
わ
が
国
は
時
局
体
制
を
強
め
、
農
業
政
策
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち、
農
業
報
国
精
神
の
振
興
策
確
立
と
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
経
営
改
善
に
よ
る
生
産
確
保、
増
産
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て、
こ
の
促
進
活
動
網と
な
っ
た
の
が
農
事
実
行
組
合
で
あ
っ
た
。

特
に、
勇
払
原
野
は
火
山
灰
地
で
、
多
量
に
施
肥
し
な
け
れ
ば、
増
産
確
保
が
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
から
、
各
組
合
間
に
よ
る
堆
肥
共

励
会
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り、
時
局
下
販
売
肥
料
の
入
手
困
難
と
な
る
や
、
自
給
肥
料
の
増
産
改
良
が
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な

った
。
この
堆
肥
共
励
会
に
お
い
て
最
も
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
の
は、
小
じ
ん
ま
り
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
っ
た
ニ
ナ
ル
カ
農
事
実

付
編
部
落
史
・
静
川
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行
組
合
で、
昭
和
十
四
年
に
は三
年
連
続
優
勝
を
な
し
と
げ
優
勝
旗
の
永
久
交
付
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
静
川
地
区
の
農
業
も
再
び
活
発
と
な
り、
米
、
玉
ね
ぎ、
え
ん
ば
く、
野
菜
類
を
耕
作
し
た
。
し
か
し、
こ
の
地
区

の
人
口
の
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
定
着
し
た
感
が
あ
っ
た
。

な
お、
昭
和
十
四
年二
月、
苫
小
牧
町
農
地
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が、
ニ
ナ
ル
カ
か
ら
蔦
森
百
一
が
委
員
に
命
ぜら
れ
た
。

戦
後
を
迎
え
て
わ
が
国
は
極
度
な
食
糧
難
と
な
り
、
柏
原、
弁
天
を
は
じ
め
勇
払
原
野
に
も
帰
農
を
目
的
と
す
る
緊
急
開
拓
事
業
実
施

要
領
に
よ
る
開
拓
者
が
入
っ
て
き
た
が、
そ
の
初
期
に
は
静
川
地
区
に
は
入
植
者
は
な
か
っ
た
。
し
か
し、
昭
和三
十
年
前
後
に
な
っ
て、

入
植
者
や
弁
天
な
ど
か
ら
の
転
入
者
も
あ
っ
て、
人
口
も
同
三
十
七
年
に
は
三
三
世
帯、
一三
二
人
と
な
り
、
水
田
事
業
や
各
種
農
業
が

行
わ
れ
て
い
た
。

静川の水田地帯 (昭和30年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

静川のバス停留所 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

廃墟となった農家と豚小屋 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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だ
が、
この
地
を
含
む
勇
払
原
野
の
東
部
は
第三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
よ
る
苫
小
牧
東
部
大
規
模工
業
基
地が
造
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
同
四
十
五
年
よ
り
離
農
が
は
じ
ま
り
、
同
四
十
九
年
に
は
一戸
を
残
す
の
み
と
な
り
、
明
治
末
期
以
来
続
い
た
ニ
ナ
ル
カ
・
静

川
の
農
業
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

製
炭
業

明
治
三
十
年
の
国
有
未
開
地
処
分
法
の
施
行
に
よ
り
本
道
へ
の
移
住
者
が
続
き
、
開
墾
が
開
始
さ
れ
た
。
当
地
方
に
お
い

て
も
農
耕
適
地
で
あ
る
各
地
に
入
植
者
が
あ
っ
て、
ニ
ナ
ル
カ
地
区
に
は
同
四
十
年
代
か
ら
入
植
が
は
じ
ま
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
勇
払
原
野
は
火
山
灰
地
の
た
め
収
穫
も
少
な
く
、
農
業
だ
け
で
は
生
計
維
持
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
入
植
者
は

分
別
な
く
山
林
に
入
っ
て
木
炭
を
製
造
し
、
こ
れ
を
補
っ
て
い
た
。
当
地
方
の
木
炭
製
造
は
も
と
も
と
は
農
家
の
主
要
な
副
業
と
し
て
は

じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
早
来
を
中
心
と
す
る
胆
振
東
部
は
道
内
木
炭
製
造
の
中
心
で
も
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
を
い
つし
か
本
業
と
す

る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。ニ
ナ
ル
カ
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
蔦
森
百
一
は
こ
の
地
方
の
木
炭
王
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
で
あ
り
、
岩
田

辰
次
郎
も
一
時
は
木
炭
製
造
を
専
業
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ニ
ナ
ル
カ
で
製
造
さ
れ
た
木
炭
は
馬
車
で
遠
浅
駅
に
運
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が、
北
海
道
鉄
道
金
山
線
の
ニ
ナ
ル
カ
駅
や
北
松
田

駅
に
も
一
部
が
運
ば
れ
た
。

わ
た
し
が
学
校
に
入
る
こ
ろ
は
、
こ
の
あ
た
り
は
一
面
の
森
林
で
、
あ
ち
こ
ち
に
炭
焼
き
が
ま
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
朝
に
な
る
と
、
で
き

た
木
炭
を
いっ
ぱ
い
積
ん
だ
荷
馬
車
が
十
台
以
上
も
並
ん
で
、
遠
浅
に
向
っ
て
威
勢
よ
く
出
発
し
た
も
の
で
し
た
。

わ
た
し
の
父
も
、
そ
の
運
搬
仕
事
を
し
て
い
た
も
の
で
す
から
、
夕
方
、
馬
車
を
ひ
いて
帰
る
父
が
、
き
ょう
は
何
を
買
っ
て
く
る
か
と
楽
し
み
に
待
っ
た

も
の
で
し
た
。

(高
橋
ス
エノ

『廃
校
記
念
誌
あ
ゆ
み
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
立
静
川
小
学
校)

こ
の
木
炭
製
造
に
よ
っ
て、
ニ
ナ
ル
カ
地
区
は
一
時
五
〇
戸
を
数
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
昭
和
十
年
代
に
入
る
と
石
炭
の
普

付
編
部
落
史
・
静
川
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及
や
木
炭
を
原
料
と
し
て
い
た
苫
小
牧
の
カ
ー
バ
イ
ト
工
場
の
閉
鎖、そ

れ
に
原
料
材
の
不
足
な
ど
によ
り、木

炭
製
造
は
急
速
に
減
退
し
、

多
く
は
本
来
の
農
業
に
切
り
換
え
、
同
十
年
以
降
は
わ
ず
か
の
人
が
炭
を
焼
く
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他

明
治三
十
九
年
、
木
材
資
源
に
恵
ま
れ
た
ニ
ナ
ル
カ
は
そ
の
開
墾
入
地
に
先
立
ち
静
川
神
社
の
東
隣
付
近
に
イ
ギ
リ
ス

の
産
業
函
館
領
事
の
『キ
ン
グ
木
工
場
』
が
設
け
ら
れ、
部
落
発
祥
の
基
と
な
っ
た
が、
数
年
に
し
て
終
わ
っ
た
た
め
詳
細
に
つ
い

て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

昭
和
十
七
年、
遠
浅
の
山
口
と
い
う
人
の
創
案
に
よ
り
無
限
と
も
い
う
べ
き
アシ
、ヨシ

な
ど
よ
り
建
築
用
材
を
つ
く
る
テ
ッ
ク
ス
工
場

を
ニ
ナ
ル
カ
に
新
設
す
る
計
画
が
あ
り
、
近
代
工
場
の
出
現
に
部
落
民
も
希
望
を
も
っ
た
が、
運
送
の
都
合
な
ど
か
ら
遠
浅
に
移
る
こ
と

に
な
り、
近
代
工
場
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

四
文
化
と
交
通

小
学
校

ニ
ナ
ル
カ
地
区
は
明
治
末
期
から
開
拓
者
の
入
植
が
あ
っ
て
古
く
か
ら
開
け
た
地
で
あ
っ
た
が、
小
学
校
が
開
設
さ
れ
る

の
設
置
ま
で
児
童
は
厚
真
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
た
。

大
正
に
入
る
と
木
炭
製
造
の
発
達
に
よ
り
、
この
地
に
入
地
す
る
者
が
多
く
児
童
数
も
四
〇
名
を
数
え
た
。
こ
の
た
め
、
小
学
校
設
置

が
急
務
と
な
り、
大
正
四
年
九
月
一
日、
元
キ
ン
グ
木
工
場
の
事
務
所
を
改
造
し
て
修
業
年
限
六
年、

一
学
級
の
沼
ノ
端
簡
易
教
育
所
ニ

ナ
ル
カ
特
別
教
授
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

大
正
八
年
四
月、
岩
田
辰
次
郎
ほ
か
部
落
有
志
二
四
名
の
寄
付
に
よ
り
三
六
坪
の
校
舎
を
新
築
し
た
が、
同
教
授
場
の
所
属
校
は
そ
の

後
、
苫
小
牧
尋
常
高
等
小
学
校、
沼
ノ
端
尋
常
小
学
校
な
ど
数
回
に
わ
た
っ
て
変
更
が
あ
っ
た
。

同
教
授
場
は
開
校
以
来
三
〇
名
か
ら
四
〇
名
前
後
の
児
童
数
で
あ
っ
た
が、
大
正
十
二
年
に
は
最
高
の
五
二
名
と
な
り、
上
級
生
は
廊
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落
史
・
静
川

静川小学校の廃校式 (昭和46年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

下
に
机を
置
いて
授
業
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
こ
の
増
加
の
最
も
大
き
な
理
由
は
炭
焼
き
人
夫
の
入
地
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
は二
年
程
度
で
他
地
へ
転
住
す
る
傾
向
が
あ
り
、
同
教
授
場
の
児
童
数
は
常
に
増
減
が
は
げ
し
か
っ
た
。

兄
や
姉
た
ち
は
、
ここ
に、
ま
だ
学
校
が
な
か
っ
た
の
で、
山
道
を
下
駄
ば
き
で、
厚
真
の
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
雨
の
日
も、
雪
の
日
も二
里
も
歩

い
て
行
く
の
で
す
から
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
雨
や
大
雪
で
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
学
校
が
で
き
た
翌
年
の
春、
わ
た
し
は
一
年
生
に
入
り
ま
し
た
。
姉
た
ち
も
転
校
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
赤
い
カバ
ン
を
さ
げ
て
学
校
に
行
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

今
思
う
と
、
一年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
四
十
人
以
上
も
一
つの
教
室
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
し
、
わ
た
し
と
一
緒
に
入
学
し
た
人
た
ち
も
、
途
中
で
ず
い

ぶ
ん
転
校
し
て
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
六
年
間、
ず
っ
と
一
緒
で
終
っ
た
人
は二
、
三
人
よ
り
な
か
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
炭
焼
き
、
馬
車
屋
と
い

う
仕
事
の
家
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
か
ら
、
一、二

年
す
る
と
よ
そ
に
移
っ
て
、
い
な
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
狭
い
教
室
に
入
り
き
れ
な
い
上
級
生
が、
廊
下
に
机
を
並
べ
て
勉
強
し

て
い
た
姿
が
今
で
も
眼
に
浮
び
ま
す
。

(高
橋
ス
エノ

『廃
校
記
念
誌
あ
ゆ
み
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
立
静
川
小
学
校)

大
正
九
年
四
月
、
蔦
森
百
一
よ
り
学
校
敷
地
と
し
て
三
、
〇
〇
〇
坪
の
寄
付
を
う
け、

昭
和
十
五
年
九
月
に三
五
坪
の
校
舎
を
新
築
し
た
。

だ
が、木

炭
ブ
ー
ム
の
終
わ
っ
た
昭
和
七
年
こ
ろ
か
ら
児
童
数
が
減
少
し
、
同
十
三
年

に
は
一
九
名、
同
十
五
年
に
は
一
六
名
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
、「国
民
学
校
令
」
に
よ
り
沼
ノ
端
国
民
学
校
ニ
ナ
ル
カ
特
別

教
授
場
と
な
り
、
同
年
五
月
一
日
に
は
『仁
成
花
国
民
学
校』
と
な
っ
て
、
こ
こ
に
は
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じ
め
て
独
立
し
た
学
校
と
な
っ
た
。
同
十
九
年
一
月
一
日
から
は
管
下
字
名
改
正
に
よ
り
『
静
川
国
民
学
校』
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
新
学
制
の
施
行
に
よ
り
『苫
小
牧
町
立
静
川
小
学
校』
と
な
っ
た
。

本
校
は
明
治
末
期
の
入
植
と
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
木
炭
ブ
ー
ム
に
よ
り
一
時
は
四
〇
名、
五
〇
名
の
児
童
数
を
数
え
た
が、
昭
和

七
年
か
ら
二
〇
名
台
と
な
り
、
戦
後
若
干
の
増
加
は
あ
っ
た
も
の
の
一
時
は
教
員
も
学
校
長
一名
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
が
苫
小
牧
東
部
工
業
基
地
の
建
設
地
に
決
ま
り、
用
地
買
収
が
開
始
さ
れ
る
と
一
戸、
二
戸
と
離
農
し、
児
童
数
も

極
端
な
減
少
と
な
っ
た
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
度
を
も
っ
て
廃
校
が
決
定
し
、
同
四
十
六
年三
月
二
十
一
日
、
本
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ

五
五
年
に
わ
た
る
歴
史
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
廃
校
時
の
児
童
数
は
わ
ず
か
四
人
で
あ
っ
た
。

鉄
道
と

本
地
区
の
鉄
道
は
穂
別、辺

富
内
地
区
の
鉱
物
を
採
掘
し
、そ
れ
を
運
搬
す
る
目
的
で
室
蘭
の
楢
崎
平
太
郎
な
ど
に
よ
り
北

市
バ
ス
海
道
鉱
業
鉄
道
と
し
て
沼
ノ
端
・
辺
富
内
間
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
十
一
年
七
月
二
十
日
に
は
一期
工

事
の
沼
ノ
端
・
生
籠
間
が
開
通
し
、
同
時
に
ニ
ナ
ル
カ
駅
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後、
辺
富
内
地
区
の
鉱
物
採
掘
は
経
営
上
採
算
が
あ
わ
な
い
こ
と
に
な
り
こ
れ
を
断
念
し
た
た
め、
社
名
も
北
海
道
鉄
道
株
式
会

社
と
変
更
し
、同
鉄
道
は
金
山
線
と
な
り、
王
子
製
紙
が
製
紙
材
運
搬
の
た
め
こ
れ
を
買
収
し
て
昭
和
十
八
年
の
国
有
買
収
ま
で
経
営
し
て

い
た
。

国
有
鉄
道
に
な
っ
て
か
ら
沼
ノ
端
・
豊
城
間
を
廃
線
と
し
て、
金
山
線
は
富
内
線
と
し
て
日
高
線
鵡
川
駅
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
十
八
年
八
月
一
日
、
ニ
ナ
ル
カ
駅
も
閉
鎖
し
た
。

鉄
道
の
廃
線
に
よ
り
同
地
区
の
人
び
と
は
沼
ノ
端
駅
ま
で
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が、
昭
和二
十
七
年
九
月
、
市
営バ
ス
静
川
線
の

開
通
が
あ
り
、
直
接
苫
小
牧
市
街
地と
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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静
川

明
治三
十
九
年
、
この
地
に
木
工
場
が
で
き
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
工
夫、
造
材
夫
の
入
地
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
四
十二

神
社
年
に
は
国
有
未
開
地
処
分
法
の
適
用
を
う
け
入
植
者
が
あ
り、
開
拓
の
成
功
と
豊
作
を
念
願
す
る
た
め
に
も
神
社
が
必
要
と

な
り
、
同
四
十
四
年
九
月
に
建
立
し
た
。

当
初
は
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
近
く
に
建
て
た
が、
の
ち
高
台
に
移
さ
れ
た
。
祭
神
は
天
照
皇
大
神
宮
、
樽
前
山
神
社、
八
幡
神
社
の
分
神、

祭
日
は
七
月
五
日
で
神
主
は
樽
前
山
神
社
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
い
た
。

そ
の
ほ
か、
地
鎮
神、
馬
頭
観
音
菩
薩
像
が
あ
っ
た

静川小学校(この奥の小山に神社があった)
(昭和46年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

地 鎮 神 (昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵)

荒れ放題の神社坂道 (昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

付
編
部
落
史
・
静
川

.
注
(1)

『苫
小
牧
町
名
改
称
地
番
整
理
二
関
ス
ル
一
件
書
類
』
昭
和
十
八
年
胆
振
支
庁

(2)
『苫
小
牧
町
民
税
賦
課
等
級
表
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
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柏

原一
部
落
の
起
源

地
名
の

柏
原
の
地
は、
も
と
“勇
払
遠
浅
’(ユ
ウ
フッ
ト
ア
サ)
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
遠
浅
(ト
ア
サ)
と
は
、
アイ
ヌ
語
の
『ト
ア

由
来

サ
ム』(TO-ASAM)

の
こ
と
で、「沼

の
奥」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
いる
。

現
在、“遠

浅’
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は、
国
鉄
遠
浅
駅
(勇払
郡
早来
町)
付
近
で、
か
つ
て
は
東
の
方
は
“東
遠
浅
’、
植
苗
に
近
い
と

こ
ろ
は
“植
苗
遠
浅’、そ

し
て
勇
払
寄
り
は
“勇
払
遠
浅
’
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年、
勇
払
遠
浅
の
住
民
代
表
は
苫
小
牧
町
役
場
へ
お
も
む
い
て、
勇
払
遠
浅
の
地
を
『
柏
原』
と
改
称
す
る
こ
と
を
願
い
出

て
許
可
さ
れ
た
。
す
で
に
地元
で
は
昭
和
十
一
年
ご
ろ
から
『
檞
ヶ
原』
と
呼
称
し
て
い
た。

勇
払
遠
浅
は
苫
小
牧
町
に
属
し
て
い
た
が、
遠
浅
の
地
名
は
隣
の
早
来
町
に
も
お
よ
び
、
遠
浅
駅
(早
来
町)
が
あ
っ
た
り
し
て
ま
ぎ

ら
わ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
勇
払
遠
浅
の
地
は
、
多
く
の
カ
シ
ワ
(柏)
が
自
生
し
て
い
た
の
で、『柏

原
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

遺
跡
の

柏
原
地
区
は
平
担
な
台
地
が
多
い
が、
昭
和三
十
年
ご
ろ
に
中
沢
久
宅
の
裏
丘
陵
部
で
発
見
さ
れ
た
中
沢
遺
跡、そ

れ
に
昭
和

分
布
四
十
四
年
九
月
に
市
営
柏
原
放
牧
場
で
発
見
さ
れ
た
柏
原
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
が、
同
四
十
八
年
度
か
ら

苫
小
牧
東
部
工
業
基
地
開
発
に
と
も
な
う
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
が
行
わ
れ、
多
く
の
新
し
い
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た。

付
編
部
落
史
・
柏
原
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巻

柏原5遺跡(昭和48年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

柏
原
1
遺
跡
は
柏
原
台
地
の
南
西
端
で
発
見、
縄
文
後
期
の
見
晴
町
式、
タ
ン
ネ

ト
ー
L
式
な
ど
の
土
器
片、
剝
片、
礫
な
ど
の
石
器
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
こ

の
台
地
で
は
柏
原
2
、
柏
原
3
遺
跡
が
発
見
さ
れ、
縄
文
晩
期、
擦
文
式
土
器
と
思

わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
た
。
柏
原
4
遺
跡
は
道
苫々
小
牧
ー
上
厚
真
線の
柏
原
入
口

付
近
の
台
地
で
発
見
さ
れ
た
。

柏
原
5
遺
跡
は
柏
原
台
地
南
東
端
で、
遺
物
の
分
布
す
る
範
囲
が
広
く
、
縄
文
早

期
か
ら
晩
期、
続
縄
文、
恵
山
式
土
器
な
ど
約三
〇
〇
点
が
出
土
、
こ
の
地
区
で
は

第
一
級
の
遺
跡
と
思
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か、
柏
原
6
、
柏
原
7
遺
跡
が
あ
る
。

二
柏
原
の
自
然

位
置
柏
原
は
国
鉄
苫
小
牧
駅
か
ら
北
東
に
約二
〇
キ
ロ、
も
よ
り
の
室
蘭
本

線
遠
浅
駅
か
ら
南
に
約三
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り、
西
方
に
遠
浅
沼
(昭
和四
十六
年干

拓
に
よ
り
消
滅)、
南
方
に
弁
天
沼
、
西
方
に
ウ
ト
ナ
イ
ト
、
北
方
は
植
苗
に
続
く
海
抜

約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
域
で
あ
る
。

地
質
柏
原
を
は
じ
め
、
勇
払
原
野
一
帯
は
支
笏
火
山
噴
出
物
お
よ
び
樽
前
山
降
下
物
に
あ
つ
く
お
お
わ
れ
て
い
る
。

柏
原
病
院
(佐
藤
病
院
柏原
分
院)
建
設
の
際
、
地
下
水
の
調
査
を
し
た
が
、
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
表
層
・
樽
前
降
下
物
・
ニ
メ
ー
ト

ル
、
第
二
層
・
支
笏
火
山
降
下
物
(降
下
軽
石
降下
物)・

二
五
～
三
〇
メ
ー
ト
ル、
第
三
層
・
野
幌
層
(海
成
洪
積
層)・
五〇
〇
～
六
〇
〇
メ
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ー
ト
ル、
第
四
層
・
第三
紀
層
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
が
飲
料
と
し
て
い
た
井
戸
水
は
、
支
笏
火
山
降
下
物
の
下
半
分
に
滞
水
し
て
い
る
も
の
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

(1)

植
物
地
名
『柏
原
』
の
名
が
あ
る
と
お
り、
カ
シ
ワ
が
多
い
が
、
そ
の
他
の
植
物
も
豊
富
で
、
開
拓
当
初
の
お
も
か
げ
を
残
し
て

い
る
。

樹
木
と
し
て
は
カ
シ
ワ
を
は
じ
め
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
、
シ
ラ
カバ
、
ヤ
チ
ダ
モ、

ハン
ノ
キ
、
シ
コ
ロ、
ニシ
キ
ギ
、
ド
ロ、

エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ハリ
ギ
リ
な
ど
が
あ
る
。

山
林
の
下
ば
え
や
農
道
の
そ
ば
に
は、
オ
オ
バ
コ、
ア
カ
ザ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ、
ス
ス
キ
、
オ
グ
ル
マ
な
ど
の
間
に
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
、
ヒ
メ
ジ
ョン
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
の
外
来
種
や、
チ
モ
シ
ー
、
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
の
牧
草
が
ま
じ
っ
て
い
る
。

動
物
野
鳥
が
多
い
。
こ
の
地
域
は、
山
林
と
湿
地
と
牧
草
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め、
山
地の
鳥
、
湿
原
の
鳥、
草
原
の
鳥
が

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
集
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

春
に
は、
ウ
グ
イ
ス
を
は
じ
め、
ア
オ
ジ
、
ホ
ホ
ジ
ロ、
ヒバ
リ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ、
コ
ガ
ラ、
ノ
ビ
タ
キ
な
ど
が、
よ
い
さ
え
ず
り

を
き
か
せ
て
く
れ
る
。

夏
に
は、
カ
ッ
コ
ウ
、
ツ
ツド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
の
独
特
の
声
が
あ
り
、
カ
ワ
セ
ミ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
姿
は
水
辺
に
美
し
く
は
え
る
。

ド
バ
ト
、
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
、
ア
オ
サ
ギ
の
よ
う
な
大
型
の
鳥
も
お
り、
ト
ビ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
、
コ

ノ
ハ
ズ
ク
の
猛
き
ん
類
も
よ
く
姿
を
み
せ
る
。

カ
ラ
フ
ト
ス
ズ
メ
や
コ
ム
ク
ド
リ
は
年
中
多
い
。
カ
ラ
ス
は
す
く
な
い
。

冬
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ヒ
シ
ク
イ
、
マ
ガ
モ
な
ど
が
ウ
ト
ナ
イ
ト
や
遠
浅
沼
に
飛
来
す
る
の
を
み
か
け
る
。

哺
乳
類
で
は、
以
前
ウ
サ
ギ
が
多
く
豆
畑
な
ど
に
損
害
を
与
え
た
が、
近
年
は
減
り、
代
っ
て
キ
ツ
ネ
が
ふ
え
て
き
た
。
シ
マ
リ
ス
も

付
編
部
落
史
・
柏
原
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姿
を
み
せ
る
。
ネ
ズ
ミ
の
類
は
多
い。

ヒ
グ
マ
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
か
っ
た
が、
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
七
日
、市
放
牧
場
で
一
五
〇
キ
ロ
の
オ
ス
グ
マ
が
射
と
めら
れ
た
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ、
モン
キ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
し
て
チ
ョ
ウ
の
類
も
多
い
。
昆
虫
で
は
、
夏
の
暑
い
夜
に
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。

三
開
拓
の
概
要

柏
原
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
以
降
で
あ
る
。
柏
原
の
開
拓
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
第
一
期
松
田
牧
場
時
代
(明
治

三
十
一～
昭
和
六
年)、
第
二
期
第
一
次
開
拓
時
代
(昭
和
七
年
～
同二
十
年)、
第
三
期
第
二
次
開
拓
時
代
(昭
和二
十
一
～
同三
十
六
年)、
第
四
期

変
革
と
廃
村
(昭
和三
十
七
～
同
四
十
八
年)
の
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
第
一
期
・松
田
牧
場
時
代

概
要
明
治三
十
年、
国
有
未
開
地
処
分
法
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は、
国
有
未
開
地
を
開
墾
に
供
す
る
土
地
は
一五
〇
万
坪
以
内、

牧
畜
は二
五
〇
万
坪、
植
樹
は二
〇
〇
万
坪、
組
合
、
会
社
に
は
各二
倍
の
土
地
を
無
償
で
貸
付
け
し
、
一定
期
間
中
に
開
墾
し
た
者
に

無
償
で
付
与
し
土
地の
所
有
権
を
与
え
る
も
ので
あ
っ
た。
そ
の
た
め、
全
道
的
に
投
機
的
土
地
占
有
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。

柏
原
付
近
で
は
、
アビ
ラ
(現東

遠
浅)
で
札
幌
に
住
む
薮
惣
七
が二
二
六
町
余
歩
の
払
い
さ
げ
を
受
け
た。
い
ま
で
も
『ヤ
ブ
ソ
ウ
』

な
る
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
苫
小
牧
付
近
(苫
小
牧
市、
厚
真
町)
で
明
治三
十
年
ま
で三
〇
万
坪
以
上
の
払
い
さ
げ
を
受
け
た
者、
じ
つ
に

九
一
名
を
数
え
た
。

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
な
か
で
、
北
海
道
牧
畜
合
資
会
社
(代
表
山
本
元三
郎、
業
務
担
当
社
員
松
田
利三
郎)
は
こ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
、
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勇
払
遠
浅
の
山
林
原
野二
、六
〇
〇
町
歩
の
払
い
さ
げ
を
受
け
た
。利三

郎
は
元
治
元
年
(一
八
六
四
年)
兵
庫
県
住
吉
の
生
ま
れ、
明
治三

十
一
年
五
月
に
現
場
の
責
任
者
と
し
て
勇
払
遠
浅
に
入
植
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
北
海
道
牧
畜
合
資
会
社
の
牧
場
は
通
称
『松
田
牧

場
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

利三
郎
は、
勇
払
遠
浅
の
地
が
火
山
灰
地
な
が
ら
一
面
の
カ
シ
ワ
等
の
樹
木
に
お
お
わ
れ
て
い
る
地
勢
に
着
目
、
牛
馬
の
放
牧
を
は
じ

め
た
の
で
あ
っ
た
。
柏
原
の
南
端
に
あ
た
る
佐
藤
宅
が
そ
の
事
務
所
の
跡
で、
古
い
コン
ク
リ
ー
ト
の
床
が
あ
り
、
ア
カ
マ
ツ
の
老
木
、

庭
園
の
池、
巨
大
な
サ
イ
ロ
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た、
佐
藤
貞
の
入
植
当
時
(昭
和三
十
五
年)、ゴ

ミ
を
処
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『苫

小
牧

村
字
沼
ノ
端
・
松
田
牧
場
』
と
記
さ
れ
た
木
印
が
出
て
き
た
と
い
う
。

(2)
牧
畜
明
治
の
末
期
の
松
田
牧
場
に
は
馬
一
三七
頭
・
牛
一
〇二
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
大
正
十
四
年
に
は、
松
田
牧
場
の
放
牧

馬
は
一
五
〇
頭
余
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
の
は
じ
め
こ
ろ
に
は
、
牧
場
に
世
話
役
一
名、
牧
夫二
名、
奉
公二
名
が
勤
め
て
い
た
。
牧
夫
の
給
料
は二
〇
円
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。
馬
種
は、
ペ
ルシ
ュ
ロン
や
ア
ン
グ
ロノ
ル
マン
で、
お
も
に
軍
馬
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

薪
炭
業
松
田
牧
場
の二
里
四
方
に
お
よ
ぶ
広
大
な
牧
場
地
は、
三〇
〇
頭
ほ
ど
の
牛
馬
の
放
牧
に
は
広
す
ぎ
る
面
積
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
大
部
分
は
山
林
で
あ
っ
た
か
ら
牧
場
地
と
し
て
使
用
す
る
に
は
樹
木
を
き
り
倒
す
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
利
三
郎
は
牧
場
地
内
に
木
炭
製
造
業
者
を
入
れ
て
木
炭
の
製
造
に
あ
た
ら
せ
た
。
業
者
は
、
ひ
と
山
四
〇
〇
円
ぐ
ら
い
で
立

木
を
買
い、
炭
焼
き
を
や
と
っ
て
五
年
ぐ
ら
い
で
焼
き
つ
く
す
の
が
例
で
あ
っ
た
。

木
炭
に
す
る
樹
木
は、
ナ
ラ
・
カシ
ワ
・
イ
タ
ヤ
・
ハン
・
カバ
な
ど
で
あ
った
。
価
格
は
大
正
の
は
じ
め
一
俵
(四
貫
メ)、一

〇
～
一

二
銭
で、
末
期
に
は
一
七
～
二
五
銭
で
あ
っ
た
。
一カ
月
に三
〇
〇
俵
(一
カマ
で
一
〇〇
俵
焼く)

ほ
ど
生
産
し
、
遠
浅
に
馬
で
運
ん
で
売

っ
た
と
い
う
。

付
編
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炭
焼
き
に
従
事
し
た
戸
数
は、
年
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が、
一〇
～
二
〇
戸
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
金
山
線
の
北
松
田
駅
の

近
く
に
大
き
な
木
炭
倉
庫
が
つ
く
ら
れ
て、
木
炭
の
集
荷
に
あ
てら
れ
た
の
は
大
正
十
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

水
田
昭
和
四
年、
松
田
牧
場
で
は
遠
浅
沼
に
面
し
た
低
湿
地
に
造
田
を
開
始
し
た
。
翌
五
年
に
五
〇
町
歩、
六
年
に
は
三
〇
町
歩

の
水
田
が
開
墾
さ
れ
た
。
美
唄
か
ら
の
集
団
入
植
者
が
あ
り
、
合
計
一二
戸
の
小
作
農
家
が
水
田
づ
く
り
に
と
り
く
ん
だ
。
こ
の
年、
部

落
名
が
勇
払
ト
ア
サ
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が、
昭
和
七
年
は
冷
害
の
た
め
収
穫
皆
無、
昭
和
八
年
も
連
続
冷
害
の
た
め
収
穫
皆
無
と
な
り
、
戸
数
半
減
し
、
水
田
耕
作
は

断
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
第
二
期
・
第
一
次
開
拓
時
代

昭
和
七
年、
北
海
道
牧
畜
合
資
会
社
は、
牧
場
の
北
半
分
に
あ
た
る
六
〇
〇
余
町
歩
を
解
放し
た
。
最
初
の
入
植
者
と
し
て
中
沢
久
ら

の
五
戸
が
、
開
拓
の
鍬
を
お
ろ
し
た
。
一戸
あ
た
り
二
五
町
歩
の
割
り
あ
て
で
価
格
は
六
八
五
円
で
あ
っ
た
。

木
炭
業
者
が
伐
採
し
た
樹
木
の
切
り
株
が
笹
や
ス
ス
キ
の
間
に
乱
立
し
、
柏
の
若
木
が
群
生
し
た
広
ば
く
た
る
火
山
灰
地
を
開
墜
し
て、

ト
ウ
キ
ビ
・
イ
ナ
キ
ビ
・
エン
ド
ウ
・
バ
レ
イ
シ
ョ
・
大
豆
・
小
豆
・
大
麦
・
エ
ンバ
ク
な
ど
を
ま
い
た
が
、
そ
の
年
は
冷
害
と
な
っ
て

収
穫
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

・そ
の
た
め
、
北
海
道
牧
畜
会
社
の
牧
場
や
鉄
道
の
‘出
面
’
を
し
て
、
生
活
費
を
得
る
開
拓
者
も
あ
っ
た
。
牧
畜
会
社
牧
場
で
の
出
面

賃
は、

一日
あ
た
り
九
〇
銭
で
あ
っ
た
。

昭
和
八
年、
開
拓
者
た
ち
は
農
事
組
合
(勇払
第一
農
事
実行
組
合)
を
組
織
し、
食
料
・
肥
料
・
飼
料
の
自
給
を
当
面
の
目
標
と
し
て
結

束
を
か
た
め
た
。
バ
レイ
シ
ョ、
ト
ウ
キ
ビ
、
カ
ボ
チ
ャ、
ア
ワ
、
ヒ
エ
を
栽
培
し
て
自
給
食
料
と
し
、
開
拓
を
続
け
た
の
で
あ
った。

初
期
の
開
拓
者
と
し
て
氏
名
の
明
ら
か
な
人
を
次
に
記
す
。
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中
沢
久
・
金
子
広
吉
・
阿
部
要
助
・
林
秀
吉
・
山
辺
兼
太
郎
・
村
岡
長三
・
平
野
辰
雄
・
荒
谷
市
助
・
松
本
顕
一
・水
島
留
三
郎
。

昭
和
九
年
ご
ろ
か
ら
開
拓
者
た
ち
は、
元
の
地
主
の
す
す
め
も
あ
っ
て、
酪
農
を
は
じ
め
た
。
し
ぼ
っ
た
牛
乳
を
遠
浅
ま
で
馬
車
で
運

び
、
馬
車
の
き
か
な
い
と
き
は
、
背
負
っ
て
出
荷
し
た
と
い
う
。

昭
和
十
一
年
ご
ろ
に
は、
勇
払
遠
浅
の
開
拓
地
を
『桜
ケ
原
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
乳
牛
も六
〇
頭
を
数
え
、
サ
イ
ロ
を
建
設
す

る
農
家
も
増
え
て
き
た
。

昭
和
十
四
年、
乳
牛
一〇
〇
頭
・
耕
地
九
〇
町
歩
と
な
っ
た
。
人
び
と
は
乳
牛
一〇
〇
頭
を
記
念
し
、
一〇
〇
頭
祭
り
を
行
い
、
共
同

作
業
場
を
建
設
し
た
。
共
同
作
業
場
は
、
開
拓
当
初
よ
り
の
共
同
と
努
力
を
記
念
す
る
と
と
も
に、
今
後
の
部
落
の
中
心
施
設
と
し
て
集

会
所
も
兼
ね
て
建
て
ら
れ、
青
年
団
の
会
合
は
じ
め
各
種
の
行
事
の
場
と
し
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

共
同
作
業
場
の
敷
地
は、
佐
木々
喜
三
郎
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
七
反
歩
あ
り
、
の
ち
に
家
畜
検
査
場
・
乳
牛
品
評
会
場
が
付
設
さ
れ

て
、
柏
原
の
産
業
・
文
化
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年、
入
植
以
来
八
年
を
経
過
し
、
酪
農
地
域
と
し
て
の
基
盤
は
着
と々
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
年、
中
沢
久
ほ
か
一
一名
は、

土
地
解
放
の
恩
人
・
北
海
道
牧
畜
合
資
会
社
業
務
担
当
社
員
の
松
田
利三
郎
の
喜
寿
に
あ
た
り
、
そ
の
恩
徳
を
謝
し
て
頌
徳
碑
を
建
立
し

た
。昭
和
十
六
年、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た。
戸
数
二
〇
戸
を
超
え、
酪
農
経
営
も
軌
道
に
の
り
つつ
あ
っ
た
柏
原
に
も
戦
時
色
が
た

だ
よ
っ
て
き
た
。

戦
況
は
、
昭
和
十
七
年
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
来、
日
本
軍
の
守
勢
に
転
じ
、
昭
和
十
八
年
六
月
の
マ
リ
ア
ナ
海
戦
に
よ
り
敗
勢
は

決
定
的
と
な
っ
た
。

本
道
で
も、
太
平
洋
海
岸
線
一
帯
に
米
軍
の
上
陸
を
想
定
し
て
の
防
備
体
制
が
軍
部
に
よ
り
す
す
めら
れ
た
。
柏
原
地
区
は、
米
軍
上

付
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柏原の農家(昭和25年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕 陸
の
際
は
札
幌
へ
の
至
近
距
離
に
あ
た
る
重
要
防
衛
拠
点
と
さ
れ
て
、
熊
部
隊
お
よ

び
稔
部
隊
の
駐
留
が
あ
り、
戦
車
壕
・
ざ
ん
壕
・
防
空
壕
な
ど
の
構
築
が
行
わ
れ
た
。

熊
部
隊
は、
陸
軍
第
七
師
団
の
別
称
で
昭
和
十
九
年
八
月、
早
来
に
旅
団
本
部
を

置
き
、
石
狩
低
地
帯
南
部
の
防
衛
と
野
戦
陣
地
の
構
築
を
目
的
と
し
て
駐
屯
し
た
。

遠
浅
に
中
隊
本
部
が
あ
り
、
柏
原
に
は
一
個
中
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。

中
隊
は、
歩
兵
陣
地
構
築
・
連
絡
道
の
建
設
な
ど
の
作
業
に
あ
た
っ
た
が、
菜
園

を
つ
く
っ
て
食
料
の
自
給
も
行
な
っ
た
。
木
炭
の
製
造
も
行
わ
れ
た
。
野
戦
の
際、

薪
を
使
用
す
る
と
煙
が
あ
が
っ
て
味
方
の
所
在
が
敵
に
知
ら
れ
る
の
で
、
煙
の
出
な

い
木
炭
を
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

稔
部
隊
は、
昭
和
十
九
年
に
編
成
さ
れ
た
第
七
七
師
団
の
別
称
で、
熊
部
隊
が
東

部
警
備
に
転
進
し
た
あ
と
、
苫
小
牧
付
近
の
予
想
作
戦
海
岸
の
防
衛
準
備
に
あ
た
っ

た
。早
来
に
独
立
中
隊
本
部
が
お
か
れ、
柏
原
に
一
個
分
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。

国
鉄
沼
の
端
駅
か
ら
柏
原
へ
向
う
道
路
が
勇
払
川
を
横
切
る
と
こ
ろ
に
稔
橋
が
あ

っ
た
が、
こ
れ
は
稔
部
隊
の
架
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。(い
ま
は
な
い)。

昭
和
二
十
年
七
月
十
五
日
の
夕
方、
当
時
の
陸
軍
新
鋭
重
爆
撃
機
『飛
竜』
一機
が
千
歳
上
空
で
米
軍
機
に
攻
撃
さ
れ
て
柏
原
に
不
時

着
、
雑
木
林
に
突
込
ん
で
炎
上
し
た
。

こ
の
『飛
竜』
は、
計
根
別
の
飛
行
第
七
四
戦
隊
の
所
属
で、
軍
務
で
樺
太
の
落
合
飛
行
場
へ
行
っ
た
帰
途、
米
軍
機
に
右
エ
ンジ
ン
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を
撃
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

しげる
飛
竜
に
は
、
機
長
佐
藤
久
常
大
尉
ら
七
名
が
乗
り
組
ん
で
い
た
が、
同
機
を
操
縦
し
て
い
た
山
田
林
軍
曹
だ
け
は
奇
跡
的
に
救
助
さ
れ
、

残
り
の
六
名
は
焼
死
し
た
。

昭
和
四
十
年、
山
田
元
軍
曹
は二
十
年
ぶ
り
に
柏
原
を
訪
ず
れ、
付
近
住
民
の
建
て
た
『六
勇
士
戦
死
の
碑』
の
前
で、
な
き
戦
友
の

冥
福
を
祈
り
、
救
助
し
て
も
ら
っ
た
現
地
の
人
び
と
と
再
会
し
た
。

(三)
第
三
期
・
第
二
次
開
拓
時
代

昭
和二
十
年
の
敗
戦
は、
わ
が
国
の
政
治
・
経
済
・
産
業
・
国
民
生
活
に
多
く
の
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
か
ら
実
施
さ

れ
た
農
地
改
革
は
、
そ
の
も
っ
と
も
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

未
解
放
地
域
を
多
く
か
か
え
て
い
た
北
海
道
牧
畜
会
社
の
松
田
牧
場
も
農
地
改
革
に
よ
っ
て、
山
林
や
湿
地
の
一
部
を
除
き
、
農
耕
適

地
と
さ
れ
た
大
部
分
の
牧
野
を
接
収
さ
れ
た
。
接
収
さ
れ
た
松
田
牧
場
は、
昭
和二
十
二
年
か
ら
『北
海
道
勇
払
開
拓
試
験
場』
と
し
て

再
発
足
し
た
。
勇
払
開
拓
試
験
場
は、
つぎ
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

1
開
拓
に
必
要
な
農
業
土
木
に
関
す
る
試
験
なら
び
に
そ
の
経
済
効
果
に
関
す
る
こ
と

2
土
壌
の
技
術
的
研
究

土
壌
に
関
す
る
物
理
・
化
学
的
研
究

6 5 4 3

開
拓
入
植
者
の
生
活
合
理
化
に
関
す
る
研
究

研
究
資
料
の
調
査
・
収
集

開
拓
入
植
者
に
対
す
る
開
墾
・
営
農
・
生
活
の
現
地
指
導

7
勇
払
原
野
総
合
開
発
事
業
推
進
の
た
め
の
社
会
的
経
済
的
調
査
研
究

付
編
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毎日苫小牧の工場に送られた収乳罐
(昭和40年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(『市
勢
要
覧
』
昭
和二
十
四
年
苫
小
牧
町)

試
験
場
に
は、
金
田
一
場
長
・
事
務
官
・
技
官
(場長
兼
務)ら

三
名
の
職
員
が
配
置
さ
れ、
事
務
所
に
は
旧
松
田
牧
場
の
事
務
所
が
あ

て
ら
れ
た
。
事
業
は
二
年
間
行
わ
れ、
昭
和二
十
四
年
に
第二
次
開
拓
が
は
じ
ま
る
と
と
も
に
閉
所
さ
れ
た
。
事
務
所
お
よ
び
職
員
住
宅

は、
そ
の
後
柏
原
小
学
校
敷
地
内
に
移
転
し、
公
民
館
お
よ
び
教
員
住
宅
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

昭
和二
十
四
年、
開
拓
試
験
場
で
管
理
し
て
い
た
旧
松
田
牧
場
の
用
地
の
う
ち
の

農
業
適
地
を、
開
拓
地と
し
て
一
般
に
解
放
し
た
。
一戸
分二
〇
町
歩
で
四
三
戸
分、

八
六
〇
町
歩
が
用
意
さ
れ
た
。

そ
の
年、
広
島
県
か
ら
小
田、
河
野、
桧
山、
三好
、
又
場
・
山
中
ら
一
五
戸
が

初
年
度
開
拓
者
と
し
て
入
植
し
た
。
価
格
は
一
戸
分
約三
、
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

そ
の
後、
岩
手
県
な
ど
か
ら
の
入
植
者
が
あ
り
、
昭
和
三
十
三
年
ま
で
に
四
三
戸
が

旧
松
田
牧
場
の
南
半
分
に入
植
し
て
新
し
い
開
拓
部
落
を
形
成
し
た
。

開
拓
者
と
し
て
入
植
す
る
に
は
、農
業
経
営
の
意
志
あ
る
者
で
自
己
資
金
を
有
し
、

稼
動
労
働
力
二
人
以
上
が
必
要
と
さ
れ
た
。
最
初
に
入
植
し
た
広
島
県
の
出
身
者
た

ち
は
、
初
年
度
は
住
宅
を
建
設
す
る
だ
け
で
過
ご
し、
二
年
目
か
ら
本
格
的
な
開
拓

に
と
り
か
か
っ
た
。

開
拓
者
た
ち
は
、
長
岡
開
拓
団
長
を
中
心
に
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
開
拓
補
助
を
頼

り
に
、
山
林
や
原
野
を
き
り
ひ
ら
いて
畑
作
を
行
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
は、
イ
ナ

キ
ビ
・
ア
ズ
キ
・
バ
レイ
シ
ョ
が
豊
作
で
あ
っ
た
。
し
かし
、
火
山
灰
地
の
た
め
畑
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作
を
行
う
に
は
多
量
の
施
肥
を
必
要
と
す
る
の
で、
肥
料
代
に
追
わ
れ
て
経
営
は
苦
し
か
っ
た
。

そ
こ
で、
安
定
し
た
現
金
収
入
と
肥
料
の
自
給
を
は
か
る
た
め
、
酪
農
に
と
り
く
む
農
家
が
増
え
て
き
た
。
道
の
貸
付
牛
一
頭
か
ら
酪

農
を
は
じ
め
る
農
家
も
あ
っ
た
が
、
冷
涼
湿
潤
な
気
候
と
広
大
な
原
野
は
酪
農
経
営
を
安
定
し
た
も
の
に
の
ば
し
て
い
っ
た
。
昭
和
三十

年
代
に
は、
平
均
一
〇
頭
前
後
の
乳
牛
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既
存
農
家
地区
で
も
戦
前
か
ら
酪
農
の
伝
統
が
あ
り
、
開
拓
地
区

と
あ
わ
せて
柏
原
は
苫
小
牧
市
の
近
郊
農
業
地
域
と
し
て
の
経
済
性
を
高
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

開
拓
入
植
戸
数

入
植戸
数

年
次
昭
和二
四
年

二
五
年八

五

二
七
年

二
八
年四

三
〇
年○

三
一
年九

三二
年O

三三
年

1

計四三

(四)
第
四
期
・
宅
地
造
成
と
養
鶏
時
代

昭
和三
十
七
年、
よ
う
や
く
農
業
経
営
が
安
定
し
つ
つ
あ
っ
た
柏
原
に
二
つの
変
化
が
起
った
。
宅
地
造
成
と
養
鶏
が
そ
れ
で
あ
る
。

昭
和三
十
三
年
、
苫
小
牧
港
の
内
陸
掘
り
込
み
が
開
始
さ
れ
る
と
、
土
木
建
築
業
関
係
者
を
は
じ
め、
人
口
の
社
会
増
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
で
に
苫
小
牧
市
は
、
西
町、
緑
町
に
公
営
住
宅
の
建
設
お
よ
び
分
譲
地
の
造
成
を
行
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
人
口
の
社

会
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
宅
地
造
成
の
気
運
が
市
内
外
に
も
り
あ
が
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
多
く
の
不
動
産
業
者
が、
糸
井、
錦
岡
な
ど
の
西
部
地
域、
中
野、
沼
の
端、
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
原
野
な
ど
を
買
収
し
て

宅
地
造
成
に
の
り
出
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
の
苫
小
牧
市
の
不
動
産
業
者
数
は
四
八
を
数
え
て
い
る
。

昭
和三
十
七
年
八
月、
苫
小
牧
市
内
佐
藤
病
院
の
佐
藤
玄
一
院
長
は、
柏
原
に
分
院
建
設
の
た
め
用
地
を
取
得
し
た
。
つ
い
で
同三十

付
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八
年
四
月、
苫
小
牧
市
道
南
拓
地会
社
は
旧
松
田
牧
場
南
端
の
低
湿
地一
四
八
町
歩
を
買
収
し
た。
こ
の
土
地
は
昭
和三
十
八
年二
月
に

松
田
武
雄
(松
田
利三
郎の
子
息)
が
売
却
し
た二
五
〇
町
歩
の
半
分
に
あ
た
っ
て
い
た
。

道
南
拓
地会
社
は
湿
地
を
埋
め
て
整
地
・
区
画
し、
分
譲
地
と
し
て
売
り
出
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
養
鶏
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は、
わ
が
国
の
経
済
成
長
が
は
じ
ま
っ
た
時
期
に
あ
た
り、

生
活
水
準
が
向
上
し
て
食
生
活
の
内
容
も
変
化
し、
鶏
卵
の
需
要
が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
。
苫
小
牧
市
も
工
業
港
の
掘
り
込
み
開
始
に
よ

る
関
連
産
業
の
活
発
化
な
ど
で
人
口
増
加
が
い
ち
じ
る
し
く
、
鶏
卵
の
需
要
も
増
加
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
鮭
川
長
司
(の
ち
養
鶏
組合
長)、
牧
義.
(
昭
和
四
十
一
年
・
既
存
農
家
組合
長)、佐

藤
貞
(昭
和
四
十
一
年
・
開
拓
農
家

組
合
長)
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
養
鶏
に
と
り
く
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
大
部
分
の
農
家
で
は
自
給
用
に
平
飼
い
の
ニ
ワ
ト
リ
を
数
一
〇
羽
飼
育
し
て
い
た
が、こ

れ
を
ケ
ー
ジ
飼
い
と
し
、農
業
改
良
普

及
所
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一戸
で
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
羽
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年、
柏
原
の
養
鶏
の
発
展
を
祈
念
し
て
鶏
魂
碑
が
建
立
さ
れ
た。
八
月二
十
日、
篠
田
耕
作
国
務
大
臣、
大
泉
源
郎
苫
小

牧
市
長
ら
が
出
席
し
て
盛
大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
以
後、
こ
の
日
を
例
祭
日
と
定
め、
鶏
の
供
養、
養
鶏
組
合
員
の
研
修
お
よ
び
慰

安
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

養
鶏
農
家
は、
こ
れ
を
専
業
と
す
る
も
の
は
少
な
く
、
酪
農
で
一
〇
頭
前
後
の
乳
牛
を
飼
育
し
な
が
ら
養
鶏
を
行
う
形
式
の
養
鶏
農
家

が
多
か
っ
た
。

次
に
昭
和
四
十
一
年
に
お
け
る
養
鶏
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

ひ
な
は
岐
阜
県
の
後
藤
養
鶏
場
か
ら
一
羽
八
五
円
の
価
格
で
仕
入
れ
た
。
育
す
う
期
間
は
一八
〇
日
で、

一羽
分
約
八
〇
〇
円
の
育
す

う
費
を
要
し
た
。
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鳥魂碑

柏 原 鶏 魂 碑(昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

飼
育
に
は
ケ
ー
ジ
を
用
い
、
設
備
費
は
一
羽
分
約
一
八
〇
円
を
要
し
た
。
飼
料
は、

配
合
飼
料
を
用
い、
ビ
タミ
ン
剤
・
カ
キ
殻
を
混
入
し
た
。
配
合
飼
料
は
一
袋
二
〇

キ
ロ
の
も
の
七
七
〇
～
八
二
〇
円
で
購
入
し
た
。
成
鶏
一
羽
あ
た
り
年
間
一
一
〇
キ

ロ
を
必
要
と
し
た
。

集
卵
は
毎
週
木
曜
に
行
わ
れ、
一キ
ロ
あ
た
り
一
八
〇
～
二
一〇
円
の
卵
価
で
あ

っ
た
。

鶏
種
は
、
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ン
、
ア
ス
ト
ー
ン
、
ハ
イ
ス
ド
ル
フ、
白
色
レ
グ
ホ
ー
ン

が
飼
育
さ
れ
た
。
伝
染
病
のニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病、
コ
クシ
ジ
ュ
ー
ム
の
伝
染
を
防

ぐ
た
め
、
鶏
舎
へ
の
部
外
者
の
立
入
は
厳
重
に
制
限
さ
れ
た
。

養
鶏
は
平
均
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
産
卵
率
に
よ
っ
て
経
済
的
に
維
持
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て、
産
卵
率
の
低
下
し
た
個
体
は
廃
鶏
と
し
て
淘
汰
さ
れ、
精
肉
業
者
に
売

却
さ
れ
た
。
廃
鶏
の
平
均
年
令
は
、
生
後
一
年
半
か
ら
二
年
で、

一
キ
ロ
あ
た
り
一

六
〇
円
で
ひ
き
取
ら
れ
た
(一
羽
平
均二
キ
ロ
グ
ラ
ム)。

平
飼
い
と
比
較
し
て
の
ケ
ー
ジ
飼
い
の
長
所
は
、
小
面
積
で
集
中
的
に
給
じ
、
採

卵
な
ど
の
作
業
が
で
き
る
、
伝
染
病
の
ま
ん
延
を
防
止
で
き
る
、
け
ん
か
に
よ
る
け
が
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
平
飼
い
に
比
較
し
て
の
短
所
は
寿
命
が
短
い
(平
飼
い
な
ら
数
年
は
産
卵
率
が
落
ち
な
い)
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

付
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四
淡
水
漁
業

大
正
十三
年、
山
形
県
出
身
の
鮭
川
勘
次
郎
が
柏
原
に
移
住
し
て
き
た。
勘
次
郎
は
農
業
の
か
た
わ
ら
付
近
の
遠
浅
沼
で
漁
業
を
は
じ

め
た
。

/----3 間-----T
1.5間

10間

待ち網の図…… 鮭川長司氏による。

漁
法
は
主
と
し
て
待
ち
網
を
用
い
た
。こ
の
網
は
勘
次
郎
の
創
案
に
よ
る
も
の
で
、

永
久
的
に
遠
浅
沼
の
海
側
の
出
口
付
近
に
仕
掛
け
ら
れ、
遡
上
し
て
く
る
魚
が
仕
掛

け
網
に
入
っ
た
こ
ろ、
上
の
網
を
は
ず
し
、
タ
モ
で
す
く
っ
て
漁
獲
し
た
。

水
産
物
と
し
て
は、
コ
イ、
ウ
グ
イ
、
フ
ナ、
ウ
ナ
ギ
、
エ
ビ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
ヤ

ツ
メ
(ヤツ
メ
ウ
ナ
ギ
と
は
別
種)
な
ど
商
品
と
し
て
出
荷
で
き
る
も
の
と
、
ドジ
ョ
ウ

カ
ジ
カ
(ゴ
タッ
ペ)
、
サ
ク
ラ
ガ
イ
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
と
当
時
商
品
価
値
の
な
い
も
の

が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
主
産
物
は
ウ
グ
イ
(漁
期
は
春
・
秋)
、
ワ
カ
サ
ギ
(秋)
、
コ
イ

(夏)
で、
と
く
に
ウ
グ
イ
は
秋
に
海
か
ら
川
に
の
ぼ
っ
て
越
冬
し
、
春
に
海
に
く

だ
る
習
性
が
あ
る
の
で
通
路
に
網
を
仕
掛
け
て
大
量
に
漁
獲
し
た
。

往
時
は
、
年
間
一
万
貫
(三
七・
五
トン)

の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

遠
浅
沼
に
は
ジ
ュ
ン
サ
イ
が
生
育
し
て
お
り
、
こ
れ
を
採
取
し
て
販
売
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

鮭
川
勘
次
郎
が
記
録
し
て
い
た
大
福
帳
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
価
格
が
み
ら
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れ
る
。

一
箱
七
円
五〇
銭
(一
箱
は
一〇
貫
=三
七
・
五
円)

ウ
グ
イ
焼
ぼ
し
鹿
の谷

チ
カ
(ワ
カ
サ
ギ)

二
貫
一円
六
〇
銭

コ
イ

一本
一貫
四〇
〇
タ
四
円
二
〇
銭

ウ
グ
イ
は
焼
き
ぼ
し
に
さ
れ
た
あ
と
一
五
尾
ず
つ
串
に
さ
れ、
三〇
連
を
一
箱
に
納
め
ら
れ
た
。(一

箱
は
四
五〇
尾
と
な
る
)。

こ
れ
ら
の
漁
獲
物
は
、
お
も
に
道
内
の
炭
鉱
(歌志
内
・
夕
張・
幾
春
別
・
上
砂川
・
茂
尻
・
赤
平
・
美
唄)
に
送
ら
れ
た
。
焼
き
ぼ
し
は
採
炭

夫
の
食
卓
に
供
せ
ら
れ
た
。
主
婦
は
夫
の
無
事
を
祈
っ
て、
毎
日
お
か
しら
づ
き
の
ウ
グ
イ
を
食
膳
に
つ
け
た
。
い
う
ま
で
も
な
く、

お

か
し
ら
づ
き
の
魚
と
し
て
は
ウ
グ
イ
が
も
っ
と
も
安
価
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
食
料
難
時
代
に
は
、
町
か
ら
石
油
か
ん
を
背
負
っ
て
き
た
人
た
ち
に
、
直
接
タ
モ
で
す
く
っ
て
販
売
し
た
と
いう
。

そ
の
後、
釣
人
の
増
加
な
ど
に
よ
り
魚
類
の
減
少
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で、
昭
和二
十
七
年
に
勇
払
川
淡
水
漁
業
協
同
組
合
が
設

立
さ
れ
た
。
組
合
は
、
勇
払
川
水
系
一
帯
(勇
払
川
・
安
平
川
・
勇
振
川
・
ウ
ト
ナ
イ
湖
・
第
一
幹
線・
遠
浅
川・
美
川々
な
ど)
の
漁
業
権
を
も
ち
、

柏
原
か
ら
鮭
川
長
司
(勘
次
郎
の
子)、
松
本
顕
一
が
組
合
員
と
な
っ
て
(沼
の
端
の
四
名
を
加え
て六
名
で
組合
を
構
成し
た)、
お
互
い
の
利
益
と

資
源
保
護
に
つ
と
め
た
。

組
合
は、
勇
払
川
水
系
一
帯
の
河
川
な
ど
で
釣
り
を
す
る
人
から
入
漁
料
を
と
る
権
利
を
有
し
て
い
た
が、
広
大
な
地
域
で
は
実
行
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
オ
サ
ギ
、
ア
イ
サ
ガ
モ、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
に
よ
る
魚
類
の
害
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
ア
オ
サ
ギ
は
浅
瀬
で
ア

イ
サ
ガ
モ
は
水
中
で
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
魚
を
捕
食
し
、
カ
ワ
セミ
は
も
っ
と
小
さ
い
魚
を
と
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
人
為
的、
自
然
的
原
因
に
よ
る
水
産
資
源
の
不
足
を
補
う
た
め
、
有
用
魚
の
稚
魚
の
放
流
を
行
っ
た
。
コ
イ
は
札
幌
中
の

島
の
ふ
化
場
か
ら
取
り
寄
せ
て
昭
和
四
十
年
ま
で
一
万
二
、
〇
〇
〇
尾
、
ワ
カ
サ
ギ
は
大
沼、
洞
爺
湖
から
と
り
寄
せ
て
六
、
〇
〇
〇
万

付
編
部
落
史
・
柏
原

1875



苫
小
牧
市
史
下
巻

尾
を
放
流
し
た。
サ
ケ
の
放
流
も
行
わ
れ、
昭
和
四
十
年
に
は三
、
〇
〇
〇
尾
を
捕
獲
し
た
。

五
教
育
と
文
化

遠
浅
特
別

明
治
・
大
正
期
の
軍
馬
と
乳
牛
の
松
田
牧
場
時
代
が
過
ぎ
、
第
一
次
・
第
二
次
開
拓
農
家
が
入
植
す
る
と
、
定
住
人
口
は
増
え
子
弟
の

教
育
の
た
め
の
学
校
そ
の
他
の
施
設
を
の
ぞ
む
住
民
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
た
。

大
正
五
年
三
月
、
北
海
道
牧
畜
会
社
の
業
務
担
当
社
員
で
あ
る
松
田
利三
郎
は
こ
の
牧
場
で
働
く
牧
夫
や
農
夫
、
炭
焼

教
授
場
き
人
夫
の
子
供
た
ち
の
た
め、
こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
私
設
簡
易
教
育
所
の
教
科
書
を
除
く
一
切
を
寄
付
し
、
公
設
の
苫
小

牧
尋
常
高
等
小
学
校
所
属
遠
浅
特
別
教
授
場
が
設
置
さ
れ
た
。

大
正
五
年
の
児
童
数
は
男
一
〇
名、
女
五
名
の
一
五
名
で
あ
っ
た
が、
児
童
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
同
十
年
に
は
ニ
ナ
ル
カ
特
別
教
授

場
に
合
併
さ
れ、
廃
校
と
な
っ
た
。

柏
原
小
学

松
田
牧
場
時
代
は、
傭
い
の
牧
夫、
出
稼
ぎ
の
炭
焼
夫
な
ど
単
身
者
が
大
部
分
の
住
民
で
あ
っ
た
た
め、
学
校
の
必
要

校
の
沿
革
性
は
な
か
っ
た
が、
家
族
を
と
も
な
っ
た
開
拓
農
家
が
入
植
す
る
と
、
学
校
の
設
置
が
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
開

拓
者
の
子
弟
は
、
地
元
に
学
校
が
な
い
た
め
、
二
里
も
離
れ
た
遠
浅
の
小
学
校
ま
で
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年、
学
校
設
置
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
人
員
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
却
下
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
ご
ろ
に
第二
回
目

の
陳
情
を
行
っ
た
が
、
前
と
同
じ
理
由
で
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

昭
和二
十
一
年、
三た
び
学
校
設
置
の
運
動
が
も
り
あ
が
っ
て
き
た
。
有
志
た
ち
は、
部
落
の
共
同
作
業
場
を
校
舎
と
し
て
小
学
校
を

新
設
し
て
も
ら
い
た
い
と、
当
時
の
西
田
苫
小
牧
町
長
あ
て
陳
情
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

学
校
誘
置
運
動
を
行
っ
た
柏
原
小
学
校
建
築
期
成
会
は、
会
長
中
沢
茂、
副
会
長
建
築
係
富
樫
信
一、
資
材
係
金
子
友
吉
、
会
計
係
鮭
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川
長
司
を
役
員
と
し
て
構
成
さ
れ、
い
ま
ま
で
に
な
い
熱
心
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

つ
い
に、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
五
日
、
沼
ノ
端
小
学
校
付
属
分
教
場
設
置
が
認
可
さ
れ、
二
十
三
年二
月二
日、
柏
原
七
十
一
番
地

の
共
同
作
業
場
を
校
舎
と
し
て
、三
五
名
(男
一
九
名・
女
一六
名)
の
児
童
が
入
学
し
た
。
地
元
住
民
の
一
〇
年
余
に
わ
た
る
念
願
が
か
な

え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

柏原小学校(昭和46年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

付
編
部
落
史
・
柏
原

長
尾
睦
人
が
分
校
主
任
と
し
て
赴
任
し
た
が、
ま
も
な
く
昭
和二
十
三
年
四
月
一

日
、
柏
原
小
学
校
と
し
て
独
立
、
初
代
校
長
と
な
っ
た
。

長
尾
校
長
は、
宮
城
県
石
越
村
の
出
身、
苦
学
し
て
教
育
免
許
を
と
り
、
志
を
立

て
て
来
道、
大
正
十
三
年
苫
小
牧
西
小
学
校
の
准
訓
導
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
樽
前

小
学
校
・
沼
ノ
端
小
学
校
に
勤
務
し
た
。
昭
和
十
六
年
に
仁
成
花
(静川)

小
学
校

長
と
な
り
校下
住
民
の
信
望
を
あ
つ
め
て
い
た
。

昭
和二
十
五
年、
待
望
の
新
校
舎
(八
〇
坪)
が
落
成
し
た
。
旧
校
舎
の
作
業
所
か

ら
柏
原
一
五
番
地の
新
校
舎
に
移
転
し
た
。
国
費
六
〇
万
円
・
市
費
九
五
万
円
の
計

一
五
七
万
円
の
建
設
費
で
あ
っ
た
。
校
地
は、
地
元
有
志
の
努
力
に
よ
り
開
拓
予
定

地
三
町
歩、
部
落
地二
町
歩、
計
五
町
歩
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

昭
和三
十
二
年
に
調
理
室
増
築
、
同
三
十
六
年
に
長
さ
一〇
メ
ー
ト
ル
の
水
泳
プ

ー
ル
が
P
T
A
の
協
力
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
同
三
十
七
年
に
は
、
へ
き
地
集
会
室

を
兼
ね
た
七
〇
坪
の
体
育
館
が
完
成
し
た
。
同
四
〇
年
に
は
理
科
室、
普
通
教
室、

渡
り
廊
下
が
増
築
さ
れ
て、
学
校
と
し
て
の
施
設
・
設
置
が
し
だ
い
に
充
実
す
る
と
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と
も
に
柏
原
の
教
育
文
化
の
中
心
施
設
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
ので
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
の
秋、
苫
小
牧
東
部
工
業
港
の
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
、
柏
原
は
工
業
団
地
用
地
に
予
定
さ
れ
た
。
同
年
十二
月
か
ら

用
地
買
収
が
は
じ
ま
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
度
に
入
る
と
、
離
村
が
は
じ
ま
り
、
実
に
二
一
名
の
転
出
児
童
を
記
録
し
て
い
る
。

柏原集会所(昭和43年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
九
日
に
第
二
二
回
卒
業
式、
三
月
二
十
三
日
に
は
修
了
式

と
あ
わ
せ
て
廃
校
式
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

柏
原
公
民
館

昭
和三
十
二
年、
柏
原
公
民
館
設
立
期
成
会
(会長
福
永
寿一、

と
保
育
所
副
会
長
中沢
久)
が
組
織
さ
れ
た
。
公
民
館
と
い
っ
て
も、
新
築
す

る
の
で
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
の
で、
旧
松
田
牧
場
の
事
務
所
の
建
物
を
柏
原
小

学
校
の
校
地
内
に
移
築
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
建
物
は、
松
田
牧
場
閉
鎖
後、

勇
払
開
拓
試
験
場
の
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
も
な
く
試
験
場
も
閉
場

さ
れ
た
の
で、
公
民
館
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和三
十
五
年、
移
転
工
事
は
完
了
し
た
。
新
し
い
公
民
館
は
、
青
年
団
、
婦
人

会
、
部
落
会
の
会
合
、
映
画
会
、
学
芸
会
(小
学
校
に
体
育
館
がで
きる
ま
で)
な
ど
に
利

用
さ
れ
た
が、
も
っ
と
も
柏
原
の
人
び
と
に
好
評
を
得
ら
れ
た
の
は
季
節
保
育
所
で

あ
っ
た
。

昭
和三
十
七
年
五
月
十
日
、
保
育
所
開
所
式
が
行
わ
れ、
三〇
名
の
こ
ど
も
た
ち

が
入
所
し
た
。
初
代
保
母
と
し
て
柏
原
小
学
校
長
夫
人
鎌
田
ク
ニ
が
保
育
に
あ
た
っ
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た
。
以
後
、
保
育
所
は
毎
年
七
月
～
九
月
の
農
繁
期
に
開
設
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
か
っ
て
柏
原
小
学
校
の
仮
校
舎
と
も
な
っ
た
共
同
作
業
場
が
と
り
こ
わ
さ
れ、
そ
の
跡
に
福
祉
会
館
が
建
設
さ
れ
た
。

二
月
に
作
業
場
の
解
体
が
は
じ
ま
り
、
住
民
の
協
力
に
よ
り
五
月
に
は
竣
工
し
た
。

青
年

柏
原
の
最
初
の
青
年
団
は、
昭
和
十
三
年
に
山
田
貢
を
会
長
と
し
て
発
足
し
た
。
苫
小
牧
町
檞
ケ
原
青
年
団
と
称
し
、
会

活
動

員
は
一
〇
名
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
戦
時
体
制
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
に
解
散
し
た
。

昭
和二
十
一
年
、
粟
津
周
吉
を
会
長
と
し
て
柏
原
青
年
同
志
会
が
誕
生
し
た
。
農
事
研
究
・
相
互
親
睦
・
社
会
奉
仕
を
目
的
と
し
、
機

わだち

関
誌
『轍』『火

山
灰
地』
の
発
刊、
演
芸
会
で
の
『瞼
の
母
』
上
演
な
ど
を
行
っ
た
。

昭
和二
十
四
年、
青
年
団
復
活
準
備
会
が
発
足、
翌二
十
五
年
に
柏
原
青
年
団
再
発
足
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
団
長
に
鮭
川
勘
一
が
選

ば
れ
た
。
団
員
の
減
少
に
よ
り
、
二
年
間
の
活
動
で
解
散
し
た
。

昭
和三
十
年
に
は
、
柏
原
青
年
同
志
会
(会
長
黒
沢
美
代
高)
の
再
発
足
と
4
H
クラ
ブ
(会長

福永
栄)
の
結
成
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
三
十
三
年
に
は、
開
拓
農
家
地
域
に
柏
原
酪
農
青
年
研
究
会
が
発
足
し
た
。
会
長
は三
好
武
広
で、
酪
農
の
経
営
設
計
の
研
究
を

目
的
と
し
て
会
誌
『
柏
原
酪
青
』
を
発
行
し
た
。

4
H
ク
ラ
ブ
は
昭
和三
十
八
年
ま
で
活
動
を
続
け
た
が
、
そ
の
後
は
自
然
消
滅
し
た
。

昭
和
四
十
一
年、
柏
原
青
年
学
級
が
発
足
し
た
。
二
二
名
の
青
年
が
参
加
し
、
学
級
長
に
は
粟
津
寿
夫
が
選
ば
れ
た
。
高
浪
良
雄
学
級

主
事
の
指
導
の
も
と
に、
講
演
会、
視
察
旅
行
、
運
動
会
、
ダ
ン
ス
講
習
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

以
後
、
青
年
学
級
は
毎
年
開
設
さ
れ
て
活
発
に
活
動
を
続
け
た
。
昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
七
日
、
解
散
総
会
と
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。
最
後
の
学
級
長
は
鮭
川
聖
司、
学
級
生
は
一二
名
で
あ
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
柏
原
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柏原病院(昭和43年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

柏
原

昭
和三
十
七
年
八
月
、
苫
小
牧
市
内
佐
藤
病
院
の
佐
藤
玄
一
院
長
は
柏
原
に
五
町
七
段
の
土
地
を
購
入
し
た
。
矢
代
町
の

病
院
病
院
が
手
狭
ま
に
な
っ
た
の
で、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ーシ
ョ
ン
の
治
療
部
門
を
分
離
し
て
分
院
を
建
設
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
八
月
起
工
、
三十
九
年
一
月
竣
工、
二
月
一
日
に
奥
村
分
院
長
が
派
遣
さ
れ
て
開
院
と
な
っ
た
。

佐
藤
病
院
が
昭
和二
十
九
年、
矢
代
町
に
建
設
さ
れ
る
と
き
、
精
神
科
の
た
め
地
元
住
民
の
反
対
運
動
が
あ
っ
た
の
で
、
柏
原
病
院
建

設
に
あ
た
って
も
地
元
住
民
の
不
安
・
反
対
の
動
き
が
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
た
。

建
設
工
事
が
は
じ
ま
る
と
予
想
さ
れ
た
反
対
運
動
は
起
ら
ず

「近
く
に
病
院
が
で
き
れ
ば
、
急
病
の
場
合
お
願
い
で
き
る」「大

き
な
病
院
が
で

き
れ
ば、
近
く
に
住
宅
や
商
店
が
で
き
地
域
が
発
展
す
る
」「
地
価
が
あ
が
る
の
で
、

遊
休
地
を
処
分
す
れ
ば
不
足
な
営
農
資
金
に
ま
わ
せ
る
」
な
ど
、
病
院
建
設
歓
迎
の

声
が
あ
が
っ
て
き
て
、
柏
原
病
院
建
設
期
成
会
が
つく
ら
れ
て、
病
院
建設
を
側
面

か
ら
支
援
し
た
。

開
院
後
、
期
成
会
は
柏
原
病
院
協
力
会
と
名
称
を
か
え
、
病
院
の
事
務
に
協
力
し

た
。昭
和
四
十
五
年二
月、
柏
原
病
院
は
六
年
半
に
わ
た
る
柏
原
で
の
業
務
を
終
え、

苫
小
牧
市
樽
前
に
『道
央
佐
藤
病
院
』
と
し
て
移
転
し
た
。

神
社
柏
原
病
院
の
前
に
小
さ
な
神
社
が
あ
る
。
祭
神
は
八
幡
大
菩
薩
で
、
昭

和
七
年
に
室
蘭
の
八
幡
神
社
から
勧
請
し
た
も
の
で、
昭
和
十
年
に
現
在
地
に
祭
ら

れ
た
。
毎
年
六
月
十
五
日
に
例
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
が、
同三
十
七
年
ご
ろ
か
ら
九
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月
十
五
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
典
に
は、
社
殿
の
前
で
家
畜
の
共
進
会
も
開
催
さ
れ
た
。

六
交
通
と
電
気

交
通
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
は、
日
高
国
鵡
川
流
域
の
石
炭
お
よ
び
鉱
産
物
を
開
発
す
る
た
め
、
沼
の
端
・
富
内
間
の
鉄
道
敷
設

工
事
を
大
正
九
年
五
月
に
着
工
し
た
。
大
正
十
一
年
、
沼
ノ
端
・
生
鼈
間
が
開
通
し
、
柏
原
に
も
北
松
田
駅
が
設
置
さ
れ
た
。

大
正
十
五
年
に
は
、
北
海
道
鉄
道
札
幌
線
沼
ノ
端
・
苗
穂
間
が
開
通
し
、
柏
原
北
端
に
近
い
場
所
に
植
苗
駅
が
開
業
し
た
。
昭
和
九
年

に
は、
金
山
線
の
苫
小
牧
駅
乗
り
入
れ
が
実
現
し、
柏
原
住
民
の
札
幌
お
よ
び
苫
小
牧
方
面
へ
の
足
の
便
が
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た。

昭
和
十
八
年
八
月、
北
海
道
鉄
道
は
日
本
国
有
鉄
道
に
買
収
さ
れ、
札
幌
線
は
千
歳
線
に、
金
山
線
は
富
内
線
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変

更
に
な
っ
た
。
そ
の
年
十
一
月
に
は
富
内
線
の
沼
ノ
端
・
豊
城
間
は
廃
止
と
な
り、
日
高
線
の
鵡
川
か
ら
富
内
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
北
松
田
駅
も
廃
止
と
な
っ
た
ので
あ
る
。

昭
和二
十
七
年
九
月、
金
山
線
が
撤
去
さ
れ
た
跡
に
市
営
バ
ス
が
通
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
柏
原
西
口
・
柏
原
中
央
・
柏
原
東
口
の三

つの
停
留
所
が
設
置
さ
れ
た
。
同
三
十
八
年
の
柏
原
病
院
建
設
に
と
も
な
っ
てバ
ス
路
線
は
柏
原
小
学
校
ま
で
延
長
さ
れ、
翌三
十
九
年

に
は
柏
原
病
院
前
に
停
留
所
が
設
置
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
一
年
六
月、
国
鉄
室
蘭
本
線
に
並
行
し
て
国
道
二
三
四
号
線
が
開
通
し
、
早
来
バ
ス
の
運
行
も
は
じ
ま
っ
た
。

電
気
電
燈
線
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
沼
ノ
端
か
ら
架
設
さ
れ
た
。
同
二
十
四
年
に
入
植し
た
開
拓
農
家
へ
は
同二
十
九
年
に
電
燈

線
が
通
じ
た
。

昭
和三
十
二
年
に
有
線
放
送
が
設
置
さ
れ、
戦
時
中
か
ら
の
回
覧
板
連
絡
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
。

付
編
部
落
史
・
柏
原
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苫
小
牧
市
史
下
巻

七
農
業
経
営
の
実
態

苫
小
牧
市
役
所
農
林
課
の
昭
和
四
十
年
度
営
農
実
績
集
計
総
括
表
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
実
態
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
。

農
業

農
家
戸
数
は
、
既
存
農
家
二
〇
戸
、
開
拓
農
家
三
七
戸
、
計
五
七
戸
(い
ず
れ
も
昭
和
四
十
年
度)
で
あ
る
。
農
業
人
口
の
内

人
口
訳
は
表
の
と
お
り
に
な
っ
て
いる
。

農
家
一
戸
あ
た
り
の
家
族
数
は
七
・
九
人
と
な
り
、
全
国
平
均
四
・
〇
五
人
(昭
和四
十
年
国
勢
調
査)
を
か
な
り
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
就

業
労
働
力
は
、
一戸
あ
た
り二
・
七
人
と
な
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば、
柏
原
全
域
の
総
人
口
は
四
八

七
人
(戸
数
八
六
戸)
で
あ
った
。

利 土
地

計

開
拓
農
家

既
存
農
家

就
男

八
三

四
五

三
八 業

人
口
女

七
三

四
三

三〇
含
ま
な
い)

就
業
人
数
を
)

家
族
:
数

二
九
八

一
七
一

一二
七

計

四
五
四

二
五
九

一
九
八

柏
原
の
農
業
人
口
(昭
和
四
十
年
度
)

(『営
農
実
績
集
計
総
括
表
』
昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
農
林
課)

柏
原
の
総
面
積
お
よ
び
土
地
利
用
状
況
は
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
農
家
一
戸
あ
た
り
の
所
有
面
積
は、
平
均二

:
用

一・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
。
そ
の
う
ち
耕
地
は
一
戸
あ
た
り
八
・
一四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
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平

一
戸
あ
た
り

%% 計

開
拓
農
家

既
存
農
家

四六四・三三

三三
・三

一四一・一

畑
耕
樹
園

0 0 0 地

八・一四

四六四・三二

三
三・三

一四一・一
二三
・三

集
約
草
地 草

九九・五

六四・0

三五・五

そ
の
他
地

二・五
10・七三

一三三・九

七五・一

五八・八 計

四七・七

三
・六

五
・一

人
工
林
天
然
林

山
林

八・三七

三七・七八

四七一・四

二八七・六

一八八・八
計

0・二四

一・10

一三・八三

八・二
三

五・七

宅
地

二・九

一三・三

一六五・〇八

八八・三

七六・七

そ
の
他

三
・九

100.00

一三四八・四三

七八二・三三

四六六・一

合
計

(『営
農
実
績
集
計
総
括
表
』
昭
和
四
十
一
年
苫
小
牧
市
農
林
課
)

畑
作
地
柏
原
に
は
、
総
面
積
の
三
十
七
%
に
相
当
す
る
畑
作
地
が
あ
る
。

小
豆
・
大
豆
・
え
ん
麦
・
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
二
十
種
以
上
の
収
穫
物
が
あ
っ
た
。

家
畜
お
よ

家
畜
・
家
き
ん
と
し
て
多
く
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
は
、
乳
牛
と
鶏
で
あ
る
。
乳
牛
は
一戸
あ
た
り
平
均
七
・
二
頭
が
飼

び
施
設
育
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ
ロ
は
四
八
基
を
数
え
た
。

鶏
は
一
戸
平
均
二
〇
七
羽
で
あ
り
、
近
年
ケ
ー
ジ
飼
い
が
普
及
し
て
企
業
的
養
鶏
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

既
存
農
家
一〇
六

成
乳

一
五

二
歳
牛|三二
一
一
歳
二三 成

馬二
歳
未
満
繁
殖
豚
肥
育

鶏二
、
二
五
〇

若
め
ん
羊

山
羊四

一
九

サイ
ロ
ビニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

施

設育
す
う
器四

家
畜
お
よ
び
施
設

二
二二

一一
四
、
四
七
七

成

四
三・七

二七五・〇

一四八・七

計

三
・四

土
地
利
用
・
単
位
ル
(昭
和
四
十
年
度
)

1883
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放 採 え そ 玉 馬 菜 小 大
の

ん 他 蜀 鈴
雑

牧 草

デ
ン
ト
コ
ー
ン

青
刈
飼
料

麦 穀 黍 薯 豆 豆 豆

二
五
・
四

四
三
・
一五

二
六
・
五

九
・二

三
・
三

〇
・
一

二
・
〇

一
・九

二
・
一

一三
・
一

〇
・
三

面
積

四
六
四、
八
七
五

八
六
四
、
八
〇
〇

八
〇
〇
、
一二
五

二
〇
六
、
三
七
五

五
、
五
一〇

五
〇

二、
六
四
〇

二
四
、
二
五
〇

一、
七
二
〇

九
、
四
九
五

収収
島 量

四
四
六
、
二
八
〇

八
三
〇
、
二
〇
八

一、
二
八
八、
二
〇
一

五
〇
七
、
六
八
二

一八
一、
八
三〇

二
、
二
八
五

七
六、
二八
六

二
〇
、
六
七
五

一
五
四
、
一
一二

一、
〇
七
三
、
四
五
四

一〇
、
六
七
四 円

農
業
収
入
・
既
存
農
家
(昭
和
四
十
年
度
)

計

開
拓
農
家

二
七
一

一
六
五

五
六

四
一

八
七

五
六

三
九

二
六

二|

○

九 七

一二
三
九
、
〇
二
三
二
、
八
〇
〇

二
四、
五
四
六

五
五
〇

一
八

一
四

四
八

二
九

二 二

一〇 六

苫
小
牧
市
史
下
巻

(『営
農
実
績
集
計
総
括
表
』
昭
和
四
十
年
苫
小
牧
市
農
林
課)

項
目

ha
一
八
〇

Okg

粗
収

入

1884



付
編
部
落
史
・
柏
原

小 大 麦 項
目

豆 豆 類

二
二
・
一五

〇
・
〇
五

ゴ
・
五

面
積

農
業
収
入
・
開
拓
農
家
(昭
和
四
十
年
度
)

(畑
宮
清
一
郎
『柏
原
開
拓
史
』
昭
和
四
十
六
年
「郷
土
の
研
究
3
」

計 菜 菜 菜

牧 牧 草 類 類 類 ラ 菜

二
〇
八
・
九

九
・
九
五

三
五
・
〇

一
二
・
〇

一
一
・八

〇
・
三

〇
・
二

〇
・
四

〇
・
五

〇
・
二

二
、
九
九
一
、
三四
四

二
七
五
、
五
六
二

一四
三
、
〇
〇
〇

一四
五
、
○
○
○

三
〇
、
〇〇

0

六
、
九
三
七

三
、
五
五
〇

一、
二七
五

三
〇
〇

五
、
八
〇
〇

六
、
四
一
五
、
七
一
九

七
四
四、
○
一
六

七
一、
六
二
五

一三
九
、
二〇
〇

二
八、
八
〇
〇

六三
、
六
八
五

二
一
、
二
二
八

五
六
、
四
五
〇

三
六
、
〇
〇
〇

四
一、
七
六
〇

1885

収

一七
、
四
五
〇

六
〇

一、
二
四
〇

量
k
g

二、
四
五
五、
二
三○

三
、
五
四
〇

五
四
、
六
一
二

粗
収

入
円

備
考

飼
用
根
菜

料
飼 放 放 採 根 果 葉 ア 甜

ス
ス
パ

ラ



苫
小
牧
市
史
下
卷

放 採 根 果 葉 ア 甜 放 採 飼 え そ 玉 馬 菜
の

菜 菜 菜

ス
パ

牧 草 類 類 類 ララ 菜 牧 草

料用
根

デ
ン
ト
コ
ー
ン

刈
飼

料 麦

一
二
・
四

一
・三

六
・
一五

八
・
七

四
・二
五

二
五
、
〇
〇
〇 1

四
八
、
九
五
○

七
一
、
四
四
五

九、
九
五
○

五
〇
〇

一六
一、
八三
〇

七
二
・
二

一、
〇
四三
、
〇
四
五

八
七
・
四
九

一
八
・
二

四
〇
・
八

一、
一八
七、
五
○
○

一八
七、
五
〇
〇

七
一
、
六
〇
五

六
〇
〇

二三
、
二
八
〇

一三〇
、
六
〇
五

二、
八
一
〇

二
四
、
〇
〇
〇

九
、
六
〇
〇

四
八
六
、
〇
〇
八

五
一
三
、
〇二
〇

一
九
六
、
五
〇
〇

一〇〇
、
八
〇
〇

一、
一五
七、
二
一
一

一、
一八
九、
六
四
七

一、
七
七
四
、
二
九二

一、
二二
二、
五
二
〇

二
、
一八
〇
、
一九
二

四
六
二
、
一九
二

五
八
三
、
〇
〇
五

二
七
、
四
二
〇

三三三
一
、
七
二
〇

一、
三
四
七
、
一三二

二
二
二
、
四
三
二

草
地
改
良

飼
料

ん 他 蜀 鈴
雑
穀 黍 薯 豆

三
・
五

三
・
二

四
・
〇
七

三
・
八
五

一
・七
五

一
・九

六
・三

一

一、
七
一
一、
四
五〇

四
八
五
、
〇
九
〇

一
・九
九
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放 採

計
牧 草三

七
八
・
〇
七

四
一
・三

一三三
・
一

五
一
八
、
六
〇
〇

一六
四
、
七
五
〇

一五
、
二
八
一、
九
六
四

野
草

(畑
宮
清
一
郎
『柏
原
開
拓
史』

昭
和
四
十
六
年
「
郷
土
の
研
究
3
」)

柏
原
農
業
は
、
大
き
く
分
け
て
畑
作
・
酪
農
・
養
鶏
の三
つ
の
農
業
形
態
に
よ
って
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

の
特
色
し
て、
そ
の
一
つを
主
と
す
る
も
の、
二
つ
を
組
み
あ
わ
せ
た
も
の
、
三
つを
兼
営
す
る
も
の
な
ど
の
類
型
が
認
め
ら
れ

る
。な
か
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
そ
菜
づ
く
り
に
専
念
す
る
農
家
も
で
て
き
た
が
、
平
均
的
な
柏
原
の
農
業
経
営
の
形
態
は
『酪
農

と
養
鶏
』
の
兼
業
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
養
鶏
農
家
の
増
加
の
原
因
は、
労
働
力
が
他
の
農
作
業
に
く
ら
べ
て
少
な
く
て
す
み
、
酪
農
同
様
に
現
金
収
入
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

畑
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
飼
料
作
物
の
ほ
か
大
豆
・
小
豆
・
菜
豆
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
ら
の
作
物
は
土
壌
・
気
象
条
件

を
考
え
る
と
収
量
の
増
加
は
期
待
で
き
な
い
が
、
苫
小
牧
の
人
口
増
に
よ
る
需
要
に
こ
た
え
る
た
め、
集
約
的
経
営
に
よ
る
そ
菜
づ
く
り

が
発
展
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か、
食
肉
の
需
要
増
を
予
想
し
て、
養
豚
に
と
り
く
ん
で
い
る
農
家
も
み
ら
れ
た
。

柏
原
に
は
二
つ
の
農
業
団
体
が
あ
っ
た
。
柏
原
農
業
協
同
組
合
(農
協)
と
柏
原
開
拓
農
業
協
同
組
合
(開
拓
農
協)
で
あ

組
合

る
。

二
つ
の

付
編
部
落
史
・
柏
原
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苫
小
牧
市
史
下
巻

い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
は
農
業
行
政
機
関
が
既
存
農
家
と
開
拓
農
家
と
に
農
家
を
分
け
て
行
政
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
開
拓
農
家
に

対
し
て
は
開
墾
補
助、
住
宅
補
助、
飲
料
水
施
設
補
助
な
ど
の
補
助
を
す
る
ほ
か
基
本
営
農
資
金、
振
興
対
策
資
金
な
ど
の
貸
付
も
行
っ

て
い
た
が、
既
存
農
家
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て、
部
落
会
も二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
柏
原
に
養
鶏
が
企
業
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ヒ
ナ
の
購
入
・
飼
育
の
研
究
な
ど
を
通
じ
て
『後
藤
養
鶏
友
の
会
』

が
生
ま
れ
、
既
存、
開
拓
両
地
域
の
農
家
が
会
員
と
な
っ
て、
両
地
域
の
協
力
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た、
牛
乳
の
共
同
出
荷、
販
路
を
通
じ
て
も
協
力
体
制
が
強
ま
っ
て
き
た。
柏
原
を
含
め
て、
苫
小
牧
農
業
協
同
組
合、
苫
小
牧
開

拓
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
苫
小
牧
市
農
業
共
済
組
合
の
三
者
で
『
農
協
牛
乳
』
を
苫
小
牧
市
民
に
供
給
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

八
東
部
開
発
計
画
と
離
村

昭
和
四
十
四
年
五
月、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た。
苫
小
牧
地
区
は、
重
化
学
工
業
を
中
心
と
す
る
中
核
工
業
地
帯

と
し
て
開
発
さ
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
同
年
九
月
から
苫
小
牧
東
部
工
業
港
建
設
の
た
め
の
用
地
取
得
が
道
議
会
で
決
ま
り
、
十
二
月
か
ら
用
地
買
収
が
開
始

さ
れ
た
。

昭
和
四
十
五
年
五
月、
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
苫
小
牧
東
部
地
区
に二
〇
万
ト
ン
級
の
大
型
船
舶
が
入

港
で
き
る
掘
り
込
み
式
の
工
業
港
を
建
設
し
て、
鉄
鋼
・
石
油
化
学
な
ど
の
工
場
を
配
置
す
る
大
規
模工
業
基
地
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
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柏
原
で
は
、
用
地
買
収
問
題
に
対
処
す
る
地
主
の
団
体
と
し
て
苫
小
牧
新
港
対
策
協
議
会
(会長

黒
畑徳
治の
ち
鯉
川
長
司)
が
発
足
し
た
。

柏
原
、
静
川、
弁
天
、
浜
弁
天
の
開
発
対
象
地
域
の
六
〇
%
が、
年
内
に
買
収
承
認
の
調
印
を
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
一
月
、
柏
原
開
拓
団
(開
拓
農
家
部
落
会)
の
解
散
式
が
ウ
ト
ナ
イ
温
泉
で
行
わ
れ
た
。三
月
に
入
っ
て
柏
原
部
落
会
(既

存
農
家
部
落
会)
の
解
散
式
が
洞
爺
湖
温
泉
で
開
か
れ
た
。

そ
し
て
、
三月
二
十三
日
に
柏
原
小
学
校
の
廃
校
式
が
行
わ
れ、
松
田
牧
場
か
ら
数
え
て
七
六
年
に
わ
た
る
柏
原
の
開
拓
の
歴
史
を
閉

じ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
(1)

『苫
小
牧
市
柏
原
台
地
地下
水
調
査
報
告
書
』
昭
和
三
十
八
年
北
海
道
開
発
局

(2)
『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
、『柏

原
沿
革
史
』
昭
和
四
十
六
年
柏
原
小
学
校、
同
青
年
学
級

付
編
部
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史
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植

苗

地
名
の

一
部
落
の
起
源

植
苗
は
ア
イ
ヌ
語
「ウ
ェン
ナ
イ
」
で
(ウ
ェン
・
悪
い、
ナ
イ
・
川)
と
い
う
意
味
。
美
川々
支
流
に
あ
る
川
を
さ
し
た
が、

由
来

この
地
は
湿
原
地
で、
ここ
か
ら
美
川々
支
流
に
流
れ
込
む
水
が
茶
褐
色
を
し
た
谷
地
臭
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
も
と
も
と
は
小
川
を
さ
す
も
の
が、
付
近
一
帯
の
地
名
と
な
り
、
明
治
六
年
に
は
勇
払
郡
開
拓
使
出
張
所
詰
黒

沢
正
吉
大
主
典
の
郡
内
村
落
整
理
統
合
に
よ
って、

ウ
ェ
ン
ナ
イ
村、
ビ
ビ
村
、
タ
プ
コ
プ
村
、
ユ
ウ
フ
リ
村
の
合
併
に
よ
る
植
苗
村
が

誕
生
し
た
。

当
初
は
安
平
村、
つま
り
早
来、
追
分
を
含
む
も
の
で
あ
った
が、
明
治三
十
三
年
の
分
村
に
よ
っ
て
現
在
の
地
域
と
な
っ
た
。
ま
た

当
初
は
『
勇
払
郡
植
苗
村』
で
あ
った
が、
同三
十
五
年
四
月
の
苫
小
牧
村
の二
級
町
村
制
実
施
に
よ
り
『勇
払
郡
苫
小
牧
村
大
字
植
苗

村
』
と
な
り
、
現
在
は
『苫
小
牧
市
字
植
苗
・
美
沢
』
と
な
っ
て
い
る
。

地
質
時
代
の
も
の
と
し
て
は、
支
笏
火
山
噴
出
物
(約三
万二
、
〇〇〇

年
前)に

埋
ま
り、
自
然
に
木
炭
の
よ
う
に
な
っ
た

遺
跡
の

分
布
炭
化
樹
木
が
あ
る
。

先
史
時
代
の
も
の
と
し
て
は、
美
川々
を
は
さ
む
両
側
の
段
丘
上
や
そ
の
裾
下
に
は
縄
文
時
代
か
ら
ア
イ
ヌ
期
に
至
る
多
く
の
遺
跡
を

包
含
し
て
いる
。
こ
のこ
と
は
、
古
く
から
当
地
方
が
生
活
の
基
本
に
な
る
食
物
(シ
カ、
魚、
貝
など)

が
豊
富
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

付
編
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当
地
方
に
お
け
る
有
名
な
遺
跡
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

タ
プ
コ
プ
遺
跡、
大
島
遺
跡、
平
田
遺
跡、
植
村
遺
跡
、
猿
子
遺
跡、
植
苗
貝
塚

二
自
然
環
境

位
置
苫
小
牧
市
街
地
中
心
か
ら
み
る
と
、
北
東
の
方
向
約
一二
キ
ロ
国
道三
六
号
線上
の
点
が
そ
の
入
口
で
あ
る
。
北
緯
四二
度
四

一分
から
四
七
分、
東
経
一
四
一
度三
七
分
から
四
七
分
ま
で
、
国
有
地
を
含
め
る
と
樽
前
山
麓
ま
で、
北
は
千
歳
市
と
境
し
、
東
は
早

来
町
と
境
し
、
南
は
柏
原
に
接
し
て
い
る
。
南
北
約
一〇
キ
ロ、
東
西
一二
キ
ロ、
総
面
積
一〇
七
平
方
キ
ロ
で、
字
植
苗
七
一
平
方
キ

ロ
、
字
美
沢
約三
六
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。

植
苗
の

開
拓
当
時
は
こ
ん
な
大
木
が
生
え
繁
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
わ
れ
る
木
が々
保
安
林
の
一
カ
所
に
残
っ
て
い
る
。
直
径
一
メ

植
物

ー
ト
ル
前
後
、
高
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
ろ
う
と
す
る
大
木
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
イ
シ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ツ
ラ
、
ハ

リ
ギ
リ
、
こ
れ
に
続
い
て
イ
タ
ヤ、
ヤ
チ
ダ
モ、
ミ
ズ
キ、
ク
チ
グ
ロ、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
シ
コ
ロ、
エン
ジ
ュ、
ヤ
マ
ハン
ノ
キ、

シ
ラ
カバ
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
で
あ
る
が、
近
年
は
植
林
さ
れ
て
林
相
は
全
く
異
な
って
い
る
。

植
樹
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
カ
ラ
マツ
、
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ、
ス
ト
ロー
ブ
マ
ツ、
バ
ン
ク
ス
マ
ツ、
朝
鮮
ゴ
ヨ
ウ
。
ま
た、
現
在

の
林
相
は
開
拓
以
来
伐
採
さ
れ、
三回
目
か
ら
四
回
目
の
植
林
に
あ
た
っ
て
い
る
。
コ
ブ
シ
、
ホ
ホ
ノ
キ
、
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
、
フ
ク
ノ
キ

な
ど
も
た
ま
に
見
か
け
ら
れ
る
が
、
木
材
、
鉄
道
枕
木
と
し
て
出
さ
れ
た
た
め
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
あ
る
。

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
雑
木
林
に
見
ら
れ
る
も
の
は、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
シ
ナ
ラ
、
ハ
ル
ニ
レ、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
シ
ワ
、
ハン
ノ
キ
な
ど
で

あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て、
ヤ
ナ
ギ、
タ
ラ
ン
ボ、
サ
ビ
タ、ド

シ
ナ
ラ
な
ど
、
湿
原
地
が
あ
る
た
め
灌
木
が
多
い
が
、
こ
の
地
特
有
の
名
物
ハ

ス
カ
ップ
が
各
地
に
群
生
を
な
し
て
い
る
。
千
歳
飛
行
場
に
近
い三
百
万
坪
に
も
あ
った
が、
植
樹
さ
れ
た
た
め
な
く
な
って
い
る
。
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ウ
ト
ナ
イ
沼
を
中
心
と
す
る
一
帯
は、
海
浜
植
物、
湿
原
植
物、
原
野
植
物、
高
山
植
物
が
混
生
す
る
地
と
し
て
多
く
の
植
物
学
者
の

注
目
の
場
と
な
って
き
た。

海
浜
植
物
で
は
ウ
ト
ナ
イ
沼
北
東
沿
岸
に
大
群
落
が
あ
り、
ウ
ン
ラ
ン
、
エ
ゾ
カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ
、
ツル
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
、
湿
原
植
物

で
は
エ
ゾ
イ
ヌゴ
マ、
エ
ゾ
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ、
ミノ
ゴ
メ、
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
、
ク
サ
レ
ダ
マ、
ク
サ
フジ
、
ミ
ズ
ト
ン
ボ
、
ミ
ズバ
シ
ョ
ウ

ア
ヤ
メ
、
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
、
タ
チ
キ
ギ
ボ
シ
な
ど
、
原
野
植
物
で
は
イ
タ
ド
リ、
ト
モ
エソ
ウ
、
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ア

キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
、
カ
セ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
オ
ッ
ク
ス
ア
イ
デ
ー
ジ
ー
な
ど
、
高
山
性
植
物
で
は
エ
ゾ
リ
ン
ド

付
編
部
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・
植
苗

美 川々の湿原地帯(昭和46年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

ウトナイ トのヒヒ(昭和46年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

ハナゴケ(ウトナイト)(昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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ウ
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
最
近
は
ヒメ
ジ
ョ
ン
、
アレ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
な
ど
の
帰
化
植
物
が
多
く
、
開
発
の
た
め
急
速
な
植
相の
変
化
が

生
じ
て
き
て
い
る
。

ウ
ト
ナ
イ
、
白
鳥
湖
に
は
か
な
り
広
大
に
ヒ
ヒ
が
ひ
ろ
が
って
お
り、
ヒ
ル
ム
シ
ロ、マ

コ
モ、
タ
ヌ
モ
、ネ
ム
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
も
あ
る
。

白
鳥
湖
の
西
岸
に
は
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
す
る
地、
ウ
ト
ナ
イ
東
南
岸
の
砂
丘
に
は
ハ
ナ
ゴ
ケ、
各
地
に
点
在
す
る
食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ

ンゴ
ケ
な
ど
特
色
の
あ
る
植
物
も
多
い
。

動
物

か
っ
て
は
美
々
にシ
カ
肉
か
ん
詰
所
が
あ
っ
た
か
らシ
カ
の
宝
庫
と
し
て
知ら
れた
。エ
ゾ
ヒ
グ
マ
は
し
ば
し
ば
人
里
に
あ

ら
わ
れ
人
畜
に
多
大
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。
小
動
物
も
多
種
多
様
に
わ
た
り
へ
ビ
類
、
昆
虫
類
も
多
い
。
鳥
で
は
冬
の
白
鳥、
夏
の
ア

オ
サ
ギ
に
代
表
さ
れ
る
が、
ウ
ト
ナ
イ
沼
に
は
ガ
ン
、
カ
モ
の
水
禽
類
を
は
じ
め、各

種
渡
り
鳥
、コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
も
い
て
、
野
鳥
の
楽

園
と
な
っ
て
い
る
。
森
林
地
に
は
山
鳥
も
多
い。

三
開
拓
と
産
業

本
項
に
お
い
て
は
各
部
落
が
明
治
以
降
ど
の
よ
う
な
移
り
変
わ
り
を
経
て
発
展
し
て
き
た
か
を
た
ど
る
も
の
だ
が、
植
苗
美
沢
地
区
の

過
程
を
便
宜
上
次
の
五
期
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
期
初
期
開
拓
時
代
(明
治
三
十
五
年
ま
で
)

第
二
期
開
墾
開
拓
時
代
(
明
治三
十
六
年
～
大
正
七
年
ま
で
)

第
二
次
開
拓
時
代
(大
正
八
年
～
昭
和
六
年
ま
で)

第
三
期

第
三
次
開
拓
時
代
(昭
和
七
年
～
同
二
十
年
ま
で
)

第
四
期

第
五
期
第
四
次
開
拓
時
代
(昭
和二
十
一
年
～
現
在)
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(1)
第
一
期
初
期
開
拓
時
代

井
上
利
三
郎
が
美
々
に
いつ
ご
ろ
か
ら
入
地
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が、
早
来
の
鶴
の
湯
温
泉
の
発
見
記
念
碑
の
銘
に
明
治
四
年
二

月
、
井
上
利三
郎
が
こ
の
温
泉
を
発
見
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。明
治二
年
、開
拓
使
の
設
置、
同
三
年
に
は
室
蘭
地
方
に
石
川
邦
光
の
旧

臣
が
移
住、
ま
た
伊
達
地
方
に
は
伊
達
邦
成
主
従
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
移
住
し
て
い
る
の
で、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

明
治
五
年、
室
蘭
‒‒札
幌
間
の
国
道
建
設
が
起
工
さ
れ
、そ
の
年、
恵
庭
ま
で
開
通
し
、
美
々
は
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と
を

見
ぬ
い
た
井
上
は
、
そ
こ
に
馬
宿
や
馬
を
置
い
て
運
送
業
を
は
じ
め
た
の
が
同
六
年
十
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
美
か々
ら
早
来
に
か
け
て
は

く
ん

シ
カ
が
多
く
住
み、
ま
た
美
々
川
に
は
サ
ケ
が
の
ぼ
っ
て
き
て
お
り
、
狩
猟
生
活
者
の
往
来
が
多
か
っ
た
。
同
七
年、
こ
の
地
に
シ
カ
燻
製
所

が
官
認
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で、
シ
カ
猟
は
最
盛
期
を
む
か
え
た
。

明
治二
十二
年
、フ
モ
ン
ケ
開
基
の
人
と
な
っ
た
佐
木々
駒
吉
夫
妻
が
美
々
に
入
地
し
た
の
は
、
同
九
年
で
あ
り
、
こ
の
地
で
安
宿
業
と

馬
宿
を
し
、
か
た
わ
ら
運
送
業
を
営
ん
で
い
た
。
葭
谷三
太
喜
が
美
々
に入
った
の
は
明
治
十
一
年
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
佐
木々
夫
妻

と
同
じ
よ
う
に
馬
宿
と
旅
人
宿
を
、
今
の
国
道
の
坂
下
の
湧
水
の
ほ
と
り
で
営
業
し
て
い
た
。

シ
カ
内
燻
製
所
は、こ

の
年
、
官
設
の
か
ん
詰
所
お
よ
び
脂
肪
製
造
所
が
新
設
さ
れ
た
。ま
た
、当
所
に
は
か
ん
詰
生
徒
養
成
の
目
的
も
あ

っ
た
の
で
、
ロシ
ヤ
式
建
築
の
生
徒
舎
を
一棟
建
設
し
た
。

こ
の
よ
う
に
前
途
有
望
に
み
え
た
こ
の
か
ん
詰
所
も
、
シ
カ
の
乱
獲
と
明
治
十
二
年
春
の
大
雪
に
食
を
う
ば
わ
れ
た
シ
カ
は
へ
い
死
し

激
減
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
この
た
め
シ
カ
は
十
勝
一
国
と
植
苗
村
美
に々
四
里
四
方
の
区
域
を
保
護
繁
殖
の
禁
猟
区
と
し
た
。
当
然
か

ん
詰
製
造
所
も
同
十
三
年
、
操
業
中
止
と
な
り
、
同
十
七
年
六
月
に
は
完
全
に
廃
止
と
な
った
。
原
料
の
無
く
な
った
製
造
所
は
廃
止
と
な

って
も
、
室
蘭
方
面
や
日
高
方
面
へ
の
要
路
は
ま
す
ま
す
そ
の
繁
栄
さ
を
加
え
て
いっ
た
。

付
編
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明
治
十
一
年
、ここ

を
通
った
大
槻
翁
は
「子
供
の
こ
ろ
で
よ
く
覚
え
て
い
な
い
が
」と
前
置
き
し
て
、「宿

屋
が
何
軒
も
あ
った
こ
と
と

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
毎
日
毎
日
何
人
か
の
旅
人
中
に
は
子
供
連
れ
の
旅
人
が
こ
こ
を
訪
ね
、そ
し
て
去
って
い
った」。

同
じ
よ
う
な
荷
を
背
に
し
た
長
い
馬
の
行
列
が
往
来
し
て
い
た
。

同
五
年、
国
道
が
開
通
し
て
から
、
こ
の
地
点
の
重
要
性
は
認
め
ら
れ、
そ
の
必
要
性
か
ら
休
泊
所
が
設
け
ら
れ、
井
上
利三
郎
が
そ

こ
を
ま
か
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
繁
栄
し
た
美
々
も
鉄
道
建
設
の
声
と
と
も
に
大
き
く
ゆ
ら
い
で
く
る
。た
ま
た
ま
、そ
の
測
量
に
来
た
人
た
ち
が
休
泊
所
の

井
上
利三
郎
の
と
こ
ろ
に
宿
泊
し
た
が
た
め
に、
こ
れ
か
ら
馬
の
背
に
よ
る
輸
送
は
す
べ
て
鉄
道
輸
送
に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
を
知り

美
々
の
運
送
業
者
は
次
の
生
活
地
を
求
め
フ
モ
ン
ケ
や
早
来
に
土
地
の
出
願
届
を
し
て
、
鉄
道
開
通
ま
で
に
移
動
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら

の
人
々
は
、
フ
モン
ケ
や
早
来
の
開
祖
と
な
っ
た
。

一
方、
美
ー々
苫
小
牧
間
の
中
間、
沼
ノ
端
(
今の
ウ
ト
ナ
イ
沼の
所
で
当
時
そ
う
呼ん
だ)
に
居
を
か
ま
え
た
柄
沢
鶴
吉
は
、
明
治
五
、
六

年
の
二
ヵ
年
国
道
建
設
に
従
事
し
て
こ
こ
を
通
っ
た
が、
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
が
一
番
よ
い
と
し
て
、
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
入
地

は
何
時
こ
ろ
か
不
明
だ
が、当

時
植
え
た
庭
の
ナシ
の
木
が
九
〇
有
余
年
を
経
て
い
る
こ
と
や、同

十
四
年
九
月
、
明
治
天
皇
の
当
地
方
巡
幸

の
際
、
沼
ノ
端
の
御
小
休
所
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
く
と
も
九
年
こ
ろ
ま
で
に
居
を
か
ま
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
駅
通
な
ど
を
し
て
い
た
が、
今
も
そ
の
家
の
一
部
が
改
造
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。
柄
沢
家
の
隣
に入
地
し
た
と
いう
小
原
宗
四
郎
は

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

日
、
面
積
畑
地
五
町
六
反
八
畝
一
一歩
と
な
っ
て
い
る
。)

植
苗
で
百
姓
を
す
る
つ
も
り
で
入
地
し
た
。
当
時
植
苗
三
一
番
地
に
苫
小
牧
から
勇
払
を
回
っ
て入
っ
た
。
(こ
の
地
貸
付
申
請、
明
治二
十
九
年
八
月
二
十

柄
沢
さ
ん
は
駅
通
を
し
て
い
た
。
大
木
を
切
っ
て
焼
払
っ
て
畑
と
し
た
。
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。

(『小
原
宗
四
郎
談
話
』
多
田
犬
一
聴
取
)
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柄
沢
鶴
吉
は
植
苗
開
拓
の
第
一
号
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
ま
で
の
人
は、
馬
宿
業
を
し、
ま
た
輸
送
業
を
し
て
い
た
た
め
に
宅
地
や
わ
ず
か
な
畑
地
を
出
願
し
て
い
る
の
み
で
あ
った
が、
小

原
宗
四
郎
は
五
町
歩
以
上
も
申
請
し
て
成
功
し
た
。
や
が
て、
明
治三
十
年
、
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
の
施
行
に
よ
り
未
開
発
地
に

農
地
を
求
め
て入
地
す
る
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
こ
れ
よ
り三
年
ほ
ど
前
に、
植
苗
は
ド
ロ
の
木
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で、
マ
ッチ
軸
木、
同
小
函
素
地
工
場
の
立
地
が
あ
った
。

大
き
な
も
の
は
水
力
を
動
力
と
し
た
の
で
、
こ
の
条
件
を
み
た
す
場
所
と
し
て
勇
振
沢
の
ア
ッ
ペ
ナ
イ
、
ペ
ン
ケ
ナ
イ
の
上
流
な
ど
が
好

適
地
で
あ
った
。

今
の
ウ
ト
ナ
イ
の
入
口
付
近
に
マ
ッチ
小
函
素
地
工
場、
ペ
ン
ケ
ナ
イ
の
上
流
中
州
に
軸
木
工
場、
美
々
の
元
か
ん
詰
工
場
跡
に
軸
木

工
場
が
あ
った
。
こ
の
軸
木
は
舟
で
毎
日
運
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

中
央
院
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
明
治三
十
一
年
、
植
苗
村
ア
ッペ
ナ
イ
に
は
野
村
製
軸
所、
同三
十
六
年
に
は
櫛
引
定
之
助
の
工
場
が

同
じ
ア
ッ
ペ
ナ
イ
に
あ
っ
た
。

だ
が
、
植
苗
地
区
の
明
治
中
期
唯
一
の
工
場
た
る
マ
ッチ
工
場
は、
原
料
の
枯
渇
と
経
済
界
の
変
動
に
よ
って
明
治
末
ま
で
に
姿
を
消

し
て
い
った
。

金 櫛
名

高工
場

称

高
野
祐
一
郎

i 櫛
引
定
之
助

代
表
者

三
四
・
二
七
五、 五
、
〇
〇
〇

資
本
金

○ 円

二
、
二
八〇

二
四
、
〇
〇
〇 円

一
二一

四
〇

生
産
高

職
工
動
力
|

蒸 水

気 車

三
〇
〇

三
〇
〇

操
業
日
数

付
編
部
落
史
・
植
苗
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苫
小
牧
市
史
下
巻

乙
�
寸
軸
木
製
造
所

野
村
製
軸
所

小
坂
製
軸
所

甲
燐
寸
軸
木
製
造
所
加
藤
勇
之
助

小
坂
正
治
|三
四
・
九

野
村
新
八
郎
二
八
・
七

二
八
・10

加藤
勇
之
助
三二〇

・
四

二
、
〇
〇

八
六
四

1 一 八
人

‒
‒ 一

| 力

一 1

1

三
〇
〇

(『苫
小
牧
町
史』

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町
)

□
第
二
期
開
墾
開
拓
時
代

鉄
道
の
開
通
と
同
時
に
再
度
こ
の
地
は
見
直
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は、
ま
だ
多
く
の
森
林
が
健
在
で
あ
る
こ
と、
鉄
道
が
近
い
こ
と
、

そ
れ
に
洪
水
が
起
こ
ら
な
い
こと
で
あ
っ
た
。
明
治三
十
六
年、
こ
の
地
の
開
墾
の
祖
と
な
っ
た
岡
田
伊
松
は
「水
と
土
地
は
悪
い
が
水

害
だ
け
は
な
く
て
よ
い
。
水
は
山
麓
の
湧
水
を
利
用
し
、
畑
は
ま
め
に
動
い
て
堆
肥
を
入
れ
れ
ば
よ
い
が、
水
害
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い」
と
語
っ
て
い
る
。

開
墾
者
は
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
木
と
取
り
組
み
な
が
ら、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
切
り
開
き
作
物
を
つく
っ
た
。
開
墾
の
か
た
わ
ら

日
銭
を
か
せ
ぐ
た
め
に、
炭
焼
を
し
た
人
も
あ
る
が、
そ
れ
が
主
に
な
っ
た
者
も
多
く
現
れ
た
。
ま
た
、
馬
の
放
牧
地
と
し
て
求
め
る

者
も
で
て、
牧
場
に
す
る
に
は
立
木
を
切
倒
し
、
そ
の
木
で
柵
を
作
り
、
一部
は
用
材
や
枕
木
と
し
て
出
し
た
。
明
治
四
十三
年
こ
ろ
の

美
々
川
は
帆
か
け
船
が
上
下
し
て
い
た
し
、
ペ
ン
ケ
の
奥
やパ
ン
ケ
の
奥
に
土
場
が
あ
っ
て、
そ
こ
か
ら
枕
木
が
沢
山
流
送
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
美
川々
の
水
量
も
多
く、
き
れ
い
で
あ
った。

こ
の
枕
木
は、
国
内
向
け
の
六
尺
も
の
と、
外
国
向
け
の
七
尺
も
の
が
あ
り
、

小
樽
港
よ
り
主
に
船
積
み
さ
れ
て
い
た
。

北
部
落
の
開
祖
は
明
治二
十
九
年
の
村
上
留
三
郎、
明
治三
十
五
年
の
岡
田
伊
松、
平
田
重
人、
林
与
助、
二
年
ほ
ど
遅
れ
て
入
っ

1898
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た
植
村
伊
之
助
で
あ
る
。
こ
の
三
十
六
年
前
後
に
開
拓
者
が
入
っ
た
こ
と
、植
苗
簡
易
教
育
所
が
同
年
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
から
、こ

の
明
治三
十
六
年
を
植
苗
村
開
基
の
年
と
し
た
。

美
々
部
落
で
は
、
佐
々
木
駒
吉
夫
妻
が
フ
モ
ン
ケ
地
区
に
移
っ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
秋
で
あ
る
。
早
来
町
史
に
よ
る
と
「そ
の
後
、

井
上
利
三
郎
、
葭
谷三
太
妄
続
い
て
こ
の
地
に
」
と
な
っ
て
い
る
が、
葭
谷
は
明
治二
十三
年
七
月
二
十
日、
植
苗
村
で
死
亡
し
て
おり

(中
央
院
過
去
帳
よ
り
)、
こ
の
年
代
で
は
早
来
も
フ
モ
ン
ケ
も
当
然
植
苗
村
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

井
上
利三
郎
は、
息
子
は
早
来
に
行
っ
た
が、
自
分
は
苫
小
牧
村
に
出
て
漁
業
に
手
を
だ
し
た
り
、
マ
ッ
チ
軸
木
工
場
な
ど
に
も
手
を

だ
し
た
り
し
て
多
面
的
な
経
営
を
し
て
い
た
。
こ
の
人
た
ち
が
去
っ
た
の
ち
、
馬
の
背
に
荷
物
を
乗
せ、
数
頭
を
つ
ら
ね
て
運
送
を
し
て

い
た
大
島
岩
太
郎、
五
郎
松
親
子
が
美
々
に
居
を
か
ま
え
た
の
は
明
治三
十
四
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
島
は
、
開
墾
の
か
た
わ
ら

に
製
炭
も
行
い
早
来
の
炭
問
屋
に
出
し
た
。
ま
た
冬
は、
サ
ケ
の
運
送
や
枕
木
流
し
や
山
出
し
に
精
を
出
し
、
当
初
に
お
い
て
は
開
拓
の

方
よ
り
山
仕
事
の
方
が
多
か
っ
た
。
本
格
的
に
耕
作
に
着
手
し
た
の
は
大
正
四
年
ご
ろ
から
で
あ
っ
た
が、
数
年
は
収
穫
物
は
少
な
か
っ
た

が
、
カ
ボ
チ
ャ
と
イ
モ、
ソバ
、
ヒ
エ
な
ど
を
植
え
た
。

大
島
と
前
後
し
て
入
地
し
た
者
に
は、
牧
場
の
炭
焼
な
ど
を
し
て
居
を
か
ま
え
た
猿
子
鳥
次
郎、
長
谷
川
幸
之
介、
佐
藤
吉
兵
衛、
石

原
金
助
な
ど
で
あ
っ
た
。

佐
藤
吉
兵
衛
は、
今
の
美
坂々
付
近
に
入
り、
明
治
四
十
四
年ご
ろ
水
田
五
～
六
反
を
作
っ
て
お
り
、
美
の々
水
田
の
元
祖
で
も
あ
っ

た
。
当
時、
古
米
を
持
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
収
穫
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が、反

当
た
り
一、二
斗
ほ
ど
で
、
米
は
ま
だ
貴
重
品
で
あ
っ
た
の

で
、
今
の
よ
う
に
日
常
の
食
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
は
昭
和二
年
植
苗
小
学
校
の
運
動
会
に
寄
付
金
を
出
し
て
い
る
の
で

昭
和
初
期
ご
ろ
ま
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
下
流
に
当
時
は
橋
が
あ
っ
た
。
国
道三
六
号
線
か
ら
こ
の
橋
を
渡
っ
て
左
側
に
事
務
所、
右
側
を
少
し

付
編
部
落
史
・
植
苗
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苫
小
牧
市
史
下
巻

行
く
と
鳥
類
研
究
家
の
折
居
彪二
郎
の
住
家
で
あ
る
。明
治
四
十
五
年、
当
地
を
訪
れ
た
折
居
は、美

川々
に
黒
い
陰
を
落
と
し
て
繁
る
自
然

林
と
そ
こ
に
生
棲
す
る
動
植
物
に
魅
せら
れ
て、大
正
二
年、こ

こ
に
家
を
建
て
半
農
半
猟
の
生
活
に
入
っ
た
。
こ
こ
を
根
拠
地
に
し
て
採

集
に
出
か
け
て
い
た
。
一戸
し
か
な
か
っ
た
の
で
昔
の
ま
ま
今
も
北
部
落
に
入
っ
て
い
る
。

大
正
三
年、沼

ノ
端
居
住
の
小
沢
花
次
郎
は
沼
ノ
端
植
苗
南
間
に
馬
鉄
軌
道
を
敷
設
し
、
そ
の
背
後
地
よ
り
出
た
角
材
を
運
ん
で
い
た
。

ま
た
、
美
々
川
を
流
送
し
た
角
材
も
こ
こ
か
ら
陸
送
さ
れ
た
。
各
地の
牧
場
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
木
を
切
っ
て
角
材
を
出
し
、
用
材
以

外
は
薪
炭
に
し
た
が、
農
家
も
そ
の
手
助
け
を
し
た
。そ
し
て
邪
魔
に
な
る
不
用
木
は
焼
払
わ
れ
た
。
大
正
六
年
は
ま
た
凶
作
に
見
舞
わ
れ

た
た
め、
木
材
の
搬
出
や
製
炭
に
は
拍
車
が
か
か
り
原
木
不
足
を
促
し
た
。

南
地
区
は、
柄
沢
鶴
吉
の
家
の
跡
に
亀
田
茂
平
が
入
っ
て
駅
通
を
し
て
い
た
。
こ
の
人
以
外
は
み
な
農
家
で
、
国
道
三
六
号
線
に
沿

っ
て
家
が
点
々
と
並
ん
で
い
た
。
大
正
二
年
は
凶
作
で
、
当
時
の
記
録
を
見
て
み
る
と
、
植
苗
の
農
家
六
五
戸
、
耕
地
一
三〇

町
歩
と

あ
る
こ
と
か
ら
想
像
以
上
の
農
家
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
に
伊
藤
喜三
、
大
正
六
年
五
月
に
丹
治
索
が
入
地
し
て
い
る
。

1)
第
三
期
第
二
次
開
拓
時
代

第
一
次
欧
洲
大
戦
に
よ
る
経
済
の
膨
張
は
物
資
の
流
通
を
促
し
、
そ
の
輸
送
路
の
鉄
道
は、
室
蘭
線
の
複
線
化
や
金
山
線
の
着
工
、
苗

穂
線
の
認
可
等
と
な
っ
て
現
れ
た
。

枕
木
や
原
木
の
供
給
地
の
当
地
方
は
共
有
地
に
手
を
つ
け
森
林
資
源
の
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
の
こ
と
は
健
全
な
農
家
の
育
成
を
も
目

的
と
し
て
い
た。
し
かし
、
実
際
に
本
腰
を
入
れ
て
営
農
を
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で、
木
を
食
い
つ
く
し
、
さ
て
農
業
と
な
る
と
大
抵

は
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
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共
有
地
は
長
谷
川
幸
之
介
が
主
体
で
、
多
く
は
美
々
か
ら
入
っ
た
。
焼
子
は
各
地
か
ら
入
地
し
、
年
を
限
定
し
た
た
め
に
集
中
的
に
人

が
集
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
児
童
の
教
育
の
た
め
に
共
有
地
特
別
教
授
所
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
教
授
所
は
一
五
カ
月
の
命
で
大
正
十
年

一
月
に
植
苗
本
校
に
統
合
さ
れ
た
。
共
有
地
に
主
力
を
送
り
出
し
た
美
々
は
、
当
然
児
童
も
連
れ
て
い
っ
た
の
で
、
学
校
の
児
童
数
は
減

少
し
た
。共
有
地
に
行
く
前
美
々
に
い
た
焼
子
た
ち
は
共
有
地
に
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
沼
ノ
端
や
早
来
方
面
に
出
て
行
っ
た
結
果
、
植
苗
や

美
々
の
児
童
は
減
少
し
た
。
そ
れ
で
三
校
を
統
一
し
て
中
間
点
の
植
苗
北
に
統
一
校
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
統
合
さ
れ
た
と
き
は
一
一五

名
の
児
童
が
い
た
が、
わ
ず
か
一年
た
ら
ず
の
間
に
二
八
名
も
転
出
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
子
の
子
弟
で
あ
る
。
転
出
児
童

の
保
護
者
は
夕
張、
厚
真、
早
来
な
ど
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

三
百
万
坪
は
農
業
振
興
策
の
一
環
と
し
て
自
作
農
創
設
の
目
的
で
入
植
し
た
の
で
あ
る
。
物
資
な
ど
は
千
歳
が
近
い
の
で
ほ
と
ん
ど
千

歳
か
ら
移
入
し
た
。
信
用
購
買
販
売
組
合
を
つ
く
り
、
そ
こ
を
窓
口
に
米、
味
噌
な
ど
が
入
っ
た
。
そ
ん
な
関
係
で
生
産
さ
れ
た
用
材
と

木
炭
は
千
歳
と
の
取
引
と
な
っ
て
い
た
。
入
植
し
た
人
は々
共
有
地
か
ら
来
た
人
も
、
ま
た
外
か
ら
来
た
人
も
あ
っ
た
が、
木
だ
け
が

目
的
で
木
を
食
っ
て
し
ま
っ
た
ら
出
て
行
く
人
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
常
生
活
の
水
が三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
井
戸
で
あ
る
し
、
井
戸

を
掘
る
に
も
枕
木
を
積
み
重
ね
て
作
る
の
だ
が
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
土
地
と
水
が
悪
い
こ
と
で
み
な
出
て
い
っ
た
。
一
時

は
二
〇
数
戸
入
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一人
、
二
人
と
出
て
行
き
、
大
正
一
二
年
春
から
始
ま
っ
た
三
百
万
坪
の
開
拓
は
わ
ず

か
四
カ
年
で
そ
の
幕
を
と
じ
た
。

そ
の
後
、
三百
万
坪
は
民
有
地
の
自
然
林
と
し
て
一
部
は
北
炭
の
造
林
地
と
し
て
用
途
変
更
し
、
薪
炭
林
と
な
っ
た
。
周
期
は
一
五
年

か
ら
二
〇
年
で
あ
る
の
で
、
次
の
薪
炭
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
る
の
は
昭
和
二
十
年
代
に
な
る
見
込
み
で
あ
っ
た
。

美
沢
地
区
は
共
有
地
の
開
拓
に
入
っ
た
人
た
ち
が
み
な
帰
っ
て
き
た
。
学
校
も
統
合
さ
れ
た
の
で
、
今
の
美
々
橋
の
と
こ
ろ
に
立
派
な

橋
を
作
っ
て
通
学
に
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
馬
車
も
通
れ
る
よ
う
に
し
た
。
美
々
の
人
々
は
段
丘
の
下
の
南
向
き
の
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と
こ
ろ
に
並
ん
で
点
と々
家
を
建
て
て
入
っ
て
い
た
。
美
々
の
学
校
の
建
物
は
斉
藤
が
買
受
け、
自
分
の
家
にし
て
建
て
直
し
た。
下
の

平
地
に
は
水
田
を
作
り、
段
丘
上
は
畑
と、
そ
し
て
前
に
切
っ
た
後
地の
若
木
は
木
炭
に
焼
い
て
も
よ
い
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
た
。
そ
こ

で、
日
銭
を
求
め
て
木
炭
も
結
構
生
産
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
生
産
し
た
木
炭
は、
地
理
的
関
係
か
ら
早
来
に
出
さ
れ
て
い
た
。
フ
モ
ン

ケ
が
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
影
響
を
受
け
た
人
は
馬
の
生
産
に
力
を
入
れ、
馬
喰
を
や
り
な
が
ら
馬
の
生
産
に
は
げ
ん
で
い
た
。
大
島
五

ぱ
く
ろう

郎
松
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。

北
地
区
の
人
も々
出
て
行
く
人
の
土
地
を
買
付
け
、
自
然
萌
芽
を
伸
ば
し
て
お
け
ば
二
〇
年
も
す
れ
ば
ま
た
木
炭
を
作
る
こ
と
が
で
き

美々鹿肉かん詰工場 (明治12年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

植苗中央地区(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

植苗地区の水田 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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植苗美沢地区家分布図

大正12年頃

1

1
1
1

岩佐/ 平田
1 石塚
赤海 斉藤

竹田 難波、林 岡田木場 山本 中沢
1

ツ井 鈴木
遠藤 +

大槻
小野寺

-
-
- 1

西尾
本城 1

円治 原
日陰

1田口
伊藤(加藤) 1
高井
小原島田ダ

石田/鈴木
石山 中道 1
亀田

\

1

1 宿井
1

村上
1
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苫
小
牧
市
史
下
巻

る
の
で
、
自
分
の
土
地
の
木
を
焼
い
た
り
他
の
人
の
立
木
を
買
付
け
て
焼
い
た
り
し
て、
農
業
の
か
た
わ
ら
製
炭
を
し
な
が
ら
生
活
を
つ

づ
け
て
い
た
。
一方
、
共
有
地
は
町
有
地
と
な
り
、
カ
ラ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
た
。
エ
ゾ
マ
ツ、
カ
ラ
マ
ツ
、
ド
イ
ツ
ト
ー
ヒ
な
ど
を
民
有

地
に
植
栽
す
る
人
も
あ
っ
た
が、
こ
れ
ら
の
山
仕
事
を
請
負
っ
て
仕
事
を
す
る
者
も
い
た
。
畑
仕
事
、
山
仕
事
と
大
変
な
重
労
働
で
あ
っ

た
が、
食
生
活
の
も
と
に
な
る
米
は
自
分
の
生
産
で
ま
か
な
う
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
で
き
た
人
た
ち
は
腰
を
大
地
に
す
え
て
い

っ
た
。

南
地
区
は、
大
正
九
年、
高
井
右
一
が
岩
見
沢
よ
り
入
地
す
る
に
お
よ
ん
で
酪
農
業
を
行
う
人
た
ち
が
出
て
き
た
。
酪
農
業
は
北
海
道

きゅう
ひ

農
業
の
重
要
な
営
農
形
式
の
一
つ
で
あ
っ
て、
特
に
当
地
の
よ
う
な
土
地
の
や
せ
た
地
方
で
は、
牛
馬
の
廐
肥
を
大
地
に
環
元
し
て
土
地

改
良
を
す
る
一方
、
牧
草
な
ど
を
植
え
て、
こ
れ
を
緑
肥
と
す
る
と
と
も
に
牛
馬
の
飼
料
と
す
る
。
牛
馬
が
い
れ
ば
自
然
的
に
廐
肥
が
増

産
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
馬
の
み
に
よ
る
生
産
か
ら
乳
牛
に
よ
る
生
産
へ
と
移
行
し
た
。
馬
は
放
牧
が
主
で
、
厩
舎
に
入
れ
る

の
は
冬
の
み
で
あ
る
が、
牛
は
一年
中
放
牧
す
る
の
で
は
な
く
、
舎
飼
い
す
る
。

略
奪
農
業
で
は
な
く
、
地
力
を
増
進
さ
せ
な
が
ら
作
物
も
増
産
す
る
と
い
う
方
法
は、
や
せ
た
火
山
灰
地
に
は
最
も
適
し
た
営
農
方
法

で
は
あ
っ
た
が、
牛
一
頭
に
一
町
歩
も
の
粗
飼
料
畑
を
必
要
と
す
る
の
で、
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
。
南
地
区
は
こ
の
時
期
が
一

番
営
農
者
も
多
く
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
植
苗
中
央
地
区
は
金
丸
一
牧
場
と
称
し
て
い
た
し
、
植
苗
ト
ア
サ
地
区
は
隣
の
フ
モン
ケ
の
影
響
で
す
べ
て
牧
場
で
あ
っ
た
。

共
同
牧
場、
島
口
牧
場
(島口
勝
太
郎所
有)
や二
～三
人
の
所
有
地
で
牧
場
の
よ
う
に
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
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(四)
第
四
期
第
三
次
開
拓
時
代

苫
小
牧
町
に
お
い
て
も
画
期
的
な
こ
と
は、
植
苗
ト
ア
サ
地
区
が
酪
農
地
帯
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
年
四
月
、
空
知
郡
滝

川
や
新
十
津
川
の
酪
農
家三
二
戸
が
早
来
地
区
に
入
地
し
た
が、
翌
年
道
が
植
苗
ト
ア
サ
地
区
の
民
有
地
(共
同
牧
場
や
島
口
牧
場
そ
の

他
)
を
買
上
げ
て
貸
付
し
た
。
一
戸
二
五
町
内
外
の
一区
画
を
二
戸
分
名
義
を
と
っ
て
入
っ
た
人
た
ち
が
多
く
、
総
数
一
九
戸
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
想
像
以
上
に
地
力
は
な
く、
二、
三回
切
ら
れ
た
若
木
は
人
の
背
丈
ほ
ど
伸
び
て
い
た
が
根
だ
け
は
太
く、
抜
根
は
苦
労

の
種
で
あ
っ
た
。
幸
い
不
況
の
こ
と
で、
朝
鮮
労
働
者
が
徒
党
を
組
ん
で
抜
根
作
業
に
従
事
し
て
く
れ
た
。反
当
た
り
二
円
位
、馬
耕
一円

五
〇
銭
、
これ
に
対
し
て
道
の
開
墾
補
助
金
は
反
三
円
か
ら
五
円
の
範
囲
で
も
ら
え
た
。
こ
の
補
助
金
は
そ
の
年
の
償
還
金
の
元
金
や
金

利
に
当
て
ら
れ
た
。
開
墾
が
続
く
う
ち
は
そ
の
金
が
手
に
入
っ
た
の
で
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
が、
開
墾
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
金
が
入

ら
な
く
な
り
、
そ
う
か
と
い
っ
て
デ
メン
と
り
に
出
れ
ば
畑
作
業
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
の
で、
お
互
い
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
い
ま
し
め

合
い、
酪
農
食
と
い
う
主
食
は
ゆ
で
た
ば
れ
い
し
ょ
に
牛
乳
を
か
け
た
り
、
あ
ん
か
け
に
し
て
食
べ
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
自
給
自
足
の

農
業
一
本
の
生
活
で
あ
っ
た
の
で、
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
に
出
て
い
っ
た
人
た
ち
も
あ
っ
た
。

植
苗
の
駅
に
近
い
方
の
人
た
ち
は
酪
農
が
主
体
で、
現
在
道
内
有
数
の
酪
農
家
に
な
っ
て
い
る
溝
口
嘉
一な
ど
も
そ
の
一人
で
あ
る
。

フ
モン
ケ
に
近
い
方
の
人
た
ち
は
牛
よ
り
馬
が
多
く
、
当
時
農
家
の
動
力
の
主
体
は
馬
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
い
馬
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は

仕
事
の
能
率
向
上
に
直
結
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
よ
い
馬
の
生
産
に
力
を
そ
そ
ぎ
一
方
、
満
州
に
手
を
出
し
た
軍
部
の
馬

に
対
す
る
需
要
も
増
加
し
、
そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
て
馬
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
た
人
た
ち
も
い
た
。
橋
向
清
蔵、
田
中
太
三
郎、
工
藤

勇
雄
な
ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
面
の
人
た
ち
は
、
学
校
も
フ
モ
ン
ケ
の
学
校
が
近
い
の
で
、
み
な
地
域
を
越
え
て
早
来
地
区
に
通
学
し
、
卒
業
し
た
の
で
あ
る
。
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開
拓
当
時
よ
り
耐
え
抜
い
た
人
た
ち
は
現
在
有
数
の
酪
農
家
に
成
長
し
て
い
る
が、
耐
え
ら
れ
ず
離
農
し
た
後
地
に
は、
昭
和
十
七
年、

野
幌
機
農
学
校
が
植
苗
酪
農
実
習
農
場
と
し
て
、
当
時
酪
農
家
を
夢
み
る
二
〇
歳
前
後
の
後
継
者
の
養
成
を
主
眼
に
開
校
し
た
。

植
苗
中
央
地
区
は
、
昭
和
六
年、
干
場
長
太
郎
が
滝
川
よ
り、
上
野
川
口
地
区
は
苫
小
牧
か
ら
佐
藤
作
治、
余
井
早
太
、
室
岡
三
蔵
な

ど
近
隣
よ
り
入
地、
同
八
年、
多
田
貞
一
が
山
梨
よ
り
入
地
す
る
に
お
よ
ん
で、
植
苗
ト
ア
サ
と
同
じ
牧
場
地
帯
で
あ
っ
た
こ
の
地
も、

農
家
が
点
在
す
る
よ
う
に
開
け
て
き
た
。

大
正
十
五
年、
沼
ノ
端
‒‒苗
穂
間
に
私
鉄
が
開
通
し
、
植
苗
に
は
無
人
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
駅
前
に
は
こ
の
辺
の
大
地
主
で
自
分

の所
有
地
に
鉄
道
を
通
し
、
室
蘭
線
ト
ア
サ
駅
前
から
こ
の
地
に
移
っ
て
来
た
渡
辺
喜
蔵
が
店
を
経
営
し
な
が
ら
運
送
と
製
炭
事
業
を
行

っ
て
い
た
。
渡
辺
の
店
は
同
地区
に
お
け
る
唯
一の
店
で
も
あ
っ
た
。

五
第
五
期
第
三
次
開
拓
時
代

悪
夢
の
よ
う
な
第二
次
大
戦
も
終
わ
り
を
告
げ、
農
村
は
別
な
意
味
で
活
気
を
呈
し
た
。
そ
れ
は、
大
都
市
に
出
て
い
た
息
子
や
娘
が
食

糧
難
と
失
業
に
よ
り
農
村
に
帰
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
男
た
ち
が
復
員
し
て
き
て
、
貧
し
い
中
に
も
楽
し
い
冬
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
町
から
は
買
出
し
と
称
す
る
人
た
ち
、
物
交々
換
に
来
る
人
た
ち
や
行
商
人
が
毎
日
の
よ
う
に
来
て
い
た
。
大
き
な
農
家

は
物
交々
換
す
る
物
を
持
ち
合
わ
せ
た
が、
小
さ
な
農
家
は
そ
れ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
春、
そ
れ
は
こ
の
小
さ
な
地
区
に
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
数
家
族
を
か
か
え
て
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
農
村
は、
早

速
食
糧
増
産
に
と
り
か
か
っ
た
。
薪
も
炭
も
人
手
も
あ
り
、
活
気
を
み
せ
た
。
さ
ら
に
精
神
面
の
発
揚
を
は
か
る
た
め、
同
二
十
一
年
七

月
六
日、
部
落
大
運
動
会
を
行
っ
た
。
運
動
会
寄
付
金
は
総
額
三
七
三
円
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
新
憲
法
実
施、
三月
二
十
九
日、
教
育
基
本
法
(法
律
第二
五
号)
が
出
る
に
お
よ
ん
で、
植
苗
地
区
に
も
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新
制
中
学
の
分
校
が
決
ま
り、
校
舎
建
設
が
始
ま
っ
た。
今
ま
で
と
かく
部
落
中心
で
す
べ
て
の
活
動
が
な
さ
れて
いた
が、学
校
を
中
心

に
物
の
見
方、
考
え
方
を
せ
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
地区
を
一
つ
に
し
た
大
き
な
組
織、
植
苗
振
興
会
が
同二
十
五
年
、
こ
の
考

え
の
も
と
に
発
足
し
た
。
そ
し
て
会
の
発
展
と
指
導
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
の
は
金
森
定
雄
で
あ
っ
た
。
金
森
は
、
常
に
精
神
面
の
高
揚

と
産
業
の
発
展
と
合
わ
せ
て
地
域
の
向
上
を
計
り、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
児
童
生
徒
の
生
活
環
境
の
向
上
に
結び
つ
き
、
学
力
の
向

上
に
も
結び
つ
く
と
い
う
大
き
な
教
育
理
念
に
立
っ
て
も
の
事
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
会
の
発
展
過
程
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
有
線

放
送
の
導
入
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
は
密
に
な
り
、ラ
ジ
オ
も
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
て、
大
人
、
子
供
と
も
ど

も
世
の
中
の
動
き
を
直
接
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

農
地
改
革
に
よ
っ
て
不
在
地
主
よ
り
農
地
を
手
に
入
れ
た
人
々
は
自
作
農
と
は
な
っ
た
が
、
そ
の
割
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て

逆
に
農
地
を
転
売
し
て
町
に
出
る
人
が々
で
て
き
た
。

転
出
に
よ
っ
て
一
番
寂
し
く
な
っ
て
い
た
南
地
区
に
、三
十
三
年
、
「ウ
ト
ナ
イ
温
泉
」
が
開
店
し
、
三十
五
年、市

は
「
ウ
ト
ナ
イ
ユ
ー

ス
ホ
ステ
ル
」
を
建
設
し
た
。
こ
れ
が
導
火
線
と
な
って
翌
三
十
六
年、
白
鳥
湖
遊
園
地
が
誕
生
し
、
同
地
区
は
一大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と

し
て
変
貌
を
と
げ
た
。

昭
和
四
十
九
年、植

苗
地
区
は、三
九
六
世
帯、
八
四
四
人
で、
こ
の
う
ち
農
業
戸
数
は三
八
戸
で
あ
り、
専
業戸
数
は二
一
戸
と
な
っ

て
い
る
。

丹
治
林
業
と

丹
治
林
業
は、
昭
和
二
十
五
年
五
月三
十
一
日、
個
人
企
業
と
し
て
発
足
、
主
に
製
炭
と
そ
の
販
売
を
業
と
し
た
。

白
鳥
湖
温
泉

昭
和三
十
五
年
五
月、
有
限
会
社
丹
治
林
業
と
し
製
チ
ッ
プ
は
三
十
七
年
二
月、
製
材
は
同
年
七
月
よ
り
開
始
し
た
。

昭
和三
十
六
年
五
月
五
日、
チラ
イ
ウ
ッシ
ュ
ナ
ナ
イ
ト
を
『白
鳥
湖』
と
あ
ら
た
め、
千
歳
市
の
五
十
嵐
が
白
鳥
湖
観
光
ホ
テ
ル
を
経

営
開
始
し
た
が
、
同
四
十
四
年
十
二
月
、
丹
治
林
業
が
こ
れ
を
買
収
し
レ
ジ
ャー
業
務
に
進
出
し
、
同
四
十
八
年
十
一
月
に
株
式
会
社
に

付
編
部
落
史
・
植
苗
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苫
小
牧
市
史
下
巻

改
め、
現
在
の
営
業
種
目
は
ホ
テ
ル、
製
炭
、
製
材
、
製
チ
ッ
プ
で
あ
る
。

ウ
ト
ナ
イ

観
光
ホ
テ
ル

苫
小
牧
の
駅
前
通
り
で
富
士
館
を
経
営
し
て
い
た
先
田
秀
吉
は、
昭
和三
十
二
年、
観
光
ホ
テ
ル
の
前
身
で
あ
る
一

棟
四
室
の
建
物
を
建
て
て
経
営、
冬
は
休
業
し
た
が、翌

三
十三
年
か
ら
は
年
間
を
と
お
し
て
正
式
に
営
業
に
入
っ
た
。

そ
の
間、電

気
が
な
い
の
で
自
家
発
電
で
点
灯
し、掘

抜
き
を
掘
る
な
ど
苦
労
を
重
ね、昭

和三
十
五
年
暮
れ
に、北

電
の
電
気
が
導
入
さ

れ
『ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
』と
し
て
、
冬
は
ス
ケ
ー
ト
に
白
鳥
、夏
は
ボ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、一、五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
噴

三
四
度、
毎
分
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
茶
褐
色
透
明
の
食
塩
泉
を
得
て、苫

小
牧
市
民
を
は
じ
め
、札
幌
な
ど
に
も
知ら
れ
る
観
光
地
と
な
っ
た

丹治林業(昭和49年)(苫小牧市史編さん室蔵〕

白鳥湖と観光ホテル(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

ウ トナイ湖と観光ホテル(昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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植
苗
小
学

四
教
育
と
文
化

分
村
以
前
の
植
苗
村
は、
室
蘭
線
の
北
側
を
追
分
町
ま
で
含
め
た
区
域
で
あ
っ
て、
特
に
追
分
地
区
は
鉄
道
敷
設
後
著

校
の
創
立
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
た
の
で、
明
治
二
十
七
年
十
月
三
日
、
苫
小
牧
尋
常
小
学
校
植
苗
分
校
と
し
て
開
校
し
た
。
記
録

に
よ
る
と
児
童
男
子
八
名、
女
子
一二
名
、
計
二
〇
名
で
あ
っ
た
。
この
分
校
は
現
在
の
追
分
小
学
校
の
前
身
で
あ
り
、
ま
た
場
所
も
現

在
の
追
分
町
の
地
に
あ
っ
た。
明
治三
十
六
年
七
月
十
七
日
に
は
追
分
尋
常
小
学
校
と
改
称し
た
の
で、
植
苗
小
学
校
と
は、
は
っ
き
り

区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

現
在
の
苫
小
牧
市
字
植
苗
地
区
に
は、
明
治三
十
六
年
十
二
月
十
日
に
植
苗
簡
易
教
育
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
に
は
じ
ま
る
。
当
時

の
室
蘭
支
庁
の
辞
令
簿
を
見
る
と

十
月
三
十
一
日

植
苗
簡
易
教
育
所
代
用
教
員
弓
命
ス

月
俸
八
円
給
与

小
田

一
郎

(『辞
令
簿
』
明
治三
十
六
年
室
蘭
支
庁)

と
あ
っ
て
、
教
員
は
十
月
三
十
一
日
付
に
て
発
令
さ
れ
て
い
る
。
この
点
に
つ
い
て
は
福
井
ゲン
(林ゲン)

も
「開
校
当
時
は
小
田
一

郎
が
教
え
て
い
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

校
舎
坪
数
は
わ
ず
か
四
四
坪
二
合
五
勺
(約一
四三
平
方メー

ト
ル)
で、
当
時
の
場
所
は
大
字
植
苗
村
南
一
線
で、
苫
小
牧
尋
常
小
学
校

所
属、
同
学
校
長
が
こ
の
教
育
所
の
学
校
長
を
兼
任
し
た
から
、
初
代
は
長
浜
暁
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年、
教
育
制
度
の
改
革
に
よ

付
編
部
落
史
・
植
苗
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苫
小
牧
市
史
下
巻

り
四
年
制
が
六
年
制
と
な
り、
こ
の
時
全
校
児
童
は
四
二
名
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
四
月
一
日、
特
別
教
育
規
定
に
よ
り
植
苗
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が、
五
月
に
新
校
長
が
着
任
し
た
。

五
月
十
一
日

小
樽
区
色
内
尋
常
高
等
小
学
校

尋
常
科
訓
導

岡
定
彦

勇
払
郡
植
苗
尋
常
小
学
校
訓
導
兼
校
長
二
命
ス

勇
払
郡
美
尋々
常
小
学
校
長
二
命
ス

美
尋々
常
小
学
校
と

美
小々
学
校
に
つ
い
て
は、
植
苗
校
の
沿
革
史
に
よ
る
と
、
美
々
教
授
所
と
し
て
明
治三
十
七
年
に
開
設
さ

植
苗
特
別
教
育
所
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
は
昭
和
十
五
年
発
行
の
苫
小
牧
町
史
に
も
そ
う
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
大
正
初
期
に
開
校
さ
れ
た
も
のと
思
わ
れ
る
。
胆
振
支
庁
に
は
大
正
五
年
の
辞
令
簿
が
な
く、
不
明
な
点
が

多
い
が、
同
四
年
以
前
に
は
美
々
教
育
所
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
美
々
校
の
開
校
は
大
正
五
年
な
い
し
六
年
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち、
同
六
年
の
辞
令
簿
に
五
月
十
一
日
付
を
も
っ
て
新
旧
教
員
の
発
令
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
五
月
十
一
日
以
前
に
は
桑

原
元
市、
桑
原
イ
ト
が
教
員
で
あ
っ
た
。

五
月
十
一日

願
ニ
依
リ
代
用
教
員
弓
解
ク

勇
払
郡
美
尋々
常
小
学
校
代
用
教
員桑
原
元
市

(『辞
令
簿
』
大正
六
年
室
蘭
支
庁)
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美 尋々常小学校 (大正7年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

五
月
十
一
日

勇
払
郡
美
尋々
常
小
学
校
代
用
教
員

桑
原

イ
ト

勇
払
郡
植
苗
尋
常
小
学
校
准
訓
導今
野
万
吉

同
代
用
教
員

今
野

き
よ

同

二
級
上
俸
給
与

勇
払
郡
美
尋々
常
小
学
校
准
訓
導
弓
命
ス

日勇
払
郡
美
尋々
常
小
学
校
代
用
教
員
ラ
命
ス(『辞
令
簿
』
大
正
六
年
室
蘭
支
庁)

そ
の
後
、
美
は々
開
墾
の
進
展
に
つ
れ
て
、
大
正
八
年
九
月
に
は
渡
辺
吉
次
郎
を
初
代
専
任
校
長
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
胆
振
支
庁
に
も
、
苫
小
牧
市
に
も
資
料
が
な
か
っ
た
が、幸

い、彼
の
孫
に
あ
た
る
渡
辺
正
が
当
時
の
祖
父
の
日
誌
を
も
っ
て
お
り
、

明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
植
苗
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依
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用
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弓
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苫
小
牧
市
史
下
巻

そ
の
後、
学
校
は
大
正
十
年
一
月、
植
苗
小
学
校
に
統
合
す
る
の
で
あ
る
が、
そ
の
時
の
引
継
書
に
よ
る
と

継

別
紙
目
錄
ノ
通
り
及
御
引
継
候
也

引

大
正
十
年
一
月
十
五
日

右
ノ
通
り
引
継
ラア
シ
候
也

大
正
十
年
一
月
十
五
日

植
苗
尋
常
小
学
校
長
中
島
儀
三
郎
@

(『植
苗
校
沿
革
資
料
』
植
苗
小
中
学
校)

美
の々
学
校
は
特
別
教
授
所
以
来
数
ヵ
年
に
し
て
そ
の
幕
を
と
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
美
々
に
専
任
校
長
が
来
る
と
同
時
に、
植
苗
特
別
教
授
所
が
植
苗
村
有
地
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
九
月
一
日、
植
苗
村

有
地
(現
在
市
有
地)
は
長
谷
川
幸
之
助
が
年
を
限
っ
て
開
墾
し
た
た
め、

一時
に
移
動
者
が
激
増
し
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
教
員
は
加

藤
留
次
郎
で
あ
っ
た
。た
ま
た
ま、大

正
九
年
七
月二
十
一
日
付、
室
蘭
支
庁
長
法
亢
盛
行
あ
て
の
私
事
旅
行
承
認
報
告
や、
当
時
長
谷
川

幸
之
助
の人
夫
を
し
て
い
た
駒
沢
群
二
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
「学
校
は
笹
屋
根
で
二
〇
坪
以
上
の
五
間
の
七
間
程
の
建
物
で、
そ
ば
に
先
生
の
住
宅
が
作
っ
て
あ
っ
た
。
加
藤
先
生
は

奥
さ
ん
な
く、
男
の
子
供
が
二
人
い
た
」。こ
の
教
授
所
も
美
と々
同
じ
く
大
正
十
年
一
月
、
統
合
さ
れ、
わ
ず
か
一
年
四
カ
月
で
あ
る
。

植
苗
小
学
校
の

植
苗
小
学
校
の
大
正
九
年
四
月
一
日
付
の
学
級
編
成
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
統
合
さ
れ
た
学
校
は、
平

統
合
と
争
い
田
重
八
が
用
地
と
し
て
土
地
約
三
〇
ア
ー
ル
(三
反
歩)
を
寄
贈
し
、
そ
こ
に
工
費
一
万
一、
〇
〇
〇
円
を
も
っ
て

1912

書

元
美
尋々
常
小
学
校
長
渡
辺
吉
次
郎
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単

三
〇
二二

五二

四 二 七 七 四 六

二 二 五 五 五 三 女

六 四 二 二 九 九

計

(二
〇
坪
)

1

室

校
舎
並
び
に
付
属
建
物
約
六
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
(一六

七坪)
を
新
築
す
る
。

こ
の
校
舎
統
一
に
つ
い
て
は
、
植
苗
北
地
区
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は、
近
く
な
る

の
で
賛
成
で
あ
っ
た
が、
通
学
距
離
の
遠
く
な
る
南
地
区
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

根
強
い
反
対
運
動
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
面
的
に
は
大
正
九
年
九
月
一
日
付、

植
苗
学
校
長
よ
り
町
長
あ
て
児
童
の
南
地
区
の
者
の
集
団
転
校
通
知
を
報
告
し
て
い

る
。

植
第
二
七
号

大
正
九
年
九
月
一
日

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治
殿

退
学
児
童
報
告

別
紙
児
童
本
日
退
学
二
付
氏
名
及
報
告
候
也

(『植
苗
校
沿
革
資
料
』
植
苗
小
中
学
校)

当
時、
学
校
の
あ
っ
た
南
一線
から
新
校
舎
の
所
ま
で
は
約二
キ
ロ
余
北
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が、
距
離
は
と
も
か
く
途
中

に
美
川々
の
支
流
パ
ン
ケ
ナ
イ
川
が
あ
り
、
そ
の
川
の
前
後
は
湿
地
で
あ
っ
た
の
で
通
学
に
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
問
題
は
後
に

同
盟
休
学
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
が、
九
月
一
日
付
の
集
団
退
学
報
告
に
対
し
、
町
長
は
次
の
如
く
回
答
を
求
め
て
い
る
。
ま
た、
児

童
の
机、
椅
子
に
つ
いて
も
保
管
移
転
に
つ
い
て
答
申
し
て
い
る
。

付
編
部
落
史
・
植
苗

計
|

六 五 四 三 二
年 年 年 年 年 年

学
年

男

級

教

植
苗
尋
常
小
学
校
長
中
島
儀
三郎
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苫
小
牧
市
史
下
巻

苫
第
四
六
八
二
号

大
正
九
年
九
月
七
日

植
苗
小
学
校
長
殿

退
学
児
童
報
告
二
関
ス
ル
件

本
月
一
日
付
植
第
二
七
号
ラ
以
テ
報
告
有
之
候
退
学
児
童
ニ就
テ
ハ
退
学
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
沼

ノ
端
小
学
校
へ
転
校
ノ
者
ト
思
料
シ
得
共
本
件
児
童
ラ
収
容
スベ
キ
沼
ノ
端
小
学
校
ニ
ア
リ

テ
ハ
器
具
ノ
設
備
等
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
通
路
弓
開
ク
ベ
キ
予
定
ノ
処
未
ダ
実
行
ニ
至
ラ
ザ
ル

モ
転
校
ニ
就
テ
ハ
各
々
児
童
保
護
者
ノ
希
望
ニ
依
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
候
力、
何
分
御
回
答
弓
得

度
此
段
及
御
照
会
候
也

植
第
二
九
号

大
正
九
年
九
月
十
日

植
苗
尋
常
小
学
校
長
中
島
儀
三
郎

退
学
児
童
報
告
二
関
ス
ル
件

本
月
七
日
付
苫
第
四
六
八二
号
ラ
以
テ
御
来
照
ノ
本
件
右
ハ
本
月
一
日
児
童
保
護
者
一
同
弓
代
表
シ
笹
川
惣
右
衛
門
ヨ
リ
本
件
児
童
ノ
沼
ノ
端
小
学
校
ニ
転

学
ハ
当
該
児
童
保
護
者
一
同
ノ
希
望
/
旨
申
出
有
之
候
結
果
処
理
致シ
タ
ル
次
第
二
有
之
候
条
御
了
知
相
成
度
此
段
及
回
答
候
也

(『植
苗
校
沿
革
資
料』
植
苗
小
中
学
校)

井戸 風呂場

便
所

廊

教 教

職
員
住
宅

校
長
住
宅

職
員
室 室 室下

廊 下

玄 関

グ ラ ン ド.

湯
呑
場

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治
殿

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治

1914



こ
の
後
町
長
よ
り
学
校
長
あ
て
仮
校
舎
選
定
に
つ
い
て
依
頼
の
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る
が、
こ
の
建
物
は
旧
校
舎
よ
り
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
近
距
離
に
法
華
宗
の
が
ら
ん
で
仮
説
教
所
と
も
い
う
べ
き
建
物
が
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
の
大
き
さ
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
前
に
述
べ
た
集
団
休
学
の
本
拠
と
も
な
り
得
る
旧
校
舎
を
早
く
取
壊
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
校
長
の
報
告
が
あ

る
と、折

返
し
校
舎
取
壊
し
の
通
知
を
学
校
長
あ
て
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
校
舎
は
同
盟
側
の
た
て
こ
も
り
に
よ
り
取
壊
し
は
不
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
第
四
二
〇
一号

大
正
九
年
九
月
十
六
日

植
苗
小
学
校
長
殿

貴
校
舎
移
転
二
伴
フ
本
件
選
定
ニ
付
テ
ハ
附
近
ノ
寺
院
用
建
物
弓
借
り
受
ケ
充
用
可
致
目
下
同
建
物
管
理
者
ニ
対
シ
承
諾
ラ
得
ベ
ク
交
渉
中
二
付
承
諾
ア

リ
次
第
云
々

(『植
苗
校
沿
革
資
料
』
植
苗
小
中
学
校)

と
あ
り
追
伸
に
平
面
図
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で、
学
校
長
よ
り
次
の
ご
と
く
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

植
第
三
〇
号

大
正
九
年
九
月
十
八
日

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治
殿

植
苗
尋
常
小
学
校
長

中
島
儀
三
郎
印

付
編
部
落
史
・
植
苗

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治

仮
校
舎
選
定
ノ
件

1915



苫
小
牧
市
史
下
巻

別 紙紙

半 間 四

壇 仏

窓 廊

窓・ 窓

窓

下

五
・
五
間

下

廊

入口

法華寺院の平面図

仮
校
舎
選
定
ノ
件

本
月
十
六
日
付
苫
第
四二
〇
一
号
ラ
以
テ
御
来
意
ノ
本
件
了
承
就
テ
ハ
今
回
御
選
定
ノ
寺

院
平
面
図
別
紙ノ
通
り
及
送
附
候
也

苫
第
四
七二
六
号

大
正
九
年
十
月
二
十
三
日

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治

植
苗
小
学
校
長
殿

(『植
苗
校
沿
革
資
料』

植
苗
小
中
学
校)

な
お、
こ
の
当
時
の
植
苗
地
区
の
公
的
区
分
は二
種
林、
植
苗
南、
植
苗
北、
共
有
地、
美
の々
五
地
区
で
あ
っ
た
。

苫
第
四
七二
六
号

大
正
九
年
十
月
二
十
八
日

植
苗
小
学
校
長
中
島
儀
三
郎
殿

仮
校
舎
ニ
関
ス
ル
件

本
月二
十
三
日
付
苫
第
四
七二
六
号
弓
以
テ
御
通
知
置
候
件
其
後
取
壊
/
番
二
至
候
旧
校
舎
八
第
九
部
落
二
於
テ
買
受
ケ
校
舎
新
築
二
至
ル
間
仮
校
舎
二
充

1916

学
校
取
壊
二
関
ス
ル
件

新
築
工
事
進
捗
二
伴
イ
貴
校
取
壊
ニ
着
手
可
被
候
ニ
付
テ
ハ新
築
校
舎
完
成
迄
ノ
間
貴
校
在
籍
児
童
ハ
沼
ノ
端
美
々
共
有
地
内
適
宜
通
学
セシ
メ
居
ラ
レ
度

此
段
及
御
通
知
候
也

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治
印



当
ノ
旨
同
部
落
ヨ
リ
申
出
之
有
二
付
引
続
同
校
舎
二
於
テ
教
授
相
成
候
樣
至
度
此
段
申
達
候
也

追
テ
新
校
舎
落
成
期
限
ハ
十
一月
三
十
日
マ
デ
ニ
候

予
テ
通
知
ニ
依
リ
他
校
へ
通
学
中
ノ
者
ハ
本
人
ノ
任
意
ニ
セ
ラ
レ
度
申
添
候
也

苫
第
五
四
一
〇
号

大
正
九
年
十二
月
二
十
二
日

植
苗
尋
常
小
学
校
長
殿

新
築
植
苗
尋
常
小
学
校
開
始
ノ
件

(『植
苗
校
沿
革
資
料
』
植
苗
小
中
学
校
)

予
テ
新
築
工
事
中
ナ
ル
植
苗
尋
常
小
学
校
八
大
正
十
年
一
月
十二
日
ヨリ
授
業
開
始
二
付
其
旨
各
児
童
二
周
知
方
御
取
計
相
成
度
此
段
及
御
依
頼
候
也
追
テ

植
苗
小
学
校
児
童
ニ
シ
テ
地
勢
上
沼
ノ
端
尋
常
小
学
校
へ
通
学
ス
ル
ラ
有
利
ト
認
ム
ル
者
ハ
同
校
へ
通
学
ス
ル
モ
差
支
ナ
キ
旨
併
テ
御
注
意
相
成
度
申
添
候

也

校
舎
移
転
に
と
も
な
う
一
連
の
公
的
面
の
文
書
の
交
換
を
列
記
し
て
き
た
が、
表
面
的
に
は
一応
何
事
も
な
く
移
行
し
て
い
る
が、
現

地
に
お
け
る
状
勢
は
困
難
な
も
の
が
あ
っ
て、
対
立
は
激
し
か
っ
た
。
し
か
し、
時
の
流
れ
に
は
勝
て
ず
、
一人
二
人
と
く
ず
れ
払
下
げ

を
受
け
た
校
舎
も
処
分
の
仕
様
が
な
く
、
つ
い
に
丹
治
に
こ
れ
を
押
し
付
け
、
丹
治
は
や
む
な
く
こ
れ
を
買
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

丹
治
の
本
家
は
こ
の
材
を
骨
組
に
建
て
た
の
で
大
き
な
家
で
あ
っ
た
。

南
地
区
の
人
た
ち
も
、
通
達
の
と
お
り
保
護
者
の
自
由
に
ま
か
せ
た
の
で
自
然
に
解
決
し
て
い
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
植
苗

苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治

1917



苫
小
牧
市
史
下
巻

植
苗
小
学
校
所
属
三
百
万
坪
特
別
教
授
場

学
級
編
成
表
(大
正
十
五
年
四
月
一
日
現
在)

1 単 級
学
級
学
年

六 五 四 三 ニ ー計
年 年 年 年 年 年

男一八

一 五 一 四 四 三

児
童

女|

一九

○ 三 三 四 六 三
数

一 計
三
七
一 八 四 八 〇 六

三
百
万
坪
特

別
教
授
場

植
苗
小
学
校
は、
や
っ
と二
学
級
に
な
った
の
も
つ
か
の
間、

大
正
十二
年、
三百
万
坪
に
特
別
教
授
場
が
新
設
さ
れ
る
に
お

よ
ん
で、
ま
た
単
級
と
な
っ
た。
三百
万
坪
特
別
教
授
場
は
昭
和二
年三
月
ま
で

続
く
が、
植
苗
共
有
地
と
違
っ
て
面
積
が
大
き
い
の
で、
開
墾
と
い
っ
て
も
製
炭

が
主
体
で、
木
を
食
い
つく
す
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
初
代
は
長
利
輔
友、
二

代
山
本
亀
吉、
妻
ノ
ブ、
三代
根
本
秀
一、
妻
タ
カ、
四
代
遠
田
喜
久
で
統
合
廃

止
と
な
っ
た
。
大
正
十
二
年
五
月
一
日
現
在
の
在
籍
児
童
は三
一名
で
あ
っ
た
。

大
正
十
年
ま
で
は
皆
ペ
ン
書
で
報
告
書
を
出
し
て
い
る
が、
大
正
十
一
年
から

は
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使
っ
て
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
百
万
坪
の
は
ペ
ン
書
の

う
え
、
に
じ
ん
で
い
る
の
で
、
は
な
は
だ
判
読
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三百
万

坪
に
関
す
る
資
料
は、
上
記
学
級
編
成
表
と
昭
和二
年
の
卒
業
生二
名
の
氏
名
の

み
で
あ
る
。
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
学
校
は
五
間
の
一
四
間
の
大
き
な
建
物
で、

間
仕
切
の
な
い
大
部
屋
の
一
角
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

統
合
後
の
植

本
校
の
記
録
に
大
正
十三
年三
月
、
片
道二
〇
町
以
上
の
通
学
児
童
の
報
告
が
あ
る
。
在
籍
児
童
数
の
現
況
が
現
在

苗
小
学
校
の
と
こ
ろ
不
明
な
の
で
遠
距
離
通
学
の
比
率
は
言
え
な
い
が、
大
体三
分
の二
以
上
で
あ
ろ
う
。

ま
た、
当
時
の
運
動
会
は
児
童
だ
け
で
は
少
な
い
の
で、
部
落
あ
げ
て
の
青
年
を
加
え
て
行
っ
て
い
た
。
ま
た、
新
聞
社
に
メ
タ
ル
の

寄
贈
を
お
願
い
し
た
り
し
て
い
る
。
買
物
も
運
動
会
買
物
帳
と
印
し
校
印
を
押
し
、
裏
に
は
「本
買
物
帳
ニ
記
載
セ
ル
物
品
ノ
代
価
ハ
植

苗
小
学
校
長
支
払
ノ
全
責
任
ラ
有
ス
印
」
と
し
た
買
物
帳
で
一
切
を
買
入
れ、
支
払
い
は
各
購
入
店
で
下
に
領
収
と
同
時
に
押
印
す
る
。

1918

教
室
一
(坪
数
一
八
坪
)

合



片
道
二
〇
町
以
上
の
通
学
児
童

六五四三二一 学

年年年年年年年

三
〇

1 男

三四六二〇五

女
五 二四七五四

一 一 計
八六〇九五九

植苗小中学校 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

賞
品
類
は
学
用
品
が
主
体
な
の
で
中
原
商
店
から
の
購
入
品
が
多
か
っ
た。

大
正
十
四
年
四
月
一
日、
児
童
の
自
然
増
に
よ
る
二
学
級
編
成、
こ
れ
は
共
有
地
と

三
百
万
坪
の
間
に
八
五
町
歩
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
共
に
開
墾
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
開
墾
が
早
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
原
木
の
尽
き
る
の
も
早
く
昭
和三
年
四
月
一
日
に
は
、

ま
た
単
級
に
も
ど
っ
て
い
る
。

戦
後
の

植
苗
小
学
校
は、
昭
和二
十二
年
四
月、
新
学
制
の
施
行
に
よ
り
植

小
中
学
校
苗
国
民
学
校
か
ら
苫
小
牧
町
立
植
苗
小
学
校
と
な
っ
た
。

ま
た
、
従
来
の
高
等
科
は
新
設
の
新
制
中
学
校
と
な
り
小
学
校
に
併
置
さ
れ、
当
初

は
苫
小
牧
東
中
学
校
植
苗
分
校
で
あ
っ
た
が、
昭
和二
十
六
年
四
月
に
植
苗
中
学
校
と

し
て
独
立
し、
学
校
長
は
小
学
校
長
が
兼
務
し
た
の
で
『植
苗
小
中
学
校』
と
呼
ば
れ

た。本
校
は
大
正
十
年
以
来
、
美
沢二
〇
四
番
地
に
あ
っ
た
が、
こ
こ
は
千
歳
飛
行
場
に

近
く
騒
音
が
ひ
ど
い
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が、
昭
和

四
十
六
年
に
な
っ
て、
防
衛
施
設
費
に
よ
る
整
備
校
に
指
定
さ
れ、
場
所
も
植
苗
五
〇

番
地
に
移
し
て
防
音
装
置
を
ほ
ど
こ
し
た
立
派
な
校
舎
が
出
来
上
が
り
、同
四
十
七
年三

月
に
小
中
学
校
と
も
ど
も
移
転
し
た
。

植
苗
振
興
会
と

従
来
植
苗
地
区
は
中
央、
南、
北
、
西
、
美
沢
、
ト
ア
サ
の

植
苗
連
合
町
内
会
六
部
落
に
分
離
し
、
明
治
の
開
拓
以
来
一
貫
し
て
行
政
も
分
か

1919

付
編
部
落
史
・
植
苗 (大
正
十
三
年
三
月)

二
七

五
七



苫
小
牧
市
史
下
巻

れ
た
ま
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
事
は
利
害
関
係
に
も
お
よ
び
、
学
校
移
転
な
ど
に
根
強
く
あ
ら
わ
れ、
対
立
を
ま
ね
く
原
因
と
も
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
当
地
区
全

体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
一地
区
だ
け
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ、
不
幸
の
原
因
と
も
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た

こ
と
が
な
く
、
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
諸
問
題
を
考
え
振
興
発
展
さ
せ
る
た
め、
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
六
部
落
を
合
併
し
た
植
苗
振
興

会
が
設
立
さ
れ、
苫
小
牧
町
会
の
発
足
に
よ
り
植
苗
連
合
町
内
会
と
な
っ
た
。

ラ
ジ
オ
共
同

昭
和
十
八
年、
北
海
道
喜
茂
別
村
に
有
線
に
よ
る
ラ
ジ
オ
共
同
聴
取
施
設
第
一
号
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
電
気
と
文

聴
取
施
設
化
施
設
に
恵
ま
れ
な
い
農
漁
村
に
急
激
に
普
及
発
達
し
、同二

十
九
年
七
月
現
在、電

波
監
理
局
に
登
録
済
み
の
施
設
は

数
に
お
いて
六
〇
〇
カ
所、
聴
取戸
数
は
実
に
九
万
五
、
〇
〇
〇
戸
に
達し
た
。

植
苗
地区
に
お
い
て
は、
昭
和二
十
六
年
春、
発
議
以
来、
経
済
的
技
術
的
困
難
を
乗
り
越
え
て
建
設工
事
を
進
め、
同
年
十二
月
二

十
三
日
完
工
、
二
十
五
日
の
ク
リ
ス
マ
スプ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
第
一声
を
各
戸
に
送
り
、
当
地
区
全
戸
が
そ
の
喜
び
に
ひ
た
っ
た
の
で
あ

る
。

二、
施
設
年
月
日
昭
和
二
十
六
年
十二
月二
十
三
日

二
、
電
線
延
長
距
離
五
〇
キ
ロ
単
線
四
八
キ
ロ
複
線二
キ
ロ

中
央、
南
、
北
、
西
、
美
沢、
ト
ア
サ
の
六
地
区
当
初
八
八
戸

三
、
加
入
者
数

四
、
工

事
費
建
設
費
七
二
万
八
、
〇
〇
〇
円

内
訳

市
補
助
金
二
〇
万
円

訳

個
人
負
担
五
二
万
八、
〇
〇
〇
円

1920



五
、
維
持
費
毎
年
一
戸
八
〇
〇
円
程
度

(『ラ
ジ
オ
共
同
聴
取
記
録
』
植
苗
連
合
町
内
会
)

以
来
十
数
年、
植
苗
電
気
利
用
組
合
が
発
足
し
、
電
化
さ
れ
る
ま
で、
この
設
置
は
当
地
区
の
重
要
な
連
絡
網
で
あ
る
ば
かり
で
な
く、

社
会
的
文
化
的
あ
る
い
は
経
済
的
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

植
苗
電
気
利
用

農
村
電
化
促
進
法
の
制
定
で
北
海
道
の
未
電
灯
地
帯
に
明
る
い
光
が
さ
し
は
じ
め
る
と
同
時
に、
当
地
方
で
も
沼

組
合
と
電
友
会
ノ
端
か
ら
植
苗
白
鳥
湖
ま
で
は
北
電
の
施
設
と
な
り、
そ
の
先
の
北
部
落
(学
校を
含
む)
から
植
苗
中
央
一
帯
は
私

設
配
電
と
し
て
昭
和三
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
に
仮
使
用
認
可、
翌
年
一
月
十
九
日、
正
式
認
可
と
な
り、
こ
こ
に
永
年
に
わ
た
る
無

電
灯
地
帯
で
あ
っ
た
こ
の
地
の
一部
に
電
灯
が
つ
い
た
。

だ
が、
こ
の
時
わ
ず
か二
〇
名
の
人
た
ち
の
結
集
に
よ
る
組
合
組
織
の
『電
気
消
費
組
合
』
で
あ
った
。
当
時、
一戸
一二
万
円
と
い

う
負
担
金
は
血
の
に
じ
む
思
い
で
あ
り
、
この
ほ
か
自
己
の
屋
内
施
設
の
負
担
も
あ
っ
た
。
以
来
十
二
年
間、
昭
和
四
十
七
年
五
月
五
日
、

北
海
道
電
力
に
移
管
と
な
る
ま
で
電
気
利
用
組
合
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

北
電
引
継
ぎ
後
も
集
金
業
務
と
検
針
業
務
は
組
合
の
仕
事
と
し
て
残
さ
れ、
利
用
組
合
は
解
散
と
し
電
友
会
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
移
管
に
際
し
て
は
施
設
の
改
善
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
無
償
で
移
管
し
た
の
で
あ
る
。

植
苗

明
治
四
十
一
年、
炭
鉱
汽
船
株
式
会
社
事
務
所
に
来
て
い
た
退
役
少
尉
川
上
力
之
介
を
初
代
会
長
に
『植
苗
青
年
会
』
と

青
年
団
し
て
発
足
し
た
。
大
正
五
年
の
記
録
に
よ
る
と
本
会
会
員二
五
名、
苫
小
牧
青
年
会
四
五
名
と
あ
る
。
何
時
こ
ろ
から
青
年

団
と
な
っ
た
の
か、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
正
六
年
に
苫
小
牧
連
合
青
年
団
が
組
織
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ

100そ
の
後、
団
長
は
学
校
長
が
あ
た
り、
女
子
は
女
子
青
年
団
と
な
っ
て
分
か
れ
て
い
った
。

付
編
部
落
史
・
植
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昭
和
に
入
り
軍
事
色
が
強
く
な
る
と
、
青
年
学
校
が
設
けら
れ、
青
年
団
と
結
ば
れ
て
い
っ
た
。

戦
後
、
昭
和二
十
一
年
四
月、
改
組
植
苗
青
年
団
と
し
て
発
足
、男
女
合
わ
せ
て
五
六
名
の
団
員
を
数
え
、会
館
建
設
目
的
を
も
っ
て
兵

舎
払
下
げ
運
動
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
農
村
の
過
疎
化
と
中
学
卒
業
者
の
他
市
へ
の
就
職
転
出
に
よ
り
次
第
に
団
員
が
減
少
、
自
然
消
滅
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
他

昭
和三
十
二
年
六
月
十
九
日
に
発
足
し
た
植
苗
自
警
団
は、
郷
土
の
平
和
を
確
立
し
、
自
治
的
治
安
秩
序
を
保
持
す
る
た

の
団
体
め
、
犯
罪
防
止
で
警
察
業
務
に
積
極
的
に
協
力
す
る
ほ
か、
交
通
事
故
防
止
の
協
力
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

植
苗
自
衛
消
防
団
は
自
警
団
の
人
た
ち
が
横
す
べ
り
し
て
組
織
し
防
災
に
備
え
、
沼
ノ
端
第
二
消
防
分
団
の
系
列
下
に
入
り
、
野
火
の

発
生
な
ど
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る。

植
苗
各
地

植
苗
地
区
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
六
部
落
が
別
々
に
発
達
し
た
た
め、
神
社
も
各
地
に
設

の
神
社
立
さ
れ
た
。

・植
苗
南
地
区
神
社

小
原
宗
四
郎
が
讃
岐
の
故
郷
よ
り
分
神
受
領
し
て
き
た
も
の
を
、
ず
で
に
入
地
し
て
い
た
柄
沢
鶴
吉
と
と
も
に、
明
治三
十
二
年
こ
ろ

草
分
神
社
と
し
て
設
立
、
当
地
北
炭
に
山
神
の
立
派
な
神
社
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
と
も
に
併
合
し
た
。
御
神
体
は
八
幡
様
で
あ
る
。
祭

日
は
旧
暦
八
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。

・
植
苗
中
央
区
神
社

植
苗
駅
前
に
家
を
建
て
萬
屋
の
店
を
経
営
し
て
い
た
渡
辺
喜
蔵
の
屋
敷
内
に
ま
つ
っ
て
あ
っ
た
お
社
を
分
神し
、道
地
忠
八
所
有
の
土
地

に
社
地
を
設
け
中
央
神
社
と
し
た
。
祭
神
は
八
幡
様
で
、
祭
日
は
九
月
十
五
日
で
あ
る
。

●
北
地
区
神
社
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植苗神社 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北
三
線
の
市
道、
旧
植
苗
小
学
校
前
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
間

口
七
間、
奥
行
五
間
余
の
社
を
構
え
、
ま
わ
り
を
エ
ゾ
松
に
か
こ
ま
れ
た
神
社
で
、
祭

神
は
八
幡
様、
祭
日
は
九
月
十
五
日
で
あ
る
。

●
美
沢
地
区
神
社

美
々
道
路
の
ち
ょう
ど
中
間
点
近
く
の
丘
の
上
に
ま
つ
ら
れ
た
お
社、
美
の々住
人

長
谷
川
友
蔵
の言
に
よ
れ
ば
千
歳
神
社
の
分
神
で
あ
る
と
い
う
。

祭
神
は
天
照
大
神
で
、
祭
日
は
九
月
五
日
で
あ
る
。

・
西
地
区
神
社

西
地
区
は
木
材、
製
炭
、
製
薪
と
木
に
関
す
る
事
業
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
に

入
っ
た
事
業
者
が
山
の
神
を
祭
っ
た
。
大
木
に
『ご
へ
い
』
を
ま
わ
し
、
鳥
居
を
建
て

て
い
た
が
、
こ
れ
を
社
屋
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
神
社
と
な
っ
た
。
場
所
は
遠
藤
治

良
所
有
の
丘
の上
に
祭
っ
た
。
祭
神
は
山
の
神、
祭
日
は
九
月
十二
日
で
あ
る
。

・
植
苗
神
社

南
、
北、
中
央、
美
沢
の
四
つ
の
御
神
体
を
一
カ
所
に
合
わ
し
、
祭
日
を
九
月
十
五
日
と
し
て
お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。し
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
か
ら
失
敗
が
あ
り
、一〇

年
後
の
昭
和三
十
一
年
に
第
一
回
の
合
同
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
翌
三
十
二
年
に
は
各
神
社
の
解

体
移
転
が
行
わ
れ、
再
建
さ
れ、
こ
こ
に
完
全
な
合
同
が
完
了
し
た
。

・
寺
院
・
信
者

古
く
は
植
苗
地区
に
お
寺
が
あ
っ
た
が、
現
在
は
な
い。
住
民
の
多
く
は
禅
宗
で、
一部
が
門
徒
宗
で
あ
る
。
キリ
ス
ト
教
は
一戸
の

付
編
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沼

ノ
端

一
部
落
の
起
源

地
名
の

沼
ノ
端
地
区
は、明

治三
十
一
年、
同
地
に
駅
が
設
置
さ
れ
る
以
前
は
住
む
人
も
な
い
草
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。
や
が
て
駅

由
来
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
る
と
、
同
地
区
北
方
に
ウ
ト
ナ
イ
沼
が
あ
り
、
こ
の
沼
の
端
に
あ
る
部
落
と
い
う
こ
と
で
、『沼

ノ
端
』
と
名
付
い
た
の
で
あ
る
。(一)

沼
ノ
端
に
は
適
当
な
ア
イ
ヌ
語
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
は
古
く
か
ら
交
通
(勇
払
越
え)
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
ウ
ト
ナ
イ
ト
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
ウ
ツ」
肋
骨
、「ナ

イ
」
川、「ト

」
沼
を
意
味
し
、「あ
ば
ら
骨
の
よ
う
な
川
の
あ
る
沼
」
と
い
う

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
川
は
生
き
物
で
あ
り
、
川
の
主
流
(勇
払
川)
を
腹
に
た
と
え
る
と
こ
れ
に
流
れ
込
む
小

川
は
肋
骨
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
イ
ヌ

昭
和
四
十
一
年
七
月
、
旧
道
苫々
小
牧
‒
上
厚
真
線
に
か
か
る
稔
橋
近
く
か
ら
ア
イ
ヌ
丸
木
舟
五
隻
が
発
掘
さ
れ
話
題
に

丸
木
舟
な
っ
た
。
こ
の
丸
木
舟
は、
当
初三
〇
〇
年
前
と
い
う
絶
対
年
代
が
得
ら
れ
た
が、
そ
の
後
の
調
査
で
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

る
七
七
〇
年
前
と
いう
絶
対
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
発
掘
さ
れ
た
丸
木
舟
は
『勇
払
越
え
』
を
実
証
す
る
貴
重
な
出
土
品
で
、

苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
に
永
久
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

付
編
部
落
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二
自
然
環
境

位
置

苫
小
牧
市
の
中
心
部
よ
り
見
る
と
北
東
に
位
置
し
、
国
鉄
苫
小
牧
駅
よ
り
八
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
南
は
苫

小
牧、
東
は
勇
払
、
柏
原、
北
は
植
苗
、
西
は
丸
山
に
接
し
て
い
る
。

地
質
と

勇
払
原
野
は
今
から
五
、
〇
〇
〇
年
前
こ
ろ
から
海
退
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
海
底
に
あ
った
今
日
の
市
街
地、
工
場

地
形
用
地
な
ど
の
平
坦
地
が
現
れ
て
き
た。
こ
の
た
め
平
野
を
構
成
し
て
い
る
地
層
は
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
の
堆
積
物
で、
地

表
は
厚
く
樽
前
火
山
噴
出
物
に
よ
り
被
わ
れ
て
い
る
。
沼
ノ
端
地
区
一
帯
は
こ
の
勇
払
原
野
の
一
部
で、
大
半
が
市
街
地
お
よ
び
工
場
用

地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
自
然
の
残
存
度
が
低
く
、沼
ノ
端
駅
北
側
よ
り
ウ
ト
ナ
イ
沼
に
か
け
て
の
湿
原
お
よ
び
古
川
付
近

に
勇
払
原
野
本
来
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

沼
ノ
端
の
背
後
に
は
部
落
名
の
由
来
と
な
っ
た
ウ
ト
ナ
イ
沼
が
あ
る
。
ウ
ト
ナ
イ
沼
の
生
成
過
程
は
勇
払
原
野
の
生
成
そ
の
も
の
で、

前
記
し
た
海
退
が
は
じ
ま
る
こ
ろ
、
海
流
に
よ
り
運
搬
さ
れ
る
土
砂
に
よ
り
糸
井
方
面
から
真
小
牧、
佐
多
布
に
か
け
、
ま
た
沼
ノ
端
か

ら
勇
払、
明
野
付
近
に
か
け
て
砂
丘
が
形
成
さ
れ
た。
こ
れ
と
並
行
し
て
美
川々、
勇
払
川
お
よ
び
苫
小
牧
川
な
ど
の
河
川
が
運
搬
す
る

土
砂
に
よ
る
埋
立
作
業
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
勇
払
原
野
は
静
か
に
形
成
さ
れ
て
い
き
、
埋
残
さ
れ
た
の
が
ウ
ト
ナ
イ
沼
な
ど

の
沼
と
し
て
今
日
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め、
江
戸
時
代
の
地
図、文

献
な
ど
を
見
て
み
る
と
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
は
今
日
よ
り
は
る
か

に
大
き
な
沼
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

沼
ノ
端
の

沼
ノ
端
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
は工
場、
住
宅
が
立
ち
並
び、
開
拓
初
期
の
植
物
相
は
知る
すべ
も
な
い。
わ
ず
か

動
・
植
物
に
残
さ
れ
た
地
域
に
は
、
背
丈
の
低
いエ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ、
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ、
ヤ
チ
ダ
モ
、
イ
ヌコ
リ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
か
ら

な
る
林
が
見
ら
れ、
名
物
の
ハ
ス
カ
ップ

(ク
ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
ズ
ラ)
の
群
棲
地
と
な
っ
て
い
る
。
同
駅
から
ウ
ト
ナ
イ
沼
、
勇
払
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川
付
近
に
か
け
て
の
湿
・
草
原
に
は
良
好
な
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ッ
ケ、
エゾミ

ソ
ハ
ギ、
ミ
ズ
ギ
ボ
ウシ
、
サ
ワ
ギ

キ
ョ
ウ
、
エ
ゾ
ス
カ
シ
ュ
リ
な
ど
勇
払
原
野
の
花
が
美
し
く
、
砂
丘
部
に
は
ハ
マ
ナ
ス、
ウ
ラ
ジ
ロ
タ
デ、
イ
ワ
ブ
ク
ロ、
ハ
ナ
ゴ
ケ
類

な
ど
海
浜、
高
山
性
の
植
物
が
見
ら
れ、
貴
重
な
地
域
と
し
て
保
護
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

動
物
は、
勇
払
川、
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ、
ア
オ
サ
ギ、
オ
オ
ジ
シ
ギ、

マ
ガ
モ、
マ
ガ
ン
、
ヒシ
ク
イ
、
カ
ワラ

ヒ
ワ
、
カ
ッ
コ
ウ、
キ
ジ
バ
ト
、
ア
オ
ジ
、
コ
ム
ク
ド
リ
、
ノ
ビ
タ
キ
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
、
ト
ラ
ツ
グ
ミ
な
ど
多
く
の
鳥
類
が
飛
来
す
る
。

ウ
ト
ナ
イ
沼
に
は
五
、
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
コ
イ
を
は
じ
め
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ、
ウ
グ
イ、
ヤ
チ
ウ
グ
イ
、
ワ
カ
サ
ギ、
ウ
キ

ゴ
リ
な
ど
の
魚
類
も
豊
富
で、
スジ
エ
ビ
、
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
勇
払
川
に
は
か
っ
て
サ
ケ、
マ
ス
の
捕
獲
場
が
あ
っ
た
ほど

そ
上
し
た
が、
最
近
は
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
勇
払
川
を
有
名
に
し
た
ユ
ウ
フ
ツ
ヤ
ツメ

(ミ
ツ
バ
ヤ
ツメ
)
の
記
録
も
あ
る
が、

そ
の後
の
再
記
録
は
な
い
。

こ
の
他
ネ
ズ
ミ
類
、
野
性
化
し
た
ミ
ン
ク、
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
類
も
見
ら
れ
、
昆
虫
類
の
数
も
多
い
。

三
開
拓
・
発
達

沼
ノ
端
の

あ
け
ぼ
の

北
海
道
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
の
沿
線
拡
充
計
画
に
よ
り
駅
舎
が
建
設
さ
れ
る
前
の
沼
ノ
端
は、
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
一
帯

を
さ
し
、
苫
小
牧、
勇
払、
植
苗
の
三
村
に
ま
た
が
る
広
大
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
今
日
の
沼
ノ
端
市
街

地
は
な
く
、
福
田
儀
平
宅
が
一
軒
あ
る
の
み
の
寂
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
福
田
は
明
治
三
十
四
年、
沼ノ
端
駅
通
の
取
扱
人
を
し
た
り、同

三
十
五
年、村

長
の
行
政
事
務
補
助
者
と
し
て
同
地
区
の
初
代
部
長
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
当
時
の
実
力
者
で
あ
る
が、
そ
の
人
物
像
は
定
か

で
な
い。

明
治三
十
一
年二
月
一
日
よ
り
沼
ノ
端
駅
は
業
務
を
開
始
し
た
が、
植
苗、
勇
払
地区
に
入
地し
て
い
た
開
拓
者
に
と
っ
て
駅
の
開
設

付
編
部
落
史
・
沼
ノ
端
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に
よ
り
受
け
る
恩
恵
は
大
き
な
も
ので
あ
っ
た
。
ま
た
同
駅
は、
日
高
路
と
の
分
岐
点
と
し
て
各
産
業
に
貢
献
し、
そ
の
存
在
価
値
は
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
駅
が
設
置
さ
れ
る
と
、
将
来
の
発
展
を
洞
察
し
た
東
北
地
方
出
身
の
人
が々
同
地
に
入
地
し
、
駅
前
を
中
心
に
住
居
が
建

ち
並
び
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
沼
ノ
端
市
街
地
お
よ
び
予
定
地
で、
今
日
の
沼
ノ
端
部
落
の
母
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
沼
ノ
端
は、
駅
舎
が
建
設
さ
れ
た
の
を
契
機
に
部
落
が
誕
生
し
、
開
拓、
発
展
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

森
林
資
源

駅
が
設
置
さ
れ
た
ころ
の
沼
ノ
端
周
辺
は、
今
日
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
森
林
が
あ
り、
こ
の
森
林
資
源
を
利

の
開
発
用
し
た
産
業
が
栄
え
、
沼
ノ
端
駅
は
こ
れ
ら
の
産
物
の
取
り
扱
い
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
当
時
同
駅
で
扱
っ
た
産
物
は、
マ
ッ

チ
軸
木、
木
炭、
枕
木、
角
材
な
ど
で
あ
っ
た
。
特
に
マ
ッ
チ
軸
木
は
明
治
時
代
を
代
表
す
る
産
物
で、
美
、々
植
苗
地
区
の
美
々
川
流

域
に
あ
っ
た
工
場
で
生
産
さ
れ
た
軸
木
を
箱
舟
を
利
用
し
て
ウ
ト
ナ
イ
沼
ま
で
下
り、
さ
ら
に
勇
払
川
に
入
っ
て
沼
ノ
端
駅
に
最
も
近
い

地
点
で
陸
揚
げ
さ
れ、
馬
車
で
運
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
枕
木、
角
材
な
ど
も
同
様
の
輸
送
方
法
を
と
っ
て
い
た
が、
や
が
て
ウ

ト
ナ
イ
沼
岸
から
沼
ノ
端
駅
裏
ま
で
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
、
馬
鉄
で
こ
れ
ら
を
運
ん
で
い
た
と
いう
。
こ
う
し
て
同
駅
に
集
め
ら
れ
た
マ
ッ

(2)

チ
軸
木
は
室
蘭
港
に
集
め
ら
れ、
さら
に
神
戸
へ
と
輸
送
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一方
木
炭
は、
明
治三
十
年、
国
有
未
開
地
処
分
法
の
施
行
に
よ
り
各
地
に
開
拓
者
が
入
地
し
、
沼
ノ
端
付
近
で
も
植
苗
村
地
区
な
ど

に
入
地
し
た
人
が々、
開
墾
の片
手
間
に手
が
け
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
片
手
間
仕
事
を
い
つ
し
か
本
業
と
す
る
者
も

現
れ、
前
記
処
分
法
の
適
用
を
受
け
て
入
地
し
た
者
の
中
に
は
開
墾
も
せ
ず
に
木
炭
業
に
専
念
す
る
者
さ
え
あ
っ
て
、
同
地
域
の
山
林

は
乱
伐
が
く
り
返
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
木
炭
は、
近
く
の
駅
か
ら
札
幌、
小
樽
方
面
へ
運
ば
れ
て
い
っ
た
が、

大
正
時
代
に
お
け
る
沼
ノ
端
駅
の
取
扱
量
を
見
て
み
る
と、
早
来、
遠
浅、
苫
小
牧
各
駅
に
次
い
で
第
四
位
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
駅
舎
の
設
置
が
契
機
と
な
っ
て
林
産
物
の
集
散
地
と
し
て
活
気
を
見
せ
は
じ
め、
駅
前
を
中
心
に
商
店
、
運
送
店
、
旅
館

1928



な
ど
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
小
規
模
な
部
落
で
あ
っ
た
。

牧
場
経
営

沼
ノ
端
地
区
に入
地
し
た
者
の
中
に
は
、
新、
旧
国
有
未
開
地
処
分
法
の
適
用
を
受
け、
国
有
未
開
地
の
貸
付
け
も
し

者
の
出
現
く
は
売
払
い
に
よ
り
入
手
し
た
広
面
積
の
土
地
を
所
有
し
、
牧
場
経
営
を
行
う
者
が
現
れ
た
。
同
地
域
は
、
地
形
が
平

坦
で
積
雪
量
も
少
な
いう
え
年
中
凍
ら
な
い
小
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
から
、
牛
馬
の
放
牧
に
は
適
し
て
お
り、
主
目
的
が
投
機
型
副
業

で
あ
っ
た
かど
う
か
は
別
にし
て
も、
牧
場
経
営
者
の
出
現
は
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
正
十
四
年
こ
ろ
の
同
地
域
に
存
在
し
た
牧
場
お
よ
び
規
模
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔宮
崎
牧
場〕

駅
よ
り
北
へ
二
里
地
積

""1
東
へ三
〇
丁

11 "
二
九三
町
歩

六
〇
町
歩
牛
・
馬
八
〇
頭

馬
二
〇
頭

ハ
二
、
〇
〇
〇
町
歩
牛
・
馬
二
〇
〇
頭

(『北
海
道
鐵
道
各
驛
要
覧
』
大
正
十
四
年
札
幌
鉄
道
局
)

金
山
線
の
開
通

北
海
道
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
沼
ノ
端
駅
は、
明
治三
十
六
年
十
月
一
日、
同
社
が
国
有
と
し
て

と
沼
ノ
端
買
収
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
有
鉄
道
沼
ノ
端
駅
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
楢
崎平
太
郎
な
ど
当
時
の
道
内
海
運
業
者
が
中
心
と
な
り
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ、
そ
の
第
一
次
工
事
と
し
て

と
ない

沼
ノ
端
‒
辺
富
内
(富
内)
間
約
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
敷
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
第
一
期
工
事
は
大
正
九
年
に
着
工
さ
れ、
同
十
一

い
く
べ
つ

年
七
月
二
十
四
日
、沼
ノ
端
‒‒生

鼈(旭
岡)が
ま
ず
開
通
し
、同
十
二
年
十
一
月
十
一
日
に
は
辺
富
内
ま
で
と
いう
よ
う
に
次
々
に
開
通
し
、

沼
ノ
端
駅
は
国
鉄
と
共
同
使
用
駅
と
な
っ
た
。

付
編
部
落
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・
沼
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端
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さ
ら
に
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
は、
辺
富
内
周
辺
で
採
掘
し
た
石
炭
を
輸
送
す
る
た
め
に
沼
ノ
端
‒‒苗
穂
間
に
札
幌
線
を
敷
設
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が、
辺
富
内
周
辺
の
石
炭
は
企
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
採
掘
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
石
炭
は

見
込
み
が
な
く
と
も
木
材
資
源
は
豊
富
に
あ
り、
こ
れ
の
輸
送
を
目
的
に
同
社
は
大
正
十
二
年、札

幌
線
の
工
事
に
着
工
し、同

十
五
年
八

月
二
十
一
日、
営
業
を
開
始
し
た
。

国鉄・北海道鉄道沼ノ端駅構内 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

こ
の
よ
う
に
沼
ノ
端
は
国
有、
私
有
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
鉄
道
事
務
所、
職
員
宿
舎、

宿
屋
、
飲
食
店
な
ど
が
で
き
、
活
気
を
み
せ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

や
が
て、
北
海
道
鉄
道
の
経
営
は
王
子
製
紙
に
移
り
、
従
来
沼
ノ
端
が
始
発
駅
で
あ

っ
た
も
の
も
昭
和
九
年
十
月
一
日
か
ら
苫
小
牧
駅
に
変
わ
り、
事
務
所
も
東
札
幌
へ
移

る
と
沼
ノ
端
は
往
年
の
活
気
を
失
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
沼
ノ
端
は
鉄
道
の
変
遷
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た
街
な
の
で
あ

る
。拓
勇
部
落

沼
ノ
端
地区
に
本
格
的
な
開
拓
団
が
入
地
し
た
の
は、
ほ
か
の
部
落

の
誕
生
よ
り
遅
く
昭
和
初
期
のこ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年三
月
、
胆
振
拓
殖
実
習
校
卒
業
生
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
佐
藤
信
、
平
松

久
吉
、
高
井
嶺
男、
岩
淵
章
吉
、
村
上
勇
お
よび
木
津
勇
太
郎
の
五
名
が
沼
ノ
端
市
街

地
西
方
の
原
野
に
入
地
し
た
。
こ
れ
が
拓
勇
部
落
で、
拓
勇
と
は
不
毛
の
地
と
い
わ
れ

る
勇
払
原
野
を
な
ん
と
か
開
拓
し
よ
う
と
いう
願
い
か
ら
名
付
い
た
名
称
で
あ
っ
た
と

いう
。こ
う
し
て
入
地
し
た
開
拓
者
に
は
一
戸
当
た
り
一
〇
町
歩
の
特
定
地
が
貸
付
け
ら

1930
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沼ノ端拓勇部落 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

れ
た
ほ
か、
今
後
の
営
農
成
績
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
五
町
歩
を
貸
付
け
す
る
と
い
う
道
庁
の
施
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の人
々
に

は
住
宅
と
し
て
一
戸
一
〇
坪
の
住
宅
兼
畜
舎、
畜
牛
一
頭
が
与
え
ら
れ
た
。

こう
し
て
開
墾
に
着
手
し
た
が、
開
拓
者
の
努
力
に
よ
り
初
年
度
か
ら
か
な
り
の
好
成
績
を
お
さ
め、
同
年
秋
の
収
穫
時
に
は
佐
上
北

海
道
庁
長
官
が
同
部
落
を
視
察
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た。
そ
の
後
も
同
部
落
に
は入
地
者
が
あ
り、
恵
ま
れ
た
条
件
の
中
で
着
と々
好
成
果

を
上
げ
る
一
方
、
沼
ノ
端
郵
便
局
に
勤
務
す
る
者
も
現
れ
て、
開
拓
農
家
と
し
て
は
安
定
し
た
部
落
で
あ
っ
た
。

変
わ
り
ゆ

鉄
道
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
沼
ノ
端
地区
は、苫

小
牧
市
の
発
展
に

く
沼
ノ
端
と
も
な
い
急
激
な
成
長
を
と
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
東
部
開
発
に
と
も

な
う
工
場
の
出
現
を
は
じ
め、
ベ
ッ
ト
タ
ウン
と
し
て
の
宅
地
造
成
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

み
つ
つ
あ
る
反
面
、
公
害
問
題
が
ク
ロー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
今
後
の
発
展
上
も
ろ

も
ろ
の
問
題
を
包
含
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

四
教
育
・
文
化

沼
ノ
端
小
学

明
治
三
十
一
年、沼

ノ
端
駅
が
設
置
さ
れ
る
と、沼

ノ
端
地
区
は
農

校
の
沿
革
林
産
物
の
集
散
地
お
よ
び
日
高
方
面
へ
の
分
岐
点
と
し
て
活
気
を
見

せ
は
じ
め、
住
民
も
次
第
に
増
加
し
て
いっ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
教
育
施
設
の
設
置

が
急
務
と
な
り
、
当
時
の
有
志
福
田
儀
平
、
工
藤
栄
太
郎、
星
野
藤
七
な
ど
の
努
力
と

部
落
の
人
の々
協
力
に
よ
り、
校
具
の
寄
付
を
受
け
る
と
と
も
に
民
家
を
借
り
上
げ、

こ
れ
を
校
舎
に
当
て
沼
ノ
端
簡
易
教
育
所
を
開
設
し
た
の
は
明
治三
十
六
年
四
月
の
こ
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と
で
あ
っ
た
。
簡
易
教
育
所
と
は、
道
庁
に
お
い
て
明
治三
十
一
年、「簡

易
教
育
規
程」
を
制
定
し、
さ
ら
に
同三
十
四
年
に
一部
を
改

正
し
、
尋
常
小
学
校
を
設
置
す
る
費
用
を
負
担
で
き
な
い町
村
は
「簡
易
教
育
所」
を
設
け
尋
常
小
学
校
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

大
正
五
年
十二
月
一
日、「改

正
特
別
教
育
規
程
」
の
施
行
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
簡
易
教
育
所
の
名
称
を
廃
止
し
、
新
た
に
沼
ノ
端
尋
常

小
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ、同

十
二
年
六
月
、
待
望
の
新
校
舎
が
落
成
(工
費四、

九
五〇
円、
校
地九〇

〇
坪、
校
舎
八
八
坪)
し
た
。

や
が
て
、
昭
和
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
「国
民
学
校
令」
に
よ
り
沼
ノ
端
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が、
終
戦
後
の
新
学
制
実
施
に
よ

り
苫
小
牧
町
立
沼
ノ
端
小
学
校
と
な
っ
た

の
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

沼ノ端小学校 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

沼ノ端中学校 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

沼
ノ
端
中
学

新
学
制
実
施
に
よ
り

校
の
沿
革
昭
和
二
十
二
年
四
月
一

日
、
町
立
沼
ノ
端
小
学
校
内
に
町
立
東
中

学
校
の
沼
ノ
端
分
校
と
し
て
発
足
し
、
同

二
十
六
年
四
月
一
日、独

立
昇
格
し
て
市
立

沼
ノ
端
中
学
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
生

徒
数
の
減
少
に
よ
り
昭
和三
十
一
年三
月

を
も
っ
て
廃
校
と
な
り、
沼
ノ
端
地
区
の

子
弟
は
ス
クー
ルバ
ス
に
よ
り
東
中
学
校

1932
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開発青年隊沼ノ端実習所 (昭和41年)
〔北海道開発青年隊本部蔵〕

へ
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
同三
十
七
、
八
年
こ
ろ
か
ら
同
地
区
も
次
第
に
発
展
し
、
生
徒
数
の
増
加
も
あ
っ
て
中
学
校
新
設
運
動
が
起
こ
り
、
関
係
各

方
面
に
対
す
る
陳
情
が
行
わ
れ、
同
四
十
年
に
は
こ
れ
が
実
現
し
て
四
月
開
校
と
な
っ
た
。

開
発
青
年

第
二
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
が
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
前
年
の
昭
和
三
十
七
年、
本
道
開
発
の
た
め
建
設
機
械
を
駆
使

隊
の
沿
革
す
る
青
年
技
能
者
の
育
成
を
主
目
的
と
す
る
北
海
道
地
方
産
業
開
発
青
年
隊
が
誕
生
し
た
。
同
隊
は
道
庁
土
木
部
直
属
の

一機
関
で
、
本
部
を
苫
小
牧
市
(現
・
日
の
出
町
土
木
現
業
所
付
近)
に
置
き
、
全
道
各
地
か
ら
隊
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
応
募
規

定
は
一
八
歳
か
ら
二
五
歳
未
満
で
高
等
学
校
卒
業
(同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者)
の
独
身

男
子
に
限
ら
れ、「働

き
な
が
ら
学
ぶ」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
た
。
発
足
当
時
は
、

一
年
の
養
成
期
間
中
に
色
の々
資
格
が
取
得
で
き
卒
業
後
の
就
職
も
心
配
な
い
と
あ
っ

て
な
か
な
か
好
評
で、
初
期
の
応
募
状
況
を
見
て
み
る
と
定
員
二
五
名
に
対
し
一
一二

名
の
応
募
者
が
あ
っ
た
が
、
年
ご
と
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

昭
和
四
十
年、
青
年
隊
の
実
習
を
兼
ね
た
勇
払
川
改
修
工
事
が
道
費
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、同
年
六
月
、沼
ノ
端
に
木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
建
て
四
一二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
実

習
隊
舎
が
完
成
し
、
一五
名
の
隊
員
が
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
同

年
十
一
月、
本
部
が
奈
井
江
町
に
移
転
し
た
が、
沼
ノ
端
の
隊
舎
は
そ
の
後
も
使
用
さ

れ
、
毎
年
実
習
に
訪
れ
る
隊
員
に
利
用
さ
れ、
四
十
六
年
度
を
最
後
に
閉
鎖
さ
れ
る
こ

(3)
と
に
な
っ
た
。

こ
の
間、
丸
木
舟
の
発
掘
調
査
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
防
災
出
動
な
ど
数
の々
協
力
を
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受
け
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
いこ
と
で
あ
る
。

電
気
の

北
海
道
鉄
道
金
山
線
の
敷
設
に
と
も
な
い
沼
ノ
端
地
区
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り、
そ
れ
と
並
行
し
て
電
気
供
給

供
給
の
声
が
一
段
と
強
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
沼
ノ
端
地
区
の
電
気
供
給
に
関
す
る
裏
話
と
し
て、
星
野
藤二
郎
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

父
(星
野
藤
七)
が
札
幌
の
宿
で
フ
ロ
に入
っ
て
い
る
と
、
隣
で
何
や
ら
話
し
合
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し
て
ね、
聞
く
と
も
な
し
に
聞
いて
い
る
と
、
近

に々
勇
払
電
灯
と
い
う
会
社
が
で
き、
王
子
か
ら
電
気
を
買
っ
て
早
来
や
厚
真
方
面
に
売
る
と
い
う
話
な
ん
で
す
。
そ
れ
で、
父
は
帰
っ
て
く
る
早
々
に
役

場
へ
出
向
き、
実
は
近
勇々
払
電
灯
が…
…
と
の
話
を
持
ち
込
み
、
こ
の
際
ぜ
ひ
、
料
金
の
安
い
村
営
の
電
気
を
沼
ノ
端
に
も
回
し
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ

た
ん
で
す
。

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
18‒
星
野
藤
二
郎
』
昭
和
四
十
八
年
「広
報
と
ま
こ
ま
い」)

こ
の
話
の
中
に
も
あ
る
『
勇
払
電
灯
株
式
会
社』
と
は、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
発
電
所
か
ら
電
気
を
購
入
し、
こ
れ
を
早
来、
厚

真
周
辺
に
供
給
す
る
目
的
で
大
正
八
年
七
月
十
三
日、創

立
さ
れ
た
も
の
で、
本
店
は
早
来
町
に
あ
っ
た
。
苫
小
牧
町
で
は、
前
記
の
よ
う

な
要
望
も
あ
り
、
か
つ
全
行
政
区
域
内
に
電
気
供
給
を
行
う
第
一
歩
と
し
て
発
展
著
し
い
沼
ノ
端
地
区
に
供
給
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。大
正
九
年、
王
子
製
紙
と
供
給
区
域
変
更
に
関
す
る
契
約
を
完
了
し、翌

十
年
、沼
ノ
端
市
街
地
電
気
工
作
物
新
設
工
事
を
勇
払
電
灯
会

社
で
施
行
す
る
等
の々
交
渉
が
成
立、同

年
二
月
四
日、
電
力
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
各
戸
に
送
電
が
開
始
さ
れ
た
。

契
約

書

勇
拂
郡
苫
小
牧
町
長
鈴
木
善
治
(以
下
單
二
甲
卜
稱
ス)
卜
勇
拂
電
燈
株
式
會
社
専
務
取
締
役
青
柳
猶
吉
(以
下
單
二
乙
ト
稱
ス
)
ト
ノ
間
二
電
力
賣
買
ニ

關
シ
契
約

締
結
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
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第
一
條
乙
ハ三
千
五
百
「
ヴ
ォ
ル
ト
」
周
波
数
六
拾
「
サ
イ
ク
ル
」
ノ三
相
交
流
電
氣
ラ
甲
ニ
供
給
ス
ル
モノ
ト
ス
但
シ
供
給
地
點
ハ苫
小
牧
町
字
沼

ノ
端
ト
ス

第
二
條
甲
乙
兩
者
間
二
於
ケ
ル
送
電
上
ノ
責
任
ハ
乙
ノ
工
作
物
外
二
於
テ
甲
設
置
ニ
係
ル
開
閉
器
ラ
以
テ
分
界
點
ト
ス

第
三
條

乙
カ
甲
ニ
供
給
ス
へ
キ
電
力
ハ
甲
ノ
經
營
ス
ル
沼
ノ
端
ノ
電
氣
事
業
ニ
使
用
ス
ヘ
キ
電
力
量
ョ
以
テ
限
度
ト
ス
但
シ
電
動
力
ノ
場
合
ハ
甲
二
於

テ
使
用
ノ
都
度
豫
メ
乙
ノ
承
認
ラ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
條
甲
ノ
毎
月
電
力
使
用
高
ハ
甲
ノ
散
宿
所
内
二
装
置
セ
ル
積
算
電
力
計
二
示
ス
所
二
依
ル

前
項
ノ
計
器
ノ
取
扱
ハ乙
之
ニ
當
り
毎
月
廿
一
日
其
表
示
ラ
記
録
ス
ル
モノ
ト
ス
但
シ
該
計
器
箱
ノ
開
閉
ハ
甲
立
會
ノ
上
乙
之
ニ
當
ル
モノ
ト
ス

第
五
條
甲
カ乙
ニ
支
拂
フ
ヘ
キ
電
力
使
用
料
金
ハ乙
カ
王
子
製
紙
株
式
會
社
ト
契
約
セシ
ー
キ
ロワ
ッ
ト
時
ノ
料
金
ニ
一、
二
ラ
乗
シ
タ
ル
額
ラ
以
テ
算

定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
條
電
力
使
用
料
ハ
毎
月二
十
日
ッ
以
テ
締
切
り
計
算
シ
翌
月
五
日
迄
ニ
甲
ヨ
リ
乙
二
支
拂
フ
モ
ノ
ト
ス

第
七
條
天
災
其
他
不
可
抗
力
ニ
因
リ
乙
ニ
於
テ
停
電
若
ク
ハ
甲
二
於
テ
受
電シ
得
サ
ル
場
合
ニ
生
シ
タ
ル
損
害
ニ
對
シ
テ
ハ
甲
乙
共
ニ
其
ノ
責
二
任
セ
サ

ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
毎
月
王
子
製
紙
株
式
會
社
苫
小
牧
分
社
電
氣
工
作
物
/
掃
除
及
手
入
ノ
定
日
二
限
り
日
出
ヨ
リ
日
没
前
一
時
間
迄
送
電

停
止
ス
ル
モノ
ト
ス

第
九
條
甲
二
於
テ
本
契
約
ニ
違
背
シ
タ
ル
場
合
ハ
乙
ハ
直
ニ
送
電
ラ
停
止
ス
ル
コ
ト
ラ
得

前
項
ノ
送
電
停
止
ニ
依
り
甲
ノ
蒙
リ
タ
ル
損
害
ニ
對
シ
テ
ハ
乙
ハ
其
ノ
責
二
任
セ
サ
ル
モノ
ト
ス

乙
ノ
工
作
物
ニ
變
更
又
ハ
修
繕
スル
場
合
ニ
於
ケ
ル
送
電
停
止
ニ
對
シ
甲
ハ
異
議
申
立
ツル
コ
ト
ラ
得
ス
但
シ
此
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
豫
メ乙
ヨリ

甲
ニ
其
旨
通
知
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
條
乙
ニ
於
テ
本
契
約
ニ
違
背
シ
甲
ニ
損
害
弓
�
ヘ
タ
ル
場
合
ハ
乙
其
ノ
責
二
任
ス

付
編
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落
史
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第
十
一
條
本
契
約
有
効
期
間
⇒
契
約
ノ
日
ヨリ
満
十
箇
年
ト
シ
期
間
満
了
三
ヶ
月
内
二
双
方
協
議
ノ
上
繼
續
ス
ル
モノ
ト
ス

右
契
約
ラ
確
保
ス
ル
タ
メ
本
書
貳
通
ラ
作
製
シ
各
壹
通
ラ
保
有
ス

大
正
十
年
二
月
四
日

苫
小
牧
町
長

「鈴青

柳 木

猶 善

吉 治

勇
拂
電
燈
株
式
會
社
專
務
取
締
役

(『町
営
電
気
事
業三
十
年
史』
昭
和
十
八
年
苫
小
牧
町)

や
が
て王
子
製
紙
第
四
発
電
所
の
竣
工
に
よ
り
送
電
距
離
が
短
縮
さ
れ、
勇
払
電
灯
株
式
会
社
で
は
同
発
電
所
ー
早
来
間
に
新
た
に
送

電
線
を
建
設
し、
従
来
の
王
子
変
電
所
(苫
小
牧)‒‒早

来
間
の
送
電
線
を
取
外
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一方、

苫
小
牧
町
と
し
て
は
従
来
の

状
態
に
決
し
て
満
足
は
し
て
い
な
か
っ
た
た
め、
こ
れ
を
機
会
に
苫
小
牧
‒‒沼
ノ
端
間
に
独
自
に
送
電
線
を
建
設
し、
苫
小
牧
町
で
直
接

王
子
製
紙
よ
り
受
電
し
て
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

従
来
の
供
給
方
法
に
よ
る
と
、
沼
ノ
端
地
区
に
お
け
る
一
年
間
の
電
力
使
用
量
は
約
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
、
勇
払
電
灯
よ
り
購
入
し

て
い
た
こ
ろ
は
一
キ
ロ
ワ
ット
時
に
つ
き
四
銭
で
あ
っ
た
が、
新
供
給
方
法
に
よ
る
と
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時二
銭
五
厘
と
な
り
、
送
電
損
失

を
使
用
電
力
量
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
も
、
年
間
電
気
購
入
費
で
五
五
〇
円
を
節
約
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
苫
小
牧
町

に
と
っ
て
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
間
断
な
い事
故
を
防
ぎ、
か
つ
今
後
の
勇
払
原
野
開
拓
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
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五
衛
生
・
医
療

医
療

沼
ノ
端
地区
に
は
長
い
間
医
療
機
関
が
な
か
っ
た
が、昭

和二
十
七
年、国

保
直
営
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た。
建
設
資
金
は三

機
関
〇
〇
万
円
を
予
定
し
、
う
ち
八
八
万
円
を
国
庫
補
助
に
あ
お
ぎ
、
五
五
坪
の
診
療
所
が
完
成
し
た
。
医
療
施
設
は、
ポ
ー
タ
ブ

ルX
線
機
な
ど
を
備
え
て
主
に
内
科
を
扱
い
、
医
師
一
名、
看
護
婦二
名
程
度
で
始
め
ら
れ
た
が、
次
第
に
医
師
の
確
保
が
困
難
に
な
り

診
療
所
の
前
途
は
多
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
後、
苫
小
牧
市
内
の
開
業
医
の
協
力
を
得
て
週
一、
二
回
の
出
張
診
療
が
行
わ
れ
て
い
た
が、

こ
れ
も
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
沼
ノ
端
地
区
の
人
も々
直
接
苫
小
牧
へ
出
て
診
察
を
受
け
る
者
が
多
く
な
り、
診
療
所
は
有

名
無
実
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

水
道
の

そ
の
後
、
同
診
療
所
の
跡
に
ル
カ
医
院
が
開
業
し
同
地
区
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
。

沼
ノ
端
地
区
に
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
で
、
人
は々
長
年
井
戸
水
生
活
を
し
て
い
た
。

敷
設

昭
和三
十
年
十
月
七
日
、
沼
ノ
端
簡
易
水
道
工
事
は
着
工
さ
れ、
同
年
十二
月
二
十
五
日、竣

工
し
た
。当
初
の
給
水
計
画

人
口
は
一
、
一五
五
人
程
度
を
見
込
み
、
三十
一
年三
月
一
日
よ
り
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。
給
水
当
初
は
ま
だ
ま
だ
受
水
者
は
少
な
く
、

井
戸
水
と
水
道
水
兼
用
の
時
代
が
し
ば
ら
く
つ
づ
い
た
。
な
お、
水
道
施
設
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

源
水
源
は
沼
ノ
端
市
街
地
西
端
に
お
い
て
小
学
校
に
近
く
内
径
一
〇
〇
ミ
リ
メー
ト
ル
深
さ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
白
鋼
管
を
以
て
深
井
戸
(さ
く

水ポ
ン
プ
場

井
)
の
自
噴
水
を
取
る
。
計
画
取
水
量
は
約
一
二〇
リ
ッ
ト
ル
毎
分
に
対
し
て
現
在
自
噴
水
量
は三
四
〇
リ
ッ
ト
ル
毎
分
で
あ
る
。

自
噴
水
は
一
旦
地
上
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
内
径
一
・八
メ
ー
ト
ル
容
量
五
・
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
管
製
貯
水
槽
に
入
れ
塩

素
滅
菌
(次
亜
塩
素
酸
溶
液
)
を
施
し
そ
の
後
ポ
ン
プ
室
へ導
水
す
る
。
ポ
ン
プ
は
口
径
五
〇
ミ
リ
揚
水
量
〇
・二
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
揚
程

二
八
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
馬
力
に
て
圧
力
水
槽
へ
圧
送
し
常
時
一
・五
～
二
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
(一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
)
の
圧
力
に
て
自

付
編
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落
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動
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
市
街
地
へ配
水
さ
れ
る
。

給
水
栓
は
公
設
共
用
栓
一
一本
専
用
栓二
七
本
で
あ
る
。(但
し
学
校
等
大
口
も
一
件
当
り
一
栓
と
し
た
)

配
水
管
配
水
管
は
す
べ
て
白
鋼
管
を
使
用
し
口
径
三
吋
五
〇
八
メー
ト
ル
口
径
二
吋
七
九
三
メー
ト
ル
計
一、
三〇
一
メー
ト
ル
布
設
し
て
あ
る
。

給
水
栓

(『市
勢
年
鑑』

昭
和三
十
二
年
苫
小
牧
市
)

公
衆

沼
ノ
端
地
区
に
は、大
正
時
代
こ
ろ
の
駅
前
通
り
に一
軒
浴
場
が
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
が、そ

の
後
廃
業
し
、長
い
間
公
衆
浴

浴
場
場
が
な
い
時
代
が
つ
づ
い
た
。
上
富
良
野
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
中
沢
富
美
雄
は
、
将
来
の
発
展
を
期
待
し
て
沼
ノ
端
の
土
を

踏
ん
だ
と
き、
町
内
会
から
の
要
望
も
あ
り
昭
和
四
十
八
年
八
月、「富

美
の
湯
」
を
開
業
し
た
。
今
日
こ
れ
が
同
地
区
唯
一
の
公
衆
浴
場

と
な
っ
て
い
る
。

六
交
通
・
通
信

沼
ノ
端
郵
便

明
治
三
十
五
年
十二
月
一
日、
沼
ノ
端
郵
便
受
取
所
が
開
設
さ
れ、
同
三
十
八
年
四
月
一
日、
三
等
郵
便
局
(無
集

局
の
沿
革
配)
に
昇
格
し
た
。
同
四
十
四
年
四
月
二
十
一
日
から
集
配
事
務
を
開
始
し
、昭
和
十
六
年二
月
一日
、
三等

郵
便
局
を

廃
止
し
て
沼
ノ
端
特
定
郵
便
局
と
改
称
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

一
方
電
報
電
話
は
、昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
、沼
ノ
端
郵
便
局
に
お
い
て
磁
石
式
交
換
方
法
に
よ
る
電
話
交
換
事
務
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、事
務
開
始
当
時
は
電
話
の
普
及
率
は
極
端
に
低
く
、
佐
藤
敬
吉
、沼
ノ
端
陸
軍
飛
行
場
な
ど
ほ
ん
の
数
台
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

や
が
て
電
話
加
入
者
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り、
電
信
電
話
部
門
の
郵
便
局
から
の
分
離
も
逐
次
実
施
さ
れ、
同三
十
七
年
一
月
十

六
日
を
も
っ
て
沼
ノ
端
局
は
廃
止
さ
れ、
苫
小
牧
電
報
電
話
局
に
吸
収
さ
れ
た
。
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沼
ノ
端駅

沼
ノ
端
は
鉄
道
の
変
遷
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
一
年二
月
、
北
海
道
炭
砿
鉄

の
沿
革
道
は、
こ
れ
ま
で
苫
小
牧
駅
し
か
な
か
っ
た
が
、
国
有
未
開
地
処
分
法
の
施
行
に
よ
り
周
辺
地
区
へ
の
入
植
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
西
に
錦
多
峰
駅
、
東
に
沼
ノ
端
駅
を
新
設
し
た
。

特
に
沼
ノ
端
地
区
は
駅
設
置
当
時
は
人
家
ら
し
い人
家
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が、
こ
れ
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
駅
を
中
心
に
部

落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
初
期
に
は
植
苗
地
区
の
木
材、
マ
ッ
チ
軸
木
、
木
炭
な
ど
に
よ
り
苫
小
牧
管
内
で
は
最
も
貨

物
取
扱
い
の
多
い
駅
で
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
七
月、
北
海
道
鉄

道
株
式
会
社
が
沼
ノ
端
に
本
社
を

お
い
て
富
内、
苗
穂
に
路
線
を
拡

張
し
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

付
編
部
落
史
・
沼
ノ
端

沼ノ端郵便局 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

沼ノ端駅(昭和43年)
〔堀江敏夫蔵〕

沿
革 革

・
沼
ノ
端
駅
は
明
治
三
十
年
十
月

に
北
海
道
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社

が
沿
線
拡
充
計
画
に
よ
り
一
一

坪
の
駅
舎
を
新
築
し、
明
治三

十
一
年
二
月
一
日
よ
り
同
会
社

の
経
営
に
よ
り
開
業
し
た
。
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・
明
治三
十
六
年
八
月、
信
号
梃
子
扱
所
を
新
設
す
る
。

・
明
治三
十
九
年
十
月
一
日
に
北
海
道
炭
砿
鉄
道
は
国
有
と
し
て
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
国
有
鉄
道
沼
ノ
端
駅
と
な
つ
た
。

・
大
正
十
一
年
七
月
二
十
四
日
、北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
り
沼
ノ
端
・生
鼈
(現

旭
岡)
間
が
開
通
し
、
同
駅
は
共
同
使
用
駅
と
な
つ
た
。
そ
の

後
も
大
正
十
二
年
十
一
月
に
は
辺
富
内
ま
で
開
通、
ま
た
同
会
社
は
大
正
十
五
年
八
月二
十
一
日
に
沼
ノ
端
・
苗
穂
間
を
開
通
し
、
苗
穂
・
辺
富
内

間
は
社
線
と
し
て
同
駅
を
接
続
駅
と
し
て
沿
線
の
旅
客
、
貨
物
輸
送
に
貢
献
し
た
。

昭
和
五
年三
月
三
十
一
日
に
渡
線
車
手
動
の
も
の
を
設
備
す
る
。

昭
和
十
八
年
八
月
一
日、北

海
道
鉄
道
は
国
有
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、苗

穂
・
富
内
間
は
国
有
鉄
道
所
属
と
な
り
、
社
線
構
内
配
線
設
備
の

全
般
が
同
駅
に
移
管
さ
れ
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
、
陸
軍
飛
行
場
の
新
設
に
と
も
な
い
駅
構
内
設
備
の
増
改
築
が
行
わ
れ
た
。

一、
貨
物
一
番
線
延
長
一
四
五
メ
ー
ト
ル、
貨
物
二
番
線
五
四
メ
ー
ト
ル
(昭
和
十
八
年
十
一
月二
十
日
竣工
)

二、
貨
物二
番
線
に
堅
ホー
ム
新
設
、
貨
物
一
番
ホ
ー
ム
増
設
(昭
和
十
八
年
十
一
月二
十
日
竣
工
)

三
、
貨
物
上
屋
並
に
保
管
庫
改
築
(昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
竣工)

昭
和二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日、
構
内
設
備
の
一部
改
良
を
行
う
。

昭
和
三
十
七
年
十二
月
二
十
日、
駅
付
属
公
衆
便
所
新
築
落
成
す
る
。

・
昭
和三
十
九
年
八
月
五
日、
広
島
燃
料
興
業
株
式
会
社
の
設
立
に
伴
い
専
用
線
及
び
受
渡
線
敷
設
す
る
。こ
れ
に
関
連
し
石
炭
庫
、
小
荷
物
保
管
庫

は
四
番
線
山
側
から
現
位
置
に
移
設
さ
れ
た
。

(堀
江
敏
夫
『苫
小
牧
地
方
鉄
道
史』

昭
和
四
十三
年
苫
小
牧
地
方
研
究
会)

注
(1)

扇
谷
昌
康
『苫
小
牧
市
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
昭
和
四
十
六
年
「郷
土
の
研
究
第三
号
別
冊
」
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

(2)
星
野
藤
二
郎
氏
談
に
よ
る

(3)
『流
汗
』
昭
和
四
十
八
年
北
海
道
地
方
産
業
開
発
青
年
隊
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丸一
部
落
の
起
源

地
名
の

由
来

『字
名
改
稱
地
番
整
理』
が
実
施
さ
れ
る
以
前
は
丸
山
と
い
う
名
称
は
な
く、
王
子
軽
便
鉄
道
(山
線)の

駅
名
で
あ
る

『ニニニ
マ
イ
ル
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
前
記
の
字
名
改
称
が
実
施
さ
れ
、昭
和
十
九
年
一
月
一
日
よ
り
正
式
に
『丸

・山
』
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

部
落
名
と
な
っ
た
丸
山
は
、
北
西
に
位
置
す
る
標
高
三
二
七
メ
ー
ト
ル
の
『丸
山
』
に
由
来
す
る
が
、
い
つこ
ろ
か
ら
こ
の
山
を
『丸

山
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
は
定
か
で
な
い。
た
だ、
起
伏
の
少
な
い
樽
前
山
麓
に
お
い
て
お
わ
ん
を
伏
せ
た
よ
う
な
地
形
は
目
に
つ

き
や
す
く
、
人
々
の
よ
き
目
標
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い。
こ
の
よ
う
に
し
て、
誰
いう
と
は
な
く
名
付
け
ら
れ
た

山
の
名
前
が
部
落
名
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
く
自
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。

千
歳
川
水
系、
勇
振
川
水
系
の
下
流
域
よ
り
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が、
丸
山
部
落
内
か
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
遺
跡
、

丸
山
の

遺
跡
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

二
自

然

位
置

苫
小
牧
市
字
丸
山
一
番
地
(い
わ
ゆる
丸
山
部
落)は
、
苫
小
牧
市
の
中
心
よ
り
み
る
と
北
西
に
位
置
し
、
国
鉄
苫
小
牧
駅
よ

付
編
部
落
史
・
丸
山

1941



苫
小
牧
市
史
下
巻

丸山の滝 (昭和50年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

り
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
経
度
は、
東
経
一
四
一
度
二
六
分、
緯
度
は、
北
緯
四
二
度
四
五
分、
海
抜二
三
八
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
あ
る
。

地
質
と

丸
山
部
落
お
よ
び
周
辺
一
帯
は
樽
前
火
山
山
麓
の
台
地
で、
丸
山
遠
見
(海
抜三
二
七
メ
ート
ル)、

モ
ー
ラ
ッ
プ
山
(海
抜

地
形
五
〇
六
・
六
メー
ト
ル)

な
ど
一部
を
除
き
起
伏
の
少
な
い
火
山
性
緩
斜
面
で
あ
る
。

基
盤
は
第三
紀
層
の
集
塊
岩、
凝
灰
岩
な
ど
で
主
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
部
は
樽
前
火
山
系
の
火
山
碎
屑
物
で
厚
く
お
お
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
土
壌
も
一
般
に
見
ら
れ
る
森
林
土
壌
と
は
異
な
り
、
火
山
灰
、
砂
礫
土
な
ど
の
火
山
灰
性
未
熟
土
(M)で

あ
る
。

河
川
は、
丸
山
部
落
内
を
勇
振
川
が
流
れ、
途
中
苫
小
牧
市
管
内
で

は
唯
一
の
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

植
物

樽
前
山
麓
の
針
葉
樹
林、
特
に
エ
ブ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ

の
美
林
は
有
名
で
あ
っ
た
。し
か
し
、昭
和
二
十
九
年
の
台
風
一
五
号
に

よ
り
多
大
な
被
害
を
う
け、
天
然
林
相
が
一変
し
た
。
そ
の
後
の
植
林

に
よ
り
森
林
は
復
活
し
た
が
、
大
半
が
造
林
地
に
な
り
、
台
風
の
被
害

を
ま
ぬ
が
れ
た
天
然
林
は
河
川
両
側
斜
面
部
の
広
葉
樹
林
程
度
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
地
域
の
主
な
木
本
植
物
は、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ、
ヤ
マ
モミ
ジ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ミズ
ナラ
、
ハリ
ギ
リ
、
カ
ツラ
、
マ
カバ
、
ダ
ケ
カバ
、
シラ
カバ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
クラ
、
シ
ロ
ザ

ク
ラ
、
アオ
ダ
モ、
ミ
ズ
キ、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ハ
ルニ
レ、
キ
ハ
ダ、
ホ
ウ、
ワ
タ
ド
ロ、
アズ
キ
ナ
シ
、
コ
ブシ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ、

コ
マユ
ミ
、
ツリ
バ
ナ、
シ
ナ、
コシ
ア
ブ
ラ
、
ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
多
種
の
広
葉
樹、
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ、
ト
ド
マ
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丸山の杉林 (昭和50年)
〔神田正五蔵〕

ツ
、
イ
チ
イ
な
ど
の
針
葉
樹、
こ
の
ほ
か
植
林し
た
カ
ラ
マ
ツ、

ス
ト
ロ
ー
ブ
マ
ツ
、
バ
ン
ク
ス
マ
ツ
、
リ
キ
ダ
マ
ツ
、
欧
州
ア
カ

マ
ツ、
日
高
ゴ
ヨ
ウ
な
ど
外
来
種
も
見
ら
れ
る
。
ま
た、
興
味
深

い
も
の
と
し
て
ス
ギ
が
あ
る
。
こ
の
ス
ギ
は
、
大
正
末
期
こ
ろ
、

同
地
域
で
働
い
て
い
た
浦
田
定
夫
に
よ
り
植
え
ら
れ
た
も
の
の
一

部
で
、
現
在
丸
山
小
学
校
裏
に
二
二
本
、
一二
マ
イ
ル
に
一
本
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他、
林
内
に
は
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
が
多
く

日
当
た
り
の
よ
い
道
端
に
は
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
エ
ゾ
ニ
ワ
ト
コ(サ

ビ

タ)
な
ど
が
多
い。
ま
た
、
勇
払
原
野
で
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ

る
ク
ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
ズ
ラ
(ハ
ス
カ
ップ)

も
少
な
い
な
が
ら
見
ら
れ、
マ
ルバ
シ
モ
ッ
ケ
は
反
対
に
低
地
で
は
見
ら
れ
な
い
高
山
性

植
物
で
あ
る
。

草
本
植
物
は
、
エ
ゾ
エン
ゴ
サ
ク、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
べ

ニバ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ、

ハン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
オ
ト
ギ
リ
リ
ウ
な
ど
多
種
の
植
物
が
自
生
し
て
い
る
。

動
物

四
方
を
森
林
に
囲
ま
れ
た
丸
山
部
落
お
よ
び
付
近
一
帯
は、
多
く
の
動
物
に
と
っ
て
絶
好
の
住
み
処
と
な
っ
て
い
る
。

哺
乳
類
は、

エ
ゾ
ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ、
キ
タ
キ
ツ
ネ、

エゾ
シ
カ、
エ
ゾ
イ
タ
チ
な
ど
が
見
ら
れ
る。
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
は、
モー
ラ

ップ
山
、
風
不
死
岳
山
麓
に
多
く
、
エ
ゾシ
カ
は
ま
れ
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
が、
日
高
方
面
から
の
渡
り
途
中
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

げ
っ
歯
類
は、
エ
ゾ
リ
ス
、
シ
マ
リ
ス
、
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が、
ネ
ズ
ミ
類
は
さ
ら
に
多

く
の
種
類
が
棲
息
し
て
い
る
も
のと
思
わ
れ
る。

付
編
部
落
史
・
丸
山
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こ
の
他
、
エゾ
ノ
ウ
サ
ギ
も
見
ら
れ、
コ
ウ
モ
リ
の
飛
翔
も
見
て
い
る
が
種
類
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
オ
サ
ム
シ
(昆
虫)採

集
用
ト
ラ

ップ
に
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
が
入
っ
た
こ
と
も
あ
り、
こ
れ
ら
の
仲
間
も
棲
息
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

爬
虫
類
は、
カ
ナ
ヘ
ビ
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
、
両
生
類
の
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ア
マ
ガ
エ
ル
な
ど
も

水
辺
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
類
は
極
め
て
種
類
が
少
な
く、
部
落
内
を
流
れ
る
勇
振
川
で
ハ
ナ
カ
ジ
カ、
ア
メ
マ
ス
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

鳥
類
は、
ア
カ
ゲ
ラ
、
モ
ズ
、
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
森
林
性
の
留
鳥
が
見
ら
れ、
渓
流
付
近
で
は
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
、
キ
セ
キ
レ
イ

な
ど
も
見
ら
れ
る
。
渡
り
鳥
は、
コマ
ド
リ
、
オ
オ
ルリ
、
コ
ルリ
、
キ
ビ
タ
キ、
カ
ッ
コ
ウ、
ホ
オジ
ロ
な
ど
の
夏
鳥、
ベニ
ヒワ
、

マヒ
ワ
、
ウソ
、
ツグ
ミ
、
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
な
ど
の
冬
鳥、
こ
の
ほ
か
に
も
か
な
り
多
く
鳥
類
が
棲
息
し
て
い
る
。

昆
虫
類
は、
苫
小
牧
市
街
地
近
傍
の
丘
陵
地、
平
地
と
は
若
干
異
な
り、
山
地
性
の
種
類
が
多
く
な
る
。
セ
ダ
カ
オ
サ
ム
シ
、
エ
ゾ
ク

ロ
ナ
ガ
オ
サ
ム
シ
な
ど
の
甲
虫
は
、
平
地
部
で
は
見
ら
れ
な
い
が
丸
山
地
域
で
は
多
い
。
反
面、
平
地
性
の
セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
、
セ
ス
ジ

ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
な
ど
は
見
ら
れ
な
い。
ト
ン
ボ
類
は
、
林
間
を
オ
ニ
ヤン

マ
が
飛
び
交
い、
平
地
の
湖
沼
か
ら
移
動
し
た
ア
キ
ア
カ

ネ
、
ノシ
メ
ト
ン
ボ
な
ど
も
多
い。
渓
流
を
好
む
サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
な
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
蝶
類
は
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ

ハ、
カ
ラ
ス
アゲ
ハ
、
キ
アゲ
ハ
な
ど
の
大
型
ア
ゲ
ハ
類
が
林
道
の
水
た
ま
り
に
群
を
つ
く
り
、
北
海
道
で
は
少
な
い
ア
ゲ
ハ
も
見
ら
れ

る
。
道
端
の
ア
カ
ツメ
ク
サ
で
吸
蜜
す
る
純
白
の
エ
ゾシ
ロ
チ
ョ
ウ
は
初
夏
に
多
く
、
林
内
の
ト
ラ
ノ
オ
の
花
に
は
キバ
ネ
セ
セ
リ、
ヒ

ョ
ウ
モン
類
、
カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
な
ど
多
く
の
蝶
が
集
ま
っ
て
い
る
。

三
開
拓
・
発
展
史

丸
山
部
落
お
よ
び
そ
の
周
辺
に人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は、
明
治
時
代
の
中
期
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
。
以
来、
同
部
落
は
山
林
事

1944



業
に
従
事
す
る
人
々
に
よ
り
盛
衰
が
重
ね
ら
れ
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
一
事
業
に
従
事
す
る
人
々
に
よ
っ
て
部
落
が
形

成
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
多
あ々
る
が、
発
祥
以
来
一
貫
し
て
そ
の
パ
ター
ン
を
保
っ
て
い
る
の
は
同
部
落
の
み
で、
苫
小
牧
周
辺
の
部
落
で

は
特
異
な
存
在
で
あ
ろ
う
。

同
部
落
の
開
拓
・
発
展
の
足
跡
を
便
宜
上
大
き
く
四
期
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

仁
第
一
期
明
治
時
代

御
料
林
編
入

明
治二
年
七
月
、
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
北
海
道
各
地
の
森
林
は
そ
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

ま
で
の
経
過
た
。も
ち
ろ
ん、
苫
小
牧
周
辺
の
森
林
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
特
に、
樽
前
山
麓
に
帯
状
に
繁
茂
す
る
エ
ゾ
マ
ツ、
ト

ド
マ
ツ
を
主
体
と
す
る
美
林
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ、
同
十
三
年
三
月
に
は
樽
前
官
林
の
樹
種
調
査
が
行
わ
れ
た
。
翌
十
四
年
一
月
、
開

拓
使
札
幌
本
庁
地
理
課
の
森
林
派
出
所
が
設
置
さ
れ、
同
地
域
の
森
林
は
こ
の
管
理
下
と
な
っ
た
。

明
治
十
五
年二
月
八
日、
開
拓
使
が
廃
止
さ
れ、
北
海
道
は
函
館、
札
幌、
根
室
の
三
県
に
分
割
さ
れ
た
。
森
林
は
農
商
務
省
の
所
轄

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
管
理
は
三
県
に
委
託
さ
れ
た
。
や
が
て
、同
二
十
一
年
、
道
庁
に
林
務
課
が
新
設
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
全
道

一八
カ
所
に
林
務
課
派
出
所
が
設
置
さ
れ、
本
格
的
な
森
林
管
理
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後、
皇
室
財
産
の
安
定
確
立
の
た
め、
明
治
二
十
三
年
九
月、
北
海
道
官
有
林
の
一
部
を
御
料
地
に
編
入
、
札
幌
に
御
料
局
札
幌

支
庁
を
設
置
し
、
各
地
に
出
張
所
を
設
け
道
内
各
地
の
御
料
地
の
管
理
に
当
た
っ
た
。樽
前
御
料
林
は
札
幌
出
張
所
の
所
轄
と
な
り
、郡
役

所
庁
舎
内
に
苫
小
牧
分
担
区
が
置
か
れ
た
。

明
治三
十
六
年
一
月
、
札
幌
出
張
所
よ
り
分
割
さ
れ
苫
小
牧
出
張
所
を
新
設、
白
老
郡
、
勇
払
郡、
千
歳
郡
の
御
料
地
五
万
一、
七
〇

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
三
事
業
区
、
七
分
担
区
に
分
け
管
理
経
営
さ
れ、
職
員
は
所
長
一名
、
事
業
区
員

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

三
名
、
内
勤
二
名
の
六
名
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後
各
分
担
区
ご
と
に
分
担
区
員
を
置
き
一〇
名
と
な
っ
た
。
新
設
当
時
の
苫
小
牧
出
張
所

は
、
国
道三
六
号
線
沿
いの
幸
町
付
近
に
仮
庁
舎
が
あ
り、
後
に
王
子
製
紙
の
工
場
用
地
の
一
角
に
新
庁
舎
を
建
設
し
た
が、
完
成
ま
も

な
く
焼
失
し
た
。そ
の
後
、同
四
十三
年
、王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
操
業
開
始
と
時
を
同
じ
く
し
て
、同
地
に
六
八
坪
ほ
ど
の
庁
舎
が
再
建

(1)
さ
れ
た
。

当
時、
丸
山
地
区
は
苫
小
牧
分
担
区
に
所
属
し
、営
林
事
業
の
最
前
線
基
地
的
な
存
在
と
な
り
、終
戦
ま
で
の
長
い
期
間
御
料
林
の
管
理

経
営
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
チ
エ

場
の
設
置

明
治
時
代
の
丸
山
を
代
表
す
る
先
駆
者
と
し
て
津
田
震
一
郎
が
い
た
。
神
戸
市
在
住
の
津
田
は
、
樽
前
山
麓
に
繁
茂
す

る
エ
ゾ
マ
ツ
に
着
目
し
、
明
治二
十
九
年
六
月、
北
海
工
場
と
いう
マ
ッ
チ
小
函
素
地
工
場
を
丸
山
に
設
置
し
た
。
マ
ッ

チ
小
函
素
地
は、
本
来
檜
を
主
体
に
杉、
榀
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が、
高
価
な
材
を
小
函
に
当
て
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
た
津
田
は

エ
ゾ
マ
ツ
に
活
路
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

北
海
道
に
於
け
る
小
函
素
地
製
造
の
原
材
は
、
蝦
夷
松、
榀
の
二
種
な
る
が
就
中
蝦
夷
松
最
も
多
く
使
用
せら
る
。
其
故
は
蝦
夷
松
の
質
堅
く
し
て
容
易
に

毀
損
せ
ず
、
且
つ
函
の
歪
む
こ
と
少
な
き
に
依
れ
ど
、
眞
に
小
函
に
適
す
る
は
檜
材
に
如
く
な
し
と
云
ふ
。
而
し
て
今
往
時
を
追
想
す
る
に
其
蝦
夷
松
が
今

日
の
如
き
有
用
の
材
た
る
を
得
し
効
は
一
に
津
田
震
一
郎
氏
(神
戸
在
住)
に
歸
せ
ざ
る
を
得
ず
、
即
ち
氏
は
蝦
夷
松
の
木
質
が
最
も
小
函
素
地
に
適
せん

こ
と
を
覺
知
せ
し
も
、
其
頃
は
専
ら
檜
材
の
需
用
盛
ん
に
し
て
到
底
大
勢
に
逆
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
以
っ
て
暫
く
黙
し
て
傍
観
せ
し
が
・
檜
材
の
如
き
貴
重
品

を
之
に
充
つ
る
を
黙
視
す
る
に
忍
び
ず
殊
に
適
ま
大
阪
の
製
燐
家
松
田
善
七
氏
の
之
に
賛
す
る
あ
り
し
を
以
っ
て
明
治二
十
九
年
膽
振
の
国
に
於
い
て
試
製

し
阪
神
地
方
へ
輸
送
し
て
聲
價
を
問
ひ
し
も、事

草
創
に
あ
る
を
以
っ
て
製
品
に
厚
薄
不
同
あ
り
、為
め
に
排
斥
を
受
け
て
非
常
の
損
害
を
蒙
む
り
し
か
ど

徐
々
に
大
器
晚
成
を
期
し
て
遂
ひ
に
今
日
あ
る
に
至
ら
し
め
ぬ
。
之
れ
素
よ
り
氏
等
の
鋭
意
精
勵
に
依
る
に
あ
れ
ど、又

た
機
期
の
宜
し
き
に
投
じ
し
な
り
、

即
ち
氏
等
開
業
の
後三
年
に
は
同
道
各
所
に
起
業
者
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
斯
業
者
も
亦
た
蝦
夷
松
を
使
用
す
る
に
至
り
、
斯
く
て
現
今
の
輸
入
高
は
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一ヶ
月
平
均
五
千
梱
=
七
千
萬
組
を
下
ら
ざ
る
が
、
是
等
は
何
れ
も三
箇
取
り
位
の
薄
板
に
半
製
し
あ
れ
ば
一
定
の
寸
法
に
截
断
し
て
筋
付
け
だ
に
せ
ば
直

ち
に函
に
製
作
す
る
を
得、
而
し
て
其
價
格
は
安
全
燐
寸
並
函
一
萬
組
に
付
き
壹
圓
五
拾
錢
乃
至
貳
圓
貳
参
拾
錢
と
し
、
外
函
は
凡
そ
二
萬
個
分、
抽
斗
は

其
の
外
像
六
萬
個
分
位
を
莚
包
と
し
て
輸
送し
來
る
も
の。(略)

(『日
本
燐
寸
界
名
鑑
』
明
治三
十
七
年
打
田
橋三
郎
発
行)

こ
の
よ
う
に
多
大
の
損
害
と
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
結
果
、
津
田
は
エ
ゾ
マ
ツ
の
商
品
化
に
成
功
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
マ
ッ
チ
小

函
素
地
は、
単
価
が
安
く
丈
夫
な
エ
ゾ
マ
ツ
に
切
り
替
え
ら
れ、
北
海
工
場
の
前
途
は
洋
々
た
る
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
後
に
操
業
を

始
め
た(心)素

地
村
山
工
場(苫

小
牧
村
村
山壬
子
郎
経
営)に

お
さ
れ
、
と
き
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
争
の
不
況
時
期
と
も
重
な
り
、明
治三
十
八
年
一

月
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に、
北
海
工
場
は
丸
山
地
区
最
初
の
企
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
津
田
震
一
郎
の
業
績
は
エゾ
マ
ツ

素
地
小
函
を
開
発
し
た
点
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
次
に
同
三
十
四
年
当
時
の
工
場
内
容
を
掲
げ
る
と

北
海

場場

工
場
名
工
場
主
創
立
年
月
|

津
田
震
一
郎
明
治二
九
年
六
月
二二二
、
二
五
〇 円

資
本

金

三
九 男 職

女 T

動
力

人
力

明
治三
八
年
一
月

三
〇
〇 日

年
間
就
業
日
数

な
お、
明
治三
十
七
年、
北
海
道
視
察
旅
行
の
際
当
地
を
訪
れ
た
鈴
木
梅
四
郎
(王
子
製
紙
専
務取
締役)も

こ
の
マ
ッ
チ
工
場
で
一
夜
を

過
ご
し
て
お
り、
彼
の
報
告
書
中
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
月
二
十
九
日

(前
略)
此
處
よ
り
千
歳
川
を
横
過
し
進
む
に
隨
て
益
々
林
中
に
進
入
し、
午
後
四
時
ビ
ス
ク
シ
ュ
ー
ブ
リ
津
田
マ
ッ
チ
工
場
に
至
り
宿
泊
を
依
頼
す
。(後

略)

(『王
子
製
紙
社
史
‒‒第二

巻
』
昭
和三
十
二
年
王
子
製
紙
株
式
会
社)

付
編
部
落
史
・
丸
山
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史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

丸
山
の

(2)
明
治三
十
七
年、
丸
山
地
区
の
一
角
に
は
じ
め
て
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ三
・六
六
ヘ
ク
ター
ル
が
植
栽
さ
れ、
こ
れ
が
苫
小
牧
営

植
林
林
署
管
内
に
お
け
る
造
林
事
業
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

(3)

当
時
の
造
林
は、
天
然
更
新
を
補
助
す
る
程
度
の
植
栽
で、ヘ
ク
ター
ル
当
た
り
八
〇
〇
～
一
、三
〇
〇
本
が
補
植
さ
れ
て
い
た
。
当
時

は
、
ま
だ
苗
畑
は
無
く
、
補
植
用
の
苗
は
山
間
を
点
と々
探
し
求
め
て
採
取
し
て
い
た
。
苗
長
は三
六
セ
ン
チ
前
後
に
限
定
し
、
採
取
に

は
根
を
痛
め
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
採
取
し
た
苗
木
は
作
業
員
に
よ
り
馬
車
道
ま
で
背
負
っ
て
出

さ
れ、
馬
車
で
植
付
現
場
ま
で
そ
の
日
のう
ち
に
運
搬、
仮
植
さ
れ、
翌
日
に
は
植
栽
を
完
了
さ
せ
て
い
た
か
ら
か
な
り
の
重
労
働
で
あ

っ
た
。

明
治三
十
七
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
植
林
は、四

十
二
年
を
除
き
毎
年
実
施
さ
れ、
現
苫
小
牧
営
林
署
管
内
に
お
け
る
明
治
年
間
の
植
林
地

面
積
は、
実
に
そ
の
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
丸
山
担
当
区
内
で
あ
っ
た
。

明
治
年
間
の
植
栽
面
積
表

計
四
五
年

四
四
年

四
三
年

四
一年

四
〇
年

三
九
年

明
治,三
八
年

年
度

九
一、
〇三

|
一二
、
二三三

一二
、
六
四

一
、
七
八

二
七
、
一五

三
、
七
四

一四
、
四
三

一
九
、
一六

エ
ゾ
マ
ツ

○
、
一三

〇、
二三

カ
ラ
マ
ツ

九
一
・
一六

一二
・
二三三

一
二
・
七
七

一
・七
八

二
七
・
一五

三
・
七
四

一
四
・
四
三

一
九
・
一六

計

(苫
小
牧
営
林
署
資
料
よ
り
作
成)

九
〇
・
七
八

一二
・
二三三

一二
・
六
三

一
・五
四

二
七
・
一五

三
・
七
四

一
四
・
四
三

一九
・
一六

丸
山
担
当
区
内

比

九
九
・
六

一〇
〇
・
〇

一〇
〇
・
〇

八
六
・
五

一〇
〇
・
〇

一〇
〇
・
〇

一〇
〇
・
〇

一〇
〇
・
C 率

%

(単
位
7)
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山
線
の

苫
小
牧
に
新
工
場
設
置
を
決
め
た
王
子
製
紙
は、
明
治三
十
八
年
四
月
十
五
日、
千
歳
川
水
利
権の
許
可
を
得、
同
年
四

敷
設
月
十
日
に
は
御
料
局
札
幌
支
庁
に
対
し
「御
料
地
使
用
願
」
を
提
出
し
、
鈴
木
梅
四
郎
専
務
自
ら
が
視
察
し
た
千
歳
川
の

水
力
発
電
所
建
設
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
五
月
、
工
事
は
ま
ず
千
歳
川
の
水
路
工
事
よ
り
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に

工
事
資
材、
人
夫
お
よ
び
食
料
品
な
ど
物
資
搬
入
の
た
め
林
道
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
物
資
は
こ
の
林
道
を
馬
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
運
搬

さ
れ
て
い
た
が、
工
事
が
進
む
に
つ
れ
物
資
の
量
も
多
く
な
り、
輸
送
能
率
の
ア
ッ
プ
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
こ
で、
苫
小
牧
駅
西
側
に

室
蘭
線
と
ほ
ぼ
並
行
に
馬
車
軌
道
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
工
事
は
明
治
四
十
一
年
四
月
に
完
成
し
、
こ
の
上
を二
ト
ン
ト

口
馬
車
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し、
さ
ら
に
工
事
が
進
む
に
つ
れ
必
要
物
資
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
単
線
に
よ
る
ト
ロ
馬
車
で

は
輸
送
に
限
度
が
あ
り、
ま
た
馬
借
上
賃
金
の
増
大
も
あ
っ
て
機
関
車
に
よ
る
輸
送
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

王
子
製
紙
株
式
会
社専
務
取
締
役
鈴
木
梅
四
郎

明
治
四
十
一
年
三
月
十
七
日
申
請
二
係
ル
膽
振
国
勇
拂
郡
苫
小
牧
村
苫
小
牧
停
車
場
附
近
ヨ
リ
千
歳
郡
烏
柵
舞
村
及
苫
小
牧
海
岸
二
至
ル
専
用
鐵
道
敷
設

ノ
件
免
許
ス

明
治
四
十
一年
六
月
十
六
日

通
信
大
臣
子
爵

堀
田
正
養

(『王
子
製
紙
社
史
‒
第二
巻
』
昭
和三
十
二
年
王
子
製
紙
株
式
会
社)

明
治
四
十
一
年
六
月
十
六
日、
右
記
の
と
お
り
専
用
鉄
道
運
転
が
許
可
に
な
り
、
同
年
八
月
十
四
日
、
米
国
製
デ
ン
ダ
ー
機
関
車
は
正

式
に
動
き
は
じ
め
た。
こ
れ
が
王
子
軽
便
鉄
道、
い
わ
ゆ
る
山
線
で
あ
っ
た
。

(4)

千
歳
川
第
一
発
電
所
は
明
治
四
十
三
年
九
月
に
完
成
し
た
が
、
こ
の
間、
山
線
が
輸
送
し
た
人
員
は
八、〇

〇
〇
余
人
、輸
送
ト
ン
数
六

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

.

山林中を行く王子山線(昭和10年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕 万
八
、
〇
〇
〇
余
ト
ン
、
発
電
所
側
小
運
搬
四
万
ト
ン
余
と
い
う
大
量

の
輸
送
に
あ
た
り
、
無
事
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
。

こ
う
し
て
敷
設
さ
れ
た
山
線
は、
単
に
発
電
所
の
資
材、
人
員
の
運

搬
の
み
な
ら
ず
、
山
林
事
業、
教
育、
文
化、
日
常
生
活
な
ど
に
多
大

の
貢
献
を
し
た
。
山
林
事
業
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も、
明
治
四
十
三
年

に
は
じ
め
て
作
成
さ
れ
た
御
料
林
の
施
業
案
の
中
に
も
そ
の
一
端
を
か

い
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
材
運
搬
は
発
電
所
建
設
用
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
通
称
王
子
山
線
軌
道
に

よ
る
外
な
い
の
で
こ
れ
を
買
収
す
る
か
、
又
は
特
別
の
条
件
で
運
搬
契
約
を

結
ぶ
か
が
緊
要
で
あ
る
と
し
、
一方
支
笏
湖
は
風
波
高
き
故
に
航
行
極
め
て

危
険
な
の
で、
石
油
発
動
機
船
を
数
隻
備
え
る
必
要
あ
り
と
し
、
更
に
交
通

の
安
全
を
期
す
る
が
為
め
、
湖
畔
の
周
囲
及
社
台
台
上
と
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ

を
結
ぶ
経
路
を
開
く
こ
と
が
、
支
笏
事
業
区
の
開
発
上
必
要
の
要
件
な
る
が

如
し(『支
笏
事
業
区
施
業
案
説
明
書
』
明
治
四
十
五
年
帝
室
林
野
局

苫
小
牧
出
張
所)

こ
の
買
収
は
実
現
し
な
か
っ
た
が、
当
時
の
木
材
運
搬
上
い
か
に
重

要
な
輸
送
機
関
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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当
時
は
ま
だ
丸
山
な
る
地
名
は
な
く、
王
子
軽
便
鉄
道
の
一三
マイ
ル
駅
が、
後
の
丸
山
部
落
そ
の
も
の
で
あ
った
。

ク
ル
ミ
材

木
材
で
最
初
に
商
品
価
値
を
認
め
ら
れ
た
も
の
は
ド
ロ
ノ
キ
、
エ
ゾ
マ
ツ、
ク
ル
ミ
で
あ
っ
た
。
ド
ロ
ノ
キ
は
マ
ッ
チ

と
銃
床
の
軸
木
に
用
い
ら
れ、
当
時
苫
小
牧
を
は
じ
め
各
地
に
大
小
の
マ
ッ
チ
軸
木
工
場
が
あ
り
、
明
治
時
代
を
代
表
す
る
木
材

産
業
で
あ
っ
た
。
ま
た、

エ
ゾ
マ
ツ
は
マッ
チ
小
函
素
地
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

(5)
ク
ル
ミ
は、
も
っ
ぱ
ら
鉄
砲
の
銃
床
に
使
用
さ
れ
当
時
銃
床
を
砲
台
と
い
っ
て
明
治二
十
九
年
こ
ろ
よ
り
由
仁
で
買
いう
け
て
お
り
、ク

ル
ミ
の
木
を
見
つ
け
る
と
そ
れ
を
切
っ
て
小
遣
銭
に
す
る
の
に
町
へ
背
負
い
出
し
た
と
い
う
。

日
露
戦
争
の
勃
発
に
と
も
な
い
武
器
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
、
樽
前
御
料
林
内
の
ク
ル
ミ
約
一、
〇
〇
〇
尺
メ
が
払
下
げ
ら
れ
た
。

林
木
の

苫
小
牧
進
出
を
決
意
し
た
王
子
製
紙
は、
千
歳
川
発
電
所
工
事
と
並
行
し
、
工
場
用
地
の
買
収
、
国
有
未
開
地
の
払
下
げ

払
下
げ
製
紙
用
原
料
木
材
の
払
下
げ
等
の々
出
願
を
し
て
い
た
。
千
歳
川
流
域
を
調
査
、
視
察
し
た
鈴
木
梅
四
郎
は、
樽
前
山
麓
の

森
林
に
高
い
評
価
を
せ
ず
に
帰
途
に
つ
い
た
が、
明
治三
十
九
年
九
月二
十
日
、
御
料
局
札
幌
支
庁
に
林
木
払
下
げ
を
出
願
し
た
。
同
月

二
十
二
日
、
契
約
は
成
立
し、
明
治
四
十
年
よ
り
一
〇
年
間
毎
年
八
万
尺
メ
の
払
下
げ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

立
木
売
買
契
約
書

(前
文
略
)

第
二
条
前
条
売
渡
の
期
間
は
明
治
四
十
年
よ
り
全
四
十
九
年
迄
拾
ヶ
年
間
と
し
、
其
材
積
は
毎
年
八
万
尺
メ
を
目
途
と
し
払
渡
す
も
の
と
す

(以
下
略
)

明
治三
拾
九
年
九
月二
十
二
日

売
主
御
料
局
札
幌
支
庁
長
理
事

田
町
与
三郎

買
主
専
務
取
締
役

鈴
木
梅
四
郎

付
編
部
落
史
・
丸
山
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吉
小
牧
市
史
下
巻右
代
理
人

小
田
良
治
(三
井
物
産
小
樽
支
店
長)

こ
う
し
て
樽
前
山
麓
の
伐
採
に
着
手
し
た
が
、
実
際
に
伐
採
を
は
じ
め
て
み
る
と
当
初
予
想
し
た
よ
り
歩
止
ま
り
が
悪
く、わ

ず
か
一
年

でこ
の
地
域
の
伐
採
は
中
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
に
工
場
敷
地
を
選
ん
だ
最
大
の
強
味
は
支
笏
湖
か
ら
流
れ
出
る
千
歳
川
の
水
力
発
電
に
あ
る
が、
ま
た
一
つ
は
付
近
一
帯
の
千
歳
御
料
林
の
鬱
蒼

た
る
密
林
か
ら
、
製
紙
の
原
料
を
豊
富
に
仰
ぎ
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
一
旦
こ
の
御
料
林
の
伐
採
事
業
に
着
手
し
て
み
る
と
、
案
外
に
払
下
げ
を
受
け
る
原
木
が
少
な
く
、
殊
に
風
雪
の
烈
し
い
た
め
か
、
樹
木
が
み

な
曲
り
く
ね
り
、
枯
枝
も
多
く
、
製
材
し
て
良
材
を
得
る
歩
止
が
少
な
い、
し
か
も
そ
の
搬
出
に
は二
十
哩
程
の
鉄
道
敷
設
を
要
す
る
が、
果
し
て
そ
の
敷

設
費
用
を
償
う
ほ
ど
の
原
木
を
輸
送
出
来
る
か
否
か
が
疑
問
で
あ
る。
そ
の
結
果、
第
一
回
の三
万
尺
締
の
払
下
げ
を
受
け
た
の
み
で、
こ
の
方
面
の
山
林

は
伐
採
を
中
止
し
た
。

(『王
子
製
紙
社
史
‒
第
二
巻
』
昭
和三
十
二
年
王
子
製
紙
株
式
会
社)

二
第
二
期
大
正
時
代

丸
山
宿
泊

山
線
敷
設
以
来、
そ
の
沿
線
に
は
有
人
、
無
人
の
駅
が
設
置
さ
れ
た。
丸
山
は
当
時
の
一
三
マ
イ
ル
駅
で
あ
っ
た
こ
と

所
の
完
成
は
先
に
述
べ
た
が、
御
料
林
造
林
飯
場
は
一二
マ
イ
ル
に
あ
っ
た
。
ま
た、

一二
マ
イ
ル
に
は
他
に
王
子
発
電
所
関
係
お

よ
び
保
線
関
係
の
宿
舎
が
各二
軒
ほ
ど
あ
っ
た
。
一方
、
丸
山
(一三
マ
イ
ル)
に
は
中
村
組
の
飯
場、
事
務
所、
造
林
小
屋
な
ど
が
立
ち

並
び
集
落
を
形
成
し
つつ
あ
っ
た
。
や
が
て
、
大
正
末
期
に
は
御
料
林
の
宿
泊
所
(主
任小
屋)
が
丸
山
(一三

マイ
ル)
に
移
転
し
、
今
日

の
丸
山
部
落
の
基
礎
が
確
立
し
た
。
新
設
さ
れ
た
宿
泊
所
は、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
タ
タミ
敷
き
の
立
派
な
小
屋
で、
苫
小
牧
よ
り

毎
日
通
っ
て
来
る
主
任
の
ほ
か
に、
視
察
に
訪
れ
た
客
人
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
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付
編
部
落
史
・
丸
山

計 一
五
年

一四
年

一
三
年

一
二
年

一
一年

一〇
年

九
年

八
年

七
年

六
年

五
年

四
年

三年
二
年 度|度

六
八
一
・〇
二

三
七
・二
八
三
〇
・
三
七

九
五
・
七
〇

六
三
・
五
九

五
〇
・
九
七

五
〇
・
五
七

五
八
・
〇
五

六
二
・
一〇

一
四
七
・
六
二

四
四
・
五
四

四
〇
・
五
二

一
七
・
〇
二

三
・
二
八

三
・
七
一

一
八
・
一〇

二
五
・
二
五

エ
ゾ
マ
ツ

一
〇
・九
九

二
一
・六
七

〇
・
九
二

〇
・
七
一

二
・
九
九

ト
ド
マ
ツ

ド
ロ
ノ
キ

七
四
八
・
六
七
二
〇
一
・六
七

一
〇
六
・
六
九

八
五
・
二
六

五
一
・八
九

五
一
・二
八

六
一
・〇
四

六
二
・

一
〇

一
五
二
・
〇
〇

四
九
・七
六

四
八
・
三九

二
九
・
九
二

三
・
二
八

三
・
七
一

一
八
・
一〇

二
五
・二
五

計

(苫
小
牧
営
林
署
資
料
よ
り
作
製
)

OO OO
四
四
・
五
三

三
七
・
五
七

一
二二
・
三三
三

四
〇
・
五
二

一六
・
二
六

三
・
二
八

三
・
七
一

一八
・
一
〇

一
八
・
七
〇

丸
山
担
当
区
内

比

二
六
・
九

一
・
一

七
一
・七

二
・
五

二
六
・
八

八
三
・
七

五
四
・
三

一 〇
〇
・
〇

一
〇
〇
・
〇

一〇
〇
・
〇

七
四
・
一

率
%

C -100

(単
位
加)
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大
正
年
間
の
植
栽
面
積
一
覧
表

大
正

年

林
間
苗
畑
の
開

明
治
時
代
お
よび
大
正
初
期
の
植
林
は
『山
引
苗
』
を
使
用
し
て
い
た
が、
大
正
六
年
から
は
『養
成
苗
』
を
と

設
と
作
業
内
容

り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
十
三
年
、
エ
ゾ
マ
ツ
の
養
苗
に
成
功
し
た
丸
山
地
区
で
、
巾
二
五
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
に
林
間
苗
畑
を
開
設
し
た
。
こ
れ
が
苫
小
牧
営
林
署
管
内
で
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
丸
山
苗
畑
で、
多
い
時
期

に
は
五
〇
余
ヵ
所
も
林
間
に
点
在
し
た
。
こ
う
し
て
養
成
さ
れ
た
苗
木
は
丸
山
地
区
の
み
な
ら
ず
、
各
地
に
運
ば
れ
植
林
さ
れ
て
い
た
。

明
治
期
の
植
林
は
大
半
が
丸
山
地
区
内
で
あ
っ
た
が、
大
正
期
は
丸
山
地
区
の
植
林
面
積
は
激
減
し、
全
体
の二
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
に
な
っ
た
。

四
・三
八

五
・
二
二二二

七
・
八
七

一二
・
九
〇

五
・
六
七



苫
小
牧
市
史
下
巻

丸山苗畑の作業風景 (昭和13年)
〔金田一氏蔵〕

苗
畑
の
作
業
員
は
、
丸
山
地
区
の
婦
人
を
は
じ
め
、
大
正
十
一
年
四
月
から
一
般

乗
客
も
乗
車
を
許
可
さ
れ
た
山
線
を
利
用
し
て
入
山
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
開
設
さ
れ
た
林
間
苗
畑
も
集
中
機
械
化、
台
風
被
害
に
よ
る
林
相
破
壊
な
ど
に
よ

り
昭
和三
十
五
年
を
最
後
に
、
実
に三
十
七
年
間
に
お
よ
ぶ
歴
史
に
終
止
符
が
打
た

れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
森
林
事
業
は
苫
小
牧
分
担
区
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
。
事
業
の
内
容
は

斫
伐、
造
林、
土
木
と
幅
が
ひ
ろ
く
、
山
線
を
利
用
し
て
入
山
し
た
作
業
員
は
一三

マ
イ
ル
(丸
山)に

根
拠
地
を
お
き、
主
に
山
泊
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
建
物
は
丸
太

で
組
立
て、
屋
根
は
カ
ヤ、
笹
な
ど
を
使
用
し
て
建
て
ら
れ
た
が
、
奥
地
で
仕
事
を

す
る
と
き
は
建
物
は
造
ら
ず
、
野
営
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
一
日
の
仕
事

は
じ
め
は
、
朝
六
時
に
出
発
し
、
終
了
が
五
時
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年
こ
ろ
は
米
一

俵
が
四
円
八
〇
銭
、作
業
員
の
賃
金
は
一
日
七
〇
銭
、新
米
で
四
五
銭
程
度
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
定
期
間
山
中
で
作
業
、
生
活
し
た
作
業
員
は
、
再
び
山
線
を
利
用
し
て (6)

苫
小
牧
へ
戻
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

烏
柵
舞
地
区
の

丸
山
地
区
と
隣
接
す
る
鳥
柵
舞
地
区
は、
王
子
第
四
発
電
所
よ
り
支
笏
湖
畔
に
い
た
る
千
歳
村
の
約
半
分
を
占

苫
小
牧
編
入
問
題
め
る
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
当
時
鳥
柵
舞
村
の
住
民
は
王
子
製
紙
発
電
所
で
働
く
者
が
大
半
で、
衛
生
、
教
育、

郵
便、交

通
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
面
に
お
い
て
苫
小
牧
町
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り、

反
面
千
歳
村
は
税
金
を
と
る
だ
け
で
な
ん
の
施
策
も
し
て
く

れ
な
い
と
い
っ
た
不
満
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こう
し
た
不
満
は
、
大
正
八
年
二
月
、
同
地
区
住
民
よ
り
時
の
北
海
道
庁
長
官
俵
孫
一
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に
同
地
区
の
苫
小
牧
編
入
に
関
す
る
請
願
書
の
提
出
と
い
う
形
で
表
面
化
し
た
。

行
政
区
劃
変
更
ノ
義
二
付
請
願

本
部
落
ハ
千
歳
郡
千
歳
村
ノ
南
端
二
位
シ
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
分
社
ノ
附
属
発
電
所
々
在
地
ニ
シ
テ
、
苫
小
牧
町
ヨ
リ
車
道
通シ
ア
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
、
軽
便
鉄
道
ノ
便
モ
ア
リ、
且
警
察
及
郵
便
等
ノ
区
域
ハ
総
テ
苫
小
牧
町
二
属
シ
、
常
ニ
円
満
ナ
ル
施
政
ラ
受
ケ
居
り
候、
然
ル
ニ
独
り
町
村
役
場
ノ

ミ
ハ
我
等
部
落
民
カ
未
夕
嘗
テ
見
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
深
山
幽谷
、
而
モ
岐
嶇
タ
ル
山
道
ラ
隔
リ
タ
ル
千
歳
村
ノ
管
轄
ナ
リ
ト
云
フ
ハ
、
一
輪
ラ
失
シ
タ
ル
車
ノ

如
ク
不
具
的
行
政
区
劃
ニ
シ
テ
、
我
等
部
落
民
ノ
不
幸
甚
タシ
ク
、
衛
生
教
育
ハ
申
ス
ニ
及
ハ
ス
、
其
他
ニ
於
テ
モ
更
二
施
ス
所
一
モ
ナ
ク
住
民
タ
ル
ノ
故

ラ
以
テ
税
金
ラ
賦
課
セ
ラ
ル
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
殆
ン
ト
地
方
自
治
機
関
ノ
設
備
ナ
キ
カ
如
シ
、
不
得
止
交
通
至
便
ナ
ル
苫
小
牧
町
ノ
恩
恵
ニ
依
リ
、
同
町
住

民
力
一
時
的
出
張
居
住
シ
居
ル
カ
如
キ
体
ニ
シ
テ
、
町
医
ノ
派
遣
或
ハ
出
生
死
亡
等
ヨ
リ
兵
事
関
係
ニ
至
ル
マ
テ
、
ー
ニ
苫
小
牧
町
二
於
テ
用
ラ
弁
シ
居
ル

次
第
二
有
之
候
、
故
ニ
若
シ
一
朝
同
町
ニ
シ
テ
他
管
轄
ノ
故
ラ
以
テ
是
等
ノ
取
扱
弓
拒
ム
事
ア
ラ
ン
カ
、
我
等
部
落
民
ハ
暗
夜
ニ
燈
火
ラ
失
シ
タ
ル
カ
如
ク

一
日
无
安
ン
ス
ル
不
能
次
第
二
御
座
候
間、
何
卒
御
憫
察
ノ
上
特
別
/
御
詮
議
弓
以
テ、
特
急
苫
小
牧
町
管
轄
二
変
更
/
御
詮
議
弓
仰
キ
度
、
部
落
民
一
同

連
署
⇒
以
テ
此
段
及
請
願
候
也

大
正
八
年二
月
十
八
日

北
海
道
長
官
俵
孫
一
殿

(『千
歳
市
史』

細
川

キ
ク

外
三
十
七
名
連
名

昭
和
四
十
六
年
千
歳
市)

こ
の
請
願
書
の
提
出
に
驚
い
た
千
歳
村
は、急

き
ょ
村
会
を
開
き
反
対
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
千
歳
村
に
と
っ
て
鳥
柵
舞

地
区
を
失
う
こ
と
は、
村
半
分
を
失
う
こ
と
の
み
な
ら
ず、
王
子
発
電
所
の
税
金(歳
入
総
額の三

分
の
一以
上)を

も
失
う
こ
と
に
な
り
、
こ

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

れ
を
失
っ
た
場
合
、
村
の
財
政
が
窮
地
に
陥
る
こ
と
は
明
確
で
あ
っ
た
。

行
政
区
劃
変
更
反
対
陳
情
書

千
歲
郡
千
歳
村
字
烏
柵
舞
村
住
民
細
川
キ
ク
外三
十
七
名
,
請
願
二
係
ル、
行
政
区
劃
変
更
即
チ
前
記
鳥
柵
舞
村
勇
払
郡
苫
小
牧
町
ノ
管
轄
二
移
サ
ム

ト
ス
ル
ハ
、
地
勢
上
行
政
区
劃
設
定
ノ
原
則
ラ
蹂
躙シ
、
地
方
自
治
体
ノ
基
礎
⇒
破
壊
ス
ル
ノ
行
動
タ
ル
ハ、
同
地
方
ノ
実
状
ニ
通
暁
ス
ル
モノ
ノ
疑
ハ
サ

ル
処
ナ
リ
ト
信
ス、
茲
ニ
情
ラ
具
シ
反
対
ノ
意
見
ラ
開
陳
セ
ム
ト
ス
。

我
カ
千
歳
村
ハ
東
北
ハ
長
都
沼
ヨ
リ
馬
追
沼
ラ
経
テ
馬
追
山
脈
ラ
東
西
二
中
断
セ
ル
一
線
ラ
以
テ
石
狩
ト
ノ
国
境
⇒
為
シ
夕
張
郡
長
沼
村
及
同
郡
由
仁
村

ニ
接
シ
東
南
ハ
安
平
山
脈
ノ
分
水
線
ラ
以
テ
勇
払
郡
安
平
村
ト
背
触
シ
南
方
即
チ
本
件ノ
鳥
柵
舞
村
ハ
樽
前
嶽
ノ
分
水
嶺
ラ
以
テ
勇
払
郡
苫
小
牧
町
及
白
老

郡
白
老
村
ト
背
接
シ
北
走
シ
テ
安
平
山
脈
ニ
連
リ
西
ハ
白
老
嶽
ノ
分
水
線
弓
以
テ
有
珠
郡
徳
舜
別
村
ニ
隣
り
又
漁
嶽
ノ
嶽
ニ
至
ル
線
ョ
以
テ
札
幌
郡
豊
平
町

ノ
一
部
及
本
郡
恵
庭
村
ト
接
比
シ
四
方
天
然
ノ
地
形
ラ
相
シ
テ
行
政
区
域
⇒
劃
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
ニ
シ
テ
若
シ
彼
等
ノ
請
願
ニ
シ
テ
容
レ
ラ
レ
ム
カ
畸
形
的

不
自
然
ナ
ル
郡
ノ
境
界
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
実
二
次
ノ
如
キ
自
治
団
体
ラ
構
成
ス
ル
ト
共
二
其
不
便
亦
次
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ

千
歳
村
八
周
囲
五
十
里
東
西
最
長二
十
二
里
南
北
最
長
四
里
面
積三
十
九
方
里
ノ
細
長
キ
地
区
ニ
シ
テ
苫
小
牧
町
亦
三
十
七
方
里
二
分
ノ
地
域
ラ
有
シ
而
シ

テ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
鳥
柵
舞
村
ハ
広
袤
二
十
方
里
ナ
ル
ラ
以
テ
請
願
ニ
シ
テ
採
択
セ
ラ
レ
ム
カ
結
局
千
歳
村
八
十
九
方
里
苫
小
牧
町
五
十
七
方
里
二
分
ノ
茫

大
ナ
ル
行
政
区
域
ト
為
リ
鳥
柵
舞
村
住
民
ハ
管
轄
役
場
及
物
資
ノ
集
散
地
タ
ル
苫
小
牧
町
市
街
二
至
ル
ニ
分
水
嶺
⇒
越
へ
近
キ
モ
七
里
遠
キ
ハ
十
三
里
余
ノ

行
程
アリ
夏
季
王
子
製
紙
株
式
会
社
経
営
ノ
軽
便
鉄
道
ラ
利
用
セ
ハ
交
通
敢
テ
困
難
ナ
ラ
ス
ト
ス
ル
モ
半
歳
雪
二
没
シ
其
利
用
弓
欠
キ
住
民
ノ
不
便
堪
ユ
ル

処
ナ
ラ
ン
ヤ
況
ン
ヤ
該
軽
鉄
ハ
会
社
ノ
私
設
ニ
シ
テ
公
的
ニ
一般
使
用
弓
許
サ
サ
ル
モ
ノ
タ
リ
現
在
該
会
社
ニ
関
係
ナ
キ
住
民
僅
カ
ニ
六
七
戸
ニ
過
キ
サ
ル

モ
将
来
御
料
林
ノ
解
放
ラ
見
ン
カ
相
当
住
民
ノ
増
加
ハ
勿
論
ニシ
テ
土
地
瘠
薄
ナ
リ
ト
雖
ト
モ二
十
方
里
ノ
地
積
将
来
造
林
牧
畜
等
ノ
事
業
弓
経
営
ス
ル
モ

ノ
ア
ル
ニ
至
ル
ヤ
明
カ
ナ
リ
ト
ス

鳥
柵
舞
村
部
落
ノ
千
歳
市
街
(村
役
場
郵
便
局
村
医
電
信
電
話
アリ
)
二
至
ル
現
在ノ
交
通
状
態
ラ
示
セ
ハ
市
街
ヨ
リ
二
里
ノ
間
ハ
四
季
人
馬
ノ
通
ス
ル
完

1956



全
ナ
ル
里
道
開
鑿
シ
ア
リ
僅
カ
六
百
間
ノ
歩
道
ラ
以
テ
軽
鉄
二
聯
絡シ
冬
季
軽
鉄
弓
利
用
セ
サ
ル
ト
キ
ト
雖
ト
モ
現
住
民
ト
ノ
距
離
近
キ
ハ
二
里
遠
キ
モ
七

里
ラ
出
テ
ス
苫
小
牧
町
二
至
ル
ニ
比
シ
其
便
否
霄
壌
ノ
差
アリ
ト
云
フ
ヘ
シ

現
在
烏
柵
舞
村
住
民
ノ
大
部
八
王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
分
社
所
属
発
電
所
在
勤
ノ
社
員
及
職
工
ナ
ル
ラ
以
テ
其
関
係
上
ョ
リ
推
セ
ハ
彼
等
ハ
職
業
上
又

ハ
生
活
上
諸
般
ノ
点
ニ
於
テ
苫
小
牧
町
ノ
管
轄
弓
受
ケ
ム
ト
ス
ル
ノ
希
望
ハ
一
理
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
該
地
方
ハ
将
来
永
久
王
子
製
紙
株
式
会
社
ノ
企
業
地

ナ
リ
ト
限
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
森
林
ニ
鉱
産
ニ
水
力
ニ
未
夕
幾
多
遺
棄
セ
ラ
レ
ア
ル
富
源
ア
ル
ラ
見
レ
ハ
焼
二
我
鳥
柵
舞
村
ハ
前
途
ア
ル
拓
殖
ノ
未
製

品
ナ
リ
ト云

フ
ラ
得
へ
シ
然
ル
ニ
彼
等
ハ
単
ニ
目
前
二
於
ケ
ル
自
己
本
位
ノ
主
張
弓
為
シ
毫
モ
将
来
二
思
ラ
致
サ
ス
公
共
団
体
組
織
上
ノ
諒
解
モ
ナ
ク
一
時

的
性
質
ノ
施
設
タ
ル
警
察
及
郵
便
受
持
区
域
ト
同
一
視
シ
這
般ノ
変
更
ラ
請
願
ス
ル
カ
如
キ
無
定
見
ナ
ル
其
意
志
寧
口
憐
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ

請
願
者
ハ
千
歳
村
ノ
教
育
衛
生
交
通
上
ノ
施
設
不
充
分
ナ
ル
ニ
藉
口
シ
村
当
然
ノ
義
務
タ
ル
教
育
衛
生
等
ノ
施
設
�
欠
ク
ト
言
フ
カ
如
キ
ハ
是
レ
本
村
弓
誣

フ
ル
常
識
ナ
キ
無
責
任
ノ
放
言
二
外
ナ
ラ
ス
ト
ス
ル
モ
此
処に
弁
蒙
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
教
育
ニ
付
述
フレ
ハ
発
電
所
創
始
後
本
村
ハ
直
ニ
特
別
教
授
場(四

季
ラ
通
セ
ル
モノ
)
ラ
設
立
継
続
大
正
六
年
ニ
至
リ
シ
カ
王
子
製
紙
株
式
会
社
ハ
完
全
ナ
ル
教
育
ラ
施
サ
ム
ト
ノ
見
地
ヨ
リ
自
ラ
進
ム
テ
私
立
尋
常
小
学
校
ラ

設
立
シ
今
ヤ
校
舎
校
具
其
ノ
他
ノ
設
備
殆
ン
ト
完
全
ニ
近
キ
施
設
ラ
為
シ
教
員
亦
其
人
ラ
得
地
方
稀
ニ
見
ル
教
育
弓
授
ケ
ツ
ア
ル
ラ
以
テ
此
点
二
付
不
足
ラ

訴
フ
ル
ハ
無
理
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
附
言
ス
本
村
ハ
会
社
ラ
シ
テ
斯
ク
多
大
ノ
資
弓
投
シ
本
村
当
然
ノ
責
務
タ
ル
義
務
教
育
ラ
授
ケ
シ
ム
ル
ラ
気
ノ
毒
ニ
感
シ

過
般
之
レ
ラ
公
立
ニ
資
格
変
更
セ
ム
ト
全
会
一
致
⇒
以
テ
可
決
シ
直
二
会
社
ニ
其
ノ
意
ラ
致
シ
タ
リ
然
ル
ニ
会
社
ハ
尚
一
歩
進
メ
理
想
的
完
全
ノ
組
織
ト

為
ス
計
画
ナ
ル
ノ
故
⇒
以
テ
是
レ
ラ
峻
拒
セラ
ル
本
村
亦
国
民
教
育
上
深
ク
厚
意
ラ
諒
ト
セ
リ

衛
生
上
ノ
施
設
ニ
付
テ
ハ
従
来
定
期
種
痘
春
秋
二
季
ノ
清
潔
法
ト
ラ
ホ
ー
ム
検
診
等
ラ
施
行
ス
ル
ノ
外
何
等
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
是
レ
独
り
鳥
柵

舞
村
部
落
ニ
限
り
然
ル
ニ
ア
ラ
ス
村
財
政
ノ
関
係
上
一
般
的
漸
次
改
善
ラ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
而
シ
テ
来
ル
大
正
九
年
度
ヨ
リ
同
部
落
ニ
村
医
ラ
置
ク
ノ

計
画
中
ナ
リ

交
通
機
関
ニ
付
テ
ハ
前
述
ノ
如
ク
不
完
全
ナ
リ
ト
云
フ
ハ
僅
カ
ニ
六
百
間
ニ
シ
テ
該
区
間
ハ
御
料
地
内
ナ
ル
ラ
以
テ
是
マ
タ
道
路
開
鑿
手
続
上
ノ
為
メ
遷
延

今
日
二
至
レ
ル
モ
大
正
九
年
度
二
於
テ
必
ラ
ス
是
レ
カ
開
鑿
ラ
決
行
セ
ム
ト
ス
以
上
ノ
如
ク
本
村
ハ
各
村
落
ニ
対
シ
殊
更
二
偏
倚
的
施
設
ラ
為
ス
モノ
ニ
ア

ラ
ス
要
ハ
村
財
政
上
ョ
リ
覈
査
シ
漸
ラ
追
フ
テ
各
種
事
業
ノ
施
設
改
善
ラ
企
図
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

従
来
本
村
ハ
交
通
機
関
ノ
不
備
ヨ
リ
一
般
拓
殖
ノ
進
度
後
レ
去
ル
大
正
四
年
漸
ク二
級
町
村
制
ノ
施
行
ラ
見
ル
ニ
至
リ
現
在三
十
九
方
里
ノ
広
袤
ラ
有
シ
ナ

カ
ラ
戸
数
僅
カ
ニ
八
百
人
口
五
千
二
足
ラ
ス
土
質
全
村
火
山
灰
ニ
シ
テ
随
テ
農
産
豊
カ
ナ
ラ
ス
唯
一
ノ
林
産
ノ
資
源
近
ク
尽
キ
ム
ト
ス
然
ル
ニ
区
域
広
潤
ナ

ル
為
メ
小
学
校
ノ
設
備
道
路
改
修
ノ
経
費
嵩
ミ
現
在
経
常
費三
万
円
ニ
近
シ
民
力
ニ
比
シ
其
負
担
実
二
重
シ
ト
云
フ
ヘ
シ
幸
ニ
村
ノ
中
央
弓
貫
通
ス
ル
千
歳

川
ハ
其
水
量
落
差
等
ヨリ
考
査
ス
ル
ニ
流
域
五
里
ノ
間
二
於
テ
優
二
三
万
五
千
馬
力
ノ
電
力
ラ
起
ス
ニ
足
ル
目
下
王
子
製
紙
株
式
会
社
ハ
本
川
ラ
利
用
シ
電

気
事
業
ラ
経
営
シ
諸
工
業
ニ
電
燈
ニ
約
三
万
馬
力
ノ
動
力
ラ
供
給シ
ツ
ツ
ア
リ
是
レ
天
与
ノ
国
家
富
源
タ
ル
ト
同
時
二
本
村
ノ
一大
資
源
ト
云
フ
ラ
得
ヘシ

左
レ
ハ
是
等
営
業
者
ノ
利
益
ニ
対
ス
ル
本
村
公
課
収
入
額
ハ
歳
入
総
額
ノ
約
三
分
ノ
ー
ラ
超
ユ
為
メ
ニ
有
無
相
通
シ
辛
フシ
テ
村
財
政
ノ
調
節
ラ
為
ス
ラ
得

一
朝
鳥
柵
舞
村
ニ
シ
テ
本
村
管
劃
⇒
脱
セン
カ
此
ノ
資
源
ラ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
前
述
ノ
企
業
地
帯
ラ
モ
失
フニ
至
リ
人
口
稀
薄
加
フ
ル
ニ
生
産
力
ノ
乏
シ

キ
本
村
住
民
ハ三
万
ノ
歳
計
ラ
支
持
ス
ル
負
担
能
力
ノ
堪
ユ
ル
処
ニ
ア
ラ
ス
是
レ
明
カ
ニ
本
村
財
政
ノ
調
和
弓
紊
シ
延
テ
自
治
体
ノ
基
礎
ラ
破
壊
ス
ル
モノ

ニシ
テ
本
村
存
立
上
到
底
忍
フ
能
ハ
サ
ル
所
ナ
リ
ト
ス

右
理
由
二
付
細
川
キ
ク
外三
十
七
名
ノ
行
政
区
劃
変
更
請
願
御
採
択
無
之
樣
致
度
本
村
会
,
諮
問
弓
経
此
段
及
陳
情
候
也

大
正
八
年
十
一
月
二
十
七
日

千
歳
郡
千
歳
村
会
議
長

千
歳
村
長

後
藤
弥
次
郎

北
海
道
庁
長
官
笠
井
信
一
殿

(『千
歳
市
史』
昭
和
四
十
六
年
度
千
歳
市)

こ
の
よ
う
に
千
歳
村
の
必
死
の
反
対
陳
情
に
よ
り
本
件
は
落
着
し
た
か
に
み
え
た
が、
大
正
十
年
、
こ
の
問
題
が
再
燃
し
た
。
千
歳
村

は
反
対
陳
情
書
の
中
に、
大
正
九
年
中
に
村
医
を
置
く
計
画
と
道
路
の
整
備
を
約
束
し
た
が、
実
際
に
は
こ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
こと

に
不
信
感
を
い
だ
い
た
鳥
柵
舞
村
民
が、
約
束
不
履
行
を
た
て
に
再
起
し
た
の
で
あ
る
。
こう
し
て、
こ
の
問
題
は
泥
沼
化
の
兆
し
を
呈

1958



し
た
が
、
支
庁
長
の
仲
裁
に
よ
り
結
末
を
迎
え
た
。

こ
の
出
来
事
は
直
接
丸
山
部
落
に
関
係
は
な
い
が
、
子
供
を
鳥
柵
舞
部
落
と
同
じ
学
校
に
通
わ
せ
、
地
理
的
に
も
近
い
丸
山
部
落
に
と

っ
て
な
ん
ら
か
の
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
第
三
期
昭
和
初
期
(昭
和
元
年
～
同二
十
年)

丸
山
遠
見

の
建
設

昭
和
十
七
年
、
当
時
御
料
林
担
当
主
任
で
あ
っ
た
金
田
一
技
官
は
山
火
事
の
見
張
小
屋
建
設
を
計
画
し
、
四
方
の
林
海

を
見
渡
せ
る
丸
山
山
頂
を
そ
の
建
設
予
定
地
に
定
め
た
。
計
画
は
た
だ
ち
に
実
行
に
移
さ
れ、
樹
林
の
伐
採、
林
道
の
整

備
を
進
め、
建
設
資
材
は
丸
山
担
当
区
に
配
備
さ
れ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
運
び
上
げ
ら
れ
た
。
建
築
は
、
当
時
御
料
林
に
出
入
り
し

て
い
た
大
工
宇
夫
俊
吾
に
よ
り
行
わ
れ、棟

上
げ
に
は
御
料
林
関
係
者
全
員
が
動
員
さ
れ、
同
年
秋
に
完
成
し
た
。
完
成
し
た
丸
山
遠
見
は

見
張
り
に
は
致
命
的
な
死
角
を
無
く
す
る
た
め
八
角
形
に
設
計
さ
れ
た二
階
建
て
の
立
派
な
小
屋
で
あ
っ
た
。

建
設
当
時
は
山
火
事
の
見
張
り
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
い
た
が
、
戦
時
体
制
中
は
防
空
監
視
所
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
終

戦
を
迎
え
、
小
屋
の
使
命
は
再
び
本
来
の目
的
に
戻
っ
た
が、
老
朽
化
が
進
み、
昭
和
三
十
二
年、
再
建
さ
れ
今
日
の
小
屋
に
な
っ
た
。

エ
ゾ
マ
ツ

戦
時
体
制
下
の
昭
和
十
六
～
二
十
年
に
か
け
て、
旭
川
の
単
寧
工
場
よ
り
委
託
さ
れ
た
業
者
が
丸
山
地
域
に
入
り
込
ん

と
単
寧
で
い
た
。
単
寧
は
鞣
皮
に
使
用
す
る
も
の
で、
本
来
カ
シ
ワ
の
皮
よ
り
採
取
し
て
い
た
が
、
カ
シ
ワ
の
減
少
に
よ
り
目
を

つ
け
ら
れ
た
の
が
同
地
域
に
豊
富
に
繁
茂
す
る
エ
ゾ
マ
ツ
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
苫
小
牧、
千
歳
周
辺
地
域
に
お
け
る
単寧
採
取
の
歴
史
は
古
く
、明
治三
十
六
年、東

京
の
桜
組
株
式
会
社
が
早
来
に
製
渋
所

を
設
置
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
同
製
渋
所
は
約
一
〇
年
間
に
わ
た
り
千
歳
郡
マ
マ
チ
国
有
林
未
開
地
内
お
よ
び
同
馬
追
官
林
内、ま

た

勇
払
郡
安
平
村、
厚
真
村
周
辺
の
山
林
か
ら
カ
シ
ワ
皮
を
集
め
、
大
部
分
は
早
来
で
製
造
し
、
一
部
は
皮
の
ま
ま
輸
送
し
て
い
た
。
明
治

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

種
計 薪

木木
炭

か
し
わ
皮

丸
太
材

角角 鉄
道
枕
木

類

数

1

八
〇
敷

三
八
八
、
〇
〇
〇
貫

八
九
二
、
〇
〇
〇
貫

一
七
〇
、
〇
〇
〇
本

一
二〇
、
〇
〇
〇
石

一
四
四
、
〇
〇
〇
挺

量

二
七
九
、
二
九二

一五
、
五
二
〇

二
二
、
三〇
〇

一
一九
、
〇
〇
〇

七
二
、
〇
〇
〇

五
〇
、
四
〇
〇

格
円

三
十
六
年、
早
来
駅
取
扱
の
林
産
物
の
輸
出
高
は
上
表
の
と
お
り
で
、
か

(7、
8
)

な
り
の
量
の
カ
シ
ワ
皮
が
取
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

エ
ゾ
マ
ツ
は
カ
シ
ワ
に
比
べ
歩
止
ま
り
が
悪
か
っ
た
が、
背
に
腹
は
変

え
ら
れ
な
い
当
時
の
事
情
も
あ
り
、作
業
指
揮
者
以
下
七
～
八
名
程
度
の
女

性
作
業
員
が
働
い
て
い
た
。
作
業
は
、
山
子
が
切
り
倒
し
た
エ
ゾ
マ
ツ
の

皮
を
女
性
作
業
員
が
む
き
、
樹
皮
の
表
面
を
日
光
に
当
て
(裏
面
に
日
光
を

当
て
る
と
単
寧
が
採
取
で
き
な
い)乾

燥
さ
せ
、梱
包
し
て
旭
川
に
送
っ
て
い
た
。

し
か
し
、こ
の
方
法
だ
と
一
日
の
作
業
量
が
山
子
ま
か
せ
に
な
る
き
ら
い

が
あ
っ
た
。そ
こ
で、
作
業
能
率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
立
木
の
ま
ま
皮
を

取
る
構
想
が
持
ち
上
が
り
、
昭
和
十
六
年
こ
ろ
、
秋
田
か
ら
ス
ギ
の
皮
む
き

職
人
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
料
林
側
と
し
て
も
、
立
木
の
ま
ま
皮
を
取
れ
る
も
の
な
ら
、
山
子
に
払
う
賃
金
は
若
干
安
く
な

り
、
反
対
に
皮
の
売
上
金
が
入
る
と
あ
っ
て
決
し
て
損
な
話
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
枝
の
多
い
エゾ
マ
ツ
は
ス
ギ
の
よ
う
に
は
い

か
ず
、
結
局
一
度
試
み
た
だ
け
で
従
来
ど
お
り
の
作
業
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
同
地
域
で
働
いて
い
た
女
性
は
、
鳥
柵
舞、
丸

山
(一三

マイ
ル)、苫

小
牧
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
主
婦
が
主
で
、
同
地
区
に
飯
場
を
建
て
作
業
を
し
て
い
た
と
い
う
。

土
場
の
出

昭
和
十
五
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
御
料
林
の
直
営
生
産
(官
行
斫
伐)に
と
も
な
い
事
務
所
の
設
置
が
急
務
と
な
り
、
同
年
夏

現
と
山
子
は
じ
め
て
丸
山
事
務
所
が
新
設
さ
れ
た
。直
営
生
産
と
は
従
来
の
林
木
払
下
げ
方
法
と
は
異
な
り
、
御
料
林
側
が
伐
採
し
て

用
途
別
に
払
下
げ
る
方
法
で
あ
っ
た。

し
か
し
、
実
際
に
伐
採
に
あ
た
っ
た
の
は
各
地
から
集
めら
れ
た
山
子
で
あ
っ
た
。
山
子
は
伐
採
用
具
一
式
を
持
ち、
各
地
の
山
を
渡

1960

(『早
来
町
史
』
昭
和
四
十
八
年
早
来
町)

価

七
二

材



単寧採取のため乾かされたエゾマツの皮
(昭和16年)、金田一氏蔵〕

秋田杉皮むき職人によるエゾマツ皮むき風景
(昭和16年)〔金田一氏蔵〕

り
歩
い
て
お
り
、
丸
山
地
区
に
は
約二
〇
名
ほ
ど
の
山
子
が
入
山
し
て
伐
採
に
あ
た
っ
て
い
た
。
山
子
の
作
業
は
、
樹
木
を
切
り
倒
し
て

小
枝
を
払
い、
樹
皮
に
切
れ
目
(後
で
皮
を
む
き
易
く
す
る
た
め)
を
い
れ
、
切
り
口
に
自
分
の
記
号
(別
〈サな
ど
適
当
に
書
い
て
い
た)
を

書
き
込
む
く
り
返
し
で
あ
っ
た
。
検
尺
夫
は
切
り
口
に
書
か
れ
た
記
号
で
一
日
当
た
り
の
個
人
別
作
業
量
を
集
計
し
、
賃
金
を
払
っ
て
い

た
。
こ
の
こ
ろ
で、

一日
平
均
約
五
円
程
度
が
山
子
の
稼
ぎ
高
で
あ
っ
た
。
山
子
が
切
り
倒
し
た
丸
太
を
馬
に
引
か
せ
て
一
カ
所
に
集
め

補
導
車
(古
タイ
ヤ
を二
本
使
用)で

山
線
近
く
の
土
場
へ
運
び
出
し
て
い
た
。
馬
は
約
一
〇
頭
ほ
ど
使
わ
れ
て
お
り、
賃
金
は
一日
一〇
円

(馬
と
持
主)
程
度
で、
馬
の
飼
料
は
持
主
負
担
で
あ
っ
た
。

付
編
部
落
史
・
丸
山

1961



苫
小
牧
市
史
下
巻

丸山土場作業風景(昭和16年)〔金田一氏蔵〕

5116

木炭トラッ クによる丸太運搬風景 (昭和16年)〔金田一氏蔵〕

1962



こ
う
し
て、
山
線
沿
線
に
は
か
っ
て
な
い
大
規
模
な
土
場
が
出
現
し
た
。
土
場
に
集
め
ら
れ
た
丸
太
は、
人
夫
に
よ
り
山
線
に
積
ま
れ

苫
小
牧
へ
運
ば
れ
て
い
た
。
一方
、昭
和
十
五
年
九
月
、
道
内
の
御
料
林
で
は
は
じ
め
て
ト
ラ
ッ
ク二
台
が
配
車
に
な
り
、
こ
れ
も
丸
太
運

搬
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
人
夫
の
賃
金
は、
ト
ビ
使
い
で
一日
二
円
五
〇
銭
、
雑
役
夫
で
一日
一円
五
〇
銭
程
度
で
あ
っ
た
。

(の)

丸
山
部
落

苫
小
牧
の
字
名
お
よ
び
地
番
は
昭
和三
年
設
定
し
た
一
五
町
名
と
七
大
字
名
に
よ
り
区
割
さ
れ
、
大
字
名
は
さ
ら
に
七
〇

の
誕
生
の
字
名
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
ア
イ
ヌ
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
た
め
読
み
ず
ら
く
、
ま
た
字
の
境
界
も
あ
い
ま
い

で
あ
っ
た
。
こう
し
た
不
便
を
改
正
す
る
べ
く
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
二
日
、
八
巻
耕三
町
長
は
坂
千
秋
道
庁
長
官
に
対
し
、
字
お
よ

び
地
番
改
正
に
関
す
る
申
請
を
行
っ
た
。
こ
の
申
請
は
認
可
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
二
日
、
胆
振
支
支
庁
名
を
も
っ
て
実
施
要
要

領
が
入
っ
た
。

字
名
改
称
に
あ
た
っ
て
は
、
字
名
改
称
地
番
整
理
官
民
協
議
会
を
開
催
し
、
こ
の
場
で
十
分
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ、
こ
の
協
議
会
で

決
定
し
た
も
の
は
町
会
に
諮
問
し
答
申
を
得
て
道
庁
長
官
に
上
申
さ
れ
た
。

字
名
改
称
地
番
整
理
官
民
協
議
会
に
お
い
て
は
色
な々
名
称
が
出
さ
れ、
丸
山
は
『大
森、
大
林
』
と
い
っ
た
い
か
に
も
山
奥
の
部
落

ら
し
い
名
称
も
出
さ
れ
た
が、
結
局
『
丸
山
』
に
決
定
し
た
。
こう
し
て
苫
小
牧
の
字
名
地
番
は
昭
和
十
八
年
十
二
月二
十
五
日、道

庁
告

示
と
な
り
、
翌
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
明
治
以
来
長
い
間
使
用
さ
れ
て
き
た
『一三

マ
イ
ル
』
と
い
う
地
名
は
廃
止
さ
れ

新
た
に
『丸
山
』
が
正
式
な
部
落
名
と
な
っ
た
。

丸
山
部
落
の
字
界
、
起
源
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

字
界

東
南
ハ
字
高
丘
、
字
植
苗
、
字
美
澤
ニ
界
シ
西
南
ハ
字
糸
井
及
字
錦
岡
西
ハ
白
老
村
二
接
シ
北
千
歳
町
二接
ス
ル
地
域

起
源
又
ハ
語
源

付
編
部
落
史
・
丸
山

1963



苫
小
牧
市
史
下
巻

部落名となった丸山 (昭和50年) 〔苫小牧営林署造林のあゆみより〕

丸山の区域図

6

佐
藤
牧
場
与

植苗御料地

大
学
植
苗
村 5

苫小牧御料地

7)

子 ノア
ツ
ベナ
イ字

北海道帝国大学
演 習 林

樽
前
御
料
地

小4
牧 第

線幹北
8 幹

-

大
字
錦
多
峰
村

大
字
小
糸
魚
村

3 ウス
ノ沢

坊
主
山 9
線

C55

付 1

小
系
台
◎

苫
小
牧
川

錦
多
峰

文
っ

小
糸
魚
川 太太 平 洋洋

梅
前

錦
多
峰
川

別

大
字
樽
前
村

大
字
覚
生
村

16 17 一本
松 10幹2 小

糸
の
沢

苫
小
牧
川

18

第
二三

大

苦

○
幌
內
町

1964



本
字
ノ
北
西
二
丸
山
ト
稱
ス
ル
標
高
三
二
七
米
四
ノ
山
ア
リ
テ
樽
前
ノ
裾
野
二
異
彩
ラ
添
フ
ル
所
ヨ
リ
名
付
ク

(『苫
小
牧
町
名
改
称
地
番
整
理
二
関
ス
ル
一件
書
類
』
昭
和
十
八年

苫
小
牧
町
)

(四)
第
四
期
昭
和
後
期
(昭
和二
十
一年
～
現
代
)

御
料
林

昭
和
二
十
二
年
四
月、
宮
内
省
の
廃
止
に
と
も
な
い
御
料
林
は
農
林
省
所
管
国
有
林
と
な
り
、
帝
室
林
野
局
札
幌
支
所
苫

の
廃
止
小
牧
出
張
所
は
札
幌
営
林
局
が
新
設
さ
れ
る
と
そ
の
所
管
と
な
り
、
同
年
十
月
に
は
旧
御
料
林、
内
務
省
所
管
国
有
林
を
整

理
統
合
し
苫
小
牧
営
林
署
と
な
り
、
三万

一、
一〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
二
十
三
年
以
来
半

世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
御
料
林
時
代
は
終
わ
り
を
つ
げ
た
。

樺
太
引
揚

昭
和
二
十
二
年
四
月
よ
り
九
月
に
か
け
て
樺
太
引
揚
者
約
四
〇
世
帯
が
仕
事
を
求
め
て
丸
山
部
落
に
入
居
し
た
。
入
居

者
の
転
入
者
は、
夏
期
間
は
営
林
署
の
人
夫、
作
業
員
と
し
て
働
き、
冬
は
失
業
保
険
を
受
け
て
生
活
を
し
て
い
た
が、

一部
は
冬

期
間
出
稼
ぎ
に
出
か
け
て
い
た
。
こ
う
し
て
二
～
三
年
ほ
ど
丸
山
で
過
ご
し
た
の
ち
、
苫
小
牧
市
内
の
引
揚
者
住
宅
へ
移
っ
て
い
った
。

苗
畑
作
業
と

昭
和二
十
八
～
三
十
年
こ
ろ、
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
丸
山
苗
畑
作
業
員
と
し
て
新
潟
県
よ
り
女
性
約三
〇
名
、
青

出
稼
労
働
者
森
、
秋
田
県
か
ら
は
男
性
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
入
っ
た
。こ
れ
ま
で
の
苗
畑
作
業
員
は、丸

山
部
落
の
婦
人
お
よ
び
近
隣

地
域
の
婦
人
が
主
で
あ
っ
た
が、
地
元
か
ら
作
業
員
を
集
め
る
と
休
む
日
が
多
く
作
業
能
率
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
内
地
労
働
者
を
受
け

入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

新
潟
県
か
ら
来
た
女
性
労
働
者
は
、
引
率
者
兼
保
護
者
的
役
目
を
す
る
年
長
者
以
外
は
大
半
が
若
い
娘
で
、
営
林
署
の
寮
で
全
員
自
炊

生
活
を
し
て
い
た
。
毎
年
四
月
こ
ろ
入
山
し
て
十
月
こ
ろ
ま
で
働
き
、
十
一
月
に
は
い
っ
て
か
ら
郷
里
へ
帰
っ
て
い
た
。
作
業
内
容
は
、

苗
の
植
替
え、
除
草
剤
の
散
布、
ネ
ズ
ミ
駆
除
な
ど
を
行
い
、
大
切
な
苗
を
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
毎
年
丸
山
部
落
を
訪
れ

付
編
部
落
史
・
丸
山
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新潟から女性苗畑作業員 (昭和28年)〔飯田節子氏蔵〕 る
間
に
ロ
マ
ン
ス
が
芽
ば
え
、
結
婚
し
て
定
住
し
た
者
も
あ
っ
た
。

台
風

(12)

昭
和
二
十
九
年
九
月
、
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
一五
号
に
よ

一
五
号
り
樽
前
山
麓
の
美
林
は
な
ぎ
倒
さ
れ
た
。
そ
の
被
害
面
積
は

四
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
、
風
倒
木
は
一一
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

(四
〇
〇
万
石)
と
い
う
膨
大
な
数
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
結
果
天
然
林
の
三分

の
一
を
失
い
蓄
積
は
二
一
〇
万
立
方
メー
ト
ル
(約
七
六
〇
万
石)
に
激
減
し

残
さ
れ
た
天
然
林
は
ア
ッ
ペ
ナ
イ
地
区
、
丸
山
、
水
明
地
区
、
勇
払
川
、
苫

小
牧
川
な
ど
河
川
の
上
流
沿
い
に
残
る
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
夜
に
し
て
生
じ
た
膨
大
な
量
の
風
倒
木
処
理
は、
三十
二
年
ま
で
の
四

年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ、
そ
の
う
ち
約
八
〇
万
石
の
風
倒
木
が
苫
小
牧
の
貯

木
場
に
集
積
さ
れ
た
。
こ
の
間
丸
山
部
落
を
は
じ
め
口
無
沼
付
近
に
は
多
く

の
業
者
が
入
り
風
倒
木
の
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
。
特
に
口
無
沼
付
近
に
は

飯
場、
蹄
鉄
屋
、
か
じ
屋
な
ど
が
立
ち
並
び
、
今
日
の
同
所
か
ら
は
想
像
だ
に

で
き
な
い
に
ぎ
わ
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
丸
山
部
落
が
栄
え
た
の
は
こ
れ
よ
り

少
し
後
、
台
風
被
害
地
跡
の
復
旧
造
林
の
た
め
大
勢
の
入
居
者
が
あ
っ
た
三

十
一
年
か
ら
三
十
五
年
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
復
旧
造
林
は三
十
一
年
に
着
手
さ

れ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
に
大
造
林
が
行
わ
れ、五

年
後
の三
十
五
年
に
終
わ
っ

た
。
この
間
の
造
林
面
積
は
、
年
平
均
六
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル、
最
終
年
の
三
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根こそぎ倒されたエゾマツ (昭和29年)
〔苫小牧営林署造林のあゆみより〕

十
五
年
は
七
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
年
間
最
大
の
記
録
を
残
し

た
。こ
う
し
て、
台
風
一
五
号
の
被
害
の
結
果
丸
山
周
辺
を
は
じ
め

と
し
た
樽
前
山
麓
は
、
他
に
例
を
見
な
い
広
大
な
造
林
地
を
残
す

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
日
林
内
を
縦
横
に
走
る
多
く
の
林
道

は
、
こ
の
風
倒
木
整
理
と
大
造
林
が
残
し
た
も
の
で
あ
る
。

山
線

発
電
所
工
事
資
材
の
運
搬
を
目
的
に
明
治
四
十
一

の
廃
止
年
、
運
転
を
開
始
し
た
王
子
軽
便
鉄
道
は
、当
初
の
目

的
以
外
に
原
木
の
輸
送、
新
聞、
郵
便
な
ど
部
落
民
の
生
活
物
資

の
輸
送
を
は
じ
め
、住
民
の
足
と
し
て
衛
生
・医
療
・教
育
な
ど
も
ろ

も
ろ
の
面
に
貢
献
し
た
。丸
山
部
落
民
お
よ
び
支
笏
湖
畔
部
落
民
に

と
っ
て、
そ
の
存
在
は
必
要
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
苫
小
牧
と
部

落
を
結
ぶ
動
脈
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
軽
便
鉄
道
も
大
正
十
一
年

四
月
か
ら
一
般
乗
客
の
乗
車
が
許
可
さ
れ
る
と
、
苫
小
牧
の
住
民

に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ご
く
一
部
の
人
に
の
み
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
た
支
笏
湖
は
、
観
光
地
と
し
て
次
第
に
苫
小

牧
住
民
に
も
知
れ
わ
た
り、

「人
命
の
危
険
は
保
証
せ
ず
」
と
書
か
れ
た
乗
車
券
を
手
に
支
笏
湖
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

戦
後、
観
光ブ
ー
ム
が
押
し
寄
せ
る
と
各
地
に
観
光
道
路
が
施
設
さ
れ、
苫
小
牧
・
支
笏
湖
間
に
も
昭
和二
十
三
年
四
月
に
自
動
車
道

路
計
画
が
た
て
ら
れ、
人
夫
の
み
で
施
工
す
れ
ば
一
日
一
五
〇
人
使
っ
て
も
二
〇
カ
月
は
た
っ
ぷ
り
要
す
る
大
工
事
で
あ
っ
た
が、
アメ
リ

付
編
部
落
史
・
丸
山
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支笏湖観光道路と旧山線軌道跡 (昭和30年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(13)

カ
軍
貸
与
の
機
械
力
に
よ
り
実
施
し
た
た
め
正
味二
二
〇
日
で
完
成、
工

事
費
も
一
般
土
木
費
で
行
え
ば
一
、
九
〇
〇
万
円
を
要
す
る
も
の
が、
わ

ず
か
八三
〇
万
円
で
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日
に
完
工
、
二
十
五
日

か
ら
市
営バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ、
今
ま
で
苫
小
牧
・
支
笏
湖
間
一
時

間
四
〇
分
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
わ
ず
か
四
五
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
便
も
よ
く
な
り
、
王
子
製
紙
も
軽

便
鉄
道
に
係
わ
る
従
業
員
約
八
〇
余
名
の
人
件
費
節
減
を
計
り
自
ら
専
用

バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
『山
線』
と
い
う
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
軽
便
鉄
道
は
多
く
の
使
命
を
果
た
し
、
昭
和
二
十
六
年
八
月

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
創
業
以
来
四
十
三
年
間
の
歴
史
に

14

終
わ
り
を
つ
げ
た
の
で
あ
る
。

植
樹
祭

昭
和三
十
六
年
五
月二
十
四
日、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

の
開
催
お
よ
び
北
海
道
主
催
の
第
一
二
回
全
国
植
樹
祭
が、天

皇
、皇

后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
モ
ー
ラ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ
た
。

植
樹
祭
は、
両
陛
下
の
到
着
を
待
っ
て
午
前
一
一時
三
〇
分
か
ら
行
わ

れ、
中
央
招
待
者
約
一、
〇
〇
〇
名、
道
内
招
待
者
約
六
、
七
五
〇
名、

そ
の
他
の
参
加
者
約
一
万
名
の
手
に
よ
って
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
約三
万
六
、
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〇
〇
〇
本
が
植
え
ら
れ
た
。
こ
の
植
樹
祭
で
植
え
ら
れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
は
、
丸
山
苗
畑
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
五
・
六
年
生
の
苗
が
使

用
さ
れ、

当
日
は
丸
山
担
当
区
員
総
出
で
植
樹
祭
の
裏
方
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

今
日
の

こ
う
し
て
木
と
生
活
を
共
に
し
て
き
た
丸
山
部
落
は
、
今
日
で
は
戸
数
も二
〇
数
戸
程
度
に
減
少
し
、
そ
の
大
半
が
営

丸
山
部
落
林
署
の
職
員
お
よ
び
作
業
員
で、苫

小
牧
市
近
郊
の
部
落
と
し
て
は
最
も
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
通
機
関
の

発
達
、
道
路
条
件
の
改
良
な
ど
に
よ
り
丸
山
は
も
う
"山
奥
の
部
落
”
で
は
な
く
な
り
、
人
々
の
生
活
も
う
る
お
い
の
あ
る
も
の
に
な
っ

て
いる
。
む
し
ろ
都
会
人
に
と
っ
て
そ
の
環
境
は
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
山
菜
採
り、
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
に
出
か

け
る
市
民
が
年
ご
と
に
増
加
し
て
いる
の
も
こ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
教
育
・
文
化

丸
山
小
学

明
治
四
十
三
年
、
王
子
製
紙
千
歳
第
一
発
電
所
が
完
成
し
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
子
弟
の
た
め
に
同
製
紙
所
有
の
小

校
の
沿
革
屋
を
借
り
う
け
て、
千
歳
村
鳥
柵
舞
特
別
教
授
場
を
設
置
し
た
の
が
大
正
六
年
十
月
で
あ
っ
た
。
王
子
製
紙
と
し
て
は
、

山
奥
の
発
電
所
に
優
秀
な
技
術
者
を
赴
任
さ
せ
る
に
は
教
育
の
充
実
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
痛
感
し
、大
正
六
年
十二
月
、
私
立
王
子
尋
常

小
学
校
を
設
置
し
、
特
別
教
授
場
を
廃
止
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
十
二
年
四
月、
千
歳
小
学
校
に
次
い
で
高
等
科
を
併
置
し
、
王
子
尋
常

高
等
小
学
校
と
改
名
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
王
子
製
紙
が
い
か
に
学
校
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
昭
和
六
年
、
学
校
の
管
理
は
千
歳
村
に
移
り
、
公
立
鳥
柵
舞
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
千
歳
村
に
と
っ
て
は
鳥
柵
舞

村
の
苫
小
牧
町
編
入
問
題
の
際、
同
校
の
管
理
を
同
村
に
移
す
べ
く
申
告
し
た
こ
と
が、

一〇
数
年
目
に
し
て
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
丸
山
地
区
、
支
笏
湖
畔
地区
の
子
弟
は
山
線
を
利
用
し
て
こ
の
学
校
に
通
学
し
て
い
た
。
し
か
し
、
冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
し

ば
し
ば
汽
車
が
不
通
に
な
り
、
徒
歩
で
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
冬
期
間
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め、
昭
和
十
六
年

付
編
部
落
史
・
丸
山
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丸山分校に使用された営林署車庫 (昭和50年)〔神田正五蔵〕

丸山小学校 (昭和50年)〔神田正五蔵〕 こ
ろ
丸
山、
支
笏
湖
畔
両
地

区
の
住
民
が
話
合
い、
分
岐

点
付
近
に
小
学
校
を
建
設

す
る
動
き
が
現
れ
た
。
だ

が
、
行
政
区
割
上
の
問
題

で
実
現
が
不
可
能
と
な
り
、

い
つし
か
話
は
消
え
て
い
つ

た
。支
笏
湖
畔
地
区
の
住
民
は

か
ね
て
よ
り
湖
畔
に
小
学
校

を
建
て
る
よ
う
千
歳
町
に
陳

情
す
る
一
方
、
小
学
校
が
建

設
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
同

校
に
生
徒
を
転
校
さ
せ
て
丸

山
部
落
民
も
協
力
し
て
ほ
し

い
旨
申
し
出
て
い
た
。
し
か
し
、
丸
山
部
落
民
と
す
れ
ば
、
長
年
世
話
に
な
っ
た
王
子
(鳥
柵
舞)小

学
校
への
恩
義
も
あ
り
、
こ
れ
に
は

賛
成
し
か
ね
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
支
笏
湖
畔
地
区
の
住
民
は
、昭
和二
十
二
年
、千
歳
町
の
認
可
を
待
た
ず
強
引
に
分
教
場
を
設
置
し
、翌
二
十
三
年
十
二
月
、支
笏

1970



付
編 丸山小学校見取図

玄 関

職
員
室

屋

教
室

体

便
所 (分校当時の校舎、昭和24年) 器

具
室玄
関

便

職
員

室

廊 下

所

教

室

給 食 室

(現在の校舎、昭和50年)

1971
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湖
小
学
校
は
正
式
に
認
可
を
う
け
創
立
し
た
。

一方、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
丸
山
地
区
は、
荒
木
元
吉、
芦
名
喜
造、
浦
田
孝
一
等
の
部
落
民
代
表、
丸
山
事
業
所
主
任
勝
毛
忠
男
お

よ
び
苫
小
牧
営
林
署
々
長
西
東
英
雄
な
ど
の
努
力
に
よ
り
丸
山
事
業
所
の
車
庫
の
使
用
許
可
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
許
可
を
持

参
し
て
苫
小
牧
町
教
育
課
へ
請
願
し
た
結
果
、
車
庫
を
改
造
し
た三
三
坪
の
校
舎
で
、
昭
和二
十
四
年二
月
十
八
日、
苫
小
牧
東
小
学
校

丸
山
分
校
と
し
て
開
校
し
た
。
こ
う
し
て
開
校
し
た
丸
山
小
学
校
は
、
昭
和二
十
六
年
四
月
一日
付
を
も
っ
て
東
小
学
校
か
ら
分
離
独
立

し
、
苫
小
牧
市
立
丸
山
小
学
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
山

大
正
十
二
年
、関
東
一
円
を
襲
っ
た
大
震
災
、こ
の
復
興
に
は
大
量
の
木
材
を
必
要
と
し
た
。
樽
前
御
料
林
(一二

マイ
ル
付

神
社
近)
か
ら
震
災
の
復
興
材
が
切
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
南
部
地
方
か
ら
入
山
し
た
山
子
が
作
業
の
安
全
を
祈
願
し
て
丸

山
中
腹
に
安
置
し
た
の
が
丸
山
神
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
山
林
事
業
の
根
拠
地
は
一三
マ
イ
ル
(丸
山)に

移
っ
た
が、
丸
山
神
社
が
現

在
の
場
所
に
移
っ
た
の
は
か
な
り
あ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。御
料
林
の
直
営
生
産
が
は
じ
ま
っ
た
昭
和
十
五
年、作

業
の
安
全
を
祈
願
す
る

の
に
神
社
が
遠
い
の
は
不
便
な
た
め、
神
社
移
転
が
部
落
会
で
決
ま
り、
こ
れ
を
解
体し
て
現
在
の
場
所
に
建
立
し
た
の
は
昭
和
十
六
年

で
あ
っ
た
。
こ
の
翌
年
、
木
材
の
運
搬
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
馬
と
部
落
の
安
全
を
祈
り、
愛
馬
報
恩
碑
が
建
立
さ
れ
た
。こ
の
碑
は、

当
初
馬
頭
観
世
音
碑
と
し
て
建
立
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が、戦

時
色
を
強
調
す
る
た
め
急
き
ょ
変
更
に
な
っ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

碑
に
使
わ
れ
た
岩
は
、
広
島
地
方
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
移
転
さ
れ
た
丸
山
神
社
は
今
日
で
は
す
っ
か
り
部
落
に
と
け
込
み
、
初
詣
、
祭
り
な
ど
に
は
か
な
ら
ず
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

御
神
体
は
、
イ
チ
イ
(オン

コ)
の
切
り
株
で
あ
る
。

松
葉
会

終
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
時
代
に
山
奥
の
丸
山
部
落
で
も
若
者
た
ち
の
活
動
が
芽
ぶ
い
た
。
営
林
署
、
王
子
製
紙
等
の
若
者

の
結
成
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
た
松
葉
会
は、娯

楽
施
設
の
全
く
な
い
同
部
落
に
と
っ
て
最
大
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
活
動
内
容
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丸山神社 (昭和50年)〔神田正五蔵〕

愛馬報恩碑(昭和17年) 〔金田一氏蔵〕

は
、
楽
団
を
組
織し
て
学
芸
会
、
運
動
会
、

祭
り
な
ど
で
演
奏
す
る
一
方
、
学
校
行
事
の

手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

丸
山
の

お
祭り

丸
山
部
落
の
お
祭
り
は、
例

年
九
月
十
二
日
こ
ろ
行
わ
れ
て

い
た
。
お
祭
り
に
は、
神
社
へ
続
く
参
道
沿

い
に
豆
電
球
が
飾
ら
れ、
一六
ミ
リ
映写
な

ど
も
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
部
落
特
有
の

な
ご
や
か
な
お
祭
り
風
景
で
あ
っ
た
。
数
年

前
か
ら
お
祭
り
の
日
取
り
が
変
わ
り
、
小
学

校
の
運
動
会
に
合
わ
せ
て
六
月
初
旬
こ
ろ
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
衛
生
・医
療

水
道
の

丸
山
部
落
は
水
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
長
い
間
部
落
内
を
流
れ
る
勇
振
川
を
飲
料
水
に
用
い
て
い
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
部

敷
設

落
の
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ
河
川
の
汚
れ
が
著
し
く
な
り
、
衛
生
上
水
道
施
設
の
完
備
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

時
部
落
会
長
お
よ
び
民
生
委
員
を
し
て
い
た
荒
木
元
吉
は、
特
に
そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
再
三
に
わ
た
り
苫
小
牧
市
に
請
願
す
る
一方

付
編
部
落
史
・
丸
山
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苫
小
牧
市
史
下
巻

HATSUBAL

松葉会楽団 (昭和21年)
〔飯田節子氏蔵〕 営

林
署
に
も
そ
の
必
要
性
を
進
言
し
つづ
け
た
。そ
の
結
果、
昭
和三
十
一
年
こ
ろ

苫
小
牧
市
よ
り
五
〇
万
円、
営
林
署
よ
り三
〇
万
円
の
工
事
資
金
の
引
出
し
に
成

功
し
、
待
望
の
簡
易
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
。

医
療

王
子
製
紙
は
千
歳
発
電
所
に
診
療
所
を
設
置
し
、
鈴
木
定
一
が
医

機
関
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
。
丸
山
部
落
に
は
全
く
医
療
機
関
が
な
く

同
部
落
を
は
じ
め
支
笏
湖
畔
部
落
民
は
す
べ
て
こ
の
診
療
所
で
診
察
を
う
け
て
い

た
。
同
診
療
所
は
山
線
を
利
用
し
て
往
診
も
し
て
い
た
が、
冬
期
間
山
線
が
不
通

に
な
っ
た
場
合
は
馬
ソ
リ
に
患
者
を
乗
せ
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
診
療
所
は
あ
く
ま
で
も
応
急
手
当
を
す
る
程
度
の
も
の
で
、
重
病
人
、

手
術
を
必
要
と
す
る
患
者
は
苫
小
牧
へ
出
て
診
療
を
う
け
て
い
た
。

出
産
は
、
大
半
が
苫
小
牧
の
産
院
等
を
利
用
し
て
い
た
が、
鳥
柵
舞
の
産
婆
に

取
上
げ
ら
れ
た
子
供
も
多
か
っ
た
。

1974



注
(1)

(2)(3) 『支
笏
湖
と
国
有
林
』
昭
和
四
十
一
年
札
幌
営
林
局
苫
小
牧
営
林
署

『山
づ
く
り
の
み
ち
し
る
べ
』
昭
和三
十
八
年

ス
リ
ー
エ
ム
研
究
会

(
4
)
堀
江
敏
夫
『苫
小
牧
地
方
鉄
道
史
』
昭
和
三
十
九年

苫
小
牧
地
方
史
研
究
会

(5)
『千
歳
市
史
』
昭
和
四
十
六
年
千
歳
市

(6)
(2)に

同
じ

(
7
)
(5)に

同
じ

(8)
『早
来
町
史』

昭
和
四
十
八
年
早
来
町

(a)
金
田
一
氏
談
に
よ
る

『苫
小
牧
町
名
改
称
地
番
整
理
二
関
ス
ル
一
件
書
類
』
昭
和
十
八
年
苫
小
牧
町

(10)
(
1
)
荒
木
元
吉
氏
談
に
よ
る

(
1
2
)
(1)に

同
じ

(13)(14)
(4)に

同
じ

1975

付
編
部
落
史
・
丸
山




	付編　部落史
	勇払
	樽前
	錦岡（覚生）
	糸井
	弁天
	静川
	柏原
	植苗（美々）
	沼ノ端
	丸山


